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序

王ノ壇遺跡の発掘調査は都市計画道路 「川内・柳生線」建設に伴い昭和63年から平成 4

年度にかけて実施されました。その結果、現在では市街地か ら離れた名取川流域のこの地

が約4000年にわた り、当時の微地形を巧みに利用した、まことに豊富な内容を持つ、仙台

のみならず東北地方の歴史を語る上で欠かせない遺跡であることが分か りました。

すなわち、縄文時代後期の生活の場、古墳時代中期の古墳群、飛鳥時代の堅穴住居跡と

区画溝、奈良時代から平安時代前半の畑の痕跡、中世の大規模な屋敷跡などであります。

なかでも、飛鳥時代の遺構については郡山遺跡に関わる牧関連施設、中世の屋敷跡につ

いては北条得宗家直轄の政所の可能性を提起致しました。とりわけ、中世の屋敷跡につい

ては西半部の調査ではありますが、 3期の変遷が明らかとな り、鎌倉時代後半には大溝に

囲まれた長大な区画や堂と池からなる宗教的施設等があり、奥大道と推定される南北幹線

道路と枝道で結ばれているという景観を描 くことができるという大きな成果を得ました。

この屋敷の性格については時期 。屋敷跡の規模。構造そして、特徴的な遺物などから北条

得宗領名取郡北部の政治的拠点と考えました。

この地は海運と連動する東西に走る名取川水系の河川交通と陸奥国国府に至る南北幹線

道路の結節点をおさえる重要拠点であったと言えましょう。 これらのことは東北地方の中

世史を考える上で紅めて重要であり、諸賢のご批判を仰ざますとともに、今後とも皆様の

ご助言、ご指導を頂きながら、 この地域の中世像の究明を続けてまいりたいと存じます。

埋蔵文化財は綿密な発掘調査による検証と報告書作成における理化学分析や他調査例と

の比較によって初めて歴史を語 りだします。報告書の刊行は今後の活用と後世への継承の

新たな出発点でもあります。まもなく到来する21世紀は急激に発達するデジタル技術やイ

ンターネットの普及と市民活動の活発化により文化財の活用が飛躍的に進展することが予

想されます。今後とも仙台市の文化財保護行政にご協力頂きますようお願い致します。

最後になりましたが本調査の趣旨をよくご理解いただき、献身的に発掘調査や報告書作

成にご協力いただきました多くの方々並びにご指導 。ご助言をいただきました多くの方々

や関係機関に心より感謝申し上げます。

平成12年 9月

仙台市教育委員会

教育長 小 松 弥 生
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1.本書で使用した土色は、『新版標準土色帖』 (小 山・竹原 :1976)に準拠している。

2.本書の 「周辺の遺跡」は国土地理院発行1/25,000地形図 「仙台西南部」を複製して使用した。

3.本文・図版で使用した方位は、全て真北である。

4.都市計画道路センター杭を基準としたグリッドを設定して、遺構図面を作成しており、「グリッ

ド配置図」「遺構配置図」の国家座標系上の位置は、基準とした道路センター杭の国家座標の計測

値をもとに図面上で合成作成したものである。そのため、若干の誤差が生じている可能性がある。

5。 図示した遺物の内、土器・陶磁器については基本的には日径・底径が図上復元可能なものを対象

としているが、中近世の陶磁器については破片資料が大部分であるため、特徴的な陶磁器は破片で

あっても、推定図上復元して提示している。

6.陶磁器の器種名については、指導・助言者の使用している名称をそのまま使用している。椀と碗、

盤と洗、盤と鉢、婚鉢と片口鉢などは報告書担当者で統一はしていない。

7.遺構図面は、基本的に全ての遺構の図面を掲載しているが、遺構配置図だけに提示し、個別的に

図示していない遺構もある。また、事実記載をせずに、観察表にとどめた遺構もある。

凡
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は じ め に

1.調査に至る経過

仙台市は平成元年 4月 に政令指定都市に移行した。それに伴う都市整備の一環として、昭和63年 7

月より、高速鉄道 (地下鉄)南北線が運行を開始している。これに呼応して、都市計画道路の整備・

建設が各地区で実施されている。仙台市南部の大白区では、市中枢部に至る道路網の恒常的渋滞の緩

和と高速鉄道南北線への接続のため、南北道の建設が急務となっていた。都市計画道路「サ
「
1内・柳生

線」は国道286号線バイパスに南からアクセスする道路として一部開通していたが、大野田地区から南

部の柳生地区までの区間約1.5kmは 建設が未着手であつた。

道路予定地内には、周知の遺跡として大野田地区の元袋遺跡・大野田遺跡の 2遺跡が確認されてい

た。昭和62年、都市計画道路「ナ
「
1内・柳生線」の全線開業予定が決定されたのを受け、仙台市教育委

員会では路線敷内の分布調査と試掘調査を実施した。同年 11・ 12月 の大野田地区約500mの試掘調査で

は、周知の 2遺跡の他に新たに2遺跡が確認された。それぞれの小字名をとり王ノ壇遺跡・皿屋敷遺

跡とした。昭和63年 7月 には名取川以南の柳生地区約500mの試掘調査を行つた。遺跡は確認されな

かつた。分布調査と試掘調査の結果をもとに、仙台市教育委員会では仙台市道路部と協議を重ねたが、

最終的には、道路建設に先立ち、記録保存を前提とする4遺跡の発掘調査を実施する運びとなった。

4遺跡合計の調査対象面積は路線幅36m。長さ約900mの約3.24haである。発掘調査は南半部の王ノ壇

遺跡・皿屋敷遺跡から始め、終了後、北半部の元袋遺跡 。大野田遺跡へ入ることとした。

昭和63年 7月 、王ノ壇遺跡の発掘調査を開始し、平成 7年、元袋遺跡の調査をもって、 7年半にわ

たる4遺跡の調査を全て終了した。平成 8年 4月、都市計画道路「ナII内・柳生線」大野田―柳生間は

全線開通した。

2.調査要項

(1)遺  跡  名

(2)所  在  地

(3)調 査 目 的

(4)調 査 主 休

(5)調 査 担 当

(6)調査担当職員

王ノ壇遺跡 (宮城県登録番号01428、 仙台市登録番号 C-309)

皿屋敷遺跡 (宮城県登録番号01429、 仙台市登録番号 C-310)

仙台市太白区大野田字北屋敷・王ノ檀 。皿屋敷

都市計画道路「チ
「
1内・柳生線」建設に伴う事前調査

仙台市教育委員会

仙台市教育局社会教育部文化財課調査係

小川淳― (昭和63～平成 4年度) 渡部 紀 (昭和68～平成 3年度)

主濱光朗 (平成 3年 10月 ～平成 4年度) 佐藤甲二 (平成 2年 4～ 6月 )

平間亮輔 (平成 2年 5。 6月 )

調査補助員 :菅原祥夫 (平成 2年度) 相澤史子 (平成 2年 4～ 7月 )

森 剛男 (平成 2年 7月 ～平成 3年度)

昭和63年度 7月 20日 ～12月 28日   平成元年度 6月 5日 ～12月 27日(7)調 査 期 間



調査対象面積 :

調 査 面 積 :

l101調 査 協 力 :

平成 2年度  4月 17日 ～ 12月 20日

平成 4年度  4月 17日 ～ 12月 18日

19,800∬

約 12,650ゴ (I区～Ⅶ区―王 ノ壇遺跡

I区 :2,889∬   Ⅱ区 :1,225だ   Ⅲ区

V区 :1,125�   Ⅵ区 :1,332ゴ   Ⅶ 区

Ⅸ区 : 972∬   X区 :1,179∬   �区

大野 田町内会  大野田老人福祉セ ンター

平成 3年度 4月 18日 ～ 12月 26日

Ⅷ区～�区―皿屋敷遺跡 )

: 794�   Ⅳ区 : 698∬

:1,779ゴ  Ⅷ区 : 445だ

: 210ゴ

仙台市建設局道路部街路課

野外調査スタッフ

整理・報告書作成スタッフ



Ⅱ 遺跡の位置と環境

1.遺跡の位置と地理的環境

王ノ壇遺跡・皿屋敷遺跡は仙台市南部の大白区大野田字北

屋敷・王ノ檀・皿屋敷地内に所在する。 」R長町駅の南南西

約 1.5km、 地下鉄南北線富沢駅の東約600mの 地点 に位置す

る。北西約 7kⅢ ・太 白区の象徴であるピラミッド型の大 白山

を望み、南東約8.5km。 名取川河 日に至る。

遺跡のある大野田地区は名取川の北岸部にあたる。大野田

地区は、南を東流する名政川、北 。東を袋状に蛇行する魚川

によって囲まれているため、両河川の影響を強 く受けた地形

となっている。魚川周辺 と名取川北側には旧河道 と自然堤防

が発達 し、その内側は後背湿地 となっている。王ノ壇遺跡と

皿屋敷遺跡は大野田地区の東部に位置 し、自然堤防と後背湿

地にまたがって立地 している。調査では、縄文時代 。古代の

旧河道が発見されている。遺跡の構成土壌は砂・砂質シル ト・

シル トを主体 とした河川堆積土である。後背湿地も河川によ

る半湿状の湿地であり、魚川の北に広がる富沢遺跡の泥炭を中心とした低湿部の後背湿地とは異なっ

ている。遺跡の標高は10m前後である。大野田地区は西から東へ緩やかに傾斜しており、遺跡のある

東部は冠水の被害の多い地域である。調査前の地目は、水田・畑・宅地である。現在、都市計画道路

が通り、土地区画整理事業が実施されている。魚川に囲まれたまとまりのある風土環境は大きく変貌

しつつあり、歴史的景観を考慮した地域づくりが望まれる。

2.遺跡の歴史的環境

王ノ壇遺跡・皿屋敷遺跡の位置する名取川下流域には数多くの遺跡が確認されており、発掘調査例

も多い。これまでの調査により、前期旧石器時代から連綿と続く人々の生活痕跡が発見されている。

ここでは、王ノ壇遺跡・皿屋敷遺跡の調査結果を踏まえ、断続的ではあるが、縄文時代後期・古墳

時代中期・古代・中世についてのみ大野田地区周辺を中心として概観する。

縄文時代後期 :名取川北岸地域では、沖積地の自然堤防に立地する遺跡が増え、その分布域も現海岸

線から約4kmの地点まで拡大する。代表的な遺跡は大野田地区周辺の魚川沿いの自然堤防上で多く確

認されている。後期初頭の六反田遺跡は10軒以上の住居跡が発見されており、大規模な集落跡と想定

されている (佐藤 :1987)。 後期前棄の下ノ内浦遺跡では、配石墓・集石墓・埋設土器遺構・土坑墓か

らなる墓域が発見されている (吉岡 :1996)。 同時期頃の大野田遺跡では盛り土上面から環状集石遺

構・配石遺構、下層から配石墓・土坑墓・埋設土器遺構・配石遺構 。多数の柱穴群が発見され、県内

最多の約300点の土偶の破片が出土している (主浜 :1995)。 後期中葉では、伊古田遺跡で、遺物包含

第 1図 王ノ壇遺跡の位置





h 遺 跡 名 16 遺 跡 名

と 王 ノ 壇 遺 跡 愛 宕 山 横 穴 群

2 皿 屋 敷 遺 跡 48 大 年 寺 山 積 穴 群

3 泉 崎 浦 遺 跡 宗 禅 寺 横 穴 群

4 下 ノ 内 浦 遺 跡 土 手 内 横 穴 群

5 山 口 遺 跡 山 田 条 里 遺 跡

6 六 反 田 遺 跡 一死 袋 遺 跡

7 大 野 田 遺 跡 西 台 畑 遺 跡

伊 古 田 遺 跡 神 柵 遺 跡

郡 山 遺 跡 東 効 条 里 遺 跡

北  目  城  跡 藤 田 新 田 遺 跡

高 田 B遺 跡 中 田 畑 中 進 跡

金 円J寺 貝 塚 後 河 原 遺 跡

13 猫 塚 苗 墳 中 田 南 遺 跡

遠 見 塚 古 墳 栗 琳

南 小 泉 遺 跡 熊 野 堂 横 穴 墓 群

押 ロ 遺 跡 荒 井 館 跡

17 中 在 家 遺 跡 長 喜 城 跡

下 飯 田 薬 師 堂 古 養 種 園 遺 跡

梅 塚 古 墳 若 林 城 跡

兜 塚 古 墳 沖 野 城 跡

塚 古 墳 下 飯 田 遺 跡

塚 古 墳 木 館 跡

砂 押 古 墳 今 泉 城 跡

土 手 内 遺 跡 日 辺 館 跡

金 山 窯 跡 欠 ノ 上 I遺 跡

金 洗 沢 古 墳 茂 ケ 崎 城 跡

裏 町 古 墳 御 堂 平 遺 跡

三 神 峯 古 墳 群 奮 沢 館 跡

富 沢 埴 輪 窯 跡 熊 野 本 宮 社

原 遺 跡 小 館 跡

金 岡 八 幡 古 墳 77 熊 野 堂 大 館 跡

寝 沢 遺 跡 熊 野 堂 新 官 社

教 塚 古 墳 大 門 山 遺 跡

下 ノ 内 遺 跡 熊 野 那 智 神 社

五 反 田 古 墳 高 館 城 跡

五 反 田 石 棺 墓 那 智 神 社 宿 坊 跡

五 反 田 木 棺 墓 上 遺 跡

王 ノ 壇 古 墳 ,II上 大 館 跡

鳥 居 塚 古 墳 桑 島 錦 跡

春 日 社 古 墳 柳 生 台 畑

大 野 田 古 墳 群 松 木 適 跡

伊 豆 野 権 現 古 墳 安 久 東 遺 跡

場 内 百 墳 前 田 館 跡

陸 奥 国 分 寺 跡 戸 ノ 内 遺 跡

陸 奥 国 分 尼 寺 跡 四 郎 丸 館 跡
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層から多数の土器と共に約20点の上偶片が出土しており、高さ40cm以上の国内最大級の土偶も発見さ

れている (渡部 :1995)。 山口遺跡 (田 中 :1984)・ 富沢遺跡 (工藤 :1984)で も中葉の土器が発見さ

れているが、王ノ壇遺跡の調査以前には大野田地区周辺で中葉の遺構は発見されていなかった。大野

田周辺を離れてみると、東方の郡山遺跡で、中葉の石囲い状の集石と焼け面のある遺構が発見されて

いる (長島■992)。 さらに東に位置する高田B遺跡では、県内の該期では 2例目の竪六住居跡が 1軒

発見されている (荒井・赤沢 :2000)。 高田B遺跡は現標高 3m前後にあり、この時期で最も海岸線に

近い遺跡である。後期後葉になると、遺構の確認されている遺跡は少ない。郡山遺跡では土坑状の性

格不明遺構から土器が出土しており (長島 :1992)、 近くの北目城跡では竪穴住居跡が 1軒発見されて

いる。また、西方の丘陵にある茂庭けんとう城跡からも竪穴住居跡が1軒発見されている (金森■990)。

県内では、後葉の住居跡の発見も少なく、貴重な例である。なお、名取川対岸の名取市西部の丘陵端

部には、後期後葉 「金剛寺式」の標式遺跡である金剛寺貝塚がある。

名取川下流北岸地域の縄文時代後期の遺跡は、その立地と分布から、低地への強い指向性がうかが

える。低地の水辺を中心とした諸活動の本格化である。これは、中葉以降に特に顕著である。また、

低地化と共に遺跡の分散化・規模の縮小化も特徴的である。前代までの集落構成・居住形態とは異なっ

ており、新たな生産技術・生産組織、新たな集団間組織網へと変化している可能性がある。

古墳時代中期 :古墳時代前期末、仙台平野に2基の大型前方後円墳が出現する。広頑川北岸部の自然

堤防上にある遠見塚古墳 (HOm)と名取川南岸部の名取市西部丘陵にある雷神山古墳 (168m)であ

る。雷神山古墳は該期では東日本でも最大級の前方後円墳である。しかし、その後、中期前半には大

型古墳は造られなくなる。そして、古墳が再び築造されるのは中期後半になってからである。

仙台平野において、中期後半の古墳が最も多く分布している地域は、名取川と広瀬川にはさまれた

郡山低地である。古墳時代前期には古墳が築造されなかったこの地域に、突如として古墳が出現する。

郡山低地には湮減したものも含めると約50基以上の古墳が確認されている。郡山低地内での主たる分

布域は北部と南部の 2ケ所にある。北部のグループは西多賀丘陵麓にある。このグループには在地首

長層の墳墓を含んでいる。大型帆立貝形古墳の裏町古墳 (伊東 :1974)・ 兜塚古墳 (手塚 :1989)、 今1

抜石棺で中型前方後円墳の二塚古墳、船形石棺で中型円墳の一塚古墳 (伊東 :1950)な どが首長墳系

列の古墳である。最近調査された原遺跡では、10基の小型円墳が密集して発見されており、かつては、

このグループ内にも多くの中小円墳が存在していたであろうと推定される。なお、原遺跡からは国内

最北端の埴輪棺墓 1基 も発見されている (平間 :1998 主浜 :1999)。 一方の南部のグループは大野田

地区の大野田古墳群 (藤沢 :1995)である。名取川北岸の河原にある古墳群である。現在までに約30

基以上の古墳が調査されている。調査によって、当時のこの地域には東西に伸びた数条の自然堤防状

の微高地が確認されており、古墳はこの上に立地していることが分かつている。大野田地区のほぼ中

央部、東西約600m。 南北約300mの範囲内に密集して造られている。古墳群は、中型の帆立貝形古墳

である鳥居塚古墳、同形態の可能性のある春日社古墳を中心として、小型の円墳である王ノ壇古墳、

五反田古墳、大野田 1～ 27号墳、石棺墓 1基、木棺墓 2基、小型土坑墓数基から成る。春日社・王ノ

壇古墳以外の古墳は、墳丘が既に削平されているものであり、周溝のみの検出である。埴輪を伴う古
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墳の多いことが特徴であるが、その大部分は円筒埴輪・朝顔形埴輪のみであり、形象埴輪を持つ古墳

は春日社・鳥居塚古墳だけである。埴輪の多くは宮沢埴輪窯の製品と同じ二人集団によって製作され

たものと考えられている (結城 。藤沢 :1987)。 該期の東北地方では、埴輪を有する古墳の群集墳とし

ては唯―の例である。

郡山低地の中期の古墳の特徴としては、①北部のグループには大型古墳や石棺をもつ在地首長層系

列の古墳が含まれているのに対して、南部のグループは中小円墳を主体としていること。②東北地方

の中では最も多く埴輪を伴う古墳が集中していること。③陶邑編年T K208型式期前後に古墳が一斉に

出現し、 T K10型 式期以前に一斉に終焉を迎えることなどが指摘されている (藤沢 :1995)。

古墳に供給された埴輪と須恵器の窯跡は北部グループ内の丘陵斜面にある。富沢埴輪窯跡 (古窯研 :

1974)と 金山窯跡 (渡辺■991)である。いずれも、 T K208型式期頃とされている。東北地方では唯

一生産地と供給地との関係について検討可能な地域であり、特に、円筒埴輪については詳細な編年案

が提示されている (藤沢■992)。 他に、生産関連の遺跡としては、魚川北方の低湿部で水田跡を検出

している富沢遺跡がある。小区画水田が発見されている (平間 :1991)。 また、富沢遺跡周縁の微高

地 。自然堤防上にある山口遺跡と泉崎浦 (宮沢)遺跡からは時期的には断定できないものの、この頃

の畑の可能性のある小溝状遺構群が検出されている。集落跡は現在のところ検出例に乏しい。南部で

は、微高地 。自然堤防上の泉崎浦遺跡で住居跡 1軒 (吉岡 ■989)、 大野田地区西部の下ノ内遺跡で 2

軒 (篠原 :1990)、 北部では、標高60～ 70mの丘陵上の土手内遺跡で 9軒 (主浜 :1992)の計12軒のみ

である。 これらの住居跡は、水田域である富沢遺跡の周縁部に分布している。

以上のように、古墳からみる限り、古墳時代中期後半の郡山低地は仙台平野において最も傑出した

地域である。大型首長墳の移動、突然一斉に出現する中小古墳とその終焉、古墳関連窯業の開始と終

焉、カマ ドをもつ住居の出現と新たな土器食器による食事様式の開始、石製模造品祭祀の盛行、小鍛

冶の開始、鉄製品の普及、馬の存在、多種の木製農具など、古墳時代中期の仙台平野は該期の古墳時

代社会 (文化)の最北端にありながらも、当時の全国的趨勢と合致した諸様相を呈している。これは、

最北端であるが故の、先鋭化した姿とも考えられ、時の倭王権の全国的政策の一環としての仙台平野

の位置付けを如実に示すものである。後続する古墳時代後期に、仙台平野に古墳が再び造 られなくな

ることは、このことの裏返しであろうか。

古代 :仙台平野の最後の首長墳は、広瀬川北岸部にある法領塚古墳 (円墳径32m・ 横穴式石室)であ

る (氏家■972)。 突然出現し、これをもって終わる。 7世紀前半代には築造されていたものと考えら

れている (田 中 :1987)。 7世紀中頃になると、東北地方南部に陸奥国が設置され、仙台平野には宮

城 。名取評 (郡)が置かれる。この地域も律令的支配体制下に組み入れられ、地域支配の拠点基地と

しての官衛と寺院が造られる。飛鳥時代には仙台市の郡山低地に郡山遺跡・郡山廃寺が造営される。

奈良時代には仙台平野北部の多賀城市の丘陵に新しい陸奥国府多賀城と多賀城廃寺が造 られ、宮城県

北部までが律令支配の版図となる。この時期には、官行の造営などに関与した関東地方の人々の足跡

を示す外来土器や関東地方系譜の土器が発見されている。奈良時代中頃には、仙台市中央部木ノ下の

地に鎮護国家の要として陸奥国分寺 。尼寺が造営される。ただし、奈良 。平安時代の名取郡衡の所在



地は不明である。律令的収奪の根幹としての耕地については、条里制が施行されたとされており、仙

台平野では、仙台市東部の東郊条里・西部の山田条里 。その東部の富沢遺跡などで条里型地割が確認

されている。特に、富沢遺跡では、多くの調査例から平安時代の地割の復元が試みられている。水田

跡や畑跡の可能性のある遺構などの発見例も増加する。奈良・平安時代は遺跡の分布も平野部 。丘陵

部の全面に拡大し、その遺跡数も爆発的に増加する。真北を基軸とした住居跡やカマ ドを東壁にもつ

住居跡など規格性のある集落跡の日立つのもこの時期である。また、掘立柱建物も造られるようにな

るが、郡山遺跡周辺では古くに出現する傾向がある。生活用具の須恵器や鉄製品も一般に普及する。

古代の大野田地区の特徴は、地区周縁部の魚川周辺の自然堤防上に集落跡が分布し、その内側では

住居跡の検出がほとんど無いことである。ただし、無遺構の地域ではなく、ほぼ全面に畑の可能性の

指摘されている小溝状遺構群が広がっている。この小溝状遺構群の卓越する地域は大野田古墳群の分

布域でもある。小溝状遺構群は古墳の墳丘部分では確認されないことから、古墳の小山を残してその

周囲に畑の広がる景観を復元することができる。なお、水田跡は平安時代のものが確認されている。

また、この地域の古代の遺構で、性格不明の溝とされているものに注意しておきたい。なんらかの区

画溝と考えられるものは下ノ内遺跡・六反田遺跡・袋前遺跡 。大野田遺跡・王ノ壇遺跡などで確認さ

れており、これらの中には馬匹生産に関連する遺構もあるのではないかと推定している。特に、下ノ

内遺跡の大溝と柵列で囲まれた遺構は注目される。魚川と名取川に囲まれ、地形的に閉鎖的な大野田

地区全体に牧関連遺構が分布している可能性を考えている。郡山遺跡まで約1.5kmの 大野田地区の古代

の土地利用については、周辺地域全体の中での有機的な関連を総合的に検討する必要がある。

中世 :王 ノ壇遺跡のある旧名取郡北半部の鎌倉時代前後を中心として概観する。

中世の名取郡 :平将門の乱 (985～ 940年)の百余年後、奥羽の地では、安倍氏の前九年の役 (1051～

1062年 )、 続く、清原氏の後三年の役 (1083～ 1087年 )を経て、平泉藤原氏が実権を握る。平安時代末

期・ 12世紀の東北地方は、陸奥国府をも勢力下においた奥州藤原氏の影響が政治・経済 。文化の全般

にわたって及んでいた時代であった。当時の名取郡の在地領主としては名取郡司・熊野別当などが知

られる。しかし、文治 5年 (1189年 )、 源頼朝率いる東国武士団を中心とした全国総動員の大軍によっ

て、奥州藤原氏とそれにつながる奥州武士団は滅ぼされる。この合戦の際、奥州藤原氏側はこの地の

名取川・広瀬川に大縄を引いて柵を設け、防禦線としている。奥州合戦後、仙台には関東武士が所領

を獲得する。鎌倉時代当初の東北地方の政治は、基本的には奥州藤原氏時代の先例にならいながら、

新たな支配秩序のもとでの再編成が行われた。鎌倉時代の陸奥国の中心は多賀国府のあった七北田川

流域である。仙台地域には、陸奥国留守職に任命された伊沢氏 (後の留守氏)、 宮城郡に地頭職を得た

国分氏、名取郡地頭の和田氏などが入部してきた。一方、奥州合戦で捕らえられた名取郡司や熊野別

当などの旧在地領主も、後に放免されて本貫地に帰つている。当時の名取郡は、国司御厩佃と国司御

厩舎人の存続、名取郡司の存在などから国衛領と考えられている。熊野別当が管掌する名取熊野三山

にも所領があったものと推定される。しかし、関東武士の入部によって、旧在地領主層の職権は大幅

に制限されることになる。

名取郡の最初の郡地頭は幕府侍所別当の和田義盛である。和四氏は、鎌倉の東の窓日である武蔵国



六浦荘を所領とする海上交通に長けた御家人である。20余年の和田氏の支配が続き、建保元年 (1213

年)の和田合戦による敗北後、名取郡地頭職は和田氏一族の三浦義村の手に移る。三浦氏も相模国三

浦半島を本拠とし、太平洋側の海上交通に強い影響力をもつ幕府最有力御家人である。30数年続いた

三浦氏の支配は、宝治元年 (1247年)の宝治合戦の敗北で終焉する。現在、名取市吉田字乗馬に所在

する三浦家には郡地頭三浦氏の後裔であるとの家伝がある。宝治合戦の勝利により、鎌倉では北条氏

に対抗できる有力御家人は一掃され、北条氏は日本列島全域にわたる海上交通の支配権をも掌握する

こととなった。合戦後の名取郡は北条時頼の所領となり、以後、鎌倉幕府滅亡まで北条氏得宗領とな

る。北条氏の在地支配は、郡地頭職をもつ北条氏一門が、各郡ごとに郡政所を置き、鎌倉の北条氏公

文所から実務官僚を送り込み、村々の地頭代になっている御内人を監督・催促する方法である。名取

郡の北条氏の代官としては、土師塚郷 (現仙台市若林区藤塚)地頭代職の曾我氏、平岡郷 (現仙台市

太白区長町)地頭代職の片穂氏が知られている。名取市川上の 「桑島長者伝説」には有名な北条時頼

の廻国伝説があり、さらに、前述した三浦家に伝わる『三浦由緒書』や『名取熊野新宮寺記録』には

北条時頼執権の代、名取熊野の 「所領没収 。天台破宗」の記録がある (伊藤 :1980)。 また、名取郡北

方牛野にある法性寺 (曹洞宗)も時頼没年である弘長 3年 (1263年)の時頼開山の寺伝をもっている。

名取熊野の時頼廻国伝説、所領没収 。天台破宗の伝承、法性寺の時頼開山寺伝は、もとより史実かは

未詳であるが、当時の名取郡も北条得宗領であり、その在地支配政策として天台宗以外の新たな宗教

勢力の関与もあったことををなんらかの形で反映している可能性がある。天台寺院であった松島延福

寺は臨済禅寺円福寺となり、二世住持に建長寺開山蘭渓道隆を迎えた関東祈祷寺となっている (入間

田 :1991)。 寺伝『天台記』は武力によってこれが実施されたと伝え、追われた衆徒は福浦島に籠り、

熊野三山を祀って時頼を呪誼したという。熊野信仰も絡むこの寺伝からは、名取熊野においても所領

没収・天台破宗の伝承があり、名取郡前地頭が宝治合戦で滅ぼされた三浦氏であつたことも考慮する

と、あるいは武力を伴ったものであった可能性も否定はできない。いずれにせよ、当時の名取郡も、

北条氏一門が宗教勢力とも結んだ全国的な支配政策と運動していたことに関わつて残された伝承と推

定される。鎌倉時代に名取郡を支配した和田・三浦 。北条氏はいずれも海の領主の側面をもっている。

当時の名取川下流域から河口にかけての地域は、水上交通の要地でもあり、歴代領主と名取熊野三山

の活動との関連は興味深いものである。

元弘元年 (1333年 )、 鎌倉幕府の滅亡後、得宗領名取郡は無主の地となり、元弘没収地として諸氏の

勢力拡大のための分割競争の地となった。南北朝の動乱期、この地は幾度となく戦乱にまきこまれた。

観応 2年 (1351年)の多賀国府奪還をかけた南朝勢と北朝勢の戦い (広瀬川の戦)は有名である。こ

のような戦乱の世の中で、名取熊野三山は各層の武士の期待をうけて祈祷をこらし、社殿造営や神領

の寄進などをうけている。『名取熊野神社文書』には、観応 3年 (1352年 )、 北朝側の吉良貞家が名取

郡南方益田宿と関所の警固を熊野社に命じる記録があり、当時の名取熊野の勢いを示している。南北

朝の合― (1392年)前後から、この地には伊達氏の影響力がしだいに強くなってくる。

名取郡北方と交通網 :名取郡北方・南方の呼称は、記録では南北朝時代からの使用が確認されるもの

であるが、ここでは便宜的に、中世全般の現名取川周辺地域をさすものとして 「北方」を使用する。



江戸時代の北方の範囲が、ほぼ中世の状況を踏襲しているものと仮定すると、中世の 「北方」の北

端は現仙台市若林区の沖野・飯田・今泉 。二木・井土・藤塚、南端は現仙台市太白区柳生 。中田 。四

郎丸・現名取市高柳・牛野・小塚原・閑上となる。大野田地区はこの 「北方」に含まれる。現在は、

この地域のほぼ中央部を名取川が流れているが、上述した 「北方」の北端地域の北狽Jと 南端地域の南

側には、それぞれ広瀬川と名取川の旧河道が確認されており、中世の 「北方」は当時の両旧河道には

さまれた地域であつた可能性が指摘されている (田 中 :1995)。 広頑川・名取川の旧河道は「北方」両

端の他に、内部にも多数確認されており、頻繁な両河川の移動のあったことが分かる。「北方」地域は

両河川の本流・支流 。分流などの流れる水郷的景観として復元が可能であろうか。また、河川の移動

は河日の移動も引き起こす。現名取川河日付近の南北に連なる砂丘内陸側には、北に丼土浦、南に広

浦の潟湖が広がつている。いずれの潟湖も、ある時期の河道 。河日であり、太平洋側にできる河日の

湊の条件を備えている (市村 :1996)。 「北方」は水上交通の卓越した地域と考えられる。

一方、陸上交通については、大野田地区で、長さ約370mにわたり、両側に側溝をもち、土砂を固め

て舗装した幅約 4mの道路跡が発見されている。鎌倉時代に造られたと推定されるこの道路跡は、形

態 。規模・構造などから、鎌倉とを往還する中世奥州の南北幹線道・奥大道の可能性が指摘されてい

る (田 中・渡辺・竹田 :1998)。 館跡などの遺跡分布から、この南北幹線道に接続する東西道の存在も

推定されている。また、この地域は古代より出羽国に通じる交通の要衝でもある。このように、中世

前期の名取郡 「北方」は水陸交通網の発達した、南北・東西交通軸の拠点的地域であつた。

太

平

洋

第 5図 江戸時代の名取郡北方



名取熊野三山 :こ の地域の中世を語る上で欠くことのできないものとして、本宮社 。新宮社・那智社

(羽黒社の時代あり)か らなる名取熊野三山の存在がある。中世における東北地方の熊野信仰の一大

中心地である。熊野三山の本地仏は、本宮社 (阿弥陀)。 新宮社 (薬師)。 那智社 (観音)である。王

ノ壇遺跡の南西約3.5kmに位置し、現名取川の平野部への出日部分・旧名取川河道が大きく南に蛇行し

始める箇所 (八ツロ)の南西岸部の丘陵およびその麓にある。平野部からみれば西山、西方極楽浄土

の方向にある。名取熊野社は平安時代末期には成立していたものと考えられている。この地への熊野

信仰の波及については、天台系の本山派修験者・熊野先達等の勧請によるものとされている。平泉に

も秀衡勧請の今熊野社があり、当時は、奥州藤原氏と結んで強大な勢力を有していたものと考えられ

ている。奥州合戦に登場する熊野別当は泰衡後見人とある。奥州藤原氏を介して山形県寒河江市慈恩

寺などの出羽国との密接な交流も推定される。奥州合戦の折には、源頼朝は名取川渡河前に熊野社に

か詣し、後の名取郡地頭三浦義村が流鏑馬射手をつとめたとされている。三浦氏の末裔を名のる三浦

家には、熊野社の流鏑馬射手が伝流されていた。名取郡地頭三浦氏は名取熊野社と結んで勢力を有し

ていたものと考えられる。三浦氏による支配の時期は熊野信仰が全国的に普及した頃でもあり、熊野

御師・先達による海上交通と関連した普及活動は商品流通との結びつきも指摘されている (網野 :

1992)。 当時、紀州熊野や尾張瀬戸の地も掌握していた三浦氏一門と在地との関連が注目される。三浦

氏が地頭の時期、名取熊野新官社・新宮寺 (現在真言宗)では、出羽国慈恩寺・立石寺などの経巻を

底本として一切経 (国指定)の写経事業が盛んに行われている。慈恩寺にも熊野神社が勧請されてお

り、この事業の主体者としては熊野別当と三浦氏の関与が推定されている。新宮寺文殊堂には平安時

代末から鎌倉時代初期の作とされる文殊菩薩像が安置されている。 これは、釈迦如来の脇侍仏と考え

られている。『封内風土記』 (享保年間)では、この文殊堂を行基の開基と伝えている。

北条氏得宗領時代の名取熊野については時頼廻国伝説と天台破宗の伝承がある。これは、三浦氏を

滅ぼし、日本列島全海域での海上交通の独占を企む北条氏が、同様に太平洋海上交通上の諸権益を有

していた紀州熊野社を中心とする熊野勢力に対する抑制策の一端を反映するものでもあろうか。

名取熊野那智神社 (別 当寺・真言宗物響寺)には、国・県の重要文化財に指定されている約150個の

懸仏 (聖観音が主体)と銅鏡が保管されているが、これらの多くは、北条氏得宗領時代の鎌倉時代後

半のものである。鏡には、蓬莱鏡。松喰双鶴鏡などの和鏡の他、南宋湖州八花鏡が一枚含まれている。

この湖州八花鏡は中国。四国より西、特に九州に濃密に分布するものである (久保 ■999)。 東北地方

では山形県羽黒山頂出土品の湖州鏡群が有名であり、羽黒社でもあった名取熊野那智社との関連が推

定されるが、羽黒山湖州鏡の主体は方鏡であり、名取那智社の八花鏡の来歴についてはなお注意した

い。懸仏の中には 「尾張氏女」「尾張氏」と記された懸仏が8点 もある。この 「尾張氏」についての詳

細は不明であるが、この時期の尾張国も北条氏一門が守護を務めている。名取川周辺の松木遺跡 (工藤 :

1986)。 柳生台畑遺跡 (佐藤 :1998)・ 王ノ壇遺跡などからは中世前期では稀な古瀬戸が出土しており、

その関連に注意したい。北条氏一門、そして律僧叡尊との関係の深い尾張国山田郡長母寺 (桃崎■997)

と瀬戸窯の関係は紀州熊野社の活動も絡んで在地の古瀬戸や東海産陶器との関連で注目しておきた

い。北条時頼開山の寺伝をもつ法性寺のある名取北方牛野と熊野社領である尾張国牛野荘との地名の



一致も気になるところである。

名取熊野三山のある西山斜面の名取市大門山遺跡では、250基以上の板碑が確認されている (恵美

他 :1988)。 鎌倉時代後半から南北朝時代にかけて形成された、聖地にいだかれた一大墓所であり、名

取熊野社を掌握していた一族の墓所と推定されている。関東を起源とする板碑造立の開始時期は北条

氏の時代からであり、この頃から本格化した関東武士の移住や伝破宗後の宗派との関係は注目される。

大門山遺跡の板碑には 「禅門」「禅尼」と刻まれた鎌倉時代末の板碑が7基ある。これは、「秋保地域」

の板碑で指摘 (大石 :1998)さ れているように禅宗の関与が考えられる。一方、「文殊師利菩薩」「普

賢菩薩」と並んで墨書された多字一石経も出土している。これは、天台宗の「礼仏」とされているが、

新宮寺に現存する文殊菩薩像や文殊堂行基開基伝説からは釈迦信仰・文殊信仰・行基信仰を特徴とす

る新義律宗との関連にも留意したい。大門山遺跡の南部の名取市愛島北目には 「沙門」を刻む板碑

(延文 3年 。1358年)があり (恵美・氏家 :1988)、 新宮寺の貞和 2・ 3年 (1346・ 1347年 )の大股若

経には 「施主了性大徳」「沙門理聡書」「壇那沙門快賢」などの奥書がある (平川・寺崎 :1980)。 「沙

F弓」「大徳」号は律僧などに特徴的なものである。この当時、陸奥国分寺は年未詳の『西大寺諸国末寺

帳』に見られる西大寺末寺の律院であった (松尾 :1998)。 陸奥国分寺西院の僧は前代に新宮寺一切経

の写経に参画しており、この時代にも相互の交流があった可能性が考慮される。また、新宮寺一切経

と関連の深い出羽国慈恩寺も陸奥国分寺僧が住まいする律院であり、時頼廻国伝説と禅宗への改宗伝

承がある立石寺も律院であった可能性があるという (松尾剛次氏の御教示)。 これも、陸奥国分寺と同

様に当時の名取熊野との関連に注意したい。さらに、新宮寺の鎌倉後期とされる版本大般若経は春 日

版大般若経であり、興福寺で摺写されたものである。鎌倉時代後期に 1部600巻が南都から伝来したも

のと考えられている。春日大社・興福寺と西大寺流律宗は関係が深い (細川 :1987)。 また、大般若経

といえば、極楽寺忍性が叡尊に送った宋版大般若経 (網野 :1992)の ことが想起させ られる。以上の

ことから、天台破宗の伝承がある名取熊野については禅宗との関連は濃厚であるものの、律宗との関

係にも注意しておきたい。臨済禅寺である松島円福寺の軒平瓦は茨城県つくば市三村山極楽寺 (西大

寺流律院)の系譜にある南都系の蓮華唐草文であり、禅宗寺院と律宗寺院の密接な関係は注目されて

いる (桃崎■996)。 鎌倉時代末の京都檀王法林寺の 「熊野権現影向図」に登場する 「名取老女」の説

話や室町時代の世阿弥による謡曲「護法」は熊野修験 らによる熊野信仰の宣伝・布教・熊野詣によっ

て中央までもたらされ、そこで成立したものと考えられているが、そこには禅・律僧などの広範な活

動も関与していたのではないだろうか。なお、大門山板碑群のある丘陵斜面は、新宮寺往生院跡の裏

山であり、三味聖としての禅・律僧との密接な関係も想定される。名取熊野では、当時の最大の国難

であつた蒙古来襲に対する異国降伏の祈祷も行われていたのかもしれない。

中世前期の名取熊野は、宗教的活動のみならず、修験者による山河の経済活動、熊野御師・先達に

よる海上交通による活動、伝破宗後の宗派の活動などの社会的・経済的活動も活発であったと思われ、

宗教活動と一体化したこれらの諸活動は、奥州藤原氏 。和田氏・三浦氏・北条氏などの時の支配者の

在地政策と強く連動していたものと考えることができる。最後に、宗教に関連して、『封内風土記』か

らこの周辺地域の神社の分布をみておく。最も多いのは熊野神社である。八幡神社は頼朝創祀伝承の



ある太白山の生出森八幡宮のある 「北方」西部・北端 。南端に分布し、中央部には無い。源氏・北条

氏や律僧忍性との関係も深い伊豆走湯山権現を分祀した伊豆権現神社は大野田地区を取 り巻いて分布

する。大野田にある春日神社は奥大道が推定される地区と名取川河日・湊推定地区にある。奥州藤原

氏との関係が指摘されている雲南神社 (大石 :1997)は富田地区・茂庭地区などに確認される。

遺跡分布 :現在、名取郡 「北方」地区と名取熊野地区では約45ケ所の中世遺跡が知られている。それ

らの多くは、推定奥大道と名取川・広瀬川の旧河道に沿って点在している。南北朝時代から戦国時代

の城館跡としては、現名取川北岸部に茂ケ崎城跡・富沢館跡 。北目城跡・沖野城跡 。日辺館跡・今泉

城跡 。三木館跡、南岸部に前田館跡 。四郎丸館跡 。名取市熊野堂大館跡・小館跡 。高館城跡などがあ

る。調査例は少なく、ある程度の遺構変遷が把握できるのは今泉城跡 (木村 :1983)と熊野堂大館跡

のみである。茂ケ崎城跡・北目城跡 。沖野城跡は伊達氏の家臣で、名取郡北方に勢力を有していた粟

野氏の居城とされている。屋敷跡では、北岸に富沢遺跡 (斉野・吉岡他 :1987 五十嵐 :1992)・ 山口

遺跡 (中富 :1991)・ 元袋遺跡・下ノ内遺跡 (篠原 :1990)。 王ノ壇遺跡 。西台畑遺跡・郡山遺跡 (長

島・高橋 :1999)。 下飯田遺跡 (佐藤 :1995)、 南岸に柳生台畑遺跡 (佐藤 :1998)。 松木遺跡 (工藤 :

1986)。 安久東遺跡 (田中 :1995)。 中田南遺跡 (大田 :1994)。 名取市川上遺跡 (恵美 ,大友 :1990)

などがある。いずれも、調査された遺跡であり、推定奥大道沿いとそれに接続すると推定されている

道路周辺に位置するものが多い。特に、松木遺跡・王ノ壇遺跡・西台畑遺跡 。郡山遺跡は推定奥大道

との関係の強い遺跡である。仏堂としては、名取熊野の対岸部丘陵上に御堂平遺跡 (斉藤 :1983)が

ある。また、富沢遺跡 (田中 :1992)の他、4遺跡からは水田跡が確認されている。

この地域からは中世を代表する遺物である板碑が約200基ほど確認されている。仙台市内の板碑の約

35%が密集する地域である。特に、名取川南岸の柳生 。中田地区に集中している。「境界の場」。名取

川河原に立つ追善供養の板碑群である。柳生地区の西方約1.5kmに ある大門山遺跡の板碑群と合わせる

と、約450基 となり、全国的にも有数の板碑密集地域である。柳生字北の文永10年 (1273年 )の板碑は

澱不動尊板碑と共に仙台市内最古のものであるが、その6年前、律僧忍性は鎌倉極楽寺に入寺してい

る。その 2年後、極楽寺には熊野新宮社が鎮守として創建されている。

この地域の板碑は広瀬川。名取川の中流域に分布する安山岩製のものであるが、旧広瀬川流域 (「北

方」北半部)では板状の安山岩を主体とし、旧名取川流域 (「北方」南半部)では安山岩の河原石を主

体としている違いがある。また、種子でも、「北方」北半部は 「キリーク」 (阿弥陀如来)が卓越し、

「北方」南半部は 「バン」 (金剛界大日如来)が卓越している違いがある (仙台市史編さん室■998)。

「北方」北半部の長町・郡山地区の板碑については、蓮座の荘厳・結衆板碑の存在 。真言で五輸塔を

表現した板碑の存在などから、この地は「都市的な場」であり、「仙台平野のもう一つの政治的中心」

との指摘もなされている (大石■998)。 大野田地域の板碑は 「北方」南半部の特徴に合致する。河原

石の多い 「北方」南半部の板碑の特徴は自然石の霊石信仰。医療信仰と関係の深い紀州熊野社 (村山 :

1992)と の関連にも注目したい。また、仙台市内の板碑の種子については天台系浄土教の影響が指摘

されている (大石 :1998)が、当地には 「天台破宗」の記録があり、真言密教や禅宗との関係にも留

意しておきたい。大 日如来は真言密教の教主でもある。密教的宇宮観では、吉野が金剛界、熊野が胎



蔵界とされている。名取熊野の近くの板碑に金剛界大日如来の種子の多いことは一見矛盾するようで

はあるが、吉野金峰山から紀州熊野にぬける逆峰コースの修験霊場を確立したのは真言密教系の当山

派修験であること (鎌田 :1991)、 吉野金峰山と律僧叡尊・忍性は関係が深いこと (桃崎 :1999)な ど

と名取熊野三山との関連は気になるところである。また、 日本の臨済宗の開祖である栄西の建仁寺は

蘭渓道隆入寺以前は天台宗延暦寺別院であり、諸宗兼学の道場であった。鎌倉での栄西も禅僧よりも、

密教僧としても尊重されたとされてお り (松尾 :1995)、 禅宗との関係にも注意したい。当時の名取熊

野は、天台系の熊野修験に、禅宗や律宗が時期的に前後し、相互にせめぎあいながら関係を有してい

たものと考えたい。なお、「北方」南半部の板碑の中で、王ノ壇遺跡の板碑と柳生延命寺の板碑につい

ては同一者の作品である可能性が指摘されている (佐藤■998)。 その他、当地の板碑に関連して、名

取市上余田には「余田政所浄空禅門也」と刻まれた元徳3年 (1331年 )の板碑がある。付近に、北条氏

段階の名取郡 「南方」の政所の存在が想定されている。板碑に関する事項の最後として、大門山遺跡

の板碑群に「南無阿弥陀仏」を刻む延慶 3年 (1310年)の板碑 1基が存在することについても触れて

おきたい。六字名号をもつ板碑は仙台市周辺ではこの 1基だけであるが、県内最古の名号板碑でもあ

る。この板碑は時宗の関与が考えられる板碑であるが、県内最古の 1基が名取熊野に存在しているこ

とは興味深い。『一遍上人絵伝』によれば、時宗の祖師 。一遍は紀州熊野での熊野権現の啓示をうけ、

この神託によって大悟徹底した後、諸国の遊行賦算を開始したとされている。県内最古の名号板碑が

名取熊野にあることの意味もまた、このこととの関連において注目される。名取熊野は禅・律宗のみ

ならず、時宗の関与も認められる聖地であった。

板碑以外の中世供養塔としては、宝筐印塔の一部が王ノ壇遺跡 。北目遺跡・安久東遺跡 。大門山遺

跡などで出土している。石材・規模・形態・製作技法などから、商品としての一元的製作・供給が指

摘されている (石黒 :1997)。 五輪塔は大門山遺跡での水輪・地輪各 1点のみである。仙台周辺の五輪

塔は北部の東光寺、中央部の陸奥国分寺、南部の大門山遺跡の三大宗教拠点で確認されている。律宗

系寺院では、開山五輪塔があり、南都系石工との関係が指摘されている (桃崎■997)。 在地の石工集

団の系譜については、今後、律院であった陸奥国分寺との関連を踏まえた検討も必要であろうか。

石塔類以外では、この地域を代表する中世の遺物として在地産中世陶器が挙げられる。東北地方南

部地域の代表的な中世陶器窯である飯坂・八郎・白石窯はいずれも阿武隈水系沿いにあり、時代と共

に主たる窯場が北上している。名取川周辺の在地産中世陶器の多くは県南部の白石窯跡群のものと考

えられる。白石窯跡群の一本杉窯跡の操業開始は13世紀中葉と捉えられている (菊地・早川 :1996)。

白石窯跡群のある刈田郡、阿武隈川の流れる伊具庄・亘理郡も北条氏一門の所領であり、北条氏が関

与した阿武隈水系 。太平洋 。名取川の水上交通による生産地と消費地の結び付きが推定される。

白石窯跡群のある刈田郡の鎌倉時代初期の地頭は中条氏 (刈田氏)であったが、その後、北条氏一

門の名越氏に代わったものと考えられている。常滑窯のある尾張国でも、承久の乱後、中条氏が守護

を務めていたが、得宗期には北条氏一門の名越氏に代わっている。珠洲窯のある能登や越後の守護も

名越氏である。窯業地域におけるこの奇妙な一致は偶然であろうか。名越氏は度々の内紛に巻き込ま

れながらも、得宗専制期以後まで続く北条氏一門の名門である。名越氏一族である宗勧房は鎌倉極楽



寺への忍性入寺後、律僧になったとされており (松尾■998)、 失脚した名越光時も律宗に帰依してい

た。白石窯跡群・市の沢窯のある場所にはかつて文殊堂があったとされ、窯跡群に近い三沢の旧天台

寺院大聖寺には後醍醐天皇にまつわる文殊菩薩像がある。北条得宗盛期での常滑の全国制覇と地方窯

業の育成 。保護は北条氏一門の計画的な所領配置と運動した広域な産業政策・流通 。交易・市場管理

と密接に関連していた可能性が考慮される。そこには宗教者も介在していたのであろうか。

以上のように、中世前期の名取郡「北方」地域は仙台市内でも中世遺跡の密集する地域の一つであり、

北部の府中域や中央部の国分寺周辺とも異なった独自の地域性をもつエリアである。鎌倉時代前後の

この地域を理解する鍵は、水陸交通網の発達、名取熊野三山の活動、海の領主的側面をもつ歴代領主

の支配の三点に集約されようか。

大野田地区・柳生地区の中世景観 :『封内風上記』によると、大野田村には古壇が1つ あり、村人が、

これを王壇と呼んでいるとある。『封内名蹟志』では、この 「王の壇」 (お うのだん)か ら転訛して

「大野田」 (おおのだ)と いう地名となったとしている。また、王の壇はこの地で客死した東平王を

祀つた場所であり、その葬地は岩沼市の南長谷にある東平王塚としている。南長谷の東平王塚につい

ては、南北朝期の僧宗久の紀行文『都のつと』の中に、唐人東平王の墓として登場しており、その頃

までには、すでに伝承のあったことが知られる。『封内風土記』は、また、大野田には春日神社と宝量

権現社の2社 と観音堂1宇があり、観音堂本尊の正観音は定朝作であると伝えている。春日神社は、今

も地域の鎮守として大野田地区のほぼ中央部の古墳の上に春日社として鎮座している。さらに、昔こ

の地には、貞観年中に慈覚大師円仁開山の天台宗寺院 。大龍山名取寺があり、その後荒廃した寺を、

天正年中に舜雅僧正が中興し、慶長年中には本山派修験善性院が別当となり、さらに、元禄12年 (1699

年)伊達綱村の命により再建され、旧寺号を復活したとしている。名取寺には弘法大師・行基・恵心

僧都ほかの名僧の作とされる什物があつたと伝えられる。名取寺の所在については現状では不明であ

るが、『封内風上記』にある観音堂は小字 「観音堂」のあたりとされており、菅原氏邸宅内には近世古

碑群が管理されている。鎌倉 。南北朝時代の寺院についての記録は残っていない。

無川で袋状に囲まれた大野田地区の小字名とその分布は興味深い。北部には魚川の袋状の蛇行地形

からついた「元袋」「袋前」「袋東」の小学名、西部には 「五反田」「六反田」「伊古 (荏子)田」「塚

田」「千刈田」などの水田に関連する小学名、中央部には 「宮」「宮脇」など春日社に由来する小字名

がある。王ノ壇遺跡のある東部には北から「北屋敷」「王ノ檀 (王 ノ壇)」
「清水」「皿屋敷」「観音堂」

「宿在家」などの屋敷・寺・宿などに関連する小字名が縦に並んでいる。「皿屋敷」には「道合」の屋

号を持つ家、「宿在家」には 「荷宿」の屋号を持つ家もある。また、魚川の東側には 「太子堂」、北岸

には「地蔵堂」の地名がある。さらに、「清水」の小幡氏宅地内には大師堂があったとされている。王

ノ壇遺跡を中心にすると、北に「地蔵堂」、東に「太子堂」、南に「観音堂」があり、西に春日社 (本

地仏 :釈迦・弥勒)があることになる。推定奥大道は王ノ檀地区で検出されており、その推定ライン

は前記の東部の小字名地区を縦断するものと推定される。鎌倉時代後半の王ノ壇遺跡・皿屋敷遺跡は

推定奥大道の東にほぼ平行して南北約400mの範囲に広がつている遺跡であり、推定奥大道との関連に

は十分に注意する必要がある。大野田地区の小字名が中世に朔る確証はないが、当時の大野田地区の



第 6図 大野田地区の旧小字名

景観復元のが考資料として緩用することが許されれば、小字名からは次のような景観が復元される。

西部は耕作域の広がる民衆の生活領域である。この地域の西に位置する場所には鎌倉時代前後の遺構・

遺物の検出されている下ノ内遺跡・下ノ内浦遺跡 (渡部 ■988)・ 山口遺跡がある。この場所は東流し

てきた魚川が急に北東に蛇行する変換点であり、また、北東流してくる別の小河川との合流点でもあ

り、この東部に広がる大野田全体の水利調節には適した場所である。この場所の魚川対岸の小字名は

「下ノ内浦」である。「浦」は「裏」かもしれないが、川の蛇行の屈曲点に別の川が合流する地点でも

あり、この「浦」は川の浦として、川湊となっていた場所の可能性も考えられる (同様の例は、王ノ

壇遺跡の南東の 「諏訪西浦」「諏訪東浦」がある。この小学名の場所も気川の流路の変換点である。)。

この場所は前代からの在地系開発領主層の屋敷跡を想定したい所である。その東、鎮守の森・春日社
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第 7図 推定奥大道周辺の中世の遺跡



をはさんで、推定奥大道が南北に通 り、その東部に王ノ壇遺跡・皿屋敷遺跡の溝で区画された長大な

エリアが位置していたことになる。春日社の勧請は不明であるが、現在、春日社の鳥居は社の東にあ

る。社への入日は東側・王ノ壇遺跡の方にあり、春日社の創建に王ノ壇遺跡が関係している可能性も

考えられる。現在の鳥居のある位置の東方約150mの 場所にあった古墳の名称は鳥居塚古墳であり、古

くはこの場所に鳥居があったものと考えられる。前述したように、名取郡 「北方」の春日神社の分布

が推定奥大道沿いと名取川河日の湊にのみ確認されることからは、水陸交通網との密接な関連も推定

され、鎌倉時代後半には北条得宗領であったことも踏まえると、名取熊野の伝破宗後の宗派の影響が

あったかとも考えられる。奈良春日大社・興福寺と西大寺流律宗は関係が深く、律宗が文殊信仰 。太

子信仰の他、観音信仰・地蔵信仰にも熱心であったことと「太子堂」「観音堂」「地蔵堂」の地名の存

在、真言宗の祖師弘法大師を祠る 「大師堂」があったこと、名取寺開山とされる円仁も深く文殊菩薩

を信仰していたことなどはなんらかの関連があるのか気になるところである。

推定奥大道は大野田地区から南下して、現名取川浅瀬の 「相の瀬のわたし」付近を通り対岸の 「柳

生」に至る。「ホロの瀬のわたし」については、奥州合戦の折、名取川を渡ろうとした源頼朝の馬が進も

うとしなかったので、上流にある名取熊野社に祈願し、ようやく渡ることができたという伝説が残さ

れている (『 中田村村勢』)。 推定奥大道は柳生地区を通 り、名取熊野那智神社の門前の「五方の辻」名

取市川上に至る。柳生地区の推定奥大道沿いには多くの板碑群の他、鎌倉時代の屋敷跡である松木遺

跡や鎌倉末期の古瀬戸の完形品を出土した柳生台畑遺跡がある。松木遺跡の南には、三浦家の墓所と

される延命寺跡 (天台宗から真言宗へ)がある。『封内風土記』では弘安年間 (1278～ 1287年 )の開山

と伝える。近くからは、鎌倉時代の銅鏡 (蓬莱鏡)と埋納銭が出土している (菅野■998)。 この松木

遺跡・延命寺跡の南側は推定奥大道と名取川旧河道が交差する地点であり、名取川旧河道沿いに推定

されている東西道との結節点にもあたる。名取熊野三山に近い水陸交通網の要地であるこの周辺には

「松本 (馬継か)」 「乗馬」「八日市場」「関場」などの小字名や 「西車」「東車」「車後」などの屋号を

もつ家もある。さらに、名取川旧河道対岸の現名取市川上には 「三日町」の地名があり、川上遺跡は

那智神社の門前宿があった場所ともされている (恵美 。大友 :1990)。 中世のこの地は川湊・宿・市・

関・寺などの存在が推定される 「都市的な場」であったとの想定も可能であろう。

王ノ壇遺跡は柳生地区の北東約2.5km、 そして、板碑から中世名取郡「北方」の「都市的な場」であ

り「政治的な中心」と推定されている郡山地区の南西約 2 kmに ある。王ノ壇遺跡は名取郡 「北方」の

南北 2ヶ 所の「都市的な場」のほぼ中間に位置していることになる。



Ⅲ 調査の方法と概要

1.調査の方法

調査区の設定 :都市計画道路 「川内・柳生線」は、王ノ壇遺跡・皿屋敷遺跡にかかる部分では南北の

直線道であり、その路線幅は36m、 長さは約500mである。調査区の幅は、作業用通路の確保と隣接地

域との安全を考慮し、基本的には東西に各々 3mを残した30mと した。調査区の基準線は道路センター

杭を使用し、南北の基準線を設定後、調査区全体に3mメ ッシュのグリッドを組んだ。グリッド南北

基準線は国家座標GNか ら4° 30ア 東偏している。グリッド名は東西を東から西にアルファベットで、

南北を北から南にアラビア数字で表わし、両者の組み合わせで呼ぶこととした。調査区は用地買収の

進捗状況との兼ね合いから、最初に調査を開始した全調査区のほぼ中央部を I区としたため変則的に

なっている。北から南へ順にⅣ区・Ⅲ区 。Ⅱ区・ I区 'V区・Ⅵ区・Ⅶ区 。Ⅷ区・Ⅸ区・X区・�区

とした。グリッド南北列では、Ⅳ区が 1～ 9、 Ⅲ区が10～ 27、 Ⅱ区が29～ 42、 I区が43～ 74、 V区が74～

86、 Ⅵ区が87～ 100、 Ⅶ区が101～ 113、 Ⅷ区がH7～ 122、 Ⅸ区が123～ 134、 X区が137～150である。�区

はトレンチ調査を実施した。 I区～Ⅶ区が王ノ壇遺跡、Ⅷ区～�区が皿屋敷遺跡である。

調査の記録 :検出された遺構は、 3mメ ッシュのグリッド杭を使用して基準線を設定し、簡易遣り方

測量により作図した。実測図は遺構平面図・遺構断面図ともに、縮尺1/20を基本としたが、細部の実

測図は縮尺1/10、 遺構の希薄な調査区や調査区全体にかかわる遺構 (溝など)の図面は平板測量も併

用して縮尺1/100。 1/50で作成したものもある。また、中世の遺構の内、柱穴群については縮尺1/40で

作成し、これを基に1/100図 を作り、調査期間中での建物の把握に努めた。

記録写真は、遺跡全景、調査区全景、遺構の検出 。調査過程・全景 。細部・断面、遺物の出土状況

など必要に応じて撮影した。調査区全景については、業者に委託して、空中写真を撮影したものもあ

る。主として、35mmモ ノクロ・カラーリバーサル写真を使用し、状況に応じて 6× 7版モノクロ 。カ

ラープリント写真を使用した。

2.調査経過と概要

昭和63年 7月 20日 から調査を実施した。用地買収との絡みもあり、全体調査区の北半部 I区～Ⅳ区

から調査を開始した。この区間終了後、南半部V区～�区の調査に入ることとした。昭和62年 H月 ～

12月 の試掘調査では、中世の溝・柱穴 。土坑、古代の小溝状遺構群、古墳時代の円墳が確認されてい

た。この結果から、遺構検出面は多くても3面 と考えて調査に入つたが、初年度末の段階でさらに下

層に縄文時代後期の遺物包含層と遺構の存在することが判明し、調査区によっては最低 4面の調査が

必要となった。平成 4年 12月 18日 、 4年半の全調査を終了した。以下、年度毎に調査の作業概要と各

区毎の調査成果の概要を記す。

昭和63年度 調査員 2名  調査スタツフ28名

調査概要 :I区～Ⅳ区の表土除去作業・ I区南半の中世から古代の調査・縄文時代の遺構の確認

平成元年度 調査員 2名  調査スタッフ35名

調査概要 :I区北半の中世から古墳時代の調査 。Ⅱ区～Ⅳ区の中世から古墳時代の調査
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第 8図 調査区位置図
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第9図 王ノ壇遺跡グリット配置図 ① (北半部)
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第10図 エノ壇遺跡グリット配置図 ② (南半部)



平成 2年度 調査員 4名 (通年 2名) 調査補助員 3名  調査スタッフ57名

調査概要 :I区～Ⅳ区の縄文時代の調査・V区の中世から縄文時代の調査 。Ⅷ区の表土除去作業

平成 3年度 調査員 3名 (通年 2名) 調査補助員 1名  調査スタッフ40名

調査概要 :Ⅵ 区の中世から縄文時代の調査・Ⅷ区の中世から古代の調査・�区の調査 。Ⅸ区の中世

から古代の調査 。X区の表土除去作業

平成 4年度 調査員 2名  調査スタッフ35名

調査概要 :Ⅶ 区の中世から縄文の調査・Ⅵ区拡張区の調査 。X区の中世から古代の調査

調査成果

I区

Ⅱ区

Ⅲ区

Ⅳ区

V区

Ⅵ区

Ⅶ区

Ⅷ区

Ⅸ区

X区

�区

[中世]河 溝ヽ状遺構群 。区画溝 8条・掘立柱建物跡12棟・柵跡12列・土坑23基・井戸跡 1基

溝状遺構 1基・池跡 1基・火葬遺構 3基  [古代]河 溝ヽ状遺構群全面 [古墳]王ノ壇古墳

[縄文]遺物包含層・環状配石遺構 1基・竪穴遺構 1基・土坑16基 。埋設土器遺構 2基・溝

状落ち込み 1基

[中世]道路跡 1条 。区画溝 1条・掘立柱建物跡13棟・竪穴建物跡 3軒・土坑12基・柵跡 3列

[古代]竪穴住居跡 1軒・小溝状遺構群全面

[中世]掘立柱建物跡14棟・柵跡 6列・土坑28基・木棺墓 3基・溝 1条  [古代]河 溝ヽ状遺構

群 (北半部 。南半部)・ 溝 2条  [古墳]大野田 5号墳

[中世]柵跡 1条・ピット [古代]河 溝ヽ状遺構群全面

[中世]河 溝ヽ状遺構群・区画清 6条・掘立柱建物跡 7棟 。柵跡 4列・入日状施設・土坑 9基 。

道路跡側溝 1条・溝 2条 。水田跡 [古代]河 溝ヽ状遺構群全面 [古墳]大野田6号墳

[縄文]遺物包含層・土坑 24基・落ち込み 2基

[中世]区画溝 9条 。溝 1条・掘立柱建物跡15棟・橋跡 3基 。柵跡 7列・竪穴建物跡 1軒・土

坑55基・井戸跡 1基・墳墓跡 1基・水田跡 [古代]河 溝ヽ状遺構群全面・溝 1条

[古墳]大野田 7・ 8号墳 。土坑墓 1基  [縄文]遺物包含層 。土坑 3基

[中世]区画溝 3条・溝 4条 。掘立柱建物跡23棟・柵跡 6列・竪穴遺構 3基・土坑97基・井戸

跡 3基・焼面 2基  [古代]河 溝ヽ状遺構群全面・溝 2条  [古墳]大野田 8・ 9号墳

[中世]区画溝 2条・掘立柱建物跡 6棟・柵跡 4列・土坑13基・井戸跡 1基  [古代]打 溝ヽ状

遺構群 。河川跡 1条

[中世]区画溝 2条 。掘立柱建物跡 1棟・柵跡 3列・土坑 2基  [古代]河 溝ヽ状遺構群全面

堅穴住居跡 1軒・河川跡 1条

[中世]区画溝 2条 。掘立柱建物跡 4棟・柵跡 4列・土坑17基  [古代]河川跡 1条・小溝状

遺構群全面

宅地移転未完のため トレンチ調査。時期不明のピット若干のみ

調査成果の公表と普及・啓発活動

現地説明会 :調査成果を公表するため、平成 3年 8月 4日 と平成 4年 10月 24日 の 2回中世の遺構と遺

物を主体とした現地説明会を実施した。Ⅵ・Ⅶ区で検出された屋敷跡を中心として説明した。

見学会 。発掘体験学習 :調査期間中の見学の希望については、調査に支障のない限りにおいて全てに



対応した。集団での見学としては、大野田小学校 。長町南小学校・富沢中学校 。宮城教育大学付属小

学校 。東北福祉大学 。大野田老人福祉センターなどがある。また、郷土の歴史学習の一環として長町

南小学校 6年生 。大野田小学校 6年生が発掘調査の体験学習を行っている。

大野田地区での普及・啓発活動 :平成 4年 12月 、大野田老人福祉センターを会場として、調査成果を

スライ ドを使用して公開した。また、大野田町内会からの依頼で、『大野田町内会だより』第 143号～

第148号 (平成 5年度)に 「大野田を掘る」と題して王ノ壇遺跡を中心とした大野田周辺の遺跡につい

て紹介した。

文化財パンフレットの作成 :仙台市文化財パンフレット第32集 『謎の地下博物館 王ノ壇遺跡―遺跡

の町 大野田4,500年 一』を作成した。10,000部を印刷し、市内小 。中・高校・市内社会教育・生涯教

育関係施設・地元町内会・市外関係諸機関等に配付した。

その他の関連活動 :報告書刊行前に、調査成果の報告と資料の公開を行っている。報告については、

平成4年度宮城県遺跡調査成果発表会 (平成 4年 12月 )、 『仙台市史』特別編2・ 考古資料 (仙台市史編

さん委 :平成 7年 3月 )、 宮沢保存館企画展講演 (平成10年 5月 )、 『季刊 考古学』第62号・雄山閣出

版 「古代・中世の銅生産 (口絵カラー)武士の屋敷跡にみる銅・鉄製品の生産―仙台市王 ノ壇遺跡一」

(平成10年 2月 )な ど、資料の公開は前記富沢保存館企画展、仙台市教育委員会主催の第29回文化財

展 (平成10年 10月 )で行った。

3.整理の方法

遺構の整理 :遺構の実測図は区毎・時代毎に整理した後、遺構の種類・各遺構毎に点検・整理し、各

区の時代毎に遺構配置図を作成し、合成して各時代毎の全体遺構配置図を作成した。遺構の登録・表

示は区毎に略号とアラビア数字で表した。主たる略号は、柵跡 (SA)、 掘立柱建物跡 (SB)、 溝 (SD)、

井戸跡 (SE)、 竪穴住居跡・竪穴建物跡・竪穴遺構 (SI)、 土坑 (SK)、 性格不明遺構・特殊遺構 (SX)

などである。遺構番号は区毎に付けた。各区名を頭にして調査順に付けている。例えば、I区のと号土

坑は「SK101」 と表記することとした。

報告書の遺構図面の縮尺は、全体図 (1/100。 1/200)、 各遺構 (1/60)を基本としているが、遺構の

規模 。特徴によっては適宜に提示している。

遺物の整理 :出上した遺物は土器 。陶器・磁器・土製品・木製品 。金属製品・石製品・石器・瓦・銅

鉄製品生産関連遺物・動物遺存体・植物遺存体などがある。製品類については、原則として1/4以上残

存しているものについては実測図を作成し、破片は拓本・写真・登録のいずれかの記録保存とした。

報告書の遺物図面の縮尺は、1/3を基本としたが、遺物の大きさによっては適宜 1/1・ 1/2・ 2/3・ 2/5。

1/4。 1/6で提示している。木製品 。石製品・金属製品・動植物遺存体などの一部については、同定・

分析を依頼した。



Ⅳ 基 本 層 序

1.基本層序

約500mの長い調査区は自然堤防と後背湿地上に立地している。 I区～X区全林の基本層序を観る

と、 I区～Ⅶ区の層序とⅧ区～X区の層序は土色・土性が異なっている。これは、 I区～Ⅶ区の立地

が自然堤防上、Ⅷ区～X区の立地が後背湿地上であることに、ほぼ対応しており、前者が王ノ壇遺跡、

後者が皿屋敷遺跡の範囲である。以下、両者の基本層序について、それぞれの層の特徴を整理する。

エノ壇遺跡 (I区～Ⅶ区)

I層 :表土である。現在の耕作土および宅地盛土前の旧耕作土である。にぶい黄褐色 (10YR4/4)の

シル トである。層厚は20～ 30cmで、層中には縄文時代から現代までの遺物を含んでいる。現水田耕作

土部分の本層下部には酸化鉄集積層が見 られる。

Ⅱ層 :層厚 5～ 10cmと 薄く、Ⅲ・Ⅳ区を除き、断続的にその他の全域に分布する。 2層に細分できる

地域もあり、 Ⅱa層はオリーブ黒色 (5Y2/2)シル トでⅢ層粒を多く含む。Ⅱb層は暗灰黄色 (2.5

Y4/2)シル トでⅢ層ブロックを含む層である。本層下面は凹凸が顕著である。層中からは古墳時代か

ら平安時代の遺物が出土している。本層上面が中世の遺構の掘 り込み面であり、一部の地域では中世

の水田耕作土および小溝状遺構群に関わる地層でもある。

Ⅲ層 :Ⅲ 区を除き、断続的にその他の全域に分布する。層厚 5～ 15cmの オリーブ褐色 (2.5Y4/3)シ

ル トである。層中からは縄文時代から平安時代の遺物が出土している。本層上面が中世の遺構の検出

面である。 I・ V区では層内での色調が均―ではなく、斑状に濃淡がある。部分的に灰白色火山灰の

小ブロックを含み、下部には酸化鉄集積層が認められる。灰白色火山灰降下以後の水田耕作土の可能

性がある。

Ⅳ層 :I・ Ⅳ・V区の一部 (窪地)にのみ認められる。層厚は厚い部分で約20cmで ある。暗褐色 (10

YR3/3)粘土質シル トである。厚い部分では 5層 に細分可能で、その中層部分は灰白色火山灰の小ブ

ロックを斑状に多量に含んでいる。灰白色火山灰降下後の再堆積層である。層中からは古墳時代か ら

平安時代の遺物が出土している。

V層 :全域に分布している。層厚は10～ 20cmで、 2層に細分される。Va層は黒褐色 (10YR 2/2)粘

土質シル トでⅥ層小ブロック・粒多く含み、Vb層は黒褐色 (10YR2/1)粘土質シル トでⅥ層ブロッ

クを斑状に含んでいる。両層は炭化物塊・炭化物粒も多く含んでいる。本層下面は凹凸が顕著である。

層中からは縄文時代から飛鳥時代の遺物が出土している。本層上面が古代の遺構の掘り込み面であり、

古代の小溝状遺構群に関わる地層でもある。

Ⅵ層 :全域に分布している。層厚20～ 50cmの にぶい黄褐色 (10YR 4/3)砂質シル ト・微細砂である。

場所によりやや粘性のある部分と砂質の部分とがある。河川の洪水を起源とする堆積土である。遺物

をほとんど含んでいないが、 I・ V区の 2地点からのみ弥生時代の遺物が出土している。本層上面が

古代と古墳時代中期の古墳などの検出面である。

Ⅶ層 :I・ Ⅳ・VoⅥ区の一部 (窪地)にのみ認められる。層厚10～30cmの 黒褐色 (10YR 3/2)シ ル



卜である。 IoV・ Ⅵ区では縄文時代後期中葉の遺物包含層である。また、 I区では本層上面が縄文

時代後期後葉～晩期初頭の遺構および縄文時代の河川 (新段階)の検出面である。

Ⅷ層 :Ⅷ区を除き、その他の全域に分布している。層厚10～60cmの 黄褐色 (10YR 5/6)砂 である。や

や粘性のある部分もあるが、微砂～細砂によって構成されている。洪水堆積土である。全林的には遺

物を含んでいないが、下層のⅨ層が遺物包含層である I・ V・ Ⅵ区ではⅨ層起源の遺物を含んでいる。

V・ Ⅵ区では本層上面で縄文時代後期中葉の遺構を検出しており、 I区では縄文時代の河川 (中・古

段階)の検出層である。

Ⅸ層 :全域に分布している。層厚10～ 30cmの暗褐色 (10YR3/4)シル トである。土色・土性は地点に

よつて微妙に異なり、Ⅷ層に似る黄褐色に近い部分や砂質シル トの場所もある。層中にはX層起源と

考えられる砂を比較的多く含んでおり、本層下面はやや乱れている。 IoV・ Ⅵ区では縄文時代後期

中葉の遺物包含層であり、また、本層上面掘 り込みの縄文時代後期中棄の遺構も検出されている。

X層 :本遺跡の最終遺構検出面である。本層上面で縄文時代後期中葉の環状配石遺構が検出されてい

る。また、Ⅸ層上面掘り込みの遺構の多くは、本層上面で検出している。さらに、地震による噴砂の

砂脈の面的確認面でもある。本層上部は明黄褐色 (10YR 6/6)細砂であるが、下層にいくにしたがっ

て砂粒が粗くなり、本層上面から約1.2mの 深さで砂礫層になる。本層は河川起源の堆積土であり、遺

物は含まれていないが、Ⅲ区北端とⅣ区でX層上部出土として取 り上げた縄文土器が 2点ある。本遺

跡の北に位置する大野田遺跡の調査では縄文時代後期前葉の遺物包含層を切る縄文時代の河川の北岸

が確認されている。本遺跡のⅢ区北端から北 (Ⅳ 区)の X層上面と認識した層面は北方向に落ち込ん

で傾斜しており、大野田遺跡で検出された縄文時代の河川の南岸が本遺跡のⅢ区北端あたりになるも

のと推定される。このことから、X層上部として取り上げた 2点の上器は、この縄文時代の河川堆積

土中の遺物の可能性が強い。

最後に、基本層序に含めなかった層ではあるが、Ⅶ区にのみ分布している層について述べておく。

Ⅶ区の I層除去後の面はⅡ・Ⅲ oⅥ層上面といずれの基本層とも異なった中世の遺物を含む層が面的

に斑に分布していた。この中世の遺物を多く含む層をⅦ区A層 とした。層序関係ではⅦ区A層はⅡ層

の上に乗っており、Ⅱ層より新しい。Ⅶ区A層中には鎌倉時代の遺物が多く含まれているが、近世陶

磁器も2点含まれており、江戸時代の整地層と認定した。本層中出上の遺物の接合関係をみると広範に

接合しており、広域に動かされた土であることが分かる。

皿屋敷遺跡 (Ⅷ区～X区 )

I層 :表土である。現水田耕作土および宅地盛土前旧水田耕作土である。層厚約20cmの灰白色 (N7)粘

土質シル ト。下部に酸化鉄集積層が見られる。平安時代から現代の遺物が出土している。

A層 :Ⅸ南半から南のX区にかけて分布している。層厚約10cmで、灰色 (5Y6/1)の砂質シル トか砂

(微砂～粗砂)である。本層はX区南側を現在流れている小河川の旧河道起源の洪水氾濫堆積土であ

る。基本層には含めなかったが、 I・ Ⅱ層間に堆積している。

Ⅱ層 :Ⅸ区にのみ認められる。層厚約10cmの黄灰色 (2.5Y4/1)粘 土質シル トである。下層のⅢ層小

ブロックを含み、下面は乱れている。本層上面が中世の遺構の掘 り込み面である。奈良時代から平安





時代の遺物が出土している。

Ⅲ層 :Ⅸ・X区に分布している。層厚 10～ 20cmで、 3層に細分される場所 (Ⅸ区)も ある。Ⅲa層は

淡黄色 (2.5Y8/3)シ ル トである。本層は粘性があり、灰白色火山灰粒を含み、下面はやや乱れてい

る。本層上面で灰白色火山灰の細粒・小ブロックを含む小溝が数条確認されている。灰白色火山灰降

下以後の水田耕作痕跡および耕作土の可能性がある。本層上面が中世の遺構の検出面である。Ⅲb層

は黄橙色 (10YR8/6)シ ル トである。灰白色火山灰の細粒を含み、酸化鉄が斑状に分布している。層

の下面は平坦である。水田耕作土の床土の可能性がある。Ⅲc層はにぶい黄橙色 (10YR 7/3)シル ト

で、全体にマンガン粒を含んでいる。層下面は平坦である。Ⅸ区内での各層の分布は、Ⅲa層は西部、

Ⅲb・ c層は全域で認められる。奈良時代から平安時代の遺物が出土している。

Ⅳ層 :Ⅸ区にのみ認められる。層厚約10cmの にぶい黄橙色 (10YR 6/3)シル トである。やや粘性があ

り、マンガン粒を含んでいる。層下面は平坦である。古代の遺物が出土している。

V層 :Ⅸ・X区に分布している。層厚20～ 30cmで、 2層 に細分される。Va層はにぶい黄褐色 (10Y

R5/3)粘 土質シル トである。層上面にマンガン粒の集積層がある。本層上面が古代の遺構の掘り込み

面であるが、薄いマンガン集積層を除去して遺構を検出している。Vb層はにぶい黄橙色 (10YR 6/3)

粘土質シル トである。層下面は乱れてお り、層中にはⅥ層小ブロックを含んでいる。V層は古代の小

溝状遺構群に関わる地層である。飛鳥時代の遺物が出土している。

Ⅵ層 :Ⅷ～X区の全域に分布している。この地域の最終遺構検出面である。Ⅷ・Ⅸ区北半部では古代

の遺構を検出している。層厚20～ 30cmの浅黄色 (2.5Y7/4)シ ル トである。本層上面および上部から

縄文時代後期中葉の土器が出土している。

下層の遺構・遺物の確認のため、各調査区壁際を深掘りした。以下の層序になっている。

Ⅶ層 :Ⅸ区に認められる。灰黄色 (2.5Y6/2)砂 質シル ト。層厚約40cmの やや黒ずんだ層で、層上下

面とも乱れている。遺物を含まない。

Ⅷ層 :Ⅷ～X区全域に分布している。層厚10～ 30cm、 浅黄色 (2.5Y7/3)砂質シル ト～微砂である。

遺物を含まない。

Ⅸ層 :Ⅸ区を中心に認められる。土色はⅧ層と同じであるが、土性は細砂～中砂である。下部ほど砂

の粒径が粗い。遺物を含まない。

X層 :Ⅷ～X区全域に分布している。灰黄色 (2.5Y7/2)の砂礫層である。遺物を含まない。

以上、王ノ壇遺跡と皿屋敷遺跡の基本層序について述べた。両者の上色・土性は異なっているが、

中世から古代の遺構検出面の層順は同じである。

2.遺跡の微地形と土地利用の変遷

基本層序を基に、縄文時代から中世にいたる微地形の変化に連動した各時代の土地利用の移 り変わ

りについて概観する。

エノ壇遺跡 :I～Ⅶ区の各時代の微地形はX層上面の起伏を起源としている。Ⅸ層以後の堆積により、

低い部分には厚く堆積し、起伏は次第になだらかになっていくが、X層上面の標高の高い場所はⅡ層



上面でも標高が周辺より幾分か高くなっており、縄文時代後期中葉段階の微地形が中世段階での微地

形まで規定していることが分かる。各時代の遺構の多くは、このX層上面起源の各時代の微高地の上

で検出されている。微高地はほぼ北東から南西方向に自然堤防状に伸びている。縄文時代後期中葉で

は、 I区南部からV区北端のX層上面とV区南端からⅥ区北端のⅧ層上面の微高地に遺構・遺物包含

層がある。古墳時代では、Ⅲ区北部のⅥ層上面の微高地に大野田5号墳、V区中央部のⅥ層上面の微高

地に大野田6号墳、Ⅵ区南部からⅦ区北部のⅥ層上面の微高地に大野田 7・ 8。 9号墳がある。古代で

は、竪穴住居跡は微高地をあまり意識しないで立地している。小溝状遺構群は調査区全面に分布 して

いるが、V層が厚く形成されている場所では重複が著しく、Ⅵ層まで深く溝を掘つている特徴がある。

また、古代の牧に関連するものと推定している区画溝は、古墳の高まりも利用しながら自然堤防部分

で確認される。古代後半から中世初頭頃には、X層上面の起伏が埋没して平坦になった場所 (I～Ⅵ

区)にはⅢ層段階で水田・畑が造られている。中世では、調査区全面で遺構が検出されているが、特

に、掘立柱建物跡の密集している屋敷跡のある場所 (Ⅲ 区北半部とⅥ区南半部からⅦ区)は Ⅱ層上面

の微高地である。また、王ノ壇遺跡ではX層上面起源以外の微高地も確認されている。 I区北半部の

王ノ壇古墳の立地している場所も微高地である。水田耕作による削平の顕著な部分で、旧地形の原形

を留めていないが、この場所は表土直下が縄文時代の河川堆積土の砂層である。この河川堆積土は河

川南部に厚く自然堤防状の微高地を形成しており、王ノ壇古墳はこの上にある。この場所には中世の

遺構も多く、中世のこの地域の象徴的な宗教施設を含むエリアを形成している。

王ノ壇遺跡の微地形に運動する特徴は、中世の遺構分布の密な微高地の下層からは古墳と縄文時代

の遺構が必ず検出されることであり、微高地間は畑や水田などの耕作地として利用されていたことで

ある。時代毎に観ると、縄文時代後期は生活の場、古墳時代中期は古墳造営地、古代は畑・水田の耕

作地であり、牧として使用された可能性のある場、中世は生活の場であつた。

皿屋敷遺跡 :Ⅷ～X区の微地形の特徴は、 I層 を除いて各層が全体的に南に向かつて傾斜しているこ

と、黒色土の発達の希薄なこと、Ⅵ層中に縄文土器を含んでいること、Ⅶ層以下の層が砂層であるこ

とである。そして、Ⅷ区南端とⅨ区南端からX区では平安時代後半の河川跡が確認されている。現在

もX区南側には小河川が流れており、さらに名取川旧河道にも近い場所である。これらのことか ら、

この地域全体の地層はⅥ層以下の十日河道堆積土とその後の洪水堆積土によって構成されているものと

推定される。地層が比較的安定する時期は、V層形成後であり、小溝状遺構群の造られる奈良～平安

時代 (灰 白色火山灰降下以前)と考えられる。しかし、この時期の直後にはⅧ区とⅨ～X区には河川

が流れており、この地の安定は両河川埋没後のⅢ層段階である。Ⅲ層は水田耕作土と推定されてお り、

その分布域は旧河道堆積土の窪地である。灰白色火山灰降下以後の平安時代の水田である。その後、

中世になると、初めは窪地を水田として利用しているが、後には掘立柱建物跡や区画溝などが造 られ、

生活の場となっている。ただし、Ⅸ oX区は遺構密度が粗く、通常の生活の場とは違った場の使い方

をしているようである。中世においてもX区の南側に旧河道が推定され、川に関連して使用された場

所の可能性がある。



V 縄文時代の遺構と遺物

概要

主として I区 。V区・Ⅵ区のⅦ層～X層で縄文時代の遺構が検出され、遺物が出土している。Ⅶ層

上面では I区中央部で後期後棄から晩期初頭の土坑などが検出されている。Ⅶ層は後期中葉の遺物包

含層である。Ⅷ層上面ではV区南部からⅥ区北端で後期中葉の土坑などが検出されている。Ⅷ層は洪

水堆積土であり、下層の遺物包含層起源の遺物を含む地域もある。Ⅸ層上面では I区南部で後期中葉

の竪穴遺構などを検出している。Ⅸ層は後期中葉の遺物包含層である。X層上面では I区中央部で後

期中葉の環状配石遺構、 I区南部からV区北端で後期中葉の土坑を検出している。X層上面からⅦ層

中の遺物の時期はいずれも後期中葉を主然としており、該期の土器群について層位的に提示できる貴

重な調査例である。

1.遺物包含層概要

I区・V区 。Ⅵ区のⅦ層とⅨ層が遺物包含層である。下層から概要を整理する。

Ⅸ層遺物包含層 :I区 56列からⅥ区86列 の南北約90mの範囲のⅨ層から後期中葉の遺物が出土してい

る (第 12図 )。 土器の破片総数は2,423点である。範囲内に分布密度の濃い場所がA～ C地区の 3ヶ所

ある。北から観ると、A地区 :I区中央部 (F～ 」・56～ 62)は X層上面で環状配石遺構が検出され

ている場所である。Ⅸ層下部から遺物が出土している。B地区 :I区南部～V区北部 (66～ 78列)か

らは最も多く遺物が出土している。この場所はX層上面の微高地上で多くの土坑などが検出されてい

る地点である。微高地上にはⅨ層は形成されていない。遺物は、 この微高地周縁の斜面から低地にか

けて、Ⅸ層上面および上部から出土している。この地域のX層上面検出遺構の掘り込み面はⅨ層上面

と考えられる。 C地区 :V区南部～Ⅵ区北端 (81～ 86列)に もやや粗く分布している。この場所での

遺構の検出はないが、遺物は微高地南斜面から低地のⅨ層上部か ら主に出土している。A地区の環状

配石遺構周辺のⅨ層下部出上の遺物は環状配石遺構に関連するX層上面に伴う遺物であり、その他の

BoC地 区のⅨ層上面・上部出土の遺物はⅨ層上面の遺構に伴う遺物である。Ⅸ層の遺物は以上のよ

うに地区により2段階に細分される。

Ⅶ層遺物包合層 :I区 58列からⅥ区92列 の南北約90mの範囲から遺物が出土している。範囲はほぼⅨ

層遺物包含層と同じである (第 12図 )。 Ⅶ層出上の土器の破片総数は6,152点である。Ⅶ層として取 り

上げた遺物の大部分は後期中葉のものであるが、後期後葉から晩期初頭のものも含んでいる。ただし、

後期中葉の遺物は I区南部以南の地域、後期後葉から晩期初頭の遺物は I区中央部と時期により分布

域が異なっている。さらに詳細にその分布状況を確認しておく。後期中葉の遺物の分布域は I区南部

以南であるが、この範囲内でも遺物の密集域が 2ヶ所に認められる。 lヶ所は、A地区 :I区南部か

らV区北部 (68～ 79列)である。Ⅸ層B地区の上部であるが、微高地上ではX層上がⅦ層である。遺

物は微高地部分を含んで、その周縁部の斜面・低地から出土している。微高地上のⅦ層中で土坑が検

出されている。土器はⅨ層 B地区のものに似る。もう lヶ 所は、 B地区 iV区南部からⅥ区北部 (A
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～E・ 81～ 92列)である。Ⅸ層 C区のほぼ上部である。Ⅷ層上面で土坑などが検出されている。Ⅶ層

上 。中・下部から遺物が出土している。A地区の土器より後出的な土器群であり、Ⅶ層の後期中葉の

遺物は地点により最低2段階に細分される。後期後棄から晩期初頭の遺物は I区中央部に分布している

が、ここでも2ヶ所の密集域が認められる。 lヶ 所は、 C地区 :I ttG～ J。 58～62の地域である。

Ⅶ層上面から上部にかけて遺物が出土している。この場所ではⅦ層上面で後期後葉の土坑が検出され

ており、 C地区の遺物の多くは、この土坑の段階に伴うものである。もう lヶ 所は、D地区 :I tt I

～ J・ 63～ 66の地域である。Ⅶ層上 。中・下部から遺物が出土している。この場所では性格不明の落

ち込みの輪郭をⅧ層上面で確認しているが、この遺構の掘 り込み面はⅦ層上面である。D地区の遺物

の多くは、この落ち込みの堆積土中の遺物と考えられる。この遺構からは後期末葉～晩期初頭の遺物

が出土している。 このように、Ⅶ層として取 り上げた遺物は地区により4段階に細分される。

以上のように、Ⅸ oⅦ層遺物包含層の遺物は同一層位で取 り上げたものでも出土地点により時期差

が認められた。縄文時代の新旧関係を全体的に整理すると、① lttX層環状配石遺構 。Ⅸ層A地区→

②Ⅸ層 B・ C地区→Ⅷ層 (洪水堆積土)→③Ⅶ層A地区→④Ⅶ層B地区→⑤Ⅶ層 C地区→⑥Ⅶ層D地

区となる。つまり、 I段階 :後期中葉①は I区中央部、Ⅱ段階 :後期中葉②は I区南部からV区北部、

Ⅲ段階 :後期中棄③は前段階と同じ場所、Ⅳ段階 :後期中棄④はV区南部からⅥ区北部、V段階 :後

期後葉は I区中央部、Ⅵ段階 :後期末葉から晩期初頭も前段階と同じ場所であり、時期による遺構立

地の変遷が理解できる。I区からⅥ区の間での遺構立地の変遷要因の1つ として I区北半部の縄文時代

の河川との関連も想定できようか。この河川はⅢ段階以後に形成されたものである。

以下、下層から順に、区毎に遺構 。遺物について説明する。

¶
番 号 地区・層位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 Ⅲ区 A17X層 深 鉢
口:波状 口～胴上:横位平行沈線→充壊縄文(LR)(中 間に無文帯)内 面:ミ ガキ
月同下 :縄文(LR)底 :木葉痕 自色針状物質混入 内・外面 :炭化物付着

45 94-1 A-97

2 Ⅳ区 D7X層 深 鉢
口 :波状 胴上 :横位平行沈線→充壊縄文(LR)
大粒金雲母多く混入 自色針状物質多く混入 内面・胴 :ミ ガキ 底 :ナデ

3/4 94-2 A-98

第13図 Ⅲ・Ⅳ区X層出土遺物



2.X層の遺物

Ⅲ・Ⅳ区でX層上部として取 り上げた土器が2点 ある (第 13図 )。 この土器は基本層序の項で述べたよ

うに、大野田遺跡で確認された縄文時代後期前葉の遺物包含層を切る縄文時代の河川の南岸部分の堆

積土に含まれていた土器と考えられる。2点の深鉢とも後期前葉末～中葉初頭の時期のものである。

3.X層 上面の遺構と遺物

概要 :X層上面の遺構は、 I区からV区北端部で検出されている (第 14図 )。 乗状配石遺構・堅穴遺

構・土坑・埋設土器遺構などがある。この内、確実にX層上面に伴う遺構は、 I区中央部で検出され

た環状配石遺構と I区南東部の第2号埋設土器遺構だけである。その他、I区南部からV区北端部で検

出された堅穴遺構・土坑などはⅨ層上面掘 り込みであるが、検出が困難であつたため、最終検出面は

X層上面である (ただし、 SK l14・ H5土坑はⅦ層中検出)。 遺構の集中している I区南部からV区北

端部の遺構群について、以下、ここで詳述しておく。X層上面での標高 9～ 9.5mの微高地縁辺部にほ

ぼ環状に竪穴遺構 1基・土坑32基が分布・立地している。土坑の密度は南部 (V区北端部)に濃く、

重複して検出されている。環状に分布する土坑群のほぼ中央部に第1号埋設土器遺構がある。土坑の中

には配置・断面形状 。堆積上の状況・深さから掘立柱建物跡の柱穴の可能性のあるものも存在する。

この場所の遺構群に伴う遺物包含層がⅨ層上面・上部に形成されている。

(1)I区

①環状配石遺構 (第 15図):[位置・検出面]I区 中央部 (H～ 」。58～ 61)の X層上面で検出された。

[特徴]X層 上面の標高 8.5～ 8.8mの南方にやや傾く緩斜面に立地している。南北約 9.2m。 東西約

8.6m(さ らに調査区外西側に伸びている)のやや不整形の環状配石遺構である。使用されている河原

石 (安山岩)の大きさは、 5 cm大 のものから約60cmの 長さのものまである。ほぼ乗状の配置の中に、

集石状の部分も認められ、中心部には10cm大の河原石で構成された径約40cmの 円形の石囲いが位置し

ている。各配石の掘 り方は確認できなかった。配石の下部には土坑などの遺構は伴つていない。また、

焼けている石が一部配石に使用されているが、円形石囲い部分の石は焼けておらず、焼面もない。他

の集石部分でも積極的な火の使用は認められなかった。 [出土遺物](第 16・ 17図)配石周辺のX層上

面 。Ⅸ層下郡から、この遺構に伴うと考えられる遺物が出土している。遺物には土器 (壺・深鉢)と

石器 (凹石・石皿)がある。土器の時期は後期中葉である。

② S1101 竪穴遺構 (第 18図):[位置・検出面]I区 (J・ K・ 69～ 70)、 X層上面 (調査区西壁で

掘 り込み面をⅨ層上面と確認)。 [特徴]重複なし。平面形は不整な隅丸長方形で、規模は東西約3.8

m。 南北約3.lm、 深さは25～45cmあ る。Ⅸ層上面からX層 中まで掘 り下げている。壁面は外傾し、底

面はX層の砂礫層の部分もあり、やや凹凸はあるがほぼ平坦である。底面からは柱穴・炉・焼面など

の生活痕跡は検出されなかった。 [堆積土]大別4層である。 1・ 2層は自然堆積土、 3層は人為的埋

土、 4層は自然堆積土である。 3層はさらに 2層 に細分され、それぞれの上面からは炭化物・チップ

などと共に比較的大破片の土器が多量に出土している。 3層の遺物は、本遺構廃絶後の一定時間経過

後の窪地に生活残津と共に遺構南の微高地側から捨てられた一括廃棄資料である。土器の多くは接合
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番号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 I ttA58・ 59X層 上 一霊
日 :横位沈線→充襲縄Ж LR)く びれ :横位沈線→充壊縄叉 LR)自色針状物質混入

胴 :横位平行沈線 +弧線区画山形文→充壊異方向縄文 LR)内 :口 :ミ ガキ 胴 iナデ
(150) (123) 94-6 A-88

2 I tt H58・ 59Ⅸ 層上 一霊 横位沈線→充壇異方向縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 1/4 A-96

3 Itt H61 Ⅸ層上 一璽
日唇 :縄 文(LR)日 :横位沈線→縄文LR くびれ～胴上 :横位平行沈線+区画沈線
→充館経支(しR)胴下 :縄文(LR)内 面 :ミ ガキ

132 (125) 94-3 A-80

I tt161 Ⅸ層上 壷
回～くびれ :横位平行沈線→充壊縄丸 R 月日:方形区画文十横位平行沈線→充壊縄文

(LR)金雲母全体に熱 、白色針状物質混入 補修子К一穴)底部網代痕 内藤 ミガキ
152 完 形 94-4 A-81

5 I tt H58・ 59Ⅸ層下 深 鉢
口 :波状(頂部3分)胴 :撚糸RL圧痕+縄文RL 内面 :ミ ガキ
内・外面に炭化物付着 胴下 :二次加熱による赤色変化 自色針状物質混ス

(278) 94-7 A-90

I区 配石 X層上 深鉢 底部 :木葉痕 白色針状物質混入 内面「ミガキ 底 :ナデ (79) A-89

第16図  I区環状配石遺構出土遺物 ①
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番 号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器高 残存 写真図版 登録番号

1 Itt E58 X層上 深 鉢 地文 :LR 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-91

番号 遺 構 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅 lcm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

2 配石 X層 上 凹石 凹郡 :表 1・ 裏 1 43 デイサイト 123-3 KC-44

3 配石 X層 上 石 皿 磨面 1 4300 デイサイト 123-1 KC-2

第17図  I区環状配石遺構出土遺物 ②
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層聴 土    色 土   性 備 考

ユ にぶい黄色(25Y6/3) シルト 夢幾惣暮邑ケ
。しまりあり。粘性浅資色(25Y7/4)プ ロ

黄褐色(25Y5/3) シルト

黄褐色(25Y5/3) シル ト 露 夢 F(25Y7/4)上
混 入 。 泳 化 物 混 少 。 粘 性 あ り。 し ま り

暗灰黄色(25Y4/2) 砂質シル ト 陀 荏 Й 挽
卜の 混 在 。 炭 化 物 混 多 (lcm粒 )。 チ ッ プ ‐土 器 含

責灰色(25Y4/1) 砂質シル ト 整 き き !レ
トの 混 在 。 つ3aに 比 べ 黒 泳 化 物 (■ cm裡 の 粒 )多騒

4 浅黄色(25Y7/4) 砂 優馨夕費郡 有亀毒婦花レ乙」歩瑛卍権疸
層の境が乱れて

第18図  I ttS1101竪穴遺構

し、完形に近 く復元できた。 [出土遺物](第 19～30図 )3層か らの出土遺物には、土器 (深鉢・鉢 。浅

鉢・壺・注 目土器・ ミニチュア土器 )、 土製品 (土製円盤 )、 石器 (石鏃・不定形の象J片石器・ 凹石 )

などがある。土器の時期は後期中葉である。該期の一括資料 として貴重である。

③土坑 (第 31～ 82図 ):SK l16～ 128土坑の12基の土坑 (SK l17土坑は欠番)が I区南部 (F～ J・ 68

～73)の微高地周縁部のX層上面 (標高9.2～ 9。 4m)で検出されている。いずれの土坑も掘 り込み面

はⅨ層上面と考えられる。各土坑の特徴 。規模などは第 1表に整理した。各土坑出土の遺物は第33～

36図である。土器の時期は後期中葉である。全体的に土坑出土の遺物は少なく、SK 128土坑だけが完

形品に近い土器を出土している。このSK 128土坑は形状・深さなどから貯蔵穴状であるが、その他の

土坑で性格の推定されるものはない。ただし、 SK l16・ H8・ 119・ 122・ 126土坑の堆積土は人為的埋

土であり、墓坑や柱穴などの可能性も考えられる。また、 SK121土坑は底面に焼面を伴つている。

④埋設土器遺構 :I区南部の西と東の 2ヶ 所で 2基の埋設土器遺構が検出されている。

第 1号埋設土器遺構 (第 37図):[位置・検出面]172、 X層上面。 [特徴]重複関係があり、ピット

A・ 埋設土器遺構・ピットBの順に新しい。ピットBの段階で西半部を壊している。掘り方は径約45cm、

深さ約35cmあ り、日径86cm。 高さ31cmの 粗製深鉢をやや斜位に埋設している。土器の底部は打ち欠か

れている。 [出土遺物](第 39。 40図)埋設土器本体の深鉢の他、土器内から土器片1点 と石核 2点が出

上している。土器の時期は後期中葉である。石核2点はその出土位置から、本遺構に伴うものではなく、

ピットBに伴うものと推定される。この石核のま↓片剖離は交互象1離状であり、端部は摩耗している。

石核石器としての使用が考えられる。

第 2号埋設土器遺構 (第 37図):[位置・検出面]A73のⅨ層上面で検出している。しかし、断面を観

察すると、遺構の掘り方はX層上面からであり、その上にⅨ層が乗つている。土圧により、土器本魯

のみがⅨ層上面に顔を出したものと考えられる。 [特徴]掘 り方は、40～ 46cmの 不整円形で、深さは

53cmあ り、日径36cm。 高さ49cmの粗製深鉢をほぼ正位で埋設している。土器の底部は底部円盤のみを
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番 号 遺 構 :層 位 器 種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 回径 底径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 I tt S1101 注 目土器 屎に期 輻長野秩絡∵鴇k喝筆ピ恥惇朝廠詠
→ミガキ内・外面:金雲母混入(全 143

～151 99-9 A-30

I tt S1101 注 回土器
烏留4胴 写姿

線 胴 :入組文→ミガキ 赤色顔料の痕跡が全体 に斑状にみ られる 1/3 99-8

第19図  I ttS1101堅 穴遺構出土遺物 ①
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番号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 鳴存 写真図版 登録番号

I [区 S1101 深 鉢 ゅ圭外面頂嘗めあ登曇鵞多数混央
工
ぎ音雰饗癬

1望

更奥澄黎憂論誉臀 (188) 1/3 97-la A-29

2 [区 Sl101 深 鉢 突起 :隆線 十沈線→ ミガキ 突起内部 :空洞 98-1 A-172

3 I tt S1101 2層 深 鉢
易 為警

状
内留 |≦努 年

平 行 沈 線 → 縦位 蛇行 沈線 → 充壊縄 文(LR)胴 下 :外面 に炭 化 (275) (198) 98-4 A-26

1区 S11012層 深鉢
民善琴淡 化暢 占碁

横
鶴 番年 資 得 幸

縦 位 蛇行 沈 線→ 充壊縄 文(RL)胴 下 :縄文 (RL) (155) 98-5 A-9

第20図  I ttS1101堅 穴遺構出土遺物 ②



番号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残存 写真図版 登録番号

I tt S1101 2層 深 鉢 口:波状 胴上:反転平行沈線→充壊縄文(RL)内面:炭化物付着 内面 :ミ ガキ 256 110 (315) 4/5 98-7 A-1
A-7

I tt S1101 2層 深 鉢 目勇犠勢 胴上 :横位平行沈線→縦位平行刻 目→充壊縄文(LR)金雲母混入 内面 :

(125) 98-6 A-18

I tt Sl101 2層 深 鉢
楊寿薯

横
鋳善τ警穿軍

縦位刻 目(長 )→充壊縄文(LR)金雲母混入 内・外面 :炭化
(248) (198) 1/5 A-24

4 I tt S1101 深鉢 胴 :横位平行沈線 +縦位弧状沈線 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 110 1/2 98-3 A-28
5 I区 創1012層 深然 無文 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 145 99-4 A-14
6 I tt S1101 2層 深鉢 胴 :横位平行沈線十連弧文→充娯縄文(RL)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 100-5 A-480

第21図  I ttS1101竪穴遺構出土遺物 ③
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番 号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残存 写真図版 登録番号

と I tt S1101 2層 重 目き騒篭γ隔離藝慈輝守碧頃麹謎
:ぎ

登彗箪物濯轟翌群毒患蚤1ぎ暉 孤文(抱 (169) と/3 99-7 A-11
2 I tt S1101 2層 一理 胴下 :横位沈線→縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (26) A-245
3 I区 創1012層 壷 自色針状物質混入 外面 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ (84) A-6

I tt S1101 2層 浅鉢 胴上 :横位平行沈線 +連弧文→充壊縄文(LR)丹同下 i縄文(LR)内面 :ミ ガキ (313) (105) 99-5 A-22
5 I区 S11012層 鉢

習 触

→

鴨 筈 i【犠 磯 挙
沈 線 (区切 り弧 線 X一 部 精 円 )→充 壊 縄 文 (LR) 123 (65) 98-2 A-13

6 I tt SI 012層 浅鉢 呈藤だ擾 薔雹徘摂骸管理夫
:兵
需¥毎冷場再馨壊祷群:ぜガ翌下

:縄文(LR)無 99-3 A-12
7 I tt S1101 2層 浅鉢 口 :波状 胴 :検位沈線→縄文(LR)白 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 99-1 A-16
8 I tt Sl101 2層 鉢 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (81) A-23
9 I tt S1101 2層 鉢 白色針状物質混入 外面 胴上 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ 1/2 99-6 A-15

I tt S1101 2層 小型鉢 自色針状物質混入 外面 胴上 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ 完 形 99-2 A-21
I tt S1101 2層 小型壺 地文 :縄文(LR)白 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 完 形 101-7 A-33

第22図  I ttS1101竪 穴遺構出土遺物 ④
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番号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器高 残 存 写真図版 登録番号

1 I tt S1101 2層 深 鉢 地文 :縄文(LR)内面 :ミ ガキ 1/4 A-94

2 I tt S1101 深 鉢 地文 :縄XR)自 色針状物質混入 補修孔 (一穴)内 面 :ミ ガキ 101-1 A-31

3 I tt S1101 深 鉢 地文 :縄文(LR)自 色針状物質多 く混入 外面 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ A-8

第23図  I ttS1101竪穴遺構出土遺物 ⑤
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番 号 遺 構 ;層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 日径 底 径 器高 残 存 写真図版 登録番号

1 〔区 SIЮ  l 深鉢 地文 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :炭化物付着 内面 iミ ガキ 368 1/4 A-39

2 I tt S1101 深 鉢 地文 :縄文(LR)白 色針状物質多 く混入 内面 :ミ ガキ (135) A-76

第24図  I ttS1101竪 穴遺構出土遺物 ⑥
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番 号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 回径 底 径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 I tt S1101 深鉢 地文 :縄文(LO 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-37

2 I tt S1101 1層 深鉢 地文 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-20

第25図  I ttS1101堅 穴遺構出土遺物⑦
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番 号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器高 残 存 写真図版 登録番号

1 I tt S1101 深鉢 謁 善f弩 券 筆  
胴 :縄文 (LR)白 色針 状 物 質混 入  胴 中～下 :二次加 熱 によ り赤 変 322 (210) 100-4 A-62

2 I tt S1101 2層 深 鉢 軍秀寧
4ヱ泥 繰  胴 :縄文くLR)白 色 針 状 物 質 混 入  内・ 外 面 :炭化 物 付 着  内面 :

100-10 A-10

3 I tt S1101 2層 胴下 :横位・縦位櫛歯状沈線文 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (38) A-244

4 I tt S1101 2層 底 :二次加熱によ り赤変 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (24) A-250

5 [区 S11012層 自色針状物質混入 底 :網代痕 内面 :ミ ガキ ( A-243

6 [区 S11012層 自色針状物質混入 底 :炭化物付着 内面 !ミ ガキ (23) A-246

[区 S1101 白色針状物質混入 内面 iミ ガキ ( 17) A-247

3 I tt S1101 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (26) A-251

9 I tt S1101 内面 :ミ ガキ (11) A-252

番号 遺 遺 :層 位 種  別 特 徴 長さ(ca) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

S1101 土製円盤 有孔、縄文RL、 沈線 127-13 P-14

S1101 1層 土製円盤 縄文LR 5 127-17 P-63

第26図  I ttS1101堅 穴遺構出土遺物 ③
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番号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器高 残 存 写真図版 登録番号

1 I tt S1101 深鉢 地文 :縄文(R)自 色針状物質混入 内面 :磨滅によ り不明 (295) と/2 101-5 A-27

2 I tt S1101 2層 上 内面 :ミ ガキ (63) A-248

3 I区 S1101 深鉢 地文 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (274) (98) 1/4 A-36

4 I区 S11012層 深鉢 地文 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (164) A-17

5 I tt S1101 深鉢 地文 :縄文⊂R)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (105) [/4 A-35

6 I tt S110ユ 深鉢
地
請キ等茎凱戟熱唐I奮乗愛 民魯争登勢軍混

入 外面:底部付近に炭化物付着
(110) 1/2 A-93

第27図  I ttS1101堅 穴遺構出土遺物 ③
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番号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残存 写真図版 登録番号

ユ I tt S110 2層 深鉢 口 :波 状 横位平行沈線→充壊縄文(RLl 内面 :ミ ガキ 100-1 A-180
2 I tt S1101 2層 深 鉢 口 :波状 横位平行沈線→縦位弧状沈練 区切り弧約 →充襲縄文員L)内 面 :ミ ガキ 100-2 A-182
3 I tt S1101 深 鉢 化物 春 磐  肩倍 半ぐ牙 零

→ 縦 位 弧 状 沈 線 (区切 り弧 線 )→充壊 縄 文 (RL)外 面 :炭
100-3 A-175

4 Itt Ы 101 2層 深鉢
内面琴 でガ 筆

位 平行 沈線 → 縦 位 all状 沈 線〈区切 り弧 線 )→ 充 壊 縄 文 (L)補 修 孔 (一 人 ) 101-2 A-183
5 IttSIЮ 1 2層 深 鉢 口 :波状 横位平行沈線→縦位弧状沈線(区切り弧線)→充填縄XLR)内 面 :ミ ガキ 101-3 A-181

6 I tt S1101 2層 深 鉢
軍

立十何売 r/R→ Artl l亮裸 (睦 fyJワ 死翻 → 允壊縄 X(■爪, 金雲母多 く混入  内向 :ミ ガ 100-6 A-179
? I区 創1012層上 深 鉢 横位平行沈線→充壊縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 100-7 A-17]

8 I tt S1101 2層 深 鉢 早
:波状 槙位沈線→縦位平行沈線→充填縄文(LR)自色針状物質混入 内面 :ミ ガ 100-8 A-177

9 IttSIЮ1 2層
狸

:僚イヱ況 稼 十糾 4立況 緑 (区切 り尻 繰 )+運 弧 文  自色 針 状 物 質 混 入  内面 :ミ ガ 100-9 A-238
[区 S11012層 深 鉢 口 :波状 地文 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 101-4 一

一

Ａ

▲

[区 S11012層 深 鉢 日 :波 状 地文 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-176
12 I tt S1101 2層 深鉢 地文 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :磨滅の為不明 101-6 A-184
13 I tt S1101 深鉢 地文 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :種子痕有 内面 :ミ ガキ A-173

第28図  I ttS,101堅 穴遺構出土遺物 ⑩
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番 号 遺 構 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅 (cl) 厚さ(cけ 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

1 I ttS1101 2層 石鏃 032 04 碧 玉 1211-4 Ka-8

2 I ttS1101 2層 石鏃 先端部欠損 025 珪質頁岩 120-6 Ka-69

3 I ttS1101 2層 石鏃 182 032 瑳化疑灰岩 120-5 Ka-57

I ttS1101 2層 石鏃 227 059 17 珪質買岩 120-2 Ka-49

5 I ttS110 2層 石鏃 先端部欠損 256 045 珪化凝灰岩 120-7 Ka-72

6 I ttS110 2層 石鏃 092 珪質頁岩 120-8 Ka-54

7 I ttS1101 2層 不定形 202 碧 玉 120-3 Ka-125

8 I ttS1101 2層 不定形 041 11 珪質買岩 120-25 Ka-211

9 I ttS1101 2層 不定形 055 碧 玉 12Cl― % Ka-146

I ttS1101 2層 不定形 265 珪質頁岩 120-28 Ka-209

1ユ I ttS1101 2層 不定形 節理面あり 268 168 碧 玉 1211-23 Ka-138

12 I ttS1101 不明 不定形 403 168 玉髄 121J-30 Ka-140

I ttS1101 2層 不定形 磨痕あ り 086 瑳化凝灰岩 1211-27 Ka-158

I ttS1101 不明 不定形 微細剣離あ り 瑳化凝灰岩 120-22 Ka-251

I ttS1101 不明 不定形 292 072 珪質貢岩 120-29 Ka-267

I ttS1101 2層 不定形 アスファル ト付着 220 068 珪質頁岩 120-鍋 Ka… 261

17 I ttS1101 2層 上 不定形 微細章」離あ り 538 珪質頁岩 12Cl-31 Ka-245

I ttS1101 2層 不定形 353 珪化凝灰岩 120-21 Ka-235

第29図  I ttS1101竪 穴遺構出土遺物 ①
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第30図  I ttS1101堅穴遺構出土遺物 ⑫

外している。 [出土遺物](第41図)埋設土器本体の深鉢のみである。土器の時期は後期中葉である。

⑤石核集積遺構 (第 14図、第42・ 43図 ):I ttE72の Ⅸ層中で石核4点 と象J片 1点の集中地点が認めら

れ、下層のX層上面になって長軸80cm。 短軸60cmの不整形の落ち込みの輪郭を確認した。検出面から

の深さは約 3 cmで ある。この遺構の掘り込み面はⅨ層上面と考えられる。

⑥河川跡 (第 44図):I区北半部で縄文時代の河川跡を検出した。堆積土は砂礫層を主体としている。

調査区東西両壁際と河川中央部での深掘リトレンチの断面観察から、河川跡の規模・重複関係・掘り

込み面などを推定した。古 。中・新の3時期の変遷があり、古期はⅧ層形成途中から、中期はⅧ層上

面から、新期はⅦ層上面から切り込んでいる。新期河川跡埋没後にⅥ層が乗つている。新期河川跡の

堆積土中からは、後期後葉から晩期前半の土器が出土している (第 45図 )。 砂礫層中でのローリングを

受け、磨滅が著しい。Ⅵ層からは弥生土器が出土しており、縄文時代晩期中にはほぼ埋没した河川跡

と考えられる。なお、中央部の深掘リトレンチ底面 (約 3m下)の砂礫層間の粘土のマトリックス中

からは流木 。樹皮・木の葉・クルミ・トチの実・昆虫が出上している。これらの一部については同定・

分析を依頼した。大型植物化石の中には栽培植物のアサが確認されている。その他、河川沿いに生育

するオニグルミ・サワシバ・トチノキ・イタヤカエデ・ミズキ、周辺地域の落葉広棄樹であるコナラ・

ケヤキ・ホオノキ、上流から運ばれたブナ・イヌブナがある (大型植物化石分析参照)。 また、後述す

る地震による噴砂は河川跡堆積土中に特に顕著に認められた。噴砂は河川堆積上の砂であり、沖積地

の中でも最も不安定な地層から噴出していることが確認された。

(2)V区

①土坑 (第46～ 47図):SK512～ 535土坑の21基の土坑 (SK513～ 515土坑は欠番)がV区北端部 (E

～K・ 74～ 78)の X層上面微高地周縁部南側 (標高 9～9.4m)で検出された。これらの土坑の掘り込

み面はⅨ層上面である。各土坑の特徴・規模などは第 1表に整理した。各土坑出上の遺物は第48図で

ある。土器の時期は後期中葉である。 I区同様に全体的に遺物の出土は少ないが、SK522・ 529土坑

番号 遺 構 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量 g) 石  材 写真図版 登録番号

1 I ttS1101 2層 凹石 凹部 :表 1 磨面 2 デイサイト 123-4 Kc-22

2 I ttS1101 2層 上 凹 石 凹部 :表 2・ 裏 2 磨面 2 5650 安山岩 123-5 Kc-45
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SKl15土坑

SKl14土 坑

層16 土    色 土   性 備 考

暗褐色 (10YR3/3) シ,レ ト 炭化物粒含む。

SKl15」 Lウt

SKl18」 Lウt

層聴 土   色 土   性 備 考

1 暗褐色(10YR3/4) 砂質シル ト 炭化物含む。

2 暗褐色(10YR3/3) 砂質 シル ト 炭化物含む。

3 黒褐色(10YR2/2) 砂質シル ト 炭化物含む。

黒褐色(10YR3/2) 砂 ンルトの小プロック含む。

層聴 土   色 土  性 備 考

1 暗褐色 (10Y3/3) シ,レ ト 焼土粒混入。

2 にぶい赤4B色 (5Y熙 74) 砂質ンル ト 焼土混多 (焼土主体層 )

褐色 (75YR4/3) 砂 焼土粒混少。

SKl19」 Lウt

層Ib 上   色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) 砂質 シル ト 炭化物含む。SKl16土 坑

層� 土   色 土  牲 備 考

褐色 (10YR4/4) 細 砂 炭化物粒含む。

2 褐色 (10YR4/6) 細砂

3 黒褐色 (10YR2/3) 砂質ンル ト 炭化物粒混多骨粒混 じる。

褐色 (10YR4/6) 細 砂 ?3の 小ブロック含む。

5 褐色 (10YR76) 細 砂 94に近いが ワ3小プロック含む。

SK1 20」Lウt

層lb 土   色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR3/2) ングレト 底面に遺物あ り。

SK122」 Lウt

層lb 土   色 土  性 備 考

暗褐色(10YR3/3) 砂質 シル ト 炭化物粒含む。

2 黒禍色(10YR3/2) 砂質シル ト 炭化物粒含む。

3 黒褐色(10YR2/2) 砂質 シル ト 骨粒若干含む。

SK124」 Lウ花

層16 土   色 土   性 備 考

1 灰黄色 (25Y6/2) シルト や や 粘 性 あ り。 しま り弱 い。 (″ 2～ ▼4
に比べ て 一番 粘 りが あ る。)

2 明黄褐色 (10YR7/6) 砂 わずかに粘性あり粘土粒混入か。

3 にぶい黄橙色 (10YR6/4) 砂 22に比べ粗い。

明黄褐色 (10YR6/6) 砂

SK123二 Ltt

層lb 土   色 土   性 備 考

1 黒禍色(10YR3/2) ン,レ ト 炭化物粒含む。

2 褐色(10YR4/4) 粗 砂

第31図  I区土坑 ①
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SK126上坑
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SK121土 坑

I区土坑 ②

層血 土   色 土   性 備 考

I 暗褐色(10YR3/3) 砂質ンル ト 炭化物粒、土器小片含む。

2 掲色(10YR4/4) 砂 炭化物粒含む。

3 掲色(10YR4/6) 砂

層lb 土    色 土  性 備 考

1 黄褐色(25Y5/3) 粘 土 .し 含む。粘性 あ り。

ユ(25Y7/つ プ ロ ック混入。木炭粒2 黄色(25Y8/6) 粘 土

3 暗灰黄色(25Y72) 粘 土
黄色(25Y3/6)プ ロ ック少 量混 入。 本 炭 、
十器涅 入.粘 性 あ り.

4 暗灰責色(25Y4/2) 粘土 プロック状。粘性あり。

5 にぶい黄色(25Y6/41 粘土
鬱

″

6 灰黄色(25Y6/2) 砂

7 暗灰黄色(25Y5/2) 砂・粘土 木炭、土器混入。

8 浅黄色(25Y7/3) 砂
粘上 少 し含 む ベ トつ く。 ?1、 73は LⅨ
に類似 η2はと141に 類 似 .

SK128土 坑

SK126土 坑

層rb 土   色 土  性 備 考

ユ 暗灰黄色(25Y5/2) シ,レ ト

2 暗灰黄色(25Y5/2) シルト

3 黄褐色(25Y5/3) 砂

SK127土 坑

層16 土   色 土  性 備 考

ユ にぶい黄色(25Y6/3) 砂質シル ト 土器、炭含む。

2 暗灰黄色(25Y5/2) 砂質シル ト 土器、炭、骨片含む。粘性あり。

3 浅黄色(25Y7/4) 砂 骨片含む。混入物少量。

4 明黄褐色(25Y6/6) 砂 炭含む。わずかに粘性あ り。

層血 土    色 土  性 備 考

1 暗灰黄色(25Y5/2) ン,レ ト やや粘性あり。

第32図
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番号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 I tt SKl15 鉢
口 :浜状  胴 :ミ ガ キ  底 部 :周縁部 反時 計回 りにケズ リ 内面 !炭化 物 付 着
内面 :ミ ガ キ

完 形 102-1 A-46

I tt SKl18 1層 鉢 胴 :横位平行沈線→充壊縄文(LR)内 面 :ミ ガキ と26 (51) 102-3 A-41

3 1区 SKl18 鉢 地文 :縄文(L)底 :木葉痕 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 45 1/2 102-2 A-47

I tt SKl18 1層 鉢 日 :波状 横位平行沈線→充堰縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-185

5 IttSKm8 1層 深鉢 地文 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (412) (235) 1/4 A-92

I tt SKl18 2層 深鉢 内面 :ミ ガキ (14) A-253

I tt SKl19 1層 深鉢 日 :波状 横位平行沈線→充壊縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 102-4 A-186

I tt SKl19 1層 深鉢
口 :波状  横位 平 行沈 線→ 弧 状 連 絡文→ 充 FR縄 文 (LR)白 色針 状 物 質 混 入
内面 :ミ ガ キ

102-5 A-187

I tt SK122 2層 一璽
口～蜘 :穣位平行況線→充壊縄又(LR, 打同1人租又 日色針猿物質混人 困向 :ミ ガ A-189

10 I tt SK122 2層 深鉢 地文 :縄文(LR)自 色針状物質混入 補修孔 内面 :ミ ガキ A-188

第33図  I ttSKl15・ 118・ 119・ 122土坑出土遺物
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番号 遺 構 :層 位 器 種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 I tt SK122 1層 鉢 日 :波状  自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-42

2 I tt SK123 深 鉢
地文 :縄文(LR)底 !絹代痕 内・外面 :炭化物付着 胴下 :二次加熟によ り赤変
内面 :ミ ガキ

349 110 102-6 A-99

番号 遺 構 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(Cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

3 SK123 石錐 先端部欠損 079 珪化凝灰岩 12tl-9 Ka-100

第34図  I ttSK122・ 123土 坑出土遺物



2

絢

〕                        10cm
(%)

番 号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 i文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 日径 底 径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 I tt SK125 3・ 4層 亜 胴 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 102-7 A-48

2 Itt SK125 3層 深鉢 自色針状物質混入 底 :木葉痕 内面・胴下 :ミ ガキ 底 :ナデ ( 17) A-254

3 Itt SK125 3層 深鉢 口 :波状 胴上 :横位平行沈線→充壊縄文(LR)内面 :ミ ガキ A-190

4 I tt SK128 1・ 2層 壷
胴 :横位 平行 沈線 →縦 位 弧 状 沈線 (区 切 り弧線 )白 色 針 状 物質 混 入  内面 ‐胴 下
炭 化物 付 着  内面 :ミ ガ キ (120) 1/3 103-3 A-44

5 Itt SK128 1層 深鉢 地文 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面・胴上 !炭化物付着 内面 :ミ ガキ (355) (183) 1/4 A-49

第35図  I ttSK125・ 128土坑出土遺物
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番 号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 日径 底 径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

[区 SK128 1層 深 鉢
口

売番rミ 堺幸

:横位平行沈線→縦位平行沈線→充壊縄文(LR)胴下 :縄 文(LR) (324) (3■ 2) 103-1 A-43

2 [区 SK128 4層 深鉢
馨

文
胴騨覚準輩窒苅 蛛 とう 孫嫉弄

痕 白色針状物質混入 内・外面 i炭化物付 288 103-2 A-45

第36図  I ttSK128土坑出土遺物



＞
上

紆 rA′

入

発<T

SKl19

36m/

Aメ

2号埋設土器遺構

ド92m

津
′
97m

0                                             1m
トー…―…―…一_引卜…け…け…一¨一引 (%)

1狙

SK122

|

F

G

H

I

J

K

＼

74洋＼

SKl18よ

る8m
/

P螂
/そ

m

ス
-1   ,ヽ′

＼

＼
＼

ひ
一

４ｍ
一
ａ一

琢)

Ｔ
Ｉ
＞
ヽ

第 1号埋設土器遺構

層rb 土 色 土  性 備 考

l 褐色(10YR4/6) 微砂 炭化物、土器片含む。

2 褐色(10YR4/4) 微 砂 LⅨより、粘りあり。

第37図 第 1

第 2号埋設土器遺構

層lb 土 色 土   性 備 考

ユ 暗褐色(10YR3/4) シ,レ ト LX粒混入。

褐色(10YR4/4) 砂 LXのプロック。

3 にぶい黄震腔(10YR4/3j 砂質シル ト 炭化物粒若干混入。

4 オリーブ褐色(25Y4/3) 砂質シル ト LX粒混多。

5 褐色(10YR4/4) 砂質シル ト LX粗粒混多、堅い。

第38図  I区縄文時代掘立柱建物跡想定図
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番 号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 日径 底 径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 I区 1号埋設土器 深鉢 地文 :(LR O段多数)金 雲母混入 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ ll15-1 A-54

I区 1号埋設土器内部 深鉢
拇善 :管雰軍

行沈線→縦位91状沈線→充壊縄文(LR)自 色針状物質混入 105-2 A-191

番 号 遺 構 :層 位 種  別 特 徴 長さ他m) 幅(cm) 厚さtcm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

I区 1号埋設土器ピッ ト コア(石核石器 ?) 使用痕あ り 865 375 凝灰質頁岩 121-1 Ka-317

第39図  I区 1号埋設土器遺構出土遺物 ①
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番 号 遺 構 :層 位 種  別 特 徴 長さCcld) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

ユ I区 1号埋設土器ピッ ト コア(石核石器 ?) 使用痕あり 1520 10700 凝灰質頁岩 121-2 Ka-318

第40図  I区 1号埋設土器遺構出土遺物 ②
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番号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残 存 写真図版 監録番号

1 I区 2号埋設土器 深鉢 控養色繹薯紛
L帝

同雫予鞘 薙蚤り索災綽胎奥叩
着胴下:維位すじ状 368 104-la A-55

第41図  I区 2号埋設土器遺構出土遺物
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番 号 地 区 :層 位 種  別 特 徴 長さCcml 幅tcm) 厚さlcln) 重量 g) 石  材 写真図版 登録番号

1 IttE72 Ⅸ層 石核 660 355 1632 頁  岩 120-37b (a-320①

IttE72 Ⅸ層 石核 490 650 250 頁  岩 20-37e (a-320④

IttE72 Ⅸ層 石核 640 買  岩 120-37c (a-320②

第42図 石核集積遺構出土遺物 ①
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番号 地 区 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅lCInl 厚さ(cm) 重菫 g) 石  材 写真図版 登録番号

ユ IttE72 Ⅸ層 剣 片 272 頁  岩 20-37d Ka-320③

2 IttE72 Ⅸ層 石核 670 4209 買  岩 20-37a Ka-320⑤

第43図 石核集積遺構出土遺物 ②
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番号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

I区 旧河道 士霊 目唇 :小突起キ刻目 内・外面 :赤色顔料付着 内面 :ミ ガキ A-230

2 1区 旧河道 鉢 胴下 :横位沈線→縄文(RL)底部 :円 状に沈線 109-13 A-279

3 I区 旧河道 深鉢 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-278

4 I区 旧河道 深 鉢 底部 :網代痕 内面 :雑なミガキ (34) A-280

5 I区 十日河道 深 鉢 109-11 A-225

6 I区 1日 河道 深鉢 口唇 :山形突起(頂部2分)入 組文→充II縄文(LR)金雲母混入 内面 :ミ ガキ 109-12 A-241

7 I区 旧河道 鉢 口唇 :瘤状突起 口～頸 !横位沈線→充壊縄文(LR)自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-231

8 I区 旧河道 鉢 口唇 :小波状 胴上 :横位沈線→刻目 1同 :縄文(LR)白 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 109-14 A-226

9 I区 旧河道 鉢 日唇 :小波状 入組三叉文 内面 :ミ ガキ 109-16 A-227

I区 旧河道 鉢 日唇 :山形突超 横位平行沈線 A-224

I区 旧河道 深鉢 日唇 :突起 回 :縄文(LR)磨滅ひどく文様不明 内面 ;ナデ 109-15 A-228

と区旧河道 深鉢 口唇 :小波状 胴 :横位沈線→縄文(RL)内面 :ナデ 109-17 A-229

I区 旧河道 深鉢 胴 :入組文→縄文(LR)。 ボタン状貼付文・瘤状小突起 内面 :ナデ 109-8 A-239

I区北旧河道 深鉢 胴 :入組文→縄文(LR)・ ボタン状貼付文 内面 :ミ ガキ 109-7 A-242

I区 旧河道 深鉢 胴 :網 目状撚糸文R 内面 :ミ ガキ 109-10 A-240

第45図  I区縄文時代の河川跡出土遺物

からはイノシシ形土製品が、 SK528土坑からは耳飾 りが出土している。特に、 SK516～ 526、 528・

529、 532～535土坑は標高9,2～ 9,4mの微高地南緩斜面に密集しており、重複も顕著である。 この内、

SK516～ 519、 521～ 523、 525'526、 528～ 529、 532・ 533・ 535土坑は人為的埋土である。また、 SK

516・ 521・ 522・ 525。 526・ 528土坑からは骨細片・骨粉が検出されている。骨細片・骨粉については

鑑定依頼の段階で分析不可能とされたため、人骨である確証は得 られていないが、耳飾りの出土や人

為的埋土であることなどから推定すると墓坑群 (墓域)の可能性も否定はできない。 SK516土坑から

はオニグルミ・トキノキ・コナラ近似種の種子が多く出土している (大型植物化石分析参照 )。 貯蔵穴

が含まれている可能性も考えられる。

②掘立柱建物跡 (第 38図):I・ V区の上坑の中には、その位置 (配置)・ 断面形状・堆積状況 。深さ

から、掘立柱建物跡を構成する柱穴の可能性をもつものがある。 SKl18・ SK l19・ SK 122・ SK l16・

SK126・ SK123・ SK518・ SK535土坑がそれである。西半部は不明であるが、方形あるいは六角形

の建物としての復元が可能であろうか。この推定復元が可能であれば、掘立柱建物跡はちょうど微高

地の真上に建つていたことになり、その背後 (南側)に墓域・貯蔵穴が形成され、建物跡のほぼ中央

部には第 1号埋設土器遺構が位置していることになる。建物跡の時期は後期中葉である。

4.遺物包含層Ⅸ層の遺物

(1)I区 (第 16～ 17図):I区中央郡環状配石遺構周辺のⅨ層下部の遺物を除いた I区南部のⅨ層上面・

上部の遺物を中心に提示するが、一部には、 I区北部のX層 中と I区南部のX層上面 (Ⅸ層の分布し

ていない部分)の遺物を含んでいる。遺物には土器 (深鉢・鉢・壺 。注目土器)、 土製品 (キ ノコ状土

製品)、 石器 (石鏃・不定形の剣片石器・凹石・石皿状磨石)がある。土器の時期は後期中葉である。

¢)V区 (第 53～ 59図):V区北部のⅨ層上面 。上部の遺物を中心として、Ⅸ層中の遺物を提示する。

遺物には土器 (深鉢・鉢 。注目土器・ミニチュア土器 )、 土製品 (土製円盤)、 石器 (石鏃・不定形の

象1片石器・石核・凹石・磨石)がある。土器の時期は後期中葉である。
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SK512」 Ltt

層Ib 土 色 土   性 備 浩

1 褐色(10YR4/4) シルト質粘土 しま りあ り。粘 性 あ り。上 器 含 む。貢 種 色
(10YR7/6)シ ル ト質 粘 性 ブ ロ ック混 微。

2 褐色(10YR4/4) シル ト質粘土 性あり。

3 にぶ予ゝ司 望 KIⅣR6/4j シル ト質粘土

SK516=Ltt

層Ib 土 色 土   性 備 考

1 にれ 芸ヽ掲 てⅨl∝ R5//41 細 砂 ザラザラしている。

2 にぶい黄褐憲 10YR5n 細 砂
ワ3のブロックが混 じり、71よ りやや黒

3 黒褐色(10YR2/2) 粘土質シル ト 炭・骨片混入。ベタベタしている。

4 にぶい黄褐息 HYR5Ю 細砂

SK517土 坑

層lb 土 色 土   性 備 差

褐色(10YR4/4) 微砂

2 にぶヤゝ舗 急 更ⅣR5/41 細 砂 ?1に 比べ色調明るくしまりがない。

SK518土 坑

層lb 土 色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) 焼 土 ノ ロ ックを少量含 む。 床 多量 L~む 。
SK516に 類似 。 上器 片  チ ップ含 む。

2 にぶい黄褐憲 10YR5/4j しまりなし。ηlのプロックを少量含む。

SK519土 坑

層聴 土 色 土   性 備 考

にぶい黄褐憲 10YRS/4j 細 砂 下層に向つて色調黒く炭粒を多量に含む。

2 褐色(10YR4/4) 細 砂 ワ1よ り色調暗い。

3 暗褐色(10YR2/3) 粘土質シル ト 炭粒多量含む。やや しまりあ り。

SK520」ヒカt

層Ib 土 色 土   性 備 考

ユ にぶい黄褐憲 10Y郎 /つ 炭粒、岩片を少量混 じる。遺物微量含む。

SK523土坑

SK521土 坑

層Ib 土 色 上  性 備 詩

1 にぶい黄褐徴 IⅣR5/3) 微砂

2 にぶい黄褐徴 10YRγ 3) 微砂

3 にぶい黄褐徴 10YR5/④ 微砂

暗褐色(10YR3/3) 細砂 炭粒中量含む。

黒褐色(10YR2/3) 細砂
粘 上 を含 み しま りあ り。 炭 粒 多 量 言 む。
焼 土 燈 少 量含 む。 骨 片微 量含 む。

5 にぶい黄褐急 l σrR5/41 中砂 壁崩落土。変化は漸移

SK522土 坑

層雌 士 色 土  性 備 考

オリーブ褐色(25Y4/3) 粘土質ンル ト
しまりあり。粘性もあ り。炭化物少量

2 明黄褐色(25Y6/6) 細 砂
粘 上 混。 しま りあ り。 粘 性 少 な い。 炭 化

3 暗オ リーブ褐伽 25Y3/3j 細 砂
粘 土微 量 含 む。 しま り弱 い。 粘 性 な い。
炭 化物 20%混 入。 骨 片含 む。 土 器・ チ ッ
プ 出土。 礫 (lcm以下 )出上。

4 黄褐色(25Y3/3) 細 砂

5 黄褐色(25Y5/4) 中～細砂

しま りな し。粘性 な し。炭 化 物 微 量 (10%

絶易滉轟議奇箭撃茸
。
努属【努瞥し疹

(lcm以 下 )所 々 にあ り。 祭1片 出土 。

SK523」 Lウt

層rb 土 色 土   牲 備 考

1 褐色(10YR4/つ 微 砂
粘 土 混 じ りや や し ま りあ り。 尿 粒 申 量 言
む。土器片出土.10膚のプロック混在。

2 暗褐色(10YR3/3) 微砂
粕 土 混 じ りや や し ま り あ り。 セSよ り色

調 明 る い 。

3 暗褐色(10YR3/3) 細砂 粘土混じりややしまりあり。炭粒少量含む。

4 にぶい黄褐徴 10Ⅵ閣/41 細砂 しまりあり。炭粒少量含む。

SK524」 ヒウt

層lb 土 色 土   性 備 考

1 暗褐色(10YR3/4) 砂
上部 に炭 粒 少量含 む。 粘 土混 じる。 や や

SK525」 Lウi

層ib 土 色 土  性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) 粘土質シル ト
格 性 あ り。 し

る 。 岩 片 ・ 炭 を多 く含 む。

2 にぶい黄褐包 lllYR57/41 中砂

SK521上坑

第46図 V区土坑 ①
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S K 526土坑

層rb 土   色 土   性 備 考

ユ オリーブ褐色(25Y4/3) 粘翌質シル ト

2 にぶい黄色(25Y6/4) 砂質シル ト あ り。 炭粒 微 量

と微 畳含 む。粘 碇3 暗オリープ褐急 25Y3/3) 細 砂

4 にぶい黄色(25Y6/4) 細～中砂
リーブ褐色(25Y4/3)斑 状に混在。療

5 浅黄色(25Y7/4) 細～中砂 黄褐色(25Y5/3)混 在。炭中量含む。

SK530土 坑

層r6 土   色 土  性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) 粘土質シルト ベタベタしてしまりあり。炭粒多量含む。

2 褐色(10YR4/4) 微 砂 粘土微量含む。しまりあり。砂粒少量含む。
S K 528土坑

層lb 土   色 土   性 備 考

1 オリープ褐色(25Y4/3) 粘土質シルト

2 オリープ褐色(25Y4/3) 粘土質シル ト

3 暗灰黄色(25Y4/2) 粘土質シルト しま りあ り。粘性弱い。炭化物少量含む。

4 暗オリープ褐色(25Y3/3) 微 砂 捜善懇F■築倖:皆轟B露塗:昏短契妻
5 にぶい黄色(25Y6/4) 細 砂

粘 土 混 在 。 しま り弱 い。粘 性 な し。 尿 イヒ
物 微 量 含 む。

6 黄褐色(25Y5/3) 細 砂

暗灰黄色(25Y72) 細 砂 炭化物多量含む。粘土混在。

暗灰黄色(25Y4/2) 細 砂 クルミ殻含む。粘土混在。炭化物多量含む。

8 明黄褐色(25Y6/6) 細 砂 黄褐色(25Y5/3)混 在。

9 明黄褐色(25Y6/6) 細 砂

SK531土 坑

層lb 土   色 土  性 備 考

1 暗褐色(10YR3/4) 微砂

SK532ELウ t

層b 土   色 土   性 備 考

1 褐色(10YR4/④ 微砂 しまり微弱。炭粒少量混在。

2 にぶい黄褐色(lllYR5/4j 微砂 しまり微弱。

3 暗褐色(10YR3/4) 微 砂
粘 土 混 在 。 し ま りあ り。 粘 性 あ り。 灰 粒

4 にぶい黄褐急 10YR5/4j 細 砂 しまりなし。

5 にぶい黄褐憲 10YR4/3j 細 砂 しまりなし。サラサラしている。

S K 527土 坑

層聴 土   色 土  性 備 考

1 にぶい黄褐色(10YR5/つ 微 砂

2 にぶい黄色(25Y6/41 細 砂 粘性弱い。

S K 529ユニ,丸

SK533土 坑

層聴 土   色 土  性 備 考

1 にぶい黄褐急 10YR5/3) 細砂 しまりなし。

2 にぶい黄褐色(10YR5/41 細 砂 しまりなし。

3 褐色(10YR4/4) 細砂 粘土混在。やや しまりあり。炭少量混入。

層Ib 土   色 土  性 備 考

1 暗灰黄色(25Y4/2) 粘土質シルト
しま りあ り。粘性 あ り。炭 化物 微 量含 む。

2 暗灰黄色(25Y4/2) 粘土質ンル ト 彗馨偉(♀ 三ごれ守泌牲欧子ロエ老浮会。炭化物多

3 暗灰黄色(25Y5/2) 微 砂 微 最 含 む。 土器 出土 。

暗 灰 黄 色 (25Y5/2)シ ル ト混 在 。 し ま り4 にぶい黄色(25Y6μ ) 微・細砂

5 暗灰黄色(25Y5/2) 細～中砂 しまり弱い。粘性なし。炭化物微量含む。

6 暗灰黄色(25Y5/2) 細砂  1控舟繊碁堰象、しまり弱い。粘性弱い。

7 暗灰黄色(25Y5/2) 細砂  1娠種音gttP監鵬 ・
しまりあり。

SK534」Lウt

層r6 土    色 土  性 備 考

1 にぶい黄色(25Y6/4) 細 砂

SK535土 坑

層臨 土    色 土  性 備 考

1 暗灰黄色(25Y4/2) 微～細砂
粘 土 微 量 混 。 L区プ ロ ッ ク混。 しま りあ
り。 粘 性 微 弱。 土器 片 1つ 出上 。 微 細 な
炭 化 物 微 量含 む。

2 黄4B色(25Y5/3) 細砂
しま リ ワ,こ 比 べ 弱 い。 粘 性 な し。 LX
層 プ ロ ック上湛在 .

3 黄灰色(25Y4/1) 細砂 い。 粘 性 な し。 微 絢 な炭 化 物微 量 含 む。
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番 号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 Itt D70 Ⅸ層上 深 鉢 暴房 善 変 省篭 受  民善警 笹 努 筆
隆線  胴 上 :反転 平行 沈 線 → 充壊 縄文 (RL)白 色針 (315) (272) 1/2 95-la A-83

2 Itt H69 Ⅸ層 深鉢
口 :波状  胴 上 :検位 平 行 沈 線 → 縦 位 蛇 行 沈 線 → 充 壊縄 文 (RL)補 修 孔 (一六 )金
雲 母混 入 内面胴 上 :炭化 物 多 量 に付着 外 面 :二次加 熱 によ り赤変 内面 :ミ ガ キ

(260) (188) 2/8 106-4 A-79

3 Itt F70 Ⅸ層 鉢
】同 :横位 平行 沈 線→ 縄 文 RL 底 :木葉 痕  白色針 状 物 質混 入  内面 :炭化 物 付着
内面 :ミ ガ キ

114 1/2 A-75

4 Itt F72 Ⅸ層 〓軍 くびれ :横位沈線 1同 :区画沈線曲線文→横位平行沈線→充壊縄支(RL)内面 :ミ ガキ (65) (105) 2/3 107-5 A-52

5 Itt E71 Ⅸ層 一璽 くびれ :積位沈線 胴 :連孤文 白色針状物質混入 内面 日～胴上 :ミ ガキ 胴 :ナデ 完 形 96-10 A-85

6 I区 G66Ⅸ層 士電 胴 :連弧文+横位沈線→充填縄文(L)自 色針状物質混入 内面 :ナデ (77) 1/3 96-7 A-77
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番 号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 Itt F61 Ⅸ層上 深鉢 甥希基僣贅併翼努亭来興■亀
自
結型騨

入内面:周ヒ郷着外面:= 393 完形 96-9 A-74

2 I ttJ68 Ⅸ層 深 鉢 地文 :縄文(LR)内面 :ミ ガキ 1/2 A-32

3 I tt E71区 層 深 鉢 口 :波状 地文 :縄文(L)内 面 :ミ ガキ (122) (147) 96-11 A-86

第49図  I区区層出土遺物 ②
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番 号 地 区・層 位 器 種 形 態 :文 様 i調 整 の 特 徴 な ど 日径 底径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

区 H67Ⅸ 層 深 鉢 地文 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (229) A-78

I tt E72区 層 深 鉢
地文 :縄文 (LR O段 多 条 )底 :網代 痕  自色 針 状 物質 混入  胴 下 :二次 加 熱 に よ る (39) A-84

I tt」 68 Ⅸ層 深 鉢 地文 :縄文(LR)白色針状物質混入 内面 胴下 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ ( 94) (195) 1/4 A-82

4 Itt168 Ⅸ層 底 :木葉痕 内面 :ミ ガキ (36) A-487

Itt A43 Ⅸ層 底 :木葉痕 白色針状物質混入 内面胴下 :ミ ガキ底 :ナデ ( 13) A-256

6 区 J69 Ⅸ層 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ ( 14) A-259

7 I tt J68 区層 内面 底 :ナデ ( 12) A-260

Itt169 Ⅸ層 自色針状物質混入 内面 :底 ミガキ ( 10) A-258

Itt E71 Ⅸ層 自色針状物質混入 金雲母混入 内面 :ミ ガキ ( 18) A-257

10 I区 北半 Ⅸ層 底 :木菜痕  内面 胴下 :ミ ガキ 底 :ナデ (30) A-255

11 区 北半 区層 注 目土器 基部 :沈線 外面 :ミ ガキ 96-8 A-463

番 号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(c血 ) 厚さ(∞ ) 重量(g) 写真図版 登録番号

I tt F66 茸状土製品 茸形土製品状 127-11 P-10
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番号 地 区・層 位 器 種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残存 写真図版 登録番号

ユ Itt E72 Ⅸ層 深 鉢
口 :波状 金雲 母 混 人  内 向 :ミ カ 96-1 A-192

2 I tt F70区層 深鉢
胴 :横位平行沈線→縦位弧状沈線(区切 りHal線 )→充壊縄文(RL)金雲母混入
内面 :ミ ガキ

96-3 A-193

3 Itt E70 Ⅸ層 深鉢 是髯整誕夢咳 9ず タド紺馨
罫

鴨 牌  
検位 平行 沈 線 →縦位 El l状 沈線  突 起 96-5 A-194

4 I区   Ⅸ層 深鉢 横位斜位沈線→縄文LR 内面 :ミ ガキ 96-4 A-198

5 I tt J67 区層上 深鉢 口 :波状 縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 96-6 A-197

6 I tt K69・ 70Ⅸ層 深鉢 口 :波状 縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :磨滅 A-199

7 [区 158 Ⅸ層下 深鉢 地文 :撚糸文(L)内 面 :ミ ガキ 94-5 A-196

8 [区 G70Ⅸ層 深 鉢 地文 :縄文(LR) 内面 :ミ ガキ 96-2 A-195
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番 号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  羽 写真図版 登録番号

I IttE70 Ⅸ層 敲 +凹石 凹部 :表 1・ 裏 1・ 側 2 3250 安山岩 123-7 Kc-48

2 IttD70 Ⅸ層中 敲 +凹石 凹部 i表 1・ 裏 1 デイサイト 123-6 Kc-50

3 IttG72 X層 上 尖頭器 354 珪質頁岩 12Cl-1 Ka-108

4 I ttG71・ 72 X層上 不定形 131 珪質買岩 120-20 Kエー240

5 IttG74 X層 上 磨石(石皿 ?) 磨面 ユ 241 52000 安山岩 123-2 Kc-1

第52図  I区区・X層上面出土遺物 ⑤
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番号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 V tt C74D75 Ⅸ層 深 鉢 口 :波状 無文体に段有 胴 :横位沈線十連弧文→充Fle異方向縄文(LR)内面 :ミ ガキ (380) (164) 1/3

2 Vtt F75 76 G71区 層 深 鉢 口 :波状 胴 :横位平行沈線 +連 311文 →充壊縄文(LR)内面 :ミ ガキ 292 (203) 1/2 110-1 A-133

3 Vtt G77 Ⅸ層 深 鉢
口 :波 状  胴 上 :横位 平行 沈 線 → 縦 位 平行 沈 線 (区切 り沈 線 )→充壊 縄文 (LR)打 同下 :

異方 向縄 文 (LR)白 色針 状 混 入  内面 :ミ ガ キ (255) 106-2 A-140

4 Vtt E76 Ⅸ層 深 鉢
口 :波状  横 位 平 行 沈 線 →縦 位 弧 状 沈 線 (区切 り弧 線 )月同 :縄文 (L)白 色 針 状物 質
混 入  内面 :ミ ガ キ (164) (186) 1/5 110-3 A-136

第53図 V区区層出土遺物 ①



性_____――――十却繊)

番号 地 区・ 層 位 器 種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 Vtt E76 Ⅸ層 深 鉢 月同:横位平行沈線→縦位沈線(区切 り沈線)→ 充壊縄文化R)金 雲母混入 内面 :ミ ガキ (236) (161) A-138

2 Vtt175 Ⅸ層 鉢 胴 :横位沈線→充壊縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (161) (94) A-141

3 V区 Ⅸ 層 深 鉢 地文 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (135) A-131

4 Vtt G75 Ⅸ層 深 鉢 地文 :縄文(LR)外面 胴上 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ 302 (1■ 0) 1/4 A-139

5 Vtt A83 Ⅸ層 深 鉢 胴下 :縄文(RD 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (82) A-137

V tt G75区 層 深 鉢 地文 :縄文(L)自色針状物質混入 外面 胴上 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ 240 (169) A-134

Vtt G75 Ⅸ層 深鉢 掘 だ よ鬱 乗霧
)内

岳

'警

努 紫
質 混 入  内面 胴 下 :炭化 物 付 着  外 面 胴 下 :二衣 加

(141) A-105

第54図 V区区層出土遺物 ②



▽

ｎ
日
〕
州
Ｈ
∪

１２

‐〈^［山］］）‐
⑬

I

∩
日
Ｈ
川
Ｈ
ワ
　
ー３

報
鵜 ≦ 斡

許

1ユ

0                   10cm
(%)

番号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 V区  Ⅸ層上 深鉢 地文 !縄文(LR)?他 )?磨滅により不明 白色針状物質混入 内面 :磨滅により不明 (301) (245) A-135

2 V区  Ⅸ層上 鎌ミユチュ/1 自色針状物質混入 内面 :ナデ 1/2 A-379

3 V区  Ⅸ層上 深鉢 自色針状物質混入 底 :二次加熱により赤変 内面 :雑なミガキ ( 12) A-378

4 V区  Ⅸ層上 深 鉢 自色針状物質混入 内面 :雑なミガキ (80) (21) A-377

5 Vtt F75D Ⅸ層 深鉢 自色針状物質混入 内面 :雑なミガキ (11) A-382

Vtt F75A Ⅸ層上 深 鉢 底 :木葉痕 内面 :不 明 (23) A-383

7 V tt F76 Ⅸ層 深 鉢 白色針状物質多 く混入 内面 :ミ ガキ (80) A-385

8 V tt D76 Ⅸ層上 深 鉢 底部 :網代痕 胴下 :二次加熱により赤変 内面 :ミ ガキ ( A-380

9 V区    Ⅸ層上 深 鉢 白色針状物質混入 底 :網代痕 内面 :雑なミガキ 110 (5■ ) A-370

Vtt G75B Ⅸ層 深 鉢 白色針状物質混入 底 :網代痕 底 :二次加熱により赤変 内面 :雑なミガキ ( A-384

11 V tt E75 Ⅸ層 深 鉢 底 :木葉痕 内面 !不 明 (54) A-381

番 号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚 さ(cm) 菫量(g) 写真図版 登録番号

12 V tt」 75 Ⅸ層 土製円盤 有孔 127-15 P-13

VttD83 Ⅸ層 土製円機 縄文LR、 沈線 127-2Cl P-17

第55図 V区Ⅸ層出土遺物 ③
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番 号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

V区    区層上 深鉢 口 :波状 胴 :横位平行沈線→充壊縄文(とR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 110-9 A-312

2 Vtt C78 Ⅸ層 探鉢 日 :波状、縄文(RL)自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 110-10 A-304

3 V区 Ⅸ層 深 鉢 突起 :沈線 +隆線 自色針状物質混入、金雲母混入 内面 :ミ ガキ 110-2 A-311

4 V tt G75区 層上 鉢 胴 :横位沈線 +連弧文→充壊縄文(LR)内面 :ミ ガキ 110-11 A-309

5 V区 Ⅸ層 鉢 胴 :横位平行沈線→充壊縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 110-6 A-305

6 Vtt G75 Ⅸ層上 深鉢 胴 :区画沈線曲線文→充壊縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-308

7 Vtt G76 Ⅸ層 深鉢
月同 :積位 平行 沈 線 →縦 位 弧 状 沈 線 (区切 り弧 線 )→充媒縄 文(LR)自 色針 状 物 質混 入
内面 :ミ ガ キ

110-7 A-310

8 V区   区層上 深 鉢 地文 :縄文(LR)白 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-130

9 Vtt E76 Ⅸ層 深 鉢 口 :横位沈線 胴 :縄文(LR)磨滅ひどい 内面 :磨滅によ り不明 A-307

Vtt H75 Ⅸ層 注 目 胴上 :入組文 内面 :ナデ 110-8 A-356

Vtt G77 Ⅸ層 深 鉢
月同 :横位 平行 沈 線 →縦 位 弧 状 沈 線 (区切 り弧 線 )→ 充壊縄 文(LR)自 色 針状 物 質混 入
内面 :ミ ガ キ

HO-5 A-355
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番号 地 区・層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石 材 写真図版 登録番号

1 V tt」 76 Ⅸ層 石 鏃 先端欠損 碧玉 121-3 Ka-8ユ

2 V ttG75 Ⅸ層上 不定形 珪質頁岩 125-1 Ka-139

3 V区182 Ⅸ層 不定形 微細剣離あ り 44 とユ 珪化凝灰岩 125-3 Ka-129

V ttG75 Ⅸ層上 不定形 二重パティナ ? ■2 珪質貢岩 125-2 Ka-130

VttA76 Ⅸ層 不定形 節理面あ り 14 441 瑳質買岩 125-22 Ka-188

6 V ttA85 Ⅸ層 不定形 珪質頁岩 125-4 Ka-168

第57図 V区Ⅸ層出土遺物 ⑤
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番号 地 区・層 位 種   別 特 徴 長さem) 幅(Cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  羽 写真図版 登録番号

1 V tt177 Ⅸ層下 石 核 凝灰質頁岩 125-20 Ka-336

2 VttH77 Ⅸ層下 石核 3694 細粒デイサイト
質 疑 灰 岩

12「O-19 Ka-335

80

第58図  V区区層出土遺物 ⑥
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番 号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

VttH73 Ⅸ層 凹石・敲石 田部 :表 1・ 裏 1 デイサイト 124-11 Kc-49

2 V tt」 76 Ⅸ層 凹 石 凹部 :表 1・ 墓 1 磨面 2 885 デイサイト 124-13 Kc-21

3 VttA85 Ⅸ層上 凹石・敲石 凹部 :表 2 デイサイト 124-10 Kc-25

4 VttA84 Ⅸ層上面 磨 石 磨面 2 花閣閃緑岩 1%一 」 Kc-11

5 VttF77 Ⅸ層 磨石・敲石 磨面 1 安山岩 12猪-21 Kc-17

6 VttA83 Ⅸ層上面 凹石 凹部 :表 1・ 裏 2 デイサイト 124-12 Kc-40

7 VttE76 Ⅸ層 磨 石 磨面 2 デイサイト 124-14 Kc-15

8 VttB83 Ⅸ層上 凹 石 凹部 :表 2・ 裏 1 磨面 2 77 デイサイト 貶る-2 Kc-19

第59図  V区区層出土遺物 ⑦



番 号 地 区・ 層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

1 VttH77 Ⅸ層下 石核 112 4577 凝灰質頁岩 125-21 Ka-334

0                              10cln
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番号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 i調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

Vtt SK516 2層 鉢 胴 :横位平行沈線→縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 110-15 A-282

2 Vtt SK516 2層 深 鉢
BIIl上 :横位半行泥線→縦位j」隊 泥稼(区 t7Jり jA線,→売壊縄又(LR, 日色針抹物質癌
入 内面 :ミ ガキ

110-14 A-352

3 Vtt SK516 1層 鉢 胴 :検位隆線→縄文(LR)内 面 :ミ ガキ 110-13 A-3 1

Vtt SK516 2層 注 口 胴 :入組文 自色針状物質混入 内面 :磨滅によ り不明 110-12 A-350

番号 遺 構・層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  羽 写真図版 登録番号

5 V ttSK516 1層 磨石 磨面 1 安山岩 1蟄-5 Kc-7

6 V ttSK516 1～ 4層 石鏃 使用痕あり 155 珪質買渚 121-15 Ka-2

第61図  VttSK516土 坑出土遺物
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番 号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 Ⅵ区 C100X層 深鉢 日 :波状 くびれ :撚糸庄嵐 R)月同:撚糸Ж R)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (255) (212) 118-2 A-168

2 Ⅵ区 E96 Ⅸ層 白色針状物質混入 底 :網代痕 内面 胴下 :ミ ガキ 120 ( 38) A-452

3 Ⅵ区北東拡張区 Ⅸ層 白色針状物質混入 底 :木葉痕 内面 胴 下 !炭化物付着 内面 :ミ ガキ ( 30) A-453

4 Ⅵ区 」86Ⅸ 層下 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (26) A-451

番号 地 区 層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

5 Ⅵ区北東拡張区 Ⅸ厨 石 核 785 2492 頁  岩 122-幻 Ka-314

6 Ⅵ区北東拡張区 Ⅸ屑 尖頭器 229 122 珪質貢岩 122-14 Ka-110

Ⅵ区北東拡張区 Ⅸ層 百鏃 茎部欠損 312 135 068 碧  玉 122-16 Ka-50

第62図 Ⅵ区区・X層上面出土遺物
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番 号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 Vtt SK519 2層 深鉢 地文 :縄文(RL)磨滅がひどい 自色針状物質混入 内面 :磨滅により不明 A― ユ02

2 Vtt SK521 3層 深鎌 胴上 〔平行沈線→縦位蛇行沈線→充壊縄文(LR)金雲母混入 内面 :ミ ガキ 110-19 A-283

3 Vtt SK521 4層 深鉢 胴上 :横位平行沈線→充境縄XLR)白 色針状物質混入 金雲母混入 内面 :ミ ガキ 110-18 A-284

4 V tt SK526 深鉢 自色針状物質混入 底 !網代痕  内面 :ミ ガキ (44) A-366

番 号 遺 構 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

5 SK523 3層 土製円盤 縄文LR 07 P-16

6 SK522 2層 猪形土製品 34 127-6 P-5

番 号 遺 構 :層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

7 SK521 2層 不定形 223 055 珪質頁岩 121-38 Ka-234

8 SK522 石鏃 基部欠損 251 166 18 珪質頁岩 121-18 Ka-83

9 SK522 1層 石鏃 120 14 珪質貢岩 121-16 Ka-12

SK522 尖頭器 245 175 087 碧  玉 121-17 Ka-113

11 SK522 1層 不定形 アスファル ト付着 163 珪質頁岩 121-40 Ka-309

第63図  VttSK519・ 521・ 522・ 523・ 526土坑出土遺物
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番 号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 Vtt SK528 1・ 3層 深鉢 岳 Tぐ井 箪
位沈 線  胴 :縄文(Rと )白 色 針 状 物 質 7FL入  外 面 胴 :炭化 物 付着  内 (77) A-101

2 Vtt SK528 4層 深 鉢 地文 :縄文(L)自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 132 (113) 2/3 A-103

3 Vtt SK523 8層 自色針状物質多く混入 底外面 :ミ ガキ 内面胴下 :ミ ガキ 底 :ナデ ( A-367

Vtt SK528 1・ 2・ 3層 白色針状物質混入 底 :木葉痕 内面 :ミ ガキ (16) A-368

5 Vtt SK528 1 2・ 3層 鉢 胴 i斜位沈線→充壊縄文(R)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 6と 同一個体 A-285

6 Vtt SK528 4層 鉢 胴 :連結弧線→充・lt縄文(R)白 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 5と 同一個体 HO-17 A-285

7 VttSK528 8層 鉢 口 :波状、縄文(LR)→孤状沈線 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 110-16 A-286

8 Vtt SK528 7層 深 鉢 胴 :蛇行櫛歯状沈線文 内面 :ミ ガキ A-353

番 号 遺 構 :層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

9 Vtt SK528 3層 耳飾 り(耳栓 ) 15 (30) 127-9 P-7

番 号 遺 構 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

10 Vtt SK523セ クション面 石鏃 120 035 碧  岩 121-19 Ka-62

11 V tt SK528 1 2・ 3層 不定形 微細加工あり 節理面あり 珪質買岩 121-39 Ka-152

第64図 VttSK528土 坑出土遺物
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第65図  VttSK529土坑出上遺物

13)Ⅵ 区 (第 62図 ):Ⅵ区のⅨ層中の遺物密度は薄い。Ⅸ層中。X層上面の遺物を一緒に提示する。遺

物には土器 (深鉢)、 石器 (石鏃・石核)がある。土器の時期は後期中葉である。

5.Ⅷ層上面の遺構と遺物

概要 :Ⅷ層上面の遺構は、V区南部からⅥ区北端部 (A～ D・ 84～ 88)で検出されている (第 66図 )。

遺構の中には掘 り込み面がⅦ層上面である可能性をもつものもあるが、確認できなかった。 鬱∞02・

SX 503落ち込み・ 罰舗57～ 660土坑・焼面などがある。これ らの遺構は標高9.5～ 9。 lmの東南に傾斜

する緩斜面上に分布・立地している。この地域の上層のⅦ層は遺物包含層である。

(1)V区

落ち込み (第 66図):V区南部 (A～ C・ 84・ 85)の SX 503・ 504落ち込みがある。Ⅷ層上面で遺構の

輪郭を確認しているが、これらの落ち込み上部では遺構確認前のⅦ層段階から土器が出土している。

両遺構とも輪郭が不整形で底面は凹凸が著しく、人工的な遺構ではないと認識される。Ⅷ層上面の自

番 号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 !文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 Vtt SK529 1層 深 鉢 地文 :縄文(RL O段 多条)外 面 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ 322 147 A-100

番 号 遺 橋 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

2 Vtt SK529 1層 猪形土製品 (245) 127-5 P-6

番号 遺 橋 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

3 Vtt SK529 3・ 6層 石 鏃 042 13 玉 髄 121-21 Ka-29

4 V tt SK529底 面 石 鏃 242 14 珪質頁岩 121-20 Ka-25
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番 号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

Vtt SX502 1層 深鉢 曼(Lも
行

湾 密 下 奮好 華
文 (LR〉 くびれ :連続 刻 目 胴 :区 画 沈 線 曲線 文 → 充 壊 縄

(245) 1/2 114-1 A-104

2 Vtt SX502 1層 深鉢
猥 物農罹政 r鴇 鶴語 と境聟

死線 → 充瑛 異方 向縄 文 (RL O段 多 条 )胴 上 :段  白色 針 330 1/3 114-6 A-107

3 Vtt SX502 1層 深鉢 物 質 澄 焚  塁藝 羞 遷 実
沈

驚言 そ
」
目好 肇

)口 :平行 沈 線 → 充 壊 縄 文(LR)自 色 針 状 114-2 A-289

Vtt SX502 1層 深鉢 口 :横位沈線 +亥1目 →充壊縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ H4-4 A-292

5 Vtt SX502 1層 注回 ? 口端 :刻 目 胴 :横位弧線→充壊羽状縄文(LR)内面 :ミ ガキ A-294

V tt SX502底 際鎌 胴 :区画孤線曲線文→充壊羽状縄文(RL)内 面 :ミ ガキ 114-5 A-354

7 Vtt SX502 1層 深 鉢 回 :横位平行沈線→刻目(2段)内 面 !ミ ガキ 114-3 A-293

第67図  VttSX502落 ち込み出土遺物 ①
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番 号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残 存 写真 図版 登録番号

1 Vtt SX502 1層 深鉢 HL文 :縄文(RL O段 多粂)自色針状物質混入 内面 口縁 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ (82) 1/3 A-111

2 Vtt SX502 1層 深鉢
地文 :日 ～胴上 :縄文(RL O段 多条)胴 中 :縄文(Rし )日 色tit状 物質混入 内回 : 356 (111) 1/4 A-108

3 Vtt SX502 1層 深鉢 地文 :縄文(RL O段 多条)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 1/2 A-106

(/)

第68図  VttSX502落 ち込み出土遺物 ②
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番 号 遺 構・層 位 器  種 形 態 〔文 様 〔調 整 の 特 徴 な ど 回径 底 径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 Vtt SX502 1層 深 鉢 口 :羽 状縄文(LR、 RL O段多条)白 色針状物質混入 内面 !ミ ガキ A-290
2 Vtt SX502 1層 深鉢 胴下 :羽状縄文(LR、 RL)底 :木葉痕 内面 :ミ ガキ A-110
3 V区 0(502底 深 鉢 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (16) A-369

Vtt SX502 1層 注 口土器 ?

口 :瘤 状小突起 +横位平行沈線 +弧状沈線十刻目
頸 :八 の字状に隆線 十隆線上に沈線 +刻 目 くびれ :横位平行沈線十刻 目
胴 :入組文十刻目 内面 :ナデ

1/5 114-7 A-120

番 号 遺 構 :層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

5 V tt SX392 1層 スタンプ形上製品 底面に沈線による重弧文 127-7 P-9

第69図 VttSX502落 ち込み出土遺物 ③

然地形の窪み、あるいは風倒木痕かと考えられ、遺物はⅦ層中のものが窪地に入り込んだものであろ

う。それぞれの規模は、 SX 503落 ち込みが長軸4.5m。 短軸2.5m。 深さ50cm、 S� 04落 ち込みが長軸

1,8m。 短軸70cm・ 深さ20cmで ある。両遺構出土の遺物には土器 (深鉢 。注目土器)、 土製品 (ス タン

プ形土製品)、 石器 (不定形の象1片石器・石核)がある (第 67～ 70図 )。 土器の時期は後期中葉である。
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番号 選 構 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚 さ(cm) 重量(g) 石  期 写真図版 登録番号

1 V ttSX502  1層 不定形 042 珪質頁岩 125-17 Ka-271

2 V ttSX502A l層 石核 453 凝灰質貢岩 125-24 Ka-327

3 V区9(502  1層 石核 1112 825 526 5012 流紋岩 125-23 Ka-325

第70図 VttSX502落 ち込み出土遺物 ④



確)Ⅵ 区

①土坑 (第 71図 ):Ⅵ区北端部 (A～ D・ 87・ 88)のⅧ層上面で4基 の土坑 (SK657～ 660土坑)が検

出されている。各土坑の特徴。規模は第 1表に整理した。SK657土坑は壁面に6個のピットをもっている。深

さ約30cmの ピットは斜め下方に掘り込まれている。柱痕跡は確認されていないが、構架物の痕跡かと

も考えられる。出土遺物には土器 (深鉢・壺)、 石器 (磨石)がある (第 75図 )。 鋭∞58。 659・ 660土

坑は比較的深く、炭化物・焼土層が互層に堆積している。近接しているこれらの土坑は貯蔵穴の可能

性がある。 SK658土坑からはオニグルミ・ トチノキ・コナラ近似種の炭化種子が多く出土している

(大型植物化石分析参照)。 遺物は土器 (深鉢・鉢・壺)、 石器 (石鏃 。尖頭器・不定形の象↓片石器)

が出土している (第 72～ 74図 )。 土坑出上の上器の時期は後期中葉を主客としている。

②焼面 (第 66図):A′ 88で検出されたものである。径約50cm・ 深さ約10cmの 円形の土坑状の窪み底面が

焼けている。地床炉とも考えられるが、本遺構の周囲には周溝・柱穴などは検出されていない。
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SK657土 坑

層lb 土    色 土   性 備 考 層恥 土   色 土  性 僑 考

1 オリーブ褐色(25Y4/3) 1 暗褐色(10YR3/3) ングレト 粘性・ しまりなし。炭化物粒、焼土粒混多

2 暗オ リーブ褐急 25Y3ん ) ン,レ ト 2 暗褐色(10YR3/4) シリレト

3 暗灰黄色(25Y4/2) シルト 粘性・ しまりややあ り。炭化物混少。 3 極暗赤褐色(25YR2/2) シ,レ ト 粘性・ しまりな し。焼土プロック。

4 黄褐色(25Y5/4) シルト IS性  しま りや や あ り。炭 化 物混 少。 (L
lml上 に近似 .) 褐色(loYR4/4) シル ト 粘 性  し ま り あ り。 尿 化 物 、 焼 土 若 干 混

5 オリーブ褐色(25Y4/6) シ,レ ト 粘 性 ・ し ま りや や あ り。 灰 化 物 混 少 。 (L
Ⅷ 上 に 近 似 。 )

5 極暗赤褐色(5YR2/4) ングレト

SK658土坑

6 褐色(10YR4/4) シリレト

褐色(10YR4/4) ン,レ ト
層lb 土    色 土   性 備 考

極暗赤褐色(5YR2/4) ン,レ ト ・Ib性  しま りあ り。 炭 化 物 、 焼 上 ブ ロ ッ
ク.骨 片 /JA含 む .

1 黒褐色(10YR2/3) シル ト 粘性・ しまりあり。炭化物混多。
9 褐色(10YR4/4) ン,レ ト 僧砦,1矯津兌徹ゼ紫撃筆財塩;に

ぶい黄
2 褐色(10YR4/4) シ,レ ト 粘性 。しまりあ り。炭化物混少。

SK660土 坑

3 褐色(10YR4/4) シ,レ ト 粘 性・ しま りあ り。 炭化 物 混 少。
(10YR4/6)シ ブ ロ ック湿 多 .中 砂 湛 寡

^

にぶい黄褐息 10YR73) シル ト (10YR4/4)シ フレト粒
化 物 濠 /j2。

1整房 。

5 褐色(75YR4/4) 砂 微～細粒砂。 層rb 土   色 土   性 備 考

6 灰褐色(75YR4/2) シル ト 1 暗褐色(10YR3/3) シルト しま りな し。 粘性 あ り。 炭 化 物 、 焼 土 粒

掲色(10YR4/6) シルト 微細砂に近い。(LVI上のブロックか。) 2 褐色(10YR4/4) シルト しまりなし。粘性あり。炭化物、

'(75YR4/6)粘
十暫シルトブロッ

8 灰褐色(75YR4/2) ン,レ ト 尿化 物 、焼 上 層。 骨粉 、骨 片含 む。 (と け 3 褐色(10YR4/り *丘土浮雲),レ ト しま りな し。 粘性 あ り。 下 層 に層 状 に泳
化物 、 骨片 含 む .

9 褐色(10YR4/6) シルト やや砂粒大きし、 にぶい黄褐憲 10Y暇も) ンルト質粘土 しまりなし。粘性あ り。炭化物若干含む

10～ 1 灰褐色(75YR4/2) シリレト 魔 土 層 。 骨 粉 、骨 片 含 む 。 (と
'

5 灰黄褐色(10YR4/2) ンルト質粘士 しまりなし。粘性あり。炭化物、砂粒含む

第71図 Ⅵ区土坑
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番号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 Ⅵ区 SK658 10層 深鉢
BF・I:区 画 沈 線 曲線 支→ 充 l員 異方 向縄 文 (LR〉 底 :絹代痕  内 外 面 :炭化 物 付 着
内面 :ミ ガ キ

272 完形 119-3 A-151

2 VItt SK658底 面 深 el・
胴下 :纏文(LR)綾絡文 底 :網代痕 白色針状物質 rFL入  内面 :胴 下 :ミ ガキ
底 :ナデ

(70) A-449

3 Ⅵ区 SK658 1層 士霊 くびれ !横位沈線 自色針状物質混入 内 外面口縁 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ 131 (48) 119-5 A-147

4 Ⅵ区 SK658底面上 主霊 くびれ :横位沈線 金雲母混入 内面 :ミ ガキ (96) A-418

5 Ⅵ区 SK658 11層 鉢
口 :横位 平 行 沈線 → 亥1目 (2段 )打同 :弧線 文 → 区画 沈線 曲線 文→ 充 壊 縄 文 (RL O段多
条 )自 色 針 状 物 質混 入  内 面 :ミ ガ キ

119-4 A-417

6 Ⅵ区北東拡張Ⅶ上 鉢
‥
面

国
内

検位平行沈線→刻日(2段 )月同:横位沈線→充壊縄文(LR)白 色針状物質混入
:ミ ガキ

116-14 A-437

Ⅵ区 SK658 1'2層 深鉢
くびれ :検位 平行 沈 線→ 亥1目  胴 :縄文(LR)白 色針 状物 質混 入  金雲 母 混 入  内
面 :ミ ガ キ

119-6 A-438

番 号 遺 構 :層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

8 Ⅵ区SK658 11層 上面 磨 石 磨面 2面 640 デイサイト 126-3 Kc-14

9 Ⅵ区SK658 1層 、2層 石錐 使用痕あ り 219 珪質頁岩 122-8 Ka-36

Ⅵ区SK658 11層 石 鏃 碧  玉 122-10 Ka-60

11 Ⅵ区SK658 1層 石鏃 先端欠損 223 11〕 碧  玉 122-9 Ka-55

12 Ⅵ区SK658 11層 石鏃 基部欠損 311 と24 062 珪質買岩 122-1】 Ka-61

第72図 Ⅵ区SK658土坑出土遺物
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番 号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 Ⅵ医 SK659 6層 深 鉢
地文 :縄文〈LR)胴 上 :ミ ガ キ によ るす り消 し 白色 針 状 物 質混 入  外 面 :炭化 物
付着  内面 :ミ ガ キ

277 1/2 H9-9 A-150

2 Ⅵ区 SK659 7層 鉢 胴下 :櫛歯状沈線 底 :木葉痕 内面 :胴下 :ミ ガキ 底 :ナデ (57) H9-11 A-450

3 Ⅵ区 SK659 7層 深鉢
口 :榛位 平行 沈 線→ 刻 目(2段 )】同 :縄菜 (LR)白 色 針状 物 質 混 入  金 雲母 混 入  内
面 :ミ ガ キ

119-10 A-419

番 号 遺 構 :層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

Ⅵ区SK659 1層 石鏃 先端・基部欠損 274 11 珪質買岩 122-13 Ka-63

5 Ⅵ区SK659 2層 尖頭器 先端欠頼 370 136 珪質頁岩 [諺 -12 Ka-97

第73図 Ⅵ区SK659土 坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

1 Ⅵ 区SK660 石鏃 037 07 審  玉 鬱2-18 Ka-1

2 Ⅵ区SK660 尖頭器 273 177 珪化凝灰岩 l妨 -15 Ka-104

3 Ⅵ区SK660 2層 不定形 珪質買岩 122-38 Ka-127

第74図 Ⅵ区SK660土 坑出土遺物
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番号 遺 構・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 Ⅵ区 SK657 1・ 2層 深鉢 くびれ :横位沈線→刻 目 胴 !縄文(LR)内面 :ミ ガキ 119-3 A-420

番号 遺 構 :層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(Cm) 厚さ(cm) 重量 g) 石 材 写真図版 登録番号

2 Ⅵ区SK657 2層 磨・敲石 磨面 2 安山岩 126-4 Kc-16

第75図 Ⅵ区SK657土坑出土遺物

③その他の遺構 (第 66図):Ⅵ 区北端部では、上記の遺構の他に、ピットと溝が検出されている。

ピットの分布はランダムであり、建物の柱穴とは認められない。溝はA87・ 88で検出されている。幅

10～ 25cm・ 深さ 5～ 15cmの溝が弧状に確認されている。A87・ 88地域からはⅦ層下部からⅧ層上面に

かけての遺構の検出作業中に比較的多くの遺物が集中して出土しており、竪穴住居跡の存在を想定し

ていた。しかし、住居跡の輪郭は明瞭に確認できず、最終的にはこの弧状の溝を検出したのみであっ

た。弧状の溝の内側には炉や柱穴などは検出されなかったが、この清が堅穴住居跡の周溝である可能

性は否定できない。住居跡の周溝と仮定した場合、住居の推定直径は約3.8mと なる。前記の焼面は屋

外地床炉であろうか。

6.遺物包含層Ⅶ層の遺物

(1)I区南部 (第 76～ 82図):I区南西部のⅦ層中の遺物を中心として提示する。この場所は微高地で

あり、X層上面の上に直接Ⅶ層が乗る地域である。遺物はⅦ層上面には無く、いずれもⅦ層中である。X

層上面・Ⅸ層段階での遺物を含んでいる可能性があるが、Ⅶ層中として遺物取り上げたものである。

遺物には土器 (深鉢・鉢・浅鉢)、 石器 (石鏃・尖頭器 。石錐・不定形の景」片石器 。砥石・凹石)があ

る。土器の時期は後期中葉である。

磁)V区 (第 83～ 91図)iV区南部のⅦ層上面 。中・Ⅷ層上面の遺物を提示する。遺物には土器 (深

鉢 。鉢・浅鉢 。注目土器・吊手土器)、 土製品 (土偶 。土製円盤 。キノコ状土製品 。陽物様土製品)、

石器 (石鏃・不定形の象1片石器・石核・磨製石斧・凹石・磨石)がある。土器の時期は後期中葉であ

る。
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番 号 地 区 層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 日径 底径 器 高 残存 写真図版 登録番号

I tt」 69・ 70Ⅷ層 深 鉢 足貴r督色蜜侯蕩蜃造笑'諷等罰易段_兵
「 帝囁♂F〈擦年平行沈線

→充壊縄文 (267) 107-1 A-68

I tt」 70Ⅶ層 深鉢 縄文8も 罷七3鶴賜海疑勤♂弗鍵舞酔当る線詔 P卦亀『
充填縄文(LR)胴下:

(167) 106-1 A-70

3 Itt H73 Ⅶ層 深鉢
民善4替～摘歪

体
撓稚易付馨

上
占唇哲て写準

線→充壊縄文(LR)自 色針状物質混入 274 (136) 106-5 A-65

第76図  I区Ⅶ層出土遺物 ①
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番 号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 i調 整 の 特 徴 な ど 回径 底径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 IttH69 Ⅶ層 台付浅鉢 lll iヂ 姿  
胴 :無 文体 に段 有  縄 文 (LR)白 色 針状物 質 vFt入  内面 :胴 :ミ ガ キ

(233) 136 (163) 3/4 107-3 A-71

2 I tt H68 LEl層 台付鉢 脚 :地文 縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 !胴 :ミ ガキ 脚 :雑 なミガキ (52) 107-4 A-271

3 I tt F68 Ⅶ層 鉢 無文  ミガキ 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ ( A-53

4 I tt H69 1El層 鉢 日～胴 i斜位平行沈線 十横位沈線 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 106-3 A-63

5 I tt 170 Ⅶ層 一盟 胴下 :横位沈線→縄文(RL)底 :網代痕 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (23) A-263

6 I tt F73 111層 鉢 無文 ミガキ 内面 :ミ ガキ (69) A-51

7 I tt C72 Ⅶ層 深 鉢 地文 :縄文(LR)内面 :ミ ガキ (62) A-59

8 I tt 170 Ⅶ層 深鉢 督秀 キ  
面 全体・ 底 部 外 面 :炭化 物 多 く付着  Bl・l下 :二次 加 熱 によ り赤 変  内面

(を 8) A-67

9 I tt」 70 Ⅶ層 深 鉢 白色針状物質混入 内面 胴下 :ミ ガキ 底 :ナデ 46 ( 21) A-266

区 」70 Wll層 深鉢 自色針状物質混入 内面胴下 :雑なミガキ 底 :ナデ (25) A-267

I tt H73 Lll層 深鉢 金雲母混入 底 :網代痕 内面 :ミ ガキ (25) A-269

[区 H73 Ⅷ層 深鉢 自色針状物質混入 底 :木葉痕 内面 :ミ ガキ (21) A-272

[区 G68 Ⅶ層 深鉢 底 :網代痕 内面 :ミ ガキ (26) A-273

第77図  I区Ⅶ層出土遺物 ②
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番号 地 区・掴 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 I tt C72 111層 深鉢 突起～口 :弧状隆綴 内面 :ミ ガキ A-203

2 I tt G72 14層 深鉢 突起～ 口 :隆線 金雲母混入 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-208

3 I tt」 70 Ⅷ層 深鉢 口 :波状 横位隆線 十横位平行沈線→充壊縄文(LR)内 面 :ミ ガキ A-220

I tt169 Vl層 深鉢
口 :波状 横位平行沈線 +縦位平行沈線→充|IH縄 文L良  白色針状物質混入 内両
ミガキ

A-217

5 I区 H71 VI層 深鉢
胴 上 :横位 平行 沈線 →縦 位 平行 沈 線 (区 切 り沈 線 )→充 壊 縄 靱 (LR)胴 下 :縄 文(LR)
白色 針 状物 質 混 入  内面 :ミ ガ キ

A-233

6 Itt E79 Ⅶ層 深鉢 胴 :横位沈線 十連弧文→充壊縄文(LR) A-206

I tt J69'70Ⅶ 層 鉢
口 :波 状  横 位 平行 沈 線 →縦 位 弧 状沈線 → 充壊縄 文(LR&・ RL)金 雲 母 多 く混 メ
白色 針 状物質 混 入  内面 :ミ ガ キ

A-213

8 Itt G72 Ⅷ層 鉢 胴上 :横位平行沈線→縦位蛇行沈線→充填縄文(LR)金雲母混入 内面 :ミ ガキ A-209

9 I tt」76111層 鉢 胴上 :横位平行沈線→縦位蛇行沈線→充IM縄文(LR)内面 :ミ ガキ A-214

I tt J70 11層 鉢 検位沈線→縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-215

11 I tt」7014層 鉢 無 文 ミガキ A-200

I区Ⅶ層出上遺物 ③



?磯
甥
斡

�
番 号 地 区・層 位 器  種 形 態 「文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 日径 底径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 I tt AB72,73Ⅶ 層 深鉢
地文 :斜位櫛歯状沈線文 自色針状物質混入 口縁外面 :内 面全体 〔炭化物付看
1同 下 :二衆加熱 t『 止 リホ亦 内面 iさ ガキ (212) A-57

2 I tt G69'1 70 1rI層 深鉢 地文 :縄文RL 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (172) A-95

3 I tt A74 Vl層 深鉢 地文 :縄文(R)自 色針状物質混入 補修孔(一六)内 面 :ミ ガキ (215) A-56

Itt B72 Ⅶ層 深鉢
文
面

地
内

縄文(とR)金雲母多く混入 自色針状物質混入 内・外面 :炭化物付着
ミガキ (126) A-58

第79図  I区Ⅷ層出土遺物 ④
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番号 地 区 層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

I tt G69 111層 深 鉢 胴上 :横位平行沈線→充壊縄文(LR)内面 :ミ ガキ A-205

2 I区 J71 Ⅷ 層 深 鉢 日 :波状 横位沈線→縄文(L)白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-216

3 Itt G72 Ⅷ層 深 鉢 横位沈線→縄文(L)内面 :磨滅 して不明 A-204

I区   Ⅷ層 深 鉢 縄文(RL)内面 :ミ ガキ A-236

5 I tt E72 11層 深 鉢 口 :波状 (頂部2分)横 位沈線→縄文LR 金雲母混入 内面 〔ミガキ A-207

6 I区   Ⅶ層 深 鉢 地文 :羽状縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-202

7 I tt  WI層 深 鉢 地文 :横位 縦位櫛歯状沈線文 外面 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ 107-2 A-201

●)Ⅵ区 (第 93～ 99図 )

チュア土器・注目土器)、

棒・凹石・敲石・磨石)

第80図  I区Ⅶ層出土遺物 ⑤

:Ⅵ 区北端部のⅦ層中の遺物を提示する。遺物には土器 (深鉢・鉢・壷・ミニ

土製品 (土偶)、 石器 (石鏃 。尖頭器・石匙・不定形の象1片石器・石核 。石

がある。土器の時期は後期中葉である。
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7.Ⅶ層上面の遺構と遺物

(1)I区南部

上坑 (第31図):I区南部の微高地上 (H・ I,71・ 72)で 罰q14・ H5土坑が検出されている。厳密

にはⅦ層中検出であるが、ここで提示する。この微高地部分ではⅦ層直下がX層である。両土坑は重

複しており、SK l14土坑が新しい。また、試掘 トレンチにより南部は破壊されている。両土坑の規模

などは第 1表に整理した。特徴としては、ほぼ微高地中央部の標高9.4mの頂部平坦面上に位置してい

ることである。 SK l15土坑は底面に焼面をもっており、完形品の鉢が出土している。土器の時期は後

期中葉である (第 33図 )。

(21 V区

土坑 (第 66図):V区南東端 (A86)に SX 502土坑がある。この土坑はⅥ層段階ですでに輪郭の一部

が検出されていたものであり、厳密にはⅦ層上面掘 り込みの遺構ではない。Ⅵ層段階の風倒木痕と考

えられるが、出土遺物はⅦ層起源のものであることから、ここで提示することにしたい。長軸1.5m・

短軸 lm・ 深さ約70cmのす り鉢状の落ち込みである。遺物には深鉢・石鏃・不定形の象J片石器がある

(第 100図 )。 土器の時期は後期中葉である。

番 号 地 区 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

1 IttE73 Ⅶ層 石 鏃 欠損品 245 瑳質頁岩 120-10 Ka-9

2 I ttG73 Vll層 石 鏃 茎部欠損 139 珪化凝灰岩 1日Э-11 Ka-48

3 I ttH71 WI層 石 錐 先端摩耗 210 075 047 珪質頁岩 199-12 Ka-101

4 [区 169 Ⅶ層 石 錐 基部欠損 208 11 玉 髄 120-13 Ka-99

5 IttD73 Ⅶ層 不定形 デイサイト 120-32 Ka-136

6 IttD72 Ⅷ層 不定形 碧  玉 120-34 Ka-175

第81図  I区Ⅶ層出土遺物 ⑥
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番号 地 区 :層 位 種  別 特 徴 長さ(ca) 幅(cmj 厚さ(ca) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

ユ I区   Ⅶ層 砥 石 凝灰質砂岩 た23-8 Kc-3

2 IttA72 Ⅶ層 凹石 凹部 :表 2・ 裏 3 デイサイト 123-12 Kc-38

3 I ttE73 111層 幽石 凹部 :表 1 安山岩 123-13 Kc-36

第82図  I区Ⅶ層出土遺物 ⑦
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番号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

V tt C85'86111層 深al・ 吊:震替沈姦器深釜聾発簑島韻 、馬替請ギ4農堵埼薦梃で
面Rs“

胴上 :炭化物付着
(312) 1/2 111-1 A-164

2 VttC82 Ⅵ Ⅷ層 深 鉢 日 :突起 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (184) (85) 115-3 A-321

3 V tt A85 hll層 深 鉢
口

占 蓄 挙 ミ弊 年
沈 線 → 縄 文 (とR)白 色 針 状 物 質 混 入  内 面 口 ～ 胴 上 :炭化 物 付 着 (109) 112-3 A-116

4 V tt C85 h41層 深 鉢 呂 蕎 幣 <弊
→ コ 状 纏 文 (RL O段 多 条 )白 色 針 状 物 質 混 入  内・ 外 面 :療化 物 付 着 (65) A-126

5 Vtt A86 Ⅶ層 深鉢 口 :横位沈線→縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ 372 ( 77) H3-1 A-125

第83図 V区Ⅶ層出土遺物 ①
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番 号 地 区 層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど コ径 底径 器 高 残存 写真図版 登録番号

V区 A86 Ⅶ層 深 鉢 胴 :区 画沈線曲線文→充壊羽状縄文(RL)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (414) (260) 1/4 112- 1 A-123

2 Vtt A86 87 hBl層 深鉢
胴

島岳 甲 警 祭 撃
線 文 → 充 壊 縄 文 (RL)白 色 針 状 物 質 r●L入 内 外 面 :炭化 物 付 済

(316) (175) 2/5 113-6 A-122

3 V tt A85 111層 深鉢 讐秀単
縄支(LR〉 白色針状物質多く混入 内 外面 :炭化物点在して付着 内面

(148) (94) 1/5 A-117

Vtt A85 Ⅷ層 深鉢 地文 :縄文(LR)白 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 312 (103) 1/3 A-118

5 V区 C86Ⅶ層上 深鉢 地文 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 192 A-121

第84図 V区Ⅷ層出土遺物 ②
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番 号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 V区 Ⅶ層 深 鉢 内面 :ミ ガキ ( 14) A-398

2 Vtt A B85 111層 深 鉢 地文 :櫛歯状沈線  白色針状物質混入 胴下 :二次加熱により赤変 内面 :ミ ガキ (478) (330) 1/3 A-146

3 V tt B86 Vll層 上 深鉢 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (22) A-395

4 Vtt B85 11層 深鉢 自色針状物質混入 底 :網代痕 内面 :ミ ガキ ( 31) A-394

5 Vtt A85 Ⅶ層 深鉢 地文 :櫛歯状沈線  白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (134) (69) 1/5 A-143

6 Vtt A85 Ⅶ層 深鉢 胴下 !縄文(L)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (36) A-399

7 Vtt B85 Ⅶ層 深 鉢 胴下 :縄文(Rと 0段多条)自 色針状物質混入 内面 :雑なミガキ (14) A-393

8 Vtt C85 Ⅶ層 深 鉢 自色針状物質混入 ЛΠ下～底 :二次加熱により黒変・赤変 内面 :ミ ガキ ( ■6) A-396

9 Vtt A78 11層 深鉢 底 :網代痕 内面 〔ミガキ (36) A-391

Vtt A85 Ⅶ層上 深鉢 底 :木葉痕→網代痕 内面 :ナデ 100 ( 18) A-392

11 Vtt C85 Ⅶ層 深鉢 自色針状物質混入 胴下 :二次加熱により黒変・赤変 内面胴下 :ミ ガキ 底 :ナデ (66) A-397

105

第85図 V区Ⅶ層出土遺物 ③
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番 号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 Vtt A85 Ⅶ層 浅 鉢 品千鱒震4綴荏季符肥森→男旨数授黎痰提黍→充壊縄文(RL)内面:ミ ガキ 完 形 115-2 A-114

Vtt A85 Ⅶ層上 異形注目土器 哭 占審 r奔娑
突 起 +隆線 →横 位 平行 沈 線 +弧状 沈 線 → 刻 目(2列 )白 色 針 状 物 質 IFt

(79) 115-4 A-483

V tt F83」 77111層 吊手上器 吊 三 V廃 評月痕  需議 型県 明
同 :縦位 沈 線 → 充 壊 縄 文 (LR)白 色 針 状 物 質 混 入

(72) 115-6 A-478

4 V区  Ⅷ層 注 目土器 口先 :沈線 基部下方 :ふ くらみ 外面 :ミ ガキ ■5-10 A-465

5 VttJ76 Ⅶ層 注 目土器 基部下方 :ふ くらみ 外面 :ミ ガキ ■5-8 A-466

番 号 地 区・層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

6 VttA76 Ⅶ層 土製 円盤 有孔 12 127-14 P-12

7 V ttC65 Ⅶ層上 土製円盤 縄文RL 沈線 16 127-19 P-15

8 V区 175 h41層 土製円盤 無文 8 127-21 P-19

9 VttA86 Ⅷ層 茸状土製品 茸形土製品状 31 (7) 127-12 P-11

VttA85 Ⅶ層下 土偶 寮
部  両腕  左脚 を欠 く、 体 部表 襲 に沈 線  体 部 正面 に刺 突

(73) 127-1

第86図 V区Ⅶ層出土遺物 ④
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番 号 地 区 層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 日径 底径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

と Vtt B85 Ⅷ層上 深鉢 口 :波状  日 :平行沈線→刻 目→充壊縄文(LR)白 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ lH-5 A-322

2 Vtt A85 Ml層 上 深鉢
口 :波状  口端 :平行沈 線 → 刻 目 回頸 :横位沈 線 →充媒 縄 文 (RL)内 面 :磨 滅 に 111-2 A-315

3 Vtt B85 Ⅶ層上 深鉢
口端 :横位 沈 線 → 刻 目 胴 :区画 沈 線 曲線 文→充 壊 異方 向縄 支(LR)白 色 針 状 物 質
混 入  内 面 :ミ ガ キ

111-10 A-326

Vtt B86 Ⅶ層下 深鉢 日 :横位沈線→刻目→縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-328

5 V tt A85 Vl層 下 深鉢
国 :横位平行沈線→刻目→充 h● 羽状縄文(RL O段 多条)白 色針状物質混入 内面
ミガキ

111-7 A-317

6 Vtt A86 Ⅷ層 深鉢 日 !波状 口端 :平行沈線→刻目(2段 )口頸 :縄文(LR)無文体に段 内面 :ミ ガキ A-313

7 Vtt A85 Ⅶ層下 深鉢
回 :波 状  回端 :平行 沈 線 ― 刻 目(2段)口 頸 :横位 沈線→ 充 壊縄 文 (LR)白 色 針 状
物 質混 入  内面 :ミ ガ キ

111-9 A-316

8 Vtt C86 Ⅶ層上 深鉢
口 :波 状  回端 :平行 沈 線 →刻 目(2段 )自 色 針 状物 質混 入  内面 :床化 物 付 着  内
面 :ミ ガ キ

111-3 A-330

9 Vtt C85 Ⅶ層 深鉢
口 :波状  口端 :平行 沈線 → 刻 目(2段 )く びれ :横位 平行 沈 線→ 刻 目(2段 〉 内 面 :

炭 化物 付 着  内面 :ミ ガ キ
111-6 A-329

Vtt C85 Ⅶ層 深鉢
くび れ :横位 平行 沈 線→ 刻 目(2段 )月同 :縄文 (RL O段 多条 )白 色 針 状 物 蜜 混 入  内
面 :不明

4 A-332

Vtt B75 Ⅷ層 深鉢
くびれ :横位平行沈線→刻 目(2段 〉 月同:連弧文→充坂羽状縄文(RL O段 多条)内 面 :

ミガキ
8 A-359

Vtt B85 Ⅶ層上 深鉢
くびれ :横位 平行 沈 線→ 刻 目(2段 )月同 :横位 沈線 →弧 状沈 線→ 充媒縄 文 (RL)白 色
針状 物 質 r●t入  内面 :ミ ガ キ

lH-11 A-334

V区Ⅶ層出土遺物 ⑤
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番号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 Vtt A85 Ⅷ層上 深 鉢 口～胴 :区画沈線曲線文→充填羽状縄文(LR)内面 :ミ ガキ 113-1 A-314

2 Vtt B82 Ⅶ層 深 鉢 口～胴 :区画沈線曲線文→充壊羽状縄文(RL O段 多条)内面 :ミ ガキ A-319

3 Vtt B85 Ⅷ層下 深 鉢 日 i横位沈線→充壊縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 113-4 A-324

4 Vtt B82 Ⅶ層 深 鉢 口～胴 :区画沈線曲線文→充壊縄文(LR)白 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 113-7 A-318

5 Vtt B85 Ⅶ層上 深 鉢 口～胴 :区画沈線曲線文→充填縄文(RL O段 多条)内 面 :ミ ガキ A-337

Vtt B81 111層 深 鉢 日～胴 :横位平行沈線→充壊羽状縄文(RL O段 多条)内 面 :ミ ガキ 113-3 A-320

Vtt A35 11層 上 深鉢 口 :縄文(RL)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 113-2 A-335

Vtt C85 Ⅷ層 深 鉢 口～胴 :入組文十弧線文→充壊縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :不明 H3-9 A-288

Vtt B85 Ⅶ層下 深 鉢 口～胴 :連弧文→充壊縄文曼L)内 面 :ミ ガキ ■3-8 A-323

10 Vtt A85 Ⅶ層上 深 鉢 地文 :櫛歯状沈線文 白色針状物質混入 内面 iミ ガキ H5-5 A-291

11 Vtt A84 Ⅷ層上 深 鉢 胴 :縄文(RL)→櫛歯状沈線文 内面 :ミ ガキ A-360

第88図 V区Ⅶ層出土遺物 ⑥
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番 号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長 さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cla) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

1 VttB85 Ⅶ層上 石 鏃 先端部欠損 136 玉  髄 121-26 Ka-18

2 VttB85 Ⅶ層上 石鏃 038 珪質頁岩 121-28 Ka-19

3 VttB85 Ⅶ層下 石 鏃 先端部欠損 272 179 17 玉  髄 121-6 Ka-22

4 VttB84 Ⅶ層上 石 鏃 茎部欠損 145 11 珪質頁岩 121-24 Ka-37

5 VttA86 111層下 石 鏃 145 珪質頁岩 121-8 Ka-39

6 VttA85 111層 上 石鏃 133 04ユ 珪質頁岩 121-23 Ka-44

7 VttA85 Ⅶ層下 石 鏃 170 珪質買岩 121-5 Ka-46

8 VttA85 Ⅶ層上 石 鏃 195 珪質貢岩 121-27 Ka-51

9 VttB84 Ⅶ層下 石 鏃 珪化凝灰岩 121-25 Ka-52

VttB86 Ⅷ層下 石 鏃 先端部欠損 112 珪質頁岩 121-7 Ka-71

とユ VttB85 Ⅷ層下 石 錐 基部欠損 珪質頁岩 121-11 Ka-96

VttB85 Ⅶ層下 尖頭器 珪質頁岩 121-9 Ka-106

18 VttC86 Ⅶ層下 石 鏃 先端部・茎部欠損、アスファル ト付着 033 駐質頁岩 121-10 Ka-76

VttG76 Ⅷ層 石 鏃 珪質頁岩 21-13 Ka-47

VttC85 111層 上 石鏃 アスファ,レ ト付着 196 123 玉 髄 121-22 Ka-15

VttC85 Ⅶ層上 ピエス・エスキーユ 二対両極剣離・節理面あ り 297 322 珪質買岩 125-9 Ka-124

VttC81 Ⅶ層 不定形 028 珪質頁岩 121-12 Ka-214

VttG76 Ⅶ層 不定形 珪質頁岩 125-7 陥 -185

VttB85 Ⅶ層下 不定形 267 184 珪質買岩 125-5 Ka-131

VttB85 Ⅷ層下 不定形 微細景1離 あり 275 278 珪質貢岩 12「D-8 Ka-200

21 VttB85 Ⅷ層下 不定形 205 珪質買岩 125-6 Ka-165

第89図 V区Ⅶ層出土遺物 ⑦
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番号 地 区・層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅lcm) 厚さ(cla) 重量(g) 石 材 写真図版 登録番号

と VttD84 Ⅶ層 不定形 長1片 253 瑳化凝灰岩 125-11 Ka-193

2 VttC86 Ⅶ層上 石核 凝灰質泥岩 125-12 Ka-322

3 VttB85 Ⅶ層下 磨製石斧 アスファル ト付着 角閃石Ov幌 1つる-18 Kb-1

4 VttD35 Ⅶ層 砥 石 凝灰質砂岩 124-8 Kc-4

5 VttF77 Ⅶ層 磨石 磨面 2面 71 デイサイト 124-6 Kc-12

VttB85 Ⅶ層 磨 石 磨面 2面 650 安山岩 124-7 Kc-9

7 VttB85 Ⅶ層 磨 石 磨面 2面 デイサイト 124-9 Kc-10

第90図 V区Ⅶ層出土遺物 ③
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番号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長さ(calj 幅(calj 厚さ(側) 重蟄 g) 石  羽 写真図版 登録番号

1 VttA35 Ⅶ層上 石核 117 7455 デイサイ ト
質凝灰岩

125-筋 Ka-319

2 VttB86 Ⅶ層上 石核 44 4009 凝灰質頁岩 125-25 Ka-323

第91図 V区Ⅶ層出土遺物 ◎



 ヽ1望

鯵

⑪

ｏ

ノ

ｍ
＝
――Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
ｕ

6
o                       10cm

(%)

0          5 cln

―

       (%)

8

0       3 cm
卜司一司一引 (%)

∩
―――

旧

Ｖ

鯵

⇔

ぬ

淫

晦

．ｏ
5 cm

⌒

11

番 号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器高 残 存 写真図版 登録番号

1 Vtt A79C74 Ⅷ層 深 鉢 胴 :区画沈線曲線文→充壊羽状縄文(LR O段 多条)内面 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ (360) (180) 112-2 A-127

2 VttF76 Ⅷ層 深 鉢 内面 :ミ ガキ (10) A-388

3 V tt」 76 Ⅷ層 深 鉢 白色針状物質多 く混入 内面 :ミ ガキ ( 19) A-390

4 V tt」 78 1ml層 深 鉢 自色針状物質混入 底 :網代痕 内面 胴下 :ミ ガキ 底 :ナデ (37) A-389

5 VttC78 Ⅷ層 深 錬 白色針状物質混入 底 :網代痕 内面 :ミ ガキ (52) A-387

6 VttB84 Ⅷ層 深 鉢 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (28) A-386

7 VttA85 Ⅷ層 深 鉢 胴 :入組文→充壊羽状縄文(LR RL)内面 :ミ ガキ A-357

番号 地 区・層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

8 VttA86 Ⅷ層 土製品 上部に沈線 18 11 [27-10 P-20

番号 地 区・層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石 材 写真図版 登録番号

9 V区北東拡張部 Ⅷ層 石鏃 先端部・基部欠損 13 珪質頁岩 122-17 Ka-58

VttA85 Ⅷ層 石鏃 基部欠損 10 玉 髄 121-4 Ka-32

VttB84 Ⅷ層 不定形 275 珪質頁岩 121-乾 Ka-212

VttA85 Ⅷ層 不定形 微細fl離あ り 405 075 100 瑳質買岩 121-4 Ka-286

第92図  V区Ⅷ層上面出土遺物



駕
4

10cm

番号 地 区・層 位 器 種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1
Ⅵ区 A87・ B91Ⅶ 層

C87・ 88 深鉢 三3な亨!§号旱倉写暑三最:教ξ§与ξagぞ三通奪ζ≒自:傘電文(LR) (159) 116-1 A-162

Ⅵ区 C88Ⅶ 層中 深 鉢
担:こ

鍮冥進禦6文産奢暦焉窟
向
旨香坪祟易級 結鶴 碧吼面: (233) 116-3 A-163

3 Ⅵ区 B87Ⅶ層 壷
≪びrl:脚豆死稼 】同:孤い五裸十MIl半行泥稼→売壊縄Ж RL)日色針状物質混入 肉向 :ナ

(43) 1/4 ■8-9 A-444

4 Ⅵ区 C87Ⅶ層 壷or注目 甕 呼 違 資
に

調 昌 :學手
横 位 平 行 沈 線 → 刻 目→ 充 填 異 方 向 縄 文 (RL)白 色 針 状 物 質 1/4 ■8-6 A-476

Ⅵ区 A88Ⅶ 層 一里 胴:区画沈線曲線文→充壊羽状縄又LR RLO陛男鵞 金雲母・自色針状物質混入内面:ナデ (82) 1/2 118-11 A-156

6 Ⅵ区 A87Ⅶ 層 深鉢 口 :波状 胴上 :羽状沈線 +横位沈線 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (194) (75) 1/3 119-7 A-155

7 Ⅵ 区 B89 Ⅷ層 深鉢 円:舜留4後胞場呑幕
充
番器有留鐸華(RLO段多条)白色針状物質混入

(368) (180) 1/5 17-1 A―

8 Ⅵ 区 887 Ⅷ 層 深 鉢 胴 :横位沈線→縦位沈線 底 :網代痕 内面 :ミ ガキ 103 1/2 A-160

第93図 Ⅵ区Ⅶ層出土遺物 ①
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番 号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 籍 の 特 徴 な ど 口 径 底 径 器高 残存 写真図版 登録番号

1 Ⅵ区 B88Ⅶ層 広 日壺 地文 :異方向縄文(LR)白 色針状物質混入 内面 回頸 iミ ガキ 胴 :ナデ (2■ 3) (2■8) 1/5 H8-10 A-472

2 Ⅵ区 C87Ⅶ層 白色針状物質混入 内面 :ナデ 完 形 H6-2 A-475

3 Ⅵ区 B87Ⅶ層 深 鉢 自色針状物質多く混入 底 :網代痕 内面 :底ナデ A-455

Ⅵ区 E90Ⅶ層 深 鉢 地文 i縄文(LR)自 色針状物質混入 内・外面 胴中 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ 212 (100) 1/3 A-165

5 Ⅵ区 A87・ 88Ⅶ層 小型深鉢 地文 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ナデ (46) A-154

6 Ⅵ区 D88・ E89 Tll層 深 鉢 地文 !縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (190) 1/2 A-152

Ⅵ区 E97Ⅶ層 深 鉢 自色針状物質混入 内面 胴下 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ (80) A-153

8 Ⅵ区 A88・ C87111層 深 鉢
胴 下 :縄文 (RL O段 多条 )底 :本粟痕  口色 針 状 物 質混 入  内面 :ミ ガ キ
内 外 面 :炭イヒ物付 着  Л司下 :二次 渦 熱 によ り赤 変・ 禦 落 (125) A-484

9 Ⅵ区 A90Ⅶ 層 深 鉢 自色針状物質混入 内面 iミ ガキ ( 18) A-454

第94図 Ⅵ区Ⅶ層出土遺物 ②
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番 号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 Ⅵ区 E90。 91Ⅷ層 深鉢 島蓋奉管鉾年
沈
督琶饗具紛頭竃民面塗経窪鐙美

→霙豪溢簑濃き融墓愛命条)

117-9 A-167

2 Ⅵ区 E90Ⅶ層 深鉢
針 状 物磐 混 Ψ 琴肇ご 管癸

→

黎 移 肥老兵 ;平
行 沈 線 →充壊 縄 文 lRL O段 多 条 )白 色 116-8 A-161

3 Ⅵ区 A91Ⅶ 層 深鉢
口 i波状
キ

口端 :平行沈線→刻 目 日頸 :平行沈線→充壊縄文(LR)内面 :ミ ガ 116-11 A-427

Ⅵ区 B91Ⅷ層 深鉢 E募壌楊質屋賀
:垂
蜜逢燈天

亥1属
留警【秀翠

孝横位沈線→充壊羽状縄文(RL)白 117-7 A-158

5 盟区 B87Ⅷ層 深鉢
昇 扶協 答 混又

端
ど聖罹鶏筆

「

鴇 :【暴 音算
位 沈 線 →充壊 縄 文 (RL O段 多 条 )自 色 116-12 A-429

6 Ⅵ区 B91Ⅶ層 深鉢 易冨 癌 賀
形

萄期
目)口 端 :刻 目 口頸 :横位沈 線→ 縄 文 (LR)白 色 針 状 116-7 A-432

7 Ⅵ区 B87Ⅶ層 深鉢 早
:波 状 口端 i平行沈線→刻目 口頸 :縄文(LR)自色針状物質混入 内面 :ミ ガ 116-10 A-442

8 Ⅵ区 B87Ⅶ層 深 鉢 展易 獲 鑽入  楚茎晋 癌 資
線

高署 耳留肇羊
口頸 :横位 沈 線 → 充媒 縄 文 (LR)自 色 針 ■6-15 A-428

第95図 Ⅵ区Ⅶ層出土遺物 ③
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番号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 待 徴 な ど 口径 底径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 Ⅵ区 B88Ⅷ層 深 鉢 口 :波状 口端 「平行沈線→刻目 くびれ :刻目 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 116-6 A-435

2 Ⅵ区 C89 Tll層 深鉢 外 卑
政 バ  ロ苅 :ス」日 宍 遵 斯 何 浪 に アス ノ アル ド何 看  口色 封 抹 ワ 魚 鹿 人  内 回 :ミ H6-5 A-433

3 Ⅵ区 D92Ⅶ 層 深鉢 口端 i横位沈線→刻目 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 16-9 A-436

4 Ⅵ区 C87111層 深鉢
口 :波状  口端 :横位沈 線 → 刻 目(2段 )く び れ :横位 平 行沈 線 → 刻 目(2段 ) 116-13 A-434

5 Ⅵ区 A87Ⅷ 層 深鉢 口 :横位沈線→充壊縄文(LR)内面 :ミ ガキ 117-4 A-425

6 Ⅵ区 B87Ⅶ層 深鉢 日 :横位沈線→充壊羽状縄文(RL)内面 :ミ ガキ 7-2 A-430

7 Ⅵ区 B90Ⅶ層 深鉢 日 :横位沈線→充jlg縄 文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ [17-3 A-431

8 Ⅵ区 A87111層 深鉢 地文 :縄文(RLR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 118-8 A-424

9 Ⅵ区 A88Ⅷ 層 深鉢 無文 ミガキ 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-157

Ⅵ区 A87Ⅶ 層 深 鉢 地文 :櫛歯状沈線文 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 118-5 A-426

Ⅵ区 C87Ⅶ 層 注 目土器
頸 :横位平行沈線→刻目(2段 )→充壊羽状縄文(RL O段 多条 )

胴 :横位平行沈線→刻目(2段 )→ 区画沈線曲線文→充壊羽状縄文(RL O段 多条)→瘤
状突起 自色針状物質混入 金雲母混入 内面 :ナデ

118-7 A-446

Ⅵ区 C87Ⅶ 層 深 鉾 116-16 A-447

第96図 Ⅵ区Ⅶ層出土遺物 ④
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番号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 Чtt D87 Ⅶ層 深鉢 胴 :横位沈線→羽状縄文(RD 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 117-8 A-448

2 Ⅵ区 A91Ⅶ 層 深 鉢 胴 :区画沈線文→充壊縄文(RL)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 117-5 A-441

3 Ⅵ区 E90Ⅶ層 深 鉢 胴 :区画沈線曲線文→充壊縄文(RL)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 117-6 A-166

4 Ⅵ区 B88Ⅶ層 深鉢
胴 :縄文(LR)→櫛 歯 状沈 線 文  白色針 状 物 質混 入  胴 下 :二次 加 熱 によ り赤 変
内面 :ミ ガ キ

118-3 A-443

5 Ⅵ区 B90111層 深鉢 胴 :浅深のある縄文(LR)綾絡文 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 118-1 A-445

6 Ⅵ区 A87111層 深 鉢 胴 :櫛歯状沈線  白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 118-4 A-440

7 Ⅵ区 B88Ⅶ層 注 目土器 口先・基部 :沈線 基部 :下方にふ くらみ 内面 :ミ ガキ 117-10 A-468

8 Ⅵ区 D88Ⅷ層 注 目土器 口先 :沈線 基部 :下方にふ くらみ アスフアル ト付着 内面 :ミ ガキ 117-12 A-470

9 Ⅵ区 B89Ⅷ層 注 目土器 口先 :沈線 基部 :下方にふ くらみ アスファル ト付着 内面 :ミ ガキ 117-11 A-469

番 号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

Ⅵ区C91 Ⅶ層 土偶 左 手 (35) 127-3 P-4

Ⅵ区C91 Ⅶ層上 土 lfR 左足 表・沈線と縄文RL 裏・沈線 (71) (22) 127-2 P-4

第97図 Ⅵ区Ⅶ層出土遺物 ⑤
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番 号 地 区・ 層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅em) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

Ⅵ 区 Ⅶ 層 石 鏃 茎部欠損 166 珪質頁岩 122-1 Ka-4

2 Ⅵ区A88 111層 石 鯨 欠損 070 21 碧 玉 122-2 Ka-45

3 Ⅵ区B88 Ⅶ層 尖頭器 145 珪化凝灰岩 122-5 Ka-27

Ⅵ区A88 Ⅶ層 石 鏃 アスファル ト付着、先部使用痕あり 140 043 珪化疑灰岩 122-7 Ka-21

5 Ⅵ区A87 Ⅶ層 尖頭器 基部欠損 229 095 珪質買岩 122-3 Ka-112

Ⅵ区A87 Ⅶ層 不定形 剣片 258 瑳質頁岩 122-33 Ka-263

Ⅵ区A90 LIl層 不定形 215 090 玉  髄 122-34 Ka-310

Ⅵ区A87 Ml層 石鏃 先端欠損 220 144 碧  玉 122-4 Ka-70

Ⅵ区B87 Ⅶ層 石鏃 先端欠損 珪質頁岩 122-6 Ka-56

Ⅵ区B87 Ⅶ層 不定形 257 畦質頁岩 122-笛 Ka-216

11 Ⅵ区A88 Ⅶ層 不定形 405 245 177 碧  玉 122-37 Ka-272

Ⅵ区B87 Ⅶ層 不定形 295 315 珪質頁岩 122-35 Ka-171

Ⅵ区E91 Ⅶ層 石匙 556 690 124 348 珪質頁岩 122-30 Ka-115

第98図 Ⅵ区Ⅶ層出土遺物 ⑥
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番号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

1 Ⅵ区A88 LIl層 石核 1112 475 4746 疑灰質石岩 122-41 Ka-315

2 Ⅵ区B89 Ⅶ層 凹 石 凹部表 2、 墓 1 355 12る -6 Kc-27

3 Ⅵ区B88 Tll層 凹石 凹郡表 9、 裏 4 2150 デイサイト 12る -8 Kc-43

VIttD88 Ⅶ層 敲 石 石英閃緑岩 126-5 Kc-24

5 Ⅵ区C88 Ⅶ層 石棒 (101) Kc-53

Ⅵ区A90 Ⅶ層 磨面のある凹石 磨面 2面、凹部表 2、 裏 2 デイサイト 貶る-7 Kc-20

第99図 Ⅵ区Ⅷ層出土遺物 ⑦
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番号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 V優こSX502 深鉢 吊増亀発齢星と濯Υ守繁亀薙後岳とも酸多兵毎偽絆 誡晟付着 内面:ミガキ 418 (242) 115-11
・９

２４
一　　　　　　　一

Ａ
Ａ

2 V tt SX502 深鉢 胴 :条線 白色針条物質混入 内面 :ミ ガキ 115-12 A-349

番 号 遺 構 :層 位 種   別 特 徴 長 さ(cm) 幅(cm) 厚 さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

3 V tt SX502 石鏃 125 珪化凝灰岩 121-14 Ka-43

4 V tt SX502 ピエス・エスキーユ 二対両極象1離 423 珪質頁岩 121-41 Ka-273

第100図  Vtt SX 502土 坑出土遺物

SKl12土坑

層聴 土 色 土   牲 備 考

オリーブ色(5Y5/6) ン,レ ト 黒褐色(25Y3/1)焼 土粒の混合層

2 褐色(10YR4/4) 砂質 ンル ト

3 黒褐色(25Y3/1) ン,レ ト (焼土 )

4 褐色(10YR4/4) 砂質 シル ト 焼土粒混少。

褐色(10YR4/4) 砂質 シル ト 焼土粒若干入る。

SKl13」Lウi

層16 土 色 土   性 備 考

1 褐色(10YR4/4) 砂質シル ト
黒褐 色 (25Y3/1)焼 土 粒 ri多 。一 括 土 器 含

褐色(10YR741 砂質ブロック 若干焼土粒混入。一括土器含む。3

%)

第101図 I区土坑 (Ⅶ層上面)
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番 号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 I tt D63160 Ⅶ層 豆 胴 :菱形文+瘤状突起十横位沈線→充壊異方向縄文(RL) 内面 ナデ (55) 1/4 100-3

I区 」60Ⅶ 層 深鉢
胴下 :横位沈線→縄文L 内面 胴下部 :炭化物付着 自色針状物質混入 内向 :ミ ガ (87) A-69

3 I tt G60 Lll層 深 鉢 地文 :縄文(LR)内 面 :ミ ガキ (1■ 8) A-61

Itt G61 Ⅶ層 深 鉢 胴 :櫛歯状沈線文(斜位)内面 :炭化物部分的付着 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (155) A-73

5 I tt G59H59 Ⅶ層 深鉢 無文 金雲母少量混入 炭化物少量付着(国 縁付近)自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (85) 1/3 A-64

I区 160 Ⅶ層 台付鉢
ミガキ 脚 :透 し 内・外面 :金雲母少量混入。 内面 :尿化物付看 内向 :鉢部
ミガキ 台部雑なミガキ

(38) A-268

7 Itt H58 Ml層 深鉢 ミガキ 内面 :ミ ガキ (40) A-261

8 Itt H60 Ⅶ層 深鉢 内面 :金雲母混入 内面 :ミ ガキ (■ 3) A-270

9 Itt158 Ⅷ層 深鉢 底 :二次加熱により赤色変化 内面 :ミ ガキ ( ■0) A-262

I 区 C59Ⅶ層 深鉢
口唇 :山形 突 起 (頂部 3分)口 :三文 状彫 法 +横位 平行 沈 線  白色 針 状 物 Щ混 入

内面 :ミ ガ キ
100-6 A-333

I区 161Ⅶ 層 士霊 胴 :入組文→充壊羽状縄文(LR、 RL)自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 109-4 A-210

〔区 G61Ⅶ層 深鉢 胴 :入組文→充hR縄 文(LR)金雲母混入 内面 :ミ ガキ A-234

番号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cal 厚さ(cm) 重量 g) 石 材 写真図版 登録番号

13 I区F60 Ⅶ層 回石 凹部表 1 デイサイト 123-10 Kc-35

第102図  I ttSKl12・ 113土 坑周辺Ⅶ層上面出土遺物



(3)I区中央部

①土坑 (第 101図):I区中央部北端 (G・ H・ 59・ 60)のⅦ層上面で2基の上坑 (SKl12・ H3土坑)

を検出したも標高約9。 7mの平坦面である。I区北半部の縄文時代河川跡新期の南岸の傍に位置してい

る。両土坑の規模などは第 1表に整理してある。2基の土坑周辺の一定エリアからはⅦ層面検出作業中

に比較的まとまって土器が出土し、竪穴住居跡の存在の可能性をもって遺構検出作業を行つた。その

ため、Ⅶ層上面より若干下で遺構を検出しており、検出作業中に出土した遺物はⅦ層中として,取 り上

げている。このため、2基の土坑に伴う遺物も含まれている可能性があり、周辺のⅦ層中出土遺物も

ことで提示するが、遺構より古い遺物も含んでいる。遺物には土器 (深鉢・台付鉢 。重)、 石器 (凹

石)がある (第 102,104図 )。 土坑と周辺の土器の時期の主体は後期後葉である。

② SX102 落ち込み (第 103図):I区中央部南 (H～ J・ 64・ 65)のⅦ層上面 (標高約9.6m)で東

西約7m・ 南北約 5mの不整形の土色の違いが認められた。しかし、あまりに不整形であることから、

遺構とは認定せずに他のⅦ層と同様にグリッド毎にⅦ層として除去作業を行つた。土色の違いの認め

られた範囲からは周辺よりも比較的多くの遺物が出土しており、SK l12・ H3土坑周辺とは時期差の

ある土器であることが注意されていた。Ⅶ層除去後、Ⅷ唐上面でこの土色の上が堆積している不整形

の溝状落ち込みを検出した。落ち込みの規模・特徴は、長軸6m・ 短軸2m・ 深さ約 lmで壁面・底

面は凹凸がある。落ち込み堆積土中には比較的大きい土器の破片が含まれていた。この落ち込みは風

倒木痕などの可能性が考えられるが、その性格は不明である。ここでヤま落ち込み堆積土内とその周辺

のⅦ層取り上げ遺物を提示する。落ち込み堆積土中の遺物より古い遺物を含んでいる可能性もある。

遺物には土器 (深鉢・台付鋤 、石器 (垂飾品。敲石)力 あ`る。落ち込みの土器の時期は後期末葉から

晩期初頭である (第 105～ 106図 )。

卜

０

小

半

キ

SX102 落ち込み

層HD 土    色 土  性 備 考

1 灰資褐色(10YR4/2) 粘上 焼土粒・ 尿化物含む

臨 径(10YR3/3) 粘 士 LⅦ粒含む。炭化物寃

第103図  I ttSX102落 ち込み



番号 遺 構 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 回径 底 径 器 高 残存 写真図版 登録番号

Itt SKl13 1層 深鉢
口 :山形突起 胴 :横位平行沈線 +入組文→櫛歯状沈線文 口 :炭化物付着
内面 :雑なミガキ

222 (166) 109-2 A-40

2 Itt SKl13 1・ 2層 深鉢
口 :山形突起・頂部2分山形突起 横位沈線+瘤状突起十刺突
胴 :横位平行沈線+刺突 日縁 内・外面 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ

(76) 109-1 A-4

第104図  I ttSKl13土 坑出土遺物
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番 号 地 区 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 日径 底 径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 I tt」 64・ 65Ⅶ 層 台付鉢 綱羊学生妾縞鍛経まな祭泰
十三叉文十束1突→却霞縄文(LS色鵞→紹露;議ヒ爛蓮

ミガキ
242 (66) 1/2 lC8-1 A-5

2 I tt166 Ⅷ層 深鉢
回 :大小 山形突 起 (頂部 2分〉 篠 位 三叉 状 沈 線  内面 :ミ ガ キ
胴 :三支状 入組 支 +刺突 +横位 沈 線 → 充 短 纏 支

`LR)内
・ 外 面 :炭イヒ物 少震 付 着 (164) (73) 1/3 108-2 A-72

3 I tt」 63Ⅶ 層 深鉢
:匁哩呼季斎洗羅 釜峡又筵受十鶏羹4霙嚢癌曼こで靭 又 内面: (170) (33) 1/3 108-3 A-2

4 I tt165 Ⅷ層 深鉢 昇 卑

山 形 突 起  原 部 3分山 形 突 起  連 弧 文 +311状 三 叉 文 → 充 壊 縄 文 (LR)内 面 :ミ

胴 :横位 平 行 沈 線 十 葬 弧 支 十 三 支 支 → 充 虹 綿 支 (LR)内 面 :炭イヒ物 付 着
(156) 1/3 108-4

Ａ

Ａ

5 I tt165 Ⅶ層 台付鉢
ミガ キ  内面 !金 雲母 混 入  内・ 外 面 :炭化 物 付 着  胴 下 ～脚 :二次 加 熱 に よ り赤
変 及 び剣落
白色 針 状物 質多 く混 入  内 面 :ミ ガ キ

(65) 1/2 108-11 A-66
A-3

6 I tt J63・ 64Ⅶ 層 深鉢 自色針物質混入 内面 :底 ナデ (16) A-264
7 IttJ65 Ⅶ層 深鉢 底部 :網代痕→木菜痕 内面 :底 ナデ (100) ( 13) A-265
8 IttJ65 Ⅶ層 深鉢 地文 :縄文(L)胴上 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ 209 (82) 11へ A-1

番 号 地 区 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

9 Itt165 Ⅶ層 垂飾品 11 とスイ 12る -21 Kd-1
I tt」 64 111層 敲 石 715 デイサイト 123-9 Kc-26

第105図  I ttSX102落ち込み出土遺物 ①
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8.遺構に伴わない縄文時代の遺物

(1)I・ V・ Ⅵ区 (第 107～ Hl図):IoVoⅥ 区の遺物包含層や遺構の検出されている地域では、Ⅶ

層より上層の縄文時代よりも新しい地層や新しい遺構からも縄文時代の遺物が出土している。また、

出土地点不明の遺物もある。それらをここで一括して提示する。遺物には土器 (深鉢 。鉢・台付鉢・

浅鉢・小鉢・小皿・注目土器・壺)、 土製品 (土偶・土製円盤 。耳飾 り)、 石器 (石鏃・尖頭器・石錐・

石匙・不定形の景1片石器・石核 。磨製石斧 。凹石・磨石)がある。土器の時期は後期中葉を主体とし、

後期後葉から晩期初頭も含んでいる。石器は縄文時代後期中葉が主体と推定されるが、層序からは弥

生時代までのものを含んでいると考えられる。

121 Ⅱ～Ⅳ区 (第 112～ H6図):少量ながら遺物が出土している。遺物には土器 (深鉢)、 石器 (石匙・

凹石・磨石)がある。土器は後期後葉を主体としている。

僧)Ⅷ～X区 (第 H7～ 119図):少量出土している。遺物には土器 (深鉢)、 土製品 (土製円盤 )、 石器

(磨製石斧・凹石)がある。Ⅷ・Ⅸ区の上器はいずれもⅥ層上面出土であり、まとまりがある。土器

の時期は後期中葉を主体としている。

番 号 地 区 :層 位 器  種 形 態 :文 様 !調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 I区 164Ⅶ 層 深鉢
口 :波状  口～胴 上 :三冥 入 組 文 → 充 壊 縄 文 (LR)白 色 針 状 物 質 混 入  金 雲 母 混
入  内面 :ミ ガ キ

108-9 A-211

2 I tt J65落ち込み Ⅶ層上 深鉢 横位平行沈線 +楕円状沈線文→充壊縄文(LR)・ 棒状突起 1(遇 -6 A-222

3 I tt165 Ⅶ層 深鉢
胴 上 :横位 平 行 沈 線 十連 絡 弧 線 文 → 充 壊 縄 文 (LR)・ C字状 (?)突 起 貼 付  自色
針 状物 質 混 入  内面 :ミ ガ キ

108-5 A-212

4 I tt165 Ⅷ層 深 鉢 横位沈線 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 1(烙 -8 A-218

I tt」 64・ 65'66111層 深 鉢 胴 :横位平行沈線十三叉状入組文→充壊縄文(LR)金雲母混入 内面 :ミ ガキ 108-7 A-235

第106図  I ttSX102落ち込み出土遺物 ②
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番 号 地 区 :層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 I tt SD102 深鉢 地文 :縄文(LR)金雲母混入 内面 :ミ ガキ 171 (82) 1/4 A-87

2 I区  Ⅵ層 台付浅鉢 脚:菱形十二叉状彫去(菱形は透かし?)自色針状物質混入 内面:郭 ミガキ脚ナデ (2И ) 1/4 109-5 A-274

I tt SD106 2層 浅94 無文 ミガキ 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ 1/4 107-6 A-50

4 【区  Ⅶ層 深鉢 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (27) A-275

I区  Ⅶ層 深鉢 底 :網代状ヘラ描き沈線  内面 :磨滅 (■ 0) A-276

6 Vtt A86 Ⅶ層 皿 無文 ミガキ 自色針状物質混入 外面 :炭化物付着 内面 :ミ ガキ 完形 110-4 A-479

7 Vtt SD101 壷 金雲母混入 内面 :ナデ 口 縁 の A-295

V tt SD103 一望 胴 i弧状沈線文 白色針状物質多く混入 内面 :ナデ (49) A-298

V tt SD103 注目土器 基部 :沈線、下方にふ くらみ 外面 :ミ ガキ 115-7 A-464

Vtt SD101 深鉢 自色針状物質混入 底 :木葉痕  内面 :ナデ (10) A-373

11 Vtt SD101 深鉢 自色針状物質混入 底 :木菜痕 内面 :胴下 :ミ ガキ 底 :ナデ (25) A-372

Vtt SD101 深鉢 自色針状物質混入 底 :木葉痕 内面 :ミ ガキ (22) A-371

13 V tt J79 旭ヽ溝 深鉢 底 :網代痕 内面 :ミ ガキ (25) A-374

14 V tt B84お 溝ヽ 深鉢 自色針状物質混入 底 :網代痕 内面 :ミ ガキ (104) A-375

15 Vtt G76 Ⅲ層 深鉢 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (21) A-409

V区 深鉢 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (28) A-414

17 Vtt A85小溝 深鉢 底 :網代痕 内面 :磨滅 (98) (16) A-376

V tt A85 深鉢 自色針状物質混入 内面 :磨滅 (12) A-405

Vtt G76 Ⅲ層 深鉢 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (20) A-410

Vtt C83 V層 深鉢 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-407

Vtt G75 Ⅵ層 深鉢 内面 :ミ ガキ 112 A-403

Vtt E77 Ⅵ層 深鉢 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (12) A-402

Vtt B33 V層 一霊
胴 下 :標位 沈 線 → 羽状 縄 菜 (LR・ RL O段多 条 )内 ・ 外 面 に金 雲 母 混 入  自色針 状
物質混 入  胴 下 ～底 :炭化 物 付着  内面 :ミ ガ キ A-406

Vtt B86 Ⅵ層 深鉢 胴下 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (08) A-401

V tt 177 Ⅲ層 深鉢 白色針状物質混入 底 :網代痕 内面 :磨滅 (22) A-411

Vtt P195 Ⅵ層 深鉢 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ (53) A-404

第107図  遺構に伴わない縄文時代の遺物 ① (I・ V区 )



Ⅷ К
可

３

靱
一

4

盗錢軽ご
~

，
　

″
　

６

鶴′
"       7

争
 憔

9

・，

‐ｏ

13

0 10 cln

L==Eコ ==」===E===当 (光 )

／

・６

番号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器高 残存 写真図版 基録番号

1 I区  Ⅵ層 深鉢 A-223

2 I tt A88,91Ⅵ層 一霊
口～頸 :羽状 縄 文 (RL O段 多粂 )く び れ :穣位 平行 沈 線→ 刻 目
胴 :無支 ミガ キ  白負 針 状 物 質 混 入  内面 :ミ ガキ A-221

3 V tt E81汀 溝ヽ 深鉢 R恙 1｀F捧瞥
2分 )く ひれ :棟位 沈線→充 IF縄文(L),日 :三叉状入組文 A-301

4 V tt B86小溝 深鉢 口 !横位沈線→縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-302

5 V tt SD103 鉢 地文 :縄文(LR)→ ミガキ 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-299

6 V tt A85 注口土器 口唇 :突起(頂部に刻 目)日 :刻 目 胴 !縄文(RL)内 面 :ミ ガキ A-344

V tt G75 鉢 縄文(LR)→斜格子沈線文 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-347

8 V tt E74 異 形
(香 炉 形 )

胴 :入組文→充壊縄文(LR)窓の縁に刻 目 内面 :ナデ A-365

9 Vtt C83 V層 深鉢 場 妻鳩 焚  民慾 :き好 撃
線 → 刻 ロ ロ～ 頸 :横位 沈 線 → 充 鋲 縄 文 (LR)白 色 針 状 A-341

Vtt B85 V層 深鉢 縄文(LR)→櫛歯状沈線文 白色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-325

Vtt B81 X層 深鉢 口唇 :山 形突起(頂部に刻 目)+刻 目 口 :横位沈線→羽状縄文(LR)内 面 :ミ ガキ A-303

VttB85 Ⅵ Ⅶ層 深鉢
口〔波状 半行沈線→刻曰 くびれ :側立半行流線→刻目 日色針状物質混入 内向:ミ ガ
キ

115-1 A-287

Vtt C84 Ⅵ層 深鉢 日「平行沈線→刻 目2段 頸 :縄文(LR)内面 :磨滅により不明 A-339

Vtt C78 Ⅵ層下 深鉢
口 :欄立粕 班昴菜→刻 日2跛  】同 :わ剤立半伯初酪き鮒留ヱ尻潔 区ty」 り, 肉薗 :擢絨更イこよ り不 A-331

Vtt C85 Ⅵ層 深鉢 口 :波状 刻目→縄文(LR O段 多条)自 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-340

Vtt B86 Ⅵ層 深鉢 胴 :縄文(LR)自 色針 状 物 質 混 入  金 雲 母 混入  内面 :ミ ガ キ
A-338

第108図 遺構に伴わない縄文時代の遺物 ② (I・ V区 )
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番号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

I区〕 不 明 石 鏃 基部欠損 266 038 13 珪質頁岩 120-14 Ka-20

2 I区 月ヽ溝  V層 上 石 鏃 358 121 珪質買岩 120-16 Ka-65

3 I区小溝  V層 上 石鏃 珪化凝灰岩 120-15 Ka-11

4 Ⅵ区ピ ット Ⅵ層 石鏃 アスファル ト付着 基部欠損 ? 305 211 110 62 珪質頁岩 121-32 Ka-111

VttA84 Ⅵ層 尖頭器 057 珪化凝灰岩 121-30 Ka-10〔

6 VttA84 Ⅵ層 尖頭器 242 珪化買岩 121-31 Ka-107

7 V区ピッ ト Ⅵ層 不定形 227 瑳質頁岩 121-38 Ka-278

8 VttA35 Ⅵ層上 石 鏃 珪化頁岩 121-34 Ka-16

Ⅵ区G91 V層 石 鏃 248 08 玉  髄 122-21 Ka-7

10 Ⅵ区D87 V層 石 鏃 先端基部欠損 279 124 067 瑳化凝灰岩 122-22 Ka-66

Ⅵ区北半  Ⅱ層真上 石 鏃 031 11 珪質買岩 122-27 Ka-35

と2 Ⅵ区B87 Ⅵ層 石鏃 306 158 珪質頁岩 122-19 Ka-30

Ⅵ 区A88 石 鏃 基部欠損、アスファル ト付着 136 珪化凝灰岩 122-23 Ka-59

Ⅵ区C90 V層 石 鏃 191 079 37 珪質頁岩 121-35 Ka-105

15 Ⅵ区A90 Ⅵ層 百錐 先端欠損 312 137 珪質頁岩 122-20 Ka-102

16 Ⅵ区北半  Ⅱ層真上 石 匙 423 珪質買岩 122-3ユ Ka-117

17 I区池跡  I層 石 匙 珪質頁岩 120-17 Ka-122

第109図 遺構に伴わない縄文時代の遺物 ③ (I・ V・ Ⅵ区)
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番 号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅 (cnl) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

1 V ttC77 Ⅲ層 不定形 343 057 デイサイト 125-18 Ka-274

2 VttB86 Ⅲ層 不定形 349 115 畦質頁岩 125-16 穐 -210

3 [区B54 不明 不定形 348 465 140 153 畦質買岩 120-18 Ka-123

4 VttB82 Ⅵ層 不定形 アスファル ト付着 微細剣離あ り 137 珪化疑灰岩 125-14 Ka-135

5 Ⅵ区E89 Ⅵ層 不定形 アスファル ト付着 603 319 瑳質頁岩 122-39 Ka-149

第110図 遺構に伴わない縄文時代の遺物 ④ (I・ V・ Ⅵ区)
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第111図  遺構に伴わない縄文時代の遺物 ⑤ (I・ V・ Ⅵ・Ⅶ区)

番 号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 日径 底 径 器高 残存 写真図版 登録番号

1 Vtt B86 Ⅵ層 深 鉢 地文 :縄文(Rし)白 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-327

Ⅵ区 B87V層 深 鉢 口 :橋状把手、横位平行沈線→亥1目 (2段)内 面 :磨滅により不明 A-473

3 Ⅵ区 A87Ⅷ 層上 深鉢 口 :波状 口端 :刻 目 無文体に段 白色針状物質多く混入 内面 :ミ ガキ ■6-4 A-423

4 Ⅵ区 A81SD606 4層 深鉢 口縁 :刻 ロ ロ !横位平行沈線→充llH縄 文(LR)内 面 :ミ ガキ A-421

5 Ⅵ区 SD611 2層 深鉢 口 :波状(頂部3分)撚 糸RL圧痕→縄文(RL)白 色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-422

6 Ⅶ区 B102Ⅵ 層 浅鉢
外面 :無文 → ミガ キ  内面 :横位 平行 沈線  BF・I下 :二次加 熟 によ り赤 変  内面 :磨
滅 によ り不 明 A-457

番号 地 区・層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(伽 ) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

7 Ⅵ区G87 Ⅵ層 土 偶 右 足 127-4 P-3

8 Itt V層 土製円盤 無文 127-16 P-64

VttA86 Ⅵ層 耳飾 り 表裏に刺突文 と沈線 127-3 P-8
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番号 地 区 層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

1 Ⅱ区 SK216 6層 深 鉢 胴 :縦位・斜位沈線 内面 :ミ ガキ A-460

2 Ⅱ区 F31  Ⅵ層 深鉢 哲 乗 変  召 善 :質却
疫  白色針 状物 質混 入  金 雲母 混 入  胴 下 :二次 加 熱 によ

(158) (62) (195) A-461

3 皿区 123  Ⅵ層 深鉢 展隻澄も 曽篭森擬坊習髭父)釣 餐峯苺争
R〉 胴:入組文一充壊 A-281

4 肛区 123  Ⅵ層 深 鉢 足最占査魏警解簡 覇譜 轄金酵斜 霞港隻(258) (182) 109-9 A-482

5 Ⅲ区 H23 Ⅵ層 深 鉢 縄文(L)→斜位沈線 内面 〔ミガキ 172 A-481

6 Ⅳ区  Ⅷ層 深 鉢 口～胴 :横位平行沈線→刺突 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-415

7 IV区 Ml層 深 鉢 無文 ミガキ 自色針状物質混入 内面 :ミ ガキ A-416

番 号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長 さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

8 Ⅲ区H33 Ⅵ層 磨 石 磨面 2面 119 1070 安山岩 124-1 Kc-13

第112図 遺構に伴わない縄文時代の遺物 ⑥ (Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ区)
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番号 地 区・層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚 さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

V区小溝 石 鏃 231 125 037 珪質買岩 121-29 Ka-10

2 Ⅷ区SE702 2層 尖頭器 328 057 珪質頁岩 122-26 Ka-98

3 Xltt V層 上 石 鏃 118 珪質頁岩 122-25 Ka-31

4 Xtt V層 上 石 鏃 123 044 珪化凝灰岩 122-24 Ka-3

5 V区小浦 不定形 328 228 134 玉  髄 121-36 Ka-133

6 V ttSD502 1層 百鏃 先端部欠損 238 玉  髄 121-37 Ka-73

7 V区小溝 不定形 珪質頁岩 125-13 Ka-250

8 Ⅷ 区 石匙 玉  髄 122-43 Ka-118

9 Ⅵ区SD601 1層 不定形 珪化凝灰岩 122-32 Ka-252

10 Ⅱ区 表土 石 匙 珪質頁岩 120-19 Ka-120

11 Ⅷ区 Ⅲ層 石匙 微細蒙J離 あ り 225 47 瑳質頁岩 122-42 Ka一

12 Ⅵ区SE603 1層 石匙 珪質買岩 122-28 Ka-121

13 ИttSE601 2層 石匙 237 珪質買岩 122-29 Ka-116

第113図  遺構に伴わない縄文時代の遺物 ⑦ (Ⅱ・V・ Ⅵ oⅦ・区。X区 )
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番 号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚 さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

1 V区側溝 不定形 465 135 珪質頁岩 125-15 Ka-16(

2 Ⅳ区小溝 凹石・敲石 凹部 :表 2・ 裏 2 側面 :敲石 452 安山岩 124-3 Kc-41

3 Ⅳ 区 表土 凹石 凹部 :表 1・ 裏 1 磨面 2面 110 デイサイト 貶4-4 Kc-18

Ⅲ区ピット 堀り方埋土 凹石 凹部 :表 6・ 裏 2 デイサイト 12雄 -2 Kc-51

5 V区側溝 凹 石 凹部 :表 2・ 裏 3 1つな-19 Kc-29

6 Ⅵ区SD601A 2層 凹石 凹部 :表 1・ 墓 1 デイサイト 1銹 -10 Kc-47

7 V区側溝 凹石 凹部 :表 1・ 裏 1 57 55 デイサイト 1274-15 Kc-42

不 明 凹石 凹部 :表 2・ 裏 2 花筒閃緑岩 126-17 Kc-46

第114図  遺構に伴わない縄文時代の遺物 ① (Ⅲ・Ⅳ・V・ Ⅵ区)
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番 号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長さ10ml kglω 厚 さ(ω 重虫 g) 石 材 写真図版 登録番号

1 I区 Ⅵ層 凹石 凹部 :表 2 7お 41 デイサイト 123-11 Kc-34

2 Vtt V層 磨 石 磨面 1 210 80 1230 デイサイト 12/4-17 Kc-5

3 V区 Ⅵ層 凹石 凹部 :表 1・ 裏 1 48 20α5 デイサイト質凝灰岩 12-16 Kc-23

4 V区 Ⅵ周上 赦石 1&7 595 最贔茂麓―ぐⅢ 124-如 Kc-23

5 Ⅵ区 Ⅵ層 口 石 田部 :表 ]・ 裏 1 “
・

安山岩 1%-9 Kc-31

6 V区 Ⅵ層 磨 石 磨面 1 400 安山渚 1%― 18 &-8

第115図 遺構に伴わない縄文時代の遺物 ③ (V・ Ⅵ区)
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番 号 地 区・層 位 器  種 形 態 :支 様 :調 整 の 特 徴 な ど 日径 底 径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

VttB85 Ⅵ層 深鉢 地文 :縄文(RL O段 多条)自 色針状物質混入 内面 !ミ ガキ (210) 1/4 A-113

2 V tt」 76 Ⅲ層 深鉢 白色針状物質混入 底 :網代痕 内面 :ミ ガキ (29) A-412

3 Vtt A86 Ⅵ層下 深鉢 胴下 :縄文(LR)底 :木葉痕 内面 胴下 :ミ ガキ (43) A-400

4 VttB82 Ⅲ層 深鉢 自色針状物質混入 底 :木葉痕 内面 :ミ ガキ 100 (28) A-408

V tt 177 深鉢 内面 :ミ ガキ (82) A-144

6 Ⅵ区 C87Ⅵ 層 注口土器
口先 :沈線  基部 :沈線 、 下方 にふ く らみ、 基 部割 れ 口にアス フ ァル ト付着
外 面 :ミ ガ キ A-471

7 VttF85 Ⅵ層上 注 目土器 基部 :沈線、下方にふ くらみ、基部割れ 口にアスファル ト付着 外面 :ミ ガキ H5-9 A-467

8 hll区 ■06Ⅵ層 深 鉢
奔揺 i輿晩謡γ

沈線 +瘤状突起→充壊羽状縄Ж LR、 RL)白 色針状物質多 く混 ス A-459

V区 深 鉢 自色針状物質混入 底 :網代痕 内面胴下 :ミ ガキ底 :ナデ (30) A-413

10 Ⅵ 区 Ⅵ 層 深 鉢 胴下 :縄文(LR)底 !網代痕 内面 :ミ ガキ ( A-456

11 Ⅵ 区 醐 転注目土器 ? A-477

第116図  遺構に伴わない縄文時代の遺物 ⑩ (V・ Ⅵ・Ⅶ区)
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番号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石 材 写真図版 登録番号

1 Ⅷ区SK802 表土 凹石 凹部 :表 1,裏 1 112 655 砂質凝灰岩 126-11 Kc-30

2 IK区 ■28 Ⅳ層 凹 石 田部 :表 2・ 裏 2 砂質凝灰岩 126-15 Kc-37

3 Ⅸ区南半 V層 凹石 凹部 :表 3・ 裏 2 121 デイサイト 126-14 Kc-39

4 Ⅸ区南半 Ⅵ層 凹石 凹部 :表 3・ 裏 2 安山岩 126-13 lCc-32

5 Ⅸ区小溝C Ⅳ層 磨製石斧 ひん岩 126-20 Kb-3

6 XttG145 V層 Ll石 凹部 :表 2・ 裏 2 137 安山岩 126-16 Kc-52

第117図 遺構に伴わない縄文時代の遺物 ① (Ⅷ・区・X区 )
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番号 地 区・層 位 器  種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 Ⅷ区 FG120 Ⅵ層 深鉢 胴1甚雷年挙纂r蟹五零蜜梨甕羅聖イ3季召嬬詳学さ券キ (216) 2/3 105-3 A-169

2 Ⅷ区 FG120 Ⅵ層 台付深鉢 圏古3籍簗攀鵡轡翻簾騨鶏乾ェ鴫輪 数1些ヴ,罷丞 (113) 105-4 A-170

3 Ⅷ区 B121 Ⅵ層 深 鉢 哭 春 i謂
Xt雰

望 ぴ ▼ 攣
痕  口 色 針 状 物 東 混 入  内 ・ 外 面 :尿化 物 付 看 (107) A-485

4 Ⅸ区 D132 Ⅵ層 深 鉢 (345) (351) 1/5 106-6 A-474

5 Ⅸ区 D132 Ⅵ層 深 鉢 地文 :縄文(LR)自 色針状物質混入 内面 :く びれ、炭化物付着、ミガキ (176) 106-5 A-486

番号 地 区 層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cld) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

Ⅸ区D133 Ⅵ層上 土製円盤 無文 127-22 P-18

第118図 遺構に伴わない縄文時代の遺物 ⑫ (Ⅷ・区区)



番号 遺 構 :層 位 器種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 口径 底 径 器 高 残存 写真図版 登録番号

1 Ⅵ区 SK656 2層 一望
日 :横位沈線→縄文(RL O段 多条)く びれ :横位沈線
胴 :区画沈繰曲線文→充壊緻 RL O段多条)白色針状物質混入 内面 口～頸 :ミ ガキ

171 (135) 1/2 119-1 A-149

2 Ⅵ区 SK656 2層 深鉢 イ謎 綿翠解 評 鰐 縄 恐 翻 落製 T充壊
(227) (125) 1/4 119-2 A-148

第119図 遺構に伴わない縄文時代の遺物 ○
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番 号 地 区・層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

1 不明 Ⅶ層 不定形 117 珪質頁岩 120-33 Ka-192

2 不明 Ⅸ層 石核 715 920 385 3815 凝灰質頁岩 120-36 Ka-331

第120図  調査区不明の縄文時代の遺物 ①
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番号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅他m) 厚さ(cll) 重敏 g) 石  材 写真図版 登録番号

ユ A86 Ⅶ層 不定形 アスファル ト付着 268 328 瑳化凝灰岩 125-10 Ka-256

2 H72 X層 上面 石核 435 6373 買 岩 120-35 Ka-329

第121図 調査区不明の縄文時代の遺物 ②



第 1表 縄文時代の上坑観察表

土 坑 名 位   置 重 複 平面形・規模 (長軸×短軸×深さ)cm 堆 積 土 壁・底面

SKl12 G・ H-59 60 な  し 糖円形          88× 66× 18 自然堆積土 外傾・平坦

SKl13 G・ H-59・ 60 な  し 糖 円形            126× 80× 16 自然堆積土 外傾・平坦

SKl14 H・ I-71・ 72 SKl15よ り新 し, (楕 円形)        (180)X80X12 自然堆積土 外傾・平坦

SKl15 I-71 SKl14よ り古い 隅丸方形         176× 156X14 自然堆積土 外傾・平坦

SKl16 G-72 SK124よ り新 し↓ 不整・楕円形       82× 60× 40 人為的埋土 外傾・平坦

SKl18 I-70 な  し 不整・ 円形        98× 92× 50 人為的埋土 外傾・平坦

SKl19 H-70 な  し 楕円形          78× 66× 28 人為的埋土 外傾・丸味

SK120 H-73 な  し 円形          約 74× 74× 14 自然堆積土 外傾・平坦

SK121 G・ H-73 な  し 楕円形         (188)× 162× 26 自然堆積土 内弯・段

SK122 F・ G-70,71 な  し 隅丸方形         106× 92× 46 人為的埋土 反・丸味

SK123 G-73 な  し 楕円形         84× 58× 20 自然堆積土 外傾 。平坦

SK124 G-72 SKl16よ り古い 不整・楕円形      104× (76)× 40 自然堆積土 外反・丸味

SK125 I・ 」-68・ 69 な  し 不整・ 円形        296× 294× 46 自然堆積土 外傾・平坦

SK126 G H-73・ 74 SK127よ り新しし 精円形           106× 82× 44 人為的埋土 外傾・平坦

SK127 H-73 SK126よ り古い 不整・楕円形       (70)× 54X18 自然堆積土 外傾・平坦

SK128 G・ H-70 な  し 袴円形          110× 88× 40 人為的埋土 外傾・平坦

SK512 E-78 な  し 円形           約 138× 138X46 自然堆積土 外傾・平坦

SK516 H-75 な  し 円形          約 124X124× 44 人為的埋土 外傾・平坦

SK517 H-74'75 な  し 隅丸方形         80× 74× 26 自然堆積土 外傾・平坦

SK518 H-74 な  し 隅丸方形         94× 84× 26 自然堆積土 外傾・丸味

SK519 H-75 な  し 円形          約62× 62× 26 人為的埋土 外傾・平坦

SK520 H-75 SK521よ り新 しし 隅丸方形         90× 72× 18 自然堆積土 外傾・平坦

SK521 I-74・ 75 SK532よ り新 しい 隅丸方形         130× 106× 38 人為的埋土 外傾・平坦

SK522 I・ 」-75 な  し 隅丸方形         98× 88× 50 人為的埋土 内弯・段

SK523 I-74・ 75 SK532・ 533よ り新しし 隅丸方形        120× 100× 46 人為的埋土 外傾・平坦

SK524 I・ 」-74,75 SK534よ り新 しい 正方形          68× 64× 14 自然堆積土 外傾・平坦

SK525 J-75 SK534よ り新 しい 長方形          116× 102× 24 自然堆積土 外傾・丸味

SK526 」-75 SK528よ り新 しい 隅丸方形         62× 54× 30 人為的埋土 外傾・平坦

SK527 G-76 な  し 隅丸方形         124× 94× 8 自然堆積土 外傾・平坦

SK528 J-75 SK526よ り古い 隅丸方形        146× 134× 40 人為的埋土 外傾・平坦

SK529 J・ K-75 な  し 隅丸方形        130× 118× 58 人為的埋土 外傾・平坦

SK530 F G-76 な  し 不整・楕円形       114× 102× 18 自然堆積土 外傾・段

SK531 F-74 な  し 楕円形          76× 58× 16 自然堆積土 外傾・丸味

SK532 I-74 SK521・ 523よ り苗立ゝ 不整(楕 円形)      154× (92)× 42 人為的埋土 外傾・平埋

SK533 I-75 SK523よ り古ヤ (楕 円形)        90× 66X40 人為的埋土 外傾・平坦

SK534 I・ 」-74・ 75 SK524・ 525よ り古い 楕円形         130× (92)× 22 自然堆積土 外傾・平壇

SK535 I-74 な  し 隅丸方形         64× 58× 34 自然堆積土 外傾・平坦

SK657 D-87 88 な  し 楕円形          270× 214X36 自然堆積土 外傾・平坦

SK658 A-87 な  し 隅丸方形        130× 110× 62 自然堆積土 外傾・平坦

SK659 A-88 な  し 長方形          120× 88× 42 自然堆積土 外傾・平坦

SK660 A′ -87 な  し 不整円形         84× 74× 42 人為的埋土 直立・平坦



Ⅵ 弥生時代の遺物

概要

弥生時代の遺構は検出されなかったが、 I・ V～Ⅶ oⅨ ,X区から遺物が出土している。土器は14

点・石器は景↓片を含めて21点 出土した。その内、図示可能な土器H点・石器 6点を提示する。出土状

況から比較的まとまりのある資料と考えられるのは、V区北西部の I・ 」・77・ 78のⅥ層中から出土

した土器 2点 。石器 5点である。その他はⅥ層中およびそれより上層の新しい地層 。遺構からの出土

である。なお、Ⅵ層中からはイネのプラント・オパールは検出されていない。

出土遺物

土器 :(第 122図 1)の広日の小型壺は、日縁部の外面に 2条の平行沈線・内面に1条の沈線、肩部外面

に 1条の沈線、胴部に沈線と充填縄文 (LR)イこよる変形工字文が施されている。底郡は象J落が著し

い。 (第 122図 2・ 3)の甕と壺は近くから出土している。甕は頸部の屈曲が弱く、日縁部が緩やかに

外反する特徴をもつ。日唇部と胴部にはLR縄文が施されている。頸部はヨコナデである。壺は球形

の胴部のもので、内傾気味に頸部が立ち、日縁部内面にやや稜を残して外傾している。頸部と肩部の

境に浅い沈線を 1条もつ。外面は横方向ヘラミガキの無文、粘土紐の積み上げ面は内面から外面に傾

斜している。胎土には粗い砂粒を多量に含んでいる。この 1～ 3の壺と甕の時期は、形態的 。文様的

特徴から枡形囲式 (伊東 :1957)以前 。須藤 隆氏による東北地方中部仙台平野編年の弥生時代 2～

3期 (須藤 :1990)に位置付けられる。 (第 122図 4～ 9)の鉢・広口壺の破片は、いずれも2本同時

平行沈線により文様を施している。これらの破片の時期は文様施文の特徴から十三塚式・崎山囲式

(伊藤 :1966)、 須藤編年の 5期である。 (第 122図 10～ 12)の甕は、その形態的・文様的特徴から、須

藤編年 2～ 5期のものである。

石器 :(第 123図 2～ 6)の石器は (第 122図 2・ 3)の甕・壺に伴うものである。石錐・不定形の崇1片

石器・板状石器がある。その他、地点を離れて、アメリカ式石鏃が 1点 (第 123図 1)出上している。

I区 Ⅵ層中出土弥生土器
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番号 地 区・層 位 器 種 形 態 :文 様 :調 整 の 特 徴 な ど 日径 底 径 器 高 残 存 写真図版 登録番号

I区  Ⅵ層 一望 丹掩恩辛チ挙豚警寮ォ禦 二半町 ピ曽器絡 ▼予
)の ちミガキ 内面:平

ほぼ完形 1つ8-1 B-1

2 V区 Ⅵ 層 甕
外 面 :口 唇 部 縄 文 (LR)体 部 :縄文 (LR)の ち一 部 ヨ ヨナデ  炭化 物 付 着  内面

(174) 1)
回線～体部

1/5 128-2 B-10

3 V ttJ78 Ⅵ層 霊
外画 :頸部平行沈線 ナデのちミガキ(ヨ コ、ナナメ)内 面 :ナデのちミガキ 体
部上部に指頭痕有 り 体部下部に炭化物付着 (226)

口縁 ～体 部 128-3 B-2

4 X区 罰(10171、 2層 錬 口縁部 :二本同時平行沈線 t熔 -9 B-13

5
X tt G145。 146V
層 鉢 口縁部 :二本同時平行沈線 123-7 B-8

Ⅶ区 SX701敷石下 壺 頸部 :三本同時平行沈線 128-6 B-7

Xtt G146 Ⅲ層 鉢 胴部 i二本同時平行沈線 128-8 B-14

Ч区層不明 一霊 頸部 :二本同時平行沈線 1路 -5 B-6

9 I ttV層 小溝 鉢 胴部 :二本同時平行沈線 [熔 -4 B-4

10 X区 D E147V層 甕 日縁部 :横ナデ、刺突有り [努 -11 B-12

tl X tt B・ C147V層 甕 頸部 i横ナデ、刺突有 り LR縄文 1絡 -10 B-9

12 X区 'B138V層 甕 日縁部 :口 縁部LR縄文 横ナデ 128-12 B-11

第122図  弥生時代の遺物 ①
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番号 地 区・層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真腟版 登録番号

1 Ⅸ区C131 V層 上面 アメリカ式石鏃 先端欠損 312 珪質頁岩 128-18 Ka-23

2 VttJ78 Ⅵ層 石錐 ? 先端欠損 218 098 デイサイト 128-15 Ka-337

3 V tt」 78 Ⅵ層 不定形 049 デイサイ ト
(流文岩か ?) 128-16 Ka-353

4 V tt」 78 Ⅵ層 不定形 珪質頁岩 128-17 Ka-338

5 V tt」 78 Ⅵ層 大型板状石器 欠損品 968 1930 安山岩 128-14 Ka-354

6 V tt」 77 Ⅵ層 大型板状石器 使用痕あり 1030 1190 2816 安山岩 128-13 Ka-355

第123図  弥生時代の遺物 ②



Ⅶ 古墳時代の遺構と遺物

概要

王ノ壇遺跡は大野田古墳群の分布範囲と重複している。大野田古墳群で一部墳丘の残存している古

墳は春日社古墳と王ノ壇古墳だけであるが、今回の調査対象地区では王ノ壇古墳の周溝の一部がかか

ることは予想されていた。また、試掘調査の段階で、すでに、新たな古墳を確認しており、その他に

も古墳の検出される可能性は充分にあった。調査の結果、王ノ壇古墳を含めて 6基の古墳が確認され

た。新たに確認された古墳は大野田 5～ 9号墳とした。いずれの古墳も周溝のみであった。また、古

墳の他に、土坑墓も 1基確認された (第 124図 )。 これらの古墳・土坑墓は、基本層序で述べたように

古墳築造時期の微高地上に立地している。周溝の検出面は全てⅥ層上面である。古墳 。土坑墓の時期

は古墳時代中期後半である。以下、王ノ壇古墳を初めとして、その他は北から順に、検出した古墳・

土坑墓について説明する。

1.王ノ壇古墳 (第 125図 )

王ノ壇古墳については、これを『封内風土記』の東平王に関わる王壇とする見解もある。王ノ壇古

墳の調査に際しては、大野田古墳群中では墳丘の残る稀な古墳であり、調査対象地区よりも西側まで

拡張して、残存する墳丘の際近くまで調査した。この部分の調査にあたっては、土地所有者である板

橋氏の御理解 と御協力を得た。

[現状]墳丘の西半部分が残存している。水田耕作による変形を受け、不整な台形状になっている。

南北約15m。 東西約 7m・ 水田面からの比高約1.5mである。墳丘上の東部は一部弧状に削平された平

坦面となっており、この平坦面の西際沿いに倒れた 5基の石碑がある。庚申碑 (寛政12年 )、 山神碑

(文政 6年 )、 雷神碑 (天保 6年)と種子だけの無銘文板碑 3基がある。板碑の種子はバン2基・カン

1基である (仙台市史編さん委 :1998)。 中世の頂で後述するが、墳丘の西半部残存については意識的

に残した可能性がある。今回の調査以前の王ノ壇古墳の現状については、13年前の大野田古墳群の発

掘調査報告書 (結城・藤沢 :1987)で も報告されている。

[位置・立地]I区北部 (I～ M・ 52～ 61)に位置している。この地域の水田面は周辺よリー段低く

なっている。微地形観察では、この場所は縄文時代の河川による自然堤防状の微高地であり、周辺よ

りは高くなっていたはずなのではあるが、現状では周囲より低い水田となっていた。なんらかの理由

で、この地域全面を削平した後に水田化したようである。後述する中世の宗教関連遺構群の存在する

エリアであり、これらの遺構の地表での顕在を意識的に運滅させた可能性もある。周溝検出面の標高

は9.8～ 9.9mであり、現状でも周辺地域よりはやや高い地点に位置している。調査区西端墳丘際の深

掘 リトレンチでの地層観察では、本古墳の北半部は縄文時代河川跡堆積土 (砂礫層)上、南半部はⅥ

層上に墳丘が造られているようである。

[特徴・規模]周溝内縁径約19m・ 外縁径約27mの 円墳である。周溝の幅は 2～5.7mで、削平の影響

もあるが北半部が狭く、南半部が広い。周溝の断面形状は浅い丸底の皿状である。周溝の深さは、約
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第124図 古墳の分布
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A― A′

β100m ド10m

胸 庚申碑

層血 土   色 土  性 備 考

1 灰黄褐色(10YR4/2) ン)レ ト 埴輪片含む。

2 暗褐色(10YR3/3) ン)レ ト 埴輪片含む。

3 暗褐色(10YR3/41 粘土 地山粒黄褐色(10YR5/6)砂 質シルト混多。

4 黒褐色(10YR2/2) 粘 土 木炭粒混入 .

5 にぶい黄褐色(10YR4//3) 粘 土 地山粒混少。木炭粒混入。

6 黒褐色(10YR2/3) 粘土 地山小ブロック。木炭粒混多。

7 暗褐色(10YR3/41 粘 土 地山粒混多。

8 偶色(10YR4/6) 砂質シル ト 地山プロック混多。

税)

B― B′

層Ib 土    色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) 砂 粗砂混多。埴輪片含む。

黒褐色(10YR2/3) 粘 土 粗砂北半に多く混入。埴輪片含む。

黄褐色(10YR5/6) 粘土
地 山 プ ロ ッ ク 黄 褐 色 (10YR5/6)砂 質 シ
ル ト湿 多。

4 黒褐色(10YR2/2) 粘 土 地山粒 (粗砂)混少。木炭粒混多。

5 黒褐急 10YR3/2) 砂質シル ト 細砂混多。(南方地山崩壊土。 )

6 黒褐色(10WR2/2) 砂 粗砂。(北方地山崩壊土。 )

C― C′

層臨 土   色 土  性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) ン,レ ト

2 黒褐色(10YR3/2) 粘 土
貢 褐 色 (10YR5/6)砂 質 粒 ン ル ト(地 山 粒 )

3 黒褐色(10YR2/3) 粘土

4 暗褐色(10YR3/3) 粘 土

5 にぶい黄褐佳(10YR4/3j 粘土 蘇編癌皇翠YR5/6)砂 質ンルトプロック(

6 黒褐色(10YR2/2) 粘土 木炭粒混多。焼土粒部分的に混じる。

にぶい黄褐徴 10■R4/3) 砂質ンル ト

第125図 王ノ壇古墳
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番 号 種   別 層  位 特 徴
法  量 (cm) 凸 帯 (cm) ハケメ (cm)

写真図版 登録番号
口径 頸 径 底径 器 高 上幅 下 lB 高 さ 外 面 内面

1 円筒埴輪 3層 厚さ10～ 1 2cm(1lcm)ス ヵシ孔径(5 6cm) (225) 5 129-1 S-2
2 円筒埴輪 2層 厚さ1 3cm (163) 8 9 129-2 S-1

3 朝顔形埴輪 3層 外面 :タ テ方向のハケメ 内面 :ヨ コナデ (回 縁 ) S-7
4 埴  輪 6層 外面 :ヨ コナデ            (日 縁) S-6
5 埴  輪 1層 外面 tヨ コナデ 内面 :ヨ ヨナデ キザミあり (口 縁 ) S-5
6 埴  輪 3層中 外面 :ヨ コナデ            (凸 帯) S-23

7 埴  輪 1層 (凸帯 ) S-13

8 埴  輪 外面 :ヨ コナデ            (呂 帯) S-15

9 埴  輪 1層 外面 :ヨ ヨナデ 内面 :縦位ナデ     (凸 帯 ) S-14

埴  輪 1層 外 画 :タ テ方 向のハ ケ メ ヨヨナ デ  内面 :縦位 S-24

埴  輪 外面 :タ テ方向のハケメ        (基 部 ) S-10

12 埴  輪 外面 :タ テ方向のハケメ        (基 部 ) S-9

埴  輪 2層 外面 :沈線あり S-46

埴 輪 内面 :縦位ナデ            (基 部 ) S-12

埴  輪 外面 :タ テ方向のハケメ 内面 :縦位ナデ (基部) S-11

第126図 エノ壇古墳出土遺物



10～ 90cmと 落差がある。これは、周溝北東部分 (」 55)が浅く土橋状になっているためであり、この

部分を起点として北・南へ次第に深くなっている。土橋状の深さの浅い部分は、古墳築造や古墳埋葬

儀礼あるいは古墳築造後の祭祀などに関わる通路としての性格をもつ部分の可能性なども考えられよ

うか。堆積土は 6層 に細分される自然堆積土である。西壁南部A― A′ 断面を観ると、2層上面か ら古

代の小溝状遺構群が掘 り込まれており、その後の堆積でほぼ埋没が終了している。古代の小溝状遺構

群の時期には、周溝部分が浅い窪地として残っていたようである。また、この小溝状遺構群は周溝内

縁の内側・墳丘部分では認められないことから、小清状遺構群を造った頃には、古墳の墳丘は存在 し、

小溝状遺構群の造成も古墳を破壊しないで行われたことが分かる。

[出土遺物]956点の埴輪片が出土している。主として 1～ 3層の堆積土上層部からの出土である。図

15

● 埴輸出土地点 17

糧∂

農10m

P′ 10m

一
　

　

１ １

一
　

　

‐３

協)

層臨 土    色 土  性 備 考

ユ 黒褐色(10YR3/2) ン,レ ト 埴輪片含む。

2 黒褐色(10YR3/2) 粘土質シルト 埴輪片含む。

3 にぶい黄褐急 10YR4/31 粘土質シル ト

4 黒褐色(10YR2/2) 粘土質シル ト 中央部に炭化物粒を多 く含む。

5 褐色(10YR4/4) 粘土質シル ト
マ ウ ン ドの崩 壊 上。 LⅥ上 をプ ロ ッ クで
含む .

第 127図 大野田 5号墳
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番号 種  別 層  位 特 徴
法  量 e血 ) 凸 帯 (cm) ハケメ (cm)

写真図版 登録番号日径 頸 径 底 径 器 高 上幅 下 幅 一局 外 面 内面
1 円筒埴輪 No4-括 只亮ワ晃漑 g隻白:舒慧(・ 2cm)基部1 5cm

155 444 6 5 130-la S-4
2 円筒埴輪 No 6-括 冥亮多子[をよB授社無

)
(272) 7 6 129-8 S-6

3 円筒埴輪 Nol― 括 厚 さ円筒部 1 lcm基部2 0cm (201) 07 5 129-5 S-1
4 朝顔形埴輪 No7-括 肩部厚 さ11～ 15cm(13cm) (100 6 129-9 S-7
5 朝顔形埴輪 No2-括 日縁～屈曲部厚 さ08～ 1 0cm(0 9cm) (380) (130) 10 7 6 129-6 S-2

第128図 大野田5号墳出土遺物 ①



番 号 種  別 1 層 位 特 徴

1 朝顔形埴輪 I No5-括 厚 さ円筒部10～ 1 5cm(1 3cm)口 縁～頸部
08～ 14(1 lcm)ス カン7し 径70× 8 2cm

法  量 (cm) 凸 帯 (cm) ハケメ (cm)

口径 頸径 1 底径 器 高 上幅 下幅 高 さ 外 面 内面

(172) 5～ 7

写真図版 登録番号

131-la S-5

]

番号 種  別 層  乾 特 徴

2 朝顔形埴輪 No 3-括 厚さ08～ 1 5cm(1 2cm)ス カシ孔6 7cm

法  量 (cm) 凸 帯 (側 ) ハケメ (cm)

口径 頸径 底径 器 高 上幅 下幅 高 さ 外面 内面

(395) 6

写真図版 1登録番号

132-la S-3

0                  10cm
(%)

150
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番 号 種  別 層 位 特 徴
法  量 (cm) 凸  帯  (cm) ハケメ (Cm)

写真図版 登録番号
口径 頸 径 底径 器 高 上 幅 下 幅 高 さ 外 面 内面

1 円筒埴輪 2層 外面 :タ テ方向のハケメ        (口 縁 ) S-19

2 円筒埴輪 1層 (日 縁 ) S-29

3 円筒埴輪 方 向 のハ ケ メ             (口 縁 )
S-28

4 埴 輪 外面 :ヨ コナデ (凸帯) S-35

5 埴 輪 1層 外面 :タ テ方向のハケメ 内面 :縦位ナデ (凸帯 ) S-42

6 埴 輪 外面 :タ テ方向のハケメ      (ス カシ孔 ) S-78

7 埴 輪 外面 :タ テ方向のハケメ      (ス カン孔 ) S-79

8 埴 輪 外面 :タ テ方向のハケメ        (基 部 ) S-30

9 埴 輪 (基部 ) S-31

埴 輪 外面 :タ テ方向のハケメ 内面 :縦位ナデ (基部 ) S-32

第130図  大野田5号墳出土遺物 ③



示した埴輪は円筒埴輪と朝顔形埴輪である (第 126図 )。 1の 円筒埴輪は赤色塗彩されており、この埴

輪は表面の象↓落が著しい。 2の 円筒埴輪の断面中央部の色調は須恵器的である。 3～ 15は 日縁部・凸

帯郡 。基部の破片資料である。朝顔形埴輪の出土は少ない。

2.大野田5号墳 (第 127図 )

[位置・立地]Ⅲ 区北部 (D～ H・ 12～ 16)に位置し、標高9.8～ 9.9mのⅥ層上面の微高地上に立地

している。本調査前の試掘調査で確認されていた古墳であり、試掘時に西部の周溝の一部を破壊して

いる。

[特徴 。規模]周溝内縁径H.5m・ 外縁径18mの 円墳である。周溝の幅は1.5～ 3mで、北西部が狭

い。周溝の断面形状は浅い丸底の皿状である。周溝の深さは、試掘調査で削平された西部を除いて約

50～60cmと ほぼ一定している。堆積土は 5層 に細分される自然堆積上である。周溝堆積± 1層を古代

の小溝状遺構群が切っている。小溝状遺構群は墳丘部分では認められない。

[出土遺物]1,496点の埴輪片が出土している。細片は 1・ 2層からの出土が多く、一括資料 (7ヶ所)

は 3～ 5層の出土である。図示した埴輪は円筒埴輸と朝顔形埴輪である (第 128～ 180図 )。 ほぼ完形に

復元できたものも比較的多く、大野田古墳群では良好な資料である。 (第 129図 1)の朝顔形埴輪は円

筒部のスカシ孔が交叉して 2段になっている例である。郡山低地の埴輪では初めての確認である。本

古墳の埴輪は、藤沢 敦氏による郡山低地の埴輪編年 (結城・藤沢 :1987)の 古相段階のものである。

3.大野田6号墳 (第 132図 )

[位置・立地]V区 中央部 (A～ E・ 79～ 84)に位置し、標高9。 7～9.9mのⅥ層上面の微高地上に立

地している。

[特徴 。規模]周溝内縁径約10m・ 外縁径約14mの円墳である。周溝の幅は 1～ 2.5mで、平面的に上

端の凹凸が著しい。周溝の断面形状は浅い丸底の皿状の部分や逆台形の部分など場所による違いが顕

著である。周溝の深さは20～ 50cmと全体的に浅いが、特に、南西部分 (D83)が浅くなっている。底

面は滑らかではなく、段のつく場所や細い溝状に落ち込む場所もあリー様ではない。また、底面・壁

帥
レ

‐０

ヨ

◇―
‐

―

心

0       3 Cm

―

     (%)

番 号 種  別 層  位 外 面 内 面 残   存
法   量 (cla)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器高

土師器椀 横ナデ、ヘラケズリ後ナデ ヘラナデ 日縁 体部 2/3 129-4 C-1

2 須恵器甕 底部切 り離 し不明 底部のみ E-1

番 号 種  別 層  位 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚 さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

3 石製模造品 有孔 円板 孔径0 2cm (21) 千枚岩 129-3 Kd-63

第131図 大野田 6号墳出土遺物



浴
′
98m

L

79

80

81

82

83

84

挽D

0上師器出土地点

FD′98m

笏

A一 A′

層血 土   色 土  性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) ン,レ ト 粘性しまりなし。黒味強い。

2 黒褐色(75YR3/1) ン,レ ト 粘性 しま りな し。 黒 味強 い。 周濤 全 域 に

3 にぶい黄褐息 10YR4/31 シ,レ ト 粘性 しまりなし。黒味強い。

4 にぶい黄褐疸(10YR70 シ,レ ト 黄色味強 く、明るい。

5 にぶい黄褐憲 10YR4/31 ン,レ ト 粘性しまりなし。黒味強い。

にぶい黄褐窪(lllYR5/41 ン,レ ト

7 にぶい黄褐色(lCIYR5/4j シ,レ ト

C― C′

層血 土   色 土   性 備 考

1 にぶい黄褐包 10Ⅵもん ) シ,レ ト 粘性・ しま りあ り。

2 にぶい黄褐低 10YR5/4j シ,レ ト ル トのプロック混える。

3 黒褐色(75YR3/1) シ,レ ト

4 褐色(10YR4/4) シ,レ ト 粘性。しまりあり。

5 にぷい黄褐包 10YR5/0 シ,レ ト やや砂質。大粒の黄橙色(10Y良 8/6)シル

6 にぶい黄褐色(10YR4/3j シルト 粘性・ しま りあ り。

B― B′

層rb 土   色 土  性 備 考

1 にぶい黄褐急 10YR5/4j シ,レ ト

2 黒褐色(75YR3/1) シ,レ ト 周溝全域に分布する層。

3 にぶい黄褐低 10YR5/3j シ,レ ト

4 にぶい黄褐憲 lCIYR5/41 シル ト

5 暗褐色(10YR3/3) シ,レ ト 粘性・ しま りあ り。やわ らかい。

D― D′

層rb 土   色 土  性 備 考

1 黒褐色(75YR3/1) シ,レ ト 粘性・しまりあり。周溝全域に分布する層。

2 黄褐色(10YR5/6) シ,レ ト 粘性・ しま りあり。

第132図 大野田 6号墳
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面では径20～ 40cm。 深さ 5～30cmの 不整円。楕円形のピットが100個近く検出されている。その分布に

規則性は認められない。調査時は木製埴輪の樹立痕跡の可能性も想定されたが、建物の柱穴と同様の

柱痕跡が確認されたものもない。このピットの性格は、断定できないが周溝掘削に伴う痕跡の可能性

を考えておきたい。以上のような周溝の特徴からは雑な周溝掘削の様子が復元される。堆積土は大き

く4層に細分される自然堆積土である。周溝堆積± 1層を古代の小溝状遺構群が切っている。小溝状

遺構群は墳丘部分では認められない。

[出上遺物](第 131図 )埴輪の出土はない。周溝北東部 (C79)の底面直上から底部を打ち欠いた土

師器椀 1点が正位状態で潰れて出土している。近くからは石製模造品 (有孔円板)1点 も出土した。

その他、堆積土上部で土師器甕底部が見つかっている。他に遺物はない。土師器椀の時期は中期後半

である。

4.大野田7号墳 (第 134図 )

[位置・立地]Ⅵ区南東部 (A′ ～ E・ 94～ 99)に位置し、標高9。 8～ 10mのⅥ層上面の微高地上に立

地している。西に隣接して大野田 8号墳がある。

[特徴・規模]周溝内縁径約10m。 外縁径約14mの 円墳である。周溝の幅は1.2～ 2.2mで、南東部が

狭い。周溝の断面形状はV字形に近い部分が多い。周溝の深さは40～ 50cmでほぼ一定している。堆積

土は大きく4層 に細分される自然堆積土である。堆積± 1層 を古代の小溝状遺構群が切る。小溝状遺

構群は墳丘部分では認められない。また、小溝状遺構群よりも古い古代の溝 SD6Hも墳丘部分に伸び

ずに、墳丘を避けて屈折している。

[出土遺物](第 133図)堆積± 1層から埴輪片42点が出土している。出土地点をみると、多くは大野

田8号墳に近い西部周溝から出土している。ここでは、本古墳出土の遺物として提示するが、この埴

輪は大野田 8号墳に伴うものであろうと推定される。この埴輪片以外の遺物の出土はなく、本古墳に

伴う遺物は認められない。なお、東部拡張区 (A′ 96)の周溝堆積± 1～ 2層に突き刺さった状態で石

棺の一部と考えられる板状の石 (長軸70cm・ 短軸50cm。 厚さ 5 cm)力 検ゞ出された。出土状況から、後

世の墳丘の削平時に周清内に減 り込んだものと考えられる。

10cm
(/)

勝

３

番 号 種   別 層  位 特 徴
法  量 (cm) 凸 帯 (cm) ハケメ (cm)

写真図版 登録番号
口径 頸 径 底 径 器 高 上幅 下幅 高 さ 外面 内面

朝顔形埴輪 1層 頸部 厚さ07～ 1 2cm(10cm) (129) (157) 13 9 29-1よ S-34

2 朝顔形埴輪 1層 外面 :タ テ方向のハケメ、ヨヨナデ  (凸帯 ) S-86

3 埴輪 1層 外面 :ヨ コナデ          (凸 帯) S-91

第 133図 大野田 7号墳出土遺物
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大野田 9号墳

7号墳A― A′  B― B′

層雌 土 色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR3/2) シ,レ ト 粘性あ り。 しま りあ り。上半部マンガ ン
粒あ り。褐色(10YR4/4)ン ル ト粒混多。

2 黒褐色(10YR2/3) シフレト 粘性あ り。 しま りあ り。炭化物粒混少。
褐憲 10YR4/49シ ル ト粒診 、黒味強い。

3 にぶい黄褐笹(10YM3) シリレト 箔七台品とRちあ多身イジでV舞蜜格
色 (■ OYR3/2)ン ル ト粒 混 多 .

4 褐色(10YR4/4) 砂質シル ト
粘性あり。しまりあ り。褐憲 lllYR写 0ブ
ロックに黒褐色(10YRy2)シル ト混寃

7号墳C― C′

笏 多
笏

大野田7号墳⑥

層rb 土 色 土   性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) シルト
し ま りや や あ り。粘 性 あ り。床 化 物 小 礫
褐 色 (IOYR4/4)粘 土 質 ン ル ト籍 Ifaり 状
に 含 む 。

2 黒褐色(10YR2/2) シリレト 霊 含 む 。 褐 色 (工 OYRク 4)粘 土 質 ン ル ト小
プ ロ ッ ク 含 む 。

3 暗褐色(10YR3/4) 粘翌賢シル ト
しまりややあり。粘性あり。炭化物少量含
む。褐急 10YR4/4jシル ト霜降り状含むL

4 にぶい黄褐色(10ЧR73) 粘翌質シルト
しまりな し。粘性あ り。炭化物少量含む。
黒褐色(10YR2/2)シ ル ト土粒少量含む。

7号墳D― D′

層r6 土 色 土   性 備 考

黒褐色(10YR3/2) シ,レ ト 連嫁ZP務七清線 ちИ
～
光で通滝雲}

2 黒褐色(10YR2/3) ン,レ ト 鱒触 諸元色善́1筆

醒少

3 褐色(10YR4/4) ン,レ ト 粘性あ り。 しま りあ り。

4 黒褐色(10YR2/3)

5 暗褐色(10YR3/3) ン,レ ト 粘性あり。 しま りあ り。褐色(10YR4/4)
シル ト粒混多。

6 にぶい黄褐佳(10YR4/3) ン,レ ト

7 褐色(10YR4/4) 砂質シル ト 夢砦9後に驚 島ヤ彎 跳努,や4建

8号墳A― A′  B― B′

層16 土 色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR3/2) ン,レ ト 粘性あ り 。しま りあ り。地山微粒混多。

2 黒褐色(10YR2/2) シリレト 粘性あ り。 しま りあ り。地山粒混多。

3 褐色(10YR4/4) ンフレト

4 褐色(10YR4/4) ンフレト

8号墳D― D′  E一 E′

層聴 土 色 土  性 備 考

1 暗褐色(10YR3/4) ン,レ ト しまりあ り。粘性やや あ り。炭化物褐色
(10YR4/6)シ ,レ トブ ロック含む _

2 黒褐色(10YR2/3) 粘土質シル ト しまりあ り。粘性やや あ り。炭化物含む。

3 褐色(10YR74) ン,レ ト しまりなし。粘性ややあ り。

褐色(10YR4/6) ン,レ ト

大野田8号墳④
9号墳A一 A′

層 臨 土 色 土  性 備 考

褐色(10YR74) ン,レ ト しま りや や あ り。 粘 性 や や あ り。 炭 化 物 マ ン

2 暗褐色(10YR3/4) シルト しま りや や あ り。 粘 性 や や あ り。 マ ンガ
ン粒 多 雲含 む。

3 暗褐色(10YR3/4) 粘土質シル ト
にぶ い黄 褐 色(10YR5/4)粘 土 質 シル ト混 在。し

156
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5。 大野田8号墳 (第 134図 )

[位置・立地]Ⅵ区南西部からⅦ区北西部 (E～ J・ 95～ 103)に位置し、標高9.8～ 10。 lmのⅥ層上

面の微高地上に立地している。東隣に大野田 7号墳がある。

[特徴・規模]周溝内縁径約18m・ 外縁径約23mの 円墳である。周溝の幅は 2～4.5mで、東南東部分

が狭い。周溝の断面形状は浅い丸底の皿状であるが、墳丘側の周溝の壁面のほうがなだらかである。

周溝の深さは30～ 65cmで、北半部が浅く、南半部が深い。堆積土は 4層 に細分される自然堆積土であ

る。堆積± 1層 を古代の溝 SD 611・ SD 716と 小溝状遺構群が切っている。小溝状遺構群は墳丘部分に

は及んでいない。

[出土遺物](第 136～ 144図)南西部 (」 101・ 102)の堆積± 1層中から土師器高杯 。須恵器杯が出土

している (第 139図 3・ 4)が、この遺物は本古墳に伴うものではない。土器の特徴から、Ⅸ区S1901

竪穴住居跡段階のものである。当時、窪地となっていた周溝に流入したものと考えられ、その時期に

この周辺地域でなんらかの活動が行われていたことを示す物的証拠でもある。小溝状遺構群は堆積土

1層 を切っており、それよりも前段階の資料である。本古墳に伴う遺物には埴輸・土師器壺がある。

埴輪の破片は2,185点 出土している。堆積土上半部の 1・ 2層からの出土が多い。一括資料 (7ヶ 所 )

は下半部の 3～ 4層の出土である。図示した埴輪には円筒埴輪と朝顔形埴輪がある。比較的大きく復

元されたものも多く、大野田古墳群では良好な資料である。藤沢編年の新相段階にあたるものである。

土師器壷 (第 139図 5)は北東部 (F96)の 周清底面からの出土である。体部上半のみが残存してい

る。ガラス小玉 (第 139図 6)は出土地点・層位が不明のもので、半分が欠損している。これは、本古

墳に伴うものかは不明である。

6。 大野田9号墳 (第 134図 )

[位置・立地]Ⅶ区中央部東端 (A′ ～A。 103～ 107)|こ位置し、Ⅵ層上面の緩斜面 (標高9.7～9,8

m)上に立地している。

[特徴・規模]周溝西端部分のみの検出である。周溝径は大野田 6・ 7号墳とほぼ同じ程度と推定さ

れる。周溝の幅は1.7m、 断面形状は浅い丸底の皿状、深さは約30cmである。堆積土は 3層 に細分され

る自然堆積土である。小溝状遺構群に切られているが、墳丘部分には及んでいない。

[出土遺物](第 145図)堆積± 1層から埴輪片 8点が出土している。調査部分が狭いことから、遺物

の出土は微量である。古墳の規模が小さく、同規模の大野田 6・ 7号墳に埴輪が伴っていないことか

ら判断すると、出土 した埴輪が本古墳に伴うものかどうかは不確かであり、埴輪をもたない古墳であ

る可能性の方が強い。本古墳出土として図示した埴輪は破片 3点だけである。
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番号 種   別 層  位 特 徴
法  量 (cm) 凸 帯 (cm) ハケメ (cm)

写真図版 竪録番号
回径 頸径 底径 器 高 上幅 下幅 一局 外 面 内 面

ユ 円筒埴輪 2層 厚さ08～ 1 0cm(0 9cm)ス カン孔径61× 6 7cm (402) 07 136-la S-15

2 円筒埴輪 2層 厚さ07～ 1 lcm(0 9cm) (291) (293) 134-5 S-11

3 円筒埴輪 1層 厚さ1 0cm スカシ孔径60cm (345) 07 0

4 円筒埴輪 [層 厚さ09～ 1 lcm(1 0cm) (230) と33-6 S-12

第136図  大野田8号墳出土遺物 ①
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番 号 種  別 層位 特 徴
法  量 (cm) 凸 帯 (cm) ハケメ (cm)

写真 図版 登録番号
口径 頸 径 底径 器 高 上幅 下幅 高 さ 外面 内面

1 円筒埴輪 2層 厚 さ 円筒 部 08～ 1 lcm(1 0cm)基 部 1 6cm ス カ シ
孔 径 64× 6 9cm (242) (176) (522) 135-la S-16

2 円筒埴輪 2層 厚さ07～ 11∝X09cm)、 スカシ孔径60× 67cm (351) 07 9 133-1 S-18

3 円筒埴輪 2層 厚さ08～ 1 0cm(0 9cm) (248) (192) 10 133-3 S-14

4 円筒埴輪 [層 厚さ07～ 1 lcm(0 9cm)、 スカシ孔径47× 5 7cm (278) 17 11 133-2 S-8

第137図  大野田8号墳出土遺物 ②
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番 号 種  別 層位 徴特
法  量 (cm) 凸 帯 (cm) ハケメ (cm)

年真図版 登録番号
口径 頸径 底径 器 高 上幅 下幅 一局 外 面 内面

1 朝顔形埴輪 (151) (170) (650) 9 8 137-la S-17

2 円筒埴輪 1・ 2層 厚さ 円筒部09～ 1lcm(1 0cm)基 部 1 8cm (214) 8^´ 12 133-5 S-97

3 円筒埴輪 1層 厚さ 円筒部 07～ 1 2cm(10cm)ス カシ孔径(5 1cm) (321) 9 7 lC4-3 S-96

第138図 大野田8号墳出土遺物 ③
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番 号 種  別 層  位 特 徴
法  量 (cm) 凸 帯 (cm) ハケメ (cm)

写真図版 登録番号
回径 頸 径 底 径 器 高 上幅 下幅 高 さ 外 面 内 面

1 朝顔形埴輪 1層 厚 さ08～ 1 2cm(10cm) (460) (220) 11 12 8 9 134-1 S-13
2 朝顔形埴輪 1層 厚さ08～ 1 lcm(1 0cm)ス カシ孔径 53× 6 7cm (146) (488) 07 11 9 134-2 S-18

番 号 種   別 層  位 外 面 内 面 残   存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

3 土師器高杯 1層 ヨコナデ、ヘラケズリ ヘ ラケズ リ、ヘラミガキ、黒色処理 口縁体部謀邸 2/3 (194) 128 139-3 C-2
4 須恵器杯 1層 底部 手持ちヘラケズリ 底部 破片 E-2
5 土師器壷 ヨコナデ、ヘラケズリ ヘラナデ 肩部のみ 1/3 C-45

番号 種  別 層  位 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

6 ガラス打ヽ玉 1層 破損 3分割 孔径 0 2clal (04) lg未満 Kd-64

第139図 大野田8号墳出土遺物 ④
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番 号 種   別 層位 徴特
法  量 (cm) 凸 帯 (cm) ハケメ (cm)

写真図版 登録番号
日径 頸径 底 径 器高 上幅 下幅 高 さ 外 面 内面

1 円筒埴輪 2層 外面 :タ テ方向のハケメ 内面 :縦位ナデ  (日 縁 ) S-319

2 円筒埴輪 l層 外面:ヨコナデ 内面:ヨ コナスタテ方向のハケメ (口 縁) S-118

3 埴輪 1層 外面 :タ テ方向のハケメ 内面 :縦位ナデ  (凸帯 ) S-331

4 埴輪 1層 外面 :タ テ方向のハケメ 内面 :縦位ナデ  (凸帯～基諭 134-6 S-95

第140図 大野田8号墳出土遺物 ⑤
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番 号 種  別 層位 特 徴
法  量 (cm) 凸 帯 (cm) ハケメ (cm)

写真図版 登録番号
口 径 頸径 底径 器高 上幅 下幅 高 さ 朱 面 内 面

1 埴 輪 1層 外面 :タ テ方向のハケメ 内面 :縦位ナデ    (凸 帝 ) S-92
2 埴 輪 1層 外面:ヨ コナデ               (凸 帯) S-94

3 埴輪 1層 外面 :タ テ方向のハケメ、ヨコナデ      (凸帯) S-329

埴 輪 1層 外 画 :タ テ方 向 のハ ケ メ、 ヨコナデ  内 面 :縦位 ナデ S-166

5 埴 輪 1層 外面 :ヨ コナデ               (凸 帯) S-220

6 埴 輪 2層 外面 :タ テ方向のハケメ           (凸 帯 ) S-337

埴 輪 2層 外面 :ヨ コナデ               (凸 帯) S-336

8 埴 輪 2層 外面 :ヨ ヨナデ               (凸 帯) S-155

第141図  大野田8号墳出土遺物 ⑤



的彰
番号 種  別 層位 特 徴

法  量 (clnl 凸 帯 (cm) ハケメ lcm)
写真図版 登録番号

回径 頸径 底 径 器 高 上幅 下 幅 高 さ 外 面 内 面

1 朝顔形埴輪 1層 外面 :タ テ方向のハケメ        (口 縁 ) S-108

2 朝顔形埴輪 1層 外 回 :タ ア 万 回 の ハ グ メ 、ヨ コ ナ テ  困 回 :ヨ コ ケ ア S-109

3 朝顔形埴輪 1層 外面 :タテ方向のハケメ        (凸 帯 ) S-98

朝顔形埴輪 1層 外面 :タテ方向のハケメ        (凸 帯) S-216

第142図 大野田8号墳出土遺物 ⑦
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番 号 種  別 層  位 特 徴
法  量 (cm) 凸 帯 (cm) ハケメ (cm)

写真図版 登録番号
日径 頸 径 底 径 器 高 上幅 下幅 高 さ 外 面 内面

朝顔形埴輪 1層 (凸帯 ) S-94

2 埴 輪 1層 外面 :ヨ コナデ            (凸 帯) S-338

3 朝顔形埴輪 1層 外面 !ヨ コナデ、タテ方向のハケメ   (凸帯) S-163

4 埴 輪 と層 外面 :タ テ方向のハケメ 内面 :縦位ナデ(凸帯) S-334

5 埴 輪 6層 外面 :ヨ コナデ           (凸 帯) S-330

6 埴 輪 l層 外面 :タ テ方向のハケメ        (凸 帯 ) S-339

7 埴 輪 [層 外面 :タ テ方向のハケメ 内面 :縦位ナデ(基部 ) S-328

8 埴 輪 2層 外面 :タ テ方向のハケメ 内面 :縦位ナデ(基部)

第143図 大野田8号墳出上遺物 ⑥
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番 号 種  別 層  位 特 徴
法  量 (cm) 凸 帯 (cm) ハケメ (cm)

写真図版 登録番号
日径 顕 径 底径 器 高 上幅 下幅 高 さ 外 面 内面

1 埴輸 1層 外面 :タ テ方向のハケメ 内面 :縦位ナ真 基部 ) S-93

2 埴輪 1層 外面 :タ テ方向のハケメ        (基 部 ) S-132

3 埴輪 1層 外面 :タ テ方向のハケメ 内面 :縦位ナデ (基部 ) S-135

埴輪 1層 内面 :縦位ナデ            (基 部) S-131

5 埴輪 1層 外面 :タ テ方向のハケメ 内面 :縦位ナデ(基部) S-326

埴輪
南 山 拓 外面 :タ テ方向のハケメ 内面 :縦位ナデ(基部) S-327

第144図 大野田8号墳出土遺物 ◎



7.SK 656土坑墓 (第 146図 )

[位置・立地]Ⅵ・Ⅶ区間の中央郡やや東寄 り (D100。 101)イこ位置し、Ⅵ層上面の微高地上に立地

している。大野田8号墳の南西部に近接して存在する。土坑長軸方向が大野田 8号墳に沿う。

[特徴・規模]当初、Ⅵ層上面での遺構検出作業では確認されなかった。Ⅵ区南端の側溝の断面観察

中に落ち込みを確認し、その後、面的に再検出されたものである。側溝掘削により、かなりの部分を

壊している。規模は長軸約2.5m。 短軸約80cm・ 深さ約50cmである。長軸方向はN42° 30′ Eである。底

面は平坦で、壁は垂直気味に直線的に外傾している。堆積土はⅥ層以下の層の上をブロック状に含む

人為的埋土である。北西部の堆積± 2層下部には赤色顔料 (ベ ンガラか)が分布している。骨は出土

していないが、土坑の形態・堆積土の状況 。赤色顔料の分布から墓跡と認定した。木棺痕跡は認めら

れない。

[出土遠物]ほぼ中央部東壁際の底面直上から両関の鉄製刀子が1点出土している (第 147図 )。

8.古墳に伴わない古墳時代の遺物 (第 148図 )

1～ 6は埴輪片、 7～ 10は土師器、11～ 13は須恵器、14は管玉である。古墳に伴わない埴輪片はⅥ

層より上層の基本層や古墳より新しい遺構から、Ⅵ・Ⅶ区を中心として約2,000点程出上している。い

ずれも細片である。ここでは、比較的大きいものとキザミや沈線のある特徴的なものを提示した。 7

の甕はⅢ区Ⅵ層上面検出のSD 304溝から出土している。器形・調整から前期後半のものと考えられる。

8も前期後半の器台である。大野田地区では前期の遺構。遺物は全体的に希薄である。 11は壺体部片、

12は器台脚郡片、13は甕体部片である。13の外面は縄ロタタキ、内面は無文で磨いたように滑らかで

ある。横沈線は無いが、広義の縄蒔文のものであり、非常に珍しい資料である。東北地方での出土例

はない。 3点の須恵器は本来古墳に伴っていたものであろう。



Ⅷπ

番号 種   別 層位 特 徴
法  量 (cω 凸 帯 (cm) ハケメ (cm)

写真図版 登録番号
回径 頸 径 底 径 器 高 上 幅 下 幅 高 さ 外 面 内面

1 円筒埴輪 1層 外面 :タ テ方向のハケメ      (口 縁～凸帯 ) S-278
2 円筒埴輪 1層 外面 :ヨ コナデ             (日 縁) S-277
3 埴 輪 1層 外面 :タ テ方向のハケメ 内面 :縦位ナデ S-284

第145図  大野田 9号墳出土遺物
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第146図  Ⅵ区SK656土坑墓

層配 土   色 土   性 備 考

I 褐色(10YR70 シ)レ ト 褐色(10YR4/4)シ ル トブ ロック多 く入
る。 (ビ ッ ト状 )

2 にぶい黄褐窪(10YR5/41 シ,レ ト 世
ル 小プロックやや入る。

3 にぶい黄褐急 10YR5/4j シ,レ ト

∇三        二9

1

0             5 Qn

―

         (%)

番 号 遺構 :層位 種別 特 徴

と SK656 2層 刀 子 木質部がわずかに残る

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cln) 重量(g) 写真図版 登録番号

129-7 N-216

第147図 Ⅵ区SK656土 坑墓出土遺物
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番号 遺 構 :層 位 種  別 特 徴
法  量 (cm) 凸 帯 (cm) ハケメ (cm)

写真図版 登録番号
口径 頸 径 底 径 器高 上幅 下幅 高 さ 外面 内面

1 SX101池 跡  1層 埴輪 外面 :タ テ方向のハケメ (基部 ) S-553

2 SD712 1層 埴輪 外面 !タ テ方向のハケメ (凸帯 ) S-373

Ⅷ区Ⅲ層 埴輪 外面 :タ テ方向のハケメ (基部 ) S-294

SD703 1層 埴 輪 (凸帯 ) S-303

5 Ⅶ区 Ⅱ層 埴 輪 沈練あ り S-552

Ⅷ区 Ⅱ層 埴輪 沈線あ り S-551

番号 遺 構 !層 位 種   別 外 面 内 面 残   存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

7 SD304 1層 土師器甕 ヨヨナデ。ハケメ、ヘラケズリ ハケメ後ヘラケズ リ、ヘラナデ 口縁体部底部1ん (173) (255) C-1仏 43

Ⅳ区小溝 堆積土 土師器器台 ヘラミガキ ハケメ、ヨコナデ 脚部のみ C-44

Ⅵ区Ⅵ層上 土師器壺 ヘラケズリ ナデ 底部のみ C-46

10 V tt V層 土師器喪 体部～底部 1/3 C-52

I区小溝 須恵器壺 回転ハケメ、回転ヘラケズ リ 体部破片 E-15

12 SD201 1層 須恵器筒形器台 体部破片 (100) E-19

[3 SD201 1層 甕 縄タタキロ(縄薦文) 無文 アテ ロ 体 部 E-18

番号 遺 構 :層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

14 SD102 管 玉 孔径4mm デイサイ ト
質凝灰岩

129-10 Kd-69

第148図  遺構に伴わない古墳時代の遺物
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Ⅷ 古代の遺構と遺物

概要

古代の遺構は、 I～ X区全域で確認されている。竪穴住居跡・小溝状遺構群 。溝・水田跡 。河川跡

などがある。古代の遺構の掘 り込み面はV層上面と考えられるが、遺構の検出はⅥ層上面のものが多

い。堅穴住居跡は 2軒のみである。Ⅱ区とⅨ区で各 1軒検出されているが、各々の地域でも独立して

存在しており、群として集落を構成している可能性は少ない。その性格が注目される。小溝状遺構群

は全調査区で確認されている。竪穴住居跡と重複しており、それよりも新しい。小溝状遺構群は分布

域・方向 。重複状況などから、調査区を越えて群としての把握が可能な地域もある。溝はⅢ区・Ⅵ～

Ⅷ区で検出されている。中には何らかの区画溝と考えられるものもある。水田に関わる遺構は小溝状

遺構群より上層で確認されている。 I～ V区では、Ⅲ層に灰白色火山灰を含み、下部に酸化鉄集積層

が認められ、Ⅵ区ではV層上面で筋状の溝が一定エリアで確認され、Ⅸ区では、Ⅲ層に灰白色火山灰

を含み、灰白色火山灰を含む筋状の溝も確認されている。いずれも、畦畔は確認されていないが水田

耕作に伴う痕跡と推定される。河川跡はⅧ～X区で確認されている。古代の遺構の新旧関係を整理す

ると、大きくは、①竪穴住居跡・溝→②小溝状遺構群・溝→③河川跡→④水田耕作痕跡である。

1.堅六住居跡

(1)S1201住居跡 (第 149図 )

[位置・立地]Ⅱ 区東部中央 (A～ B。 36～ 38)に位置する。Ⅵ層上面検出である。標高9.8mのⅥ

層上面の東西に伸びた微高地上に立地している。

[重複・遺存状況]月 溝ヽ状遺構群と重複し、それより古い。南半部は畑の深耕により、削平されてい

るが、北半部は北西部に壁面の崩落が認められるものの遺存状況は良好である。 トンネル式のカマ ド

煙道部が残り、住居跡の深さもある。

[平面形・規模・方向]東西約 5m。 南北約4.8mの ほぼ方形である。主軸方向はNl° Eで、ほぼ真

北方向である。

[堆積土]10層 に細分されるレンズ状堆積の自然堆積土である。 1～ 6層は住居全域に、 7～ 10層 は

住居崩落土を含み壁際に堆積している。遺物は各層および床面から出土しているが、周辺に竪穴住居

跡がないことから全ての遺物が本住居跡に伴う遺物と考えられる。

[壁面]Ⅵ層を壁とし、垂直気味に立ち上がる。保存状態の良い北東部での壁高は約60cmである。

[床面]中央部から周縁部に向かって緩やかに傾いている。床面は貼床である。周縁部を除き大部分

が硬化している。床面 2ヶ所に骨粉を含む焼土・炭化物が分布している。貼床は、周縁部では住居掘

り方埋土上に、その他中央部周辺は住居掘 り方底面Ⅵ層上に約 5 cm程 貼つてある。住居掘り方は深さ

約15～ 30cm・ 幅約90cmで、周縁部に認められる。

[カ マ ド]カマ ドは北壁ほぼ中央部にある。燃焼部側壁と煙道部が残っている。燃焼部幅は焚き田部

約55cm・ 奥壁部約25cm、 奥行きは約50clIで ある。側壁は砂質シル トにより構築されている。底面はほ
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層lb 土 色 土   性 備 考 層lb 土 色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/3) ン,レ ト 木炭粒、焼土粒若千混入。 褐灰色(75YR4/1) 砂質シル ト
灰、焼土粒、焼土プロック、骨片混多、 し
め り気強 く、ベタベタしている。

2 黒褐色(10YR2/2) シリレト 木炭、焼土をブロック状に多量に含む。 黒褐色(75YR3/2) 砂質シル ト
10YR4/6地山ブロック、25YR2/1象j落土
を含む。

3 暗褐色(10YR3/3) 砂質シル ト 10YR4 6砂 質シルト細 山Dを多量に含む。 極暗褐色(75YR2/3) 砂質シル ト
10YR76地 山小ブロック。25YR2/1剖 落
土混多。全体的に細砂を混入。

4 黒褐色(10YR2/2) 粘土質シル ト 10YR4/6(地 山土)ブ ロックを若子含む。 カマド横断面 D一 D

貯蔵穴状ピットA一 A′

5 暗褐色(10YR3/4) 砂質シル ト
10YR4/6ブ ロック+10YR2/2粘土質シル
トブロックを多量に含む。

6 暗褐色(10YR3/3) 砂質シル ト
η5の 混入土 と同じだが量少な く、砂質が
強い。

黒褐色(10YR3/2) 砂質シル ト 10YR2/2粘土をブロックに含む。

8 にぶい黄褐色(10YR4/3) 砂質シル ト 木炭粒、焼土粒を若干含む。

9 褐色(10YR4/4) 砂

10 黒褐色(10YR2/2) 粘翌質ンルト 10YR4/6砂質シル トをブロックに含む。

11 にぶい黄褐色(10YR4/3) 粘土質ンルト
下面が焼けているため天丼or側壁の崩落上
である。

第149図  Ⅱ区S1201佳居跡



ぼ平坦である。奥壁は約20cmの 高さで直立気味に立ち上がる。燃焼部底面・側壁 。奥壁は火熱を受け

赤変・硬化している。煙道郡は遺存状態が良好で、燃焼部奥壁からⅥ層をトンネル式に掘 り抜き、先

端部には煙出しピットをつけている。煙道部の断面形はほぼ方形で、幅は約20cm。 長さ約1.9mで ぁ

る。煙出しピットは一辺約20cmの 隅丸方形で、深さは約40cmである。煙道部 。煙出しピットの壁面は

火熱により赤変・硬化している。なお、カマ ド燃焼部底面下の掘り方埋土中には灰・焼土を多量に含

んでおり、カマ ドの造り替えがあった可能性がある。

[柱穴]床面から6個のピットが検出された。その中のPl～ P4は、位置・規模から主柱穴と考え

られる。掘 り方上端の径は約60cmで、深さは、Pl(約 65cm)。 P2(約48cm)・ P3(約 54cm)・ P4

(約50cm)で ある。いずれの柱穴からも、直径約20～23cmの 柱痕跡が確認されている。カマ ド燃焼部

右側壁の東脇にあるP12は、直径約30cmの 円形で深さ約15cmの皿状のものである。

[土坑]住居北東隅、カマ ドの東側に位置している。いわゆる貯蔵穴状ピットである。長軸約60cm・

短軸約50cmの 楕円形で、深さは約32cmである。堆積土は4層認められた。 1層は住居内堆積±8a層

である。 3・ 4層は灰・焼土を主体とするカマ ドに関連する土である。 2層はカマ ド側壁と同じ砂質

シル トである。そして、 2～ 4層は人為的埋土である。各層の特徴とカマ ド燃焼部底面下の灰 。焼土

の存在から総合的に判断すると、住居使用中にカマ ドの造り替えが行われ、その時の残津物を本土坑

に捨てて埋め戻した後、新しいカマ ド燃焼部側壁と同じ砂質シル トで蓋をしたものと考えられる。前

述したP12も 同様の堆積状況を示しており、同様に埋め戻されたものである。

[周溝]本住居跡の周溝は、通常の周溝とは異なり、幅の狭い黒色土が帯状に住居壁際を巡っていた。

この黒色土帯はカマ ド部分を除く住居四辺の壁際に沿って認められた。幅は約 4～ 8 cm、 深さは約12

～20cmで ある。この黒色土帯は壁板材の痕跡と考えられる。壁板材の掘り方は認められず、住居掘り

方埋土中に据えられている。

[壁柱穴]住居壁から6個のピットが検出された。住居南壁東半では約65cmの 間隔で 2個、西壁では

約1.3mの 間隔で 3個、北壁では西隅寄 りに 1個である。床面からの深さは、 P6(約 36cm)。 P7

(約40cm)。 P8(約32cm)・ P9(約42cm)・ P10(約 32cm)。 PH(約24cm)で ある。いずれのピットか

らも円形の柱痕跡 (直径約 9～ 12cm)が検出されている。これらはいわゆる壁柱穴であるが、相対す

る位置に対になる柱穴は無く、規則性が読み取れない。断面観察から推定される壁柱穴の設置手順は

次のようになる。①住居掘り方を掘ると同時に壁柱掘 り方を住居掘り方底面より深く掘る。②壁柱掘

り方に柱を入れ、住居掘り方底面のレベルまで壁柱掘り方を埋め戻す。③②までの壁柱掘り方埋土の

上に、住居掘 り方埋土をかぶせる。④壁柱穴より内側の住居掘り方埋土内に壁板材を設置する。⑤壁

板材の裏側に裏込め土を入れながら、床面より上方の壁柱穴掘り方も埋め戻す。

[その他の施設]P5は 住居南壁際の中央部、カマ ドの反対側に位置している。長軸約50cm・ 短軸約

35cmの精円形で、床面からの深さは約50cmで ある。このピットからは直径約10cmの柱痕跡が 2本確認

された。柱痕跡は、ピット長軸上に約15cmの間隔をおいて並んでいる。位置や特徴から、梯子状の出

入り口に関連する施設の痕跡と考えられる。

[出土遺物](第 150～ 152図)床面・貯蔵穴・堆積土などから、土師器・須恵器・石製品 。鉄製品が
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番 号 遺 構 :層 位 種   別 外 面 内 面 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

S1201 3層 土師器杯 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 口縁～体部 1/5 (30) C-30

2 S1201 床面 土師器杯 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 口縁～体部～底部2/3 (96) 138-1 C-14

3 S1201 1層 土師器杯 ヨコナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 口縁～体部V5 (84) (29) C-26

4 S1201 掘方埋土 土師器杯 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 口縁～体部 1/5 (99, C-24

5 S120 3層 土師器杯 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 口縁～体部～底部 1/2 (95) C-3

6 S1201 2層 土師器杯 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 日縁～体部 1/4 ( 81) C-28

7 S1201 1層 土師器杯 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 日縁～体部 1/4 (90) C-25

8 S120 床 面 土師器杯 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 日縁～体部～底部3/4 (119) 188-2 C-10

9 S120 床 面 土師器杯 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 日縁～体部～底部 1/2 (134) 44 C-15

0 S120 掘方埋土 土師器杯 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 口縁～体部 1/4 (135) C-29

11 S120 1・ 3層 土師器杯 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 日縁～体部 1/4 (140) C-27

S1201 6層 土師器杯 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 ほぼ完成品 138-狛 C-8

S120 床 面 土師器椀 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 ほぼ完成品 138-5 C-12

S120 3層 土師器椀 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 口縁～体部～底部 1/3 (161) 138-3 C-2

5 S120 床 面 土師器杯 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 口縁～休部～底部 1/2 (159) 88 138-7 C-4

S120 3層 土師器椀 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 日縁～終部 1/5 (163) C-23

17 S1201 3層 土師器高杯 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 回縁～体部 1/2 (191) 138-9 C-1

S1201 床面 土師器椀
ココナテ・ヘフグス リ俊ヘラ ヘラミガキ・黒色処理 日縁～体部 1/2 (171) (76) 138-6 C-5

S1201 3層 土師器高杯 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラミガキ・ヨコナデ 脚部のみ 1/4 (126) 138-10 C-13

3層 須恵器杯 底部手持ちヘラケズ リ ロクロナデ 口縁～体部～底部 1/3 (108) 138-8 E-1

第150図 Ⅱ区S1201住居跡出土遺物 ①
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番 号 遺 構 :層 位 種  別 外 面 内 面 残  存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

S1201 1,2・ 3層 土師器高林 ヘラケズリ・ヨコナデ ヘラケズリ・ヨコナデ 脚部のみ 1/2 (118) 138-11 C-19
2 S120 1・ 3層 土師器高杯 ヘラケズリ ヨコナデ ヘラケズリ・ヨヨナデ 脚部のみ C-18
3 S1201 床面 土師器甕 ヨコナデ後ハケメ ヨヨナデ 日縁のみ C-20
4 S1201 2層 土師器鉢 ヨコナデ・ヘラナデ ヘラケズリ ヨコナデ・ヘラナデ 口縁～体部 1/4 (60) 1[B-12 C-16
5 S1201 床面 土師器甕 ハケメ・木葉痕 ヘラナデ 体部～底部のみ C-11
6 S1201 2層 土師器鉢 ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ 日縁～体部 1/5 (124) C-22
7 S120 と層 土師器甕 ヘラケズ リ・木葉痕 ナデ 底部のみ C-21

8 S1201 2・ 3層 土師器甕 本 茶 痕
ヘラナデ・ハケメ・横ナデ (181) (65) 139-1 C-7

9 S1201 3・ 8層 土師器鉢
テナ

痛
コ
義

ヨ
六 ヘラナデ 雑

必
口
部 (124) 138-14 C-9

S1201 3層 土師器鉢 ヨコナデ・ヘラケズリ・木葉痕 ヨコナデ・ヘラナデ
口縁 ～ 体 部 ～ 底

(156) 138-13 C-6

番 号 遺 構 :層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

11 S1201 南周溝 釘 (59) 05 139-4 N-189
S1201 2層 刀子 (29) 035 N-188

第151図  Ⅱ区S1201住居跡出土遺物 ②
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番 号 遺 構 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚 さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

1 S1201 床面 ガラス玉(小 ) (孔径2mm) がラス 139-6 Kd-65

2 床 面 ガラス玉(大 ) (孔径2mm) 07 ガラス 139-7 Kd-66

番 号 遺 構 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(伽 ) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

3 S1201 床 面 切子玉 (孔径2mm) 17 水  晶 139-5 Kd-67

4 S1201 2層 碁石状小石 玉 髄 139-8 Itd-12

番号 遺 構 :層 位 種   別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

5 創2∝ 鍵遷二幹
郷

土師器のケズリ滓 外面 :木葉痕 内面 〔ヘラケズリ痕 139-2

第152図  Ⅱ区S1201住居跡出土遺物 ③

出土している。図示できたのは、土師器28点・須恵器 1点・ガラス玉 2点・切子玉 1点・碁石状小石

1点・釘 1点・刀子 1点 と土師器の削りかすである。土師器には、杯・椀・高杯・鉢・甕があり、い

ずれも製作に際してロクロを使用していない。須恵器は杯 1点のみである。削りかすは、成形時の平

底の土師器杯の底部を削って丸底に調整した時のものであり、木棄痕が認められる。カマ ド燃焼部堆

積上の焼土中より出土している。県内での例は今のところ無い。ガラス玉・切子玉が住居跡から出土

している例も珍しい。また、カットマークの残されたニホンジカの茎状舌骨が出土している。 7世紀

の資料では東北地方で初めてであり、内臓食の可能性が指摘されている (動物遺存体分析参照)。

¢)S1901住居跡 (第 153図 )

[位置・立地]Ⅸ北西部 (G～ I。 126～ 128)イこ位置する。Ⅵ層上面検出である。標高約9.7mのⅥ

層上面が南に傾く緩斜面上に立地している。

[重複・遺存状況]河 溝ヽ状遺構群との重複関係を確認できずに精査に入つた。調査後の検討では、検

出面のⅥ層の状況と住居跡壁面の状況から、小溝状遺構群より古いと考えられる。遺存状況は良好で

ある。

[平面形・規模・方向]東西約5.6m・ 南北約5,4mのほぼ正方形である。主軸方向はN56° Wである。

[堆積土]3層 に細分されるレンズ状堆積の自然堆積土である。 1・ 2層は住居全域に厚く堆積して

いる。 3層は住居東辺から北辺付近にかけて分布する。壁の崩落土を含み壁際に堆積している。堆積

土中には遺物が含まれているが、周辺に堅穴住居跡が無いことから、堆積土出土の遺物も本住居跡に
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層fb 土    色 土  性 備 考 層lb 土    色 土  性 備 考

1 浅黄色(25Y7/4) シルト 好夢逢象糧←墓g2,レ今少兵懲長
のマシ

浅黄色(25Y7/3) ン,レ ト しまり弱い。粘 りあ り。焼土粒炭わずかに
混入。

2 にぶい黄色(25Y6/3) シ,レ ト 琴爺翠 3)熱ヰB乞モみ洗符緞 李撃 灰黄色(25Y6/2) ン,レ ト 蜜芳r是
必Z。

・
蘇外霜港握雫合,こ恙萬侯喬

3 暗灰黄色(25Y5/2) シルト しま り弱い。粘性あ り。 92に焼土粒炭灰
の混在 した層で、部分的分布。

灰黄色(25Y7/2) ン,レ ト 焼土ブロック混入。しまりややあり。粘性
ややあり。

4 にぶい黄色(25Y6/3) シ,レ ト しまりあり。粘性弱い。東壁部では焼土粒
まじる。 灰黄色(25Y7/2) ングレト 焼土ブロックの混在。しまりなし。粘性や

やあり。

5 にぶい黄色(25Y6/3) シ,レ ト
能夫Pや

やあ り。神性弱い。焼土ブロック SKl■坑

6 浅黄色(25Y7/4) シル ト 焼土ブロックの混在。

7 浅黄色(25Y7/4) シ,レ ト 経デしず環集霧齋堰繋X慢 ち子争栗揚
一 部 崩 落 土 か 。 混 入 物 な し。

SK 2」 Lりt

8 浅黄色(25Y7/4) シルト 拳姿オ籠期
'ヴ

瑞♂最
9 浅黄色(25Y7/4) シ,レ ト 焼土ブロック 灰・炭の混在。 しまりなし。

粘性ややあり。骨粉混入(も ろい光

にぶい黄色(25Y6/3) シル ト 焼土粒・灰・炭の混在。 しまりなし。粘性
ややあ り。骨粉混入(も ろい)。

SK 3主 坑

暗灰黄色(25Y5/2) 粘土質シル ト

浅黄色(25Y7/4) シル ト 灰黄色(25Y6/2)粘 土質 シル トプロック混
入。 しまり強い。粘性な し。

にぶい黄色(25Y6/3) 粘土質シル ト
しまり弱い。粘性あり。
焼土粒、炭片わずかに混入

第153図  区区S1901住居跡
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番号 遺 構 :層 位 種  別 外 面 内 面 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
日径 底径 器高

1 S1901 1層 土師器杯 ヨコナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ、黒色処理 口縁～体部底部 1/3 (143) 124 C-38

2 S1901 1層 土師器杯 ヨコナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ、黒色処理 口縁～体部～底部 1/2 (191) 45 C-36、 37

3 S190 2層 土師器高杯 ヨコナデ、ヘラケズリ ヘラミガキ、黒色処理 口縁～体部 1/5 (184) C-31

S1901 2層 土師器鉢 ヨコナデ、ハケメ ヘラミガキ 口縁～体部 1/5 (254) C-35

5 S1901 床面 土師器甕 ヨコナデ、ハケメ ヨコナデ 口縁のみ1/2 (220) C-32

6 S1901 2層 土師器甕 木葉痕 ヘラナデ 底部のみ C-34

S1901 2層、床 面 土師器甕 ハケメ、木菜痕 ハケメ 体部～底部のみ C-33

8 S190 1層 須恵器杯 ロクロナデ、回転ヘラケズリ ロクロナデ 口縁～体部底部 1/4 (132) (80) (48) E-9

9 S1901 1層 須恵器杯 ロクロナデ ロクロナデ 口縁部一部のみ (118) E-11

S1901 1、  2層 須恵器杯 ロクロナデ、手持ちヘラケズリ ロクロナデ 体部～底部 1/4 (76) E-10

11 創901 2層 須恵器蓋 ロクロナデ、回転ヘラケズリ ロクロナデ 口縁～体部 1/2 (159) 43 139-9 E-5

12 S1901 1層 須恵器蓋 ロクロナデ、回転ヘラケズリ ロクロナデ 体部V4 (140) E-4

13 S190 1層 須恵器蓋 平行叩き目 同心円文あて目 体部破片 E-7

S1901 1層 須恵器長頸壷 ロクロナデ、回転ヘラケズリ ロクロナデ、しぽり目 日縁部 体部破片 E-6・ 8

第154図  Ⅸ区S1901住居跡出土遺物 ①
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番号 遺 構 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 憾(cm) 厚さ(cIB) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

1 S1901 床直上 砥 石 41 388 デイサイト 139-11 Kd-2

2 S1901 床直上 凹石 31 デイサイト質凝灰岩 126-12 Kc-33

番号 遺 構 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚 さ(cm) 重量(g) 石  材 写真図版 登録番号

3 S1901 2層 ガラス玉 孔径 lmm 03 Kd-68

番号 遺 構 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cl) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

S1901 旧カ マ ド 釘 N-322

5 S1901 2層 釘 (24) 035 N-324

床直上 刀子 切先 (12) 07 015 N-323

第155図 Ⅸ区S1901住居跡出土遺物 ②

伴うものと考えられる。

[壁面]Ⅵ層を壁としている。外傾気味に立ち上がる。北西部は崩落しているものの、全体的に残存

状況は良好である。壁高は保存の良い北壁で約50cmで ある。

[床面]床面は中央部から周縁部にかけて緩やかに傾斜している。新旧2時期の床面が認められる。

旧床面では、住居中央部に厚さ 5 cm前後の貼床が施されている。住居周縁部では掘 り方埋土上面を床

面としている。住居掘 り方は深さ約20cm・ 幅約80cmで ある。新床面では、旧床面と同じ範囲にほぼ同

じ厚さの貼床がなされている。旧カマ ド付近の床面下には、旧カマ ド起源の焼土・灰 。炭化物が埋め

られている。

[カ マ ド]住居東壁中央部と西壁中央部から新旧2時期のカマ ドが確認された。東壁の旧カマ ドは煙

道部のみが確認された。煙道郡は幅約30cm・ 深さ約20cmである。煙道郡先端は中世の区画濤SD901に よ



り破壊されてお り、東壁からの残存長は約1,lmである。西壁の新カマ ドは燃焼部側壁と煙道部か ら

なる。燃焼部幅は焚き日部約40cm・ 奥壁部約22cm、 奥行き約40cmである。側壁はシル トにより構築さ

れている。焚き口部両側壁には補強用の河原石が据えてある。燃焼部底面はほぼ平坦である。奥壁は

約20cmの 高さで緩やかに立ち上がっている。燃焼部底面 。側壁・奥壁は火熱を受け赤変・硬化 してい

る。煙道部は、Ⅵ層をほぼ平坦に掘り抜いて造られてお り、幅約30cm。 長さ約1.3mである。

[柱穴]床面から12個のピットが検出された。Pl～ P4は位置・規模から柱穴と考えられる。深さ

は、Pl(約 60cm)・ P2(約 58cm)・ P3(約68cm)。 P4(約 48cm)で ある。いずれの柱穴か らも柱痕

跡 (約 15～ 20cm)が確認されている。残る8個のピットは旧床面で検出されたものである。これ らに

は柱痕跡は無く、深さ約12～ 20cm・ 直径約16～20cmの小規模のものである。その性格は不明である。

[土坑]床面から4基の上坑が確認された。郎こ1～ 3は新床面、 SK 4は 旧床面に伴うものである。

SK lはカマ ド左脇にある。長軸約64cm・ 短軸約54cm・ 深さ約10cmで ある。堆積土には焼土・灰・炭

化物が多量に含まれている。 SK 2は住居中央東寄 りにある。直径約80cmの 不整円形で、深さは約 16

cmで ある。底面は凹凸があり、堆積土には焼土・灰が含まれている。 SK 3は住居北西部壁際にある。

長軸約50cm・ 短軸約40cm。 深さ約12cmで ある。 SK 4は住居中央南寄 りにある。長軸約66cm。 短軸約

54cm。 深さ約10cmで ある。いずれの土坑も浅いものであり、その性格については不明である。

[周溝]カ マ ド部分を除く、住居四辺の壁際で検出された。幅は約20～ 40cm、 深さは約10cmである。

断面形は 「U」 字状である。

[出土遺物](第 154・ 155図)床面・カマ ド・堆積土などから、土師器・須恵器・石製品・鉄製品が

出土している。図示できたのは、土師器 7点・須恵器 7点・砥石 1点・ガラス玉 1点・釘 2点・刀子

1点である。土師器には杯・椀 。高杯 。鉢 。甕があり、全て製作に際してロクロを使用していない。

須恵器には杯・蓋 。長頸壺・甕がある。長頸壺・甕は胎土・焼成から在地産ではなく、湖西窯など東

海地方産の可能性がある。

2.小溝状遺構群

概要

仙台市における小溝状遺構群とは、細い溝が一定の間隔で平行し、群を成して分布しているもので

ある。大野田にある六反田遺跡の報告書において、初めて、この名称が付けられ、その性格について

は畑に関連する遺構の可能性が指摘されている (田中 :1981)。 本調査では、Xl区 を除く全調査区で

検出されている。遺構の検出面は、調査区の基本層序によりV層の区とⅥ層の区がある。微地形との

関係では、微高地には分布しないか、密度が希薄であるのに対して、窪地では分布が密で重複が顕著

である。溝の方向は、微地形の斜面に沿うか直行しているものが多い。基本層との関係では、V層 の

厚い場所 (窪地)では溝の深さは深く、Ⅵ層まで達しているのに対して、V層が薄いか無い場所では

溝の深さは浅い。前述した古墳群との関係では、今回検出された 6基の円墳の墳丘部分では小溝状遺

構群は確認されなかった。つまり、小溝状遺構群は古墳墳丘を破壊せずに、避けて造 られている。住

居跡との関係では、Ⅱ・Ⅸ区で重複関係が認められたが、それよりも新しい。住居跡との新旧関係と



基本層序から、小溝状遺構群の造られた時期は奈良時代から平安時代 (灰 白色火山灰降下以前)にか

けての時期であるであることは分かるが、それ以上は限定できない。小溝状遺構群に関連する遺物と

しては、V層 出土の遺物と溝出上の遺物がある。V層 中の遺物は少なく、かつ、細片であり、図示で

きるものは無いが、最も多い土師器杯はロクロ不使用の有段丸底のものである。溝の遺物も同様の形

態の土師器杯が多いが、ロクロ使用の平安時代の杯も含まれている。出土遺物からも、前述した時期

をさらに限定できる資料は無い。小溝状遺構群は分布域・方向・重複状況から、いくつかの群として

把握することができる地域もある。以下、群として把握可能な地域は群単位に、群としての把握が困

難な地域は区毎に説明していく。記載順に第 I群～第Ⅸ群とする。

(1)Ⅳ区～Ⅲ区北部の小溝状遺構群 (第 I群)(第 157～ 158図 )

[分布域・立地・重複]耳ヒ東隅を除くⅣ区全域からⅢ区北部 (H～ 14列)にかけて分布している。Ⅳ

区はV層上面、Ⅲ区はⅥ層上面で検出した。Ⅵ層上面標高9.6～ 9,9mの南東から北西に傾く斜面に立

地している。Ⅲ区で、大野田 5号墳と重複し、古墳周溝堆積± 1層 を切る。

[方向・規模]Ⅳ区で26条、Ⅲ区で16条検出された。方向は南東から北西であり、ほぼ傾斜の方向に

一致し、等高線にほぼ直交する。最も長いものは確認長約45mである。同一方向ではあるが、Ⅳ区東

半部 (東から14条 目まで)と西半部 (東から15条 目から西)では深さが異なっており、大きく2群に

分けられる。東半郡 (IA群)は深さが一様ではなく、深い溝と浅い濤が交互になっている (第 157

図)。 浅い溝の段階と深い溝の段階の時期差がある可能性も否定できないが、重複関係が認められず

検討できない。西半部 (IB群)は深さがほぼ一定である。 IA群の規模は、溝の幅は約30～ 45cm、

溝の深さは浅い溝で約12～ 18cm、 深い溝で約22～ 36cm、 溝の間隔は溝と溝の心心距離 (以下、間隔は

全て心心距離)で 0。 9～ 1.Omである。 IB群の規模は、溝幅約30～ 32cm、 溝の深さ約20～ 28cm、 溝の

間隔約 1～ 1.6mで ある。

[堆積土]IA群 は、深い清は 2～ 3層 に、浅い溝は 1～ 2層 に細分される。深い溝は、 1層がV層

起源の土を主体とし、Ⅵ層起源の土粒を多く含み、 2層 はV層起源の土を主体とし、Ⅵ層起源の径約

1～ 2 cm大 の小ブロックを多く含み、 3層はV層起源の大ブロックとⅥ層起源の大ブロックの混合土

である。下層になるにつれて、Ⅵ層起源の土の量が増加し、粒径が大きくなる傾向がある。小溝状遺

構群の分布域では、検出面のV層の上も大きく2層 に細分され、下層の方にⅥ層起源の土が多く、粒

径も大きい。溝の堆積± 2・ 3層 に似た状況を呈している。東壁で観察すると、 IA群の東から1条

目の溝の断面がかかる場所より北側の小溝状遺構群の分布していない地域のV層は、 IA群分布域の

V層 とは異なる。 2層には分かれず、Ⅵ層起源の土も含んでいない。 このことから、小溝状遺構群分

布域のV層は人為的に動かされた土の可能性がある。 IB群の堆積土は、深い溝で 2層 に細分される

ものもある。浅い溝は 2層土のみである。 1層は、 IA群の 1層 に、 2層 は IA群の 2～ 3層 に対応

する。両群の溝と小溝状遺構群分布域のV層 には炭化物が比較的多く含まれている
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(D Ⅲ区南部～Ⅱ区の小溝状遺構群 (第 Ⅱ群)(第 157～ 158図 )

[分布域 。立地・重複]Ⅲ 区南部からⅡ区にかけて分布している。 I区北半部まで続いている可能性

は強いが、 I区北半部の削平が著しく連続性を明瞭に確認できないため、Ⅱ区までとする。■区南半

部は畑の深耕により削平され、遺存状況は良くない。V層およびⅥ層上面で検出した。Ⅵ層上面の標

高9,7～ 9.8mの比較的平坦な面に立地している。Ⅱ区で、 S1201竪穴住居跡と重複 しており、住居

跡よりは新しい。

[方向 。規模]北西から南東のものと北北東から南南西に伸びるものの2方向が認められる。重複関

係から前者の方が古い。前者をⅡA群、後者をⅡB群 とする。ⅡA群はⅡ区南西端で確認される。短

い溝が6条確認されただけである。ⅡA群の規模は、溝幅約25～ 30cm・ 溝の深さ約5～ 15cm・ 溝の間隔

約0,9～ 1.lmである。長さは約 3～4.5mで短く、断続的に続く。ⅡB群はⅢ区で18条・ Ⅱ区で19条

検出された。等高線には直交しない。平坦面では微地形との関連が薄い。 ⅡB群の規模は、溝幅約30

～40cm・ 溝の深さ約18～28cm・ 溝の間隔約0。 7～ 1.Omである。最長確認長は53mである。Ⅱ区北壁の

断面では、西半部 (G～ I列)は深い溝と浅い溝が交互になっており、さらに 2群に分けられる可能

′性がある。

[堆積土]Ⅱ A群は 1層 のみである。V層起源の土を主体として、Ⅵ層小ブロックを多量に含んでい

る。ⅡB群は、深い溝は 2層 に分かれる。 1層はⅡA群 1層 と同じで、 2層 はⅥ層起源のブロックが

大きく、多い。浅い 1層だけの溝の堆積土は深い溝の 2層に対応する。Ⅲ区南部のV層は、平面的に

ⅡB群分布域V層 とそれより北の小溝状遺構群の分布しない地域のV層とに識別できる。 IB群北端

から約1.5～ 2m北 までとそれ以北のV層は異なっており、ⅡB群分布域の方にはⅥ層土粒が多く含

まれている。溝および小溝状遺構群分布域のV層には炭化物が含まれている。

●)I区 北半部の小溝状遺構群 (第 Ⅲ群)(第 159図 )

[分布域・立地 。重複]I区北半部は水田の深耕による削平が著しい。小溝状遺構群は断片的に検出

されている。群としての把握は困難であるが、北半部 (44～ 65列)の小溝状遺構群をここでまとめる。

Ⅵ層上面および縄文時代の河川跡堆積土上面で検出した。削平により本来の微地形を留めていないが、

検出標高9,7～ 9,9mの微高地上に立地している。南端部ではⅣ群小溝状遺構群と重複しており、Ⅳ群

より古い。王ノ壇古墳と重複し、それよりも新しい。周溝堆積± 2層 を切っている。

[方向・規模]一連のものとして扱うことに躊躇するが、主体となる小溝状遺構群の方向は北北東か

ら南南西である。10条以上の溝が削平により断続的に確認される。規模は、溝幅約20～ 40cm・ 溝の深

さ約 5～ 20cm、 溝の間隔は残りの良い箇所で約 lmでぁる。一部に北西から南東を向く方向の異なる

ものもある。これはⅢ群に切られている。本来は広い範囲に分布していた可能性があるが、削平され

確認できない。

[堆積土]残存している溝も削平により浅いものが多い。深い溝には 2層 に細分されるものもあるが、

多くは 1層のみである。堆積土はV層起源の土とⅥ層小ブロックあるいは河川堆積土の砂の混じるも

のである。 2層のある溝は下層起源の土を多く含んでいる。溝の堆積土には炭化物も含んでいる。
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“

)I区 南半部～V区北部の小溝状遺構群 (第Ⅳ群)(第 160～ 161図 )

[分布域・立地・重複]I区南半部からV区北部 (59～79列)に分布している。V層およびⅥ層上面

検出である。Ⅵ層上面標高9.6～ 9,8mの微高地からその周縁部の緩斜面および低地上に立地している。

南端部ではV群小溝状遺構群と重複し、それよりも古い。また、王ノ壇古墳周溝堆積± 2層を切つて

いる。

[方向・規模] 8方 向の小溝状遺構群が重複している。北西から南東方向のものをA群、南】ヒ方向

のものをB群、東西方向のものをC群とする。新旧関係はA群→B群→ C群である。ⅣA群は、 3～

7mの溝が断続的に伸びているもので、64～ 79列 に分布している。36条の断続的溝が確認される。規

模は、溝幅約30～ 40cm・ 溝の深さ約10～ 20cm・ 溝の間隔約 1～ 1.3mである。断続的に伸びる長さは、

確認長約32mである。ⅣA群はV層のある場所ではVa層上面では検出できない。Vb層上面になっ

てやっと確認される。ⅣB群は60～77列 に分布している。16条の溝が確認される。長さ約50～ 53m・

溝幅約40～ 60cm・ 溝の深さ約30～ 40cm。 溝の間隔約 2～2.5mで ある。Ⅳ C群は59～ 75列に分布 して

いる。22条 の溝が確認される。確認長約32m。 濤幅約50～ 70cm・ 溝の深さ約30～ 50cm・ 溝の間隔約 2

～2.5mである。ⅣBoC群 は溝の幅・深さ 。間隔などの規模が大きいものである。

186



56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

I  N  I   L  I  K  I   J  I [  I  H  I  G  I  F  I  E  I   D  I  C  I  B  I  A  I

|

⇔

爪

ё

小

半

キ

一

６８

Ψ

６９

卿

７〇

一

７‐

一

７２

一

７３

一

第 160図  I区南半小溝状遺構群



[堆積土]Ⅳ A群は 2層 に細分される。 1層はV層起源の土を主棒とし、Ⅵ層起源の細粒を多量に含

む。 2層は 1層よりⅥ層起源のブロックが多い。ⅣB群 も2層 に分かれる。基本的にⅣA群とほぼ同

じであるが、 2層 のⅥ層起源のブロックがA群より細い。ⅣC群は 2～ 3層 に細分される。 1層は

A・ B群の 1層 よりⅥ層細粒がやや少ない。自然堆積土と考えられる。 2・ 3層はA・ B群の 1・ 2

層とほぼ同じである。いずれの溝の堆積土中にも炭化物が多く含まれている。また、灰なども混じっ

ている。灰はⅣ C群の 1層中に多い。Ⅳ群は前述してきた小溝状遺構群の中で炭化物の含有量が最も

多く、分布域のV層 中にも多く含まれている。V層の炭化物の中には直径 5 cm程の樹木の焼けたもの

も含んでいる。推測ではあるが、荒地の灌木や草に火をつけて焼き払った後で小溝状遺構群を造った

可能性がある。Ⅳ群の溝内堆積土と関連する基本層については、脂肪酸分析を実施した (脂肪酸分析

参照)。

脩)南東部を除くV区の小溝状遺構群 (第 V群)(第 161図 )

[分布域・立地・重複]V区 の南東部を除き、V区の大部分の地域 (76～ 87列)に分布している。V

層およびⅥ層で検出した。Ⅵ層上面標高9.6～9.9mの微高地・緩斜面・低地に立地している。大野田

6号墳と重複し、それより新しい。北端部ではⅣA・ B群 と重複し、それより新しい。

[方向・規模]東西方向の小溝状遺構群であるが、大野田6号墳の墳丘部分では避けて屈曲している。

33条 の溝が確認される。規模は、溝幅約30～ 50cm・ 溝の深さ約30～ 50cm・ 溝の間隔約0.8～ lm・ 濤

の確認長約23～ 29mで ある。

[堆積土]2～ 3層 に細分される。ⅣC群の堆積土・堆積状況とほぼ同じである。溝の中やV層中に

は炭化物が多く含まれている。

0)V区 南東部～Ⅵ区の小溝状遺構群 (第Ⅵ群)(第 161図 )

[分布域・立地 。重複]V区南東部からⅥ区 (78～ 98列)に分布している。V層およびⅥ層上面で検

出した。Ⅵ層上面の標高9.6～ 10mの低地から北緩斜面に立地している。大野田 6・ 7・ 8号墳と重

複し、それらより新しい。大野田 7号墳の墳丘部分では避けて曲がっている。

[方向・規模]大きく3方向のものがあり、重複している。古い順に、ⅥA～Ⅵ C群 とする。ⅥA群

はⅥ区中央部 (A～ I・ 90～ 98)に 分布する。北西から南東方向に走っているが、大野田7・ 8号墳

の場所では墳丘に規制され曲がっている。 17条確認される。溝幅約20～ 30cm。 溝の深さ約15～ 25cm。

溝の間隔約1.5～ 2mである。確認最長は約23mである。Ⅵ B群はⅥ区北西部 (G～ 」・88～ 91)に

分布する。東西方向の溝が 6条確認される。溝幅約30～ 40cm・ 溝の深さ約20～ 30cm・ 溝の間隔約 2m

である。確認最長は約Hmでぁる。ⅥC群はV区南東部からⅥ区 (78～ 98列)に分布する。北東から

南西の方向を向く。大野田 7号墳の場所は避けて曲がっている。確認最長は約63mである。溝幅約40

～60cm・ 溝の深さ約40～ 50cm。 溝の間隔約1.8～ 2.2mである。溝の底面には溝掘削時の鋤状の道具の

痕跡が確認される部分もある (図版26)。

[堆積土]Ⅵ A群は 1層のみである。V層起源の土にⅥ層起源の小ブロックを多く含んでいる。ⅥB

群は 2層 に分かれる。 1層はV層にⅥ層細粒を多く含み、 2層はⅥA群堆積土と同じである。Ⅵ C群

は 2～ 3層に細分される。基本的にV群 と同じ堆積土・堆積状況である。炭化物を多く含んでいる。
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17)Ⅵ 区南部～Ⅶ区の小溝状遺構群 (第Ⅶ群)(第 161。 163図 )

[分布域・立地・重複]Ⅵ区南東部からⅦ区 (98～ 112列)に分布 している。Ⅶ区西半部には希薄で

ある。Ⅵ層上面標高10～9,7mの南緩斜面に立地している。大野田 7・ 8号墳、古代の溝 SD6H o SD

716。 717と重複し、これらより新しい。

[方 向・規模]北東から南西方向に蛇行して伸びている。このS字状のカーブはほぼ等高線に平行し

ている。14条の溝が確認される。確認最長は約35mで ある。溝幅約20～ 40cm。 溝の深さ約15～ 25cm・

溝の間隔約 1～ 2mである。

[堆積土]深い溝で 2層に分かれるものもあるが、大部分は 1層である。Ⅵ C群の堆積土と同じであ

る。本群の溝は他と比較して遺物を含んでいる。ロクロ不使用の有段丸底の土師器杯と須恵器甕破片

が多い。小溝状遺構群を造る以前、なんらかの活動の場であった可能性を想像させる。なお、溝出土

遺物で最も新しい時期のものはロクロ土師器杯である。

●)Ⅷ区～Ⅸ区北半部の小溝状遺構群 (第Ⅷ群)(第 163～ 164図 )

[分布域・立地・重複]Ⅷ区中央部からⅨ区北半部 (119～ 129列)に分布 している。V層およびⅥ層

上面で検出した。Ⅵ層上面の標高約9.5～ 9.6mの北東に緩やかに傾斜する斜面に立地している。古代

の溝 SD 804と 古代の河川跡 SR 801と 重複し、前者より新しく、後者より古い。 S1901堅穴住居跡と

の重複関係は不明である。

[方 向・規模]V層が無い場所では古代の遺構の堆積土とⅥ層との識別が困難であった。Ⅵ層上面で

の小溝状遺構群の検出にあたっては、幅・深さ約30cmのサブ トレンチを設定して断面による溝の確認

をした後に面的に検出した。そのため、未検出のものもあると考えられる。検出された小溝状遺構群

は、Ⅷ区中央部の東西に伸びる 1条の溝付近から南に分布している。大きく2方向確認された。北東

から南西のものが古く、北西から南東のものが新しい。それぞれⅧA群 。Ⅷ B群 とする。ⅧA群は 7

条確認され、清幅約30～ 50cm・ 溝の深さ約20～ 25cm・ 溝の間隔約 2m,確 認長約23mである。Ⅷ B群

は 8条確認され、溝幅約30～ 40cm・ 溝の深さ約30cm。 溝の間隔約 2～ 2.2m・確認長約23mで ある。

[堆積土]本群の検出面には炭化物粒・焼土粒が広く分布している。Ⅷ A・ B群の堆積土は基本的に

同じであるが、 B群の方が平面的にははっきりと確認される。堆積土はV層土にⅥ層の小ブロックを

多く含んでいる。下部の方にⅥ層ブロックが多いようにみえたが、明確に分層はできなかった。

0)Ⅸ区南半部～X区の小溝状遺構群 (第Ⅸ群)(第 164図 )

[分布域・立地・重複]Ⅸ区南半部からX区 (128～ 147列)に分布している。V層上面で検出した。

Ⅵ層上面の標高約8。 9～9,6mの全体的には南に傾く斜面上に立地している。古代の河川跡 SR 1002と

重複し、それよりも古い。また、 S1901堅穴住居跡とも重複 している。平面的には新旧関係を明確

にできなかったが、竪穴住居跡の壁面の観察と検出面の土の状況から小溝状遺構群の方が新しいと判

断された。

[方向・規模]4方向の小溝状遺構群が重複している。Ⅸ区南半部からX区 (128～ 147列)にかけて

分布する北西から南東方向のもの (A群)、 X区南西部 (145～ 147列)に分布する北北西から南南東

方向のもの (B群 )、 A群 と同じ分布域をもつ北東から南西方向のもの (C群 )、 Ⅸ区中央部 (128
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～130列)に分布する東西方向のもの (D群)がある。A群からD群の順に新しい。ⅨA群は約20条

確認され、溝幅約20～ 40cm。 溝の深さ約20～ 30cm・ 溝の間隔約0.8～ 1,8m・ 確認長38mである。ⅨB

群は 7条確認され、溝幅約30～ 40cm・ 溝の深さ約15～ 30cm。 清の間隔約 2～ 2.5m。 確認長約10mで

ある。Ⅸ C群は約26条確認され、溝幅約40～ 50cm。 清の深さ約25～ 40cm。 溝の間隔約0.8～ 2m。 確

認長約60cmで ある。ⅨD群は 5条確認され、溝幅は約25～ 40cm・ 溝の深さ約10～ 30cm・ 溝の間隔約0.8

～2.3m・ 確認長約Hmである。溝底面では鋤痕状の掘削痕跡が認められる (図版26)。

[堆積土]Ⅸ A群は 2～ 3層 に細分される。 1層はV層起源土主体にⅥ層小ブロックを含み、 2層 は

Ⅵ層小ブロックが 1層より多く、 3層 はⅥ層ブロック主然である。Ⅸ B群は 1～ 2層に分かれる。そ

れぞれA群の 1・ 2層 と同じである。Ⅸ C群は 2～ 3層 に細分される。 1層はV層主誉土にⅥ層細粒

を多く含み、 2層 はⅥ層小ブロックを多く含み、 3層はⅥ層ブロックが主体である。ⅨD群は 2～ 3

層に分かれ、堆積土はC群 と同じである。

3.溝

(1)Ⅲ 区の溝 (第 181図 )

SD302溝 :Ⅲ 区南西部 (G～ I。 23～ 24)に位置している。検出面はⅥ層上面である。幅約50cm・

深さ約20cm・ 確認長約10mで更に西に伸びている。断面形はU字状、堆積土は自然堆積± 1層で、暗

褐色シル トである。出土遺物は無い。古代のなんらかの区画溝の可能性がある。

12)Ⅵ 区～Ⅷ区の溝 (第 161・ 163図 )

① SD611溝 。SD 716溝 :Ⅵ 区 (98列)力 らゝⅦ区 (103列)に伸びている曲線的な一連の溝である。検

出面はⅥ層上面である。大野田 7・ 8号墳と小清状遺構群第Ⅷ群と重複している。前者より新しく、

後者より古い。大野田 7・ 8号墳は避けている。幅約 1～ 1.5m・ 深さ約30～ 60cm・ 確認長37mで更

に東西に伸びている。断面形は逆台形に近く、堆積土は自然堆積土が 3～ 4層 に細分される。褐色・

暗褐色・黒褐色の粘性のあるシル トからなる。溝底面には溝掘削時の鋤状の道具痕跡が顕著に認めら

れる。
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C・ D99グ リッドの 1層 中からは馬の歯が出土している。その他の遺物としては、 SD611溝から砥

石が出土している。また、大野田 8号墳の南西郡周溝堆積± 1層出土の古代の土師器高杯・須恵器杯

は本溝にも近 く、関連する遺物の可能性がある。この溝は後述するSD 717溝 。SD 804溝 と一体 と

なって機能していたものと考えられる。

② SD717溝・ SD 804溝 :Ⅶ 区 (102列)か らⅧ区 (120列)に伸びる溝で、 117列付近で直角に折れ由

がる直線的な区画溝である。104列付近で西方に伸びる溝が取 り付いている。検出面はⅥ層上面であ

る。小溝状遺構群第Ⅶ・Ⅷ群と重複 し、それよりも古い。清幅は約0.8～ 1.2m、 深さはSD 804溝 が

約25cm、 SD 717溝 が約40～ 50cmで ある。 SD 717溝の117列 までの長さは約44m、 SD 804溝の長さは約

28mで ある。断面形は逆台形に近く、堆積土は自然堆積± 3層である。褐色・暗褐色の粘 りのあるシ

ル トであり、 3層 にはⅥ層以下の基本層の土をブロックで多量に含んでいる。 SD6H溝 。SD 716溝

の堆積土とほぼ同じである。Ы)717溝 の東壁面ではピットが検出されている。柱痕跡は確認されて

いないが、上端径約20cm・ 深さが約20～ 30cmあ る。比較的規則的に並んでおり、柵状の施設の痕跡の

可能性も考えられる。 くの字状に区画された内部には同時期の遺構は全く存在していない。溝からの

出土遺物は須恵器甕破片数点のみである (第 172図 6)。 なお、Ы)804溝 の南方約23mの地点には、

創)804溝 にほぼ平行 して S1901竪穴住居跡がある。方向の同一性から、この区画溝との同時存在の

可能性と区画溝とのなんらかの関連が考えられる。
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SR801,可 ,II跡

SD302溝

層聴 土    色 土   性 備 考

1 灰黄褐色 10YR4/2 ン,レ ト

2 暗褐色 10YR3/3 糎 シクレト

SD611溝

層Tb 土    色 土  性 備 考

褐灰色 10YR4/1 細 砂

2 掲灰色 10YR5/1 中砂

3 偶灰色 10YR5/1 細 砂 灰白色 10YR7/1細砂含む。

4 灰自色 10YR7/1 粘 土 層 下 面 に 酸 化 鉄 、 マ ン ガ ン を 多 く 含 む .

にぶい黄橙色 10YR7/3 細砂～極細砂 酸化鉄多い。

6 灰黄褐色 10YR6/2 中砂 細砂、極細砂、酸化鉄を多 く含む。

7 にぶ い黄橙色 10YR7/2 中砂 小礫含む。

SD804溝

層16 土    色 土   性 備 考

1 褐色 10YR4/4 シ,レ ト 粘性強い。

2 にぶい黄褐色 10YR4/3 シ,レ ト 粘性強い。

3 暗褐色 10YR3/3 シルト 粘性強い。地山粒含む。

SD716溝

層lb 土    色 土   性 備 考

I 褐色 10YR4/瑠 シル ト 粘性強い。

2 にぶい黄褐色 10YR4/3 シ)レ ト 粘性強い。

3 暗褐色 10YR3/3 シルト 粘性強い。地山粒多 く含む。

層rb 土    色 土  性 備 考

I 灰黄褐色 10YR5/2 粘翌質シル ト 學添想詈哉
Y寺
彩期 に苔Brク

ゎ

2 にぶい黄橙色 10YR7/4 ン,レ ト

第166図 古代の溝・河川跡断面図



4.水田跡

概要 :水田跡の畦畔は検出されなかったが、水田の耕作に由来するものと推定される土壌や耕作具の

痕跡の可能性のある細い溝群が 3ケ所で確認された。

(1)I区 ～V区 :I区南半部からV区北半部のⅢ層は、やや粘質で、層中に灰白色火山灰の細粒や小

ブロックが含まれている。また、Ⅲ層下部には酸化鉄集積層が認められる。これらのことから、この

地域のⅢ層は水田耕作土の可能性がある。このようなⅢ層の分布域は周辺よりやや低い場所である。

プラント・オパール分析の結果もこれを補強する。時期は灰白色火山灰を含むことから、灰白色火山

灰降下以後である。Ⅲ層出土遺物にはロクロ使用土師器椀 。赤焼土器椀などがあり、灰白色火山灰降

下以後であることと矛盾しない。10世紀前葉以後の平安時代後半の水田跡と推定される。

似)Ⅵ区北半部 (第 167図):Ⅵ 区北半部 (C～ 」・89～ 96)の V層上面で筋状の断統的な溝群を検

出した。分布域は周辺よりやや標高の低い地域である。溝は断続的で、幅は約10cm程、長さは約 lm

内外のものが多く、長いものでも約 2m、 深さは約 2～ 4 clllと 浅く、底面に凹凸は無い。堆積土はⅢ

層と同じ土色・土性であるが、全体的に酸化鉄粒子を多く含み、底面には酸化鉄集積層が形成されて

いる。方向は同層上面検出の古代の小溝状遺構群や後述する上層の中世水田跡の畦畔の方向とも異

なっている。この筋状の溝群はⅢ層土が堆積していることから、Ⅲ層の土を人為的に動かした痕跡で

ある。酸化鉄集積層も認められることから、水田耕作の痕跡の可能性が考えられる。あるいは牛馬耕
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第 167図 Ⅵ区北半部V層上面の小溝群
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による鋤痕などを考慮すべきかもしれない。時期は、Ⅲ層を耕作土とした場合、 I区南半部からV区

北半部の水田の時期と同じ頃と推定される。

僧)Ⅸ区南半部 :Ⅸ 区南半部 (129～ 133列)の Ⅲ層は 3層 に細分され、 a・ b層 中に灰白色火山灰の

細粒・小ブロックを含んでいる。全体的に粘 りがある。Ⅲ a層の下面は乱れており、Ⅲb層の下面は

平坦である。このことから、Ⅲb層は水田床上で、Ⅲ a層は水田耕作土の可能性がある。この地域か

らX区は旧河道堆積土からなる窪地である。隣接するX区Ⅲ層では灰白色火山灰は認められないが、

Ⅸ区Ⅲ層と近似した粘性のある土であり、この地域も水田耕作土の可能性がある。Ⅸ区Ⅲaob層 か

らはロクロ使用の土師器杯破片が出土している。また、X区Ⅲ層からは、ロクロ使用土師器杯・回転

糸切り須恵器杯 (第 170図)力 出ゞ土している。時期は出土遺物と灰白色火山灰から I区～Ⅵ区の水田

耕作痕跡と同じく平安時代後半であるが、後述するSR 1002河川跡との関係を踏まえると平安時代後

葉頃と推定される。

5.河川跡

(1)SR 801河川跡 (第 163図):Ⅷ区南部 (120～ 122列)に位置している。検出面はⅥ層上面である。

西北西から東南東へ走る溝であるが、平面・断面形状と堆積土の状況から小河川跡と推定される。中

世の区画溝 SD 80と が切っているが、その後更にSD 801溝全体を砂粒が覆つてお り、中世に再び小川

が流れた痕跡が認められる。また、古代の小溝状遺構群よりも新しい。上端の輪郭は凹凸があり、断

面形は浅い皿状である。堆積土は 2層に分かれるが、 1層は微細砂 。細砂 。中砂の互層、 2層は径 1

cm程 の礫混じりの中砂で、灰白色火山灰の比較的大きいブロックも含んでいる。規模は、幅約2.5～

4m・ 深さ約50cm。 確認長約29mで ある。出土遺物には、ロクロ使用土師器杯と回転糸切 りの須恵器

杯がある (第 169図 )。 灰白色火山灰と遺物からほぼ平安時代後半の河川跡と推定される。

12)SR 1002河 川跡 (第 164図):Ⅸ区からX区 (132～ 147列)にかけて北西から南東に走っている。

検出面はⅥ層上面である。古代の小溝状遺構群第Ⅸ群より新しく、Ⅲ層水田痕跡より古い。幅約11～

14mである。堆積状況・深さ 。遺物の有無などを確認するために幅約 3m。 深さ約 2mの深掘 リトレ

ンチを設定した。堆積土は、上から約1.8m下 までは 1層砂・砂質シル ト、 2層 シル ト、 3層砂、 4

層粘土、 5層 シル トであり、更にその下層にも同じ土質・土性の層順が認められた。 これは、大きく

二時期の河川堆積土と推定される。 4層粘土中には灰白色火山灰の細粒を含んでいる。出土遺物は、

1層からの須恵器壺・甕・回転糸切り須恵器杯片・ロクロ使用の土師器杯片 (第 170図 )な どがある。

時期は遺物と灰白色火山灰と古代の遺構との重複関係から、平安時代後半頃でⅢ層水田跡以前である。

6.遺構に伴わない古代の遺物 (第 171～172図 )

古代の遺構 。基本層よりも新しい遺構・基本層から出土した遺物の中で図示可能なもの27点を提示

する。土師器 (第 171図 1～ 5)に は高杯・高台杯 。杯がある。高杯は飛鳥時代、高台杯は平安時代、

杯は飛鳥時代から奈良時代のものである。須恵器 (第 171図 6～ 19。 第172図 1～ 5)には杯・摺鉢 。

壺・甕がある。杯は飛鳥時代から奈良時代前半のもの (第 171図 14～ 19)と 平安時代もの (第 171図 6
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第168図  XttSR1002,可川跡

番号 遺 構 :層 位 種   別 面外 内 面 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器高

1 SR801 2層 土師器A杯 底部回転糸切 り ヘ ラミガキ、黒色処理 口縁～体部～底部 1/4 (139) (70) C-48

2 SR801 2層 土師器B杯 底部回転糸切 り ロクロコテナデ 底部のみ 1/3 (62) C-49

3 SR801 2層 須恵器杯 底部回転糸切 り ロクロナデ 口縁～体部～底部 1/4 (148) (72) E-47

4 SR801 2層 須恵器杯 底部回転糸切 り ロクロナデ 口縁～体部～底部 1/4 (131) (64) E-48

5 SR80 2層 須恵器杯 底部回転糸切 り ロクロナデ 口縁～体部～底部 1/4 (136) (64) (41) E-46

第169図  Ⅷ区SR801河川跡出土遺物

フ/   聾に影▽

番 号 遺 構 :層 位 種  別 外 面 内 面 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
日径 底 径 器 高

SR1002 1層 土師器A杯 底部回転糸切 り ヘラミガキ、黒色処理 口縁～体部～底部 1/2 (145) (64) C-51

2 SR1002 3層 須恵器杯 底部回転糸切 り ロクロナデ 口縁～体部～底部 1/4 (140) (78) E-53

3 SR1002 3層 須恵器杯 底部回転糸切 り ロクロナデ 底部のみ2/3 (62) E-50

4 SR1002 3層 須恵器杯 底部手持ちヘラケズリ ロクロナデ 底部のみ 1/4 (76) E-52

5 SR1002 1層 ロクロナデ ロクロナデ 体部～底部 1/3 (63) E-49、 51

6 SR 002 1層 須恵器甕 頸部、体部破片 E-54

第170図  XttSR1002河 川跡出土遺物
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番号 遺 構 :層 位 種  別 外 面 内 面 残   存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器高

ユ Ⅱ区小溝 土師器高杯 ヘラケズリ・ヨコナデ ヘラミガキ・黒色処理 脚部～杯部 1/2 C-40

2 SK214 土師器A高台付杯 ロクロナデ・切離し不明 ヘラミガキ・黒色処理 底部のみ C-42

3 SD202 土師器A高台付杯 ロクロナデ・回転糸切り後ナデ ヘラミガキ・黒色処理 底部のみ C-41

4 工区小溝 土師器杯 ヘラミガキ・ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 底部 1/2 (90) C-47

5 Ⅸ区小溝 土師器杯 ヘラケズリ・ヨヨナデ ヘラミガキ・黒色処理 底部 1/2 C-50
6 SD102 1層 須恵器杯 ロクロナデ ロクロナデ 日縁部破片 (150) E-17

7 I区池跡 須意器杯 ロクロナデ ロクロナデ 口縁部破片 (150) E-14
8 SD102 須恵器杯 ロクロナデ・底部回転糸切り ロクロナデ 底部破片 (54)

9 SD102 2層 須恵器犠鉢 ロクロナデ ロクロナデ 底部のみ 1/3 (100) E-16

0 V区  工層 須恵器杯 ロクロナデ・回転糸切り ロクロナデ 底部のみ 1/2 (50) E-22

SD102 須恵器杯 ロクロナデ・回転糸切り ロクロナデ 底部のみ 1/4 (58) E-21

SD603 2層 須恵器壷 回転ヘラケズリ後ロクロナデ回転糸切り ロクロナデ 体部～底部(破片 ) (101) E-23
Ⅷ区ピット 須恵器壺 ロクロナデ・回転糸切り ロクロナデ 底部のみ 1/3 (87) E-55

Wll区 ピット 須恵器杯 ロクロナデ ロクロナデ 回縁部破片 E-27

5 Ⅷ区ビット 須恵器杯 手持ちヘラケズリ ロクロナデ 底部破片 (126) E-29

Ⅶ区ピット 須恵器杯 ロクロナデ。手持ちヘラケズリ ロクロナデ 底部破片 (98) E-28

Ⅶ区ピット 須恵器杯 ロクロナデ・手持ちヘラケズリ ロクロナず 口縁～底部破片 (180) (94) (60) E-26

Ⅶ区ピッ ト 須恵器杯 回転ヘラケズ リ ロクロナデ 口縁～体部破片 (180) E-33
LllttL5 V層 須恵器杯 ロクロナデ・削痕あり ロクロナデ 回縁～体部破片 (160) E-56

番 号 遺 構 :層 位 種  別 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

Ⅵ区 V層 刀子茎 片 関 (49) N-202
21 Ⅸ 区 V層 刀子の切先 (21) 10 lg未満 N-328

第171図  遺構に伴わない古代の遺物 ①

2CXl



隠魏〃 !撃_判 にガに5
6

～ 8。 10～ H)とがある。摺鉢・壺 。甕は飛鳥時代から平安時代のものである。その他、鉄製品とし

て刀子 2点 (第 171図 21・ 22)が ある。これ らの古代の遺物は、本来は堅穴住居跡・小溝状遺構群・

溝・水田跡などに伴う遺物であろうと考えられるがどの遺構に伴うものかは明確ではないため、ここ

で一括した。ただし、Ⅶ区出土の須恵器杯・甕は SD6H・ 716。 717・ 804清 に関連 した遺物の可能性

がある。

番 号 遺 構 :層 位 種  別 外 面 内 面 残  存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

1 SD101 3層 須恵器甕 平行タタキロ 同心円文アテ ロ E-43

2 SD103 4層 須恵器甕 平行タタキロ 無文アテロ E-20

3 SD601A 3層 須恵器甕 平行夕タキ ロ 無文アテロ E-24

4 SD601 1層 須恵器甕 平行タタキ ロ 異形アテロ 139-13 ε-25

5 Ⅶ区V層 須恵器甕 格子状タタキ ロ 同心 円文アテロ E-41

6 SD717 1層 察恵器甕 格子状タタキ 自 同心 円文アテロ 5と 同一個体 E-41

第172図 遺構に伴わない古代の遺物 ②



Ⅸ 中世の遺構と遺物

概要

中世の遺構は、 I区からX区の全域で確認されている。遺構の掘 り込み面はⅡ層上面であるが、遺

構の検出はⅢ層上面 (Ⅲ 層の無い調査区ではⅥ層上面)である。遺構には、小溝状遺構群・水田跡・

水田耕作痕跡などの耕作に関わる遺構と区画溝・溝・掘立柱建物跡 。柵跡・竪穴建物跡 。竪穴遺構・

土坑 。井戸跡・土葬墓・墳墓跡・池跡・火葬遺構・焼面 。焼土遺構・道路跡などの生活に関わる遺構

がある。また、北東から南西に伸びる全体区画溝によって、調査区は大きく東西 2地域に分けられる。

この区画溝は南北約400mの長さをもち、溝の東側全体を区画しているものと推定される。以下での記

載にあたっては、耕作に関わる遺構から生活に関わる遺構の順に説明し、後者については全体区画溝

の外側 (西)の後に、内側 (東)の遺構群について説明する。

1.小溝状遺構群 (第 173・ 174図 )

[分布域・立地・重複]I区南半部からV区北半部 (64～ 83列)に分布している。Ⅲ層上面で検出し

た。Ⅲ層上面の標高約10～9,8mの微高地とその周辺の緩斜面に立地している。他の中世遺構と重複 し

ているが、Ⅲ層検出遺構の中で最も古い。

[方向・規模]各々の溝は北西から南東方向を向き、長さ約 4～ 10mの幅で北東から南西に帯状に並

んでいる。帯状の列は 4列確認される。東からA～D列 とする。A列はV ttA・ 81～ 83、 B列はV区

A～ C。 75～ 81、 C列は I区からV tt C～ J。 63～ 79、 D列は I ttH～ 」・67～ 72に分布している。

A・ B・ D列は東西溝群だけであるが、 C列は南北の溝も含んで帯状の群を形成している。南北の溝

の方が古い。遺存状況の良好なC列で規模をみると、溝幅約10～ 40cm。 溝の深さ約 5～ 15cm。 溝の間

隔約70cm・ 帯状の群の確認長約53mで ある。清の輪郭および底面は凹凸が著しい。極端に言えば、ピッ

トが連続しているかのようである。溝の掘削時の状況を示していると考えられるが、古代の小溝状遺

構群のような鋤先状の痕跡は確認されない。堆積土はⅡ層土を主体に、Ⅲ層細粒 。小ブロックを含ん

でいる。小溝状遺構群分布域のⅡ層は黒味が強く、 a・ b2層に細分可能である。 b層の方にⅢ層小

ブロックが多い。小溝状遺構群分布域のⅡ層下面は凹凸が顕著である。

2.水 田跡

(1)V区南半部～Ⅵ区北半部の水田跡 (第 174・ 175図 )

V区南半部からⅥ区北半部 (79～ 93列)の Ⅲ層上面で帯状の酸化鉄集積面が認められた。これは、

調査前の旧水田の畦畔の方向とは異なっている。この地域の中世遺構の重複関係からはⅡ層水田の畦

畔痕跡と考えられる。この地域は I区南端部からV区北端部の微高地とⅥ区南部の微高地に挟まれた

の窪地の平坦面である。Ⅲ層上面の標高は約9.8～ 9.9mである。V区では79～ 83列で、北西から南東

方向のものが 1条確認された。幅約 1～ 1.5m、 長さ約19m程である。 SD 506溝 に切られている。 こ

の帯状の酸化鉄集積面の北側には、前述した小溝状遺構群が分布している。V区南部には、この酸化
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第 173図  I区南半小溝状遺構群

鉄集積面にほぼ平行してSD 507溝がある。幅約20cm・ 深さ約10cm・ 堆積土黒褐色シル トのものである。

東壁の断面を観ると、酸化鉄集積層はⅢ層中で畦畔状の高まりとなっている。Ⅵ区では86～ 93列で、

東西方向のもの 2条、南北方向のもの 6条の畦畔状の酸化鉄集積面が認められた。酸化鉄集積面の幅

は約30～ 80cmで ある。確認された範囲は東西約30m、 南北約18mであり、その内部に9区画が確認で
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第175図 Ⅵ区北半水田跡 (Ⅲ層上面)

きる。区画は南北に長い長方形であり、南部の 3区画については面積が推定できる。 3区画の面積は、

東から西に、それぞれ約165ご・約100だ 。約H6∬ である。南端の東西酸化鉄集積面の南側に接し、

平行してSD 605溝が走っている。溝の幅約30～ 40cm、 溝の深さ約 5～ 10cmで ある。堆積土は大部分が

黒褐色シル ト層であるが、砂層の堆積している部分も認められる。磨面のある常滑甕片 (第 239図 7)

が出土している。畦畔に取り付く水路の可能性がある。この範囲のⅡ層は粘性があり、色調が明るく

灰色に近い。北部の小溝状遺構群分布域のⅡ層と対照的である。層中にはⅢ層の小ブロックを多く含

んでいる。層下面は凹凸が著しく、Ⅲ層上面には部分的に筋状の小溝や半月形の鋤先状痕跡が認めら
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れる。なお、V区とⅥ区の酸化鉄集積による畦畔痕跡の方向・規模は異なっている。隣接する水田で、

畦畔の方向が違っていた可能性もある。ここで、前述した中世の小溝状遺構群との関係を整理すると、

I区中央部からⅥ区中央部の間の土地利用として、微高地を含む北半部に小溝状遺構群が分布し、や

や平坦な低地である南半部に水田域が広がっていたことになる。

彼)Ⅸ区南半部の水田跡 (第 176図 )

Ⅸ区南半部 (129～ 133列)の Ⅲ層上面で筋状の小溝が検出されている。Ⅲ層上面の標高約9.7～ 9.6

mのほぼ平坦面である。この地域周辺は下層の旧河川跡の影響で全体的にやや南に傾斜した窪地の部

分にあたる。約35条 の筋状の小溝が分布している。溝の幅は約10～ 20cm、 深さは約 2～ 5 cm、 長さは

約0.5～ 6mと まちまちである。溝の堆積土は、Ⅱ層土に灰白色火山灰の細粒・小ブロックを含んでい

る。分布域の西部では幅約1.5mの 畦畔痕跡も一部確認されている。筋状の小溝の方向は南北畦畔痕跡

の方向にほぼ直行する。Ⅵ区V層上面で検出されたⅢ層水田の痕跡である筋状の小溝と同様のもので

あり、Ⅱ層の水田耕作に伴う耕作具の痕跡と推定される。

以上の 2ケ所の中世初期と推定される水田跡の確認された場所は、その下層も平安時代後半頃の水

田跡の確認された場所であり、周辺よりやや窪んだ地点に水田が営まれていることが分かる。

真
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3.区画溝 (第 173。 174図 )

I区 とV区に前述した小溝状遺構群と水田跡畦畔痕跡よりも新しい溝がある。 I区のSD 107溝 とV
区のSD 506溝 がそれである。Ⅲ層上面検出である。Ⅲ層上面標高9.8～ 9.9mのほぼ平坦地に立地して

いる。両濤とも西部が新しい金谷区画溝で壊されているが、それぞれを西に復元して伸ばす と、H75

グリットでほぼ直角に交わるようである。溝の規模 。堆積土も共通していることから、くの字に折れ

曲がる一連の溝と推定される。溝の規模は幅約0.5～ lm、 深さ約20～ 30cmである。溝の復元推定長は

甑)107溝が約30m、 Ы)506溝が約34mである。断面形は逆台形に近い。堆積土は 2層 に分かれる。粘

土質シル トの黒色土で、 2層 にⅢ層ブロックが多い。なんらかの区画溝と考えられるが、区画された

内部には溝と同時存在の可能性のある遺構は存在しない。

10m ≒     津98m

片
″ 々
SD108溝

辞
′
102m

津
′
10m

ヒ__J___留 協

津
′
101m

SD713・ 714・ 715溝
SD606溝

SD610溝

層血 土   色 土   性 備 考

1 にぶい黄褐色K10YR4/0 細～中砂 マンガン粒を含む。

2 灰黄褐色(10YR5/2) シルト

3 灰黄褐色(10YR4/2) 細～中砂
灰 黄 褐 色 (10YR5/2)シ ル トを ブ ロ ッ ク
状 に合 主,^マ ンガ ン対 酸 仕 鉄対 を含 せl.

4 黄褐色(10YR5/6) 砂
灰 黄 褐 色 (10YR4/2)シ ル トの 小 ブ ロ ッ

SD712溝

SD107溝

層No 土   色 土   性 備 考

1 にぶい黄褐色(10YR73) 粘韻 シル ト

2 褐色(loYR4/6) 粘土質シル ト

SD108清

層雌 土   色 土  性 備 考

1 褐色(10YR4/4) 砂質シル ト

2 暗褐色(10YR3/0 微砂

3 黒褐色(10YR3/2) 微～中砂

4 暗褐色(10YR3/3) 微～中砂 粘土質シル トブロック含む。

SD713溝層 lto 土    色 土  性 備 考

1 にぶい黄褐息 10Y瑚0 ン,レ ト 底面近くに薄 く砂が堆積 している。

SD606 A― A′ 溝

層酌 土    色 土  性 備 考

1 褐色(10YR4/4) 砂質シル ト

2 黒褐色(10YR3/2) 微～中砂

3 褐色(10YR4/4) 砂質シル ト

4 暗褐色(10YR3/3) 微～中砂 粘土質シル トブロック含む。

層 16 土    色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR3/2) ンルト 焼 上 、炭化 物、地 山粒 多 く含 む(人為 的埋
土 か ?)。

にぶい黄褐急 10YR73) 細～中砂 焼土、炭化物、地山粒わずかに含む。

3 黒褐色(25Y3/1) 粘土

コ 褐色(10YR4/4) 【色韻 シルト 地山ブロック(壁崩落土)を 含む。

SD606 B― B′ 溝

SD714溝

層聴 土   色 土   性 備 考

ユ 褐灰色(10YR6/1) 砂

2 黄褐色(10YR5/6) シ)レ ト

SD715溝

層 聴 土   色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR3/2) ンフレト 焼 上 炭化 物 地 山粒 多 く含 む(人為 的埋

2 にぶい黄褐色(10YR4/11 細～中砂 焼上、炭化物、地山粒わずかに含む。

3 褐色(10YR4/4) 粘土質シル ト 地山粒を含む。

4 黒褐色(25Y3/1) 粘 土

5 褐色(10YR4/4) 粘土質シル ト 地山ブロック(壁崩落土)を 含む。

層 lb 土   色 土   性 備 考

1 にぶい黄指定nOYR4/3) 微～中砂 マンガ ン粒多 く含む。 LⅡ 土含む。

2 暗褐色(10YR3/4) 微～中砂 灰自色火山灰小ブロックで含む。

3 暗褐色(10YR3/3) 微 砂 一部グライしている。

第177図  中世溝断面図 ①



4.溝

(1)SD 606溝 (第 175図):Ⅵ 区中央部 (90～ 97列)を北東から南西に弧状に東西に横断している。

Ⅲ層上面で検出した。Ⅲ層上面標高約9,9～ 10mのやや北に傾斜する緩斜面に立地している。 SD 605

溝・Ⅵ区北半部水田跡酸化鉄集積面とSX601墳墓跡よりも古 く、Ⅵ区Ⅲ層上面検出遺構の中で最も

古い。下層の大野田 8号墳よりも当然新しく、周溝は切っているが、大野田 8号墳墳丘部分までは伸

びていない。本溝の掘削時に大野田 7・ 8号墳墳丘を避けた可能性がある。溝の幅約 1～ 2m、 溝の

深さ約50～ 70cm、 溝の確認長約35mである。清の深さは南方から北方に向かって深くなっている。断

面形は逆台形である。堆積土は 4～ 6層 に細分されるが、大きく3層 に分けられる。下層は壁の崩落

土、中層は細砂 。中砂の砂層あるいは砂層と粘土・粘土質シル トの互層、上層は人為的埋土である。

本溝は形態・深さ 。深さの変化・堆積土の砂層の状況から、南か ら北に水の流れていた用水路の可能

性が考えられる。検出面からは常滑甕とロクロ不使用の土師質土器皿の破片が出土している。 1層 の

埋め戻した土に含まれるものと判断される。

12)SD712～ SD 715溝 (第 161・ 163図):Ⅵ 区南東部からⅦ区北部 (100～ 104列)の東西に伸びる

4条の溝である。Ⅵ区SD 610溝 とⅦ区SD 712溝は一連の連続する溝である。Ⅲ層上面検出である。

Ⅲ層上面の標高約9,9～ 10.lmの 微高地上に立地している。一部大野田8号墳の墳丘にかかるが、基

本的には大野田 7・ 8号墳を避けて掘削しているようにみえる。各溝の規模・特徴について述べる。

SD 610。 712溝は、幅約0,8～ lm・ 深さ約45cm・ 確認長約31mである。断面形は逆台形である。 SD

713溝は、幅約0.4～ lm・ 深さ約40cm。 確認長約30.5mで ある。断面形は逆台形である。 SD 714溝

は、幅約40～ 60cm・ 深さ約20cm・ 確認長約17.5mで ある。断面丸底で、断続的に検出されている。 S

D715溝は、幅約60～ 80cm・ 深さ約50cm・ 確認長約31mである。いずれの溝の堆積土も微砂～中砂・

砂質シル トからなり、水の流れた状況を呈している。 Ы)715溝か らは胎土に籾穀を含む土師質の上

器の底部状の破片が出土している (第 242図 4)。

5,全体区画溝外の遺摘と遺物

概要 :こ こで対象とする地域は、 I区北東からⅥ区北西に伸びる全体区画溝 (SD 101～ 104・ 503～

505溝)の外側 (西側)地域の I区北部から西半部、 Ⅱ～Ⅳ区である。北から順に記載する。

(1)Ⅲ oⅣ区の中世遺構群 (第 178・ 181図 )

概要 :遺構検出面はⅣ区はⅢ層、Ⅲ区はV層ないしⅥ層上面である。Ⅲ区は標高約9.8～ 9.9mの微高

地であり、Ⅳ区は標高約9.8～ 9.7mの北緩斜面である。Ⅳ区では多数のピットが検出されたが、柱痕

跡の明確なものは少ない。建物となったものはなく、 SA401柵跡 1列だけである。遺物もⅡ層上面

出土の磨面のある在地産中世陶器片 (転用砥)1点のみである。Ⅲ区では、掘立柱建物跡・柵跡・土

坑 。土葬墓 。溝などが検出されている。掘立柱建物跡は大きく4方向のものが認められ、 8方向のも

のは重複している。屋敷跡として、 I～ Ⅲ期の 3段階の変遷が想定される。屋敷全答を囲う溝などの

施設は確認されない。Ⅲ区の中世遺構の時期は、年代決定資料となる遺物の出土がないために詳細は

不明である。わずかに、土葬墓の副葬品である漆器椀がおおまかな年代推定の手掛りを与えてくれる
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資料である (漆膜分析参照)。 以下、Ⅲ区の遺構について観ていく。

①掘立柱建物跡 :14棟の掘立柱建物跡が確認された (第 181図 )。 SB 301掘立柱建物跡を除き、大き

く3方向の建物群に分けられる。新旧関係も考慮して整理すると、 I期は真北から12～ 15° 西偏する

方向の建物群 8棟 (SB 307A・ B～ 313)、 Ⅱ期はほぼ真北方向の建物群 3棟 (SB 302～ 304)、 Ⅲ

期は真北から約15～ 25° 東偏する方向の建物群 2棟 (SB 305・ 306)か らなる。真北から約 10° 東偏す

る方向の建物 1棟 (SB 301)は、Ⅲ区の中での新旧関係は不明である。以下、特徴的な建物跡につ

いてのみ概略を説明する。

SB 301掘立柱建物跡 :周 囲に溝を持っている。濤幅は約70～ 80cm、 深さは約20～ 30cm、 堆積土は4

層に細分される自然堆積土である。建物は、桁行 2間 (柱間寸法2.4～ 2,7m・ 総長約4.9m)、 梁行

2間 (柱間寸法1.7～ 1.9m。 総長約3.6m)の南北棟である。南北妻の柱は棟持柱風に妻面よりやや

外側に位置している。建物の占有面積は約17.4�である。柱穴掘り方は径約20～25cmの ほぼ円形で、

深さは50～ 70cm、 柱痕跡は径約12～ 14cmで ある。周囲に溝の巡る建物跡は、今回の調査ではこの 1棟

だけであり、通常の建物跡ではなく、神仏をまつった祠堂などの宗教施設の可能性もある。周溝から

珪化木の砥石状石製品が出土している (第 182図 1)。 この建物跡の方向はⅡ区ⅡB期の建物群の方

向とほぼ同じであり、Ⅱ区の建物群との関連の強い施設の可能性がある。

SB 302掘立柱建物跡 :身舎の桁行 3間 (柱間寸法2,1～ 2.5m・ 総長約6.7m)、 梁行 2間 (柱間寸法

1.9～ 2.2m。 総長約4.lm)で、東・南・西の 3面に柱間寸法1.3～ 1.5mの 廂 。縁をもつ南北棟であ

る。占有面積は約55,6ゴである。柱穴掘 り方は径約40～ 50cmと 比較的大きく、深さは30～ 40cm、 柱痕
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Ⅲ区出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cal) 幅(cm) 厚 さ(cm) 重量(g) 石 材 写真図版 登録番号

SB301周溝 1層 磨石 ? 磨面あり 珪化木 1“-15 Kd-9

番 号 遺 構・層 位 種 別・器 種 特 徴 長さlcm) 幅(clH) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

2 SK309 1層 鉄製品 棒状 鉄鏃の茎か ? 159-3 N-191

3 SK309 4層 鉄製品 環状 鉄釘か ? 139-14 N-198

4 ピット272 埋土 鉄製品 T字 形 空洞 07、 04 159-2 N-192

Ⅳ区出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さCcm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

5 江層上 転用砥 在地産陶器体部片 I-411

第182図  Ⅲ・Ⅳ区出土遺物
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層Ib 土   色 土  性 備 考

ユ 黒褐色(5YR3/1) シルト L亜粒混入。粘性あり。

2 黒褐色(10YR3/2) シ,レ ト LⅢ粒混多。粘性あり。

3 黒褐色(10YR2/3) ンヽ LVプ ロック。粘性あり。壁のくずれ。

4 黒褐色(10YR3/2) 露 P竪 �

LIII土 フ ロ ッ ク の 混 含

SK301」Lウ花

層聰 土    色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR3/2) シ,レ ト LIll粒混多。

2 黒褐色(10YR3/2) シ,レ ト LⅡ プロック混多。

3 黒褐色(10YR2/2) ン,レ ト LⅡ プロック混多。

4 極暗褐色(75YR2/3) シ,レ ト LVブロック混多。

5 4B色(10YR4/4) シ,レ ト LVブロック。

第183図  Ⅲ区中世SB301建物跡



跡は径12～ 15cmである。 Ⅱ期の中心的建物跡と推定される。

SB 305掘 立柱建物跡 :桁行 4間 (柱 間寸法1.9～ 2.6m。 総長約8,4m)、 梁行 2間 (柱 間寸法1.6～

1.8m。 総長約3.5m)の総柱的な東西棟である。占有面積は約29。 4面である。柱穴掘 り方径約20～

30cm、 深さ約20～ 30cm、 柱痕跡は径約10～ 12cmで ある。 SB 806掘立柱建物跡に建て替えられてい

る。内部の柱は束柱の可能性があり、床板張りのⅢ期厩跡の可能性がある。

SB 307 A・ B掘立柱建物跡 :やや方向を変えて建て替えられている。 SB 307A掘 立柱建物跡は、桁

行 3間 (柱間寸法2.5～3.4m。 総長約8.8m)、 梁行 2間 (柱間寸法1.8～ 2.5m・ 総長約4.2m)の 東

西棟である。占有面積は約36.9どである。柱穴掘り方は径約 50cm、 深さ約40～ 55cm、 柱痕跡径約15～

20cmで ある。柱穴の規模は大きく、柱間寸法も長いものである。このSB 307A・ B掘立柱建物跡は飲

301柵跡で囲われている。 I期の特殊な建物跡かもしれない。

②柵跡 :6列の柵跡が確認された。 SA301柵跡は SB 307A・ B掘立柱建物跡を囲んでいる。 SA

302・ 303柵跡は 「く」の字に南東部を囲うものである。柵跡は I期のものが多い。

③土坑 :25基の土坑が検出された。各土坑の特徴・規模などは第 2表に整理した。土坑の性格の分か

るものはない。ここでは、特徴的な土坑についてのみ観ていく。 SK302土坑はSB 301掘立柱建物跡

の北西部に位置している。筒状のやや深めの土坑で、壁の崩落が著しい。堆積土は人為的埋土であ

る。 SB 301掘立柱建物跡に伴う井戸状の施設の可能性がある。 SK309土坑からは鉄鏃の茎と思われ

る棒状の鉄製品が出土している。

④上葬墓 :3基の土葬墓が確認された。 SK3H・ 318・ 319土葬墓である。

SK 311土葬墓 :Ⅱ 期のSB 303掘立柱建物跡の北西部に近接して位置している。長軸方向はSB 303掘

立柱建物跡の方向とほぼ同じである。長軸約180cm・ 短軸約60cmの長方形で、深さは約20cmである。

北東隅に漆器椀を正位で副葬している。椀は塗膜のみしか残っていないが、底径約6.6c皿の輪高台の

総黒色系椀である (漆膜分析参照)。 木棺の痕跡は確認されなかった。

SK 318土葬墓 :Ⅱ 期のSB 802掘立柱建物跡の北妻のラインを西方に約1lm延長した地点に位置して

いる。長軸方向はSB 302掘立柱建物跡の方向とほぼ同じである。長軸約165cm。 短軸約95cmの 長方形

で、深さは約30cmである。北東隅に漆器椀を正位で副葬している。椀は塗膜のみしか残っていない。

総黒色系椀である (漆膜分析参照)。 北・東 。西北半部で木棺の痕跡を確認した。

SK 319土葬墓 :SK318土葬墓の南約 lmの場所にある。推定長軸約HOcm。 推定短軸約85cmの 短い長

方形で、深さは約20cmである。北東隅に漆器椀を正位で副葬している。椀は塗膜のみしか残っていな

いが、底径約6.5cmの ものである。本棺の痕跡は確認されなかった。

以上の 3基の他に、形態 。規模・堆積土から土葬墓の可能性のあるものとして SK315土坑がある。

Ⅲ区北西端にあり、I期のSA302・ 303柵跡が「く」の字に接する隅の部分の北西部に位置している。

長軸方向は I期 の掘立柱建物跡・柵跡の方向とほぼ同じである。長軸約180cm・ 短軸約60cm。 深さ約

20cmである。4基の土葬墓は I～ Ⅱ期の建物跡にそれぞれ関連する可能性があり、屋敷墓と推定される。

⑤溝 :中世の溝は SD 303溝 である。A～ B。 20グ リッドに位置 している。幅約60cm・ 深さ約20cm。

確認長約 5mである。堆積土は自然堆積± 2層である。上層はⅡ層土、下層はⅡ層土にⅥ層細粒を含ん
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SK307土 坑

SK302土 坑 SK309土坑 SK308土 坑 SK312土 坑

層lb 土   色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/3) ン,レ ト LI粒混少。粘性あ り。

2 暗褐色(10YR3/3) シ,レ ト 粘性あ り。

暗褐色 ( OYR3/3) ン,レ ト 粘性あり。

黒褐色(10YR3/2) ン,レ ト しⅢ粒混多。粘性あ り。

5 黒褐色(10YR2/2) ン,レ ト LⅢ 粒混少。粘性あ り。

6 褐色(10YR4/4) ン,レ ト しⅥブロック(壁崩れ )。 粘性あ り。

7 暗褐色(10YR3/4) シルト LM粒混多。 III性あ り。

3 暗褐色(10YR3/3) シル ト 粘性あり。

9 黒褐色(10YR2/2) シル ト LⅥ 粒混少。粘性あ り。

10 にぶい黄褐色(10Y麒ヽ シルト LⅧottlllブ ロック。粘性あり。(壁崩れ)

にぶい黄褐急 1∝郎 /0 シ,レ ト LⅦorLⅧ ブロック。粘性あり。(壁崩れ)

SK306」Lウt

層lb 土   色 土   性 備 考

1 灰黄褐色(10YR5/2) 粘土質シル ト 揮 燈 受年
な い 。 マ ン カ ン粒 凝 台 。 土 器 細

2 灰黄褐色(10YR4/2) 粘 土 ベタベタする。土器細片混入。

3 黒褐色(10YR3/1) 粘 土 夢資厭 鳥ヽ経隷 1_3)粘 上がブロッ

4 にぶい黄褐色てl σrR5/3) 粘 土

5 黒褐色(10YR3/1) 粘 土 明黄褐色(10YR7/6)砂 と混合 .

SK309土 坑

層lb 土   色 土   性 備 考

1 褐灰色(10YR4/1) 粘土質シル ト 雰5肇鋒鋒彦把及蒻う〒路亮ギ

層16 土    色 土  性 備 考

1 褐灰色(10YR71) 粘土質シル ト 夢χてネ場合ミッ場嬉瑣声塩侵嶋鍬経τ争)

2 にぶい黄橙憲 101い0/3) 粘 土 マンガン混入。

にぶい黄褐色&oYR5/④ 粘 土

SK311土 坑

SK305土 坑

層rb 土   色 土  性 備 考

1 灰自色(10YR7/1) 砂質シル ト 罰黎肇脚 ツケドちξ5き▼癬 格津討

層rb 土    色 土  性 備 考

1 浅黄橙色(10YR3/4) シ,レ ト 絡耳響9辮 Ⅲ々
主種混じる。日色

2 浅黄橙色(10YR8/4) シ,レ ト 栓屍興尾桂牙かP/7プ秀9母層兵干
しる°彰1

3 明黄褐色(10YR7/6) 粘土質シル ト 糧参ぢ戸写

'昇

昭
と
験亀権癸:に

比べ粘

4 掲灰色(10YR5/1) 粘 性 ベトつく

5 褐灰色(10YR6/1) 粘 性 木構か ?
SK307」Lうに

層哺 土    色 土   性 備 考

1 にぶい黄褐急 10YR5a 粘土質シル ト 5百ヲケ贈瑶手/4)シ ルト径5mmほどの

褐灰色(10YR4/1) 粘土 要印訂″ぢチ影Y夢苦写少扶揺遷究声橙
3 にぶい黄褐急 lllYRν 3) 粘 土 とてもベトつく。

4 褐色(10YR4/4) ン,レ ト ?3と 基本層が混 じる。

5 黒褐色(10YR3/2) 粘土 η2と 基本層が混 じる。

SK310三 ヒ均t

SK312ELtt

層血 土    色 土   性 備 考

1 褐灰色(10YR5/1) 粘ELAシル ト
責 橙 色 (10YR7/6)シ ル トブ ロ ッ ク混 じ
る。 粘性 やや あ り、 マ ンガ ン対 あ り^

2 褐灰色(10YR4/1) 粘土質シル ト
貢rE色 (10YR7/6)ブ ロック混入。マンガ
ン泣あ り。 珍1に 比べ粘性あ り.

3 灰黄褐色(10YR6/2) 粘  土 写鋳剪恋麟 聡?,翻℃螢実陥:

4 黄橙色(10YR8/6) 砂質 シル ト 語公
色

攣牌
1)粘 土。灰貢脅3(10YR6/2)粘 ■ と

SK313土 坑層lb 土    色 土  性 備 考

1 褐灰色(10YR5/1) 粘土質ンル ト マンガン粒混メ、下層に比べ粘性は少ない。

2 褐灰色(10YR4/1) 粘土 給写6条層£払 !こ

ぶい貢褐色(10YR5/3)

3 黒褐色(10YR3/1) 粘 土 熙徐暑堪粁綿 採♀簿今編ぎ洋盈子
る。に

4 褐灰色(10YR4/1) 粘 土 盆 霊 6条 蓬 8比 !こ

ぶ い黄褐 色 (10YR5/3)

5 黒褐色(10YR3/1 粘土 Cttё暴蓬 8洛 !こ

ぶ い黄 褐 色 (10YR5/0

6 褐灰色(10YR4/ 粘 土 明黄褐色(loYR7/6)砂 との混合。

層Ib 土    色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR3/1) 粘土質シル ト 黄燈色(10YR7/6)の 小ブロック混入。粘性あり

2 黒褐色(10YR3/1) 粘土質シル ト 黄橙色(10YR7/6)シ ル トの混合。

SK315」 Lウt

層lb 土    色 土   性 備 考

1 褐灰色(10YR7/4) 粘土質シル ト LⅢ 、しⅥプロックを含む。

SK314EL七花

層lb 土   色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR3/1) 粘土質ンル ト 1骨 !弩匡軋V留 ?rヽご屋送?混
入。粘

SK316■ tt

層面 土   色 土  性 備 考

褐灰色(10YR4/1) 粘土質シル ト 娠奪母g頂卍登等び望群チ輝詣3歓

`熱
政〒Fツ
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SK325土坑

SK31 7土坑

層lb 土   色 土   性 備 考

1 禍灰色(10YR4/1) シル ト

2 明黄褐色(10YR6/6) シ,レ ト 褐灰憲10■ R4/11ylヽブロック混入。粘性弱い。

SK31 8三 L七花

層酌 土    色 土   性 備 考

1 灰自色(10YR7/1) 砂質シル ト SK324土 に似る。

SK324コ L七花

層16 土   色 土  性 僑 考

1 灰白色(loYR7/1) 砂質ンル ト 勢移う暴齢蕪學鐙砕餞勤〔
SK325二 L七花

層lb 土   色 土   性 備 考

と 褐灰色(10YR4/1) 粘 土
明煮掏色(10YR7/6)上 、褐灰色
(10YR5/1)上 混在。斑状。粘性あ り.

2 落房観浄;贈 【(6) ηlに 比べ粘性弱い。

3 明黄褐色(10YR7/6) ングレト 珍1の混入。掘方埋土か。

SK319二Lう花

層聴 土   色 土  性 備 考

1 灰自色(10YR7/1) 砂質シル ト 駿勁紙 窃綴試鞘 観
2 灰自色(10YR7/1) 砂質シル ト 混入物の割合が 91よ り多い。

SK327」 ヒカt

層聴 土    色 土  性 備 考

褐灰色(10YR4/1) 粘土 旨雹泄晨景弓璃協あ箸♀遷民I患雄慨号会。灰

SK320=Ltt

層16 土    色 土   牲 備 考

褐灰色(10YR4/1) 粘土質シル ト
にぶい黄橙急 iOYRν④砂、シル ト混入。
マ ンガ ン粒漫入_雅 り少ない.

2 褐灰色(10YR4/1) lb■質シル ト 歩頑博藩窪

'特

じ詩ζ客咎培肇々ザ繊
ツ

3 にぶい黄橙憲 loYR彿 吟 ン,レ ト

SK326」 ヒウt
層聴 土    色 土   性 備 考

1 にぶい黄褐色aσrR5 31 シ,レ ト わ す か に 粘 性 あ り。 炭 片 は 若 千 、 マ ン ガ

SK321土 坑

層Ib 土   色 土   性 備 考

1 灰 白色(10YR7/1) 砂質シル ト 霧屠孝冨ジユ
・せグ繊ヅYジタらヽ話碗験

層Ar。 土   色 土   性 備 考

1 灰黄褐色(10YR4/2) 粘土質シル ト 攘翻認場制深男子易畿鰹r"
2 黒褐色(10ヽR3/1) 粘土質シル ト 皆歩多2講ツ瑾籍戦暫Y響牙?響了
3 灰黄褐色(10YR4/2) シ,レ ト 明黄褐憲 1 01rR7761■ 同量程度混入 炭混入。

4 明黄褐色(10YR7/6) シ,レ ト 灰黄褐色わずかに混 じる。粘性強いて

5 灰色(N4) シリレト 焼土、灰混入。

6 明黄褐色(10YR7/6) シ,レ ト 密然雰堀滲争拶 誂撃鶴緊

SK322」とう兒

層lb 土   色 土   性 備 考

1 にぶい黄褐憲 101FR5/3) 粘
=賢

シル ト 券霊買}繁鰯 鍛き兆筋蜃シ舟イ

第185図 Ⅲ区土坑 ②
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層配 土    色 土  性 備 考

1 にぶい黄褐急 10YR5/9 ン,レ ト 粘性ややあり。木炭焼土を多量に含む。

2 にぶい費橙息 lCIYR6/3) ン,レ ト

3 にぶい黄燈急 10YRνつ 粘土質シル ト わずかに木炭、焼土混入。

4 灰黄褐色(10YR5/2) 粘土質シル ト 粘 性 あ り。 本 炭、焼 土 粒 、 η4と 同程 度

SK333土 坑

層配 土    色 土   性 備 考

褐灰色(10YR4/1) 粘 土 かに混入。炭混。マンガ ン、酸化鉄混 じる。

2 にぶい莞橙α 10YR6/41 粘 土 褐灰色(10YR4/1)上 混在。炭混入。

3 明黄褐色(10YR7/6) 粘 土 掲灰色(10YR4/1)灰 黄褐色上が混入。

4 灰黄褐色(10YR5/2) 粘 土 特に粘性強い。

5 褐灰色(10YR4/1) 粘 土 粘性強い。

6 明黄褐色(10YR7/1) 粘 土

第186図  Ⅲ区土坑 ③

でいる。SB 805掘 立柱建物跡にほぼ平行している。なんらかの区画溝かは不明である。なお、創)301

溝は現水田耕作以前の新しい溝、SD302清は古代の溝、SD304清は古墳時代前期以降の溝である。

磁)Ⅱ 区の中世遺構群 (第 187図 )

概要 :Ⅱ 区は畑 。水田の深耕による削平が著しい。遺構検出面は古代と同じⅥ層上面である。標高

9.7～9.8mの ほぼ平坦面であるが、全体的にはⅢ区と I区の間のやや窪んだ場所である。検出され

た遺構には、掘立柱建物跡・柵跡・堅穴建物跡 。土坑 。溝・道路跡がある。重複関係から、屋敷地と

しての時期とその後の道路跡の時期に大きく分けられる。屋敷跡段階の遺構からの出土遺物はない。

以下、屋敷跡段階の遺構群について観ていく。

①掘立柱建物跡 :13棟の掘立柱建物跡がある (第 187図 )。 建物跡の方向は大きく3方向認め られ

る。重複しているが、大きくは真北からやや西偏するものとほぼ真北方向でやや東偏するものの二者

に分けられる。王ノ壇遺跡全体での中世の建物跡の建物方向の変遷傾向からは前者が後者に先行する

ものである。前者を I期、後者をⅡ期として整理する。 I期は真北から約1～ 5° 西偏するもの (SB

212。 213)、 ⅡA期は真北方向から約 5～ 8° 東偏するもの (SB 201～ 205)、 ⅡB期は真北方向から

約10～ 12° 東偏するもの (SB 206～ 211)である。次に、特徴的な建物跡について概略する。

SB 201掘 立柱建物跡 :身舎の桁行 5間 (柱間寸法1.9～ 2.6m・ 総長約11.6m)、 梁行 2間 (柱間寸

法1.7～2m・ 総長約3,7m)で、東・北・西の 3面 に柱間寸法約80cmの庇・縁をもつ東西棟である。

占有面積は約59.6∬である。柱穴掘り方径約25～ 50cm、 深さ30～ 45cm、 柱痕跡12～ 15cmで ある。角柱

(10cm× 15cm)の 痕跡が確認された柱穴が 1つ ある。 ⅡA段階の中心的建物跡である。

SB 203掘立柱建物跡 :2間四方の総柱の建物跡である。柱間寸法1.3～ 1.4m・ 総長2.6mで ある。占

有面積は約6.8∬である。柱六掘 り方は一辺約40～ 60cmの方形を基調としており、深さは35～ 50cm、

SK332土 坑

層16 土    色 土  性 備 考

1 灰黄褐色(10YR5/2) 粘土質シルト 粘性弱い。

2 にぶい黄褐色(lllYR6/4j 粘 土 炭化物若干含む。層No 土    色 土  性 備 考

1 灰黄褐色(10YR4/2) 焼土、本炭粒多 く含む。

2 にぶい黄橙憲 10YR6/3) ン,レ ト わずかに焼土粒含む。

SK330土 1丸



第 2表 Ⅲ区土坑観察表

土 坑 名 位   箇 重 複 平面形 規模 (長軸×短軸×深さ)cm 14積 土 壁・底面

SK301 D-24 SB301周 溝よ り新 しい 楕円形          98× 62× 44 自然堆積土 外傾・平坦

SK302 E-22 な  し 円形           約84× 84X72 自然堆積土 外傾 平坦

SK303 E・ F-24 創3301周 溝より古予 (円 形)         70× (48)× 24 自然堆積土 外傾・平坦

SK305 H-14 な  し 円形          約92× 92× 26 人為的埋土 外傾・丸味

SK306 H-13・ 14 な  し 円形           約70× 70× 18 人為的埋土 外傾・平坦

SK307 F-12 な  し 正方形          92× 84X42 自然4E積 土 外反 平坦

SK308 B・ F-12 SK309よ り新 し立 円形           約66× 66× 42 自然堆積土 外傾・平坦

SK309 E・ F-12 SK308よ り古ヤ (楕 円形)        84× 60X22 自然堆積土 外傾・平坦

SK310 E-12 な  し 円形          約80× 80× 66 人為的埋土 内弯・丸味

SK311 F-13 な  し 長方形          182× 62× 20 人為的埋土 外傾・平坦(墓 )

SK312 B'C-14・ 15 な  し 楕円形          204× 150× 50 自然堆積土 外傾・平坦

SK313 C-16 な  し 円形           約82X82× 26 人為的埋土 外傾 。平坦

SK314 C-16 な  し 円形           約62× 62× 20 人為的埋土 外傾・平坦

SK315 I-10・ 11 な  し 長方形         180× 60X16 人為的埋土 外傾 平坦 (墓 )

SK316 B-11 な  し 長方形          80× 36X6 人為的埋土 外傾 平坦

SK317 B-17 な  し 隈丸方形         136× 120× 22 自然堆積土 外反・平坦

SK318 J-15 な  し 長方形          160× 96× 32 人為的埋土 外傾・段(墓 )

SK319 」-16 な  し (長方形)        HO× (58)× 24 人為的埋土 外傾・平坦(墓 )

SK320 I-20 な  し 不整・楕円形       290× 46× 12 自然堆積土 内弯・丸味

SK321 H-20 SK323・ 322よ り新 しい 円形          約 114× 114× 42 人為的埋土 外傾・平坦

SK322 G・ H-20 SK323よ り新 しくSK321よ り古↓ (正方形)          104× (80)X16 人為的埋土 外傾・平坦

SK323 G・ H-20 SK322・ 321よ り古, (正方形)        116× (70)× 16 人為的埋土 外傾 平坦

SK324 G・ H-20・ 21 な  し 円形          約 110× 110× 44 人為的埋土 外傾・平坦(近世 )

SK325 G-20・ 21 な  し 隅丸方形         150× 123× 72 人為的埋土 外傾・平坦

SK326 C・ D E-18 な  し 不整精円形        550× 144× 70 自然堆積土 外反・段

SK327 C・ D-19 な  し 不整楕円形        240× 72× 12 自然堆積土 外傾・段

SK329 F-21 な  し 不整橋円形        70× 50× 18 人為的埋土 外傾・丸底

SK330 G-2〕 な  し 不整精円形        180× 110× 70 自然堆積土 外傾 ,V底

SK332 C-21・ 22 な  し 楕円形          70× 50× 40 自然堆積土 外傾・丸底

SK333 A-20 な  し 不整楕円形        100× 60× 40 自然堆積土 外傾 平坦

柱痕跡は径約12～ 18cmで ある。建物自体の規模は大きくないが、堀り方の形態・規模が他の掘立柱建

物跡に比してしっかりしている。ⅡA段階の倉庫の可能性がある。

SB 206～ 209掘 立柱建物跡 :4棟の建物跡は小規模な建物であるが、その配置は規則的である。 SB

206掘立柱建物跡とSB 207掘立柱建物跡は北妻を揃えており、SB 206掘立柱建物跡の東側柱列はSB

208掘立柱建物跡とSB 209掘立柱建物跡の東妻と揃っている。 SB 206掘立柱建物跡が北東隅に位置す

るように「く」の字に配置されている。同時存在ではない可能性も否定はできないが、規則的配置と

同規模の建物跡が 2棟対になってほぼ同間隔で位置していることから、ⅡB期段階で全体として計画

的に配置された建物群と推定される。なお、Ⅲ区のSB 301掘立柱建物跡はこのⅡB期段階の建物跡
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層ib 土 色 土   性 備 考

1 褐灰色(10YR5/1) 粘翌質シルト 鶏チ縦「E望亀爵笹塩薙セ宝鼻費。
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試掘 トレンチ

層lb 土 色 土  性 備 考

1 僑灰色(10YR4/1) 粘土 褒鋒紗″y菫ラ唇みF震界暑ずかに混
壁 に 酸 化 鉄 の 薄 い 層 あ り。 浅 黄 橙 色2 褐灰色(10YR5/1) 粘土

SK209=Lttt

層 聴 土 色 土   性 備 考

1 褐灰色(10YR4/1) 粘土質シル ト 堺ぶぞ蕃懇局実狩臀Cテχ身ギ罫愁

'そ

尼単そ稼

2 褐灰色(10YR4/1) 粘土質シル ト
乱 れ た二 層。 粘 性 多 い。 しま り弱 い。 に
ぶ い黄 橙 色 (10YR 7/4)土混 在 。
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ま

酸 化 欽 粒 含 む 。 粘 性 9Slい 。

2 褐灰色(10YR6/1) シリレト にぶ い黄 橙 色 (10YR7/4)土 混 在 。粘 りや
や あ り.し 主 りあ り^灰 を含 む。

3 にぶい黄橙憲 10YR7/④ 砂質シル ト

褐灰色(10YR6/1) ン,レ ト

SK213EL七花

層聴 土 色 土   性 備 考

1 灰自色(10YR7/1) ンル ト 濠置露母材:坪き∵覇寝繁彪試P移秀y

SK206二 Lうに

層陥 土 色 土  性 備 考

1 浅黄橙色(10YR8/3) 砂

2 褐灰色(10YR4/1) 粘土質シル ト 蚕!:〔ξ履子阜4ヨ冠:ζ

:Ⅲtま幣 :旨

`イ

。卜埜

層lb 土 色 土  性 備 考

1 褐灰色(10YR4/1) 粘土質)レ ト 患遅域身F麟姥韓 ち義仏r結罹

褐灰色(10YR5/1) 粘土
:替写少歩

=壇
頸F詔訟接tゝⅢ窪留ピお髪七

SK207」Lウt

層聴 土 色 土   性 傭 考

1 褐灰色(10YR5/1) 粘翌質シル ト 妖だ途買弄羅桂既宅¥9警な鶉蚕戸
わず

2 掲灰色(10YR4/1) 粘 土 粘性あり。 シル トブロック少量混入。

SK216土坑

層 聴 土 色 土  性 備 考

l 褐灰色(10YR4/1) 粘空賢シル ト 色砂プロック(2cm)あ り。縄文土器出土。

2 褐灰色(10YR4/1) ン,レ ト

3 にぶい黄橙憲 10YR7/④ 砂質シル ト

第188図  Ⅱ区土坑
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の方向とほぼ同じである。

②柵跡 :3列の柵跡が確認された。いずれも方向からはⅡ期掘立柱建物跡段階のものと推定される。

③竪穴建物跡 :3軒の竪穴建物跡が検出されている。 S1211,212・ 214竪穴建物跡である。S1211

竪穴建物跡だけは掘立柱建物跡と重複しており、それよりも古い。今回の調査で検出された竪穴建物

跡は、この3軒とⅥ区のS1601竪穴建物跡のみである。

S1211竪 穴建物跡 :東西約 3m。 南北約2.5mの長方形の東西棟である。方向はIB期掘立柱建物跡

A
土

B
上

T

与ル 易 蒻 捗 蒻 影 影 が

′
97m

S1212竪 穴建物跡

いを8m

卜

ф

小

ヰ

キ

Ａト

ヒ __J___聟
協

S1212堅 六建物跡

滲を9m

SK215土坑 (波板状凹凸)

引211竪六建物跡

S1214竪 穴建物跡

層No 土   色 土  桂 備 考

褐灰色(10YR5/1) 粘土質シル ト 各>聯儀帰森4跡懸
°
臨 凛す層

2 明黄褐色(10YR7/6) 砂質シル ト
褐灰色(10YR5/1)粘 土質ンル トプロック

劇214堅穴建物跡

層lb 土    色 土  性 備 考

褐灰色(10YR5/1) 粘土質シル ト
貢橙色(10YR3/6)砂 質シル ト。小ブロッ
ク混入。 (径 icm程 )し まりあ り.

2 褐灰色 ( OYR5/ 粘土質シル ト 昂号儲牡
Y栃
常46,′綴 毯祇異恥目数孫13～

3 褐灰色(10YR5/1) 粘土質シル ト 基蕩越鐸彗絢懃ポ駕 、管
4 褐灰色(10YR5/1) 壁 崩 落 土。 養 橙 色 (10YR3/6)班 状 に 混

5 褐灰色(10YR4/1) 粘 土 兜 蝉 隻静らチ言9

6 褐灰色(10YR4/1) しまり弱い。粘性強い。

7 褐灰色(10ヽR4/1) しま り弱い。粘性強い。

8 にぶい黄橙急 lσFR79 砂質シル ト 浅 黄 橙 色 (10YR3/4)土 混 在 。 し ま り弱

浅黄橙色(10YR8/3) 砂質シル ト 器轟題 磐聯臨機祇#孫雰

層16 上   色 土   性 備 考

] 灰黄褐色(1∝く 5/2) 粘土質シルト

2 掲灰色(10YR5/1) 梅韻 シル ト 誹剛 髯翠竹ド儡継鋸
3 浅黄橙色(10YR3/3) 砂質シル ト

褐灰 色(10YR5/1)粘 土質 シル ト若干 混
入。 しまり弱い.

4 生活橿 木炭層 lcm以下の層。

SK215(波 板状凹凸)

層rb 土   色 土   性 備 考

1 灰 自色(10YR8/2) 砂質ンル ト

褐灰色(10YR5/1) 粘土質シル ト
湧貢橙色(10YR3μ )土 混在。上部 に演責橙色
(10Y烹 3/4)下部に褐灰色(10YR5/1)の 景が多い。

褐灰色(10YR5/1) 粘土質
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に近い。削平を受けてお り、本来の深さではないが、確認された深さは約20cmである。堆積土は 4層

に細分される。 1・ 2層は人為的埋土、 3層 は壁崩落土である。 4層 は厚さ約 l cmの 炭化物層であ

り、本遺構に伴う可能性がある。底面はやや凹凸があり、底面上に施設はない。壁際でPl～ P7の

7個の柱穴が確認された。 P5。 P6は重複している。

S1212竪穴建物跡 :東西約2.9m。 南北約2.3mの長方形の東西棟である。方向はⅡA期掘立柱建物

跡とほぼ同じである。確認された深さは約10cm弱 である。堆積土は 2層ある。 1層は人為的埋土、 2
層は壁崩落上である。底面はやや凹凸があり、底面上に施設はない。壁際にPl～ P5の 5個の柱穴

がある。

S1214堅穴建物跡 :南北約3.4m。 東西約2.8mの長方形の南北棟である。北と南にPl・ P2の柱

穴がある。柱穴を結んだ長軸方向はほぼ真北 (■ A期)方向である。底面は 2段になっている。北 。

西では深さ約50cmの ところに幅約50～ 100cmの 平坦面がある。南東部はこの平坦面よりさらに約25cm

深くなっている。堆嶺土は、 9層に細分される自然堆積上である。底面に段以外の施設はない。

④土坑 :H基の上坑が検出された。各土坑の特徴・規模などは第 3表に整理した。出土遺物もなく、

遺構の性格の分かるものもない。特記すべき土坑はない。

⑤溝 :5条の溝が検出されたが、SD 201～ 204溝は、中世の道路跡に関連する溝であり、これについ

ては後述する。ここではЫ朔05溝のみを扱う。

SD 205溝 :道路跡関連の試)201・ 202・ 204溝に切 られている。 E～ I。 36～ 37に位置する東西溝で

ある。南側のⅡA期掘立柱建物跡にほぼ平行している。溝の幅約1～ 1.3m、 深さ約70cm、 確認長約14

mである。堆積土は 6層 に細分される。 1層は人為的埋上である。 2～ 6層は自然堆積上である。こ

の溝はⅡA期掘立柱建物跡の北側を区画する溝の可能性がある。区画溝 とした場合、SD 205溝 と平

行する I区北西部のSD lll古 溝はⅡA期掘立柱建物跡の南側を区画する溝の可能性がでてくる。あ

るいは、両溝は連続した一連の清で、建物群西側を「コ」の字状に囲う区画溝の可能性も想定され

第 3表 Ⅱ区土坑他観察表

土 坑 名 位   置 重 複 平面形・規模 (長軸 ×短軸 ×深さ)cm 堆 積 土 壁・底面

SK202 H-41 な  し 円形          約64× 64× 36 自然堆積土 内弯・段

SK203 G・ H-42 な  し 隅丸方形         138× 96× 58 人為的埋土 外傾・平埋

SK204 F-42 な  し 正方形         122Xl16× 40 人為的埋土 外傾・丸味(近世 )

SK205 E F-40・ 41 な  し 正方 形           104× 94× 26 人為的埋土 外傾 平坦

SK206 E-40 41 な  し 楕円形          118× 94× 16 自然堆積土 外傾・平坦

SK207 C・ D-41・ 42 な  し (長方形)        192× 120× 12 自然堆積土 外傾・平坦

SK208 B・ C-42 な  し 隅丸方形         138× 38× 36 自然堆積土 外傾 段

SK209 D-40・ 41 な  し 長方形          62× 42X12 自然堆積土 外傾・平坦

SK210 C・ D-40 な  し 円形          約80× 80X24 自然堆積土 外傾・段

S1211 DoE-37・ 38 な  し 長方形         300× 246× 12 自然堆積土 外傾・ 凹凸

S1212 E・ F-36・ 37 SD201よ り新 し , 長方形          290× 232× 6 自然堆積土 外傾・平壇

SK213 B・ C-35 な  し 不整・長方形       480× 120× 40 人為的埋土 外傾・平坦

S1214 A・ B-32・ 33 SD201よ り新しヤ 長方形         386× 274× 80 自然堆積土 内舎・段

SK215 I-38 な  し 不整(楕 円形)      (160)× 142× 36 人為的埋土 (外傾 )・ 平坦

SK216 H・ I-30・ 31 な  し 精円形          100× 50× 48 自然堆積土 内弯・丸味

225



る。SD 205溝からは釘と考えられる棒状の鉄製品が出土している (第 202図 H)。

●)I区 の中世遺構群 (第 190図 )

概要 :全体区画溝の西側の I区の中世遺構群を取 り上げる。遺構の集中する地域は I区北半部である。

西部は柵跡が確認されただけである。 I区北半部の遺構には、掘立柱建物跡 。礎石建物跡 。柵跡・土

坑 。溝・溝状遺構・池跡・井戸跡などがある。遺構の検出面は、古代と同じでⅥ層および縄文時代の

河川跡堆積土である。標高9,7～ 9,9mの微高地上に立地している。この地域の中心的エリアは SA 101・

102・ 106・ 107・ 108。 109柵跡に囲まれた場所である。内部の遺構配置は、東部にSX 101池跡と井戸

跡が、それに対面するように西部にSD l10溝状遺構とSB 101建物跡が位置している。西部の遺構の背

後 (西側)には王ノ壇古墳の西半部墳丘が築山状に残されている。また、北側柵跡列の外 (北側)に

は西方の幹線道路跡からの枝道が伸びていたことが確認されている (田中 。渡邊・竹田 ■ 998)。 柵区

画内の遺構群は宗教的施設と推定される。その場所への幹線道路からの枝道は宗教施設を参詣するた

めのものと考えられる。 この場所はなんらかの言い伝えのある開かれた聖地だったのかもしれない。

王ノ壇古墳を『封内風上記』にある唐人東平王を祀つた王壇とする伝承もある。

① SX101池跡 (第 191図 ):本遺構については、以前に墳墓堂の可能性を指摘したことがある (小川 :

1995)。 しかし、今回の本報告にあたり、再検討した結果、墳墓堂とするには根拠に乏しく、類例から

は池跡とした方が妥当であろうとの認識に達した。ここで、墳墓堂説を改め、池跡として提示する。

特徴 。規模 :池跡の中央には数字の「8」 状の中島がある。外縁形は東西H.5～ 12.5m。 南北9,5～ 10

mのやや不整な長方形である。中島は、東西約 5mで、南北はくびれ部分が約2.5m、 広い部分が東部

で約3.5m、 西部で約 6mである。長軸方向はN73° Wである。池の深さは、北から東が浅く約20cm、

南から西が深く約40～45cmで ある。北 。東は南・西よりも削平が顕著である。池底面は緩やかな凹凸

はあるが、ほぼ平坦な部分が多い。壁は凹凸があり、段状の部分や緩やかに立ち上がる部分など一様

ではない。壁南東部や北壁中央部は中島のくびれ部分に対応するように壁下端が屈曲している。墳墓

堂説を改めた理由としては、形態と建物跡・墓墳が検出されなかったことが挙げられるが、削平が著

しいこともあり、中島に拝所などの建物が建っていた可能性までは否定しない。

堆積土 :遺存状況の良好な南・西で観ると、大きく3層 に細分される。 1層は灰黄褐色の砂質シル ト

ににぶい黄橙色の砂を斑状に多く含む土を主体としているが、場所によっては砂のブロックを主体と

するなど一様ではなく、面的にもこれらが斑状に分布している。人為的埋土と考えられる。 2・ 3層

は砂混じりの粘土である。滞水時の自然堆積土である。 3層 の方が砂の含有が多い。また、壁面・底

面には厚さ約 3 cm程の酸化鉄集積層が認められる。 1層中 。2層上面から上部を中心として、径 5～

50cmの 大小約1,000個の河原石 (20c皿大が多い)が出土している。河原石の中には赤色や黒色に焼けた

ものもある。 2層上面での河原石の分布をみると、環状や弧状や集石状に見える部分もある。何 らか

の施設の可能性も想定されたが、人為的に造られたものとは判断できず、出土遺物との関連も認めら

れなかった。また、当初は、河原石の分布密度と堆積土中の河原石の傾斜角度から、本来 「8」 状中

島の上面や斜面に敷いてあったものが崩落したものと考えていた。しかし、自然崩落であれば 2層上

面に集中することや外縁部の集石状の分布については説明ができない。写真・図面・観察記録を基に
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A― A′

層聴 土    色 土  性 備 考

1 灰黄褐色 (101R5/2) 砂質シル ト
酸化 鉄 が 目立 ち全体 に赤 つぽ い。 ボ ロボ

2 褐灰色 (10YR5/1) 粘土

3 褐灰色 (10YR5/1) 粘 土 にぶい黄橙色の砂をプロック状に含む。

B一 B′

層Ib 土    色 土  性 備 考

1 褐灰色 (10YR5/1) 粘土 ろう力ヽ 明瞭な ライ ンは引けない)

2 灰黄褐色 (10颯6/2) 粘 土 砂が混入。

層lb 土    色 土  性 備 考

1 褐灰色 (10RY5/1) 粘 土
赳ぢ ξttS争 テな

が層 状 に重 な る。木 炭

2 抵辞喰再碑興楔野干7/4j 砂 ねば り気がある木炭粒ごくまれに混じる。

3 にぶい自燈包 10YR7/3) 砂 撤警饗雲́ はここだけぜ双七誘ぢ協程碧旨で

D― D′

層Ib 土   色 土  性 備 考

ユ 灰黄褐色 (1045/2) 粘 土 じ魃鶏 潔読保《歓輩R5/■

2 にぶい封 餡 X10YR7n 粘土と砂

3 浅黄橙色 (10YR8/4) 映 ンフレト?

第191図  I ttSX101池 跡
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層聴 土   色 土  性 備 考

1 灰黄褐色 (10YR4/2) 粘土質シル ト 砂粒 (地山粒)。 骨片・骨粉・木炭を含む。

2 褐色 (10m4/6) 粘土質シル ト 地山プロック多い。上面に木炭層がのる。

第192図  正区 SDllo溝状遺構
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再確認の結果、これらの河原石の多くは 1層 の埋め戻しの時に、湿地状窪地であった堆積± 2層上面

にいっしょに捨てられた可能性が高いと判断される。ただし、削平の深い場所でもあり、池の岸など

に敷き詰めた河原石の可能性も全面的に否定はできない。

出土遺物 :(第 198～ 195図 )65点の遺物が出上している。遺物には、縄文土器・石器・埴輪・土師器・

須恵器 。中世陶器・中国磁器 。金属製品 。石製品 。銭貨・土師質土器・火葬骨片 。炭化物・炭化種子

などがある。遺物の大部分は 1層～ 2層上部の出土であり、かつ、破片である。これらは河原石や 1

層埋め戻し土と共に廃棄されたものである。縄文土器から中世後期にわたる遺物を含んでいることか

ら、中世末から近世初頭頃に水田化する時 (調査前の水田の所有者は、戦国時代の名取郡北方の領主

粟野氏の家臣と伝えられる板橋家である)に、この周辺地域の開墾により出たものを一括して池跡の

窪地に捨てて均したものと推定される。池跡 。中島の削平もこの時であろう。このことから、大部分

の遺物は池跡に伴うものではなく、周辺に分布する遺構群に由来するものと考えられる。池跡に伴う

遺物はない。以下、図示遺物について概説する。

土師質土器皿2点 (第 193図 1・ 2)は池跡北東部底面の出土である。いずれも、手づくね 。小型の

ものの破片である。第193図 3・ 4は古瀬戸の水注 I類 (前 Ⅱc期)と 四耳壺 (前 Ib期)である。水

注は日縁端部に磨面があり、転用されている。第193図 5～ 10は橋鉢である。 5,6・ 8は在地産、 7・

9・ 10は常滑産の山茶碗窯系の片口鉢である。 7は 6・ 7型式、 9は 5型式である。第198図 H。 12は

常滑産の甕である。Hの内面には磨面がみられる。第198図 13～ 15は 中国龍泉窯系の青磁である。13は

椀 14類・D期、14は盤Ⅲ類・F期、15は小盤Ⅲ3a類・F期である。第193図 16は磨面のある常滑甕

片である。第194図は石製品である。 1は砥石、2は面取 りしたかのような削痕のある礫、3は磨面の

ある礫、 4は石皿状の窪みをもつもの、 5～ 10は軟質で白色の細粒凝灰岩の円傑である。Hは碁石と

して提示した。第195図 は金属製品である。 1～ 3は釘。鑑。 4～ 18は銭貨である。 4～ 10は図示でき

なかった 1枚 (皇建完宝 :1210年・南宋)を合わせて計 9枚が、H～ 16は図示できなかった 2枚 (景

祐元宝 :1034年 ・北宋と不明)を合わせて計 8枚がそれぞれ接着した状態で一括で出土した。前者の

穴には紐が遺存していたが、腐食が著しく保存できなかった。以上の池跡出土遺物の陶磁器の主体は

13世紀から14世紀前半の鎌倉時代を中心とするものである。池跡は底面出上の上師質土器皿の時期以

降に造られたものである。洪武通宝 。永楽通宝が中世後期以降に下がる遺物である。また、 1層 中か

らは焼けた人骨細片 (頭蓋骨・腕)や動物骨片が出土している (人骨鑑定参照)。

② SE101井 戸跡 (第 196図):OQ01池跡の北側に隣接している。縄文時代の河川堆積土 (砂層)を掘

削した、平面形が不整な隅丸方形の素掘りの井戸である。深さは約1.6mと 浅いが、底面上の堆積土の

粘土層を剣がした段階で水が湧いてきた。今回の調査で検出された井戸跡で、唯―の現在でも湧水の

ある井戸跡である。堆積土は8層 に細分される。壁の崩落土と自然堆積土である。出土遺物は皆無で

ある。du01遺構を墳墓堂と想定していた時は、この井戸を閃伽井と推定していたが、SX 101遺構が

池跡であるとすると、池の水を確保するために掘削された井戸の可能性もでてくる。

③ SDl10溝状遺構 (第 192図 )i SX101池 跡の西方約18.5m・ 王ノ壇古墳西半部残存墳丘の東に近接

する地点に位置している。掘立柱建物跡・土坑と重複しているが、それらよりも古い。王ノ壇古墳西
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番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

1 底 面 土師質土器 皿 手づ くね 在  地 口縁～底部 1/4 (80) 17 154-1 Ca-1

2 底 面 土師質土器 皿 手づくね 在  地 口縁～底部1/8 (74) 154-2 Ca-2

3 層 陶器 水注 口縁端部に磨面あり 古瀬戸 13C2四 半 日縁～底部3/4 (72) 52-1 I-10

4 1 1層 陶器 四耳壷 破片復元 古瀬戸 13CI四 半 回縁～体部 (S2) 152-2 卜31卜 1み 13

5 1層 幅器 橿鉢 在  地 口縁～体部 1/8 (284) 143-1 I-228

6 1層 陶器 播鉢 在  地 口縁～体部 1-227

1層 的器 片 日鉢 常  滑 13C後 半～ 14C前 葉 日縁 149-1 I-175a

8 層 陶器 信鉢 在  地 日縁 I-178

9 SX101 1層 陶器 片口鉢 常  滑 5型式 口縁 149-2 I-177

SX101 1層 陶器 種鉢 内面に重ね焼痕 在  地 体部～底部1/8 143-2 I-284

11 SX101 1層 晩器 甕 内面に磨面あり 常  滑 底部 1/5 I-78

SX101 1層 陶器 甕 押印あり 常  滑 体 部 1-86

層 青磁 椀 14類 龍泉窯 D期 日縁 (166) 原40-2 J-3

SX101 1層 青磁 小盤 Ⅲ類 龍泉窯 下期 底部 (50) 原42-8 J-1

SX101 1層 青磁 小盤 ma類 龍泉窯 下期 口縁～体部1/20 (220) 原42-4 J-2

第193図  I ttSX101池 跡出土遺物 ①
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番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ lcm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 石 材 写真図版 登録番号

ユ SX101 1層 石製品 砥石 中砥 155-13 Kd-31

2 SX101 1層 石製品 礫 白色の礫、全面面取 り状の削 り デイサイト 156-9 Kd-7

3 2層上 石製品 礫 磨面あり(上面 ) デイサイト Kd-8

4 2層上 石製品 石皿 1358 0 デイサイト 156-14 Kd-41

5 SX101 2層上 石製品 礫 白色の礫 57 デイサイト質細粒疑灰岩 (d-13③

6 2層上 石製品 礫 自色の礫 1350 デイサイト質細粒凝灰岩 Kd-10①

7 2層上 石製品 礫 自色の礫 デイサイト質細粒凝灰岩 Kd-10③

3 SX101 2層 上 石製品 礫 自色の礫 1 1 デイサイト質細粒疑灰岩 Kd-199

9 2層上 石製品 礫 自色の礫 デイサイト質細粒凝灰岩 (d-10④

SX101 2層 上 石製品 礫 白色の礫 デイサイト質細粒羅灰岩 Kd-10§

11 SX101 1層 石製品 碁石 細粒安山岩 156-1 Kd― H

第194図  I ttSX101池跡出土遺物 ②
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番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 写真図版 登録番号

1 鉄製品 釘 (25) N-185

鉄製品 釘 (102) 140 160-1 N-184

3 SX101 鉄製品 釘 (135) 05 160-2 N-180

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g) 写真図版 登録番号

4 銅製品 銭貨 元豊通宝 (初鋳年 :北宋・ 1078年 ) 径
'2 5

60(2枚 ) 158-1 N-152

5 銅製品 銭貨 元祐通宝 (初鋳年 :北宋 。1086年 ) 径 :24 30 158-2 N-153

6 SX101 銅製品 銭貨 熙寧元宝 (初鋳年 :北宋 。1068年 ) 径 :24 30 158-3 N-154

7 SX101 銅製品 銭貨 洪武通宝 (初鋳年 :明・1368年 ) 径 :23 30 158-4 N-155

8 SX101 銅製品 銭貨 開元通宝 (初鋳年 :唐・ 621年 ) 径 :23 (20) 58-5 N―

9 SX101 銅製品 銭貨 永楽通宝 (初鋳年 1明・ 1408年 ) 径 :25 158-6 N-157

SX101 銅製品 銭貨 紹聖元宝 (初鋳年 1北宋・1094年 ) 径 :23 (20) 158-7 N-158

11 SX101 銅製品 銭貨 紹聖元宝 (初鋳年 :北宋・ 1004年 ) 径 :24 30 158-8 N-161

12 SX101 銅製品 銭貨 紹定通宝 (初鋳年 :南宋・ 1228年 ) (径 :2 1) (20) 158-10 N-162

18 SX101 銅製品 銭貨 皇宋通宝 (初鋳年 !北宋・ 1039年 ) 径 :24 40 158-H N-163

14 銅製品 銭貨 景徳元宝 初鋳年 :北宋・ 1044年 ) 径 :25 60(2枚 ) 58-12 N-16判

15 SX101 銅製品 銭貨 開元通宝 (初鋳年 :唐・621年 ) 径 :23 N-165

SX101 銅製品 銭貨 熙寧元宝 (初鋳年 :北宋・ 1068年 ) 径 :23 30 158-13 N-166

17 SX10J 銅製品 銭貨 元祐通宝 (破砕)(初 鋳年 :北宋・ 1086年 ) 径 :23 (1 0) 158-14 N-168

SX101 銅製品 銭貨 熙元通宝 径 :23 158-13 N-171b

第195図  !区 SX101池跡出土遺物 ③



半部残存墳丘の法面と本遺構はほぼ平行しており、古墳東半部の削平は本遺構の構築に際して行われ

たものと推定される。長軸方向は、N14° Eである。幅は0.8～ 1.3m、 長さは約19.7mで ある。深さは

保存状態の良い南半部で約30cmである。堆積土は大きく2層 に分かれる。ほぼ水平な堆積土である。1・

2層共に粘土質シル ト層であるが、全体的にべ夕べ夕している。層中にはⅥ層ブロックや縄文時代の

河川堆積上の砂のブロックを多く含んでいる。Ⅵ層ブロック・砂の含有量は 2層の方が多い。堆積土

は人為的埋土と考えられる。1層 中には、骨片・骨粉・溶けた骨のまとまり。腐食した木片のまとま

り。炭化物・焼けた石などが含まれている。取 り上げた 3地点の人骨については、焼けていない頭蓋

骨、火葬された大腿骨・睡骨・肋骨であると鑑定されている (人骨鑑定参照)。 また、1層上面では焼

面や焼面のある土坑なども検出され (制く107土坑)、 本遺構周辺には骨片・骨粉が分布している。新

旧のものが重複しているようであるが、本遺構全体として集団墓的な遺構と判断される。副葬品はまっ

たく認められない。仮に、幅のほぼ同じⅢ区の鋭饂 18土葬墓の長さを基準にして、本遺構の全長を単

純に計算すると、12人分の遺体の埋葬が可能な長さである。ただし、頭骨だけの埋葬と推定されるも

のもあり、遺体の一部だけのものも含めて複数人の遺体を埋葬した施設と捉えられる。この長大な溝

状遺構は一度に掘られたものであり、複数人の遺体を同時に埋葬しているものとすると、複数人がほ

ぼ同じ頃に亡くなったことを意味している。複数人が同時に亡くなったことや斬首の可能性もある火

葬されていない頭骨だけのものもあることなどから推定すると、なんらかの争乱による死者を葬った

可能性も考えられる。なお、王ノ壇古墳の項で既述したが、王ノ壇古墳上には 3基の無銘文板碑があ

る。本遺構との関係に留意したい。

④掘立柱建物跡 :I区北部からは11棟の掘立柱建物跡が検出されている (第 190図 )。 大きく5方向の

建物群に分けられる。前述した柵区画内と外に分けて、以下、特徴的な建物跡についてのみ概略する。

SB 101掘立柱建物跡 。礎石建物跡 :柵区画内の建物跡の 1棟 として取 り上げる。団q01池跡の長軸方

向の西約13mの地点に位置する方 3間 (柱間寸法約 2m・ 総長約 6m)の 建物跡である。占有面積は

約86謹ある。創剪 10溝状遺構を切って、その上に建てられている。 D(101池跡の東西中心軸と本建

物跡の中心軸は一致している。建物跡の方向はN17° Eである。この地域は深くまで削平されている部

分もあり、無くなってしまった柱穴もある。遺存状態の良好な柱穴でみると、掘り方径約40cm・ 深さ

約50cm・ 柱痕跡径約15cmで ある。また、掘立柱建物跡の柱穴掘り方の真上やその近くの 5ヶ 所からは

径20～ 25cmの 偏平な河原石が検出されている。深さ約10cm程 の掘 り方を持つものと掘 り方を持たない

ものとがある。削平により、全ての掘立柱建物跡の上で確認されたわけではないが、簡易な礎石建物

跡の痕跡と推定され、SB 101建物跡は掘立柱建物跡から礎石建物跡に建て替えられたものと考えられ

る。本建物跡の平面形は方 3間の正方形の造 りをしており、この特徴的な形態からは一間四面堂が想

起される。身舎と推定される部分に位置する柱穴は lヶ 所のみであり、礎石は全く確認されていない

が、削平されたものとも考えられ、方 1間の身舎の四方に 1間の廂のついた一問四面の阿弥陀堂形式

の建物跡の可能性を想定したい。なお、集団墓的なЫ滉 10清状遺構の上に建てられていることは、一

種の墳墓堂とも言える。また、 Ы� 10溝状遺構の周辺からも骨片・骨粉が分布していることから、骨

堂のような性格も合わせ持っていた建物跡とも考えられる。
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SB 109掘立柱建物跡 :柵区画外の建物跡である。身舎の桁行 3間 (柱間寸法1,9mと 3m・ 総長6.8m)、

梁行 2間 (柱間寸法約1.8m。 総長約3.6m)で 、北・西 。南の 3面に柱間寸法約 lmの廂 。縁をもつ

南北棟である。占有面積は約41.4∬である。柱穴掘 り方は径約25～ 40cm、 深さは約20～ 35cm、 柱痕跡

は約12～ 15cmで ある。北東隅柱からは鉄製餃具が出上している(第 199図 5)。 柵区画内のSB 103～ 105

掘立柱建物跡の方向とも一致しており、SB 103掘立柱建物跡の西妻とSB 109掘立柱建物跡の西側柱列

は揃っている。これらの建物跡の方向はⅡ区のⅡB期建物跡である SB 206・ 207・ 210掘立柱建物跡の

方向とも一致している。 SB 109掘立柱建物跡の東側は建物の建たない広場 (庭的な場)である。

SB 107・ 108。 110掘立柱建物跡 :こ の 3棟の建物跡は小規模なものであるが、SB 108掘立柱建物跡 と

SB l10掘立柱建物跡の西側柱列が揃っている。南東部のSB 107掘立柱建物跡も同じ方向である。Ⅱ区

ⅡA期建物跡の方向と一致しており、一連の建物群の可能性がある。

SB lll掘立柱建物跡 i SDlH溝に切られているが、Ⅱ区 I期建物跡の方向とほぼ一致している。

このように、 I区北部の掘立柱建物跡群には柵区画内の宗教施設に関連する建物跡とⅡ区南部か ら

の屋敷地に関連する建物群の両者があると推定される。その新旧関係は真北からの東偏の度合いが大

きいものが新しいと仮定した場合、Ⅱ区南部からのⅡA期屋敷地の方が古い可能性がある。

⑤柵跡 :H列 の柵跡が確認された。 SA 101・ 102・ 106柵跡はSX 101池跡 。SE 101井戸跡 。SD l10溝

状遺構・ SB 101掘立柱建物跡を囲う東西約30m・ 南北約35mの柵跡である。 SA 105。 107・ 108・ HO,

111柵跡はⅡ区南部からの建物群に平行しており屋敷地に関連する柵跡と推定される。このうち、前者

についてのみやや詳述し、柵区画内の遺構群の性格についてもここで若干の整理をしておく。南側を

区画するSA101A・ B柵跡は約50cmの 間隔で平行している並んでいる。これは新旧のものと考えられ

る。この柵跡の方向は朗鶴01池跡の長軸方向およびSB lol掘立柱建物跡の方向と平行している。 Ⅸ

101掘立柱建物跡の東西中軸線から約13.5m南 に位置している。助里 01A柵跡の柱穴の間隔は約1.8m

で、SA 101 B柵 跡の柱穴の間隔は約 4～ 6mである。いずれも、柵跡中央部やや西よりの部分が開い

ている。東側を区画するSA 102柵跡は、SX 101池跡。SB 101掘立柱建物跡の南北中軸線よりも方向が

東に振れ、全体区画溝 SD 103溝 にほぼ平行している。 SX 101池跡の東西中軸線から約2.5m南 の柵跡

やや南寄 りの箇所には入口状の施設がある。柱穴 3個が 2ヶ所に集中し、その東約70cmに 対になるよ

うに柱穴 1個が位置している。助q01柵跡とSA 102柵跡は南東隅で接してはいない。柵跡が開いた状

態で、内側に小規模なSB 106掘立柱建物跡が位置している。解■ 03・ 104・ 112柵跡はSB 101掘立柱建

物跡に伴うものである。北側を区画するSA 106柵跡はSB 101掘立柱建物跡の東西中軸線から約14m北

に位置している。南側を区画するSA 101柵跡とはSB 101掘立柱建物跡を挟んでほぼ同じ距離の場所に

あたる。 SB 108掘立柱建物跡の南側に攪乱による穴があるため、無くなった柱穴もあるが SK 146土坑

付近までは伸びていたものと推定される。柱穴の間隔は約 1.8～ 2mである。柵区画内の遺構群は、集

団墓であるЫ)110溝状遺構の構築を契機にし、その後、 SX 101池跡とSB 101掘立柱建物跡・礎石建物

跡が造られている。池とお堂がセットとなっていることから、小規模ではあるが、所謂 「浄土庭園」

の一種と判断される。池が東、お堂が西に位置しいることから、西方極楽浄土を意識して建てられた

阿弥陀堂と池と考えられ、阿弥陀堂の背後には王ノ壇古墳の墳丘を築山状に配置している (墳丘上面
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3 にぶい黄褐色(10YR70 1層に類似するが炭化物大。焼土を含む。

第196図  I区井戸跡・土坑 ①
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が平坦にカットされて、板碑が現存していることから、単なる築山ではなく、石塔類を配した土壇と

して利用された可能性もある)。 さらにその背後の西方遥かには源頼朝創建伝承のある生出森八幡宮

(八幡の本地仏は阿弥陀)のある太白山を望むことができる。ここからは、太白山の背後に沈む夕陽

を拝むことができる。以上のような性格の空間構成をとる遺構群と推定される。

⑥土坑 :23基の土坑が検出された。各土坑の特徴・規模などは第 4表に整理した。土坑からの出土遺

物は無い。性格の分かる土坑もなく、ここでは、特徴的な土坑についてのみ観ていく。

SK 107土坑 (第 196図):L～ M・ 58～59グ リッドに位置している。 SD l10溝状遺構と重複し、堆積土

1層を切る。削平により本来の形態・規模は不明であるが、残存している遺構は南北約45cm、 東西約

20cmの 楕円形で、深さ約10cmで ある。壁面・底面は焼けている。堆積土は人為的埋上であり、炭化物・

灰・焼土・焼けた骨片などをブロックで含んでいる。火葬関連の遺構と考えられる。

SK lll上坑 (第 196図):G～ H・ 54グ リッドに位置している。 SB 103掘立柱建物跡と重複し、それよ

り新しい。東西約 2m、 南北約1,9mの 不整な方形の土坑である。底面までの深さは約60cmである。堆

積土は 7層 に分かれる。いずれも、人為的埋土であるが、1～ 3層は厚く全体を埋め戻した層であり、

4～ 7層は薄く整地したかのように敷き詰めた層である。4層上面の中央部には径約15～30cmの 偏平

な14個の河原石が集石状に敷いてある。この敷石の下層に陶磁器などの埋納を想定して精査したが、

遺物は手づくねの土師質土器皿片 1点のみであった。底面直上の 7層上面では焼面が確認された。火

熱は底面下まで及んでいる。敷石下の 5・ 7層の炭化物・焼土・灰の層からは魚骨 (ギバチ・コイ・サ

ケ・スズキ)。 鳥骨が出土している (動物遺存体分析参照)。 土坑の性格は不明である。

SK 145上坑 (第 198図)iC～ D。 53～ 55グ リッドに位置している。 SE 101井戸跡と重複し、それより

古い。幅約 1～ 1.5m、 長さ約 7mの南北に長い溝状の土坑である。SD 109溝 とも重複するものとして

調査したが、堆積土からこれらは一連の遺構と捉えられる。深さは南から北へ約10cmか ら60cmと 深く

なっている。堆積土は 3層 に細分され、最下層が砂層であり、その上層は砂層を挟む粘土層である。

水が流れたり、滞水していた痕跡が認められる。本遺構の南端 (SD 109溝の南端)と 鬱Q01池跡とは

約30cm離れている。しかし、池跡北部は南部より約20cm以上深く削平されていることから、本来、本

遺構と池跡とはつながっていた可能性もある。そのように仮定した場合、本遺構は池の水の調節に関

連した遺構と推定される。

⑦溝 :全体区画溝以外ではSDlH溝がある。 I区北端部に位置する東西溝である。新旧の溝が重複し

ている。古段階が中世、新段階が近世の溝である。古段階の溝の大部分は新段階の溝で壊されている。

確認された長さは約4.5mだけである。幅は不明である。深さは約30cmま では確認される。堆積土は 3

層に分かれる自然堆積土である。この溝はⅡ区Ы)205溝 と共にⅡ区ⅡA期の建物群を区画する溝の可

能性がある。出土遺物には、堆積± 3層から出土した常滑甕片 (第 207図 6)と SX 101池跡で提示し

た古瀬戸四耳壺 (第 193図 4)の同一個林の体部破片がある。

③還構に伴わない遺物 :中世の遺構検出時や建物跡 。柵跡として組まない柱穴出土の遺物などを一括

した (第 199図 )。 在地産中世陶器悟鉢、青磁椀、砥石がある。1点だけ現代の遺物も提示した。
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SK136」 Lうt
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王

SK138土坑

SK1 44」とう花

層面 土    色 土   性 備 考

暗褐色(10YR3/4) ンル ト質粘土 碁豊再呉望ザ瀕律黄褐色(10YR5/6)混

2 暗褐色(10YR3/4) ンル ト質粘土 1層 と類似するが、ややべたつく

層聴 土   色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR3/1) 粘土質シル ト 少量のマンガン炭化粒含む。しまり強い。

2 にぶい黄褐急 10YR73) シル ト質粘土 少量マンガンを含む。 しまりあ り。

SK1 37土坑

SK146土 坑

層lb 土    色 土  性 備 考

1 にぶい黄褐色(10YR70 シルト質粘土 炭霞畿 R哲凡iか藻亀争t暫5留げ鐸

層聴 I:   色 土  性 備 考

褐色(75YR4/3) 燿喬鞠 塑名暉宅撃所鶏(!)明

SK138土 坑

SK1 47二 Lウ元

層lb 土    色 土  性 備 考

にぶい黄褐色(10YR守3) 粘土質ンル ト 少量炭化粒、酸化鉄を含み、サクサクする。

2 暗褐色(75YR3/3) 粘土質シル ト 焼土炭化粒全面に底面に混在。

3 にぶい黄褐色(10YR5/41 シフレト しまり弱く、ザラザラする。
層聴 土    色 土   性 備 考

1 にボい黄褐色(10YR4/3) 粗砂 灰黄褐色ブロック状に含む。ややしまりあり

2 褐色(75YR4/3) 倦番吉呉鴻X晩守鮭盗も聟宅聟浙肇Y伊明

SK1 39上坑

SK148」Lウt

層聴 土    色 土  性 備 考

1 褐灰色(10YR4/1) 粘上質ンルト 璧歩霧ち倖土粒 マンガン粒を含む。 し

層lb | 色 | 備 考

黒褐色(10YR3/1) ll li質 シルト 炭化姫及び少最焼上粒含む。しまりあり。

SK142」 Lうt

SK1 49」ヒうt

層lb 土   色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR3/1) 粘翌質シル ト 多量の焼土粒を含む。しまりあり。

層聴 上    色 上   性 備 考

1 黒褐色(10YR3/2) 粘上質シル ト 黄褐色及び少量の炭化粒含む。しまりあり。

2 にぶい黄褐息 lllYR4//3) 粘翌質シル ト 少量のマシガン炭化粒含む。ややべたつく

3 にぶい黄褐色(10YR5/3) 粘翌質ンル ト 細砂互層にしまりあ り。

SK1 43」 Lウt

SK1 50土坑

層lb 土    色 土  性 備 考

1 褐色(10YR4/4) 粘翌質シル ト 策夢f伊り斯Sと響藻 雪々Zttδ F/0を

SK151二 Lうt

層lb 土    色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR3/2) シリレト 盆曇■化粒及びマンガンを含む。しまり
層Tb 土    色 上  性 備 考

ユ 暗褐色(10YR3/3) 木炭多量及び焼土粒を含む。しまり強い。

2 黄褐色(10YR4/6) シル ト質粘土 少量炭化粒を含む。 しまりあ り。

3 暗褐色(10YR3/4) 粘土質ンル ト しⅥ土近似。

SK152土 坑

層lb 土   色 土  性 備 考

黒褐色(10YR3/2) シリレト 釜語戸化
粒及びマンガンを含む。しまり

第197図  I区土坑 ②
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層16 土   色 土   性 備 考

と 褐灰色(10YR5/1) 粘 土 兵ダ総幕壌亀快!YxT混雛協腿
混

2 褐灰色(10YR6/1) 粘土 任漆渫蒼彬鍮鍵B置灌γ/3)砂、灰黄褐色

3 にぶい黄橙tnOYR721 粗砂 灰黄褐色(10YR5/2)粘 土混少。

B― B

層聴 土   色 土   性 捕 考

黄灰色(25Y4/1) 砂質シル ト 酸化鉄混入。

2 黄灰色(25Y4/1) 粘 土 黄色(25Y8/6)砂混在。酸化鉄混入。

3 にぶい黄橙色血∝ R6浴 砂 褐灰色(10YR5/1)粘 土混在。

□
o             5cln

―
―

     (%)

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残    存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

1 I区試掘 陶器 橋鉢 在  地 口縁 I-229

2 I区  Ⅱ層上 青磁 椀 12～ 3類 龍泉窯 D期 体 部 原40-13 」-4

番 号 遺 構 !層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(側 ) 重量(g) 石     蒻 写真図版 登録番号

3 ビッ ト215 埋中 石製品 砥石 仕上げ砥(鳴滝砥 ) (40) (31) 110 デイサイト 155-11 Kd-20

4 ピッ ト51 埋中 石製品 砥石 仕上げ砥 (鳴滝砥 ) (37) 100 デイサイト質凝灰岩 155-12 Kd-2と

番 号 遺 構 !層 位 種 房l・ 器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚 さ(cm) 重さ(g) 写真図版 登録番号

5 ピット215 鉄製品 餃具 159-1 N-183

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 写真図版 登録番号

6 表 土 鋼製品 銭貨 一銭 径 :27 158-25 N-179

第199図  I区ピット他出土遺物 (現代含)



第 4表  I区土坑観察表

土 坑 名 位   置 重 複 平面形・規模 (長軸×短軸×深さ)cm 堆 積 土 壁・底面

SK105 E-60・ 6ユ な  し 円形          約 90× 90× 18 自然堆積土 外傾・平坦

SK107 不整・楕円形       44× 29× 15 人為的埋土 外傾・平坦

SKl10 F-54・ 55 な  し 糖円形         (192)× 78× 36 自然堆積土 外反・丸味

SKlll G・ H-54 な  し 正方形         204× 190× 60 人為的埋土 外傾 平坦

SK134 C・ D-45・ 46 な  し 隅丸方形         190X136× 32 人為的埋土 外傾・平坦

SK135 C-49・ 50 SK153よ り新 しヤ 正方形          180× 162× 24 人為的埋土 外傾・平坦

SK136 E-48 な  し 隅丸方形         76× 56× 36 自然堆積土 外傾・平坦

SK137 H-53・ 54 な  し 楕円形         104× 90× 24 人為的埋土 外傾・平坦

SK138 H-53 な  し 楕円形          120× 80× 20 自然堆積土 外傾・平坦

SK139 F・ G-53 な  し 正方形          134× 128× 18 人為的埋土 外傾・平JH

SK142 E・ F-52・ 53 な  し 隅丸方形         132× 80× 32 自然堆積土 内弯・丸味

SK143 B-47 な  し 隅丸方形         118× 62× 20 自然堆積土 外傾・平坦

SK144 A・ B-47 な  し 楕円形          82× 36× 14 人為的埋土 外傾・平坦

SK146 C-58 な  し 不整・精円形       92× 88× 8 自然堆積土 外傾・平坦

SK147 B・ C-53 な  し 不整・楕円形      122× 120× 18 人為的埋土 外傾 平坦

SK148 A B-53 な  し 長方形          124× 88X8 自然堆積土 外傾・平坦

SK149 A-53 な  し (長方形)        206× (32)× 12 自然堆積土 外傾・平坦

SK150 A-53 な  し 楕円形          102× 52× 8 自然堆積士 外傾・平坦

SK151 D-52 な  し 楕円形         90× 50× 12 自然堆積土 外傾・平坦

SK152 E-52 な  し 長方形          32× 54× 12 人為的埋土 外傾・平坦

SK153 C・ D-49・ 50 SK135よ り古立ゝ 不整・長方形       138× 102× 10 人為的埋土 内弯・段

6.道路跡

概要 :Ⅱ 区とV区で道路跡を検出している。Ⅱ区の道路跡の調査は平成 2年 5月 であった。この道路

跡は調査区幅内での部分的な検出であり、その全体像は不明であつた。その後、平成 9～ 10年度に実

施された本遺跡周辺の発掘調査の結果、側溝をもち、硬化層と波板状凹凸のある道路跡が確認され、

王ノ壇遺跡周辺の道路跡の全容が把握されることとなった。その概要については、「中世みちの研究会

第 1回研究集会」他で報告されている (田 中・渡辺 。竹田 :1998、 竹田 。渡辺 :1998、 竹田 :1999)。

王ノ壇遺跡の全体区画溝の西約90mに全体区画溝とほぼ平行して走る幹線道路跡とそこから分岐した

枝道 4条 (A～ D)が確認されている。確認長は約370mである。現水田畦畔下で確認された部分もあ

る。路面幅約 4mの幹線道路跡は王ノ壇古墳の西方でやや東に折れ、Ⅱ区で検出した道路跡に接続す

ることが分かった。また、枝道はいずれも東方の王ノ壇遺跡に伸びており、枝道 Cは V区北画部で検

出した側溝跡に達していることが確認された。その他の枝道は、全体区画の北端に枝道A、 I区北郡

の 「浄土庭園」エリアに枝道 B、 Ⅷ区とⅨ区の境の付近に枝道Dが伸びている。また、幹線道路跡は

Ⅵ・Ⅶ区で検出した中心的屋敷跡の西方では側溝が途切れており、東西への出入可能な状態になって

いる。この場所から東方に向かえば王ノ壇遺跡の中心的屋敷跡であり、西方に行けば春日社である。

屋敷跡から春日社を見ると、社の背後の西方遥かには大白山がそびえている。春日社と屋敷跡をつな

ぐ通路として、側溝を造らずに意識的に開けた場所と思われ、儀礼の場としても使用された可能性も



考慮したい。この幹線道路跡については鎌倉との往還道である奥大道の可能性も指摘されている。現

在検出されている幹線道路跡の方向から推定すると、北方へは源頼義創建の社伝をもつ諏訪神社の旧

社地のあたりを過ぎて、旧広瀬川南岸の郡山の地に至 り、対岸の南小泉遺跡南部に向かい、南方へは

旧名取川北岸の柳生松木・延命廃寺のあたりを過ぎて、対岸の名取熊野那智神社門前 。名取市川上に

向かうようである。さらに、王ノ壇遺跡の西側には東街道の伝承のある畦畔が南北に伸び、また、北

側には東西に走る古道もあり、この地は出羽国にも通じている。このように、最近になって分かって

きた道路跡の状況は中世の王ノ壇遺跡の全体像把握にとって重要な要素となっている。

(1)Ⅱ 区道路跡 (第 187図 )

本遺構は当初SD 201溝 として調査に入った。S

D201溝完掘後の底面で平行して走る 2条の溝を

確認した。底面の 2条の溝の細部では溝の重複も

認められ、SD 202～ 204溝 とした。2条の溝間には

砂・小石や粘土などが縞状に堅く詰まった土坑状

のやや連続する落ち込みが確認された。SD 201溝

完掘後、まず SD 202～204溝を完掘した。1条ない

し2条の濤と認識していたが、完掘後の形状から

はより複数の重複があったと推定される。また、

土坑状の連続する落ち込みについては、SD 201溝

が河川跡であり、流水のローリングにより形成さ

れた落ち込みと判断し、断面作成のためのベル ト

にかかった部分のみを完掘した。その他の部分に

ついては遺物が表面で確認されるもののみ掘 り

上げた。以上のように、SD 20と 溝とその底面で検出した遺構については調査段階では道路跡であると

の認識はなかった。道路跡の可能性を認識することになったのは、同年10月 に実施された亘理町舘南

囲遺跡現地説明会での道路跡 (古川・鈴木 。大和 :1991)の実見後のことである。以下では、その後

の周辺地域の道路跡の調査成果 (渡辺・竹田 :2000)も 参考にして概要を述べることする。

特徴・規模 :遺構検出面はV層およびⅥ層上面である。検出面の標高は9,9～ 9.8mで、緩やかに東方

に傾斜している。Ⅱ区の調査区を北東から南西に走っている。この場所は I区北部の微高地とⅢ区中

央部の微高地の間のやや窪んだ地点である。 SD 201溝 とSD 202～ 204溝・土坑状落ち込みは重複して

おり、SD 201溝が切っている。SD 201溝はⅡ区の遺構の中で最も新しい。 Ы)201溝は幅約 9～ 1lm、

深さは西端が約 10cm、 東端が約45cmであり、底面は西から東に次第に傾斜している。堆積土は 3層 に

細分される。砂をわずかに含む粘土質シル ト・シル トである。連続する土坑状落ち込み中の縞状に堆

積した砂層の存在からЫ)201溝 を河川跡と理解していたが、この連続する落ち込みは後述する道路跡

関連の波板状凹凸であり、また、堆積土からも流水の痕跡は顕著ではない。このことから、Ы)201溝

は河川跡ではない可能性の方が強い。堆積土の状況を再確認すると、1層は自然堆積土、2層 は少量

第2∞図 Ⅱ区道路跡・側溝重複関係



SD203側 溝

1 粗砂

2 色の違 う砂の互層

3 色の違 う粘上の互層

4砂 質シル トと粘土ブロックの混在層

SD202側 溝

1 色の違 う粗砂の互層

2 粘土に粗砂をはさむ

波板状凹凸A
砂とシル トが斑に混在。堅い。

波板状凹凸 B

1 細砂、粗砂、シル トの混合。堅い。

2砂 質シル トに粘土小ブロック混入。堅い。

波板状凹凸C
1 粘土に粗砂混入。堅い。

2 砂質シル トに粘土ブロックの混合。堅い。

3 砂質シル トブロック。堅い。

SD2041則潟野

1 砂粒を含むシル ト

Z砂 粒 を含むシル ト

&砂 粒を含むシル ト

4砂 質シル トに粘土プロックと砂混入。

5 粗砂の互層

6 細砂の互層

7 砂質シル トを含むシル ト

3 粘土 と砂の互層

α 粘土 と粘土質シル トの斑状層。

SD205区 画溝

l 砂を含むシル ト

2 粗砂と細砂の互層

3 細砂

4粗 砂

5 粘上に組砂 を含む

6 粘土

SD201道 路跡

層Ib 土   色 土  牲 備 考

1 にぶい黄種色 (10YR7/2) 粘土質シル ト 砂粒、炭片若千含む。 しまり、粘性あ り。

2 灰黄褐色 (10YR6/2) 粘土質シル ト 同上

3 にぶい黄橙色 (10Yミ7/2) シ,レ ト 爾番 羅 織穆 ♂声
や 異 な る。 砂 粒・ 粘土 質 シル トプ ロ ック を含 む。 層 上面 に酸化

4 浅黄橙色 (10YR8/3) 砂 竪くしまっている。 (波板状凹凸)

5 浅黄橙色 (10YR3/3) 砂 唇畠 帰 2磁 薙 轡 い
の互 層 にな ってお り、堅 く しまつて い る。 (波板 状 Hl凸 )底面

SD204側 潜

1 色の違 う砂の互層 (新段階 )

2 シル ト (2～ 5:古段働

3 粘土と砂の互層

4粘 土プロックを含む砂質シル ト

5粘 土

ヒす_JL__聟 協

SD201道 路跡

1 砂を含むシル ト

2 砂を含むシル ト

&砂 を含むシル ト

4粘 土プロックを含む砂質シル ト

SD202側 溝

1 灰白色砂 と粗砂の互層

2粘 土と砂の五層

&粘 士

4砂 質シル トと粘土の混合

第201図 Ⅱ区道路跡断面図
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の砂を含む粘土質シル ト層、3層は 2種類の粘土質シル トのブロックと砂を含むシル ト層である。締

りはあるが堅くはない。そして、2・ 3層の上面はほぼ水平であり、3層上面には厚さ約 2 cmの酸化鉄集

積層が形成されている。2・ 3層が水平堆積である特徴は人為的堆積土である可能性を示唆する。特に、

3層は 4種類の土砂の混在する層であり、層上面の両端はやや窪んでいる。人為的堆積土の可能性が

濃厚であり、両端の窪みは側溝状である。整地された道路跡の可能性がある。2層も側溝状の窪みはな

いが上面が水平であり同様に道路として整備されたものとも考えられる。このことから、SD 201溝 は

後述する古い段階の道路跡の上に新たに造られ道路跡と推定され、幅広く溝状に全体を掘削した後で

整地して道路跡としたものと考えられる。この道路跡の時期は後述する古い道路跡がほぼ鎌倉時代と

推定されることから、それ以後のものである。 SD 201溝堆積± 1層からは18世紀頃の唐津焼碗の破片

が出土している。Ⅱ区の北東方向にある現水田畦畔の方向はSD 201溝の東方延長線上にあたり、現在

にまでその痕跡を留めている。平成10年度にはこの部分の発掘調査が実施され、Ⅱ区道路跡に続く大

きく2段階の新旧の道路跡と王ノ壇遺跡中世全谷区画に向かう枝道Aが検出されている (竹田■999)。

古い鎌倉時代の道路跡関連遺構については、両側溝である創)202～ 204溝と連続する土坑状の落ち

込みとした所謂 「波板状凹凸」が検出されている。これらは、Ⅱ区南半部の屋敷跡を壊して造られて

いる。道路跡中軸線の方向は真北から約50° 東偏している。側溝は、形状と深さの変化から最低 I～Ⅲ

期の 3時期の掘削の可能性が想定されることから (第 200図 )、 最低 2度の改修工事がなされたものと

推定される。路面幅は約 3～ 4mである。側溝の幅は、 I期の段階のものは不明であるが、 Ⅱ期の幅

は約0,7～ lm、 Ⅲ期の幅は約 1～ 1.5mである。側溝の断面形状はほぼ逆台形である。深さは、各期

とも一定せず、凹凸が顕著であるが、全体的には東に向かって深くなっている。 I期の深さは確認で

きる部分で約20～ 30cm、 Ⅱ期の深さは約30～ 90cm、 Ⅲ期の深さは約45～ 70cmである。堆積土は場所に

よる違いはあるが、Ⅵ層ブロックを多く含む壁の崩壊土層と粘土層 。粘土質シル ト層・砂層の混在層

あるいは互層である。底面には酸化鉄集積層が形成されている。堆積土から滞水や流水の痕跡が認め

られる。波板状凹凸については、前述したようにSD 201溝が河川として機能していた時のローリング

の痕跡と認識していたため、遺物の取 り上げを主たる目的として掘 り上げた。そのため、重複関係や

検出時の形状を考慮していない調査であり、詳細については把握できていない。ここでは、完掘した

ものや断面観察ができたものの記録から、その特徴について概略する。形状は連続する楕円形・不整

円形の土坑状であるが、堆積土が堅く掘 りにくいことから、掘り込んでいる基本層と共に掘 り上げた

ため、全体の完掘形状は凹凸のある溝状になっている。深さは本来連続する土坑状であるため、 10～

40cmと 場所による違いがある。調査区西壁断面を観ると、この場所の波板状凹凸には4時期の重複が

認められるが、この波板状凹凸の重複関係と側溝の重複関係との時期的な組み合わせについては整合

的に理解する資料に欠けるため全体的には把握できない。堆積土は叩き締められ、調査用のヘラ・ス

コップで歯が立たたないくらいに堅く締まっている。砂が縞状になっているものと小石・砂・粘土・

粘土質シル トのブロックからなるものとがある。底面も堅くなっており、酸化鉄集積層も形成されて

いる。なお、波板状凹凸の上の硬化層は確認されなかった。新しい道路跡Ы)201溝構築の際に削られ

たものと考えられる。また、側溝検出面のレベルから推定すると、古い道路跡の構築にあたっても、



幅広く全林を溝状に掘削した後で、両側溝を造ったものと考えられる。平成 9年度に発見された王ノ

壇遺跡西部の幹線道路跡はこのⅡ区道路跡に接続するものである。この幹線道路跡の調査によると、

王ノ壇古墳のほぼ西方にあたる箇所から急に道路の方向がより東に屈折し、 Ⅱ区道路跡に接続するこ

とが判明している。この屈折箇所から北の部分が道路構築の際の初めに全体を溝状に掘削している。

平成10年度のⅡ区東部での調査で確認された道路跡も同様に道路構築当初に溝状の掘削を行ってい

る。大野田地区の東端部にあたるこの地域の幹線道路跡だけに認められる溝状の掘削は当然ながらそ
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SD201溝 出土遺物

番号 遺 構・層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年   代 残   存
法  量 (cm)

写員図版 登録番号
口径 底 径 器高

1 SD201 5層 土師質土器 皿 ロクロ使用 回転糸切 り 在地 体部～底部 1/5 Ca-30
2 SD20 5層 陶器 片 口 山茶碗窯系 常滑 5型 式 口縁 149-3 I-175b

3 SD201 5層 陶器 瓶子 古瀬戸 13C代 体 部 I-25

4 SD201 5層 青磁 椀 1lb類 同安窯 D期 体 部 原略8-7 」-6
5 SD201 埋土 青磁 椀 15a類 龍泉窯 E期 口縁 原09-5 J-7

6 SD201 5層 青磁 椀 14類 龍泉窯 D期 体 部 馳 0-7 」-5

7 SD20 5層 青自磁 合子蓋 福建産 12C後半～ 底 部 源86-2 J-59

8 SD201 5層 転用砥 渥美甕体部片 渥美 体 部 I-424

番 号 遺 構・層 位 種 別・器 種 特 徴 長 さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

9 SD201 堆積土 土製品 羽 日 (51) (68) P-45

E32試掘 トレンテ

番 号 遺 構・層 位 種 別・器 種 特 徴 長 さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石     羽 鋤 登録番号

試トレ 石製品 砥石 中砥 デイサイト 155-14 Kd-32

SD205溝 出土遺物

番 号 遺 構・層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚 さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

SD205 埋土 鉄製品 釘 (22) 10 N-187

第202図  Ⅱ区道路跡他出土遺物

SX201波板状凹凸出土遺物

番号 遺 構 層 位 種 別・器 種 特 徴 長 さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

鬱(201 鉄製品 管状 (36) N-186



の必要性があったから行われたものであり、それは道路の維持・管理に関わるものと思われる。「地理

的環境」でも述べたように、王ノ壇遺跡の位置する大野田東端郡は自然堤防が形成されているとはい

え大野田でも標高の低い冠水地域である。そのような場所で溝を掘削しており、溝底面が西から東に

向かって傾斜していることを踏まえると、魚川への排水の機能を持たせた可能性が考えられる。また、

中世全林区画溝の北側をさらに区画する機能も考慮すべきかもしれない。因みに、全林区画溝の南端

は小河川により限られている。なお、王ノ壇古墳の西方の箇所から道路が急に屈折することに関して

は、陰陽道との関連なども考慮すべきかと思われる。 I区北部の池跡 。仏堂・王ノ壇古墳・道路屈折

部を貫く基軸の西方延長線上には太白山がある。太白山には源頼朝創建伝承のある生出森八幡宮があ

る一方、山名の大白は陰陽道では太白神のいる忌むべき方角でもある。道路の造成と陰陽道の方違え

などとの関連にも注意したい。さらに、この屈折箇所で北東方向に曲がらずに、ほぼ真北方向に進む

と現在南北に伸びる畔畦があり、地元ではこれを東街道の跡としている。別の道路跡や屈折箇所が三

叉路になる可能性もあり、今後の調査に期待される。

出土遺物 :遺物は新しい道路跡のSD 201溝堆積土と古い道路跡に関連する波板状凹凸堆積土から出土

している (第 202図 )。 中世以降の遺物を観ると、前者には常滑産甕・常滑産山茶碗窯系片口鉢 (5型

式)。 古瀬戸瓶子 (13世紀代)・ 在地産播鉢、龍泉窯系青磁椀 (11類・D期、 15a類 。E期、Ⅳ類・

G期 )、 福建産青白磁合子蓋 (D期 )、 フイゴの羽日などと前述した唐津焼碗が出土している。最も新

しいものは唐津焼碗である。その他は中世の遺物であるが、3層出土のⅣ類青磁椀 (原色図版41-12)が

南北朝時代頃で中世では最も新しく、他は12世紀後半～13世紀のほぼ鎌倉時代までの遺物が主体であ

る。後者にはロクロ使用の上師質土器皿・常滑産山茶碗窯系片日鉢・磨面のある渥美産甕片、同安窯

系青磁椀 (1lb類・D期 )・ 龍泉窯系青磁椀 (11類・ 14類・D期、 15b類・E期)と管状鉄製品が

ある。陶磁器の時期は12世紀後半から13世紀中頃を主体とするものである。この後者の遺物は道路構

築前のⅡ区南半部の屋敷跡に関わる遺物が大部分であると考えられることから、古い道路跡は13世紀

中頃以降に造られたものと推定される。

道路跡関連事項 :Ⅱ 区道路跡の変遷と関連事項について整理しておきたい。古い道路跡は13世紀中頃・

鎌倉時代中頃以降に造 られたものである。当時の名取郡は北条氏の得宗領であり、禅・律宗などの僧

侶の勧進活動との関係など注目される。また、建長 8年 (1256年 )・ 正嘉 2年 (1258年 )の奥大道の夜

討・強盗に関する取締令 (仙台市史編さん室 :1995)は王ノ壇遺跡の性格に関連する事柄とも考えら

れる。古い道路跡の存統期間については、硬化層が削平されており、古い道路跡に関連する遺構から

は把握できないが、新しい道路跡出土の遺物も鎌倉時代を主体としていることから推定すると、ほぼ

鎌倉時代後半の間に機能していたものと想定される。新しい道路跡の年代については、古い道路跡と

の関係と3層出土のⅣ類青磁椀 (G期)の存在から、南北朝時代以降と判断される。その存続期間に

ついては、遺物からは14～ 18世紀 。中世後期～近世前半の間であり、より詳細には捉えられない。道

路の構築方法も前段階と異なっており、新たな社会情勢の変化に対応している可能性もある。南北朝

の動乱期以降、名取郡に強い影響力を及ぼすのは伊達氏であり、それとの関連にも注意したい。南北

朝時代以降のこの周辺地域の道路に関連しては、観応3年 (1352年 )、 北朝方の吉良貞家が名取熊野に
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名取郡南方益田宿・関所の警固を命じていること (名取熊野神社文書)や、観応年間 (1350～ 1351年 )

の僧宗久の紀行文『都のつと』や文明18～ 19年 (1486～ 1487年)の聖護院准后道興の旅行記『廻国雑

記』 (イ山台市史編さん室■995)な どの記録から、中世後期にも幹線道路が大野田周辺を通つていた可

能性がある。検出された新しい道路跡が該期の幹線道路跡かは判断できないが、中世後期から近世前

半の王ノ壇遺跡の性格を理解するための参考材料となる。なお、前述したように、Ⅱ区道路跡の北東

延長線上には水田の畦畔として今日までその痕跡を留めている。

(D V区道路跡 (第 211図 )

道路跡の片側側溝が検出されている。V区北西部の I～ J・ 75～ 77グ リッドに位置している。検出

面はⅢ層上面、標高は約9。 9mである。中世の小溝状遺構群と重複し、それより新しい。本側溝跡は、

平成 9年に発見された西方の幹線道路跡から伸びる枝道 Cの側溝と推定される。この枝道 Cは現在の

水田畦畔直下で検出されており、V区調査前、この畦畔は検出された側溝跡付近まで続いていた。検

出された側溝の長さは約 4m、 幅は約 1～ 1.3m、 深さは約 15～ 20cmである。堆積土はわずかに砂を含

むⅡ・Ⅲ層上のブロックを主体としている。この側溝の東方延長線上の中世全体区画溝は、ある時期

には途切れて土橋状であり、区画内への入口状の通路となっている。このことから、枝道 Cは V区の

区画内の施設へ通じる道路跡と推定される。V区の区画内部は道路と直結した開かれたエリアであり、

遺構群の性格を考える上で参考となる。 I区南部～V区の中世全体区画溝から出土している板碑・宝

筐印塔・数珠玉・古瀬戸天目茶碗などはその場の性格を示唆する遺物と考えられる。

7.全体区画溝内の遺構と遺物

概要 :こ こで対象とする地域は、 I区北東部からⅥ区北西部に伸びる中世全体区画溝 (SD 101～ 104・

503～ 505溝)の内側 (東側)の地域 (I区南東郡～X区)である。最初に全体区画内の遺構群の全体

的配置について概観しておきたい (第 334図 )。

全体区画溝は北東から南西に伸びる重複する溝群で、南北の推定長約400mで ある。北端では東方の

魚川に向かって屈曲しているものと推定され、南端は近世の小河川 SR 1001に切られている。この全

体区画溝の西方約90mに はほぼ平行して幹線道路跡が走っている。全体区画内にはさらに溝で囲まれ

た地域がある。Ⅵ・Ⅶ区には全体区画溝内をさらに大溝で囲んだ中心的屋敷跡 (区画A)があり、Ⅷ

区南端～X区にも遺構は少ないが大溝で囲まれた区画Bがある。区画Aの北側のV区にも東西溝で区

画した場所があり (区画 C)、 区画 Cの北側の I区にも東西溝で区画した場所がある (区画 D)。 Ⅷ区

は区画Aと 区画 Bの間に位置している。区画Dの北西部にある「浄土庭園」エリアには幹線道路跡か

ら枝道 Bが、区画 Cには枝道 Cが、区画Aと 区画Bの間には枝道Dが伸びいてる。区画Aの西方の幹

線道路跡は側溝が途切れており、東の中心的区画Aへの通路状となっている。以下、全休区画溝の概

要を述べた後、全体区画内の遺構 。遺物について各区画を考慮しながら北から順に記載する。

(1)全体区画溝 (第203図 )

概要 :I区北東部からⅥ区北西部に伸びる 7条の溝群 (SD 101～ 104・ 112・ 503～ 505溝)である。検

出面はⅢ層上面である。 I区南半部からV区北半部では標高約10mの微高地となっているが、全体的



には標高約9.8～ 10mの ほぼ平坦面に分布・立地している。群としての検出総長は約110mである。7条

の溝には時期差があり、重複関係からは大きく4時期の新旧関係が認められる。 I期 (古段階 :働

104溝→新段階 :ЫX01溝)→Ⅱ期 (Ы)505溝)→Ⅲ期 (古段階 :Ы)503古溝→新段階 :Ы)503新溝)

→Ⅳ期 (Ы)504溝 。SD l12溝)である。 I期 にはЫ剪 o6濤が、Ⅲ期にはЫ)502溝が接続する。各清

の特徴については各時期毎に後述する。

この全体区画溝の調査区外も含めた全容については、検出された溝群の方向と現地表面観察・地形

図・地籍図・航空写真・聞き取りから、次のように復元される。検出された溝群の南方は、そのまま

南西方向に伸び、大野田老人福祉センターの東端を通り、「皿屋敷」地区の電力鉄塔付近に至る (平成

10年度、土地区画整理事業に伴う調査により確認されている)。 南端は鉄塔の南を東流する小河川まで

達するものと考えられる。南方の小河川に至る溝の推定復元長は約150mである。この小河川は、後述

するように調査区X区とXl区 の間を流れるもので、近世段階の小河川跡もX区の調査で検出されてお

り、中世段階まで遡って存在していた可能性がある。また、この小河川はX区と�区の間の部分では

流路が南方に突出している。X区の中世遺構群との関連も踏まえると、X区中世遺構群と一体化して

使用するために人工的に造られた水路部分とも推定される。一方、検出された溝群の北方は、そのま

ま北東方向に約100m伸びた後、小林氏宅北西角で東に折れ曲がるものと考えられる。小林氏宅の西側

と北側には現在も溝の痕跡が窪地・水路として残っている。東に約45m伸びた溝は、今度は北方に折

れ曲がり、板橋氏宅の西側を約45m伸びた後、板橋氏宅北西角で、また、東に折れ曲がる。板橋氏宅

の北側には現在もその痕跡が水路として確認される。東に折れた溝は約140mで 魚川に至るが、魚川の

手前約20mで南方に約30m枝状に伸びる部分もある。北方の魚川に至る溝の推定復元長は約330mであ

る。全体区画溝の推定復元南北長は、西側で約360m(約 120丈 )、 南北突出部で約420m(約 140丈)で

ある。東側には全体を区画する溝が存在していたのかは不明である。現状では魚川により区画されて

いたものと考えたい。南北のほぼ中央部分での東西長は約200mである。

西側全体区画溝の方向はほぼ真北より約26° 東偏している。鎌倉の若宮大路の方向がN27° Eであり、

何らかの関連を想定したいが、中世の小溝状遺構群や古代の区画溝 SD 717溝の方向もほぼ同様であ

り、区画の方向に関しては地形に起因したものと考えるべきであろうか。また、区画されたエリアは、

東に魚川、西に推定奥大道、南に旧名取川の水郷地帯、北に青葉山丘陵が位置している。鎌倉将軍の

II期 新(sD102)SP101

Ⅲ期古(SD103) II期

(SD502)

1残O)

第203図  I・ V区 中世全体区画溝模式図

一

HI期 古 (SD503 Ⅲ期新(SD503)
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御所は陰陽道の四神相応の地に立地しており (松尾 :1998)、 『吾妻鏡』嘉禄元年 (1225年)10月 20日

条には「…若宮大路者、可謂四神相応勝地也、西者大道南行、東有河、北有鶴岳、南湛海水、可准池

沼云々、一」とある。王ノ壇遺跡の区画されたエリアの立地状況とは類似していないであろうか。

① I期の全体区画溝 :古段階がSD 104溝、新段階がSD 101溝である。この 2条の溝は重複しており、

西側 (SD 104溝)か ら東側 (SD 101溝)に掘削し直している。 I区のSD 106溝は I期溝に接続する。

特徴・規模 :I期の全林区画溝の方向は真北から約26～ 28° 東偏している。

古段階のSD 104溝は、検出長が約85m、 上端幅が約1.6～ 2.3m、 下端幅が約0.6m、 深さが約0.5～

1.Om、 断面形が逆台形ないし浅いU字形である。溝底面は一方に傾斜しているわけではない。V区で

Ⅲ期のSD 503溝が途切れる場所の北側の部分 (長さ約 6m)が深さ約50～60cmと 浅いが、その両側の

北部と南部では長さ約 7mにわたって深さ約 lmと一旦深くなり、さらに、その南部と北部になると

深さ約50～60cmと 浅くなっている。このことから、V区ほぼ中央部の浅い部分が全体区画溝内部への

入口部分と推定される。堆積土は自然堆積土であり、大きく2層 に細分される。下層は粘土層、上層

は砂層である。滞水時の堆積土の上に洪水等による砂層が堆積し、この溝は廃棄されている。 新段階

のSD 101溝は、検出長が約80m、 上端幅が約1.2～ 1.5m、 下端幅が約0.2～ 0.5m、 深さが約0.5～ 1.2

m、 断面形が深い逆台形および浅い逆台形である。溝底面の状況は古段階のSD 104溝に類似している。

古段階のЫ)104溝がV区中央部で浅くなっている部分は新たに掘削せずに、古段階の溝を踏襲し、入

日部分としている。その両側部分は深さ約1.0～ 1.2mと 前段階より深く掘削し、これに続く北部と南

部は深さ約0,7～ 1.lmと 前段階より深くなっているが場所により凹凸があリー定していない。この溝

も検出された部分では底面の一方向への傾きは認められない。堆積土は自然堆積土である。古段階の

SD 104溝 と同様に下層に粘土層、上層に砂層の堆積状況である。

出土遺物 :SD 104溝 の出土遺物はほとんど無い。図示した白磁壺Ⅲ類のみである (第 207図 5)。 SD

101溝の遺物も少ない。陶器として図示したものは押印のある常滑甕片 (第 206図 1)のみであり、他

に、図示できなかった在地産播鉢片1点 と在地産火鉢1点だけである。その他の遺物としては、宝筐印

塔の塔身部 (第 209図 2)と加工痕のある礫 (第 208図 6)がある。宝筐印塔の塔身部側面には種子が

墨書されている (仙台市史編さん委 :1998)。 加工された礫は撃により、周縁部を低くし、中央部が高

まるように造られている。研磨されてはいない。礎石か石塔類の一部か基礎あるいは石塔類の未製品

かと推定される。偏平ではあるが、五輪塔の水輪の可能性も考慮したい。

②Ⅱ期の全体区画溝 :I期の溝の東狽上にSD 505溝が掘削される。 I区では I期 の SD 104。 101溝 を切

り、Ⅲ期新段階のSD 102溝に切られている。V区南端からⅥ区北端では I期の溝を切り、Ⅲ期に接続

するSD 502溝 に切られている。

特徴・規模 i SD 505溝はV区ほぼ中央部がやや東に入り込み全合的に弓なりである。 I区南端部では

途切れている。溝の方向は、V区中央部の南部では真北から約30° 東偏し、北部では真北から約20° 東

偏している。検出長は約84m、 上端幅約0。 8～ 2m、 下端幅約0。 3～ 0.5m、 深さ約0。 4～ 0.6m、 断面形

浅いU字形である。V区ほぼ中央部では幅が細くなっているが、これは近世のSX501遺構の削平を受

けているためである。溝底面は一方に傾くことはなく、全体的に凹凸している。弓なりになった溝が
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SD503古 溝

層lb 土 色 土  性 備 考

1 にぶい黄褐色(10YR4/3) ンル ト質砂 凝灰岩粒 を含む

2 暗灰黄色(25Y4/2) ンル ト質砂 層中央部に粗砂を含む

3 にぶい黄褐色(10YR73) ンル ト質砂 凝灰岩粒を含む

褐色(10YR4/4) 砂 小礫を含む

5 暗灰黄色(25Y5/2) シルト質砂

6 暗灰黄色(25Y4/2) シル ト質砂 粗砂 を含む

7 暗灰黄色(10YR72) 砂質シル ト

8 にぶい黄褐色(10YR4/3) 砂 7層 をブロック状に含む

9 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土

暗灰黄色(10YR4/2) 砂質シル ト

11 暗オリーブ褐色(25Y3/3) 粘土質シル ト 砂粒含む

暗灰黄色(25Y4/2) ンル ト質粘土 黒褐・黄褐土ブロックをわずかに含む

SD503新 溝

SD102"章

層lb 土 色 土  性 備 考

掲灰色(10YR5/1) 粘土 木炭含む

2 灰黄褐色(10YR4/2) 粘 土

3 にぶい黄橙色(10YR7/4) 粘 土

4 灰黄褐色(10YR6/2) 粘 土 粗砂 を含む

SD103月雪

層聴 土 色 土  性 備 考

1 灰自色(10YR7/1) 粘 土 浅黄橙色 10YR8/4細砂含む

2 にぶい黄橙色(10YR7/2) 微細砂

3 明黄褐色(10YR7/6) 糧砂

4 灰自色(10YR8/1) 潮砂

5 灰自色(10YR7/1) 微細砂

6 灰色(10YR4/6) 粘 土 褐灰色10YR6/1粘土含む

7 にぶい黄橙色(10YR7/2) 粘土

層Fb 土 色 土   性 備 考

ユ にぶい黄褐色(10YR4/3) ンル ト質砂 粗砂、疑灰岩粒を含む

2 黄褐色(25Y5/3) ンル ト質砂

3 褐色(10YR4/4) 砂 粗砂 を含む

4 灰黄褐色(loYR4/2) 砂質ンル ト 凝灰岩粒を含む

5 灰黄褐色(10YR4/2) 砂質シル ト

6 黄褐色(25Y5/3) ンル ト質砂

7 にぶい黄褐色(10YR4/3) 砂 粗砂 を含む

8 暗灰黄色(25Y5/2) 砂 石英粒の多い、粗砂を含む

9 黄褐色(25Y5/3) 砂

にぶい黄褐色(10YR4/3) 砂 粗砂 を含む

11 暗灰黄色(25Y5/2) 砂 石英粒の多い粗砂を含む

12 にぶい黄褐色(10YR73) シルト質砂 層上部に 7層及び 10層 と同じ砂粒あり

暗灰黄色(25Y72) 砂質シル ト

14 暗灰黄色(25Y4/2) 粘土質シル ト

15 暗オリーブ褐色(25Y3/3) シル ト質砂

16 にぶい黄褐色(10YR4/3) 砂

SD504昇 野

層血 土 色 土  性 備 考

1 にぶい黄褐色(10YR4/3) シル ト質砂 凝灰岩粒を含0

2 暗灰責色(25Y4/2) シル ト質砂 凝灰岩粒をを含む

3 暗オリープ褐色(25Y3/3) 粗砂

黒褐色(10YR3/2) 砂質シル ト

5 暗オリーブ褐色(25Y3/3) 砂

黄灰色(25Y71) 粘土質シル ト

暗オ リープ褐色(25Y3/3) 砂

暗灰黄色(25Y4/2) ンル ト質砂

暗オリーブ褐色(25Y3/3) 細 砂

10 にぶい黄褐色(10YR4/3) 砂質シル ト 木炭を含む

11 暗オリーブ褐色(25Y3/3) 砂

12 暗灰黄色(25Y4/2) 砂

13 暗灰黄色(25Y5/2) 細 砂

14 黒褐色(25Y3/2) シルト質粘土

15 暗灰黄色(25Y4/2) シルト質粘土 粗砂 を多 く含む

暗灰黄色(25Y5/2) rfI砂

17 黄灰色(25Y4/1) シル ト質粘土 砂粒を含む

第204図 中世溝断面図 ② (全体区画溝 1)
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SD503古溝

SD106溝

層配 土 色 土   性 備 考

1 にぶい黄褐色(10YR73) シリレト

2 褐色(10YR4/41 ン,レ ト

3 灰黄褐色(10YR6/2) シ,レ ト

暗赤褐色(25Y3/2) 粘土

5 オリープ黒色(5Y3/1) 粘土

黒褐色(25Y3/2) 粘 土

SD101労雷

層16 土 色 土   性 備 考

1 にぶい黄褐色(10YR73) 砂 マ ンガン粒、疑灰岩粒 を含む

2 灰黄褐色(10YR4/2) 砂 凝灰岩、酸化鉄を含む

3 にぶい黄褐色(10YR4/3) 粗砂 酸化鉄 を含む

4 暗灰黄色(25Y4/2) 砂質シル ト 酸化鉄 を含む

5 灰黄褐色(10YR4/2) シル ト質粘土 酸化鉄 を含む

6 暗灰黄色(25Y4/2) シル ト質粘土 酸化鉄を含む

7 灰黄褐色(10YR4/2) シル ト質粘土 酸化鉄を含む

8 黄褐色(25Y5/3) シルト質粘土 酸化鉄 を含む

SDlll古 溝

層聴 土 色 土   性 備 考

黒褐色(10YR2/3) 粘土質ンルト LⅥ 粒多 く含む

2 黒褐色(10YR3/2) 粘土質シルト LⅥ 粒を非常に多 く含む

3 黒褐色(10YR2/3) 粘土質シルト LⅥ 粒多 く含む

SD104月 尊

層聴 土 色 土   性 備 考

1 灰黄褐色(10YR4/2) 砂質シル ト 酸化鉄を含む

2 にぶい黄褐色(10YR4/3) 砂 粗砂を含む。酸化鉄・マ ンガ ン粒を含む

3 黄褐色(10YR5/3) 砂質シル ト 酸化鉄を含む

にぶい黄褐色(10YR4/3) 粗砂

5 褐色(10YR4/4) 砂

6 掲色(10YR4/6) 砂

にぶい黄褐色(10YR4/3) 砂

8 灰黄褐色(10YR4/2) 砂 酸化鉄含む

9 黒褐色(10YR3/2) シルト質粘土 酸化鉄含む

暗褐色(10YR3/3) シルト質粘土 酸化鉄含む

11 にぶい黄褐色(10YR73) シルト質粘土 酸化鉄含む

灰黄褐色(10YR4/2) シルト質粘土 酸化鉄含む

13 にぶい黄褐色(10YR4/3) シルト質粘土 酸化鉄含む

SD502月雪

SDlll新 清

層rb 土 色 土  性 循 考

1 灰黄褐色 ( OYR5/2) ン,レ ト 細～中砂多く含む

2 灰黄褐色(10YR5/2) ンル ト 黒 褐 色 10Y逆ツ3粘土 質 シル トQ日 滞 堆 穣
十)昔褐缶 10VR5/6シ ル トrl j山)を 含と,

3 灰黄褐色(10YR5/2) ン,レ ト 黒 褐 色 10YR2/3粘 上 質 シ ル トわ す か に

含 む _蓋 褐 缶 10YR5/6シ ル トを 含 む

灰黄褐色(10YR5/2) 粘土質シル ト 粘性強い

5 灰黄褐色(10YR5/2) 粘土質シル ト 細～中砂を層状に含む

6 灰黄褐色 ( OYR4/2) 粘土質ンルト 細～粗砂多く含砥 底面に径 5 cmの礫あり

灰黄褐色(10YR5/2) 粘土質シル ト 細～中砂含む。

S0112溝

層rb 土 色 土   性 備 考

1 灰黄褐色(10YR4/2) 粘土質シルト 黒褐色 10YR2/2シ ル ト、酸化鉄含む

2 灰黄褐色(10YR4/2) 粘土質シルト 黒褐色lllY磁サ2シルトブロック含むL粘性強い

3 灰黄褐色(10YR4/2) 粘土質シルト 黒褐色 10YR2/2シ ル ト、多 く含む

4 暗褐色(10YR3/3) 粘
=賢

シルト 炭化物粒わずかに含む

層� 土 色 土   性 備 考

I 灰黄褐色(10YR5/2) 結土質シル ト マンガン粒、酸化鉄粒を多く含む

2 にぶい責褐色(10YR5/4) シル ト質粘土 明褐色75YR5/6砂質シルトをわずかに含む
SD503昇寺

層聴 土 色 土  性 備 考

灰黄褐色(10YR4/2) 砂 礫を多量に含む

2 灰黄褐色(10YR5/2) シルト質粘土 酸化鉄含む

3 灰黄褐色(10YR4/2) ンルト質粘土 酸化鉄含む

SD505】 野

層血 土 色 土   性 備 考

と 暗褐色(10YR3/3) シルト 砂粒含む

2 黒褐色(10YR3/2) ン,レ ト

3 にぶい黄褐色(10YR4/3) シルト

4 にぶい黄褐色(10YR4/3) シル ト 砂粒含む

第205図 中世溝断面図 ③ (全体区画溝2他 )



最も東に入り込んだ部分は I期の全体区画溝でも浅くなって入日部分と推定した場所であり、あるい

は意識的に弓なりに掘削した可能性もある。堆積土は砂混じりのシル ト層からなる自然堆積土である。

出土遺物 :陶器は 5点 (常滑甕 4点 。在地産甕 1点)出土 した。押印のある常滑甕を図示している

(第208図 5)。 その他、 I区 1層で嘉暦 3年銘板碑 (第 207図 4)、 V区 1層で建武 3年銘板碑 (第 209

図 1)が出土している。2点の板碑については、柳生延命寺の元亨 3年銘板碑と共に同一作者による製

品の可能性が既に指摘されている (佐藤 :1998)。

③Ⅲ期の全体区画溝 :I期 の溝の西側に、古段階のSD 503古溝とSD 103溝、新段階のSD 503新溝とS

D102溝が掘削される。この 2条の溝は重複しており、西側 (SD 503古溝・SD 103溝)か ら東側 (SD

503新溝。SD 102溝)に掘削し直している。V区のほぼ中央部では長さ約3.5mにわたり途切れており、

土橋状の入日部となっている。V区のSD 502溝 はこの段階の全体区画溝に接続している。

特徴 。規模 :Ⅲ期の全林区画溝の方向は真北から約27° 東偏している。

古段階のSD 503古溝とSD 103溝は、検出長約84m、 上端幅約1.5～ 3.Om、 下端幅約0。 9～ 1.2m、 深

さ約0.5～ 0.9mで、断面形はSD 503古溝が逆台形、SD 103溝が浅いU字形である。溝底面は凹凸があ

り、一方に傾斜していない。途切れて土橋状になっている部分の両側も特に深くはなっていない。堆

積土は自然堆積上であり、大きく2層に細分される。下層は粘土と砂の互層、上層は砂層である。

新段階のSD 503新溝とSD 102溝は、検出長約74m、 上端幅約1.7～ 2.3m、 下端幅約0.3～ 1.lm、 深

さ約0.5～ 0。 9m、 断面形逆台形である。底面の状況・土橋状入日部両脇の状況は古段階と同様である。

堆積土は自然堆積土である。下層が粘土と砂の互層、上層が砂層であり、古段階と同じである。

出土遺物 :V区のSD 503溝の調査は新旧の溝を同時に掘 り上げている。そのため、 SD 503古溝段階の

遺物のみを抽出することができない。SD 503溝 出土の遺物はSD 503新溝の遺物として提示する。古段

階のSD 103溝 の遺物 (第 207図 1～ 3)には、古瀬戸天目茶碗 (中Ⅵ期)、 白磁壺 (水注)Ⅲ l類、磨

面のある須恵器系陶器 (珠洲か)壺がある。図示しなかったものに在地産中世陶器甕片が 1点あり、

計 4点の陶磁器の出土しかない。底面出土の古瀬戸天目茶碗 (14世紀中葉)は仙台市内では最古級の

ものである。新段階のSD 102溝からは、陶器では常滑産甕 7点・壺 1点、在地産甕 5点・橋鉢 7点が

出土している。内 9点を図示した (第 206図 2～ 10)。 2～ 4は在地産播鉢、5は常滑産甕 (5型式)、 6

は常滑産甕 (6a型 式)、 7は常滑産壺、8は常滑産片口鉢 (5～ 6a型式)、 9はゲタ痕のある在地産播鉢、10

は磨面のある在地産甕である。Hは水晶の数珠玉である。新段階のSD 503新溝からは、常滑産奏 3点、

在地産甕 1点・火鉢 1点、須恵器系陶器播鉢 1点、龍泉窯系青磁椀 11類 1点が出土している。内 4

点を図示した (第 208図 1～ 4)。 1は在地産火鉢あるいは鍋である。日縁部下には外面下方に傾斜する

焼成前の穿孔がある。2は押印のある常滑産甕、3は須恵器系陶器壺、4は須恵器系陶器播鉢である。

④Ⅳ期の全体区画溝 :Ⅲ期の溝の西側にSD 504溝 とSD l12溝が掘削される。該期の溝は I区南半部か

らV区北部には認められない。SD 504溝の堆積± 1層はV区北西部では基本層Ⅱ層の上に被っている。

特徴 。規模 :SD 504溝 は、検出長約19m、 上端幅約2.2～ 2.5m、 下端幅約0。 2～0.5m、 深さ約0。 9～

1.Om、 断面形V字形である。底面はほぼ平坦である。堆積土は自然堆積上である。下層は粘土層と砂

層の互層、上層は砂層である。出土遺物は皆無である。 S Dl12溝は、検出長約 18m、 上端幅約1,1～
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SD101溝 出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別 :器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
日径 底 径 器高

1 SD101 北部 1層 陶器 甕 押印あ り 常  滑 体 部 148-3 I-85

SD102溝 出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別 :器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

2 SD102 北半 1層 陶器 種鉢 在  地 口縁～体部 1/12 (302) 1-225

3 SD102 南半 1層 陶器 信鉢 在  地 日縁～体部 1/5 (272) 143-4 I-224

4 SD102 北部 層 陶器 種鉢 在  地 口縁 I-226

5 SD102 北半 1層 陶器 甕 常  滑 5型式 口縁 I-65

6 SD102 中部 1層 陶器 甕 常  滑 6a型式 日縁 147-7 I-210

7 SD102 中部 2層 陶器 壷 常  滑 体部～底部 1/5 (83) I-77

8 SD102 南半 1層 陶器 栖鉢 常  滑 5～6a型式 体部～底部 1/7 (148) I-280

9 SD 02 中部 1層 陶器 種鉢 ゲタ痕あり 在  地 体部～底部 1/5 (132) 143-3 I-265

番 号 遺 構 :層 位 種 別 :器 種 特 徴 長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(伽 ) 重量(g) 写真図版 登録番号

SD102 中部 1層 転用砥 在地産然部片 I-296

第206図 I ttSD101・ 102溝出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別 :器 種 特 徴 長さ(cm) 幅  (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石 材 写真図版 登録番号

11 Ы滉 02 中部 2層 石製品 数珠玉 孔径0 3cm 10 水晶 (石英 ) 155-4 Kd-3
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SD103溝 出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 房J・ 器 種 特 徴 産 地 年    代 残    存
法   量  (C血 )

写真図版 登録番号
口径 底径 器高

1 SD103 南部 2層 陶器 天目茶碗 古瀬戸 14C中頃 口縁～体部 1/2 (114) 152-3

2 SD103 中部 2層 自磁 水注 Ⅲ l類 底部 1/5 (68) 原37-5 J-85

3 SD103 1層 陶器 壷 須恵器系陶器 (珠洲 ?)磨面あ り 体部～底部 1/4 104 153-7 I-407

SD104溝出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年   代 残   存
法   量  (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器高

5 SD104 自磁 壷 I類 1lC後半～ 13C 体部 原37-1 J-95

SDlll溝出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 籍 徴 産  地 年    代 残    存
法  量 (Cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器高

6 SDlll 最下部 4層 陶器 甕 押 F口 あ り 常  滑 148-6

第207図  I ttSD103・ 104・ 111溝出土遺物
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SD503溝 出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残   存
法  量 にm)

写真 図版 登録番号
口径 底径 器 高

1 SD503 1層 陶器 火鉢 孔あ り 在  地 日縁～体部 1/8 I-219
2 的 503 1層 陶器 甕 押印あ り 常  滑 体部 I-87
3 SD503 上層 陶器 壷 須恵器系陶器、櫛楢波状文 体 部 153-2 I-399

SD503 1層 陶器 播鉢 須恵器系陶器 体 部 I-181

SD505溝 出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産 地 年   代 残   存
法  量 (cl)

写真図版 登録番号
日径 底 径 器 高

5 SD505 1層 上 陶器 甕 押印あり 常  滑 体部 148-8 I-100

SD101～ 104溝出土遺物

第208図  VttSD503・ 505・ 101～ 104溝出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅lcm) 厚 さ(ω 重量(rB) 石 材 写真図版 登録番号
6 SE1101～ 104 3層 石製品 石製基礎・礎石 ?石塔未製品 ? 135 安山岩 156-15 Kd-4
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14号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(rg) 石  羽 写真図版 登録番号

2 2層 宝藍印塔 (塔身部 )
側 面 は周 OJを 喰 して 約 01゛n用′t'く ば めて 係

「
を墨 習 して

安山岩 157-4 Kd-71

第209図  VttSD101・ 505溝出土遺物



2.lm、 下端幅約0。 3～ 0.5m、 深さ約0.7～ 0,9m、 断面形V字形である。底面は平坦である。堆積土は

SD 504溝 と同様である。出土遺物はない。

以上が全林区画溝 I～Ⅳ期の状況である。最後に、若千の再整理をしておきたい。

各期の年代 :各期の年代を推定するための遺物としては、 I期は在地産中世陶器悟鉢・火鉢、Ⅱ期は

嘉暦 3年 (1328年 )。 建武 3年 (1336年)銘板碑、Ⅲ期は古瀬戸天目茶碗、Ⅳ期はない。 I期は白石窯

系の在地産中世陶器から13世紀中葉以降である。Ⅱ期は紀年銘板碑から14世紀第 2四半期前後である。

Ⅲ期は底面出土の古瀬戸天目茶碗から14世紀中葉以降である。ここで、各期の溝の堆積状況をみると、

いずれの溝も自然堆積であり、砂の堆積により機能を失い廃絶し、再掘削されている特徴がある。王

ノ壇遺跡の立地している場所は大野田地区でも東端の水はけの悪い地域であり、上半層の砂層の形成

は度重なる魚川の洪水等による冠水によるものと推定される。 SD 502・ 504溝 の堆積± 1層はオー

バーフローしており、周辺地域のⅡ層上面を被っている。6列もの溝が検出されているが、これは頻繁

な埋没・廃絶による、再掘削の繰 り返しの結果と考えられ、各溝の機能していた期間はさほど長期間

ではなかったものと思われる。この堆積状況と各期の溝出土遺物を基にした前後関係から推定すると、

各期の年代は次のように想定される。 I期は新旧2段階があり、鎌倉時代中頃から末頃 (13世紀中葉

～14世紀第 2四半期)、 Ⅱ期は鎌倉時代末頃から南北朝時代前半頃 (14世紀第 2四半期～14世紀中葉)、

Ⅲ期は新旧 2段階があり、南北朝時代中頃以降 (14世紀中葉～14世紀後半代か)、 Ⅳ期はⅢ期以降であ

る。Ⅳ期は遺物がないため年代を推定できないが、SD 504溝の堆積± 1層は後述するⅥ区のSD 601 B

溝の堆積土に色調・土性が類似しており、あるいは中世末から近世の溝の可能性もある。

全体区画溝の性格・意味 :全体区画溝の成立年代は I期溝の年代から13世紀中葉以降と推定された。

この年代は、後述するⅥ・Ⅶ区にある溝囲いの中心的屋敷跡の年代と整合しており、長大な全体区画

清は溝囲いの中心的屋敷跡と一体となって構築されたものと考えられる。また、前述した南北幹線道

路の成立年代も13世紀中葉以降であり、溝囲いの中心的屋敷跡・全体区画溝・南北幹線道路跡はほぼ

同時期に造られたものと推定される。溝囲いの中心的屋敷跡はほぼ鎌倉時代後半期が盛期であり、こ

れに対応する全体区画溝は I期とⅡ期のある時期の段階までである。しかし、全林区画溝はⅢ期になっ

ても入日郡をもった溝として整然と区画されており、溝囲いの中心的屋敷跡の機能停止後においても

存在意義を有していたことは明白である。少なくとも、 IoV区 で検出されているⅢ期の溝は南北朝

時代になっても溝の東側のエリアを区画しているのであり、 I・ V区の区画内の性格を考慮する必要

がある。道路跡の項で若干述べたが、この場には幹線道路跡から枝道 Cが伸びており、ある程度の開

かれた場所と考えられる。全体区画溝から出土している宝筐印塔 (I期新)、 板碑 (Ⅱ 期)、 古瀬戸天

目茶碗 (Ⅲ期古)、 水晶数珠玉 (Ⅲ期新)な どから想定される場所は宗教的場であり、寺院であった可

能性が高い。溝囲いの中心的屋敷跡廃絶後も寺院は宗教活動の場として機能し、存続していたものと

考えられる。

次に、全体区画溝の性格・機能について考えておきたい。 I～Ⅲ期の溝の規模は、上端幅が最大約

2.5m。 最小約0.8mである。深さは最大約1.2m。 最小約0。 4mであるが、深い部分は入田部の脇など

一部であり、平均的深さは約0.5～ 0,7mである。断面形態は I期新段階が深い逆台形であるが、これ
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も部分的であり、ほとんどはただの逆台形である。これらの特徴は溝の防禦的性格を積極的には支持

しない。また、検出部分での観察では、底面は凹凸があり、平坦ではなく、一方向への傾斜は認めら

れていない。規模と底面の状況は積極的な水利調節機能を支持しない。以上のことから、全体区画溝

の性格・機能としては、長大なエリアを区画すること自体に意味があつたと考えられる。それは、周

辺地域とは場の性格の異なったエリアとして区別することであり、一種の 「結界」と推定される。区

画内部は中心的屋敷の主により管掌された特別区と考えられる。全体区画溝の西部を南西から北東方

向に縦断する幹線道路跡は全徳区画溝内エリアをさらに大きく囲んでおり、幹線道路跡も東部の地域

全体を区画する性格を有している。なお、全体区画溝の実質的な機能としては、全体区画溝が北東端

で魚川に、南端で皿屋敷地区の小河川に接続していたものと考えられることから、冠水地域での排水

の機能を有していた可能性は考慮しておきたい。その点では北郡を除く幹線道路跡も舗装された高ま

りであり、その東部地域の冠水を防ぐ機能も付与されていた可能性がある。

(2)I・ V区の中世遺構群 (第210。 211図 )

概要 :I・ V区の全体区画溝内の中世の遺構 (区画 C・ D)と しては、掘立柱建物跡・柵跡 。土坑・

溝・火葬遺構などがある。遺構検出面はⅢ層およびⅥ層である。標高約9.8～ 10mで、 I区南端からV

区北端部がやや微高地になっている。区画溝内部の遺構は全体的に多くはない。掘立柱建物跡は I区

に 1棟 (SB H2掘 立柱建物跡)、 V区に7棟 (SB 501～ 507掘立柱建物跡)である。柵跡は I区に 5列

(SA l12～ 115柵跡)、 V区に5列以上 (SA501～ 505柵跡)である。掘立柱建物跡・柵跡共に全体区画

溝にほぼ平行ないし直行している。土坑はV区に10基 (SK501～ 509土坑)あ る。長方形のものが 5

基、ほぼ円形のものが5基である。V区北半部に分布している。溝は全林区画溝 I期に接続するSD 106

溝、Ⅲ期に接続するSD 502溝がある。火葬遺構は I区北半部に3基が分布している。この地域の場の

性格としては寺院跡の可能性が考えられる。

①掘立柱建物跡 (第210・ 211図 ):こ の地域の全体区画溝が鎌倉時代以降も存続しているわりには柱穴

の数は少なく、 IoV区 で計 8棟の掘立柱建物跡が検出されているにすぎない。 I区のSB l12掘立柱

建物跡は桁行 1間梁行 1間の小規模な建物跡である。 SD 106溝の北側に溝に平行して位置している。

I・ V区の建物跡の方向はⅥ・Ⅶ区区画AⅢ B期の方向よりも東偏しており、詳細には 2方向以上に

分かれる。 SB 501掘立柱建物跡とSB 506掘立柱建物跡が、SB 502掘立柱建物跡とSB 503掘立柱建物

跡がほぼ同じ方向である。以下、V区の建物跡について概略する。

SB 501掘立柱建物跡 :全体区画溝の推定入田部の東側 (I期溝の東約8.5m)に位置している。桁行

3間 (柱間寸法2.1～ 2.4m。 総長約6。 7m)、 梁行 1間 (総長約3.5m)の 南北棟である。占有面積は約

22.9∬である。柱穴掘 り方は径約30～ 45cm、 深さは約20～ 45cm、 柱痕跡は径約12～ 15cmで ある。建物

方向はN27° Eである。

SB 502掘 立柱建物跡 i SB501掘 立柱建物跡の東側に位置している。身舎の桁行 3間 (柱間寸法2.4～

2.9m・ 総長約7.8m)、 梁行 1間 (総長3.7m)で、北・西 。南の 3面に柱間寸法約80cmの 廂・縁をもつ

南北棟である。占有面積は約43.5どである。柱穴掘り方は径約30～ 50cm、 深さは約30～ 45cm、 柱痕跡

径約15cmで ある。建物方向はN32° Eである。
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SB 503～ 505掘 立柱建物跡 :SB 502掘立柱建物跡の東側に 3棟が重複している。 SB 503掘立柱建物跡

をSB 504掘立柱建物跡が切つている。SB 503掘立柱建物跡は近接するSB 502掘立柱建物跡に平行して

いる。 SB 503掘立柱建物跡は桁行 1間以上 (柱間寸法3.lm)、 梁行 1間 (柱間寸法3.lm)の 東西棟

と推定されるが、1間四面の建物跡の可能性もある。柱穴掘り方は径約25～ 40cm、 深さ約25～ 35cm、 柱

痕跡径約12cmで ある。 SB 504・ 505掘立柱建物跡はより東偏の度合いが強い。

SB 506掘 立柱建物跡 :SB 501掘立柱建物跡に平行している。桁行 3間以上 (柱間寸法1,8～ 2.2m・ 総

262
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A、
γ

注
′
109m 名 新   古 注

′
10m

と
′
109m 当            津

′
in cm

蒻
SK503土 坑

心 さ
′
1lm

SK508土 坑

9   1   ?協
)

SK502土坑

虔
′
109m 名            津

′
109m

テ        タタ,,テ,テ,,,テ,テタタリタ

SK505土坑

箋    岸
′
109m

甥
SK506土 坑SK504土 坑

SK601土坑

A引

名      い
′
108m

甥
SK509上坑

SK506土坑

層Ib 土 色 土  性 備 考

1 にぶい黄褐憲 lllYR5海 ) ン,レ ト しまりなし。

2 にぶい黄褐息 10YR4/3) 粘土質シル ト 桂鉤 ザ苫ヽ切察鼻【色

3 暗褐色 (10YR3/3) 粘土質シル ト しまりあり。混入物な し。

暗褐色 (10YR3/4) 粘土質シルト しまりあ り。混入物な し。

SK507土坑

層16 土 色 土  性 備 考

I にぶい黄褐色息oY梨5/④ シ)レ ト 粘性弱い。混入物なし。

2 にぶい黄褐憲 loYR5/41 やや赤味がある。

3 褐色 (10YR4/4) 粘土質シル ト ぞ:【 i詩貫移S穐当ビζと:ラ号レ〈猪 tr帰 ;ir動

にぶい黄褐御 OYR5/41 粘土質シルト 粘性、 しまりあ り。混入物な し。

SK508土坑

層Ib 土 色 土  性 備 考

1 にぶい黄褐憲 10YRγ3) シルト 悪 越累 x,、
全体 に混入 。 しま り弱 い。

2 にぶい黄褐色(HttR6/3) 粘土質シル ト 蓼径疑人i°腿 春号″。打`ブ
ロツク

3 灰黄褐色 (10YR4/2) 粘土質シル ト 粘性あり。炭片混入。

SK509土坑

層lb 土 色 土  性 備 考

ユ 灰黄褐色 (10YR6/2)
c(基暮手鞄 郡 質57ギ扇しもヽッリ呼

2 灰黄褐色 (10YR6/2) シ,レ ト 長ラ空る∴芦解課逮杵F余距尾x=が
3 褐灰色 (10YR4/1) 粘 土 黎徽 醐 鍔戦 乾

灰黄褐色 (10YR5/2) 粘土質シルト 娠怠壌驀写,(1°
YR7/3)粘上質プロッ

5 灰黄褐色 (loYR5/2) 粘土質ンル ト 島々条矛昂塩ヱ詈IS彗選乞!ゝ

黄橙色

SK502ユ il丸

層lb 土 色 土   性 備 考

1 灰黄褐色 (10YR5/2) シルト しまりなし。

2 灰黄褐色 (10YR5/2) 粘土質ンル ト k亮移髭リェ)階 舟砕努呂Cち契騒争
3 にぶい黄褐色(10YR5ん ) 粘翌賢シルト 違轟 飾々 をラ湯醜 聯 ド継 l'

SK503土坑

層聴 土 色 土   性 備 考

1 褐灰色 (loYR4/1) ン,レ ト やや砂質。

2 明褐色 (10YR3/3) 粘土質シルト 姜ラ身R協サ習覇塀察部 誓長子r6)粘上

3 明褐色 (10YR3/4) 粘土質シルト 基暴程絶盈
混入物をまったく含まず。

SK504土坑

層聴 土 色 土   性 備 考

I 灰黄褐色 (loYR6/2) シ,レ ト しまり弱い。マンガ ン粒全体に混入。

2 にぶい黄褐憲 10YRνD 粘土質シルト 霊 婚 受 .lυ
 YIt4/1,土 混在。 プ ロ ック少

8 にぶい黄橙急 10YR6/41 粘土質シル ト 鋒群綴骨Ⅲ
l軽

魯承?挙将拝:

SK505土 坑

層恥 土 色 土   性 備 考

にぶい黄褐色(10YR5/741 シルト テ脅畏歩督も瑠 Ⅲ
土質シルトプロッ

2 暗褐色 (10YR4/4) 粘土質シルト 粘土。 しまりあ り。混入物な く均質。

3 協色 (loYR4/4) シ,レ ト しまり弱い。混入物な して

褐色 (10YR4/④ シ,レ ト 孫慈隼暮,ηで苫癸J吼路η壕鍵P轄餐γ3)

にぶい黄褐色(loYR5/④ シ,レ ト 秀算長歩督靭 丈Ⅲ
上質ンルトプロッ

6 暗褐色 (10YR4ノ 4) 粘土質シル ト 粘土。 しまりあり。混入物均質。

層聴 土 色 土   性 備 考

1 灰黄褐色 (loYR6/2) 粘ど質シル ト
しまり弱い。

蔑声
あり。全体に駿イヒ

2 にぶい費燈進血 OYR6/3) 粘土質シル ト
主体。褐灰で OYR4/ユ )上 濃 在 。 フ

3 にぶい黄褐憲 10YR6/3j 粘土質ンルト 父鞘 Ⅲ■質
ンルトブロッ?混

第212図 V区土坑



長約8.5m以上)、 梁行2間 (柱間寸法1.7～ 1.8m・ 総長約3.5m)の 東西棟である。柱穴掘 り方径約25

～40cm、 深さ約20～ 35cm、 柱痕跡径約12cmで ある。

以上の建物跡を寺院を構成する建物群と考えたい。方向からは、SB 501掘立柱建物跡とSB 506掘 立

柱建物跡が、SB 502掘立柱建物跡とSB 503掘立柱建物跡がほぼ同時存在の可能性がある。ただし、建

物方向は区画AのⅢB期建物跡よりも東偏の度合いが大きい。建物数が少なく、敷地全体の中では空

閑地が広いことが特徴がある。後述するⅥ・Ⅶ区の中心的屋敷跡には足の踏み場のないくらい多数の

柱穴があり、場の使用方法の違いは明瞭である。

②柵跡 :I区の解■12～ H5柵跡は全体区画清に沿ってその内側に並んでいる。SAl12・ 113柵跡の柱

間寸法は3.5～4.5mで ある。V区では大きく5列確認されている。いずれも、ほぼ全体区画溝に平行

あるいは直行しているが、 I区のように全体区画溝の内側に沿う柵跡はない。SA502・ 503柵跡とし

たものは、柵ではなく入口部の施設であろう。 I期全体区画溝に伴うものかと考えられる。 SA502・

503が同時存在なのか新旧のものなのかは不明である。溝に架かる橋の可能性も考慮したが、溝の両側

で対応するものがないことから、鳥居や門状の入口施設と推定される。また、SA503の 西側のほぼ中

央部には十字形の配置をとる4個のピットが検出されている。径約10～ 15cm、 深さ約10cmの小規模な

ピットの密集である。門状の施設に直接関わるものなのか、あるいは、門前の構築物の痕跡なのかは

判然としない。SA504柵跡は I期あるいはⅢ期の全体区画溝段階のものと推定される。区画溝に平行
サ

して柵跡が重複 して認め られる。最低 4回以上の柵の造 り替えが考え られる。

③土坑 (第 211図):V区北半部に円形のもの 5基、長方形のもの 5基が検出された。各土坑の特徴 。

規模などは第 5表に整理した。出土遺物のある土坑は SK502土坑のみである。棒状鉄製品 (釘か)が

出土している。また、他の遺構との重複のあるものは SK501土坑のみである。SB 505掘立柱建物跡に

切られている。10基の土坑の特徴はいずれも人為的堆積土であることが挙げられる。水平堆積のもの

が多く、これらの土坑は基本層土をブロックで多く含んでいる。レンズ状堆積のものも同様に基本層

ブロックを含んでいる。この内、長方形の土坑は形態的にⅢ区の土葬墓に類似している。Ⅲ区の土葬

墓の規模は、長軸約1.1～ 1.8m、 短軸約0.6～0,95m、 深さ約0.2～ 0。 3mである。V区の長方形の土坑

の規模は、長軸約1.1～ 2.9m、 短軸約0.8～ 1.2m、 深さ約0.3～ 0.5mである。規模で最大値のものは

SK502土坑であり、これを除く4基の上坑 (SK501・ 503・ 505古 。新)の規模はほぼⅢ区土葬墓に近

似している。この4基の土坑の長軸方向は全体区画溝や建物跡にほぼ平行あるいは直行してお り、方

向の規則性が認められる。形態 。規模・堆積土・方向からではあるが、この4基の土坑は墓の可能性

がある。一方の円形の土坑の内、 SK506～ 508土坑は、ほぼ同間隔で一直線的に並んでいる。全体区

画溝にもほぼ直行しており、規則的である。規模は径約0.7～ 1.Om、 深さ約0.5mである。底面はほぼ

平坦で、壁は直線的に直立気味に立ち上がる特徴がある。この円形の 3基の土坑も方形の土坑よりは

後出的な墓の可能性が考えられないだろうか。寺院と推定した敷地内からの墓の可能性のある土坑の

検出は、遁世僧の寺院の可能性を想起させる (松尾 :1997)。

④溝 :I区のSD 106溝は I期全体区画溝に、V区のSD 502溝はⅢ期の溝に接続する。 SD 106溝 は検出

長約1lm、 上端幅約1.2m、 下端幅約0.6m、 深さ約0.2～ 0.6m、 断面形浅いU字形である。堆積土は



第 5表 V区土坑観察表

土 坑 名 位   置 重 複 平面形・規模 (長軸 ×短軸 X深 さ)cm 堆 積 土 壁・底面

SK501 A-80 な  し 長方形          200× 80× 36 人為的埋土 内弯・平坦

SK502 A・ B-79 な  し 長方形          280× 110× 42 人為的理土 外傾 平坦

SK503 D-80 な  し 長方形          140× 92× 58 人為的埋土 外傾 ,平坦

SK504 D-78 な  し 円形           約 74× 74× 46 人為的埋土 外傾・平坦

SK505 C D-73・ 79 新・古が重なっている 長方形              134× 70× 44 人為的理土 外傾・平坦

SK506 D-75・ 76 な  し 不整 正方形       74× 62× 48 人為的埋土 外傾・平坦

SK507 C-76 な  し 円形           約 80× 80× 54 人為的埋土 内弯・平坦

SK508 A・ B-76 な  し 円形          約 64× 64× 50 人為的埋土 外傾 平坦

SK509 B-74 な  し (精円形)        (68)× 66× 20 人為的埋土 外傾 平坦

自然堆積土である。出土遺物は縄文土器のみである。Ы)502溝は検出長約29m、 上端幅約1.5m、 下

端幅約0.2～ 0.6m、 深さ約0。 6～ 0.8m、 断面形逆台形である。堆積土は自然堆積土である。出土遺物

はない。

⑤火葬遺構 :I区北半部で 3基の火葬遺構 (既Q01～ 103)を検出している。全て外に突出する溝を

短軸中央部に有するものである。この内、SK102火 葬遺構は I期全体区画溝新段階Ы刃 01溝 と重複し

ており、それより新しい。いずれの火葬遺構からも年代を推定する遺物は出上しておらず、全体医画

溝Ⅱ期以降のものと考えられるだけである。

SK 101火葬遺構 (第 214図):B68グ リッドに位置している。溝は東側に突出している。溝突出部の方

向は、E20° Sである。規模は、長軸約 1.Om、 短軸約65cmで、溝部分では約25cm外に溝が伸びている。

深さは約10～ 15cmで、溝の部分ではさらに12cm程深くなっている。底面 。溝・壁面は焼けて赤色から

暗赤褐色を呈し、堅くなっている。遺構の外側約 2～ 5 cllま で赤く焼けている。堆積土は大きく4層

に細分される。底面直上の4層が炭・灰層、その上の 3層が人骨を多量に含む炭・灰・焼土の層、そ

の上の 2層が炭 。灰・焼土 。人骨片と砂 。シル ト・粘土の混在層、その上の 1層が砂層である。 3層

の人骨は頭蓋骨・側頭骨・顔面頭蓋・下顎骨・歯根 。胸椎 。鎖骨・肋骨 。尺骨 。大腿骨・胚骨 。手根

骨 。指骨である。人骨の鑑定報告では、解剖学的位置を保ってお り、700～ 800℃ の温度でこの場で火

葬されたもので、老年者ではない成人の男性と推定されている。また、鼻根部の特徴は中近世の日本

人の特徴の一つであることが指摘されている (人骨鑑定参照)。 外に突出した溝は空気を取り入れ焼成

温度を高めるための施設かと思われる。遺構の規模 。人骨の出土状況からは、座った状態で火葬され

たものと考えられ、火葬後に人為的に埋められた (堆積±2層 )も のと推定される。本遺構は火葬した

場をそのまま墓とした荼毘墓 (山崎ほか :1993)と 称されているものである。

SK 102火葬遺構 (第 214図 ):B68グ リッドにあり、sK 101火 葬遺構の西に隣接している。Ы】 01溝 を

切っている。試掘段階に西部と南半部を破壊している。溝は西側に突出していたものと推定される。

溝の方向はN32° Wである。残存する規模は、長軸約70cm(推定復元長約1,lm)、 短軸約60cm(推定復

元長約70cm)、 深さ約 5～ 10cmで、溝部分が約 5 cm低 くなっている。北端部も約 3 cm程溝状に低くなっ

ている。底面・溝 。壁面・壁外の状況はSK 101火葬遺構と同様である。堆積土は残りが少ないが、下
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ピット出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さem) 幅  (cm) 厚 さ(c14) 重量(g) 写真図版 登録番号

1 ピット163 銅製品 銭貨 聖宋元宝 (初鋳年・北宋 1101年 ) 径 :24 158-16 N-170

番 号 遺 構 i層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残   存
法  量 (cd

写真図版 登録番号
日径 底 径 器高

2 G78 Ⅲ層上 陶器 種鉢 在 地 口縁 I-230

肛層上 青磁 椀 [5類 龍泉窯 E期 日縁 原39-3 」-8

基本層出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産 地 年    代 残   存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

4 A74 Ⅲ層上 青磁 小鍵 lll類 寵泉窯 F期 底部 原42-10 J-9

5 A33 陶器 壷 古瀬戸 14C代 体部 I-35

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(Cm) 幅lcm) 厚さenIJ 重量(g) 写真図版 登録番号

6 SK502 鉄製品 釘 05 N-196

7 ピッ ト141 3層 鉄製品 釘 10未満 N-198

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

8 Ⅱ層上 鉄製品 釘 139-15 N-197

9 Ⅱ層上 鉄製品 手斧 1660 159-5 N-199

SX501出 土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残   存
法  量 (cl)

写真図版 登録番号
日径 底径 器 高

10 SX501 1層 陶器 甕 在  地 日縁～体部 1/5 141-1 I-208

lI SX501 底面 陶器 甕 在  地 回縁 141-2 I-211

SX501 1層 瓦質土器 火鉢 日縁 Ga-4

第213図 V区ビット他出土遺物
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SK103人骨出土状況

SK103土 坑

SK102土坑

層恥 土    色 土   性 備 考

1 灰黄色 (10YR5/2) シ,レ ト 焼土粒わずかに混 じる。 しま りあ り。

2 灰色 (N4//10) シ,レ ト 焼土塊、炭、骨片の混在層。骨片多。

3 黄橙色 (75YR7/8) 焼土が主。灰 も混 じる。

4 木 炭

SK103土坑

SK101土 坑

層聴 土   色 土   性 備 考

1 灰白色 (10YR7/1) 微細砂

2 褐灰色 (10YR5/1) シ,レ ト
明黄褐 色 (10YR6/1)・ 灰 白色 (10ヽ rR71)
混 伝 炭・焼土塊 も少最混 え 人為増 腱 エ
しま りあ り。骨チキ微量

3 明黄褐色 (10YR6/8) 粘土質シル ト 灰炭、焼土私 骨片力り郡 入。しまり弱い。

4 褐灰色 (10YR5/1) ン)レ ト

5 灰色 (N4/10) 灰 骨片多。

層血 土   色 土  性 備 考

l 灰白色 (10YR7/1) シ,レ ト 焼土、炭混 じる。

2 掲灰色 (10YR5/1) シリレト 炭、焼上、骨片混少。

3 明黄褐色 (10YR6/8) シ,レ ト 灰、炭、焼上、骨片混 じる。

木 炭

第214図  I区火葬遺構



層が炭・灰・焼土層、上層が人骨を多量に含む炭・灰 。焼土 。の混在層である。人骨には頭蓋骨・下

顎骨 。大腿骨・椎骨などがある。成人骨と推定されている。人骨には溶解して変形した鉄の小塊と融

着しているものもある。鉄小塊の原形は復元できない。

SK 103火葬遺構 (第 214図):I区調査区東側のサブ トレンチ (66～ 67列)で検出された。東側は排水

のための側溝で破壊した。東側に溝の突出があったものと思われる。溝の方向は E25° Sである。 SK

101火葬遺構の方向に近い。残存する規模は、長軸約1.lm(推定復元長約1.2m)、 短軸約80cm(推定

復元長約90cm)、 深さ約20cmで、溝部分が約 8 cm低 くなっている。底面 。溝・壁面 。壁外の状況はSK

101'102火葬遺構と比してやや焼けぐあいが弱いようである。堆積土は、溝内に炭が堆積しており、

底面上には人骨を含む (SK 101・ 102火葬遺構よりは少ない)炭 。灰 。焼上の層、その上層が人為的

に埋めた土である。人骨には頭蓋骨・指骨 ,大腿骨・胚骨がある。骨の大きさから成人の男性と推定

されている。人骨を含む層からは焼けて炭化した布片も出土している。鑑別結果では麻類の可能性が

指摘されている (織物断片鑑別参照)。

以上の 3基の荼毘墓は I期全体区画溝よりは新しいものであるが、その下限を推定する資料はない。

少なくとも、南北朝時代以降のものと推定されるだけである。Ⅱ～Ⅳ期の全体区画溝のいずれかの段

階に伴うものなのか、区画溝とは関連はない時期のものなのかは不明である。寺院として機能してい

た段階のものなのか、寺院とは直接関係しない葬送の地してのみ意識されていた段階のものなのかは

気になるところである。

⑥遺構に伴わない遺物 iV区の中世遺構検出時の遺物、建物跡・柵跡にならない柱穴の遺物、近世遺

構 (SX501遺 構)出土の中世遺物などを最後に整理した (第 213図 )。 銭貨 (聖宋元宝)、 在地産中世

陶器甕・悟鉢、古頑戸重、青磁椀 。盤、瓦質火鉢、鉄製の釘・工具などがある。このうち、第213図 5

の古瀬戸壺 (14世紀代)は Ы)502溝の堆積± 1層がオーバーフローしたものと推定される土層から出

土している。また、瓦質火鉢日縁部細片 (第 213図 12)はⅦ区の瓦質火鉢 (第 271図 6)と同じ胎土で

ある。

Itt S K103火 葬遺構 (北から)



僧)Ⅵ・Ⅶ区の全体区画溝内の中世遺構群 (第216・ 217図 )

概要 :全体区画溝内のⅥ・Ⅶ区では屋敷跡が検出されている (区画A)。 遺構検出面は整地層A層 とⅡ

層を除去したⅢ層上面である。標高は約9.9～ 10.lmで、北側V区。南側Ⅷ区に比してやや小高い微高

地状となっている。屋敷地からは、柱穴約3,000個、土坑143基、溝15条、井戸 3基、竪穴建物跡 1棟、

竪穴遺構 3基、墳墓跡 1基などが検出されており、王ノ壇遺跡の中世段階の遺構が最も集中している

場所である。そして、王ノ壇遺跡の中世の上器・陶磁器類全体の約87%が この地域からの出土である。

遺構・遺物はこの場所の優位性を示しており、中世王ノ壇遺跡の中心的屋敷跡のあった場所と推定さ

れる。

建物跡を中心とした遺構の重複関係 。堆積土 。出土遺物からは大きく4段階の遺構群の変遷が想定

される。 I期は SB 601・ 701掘立柱建物跡を中心とした時期である。建物方向は真北から1～ 6° 西偏

している。この段階には屋敷周りを区画する溝・柵などの施設は認められない。建物の方向 。重複関

係からは、 SB 603。 702掘立柱建物跡、 SA701柵跡、 SD 707・ 708溝、 SK618土葬墓などが伴うもの

と考えられる。Ⅱ期はSB 703掘立柱建物跡を中心とした時期である。建物方向は真北から約 5～ 8°

東偏している。この段階にも屋敷周りを区画する溝 。柵などの施設は認められない。建物の方向・重

複関係などか らは、SB 608～ 610。 612・ 613・ 704～ 710掘立柱建物跡、 SA607・ 702・ 703柵跡、 SI

601竪穴建物跡、SE 701井戸跡、SK610土坑、 SX702土 坑、SD 705溝区画内、SD 706溝、SD 709溝南

部遺構、SX601墳墓跡 (SK617土 葬墓)な どが伴うものと考えられる。Ⅲ期はSB 713掘立柱建物跡を

中心とした時期である。建物方向は真北から11～ 19° 東偏している。この段階で屋敷全体を区画する溝

が出現する。 SD 601 A溝 である。Ⅶ区のSD 704溝は屋敷内部に入 り込んだ区画溝の一部である。 SD

603・ 703・ 604溝は屋敷地内部の区画溝である。この時期の建物跡としては、建物方向が真北から約

12° 東偏するSB 604～ 606・ 611・ 507・ 711・ 712・ 714～ 720掘立柱建物跡、SA601・ 602・ 605。 606・

704～ 706柵跡と建物方向が真北から約 18° 東偏する SB 607・ 614・ 615。 721～ 724掘立柱建物跡・獣

603・ 604柵跡があり、重複関係では前者の方が古い。その他の遺構としては SE 601,702井戸跡、SX

701石敷堅穴遺構、 S1701・ 702竪穴遺構、SK611土 坑、Ⅶ区南端の4列の溝状遺構、橋跡 1～ 3な ど

がある。Ⅳ期は建物跡が不明である。整地層A層の時期を含み、それより新しい遺構群を包括してい

る。重複関係から最も新しいものを抽出したが、Ⅲ期の建物跡の一部がこの段階に属する可能性もあ

る。重複関係 。堆積土の特徴からSD 601 B・ 701溝、 SE 703井戸跡、 SK601～ 604・ 701～ 703土坑、集

石土坑 1～ 4な どがこの時期のものと推定される。 SD 601 B・ 701溝はSB 601 A溝 の埋没後、再びそ

の上に掘削し直した区画溝である。本期は近世に降る時期と推定されるが、Ⅵ・Ⅶ区中世屋敷跡の継

続としてここで概略する。以下、 I期から順に各期の特徴的な遺構について説明する。

① I期の遺構群 (第 333図 )

屋敷地を区画する溝・柵などの施設はない。建物跡には、中心的建物跡であるSB 601・ 701掘立柱

建物跡と付属の建物跡であるSB 603・ 702掘立柱建物跡がある。建物方向は真北から1～ 6° 西偏して

いる。柵跡にはSA701柵跡がある。 SD 707・ 708溝は建物跡にほぼ平行しており、新旧関係からも本

期のものと推定される。 SK618土 葬墓は長軸方向が本期の建物方向に近く、新旧関係からも本段階の
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ものと推定される。本期段階の屋敷墓である。

SB 601掘 立柱建物跡 (第 296図 ):Ⅵ区南端からⅦ区北端に位置している。身舎の桁行 5間 (柱間寸法

1.8～ 2.4m。 総長約1lm)、 梁行は東妻側 2間 (柱間寸法約 2m。 総長約4m)、 西妻側 3間 (柱間寸

法 2～2.5m・ 総長約6.7m)で、西半部が南に 1間分張り出す東西棟である。西面・北面 。南面東半

部には柱間寸法1,1～ 1.2mの廂・縁をもっている。北側中央部には 1間 (柱問寸法 lm)幅 で、幅

2.4mの向拝階段状の突出部がついている。西半部には 2個の間仕切 りの柱穴をもつ。占有面積は約

98.6∬である。建物方向は真北から約 6° 西偏している。柱穴掘り方は径約25～ 40cm、 深さは約50～

80cm、 柱痕跡は径約12～ 15cmで ある。建物方向の同じSB 602掘立柱建物跡と重複しているが、新旧関

係は不明である。柱穴から須恵器系陶器壺 (第 238図 7)が出土している。

SB 701掘立柱建物跡 (第 297図 )i SB 601掘立柱建物跡の南西側 (Ⅶ区北部)に位置している。 SB 601

掘立柱建物跡と約 2m程離れている。身舎の桁行7間 (柱問寸法1.5～ 2.5m・ 総長約15m)、 梁行 2間

(柱間寸法2.2～ 2.5m。 総長約4.7m)で、西・南・北の西部には柱間寸法約1.lmの廂・縁をもつ東

西棟である。北東部に1間 (柱間寸法約3.5m)で、幅約3.4mの中門廊状の張り出し郡がついている。

占有面積は約123.5∬ である。建物方向は真北から約 1° 西偏している。柱穴掘り方は径約25～ 45cm、

深さは約45～ 70cm、 柱痕跡は径約12～ 15cmで ある。

SD 707・ 708溝 :Ⅶ 区中央部、 SB 701掘立柱建物跡の南方約 8mに位置している (第 217図 )。 検出長

約H～ 13mである。幅約10～ 25cm、 深さ約 5～ 15cmで ある。堆積土は黒褐色シル ト1層のみである。

屋敷内のなんらかの区画溝の可能性がある。

SK 618土葬墓 (第 232図 ):SB 601掘立柱建物跡の北西約10mにある。 SX601墳墓跡の主体部 SK617

土葬墓に北部が壊されている。長軸方向は真北から約 10° 西偏している。規模は、長軸約2.2m。 短軸

約1.lmの 長方形で、深さは約45cmである。木棺は確認されなかったが、東辺側では土層の違いが認め

られた。木棺部分と木棺を据えた後に埋めた土との違いと考えられる。土層の違いからは、木棺は西

側に寄せて埋置したものと推定される。木棺部分北部の底面直上から漆器が正位で出土している。塗

膜のみであるが、総黒色系椀で、底径約 7 cmの大型品である (漆膜分析参照)。 なお、本土葬墓はSX

601墳墓跡の古段階の主体郡の可能性もあるが、本土葬墓の長軸方向とSX601墳墓跡の方形区画溝の

軸方向は異なっていることから、 SX601墳墓跡の主林部は SK617土葬墓だけであると認識した。

I期遺構群の構成 :屋敷地の区画施設はない。 SB 601・ 701掘立柱建物跡は中心的建物跡である。大

型で廂・縁と向拝階段状の突出部や中門廊状の張り出し部をもつ建物跡であることから、主屋クラス

の建物跡である。2棟に直接の重複関係はないが、近接していることから、主屋の変遷とも考えられる

が、性格の異なる2棟の建物の同時存在の可能性も否定できない。向拝階段状の施設をもつSB 601掘

立柱建物跡は仏堂などの可能性も残る。突出部・張り出し部の取 り付く方向からは入口部が北側であ

ることが分かる。 SB 601掘立柱建物跡の北西に位置するSK618土葬墓は本期の屋敷墓と考えられ、こ

の場所を踏襲してⅡ期段階になって新たな形態の屋敷墓であるSX601墳墓跡が造られたものと推定

される。また、SK618土葬墓の北方に位置するSD 605溝の北側に広がる水田跡 (V区南半部からⅥ区

北部)と小溝状遺構群 (I区南半部からV区北半部)は重複関係から本期と併行する段階のものの可
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SD701清

層聴 土 色 土   性 備 考

暗灰黄色25Y4/2 シ,レ ト
L Ill、 LⅥ 上粒 多 く含 む。 マ ンガ ン粒 を多

黒褐色25Y3/2 ン,ン ト k瞥 ぷ汗
上粒 多 く含む。 マ ンガ ン粒 を多

3 責灰色25Y5/1 粘 土

SD703浮寺

層聴 土 色 土  性 備 考

暗褐色 10YR3/3 砂質シル ト 炭化物、焼土粒含む。

2 暗灰黄色25Y4/2 ンル ト質砂 炭化物を多量に含む。

黒褐色25Y3/2 粘質ンル ト 炭化物 粗砂を多量に含む。

4 にぶい黄褐色 10YR4/3 七土質ンルト 黄褐色 10YR5/8。 炭化物わずかに含む。
SD601A溝

層lb 土 色 土   性 備 考

1 暗褐色 10YR3/3 シ,レ ト 地山粒多 く含む。マンガン粒を多 く含む。

2 褐色 10YR4/6 シルト 燈 を多 く含 む。

3 褐色 10YR4/4 シルト

灰黄褐色 10■R5/2 粘 土

5 灰黄褐色 10YR4/2 粘土 細～中砂を層状に含d酸 化鉄理快に含址

6 黄灰色25Y4/ユ 粘土
地 山 プ ロ ッ ク くに ぷ い 黄 橙 色 10YR6/4ン
ル ト)を 斑 状 に 合 む 。 酸 化 鉄 斑 状 に 含 む 。

7 灰黄褐色 10YR4/2 粘土
壁 際 に多 くの地 山フ ロ ック Oこボ い黄橙 色
10VR7/4シ ル ト)を含ぬ 酸化鉄理 伏に含竜亮

8 暗灰黄色25Y5/2 粘 土

SD601B潟雪

SD704拝 章

層Fb 土 色 土  性 備 考

1 黒褐色 10YR3/2 ン,レ ト 炭化物、多量の焼土、人頭大の礫含む。

2 暗褐色 10YR3/4 ン,レ ト 炭化物、焼土、人頭大の礫含む。

3 にぶい黄褐色 10YR4/3 糀土質シル ト
褐色10YR4/6粘上質シル ト含む。炭化
物 、 燐 十 焼 、 礫 (径 locm位 )合 ,,^

4 灰褐色 10YR4/2 粘 土 炭化物、焼土粒、礫 (径 10cII位 )含む。

オリーブ褐色25Y4/4 粘土質シル ト 炭化物、小礫含む.

6 黄灰色 10YR4/1 粘 土 争IE誕髯,き留路観略七ラ持龍酋解
7 灰黄褐色 10YR5/2 粘 土

オ リープ褐 色 25Y4/4細 砂含 む。炭化 物

灰オ リープ色5Y5/3 粘 土
灰 色5Y4/1粘 上含 む。炭化物、粗砂 ブ
ロック含む。

SD706溝
層lb 土 色 土  性 備 考

1 オ リープ褐色25Y4/8 シル ト

2 黄灰色25Y4/1 粘土 細～中砂を薄く層状に含む。

3 黄灰色25Y5/1 粘土
IBI～ 中砂 を群 く層状 に含 む。オ リーブ褐色
25Y亨3シル ト(地 山紛 を多最 に含む。

4 黄灰色25Y5/1 粘土

SD603拝 寺

層聴 土 色 土  性 備 考

1 黒褐色25Y3/1 シ,レ ト 炭化物、焼土粒、LⅢ 土プロックを含む。

SD709男 雪

層 m 土 色 土   性 備 考

黒褐色 10YR2/2 ン,レ ト 地山粒多 く含む。

SD71 0溝層睫 土 色 土  性 備 考

1 黒褐色 10YR3/2 シル ト 炭化物粒を多く含む。

2 オ リーブ黒色5Y3/1 ン,レ ト 褐色10YR4 6シ ルト(地出)プロックを含d

3 暗褐色 10YR3/3 ンルト 掲色 10YR4/6シル ト (地山)粒を含む。

層聴 土 色 土  性 備 考

1 黒褐色 10YR2/2 シルト 掏色 10YR4/6砂 質 シル トプ ロックを含
む。炭化物を含む。

2 黒褐色 10YR3/2 粘翌賢シルト 掲色 10YR4/4シル ト、炭化物含む。

SD604月 雪

層酌 土 色 土   性 備 考

暗褐色 10YR3/3 ン,レ ト 炭化物、焼土混入。粘性強い。

2 黒褐色 10YR2/3 ン,レ ト

SD711将 雪

層rb 土 色 土   性 備 考

黒褐色 75YR3/ユ 炭化物、灰、焼土粒、Llll粒 含む。

2 暗褐色 10YR3/4 炭化物含む。

第218 中世溝断面図 ④ (区画A関連溝)



能性がある。

②Ⅱ期の遺構群 (第 338図 )

本期にも屋敷地を区画する溝・柵などの施設はない。建物跡には、中心的建物跡であるSB 703掘 立

柱建物跡と付属の建物跡であるSB 608～ 610・ 612・ 613・ 704～709掘立柱建物跡がある。建物方向は

真北から約 5～ 8° 東偏している。柵跡には SA607・ 702・ 703柵跡がある。軸方向 。重複関係・出土

遺物からは、 S1601堅穴建物跡、 SE 701井戸跡、 SK610土坑、 SX 702土坑、 SD 706溝、 SD 705溝区

画内遺構、 SD 709溝南部遺構、 SX601墳墓跡が本期に属する遺構と考えられる。

SB 703掘 立柱建物跡 (第 297図 ):Ⅶ区北半部に位置している。南西郡に中門廊のつく建物跡として復

元されたが、非常に大型の建物跡であり、南西部は分離すべき別の建物跡の可能性もある。復元され

た建物跡について概略を述べる。身舎の桁行10間 (西部柱間寸法1.9～ 2.5m。 東部柱間寸法2.7～ 3.2

m・ 総長約24.2m)、 梁行 2間 (柱間寸法1.8～ 2.3m。 総長約4.2m)で、四面に廂・縁のつく東西棟

である。南西部には、さらに桁行 4間 (柱間寸法1,7～ 2.4m・ 総長約8.6m)、 梁行 2間 (柱 間寸法

2.3～ 2.7m・ 総長約 5m)で西に廂 。縁のつく南北方向の中門廊が取り付く。廂・縁の柱間寸法は西

が約 lm、 北 。東・南が約1.4mである。東西棟の東部と西部に問仕切りの柱穴を各 1個もっている。

占有面積は約234.2∬である。建物方向は真北から約 5° 東偏している。柱穴掘り方は径約35～ 60cm、

深さは約35～ 80cm、 柱痕跡は径約15cmで ある。柱穴底面に根石をもつものや柱痕跡から角柱と推定さ

れるものもある。規模・形態から本期の主屋と推定される。柱穴からは白雲母片が出土している。

SA702・ 703柵跡はSB 703掘立柱建物跡中門廊部分の東 。南に設けられている。

SB 704掘 立柱建物跡 (第 298図 ):SB 703掘立柱建物跡の南西部分と重複しているが、新旧関係は不明

である。 SB 703掘立柱建物跡の中門廊部分の西部に平行して重複し、規模もSB 703掘立柱建物跡の中

門廊部分と同じ (南北8.8m。 東西4.9m)である。柱穴の規模も掘 り方径約40～ 60cm、 深さ約60～ 90cm

と大きくしっかりしている。また、根石をもつものや角柱も確認され、SB 703掘立柱建物跡の柱穴に

類似している。このことから、SB 703掘立柱建物跡の中門廊部分の建て替え部分とも推定されるが、

SB 703掘立柱建物跡の東西棟部分と接続する形には復元できなかった。あるいは、前述したように、

SB 703掘立柱建物跡の中門廊と復元した部分は分離すべき別の建物跡であり、SB 704掘立柱建物跡と

の同規模・同形態の建物としての建て替えの可能性も考えられなくはない。

SB 707・ 708掘立柱建物跡 (第 297図 ):SB 703掘 立柱建物跡の南側に位置している。 SB 707・ 708掘立

柱建物跡は重複する同形態の建物跡である。 SB 707掘 立柱建物跡は、桁行10間 (柱間寸法1.5～ 1.7

m・ 総長約 16m)、 梁行 2間 (柱間寸法1.3～ 2.Om・ 総長約3.3m)の総柱的な東西棟である。占有面

積は約51.2∬ である。SB 708掘立柱建物跡は、SB 707掘立柱建物跡からやや南東にずれて建つている。

桁行 9間 (柱間寸法1,7～ 2.2m・ 総長約16.2m)、 梁行 2間 (柱間寸法1.6～ 1.9m・ 総長約3.2m)の

総柱的な東西棟である。占有面積は約51.8ご である。内部の柱の柱間は桁行方向では側柱の柱間と同

間隔ではなく、東柱の可能性がある。建物方向は真北から約 5° 東偏している。直接の新旧関係は不明

であるが、東部にあるSE 701井戸跡との新旧関係からはSB 708掘立柱建物跡の方が古い可能性があ

る。柱穴掘 り方は径約25～ 45cm、 深さ約55～ 95cm、 柱痕跡径約12cmで ある。角柱痕跡の確認される柱



穴もある。柱穴掘 り方の規模に比して柱の深い特徴がある。柱穴か らはイネの穎 。ブ ドウ属・カボ

チャ 。メロン仲間といつた食用とする種実が出上している (大型植物化石分析参照)。 この 2棟の建物

跡の柱穴配置は平泉の観自在王院跡西側にある牛車の車宿跡とされている建物跡に類似するが、細長

い形態と束柱の存在からは床板張りの厩跡の可能性が考えられる。

SB 709掘 立柱建物跡 (第 297図):SB 703掘立柱建物跡の南東部に位置している。南北 5間 (柱間寸法

1.9～ 2.3m。 総長約10.6m)、 東西 1間以上 (柱間寸法1.8～ 1.9m)の 総柱の建物跡である。建物方向

は真北から約 7° 東偏している。柱穴掘り方は径約30～ 40cm、 深さは約50～ 80cm、 柱痕跡は径約12cmで

ある。角柱も認められる。持仏堂あるいは倉庫かと推定される。

SB 608～ 610掘 立柱建物跡 (第 296図 ):SB 703掘立柱建物跡の北方約25mの場所には同形態でほぼ同

規模のSB 608～610掘立柱建物跡がある。3棟は東西棟の建物跡である。SB 608掘立柱建物跡とSB 609

掘立柱建物跡は重複しているが、新旧関係は不明である。 SB 609掘立柱建物跡はSB 610掘立柱建物跡

に切られている。1棟毎の 2度の建て替えか、 SB 608掘立柱建物跡とSB 610掘立柱建物跡の同時存在

の可能性が考えられる。 SB 608掘立柱建物跡は、桁行 5間 (柱間寸法1.8～ 1.9m。 総長約9,5m)、 梁

行 2間 (柱間寸法1.9～ 2.lm・ 総長約4m)で ある。占有面積は約38だ である。建物方向は真北から

約 7° 東偏している。 SB 609掘 立柱建物跡は、桁行 4間 (柱間寸法2.0～ 2.3m。 総長約8,7m)、 梁行

2間 (柱間寸法2.0～ 2.2m・ 総長約4.2m)で ある。占有面積は約36.5∬ である。建物方向は真北か

ら約 8° 東偏している。 SB610掘立柱建物跡は、桁行 4間 (柱間寸法2.0～2.3m。 総長約8.5m)、 梁

行 2間 (柱間寸法2.1～ 2.2m・ 総長約4.4m)である。占有面積は約37.4だ である。建物方向は真北

から約 7～ 9° 東偏している。これらの建物跡はⅡ期のものとしたが、ⅢA期の建物跡の可能性もある。

北側に平行して SA607柵跡がある。3棟の建物跡の柱穴掘 り方は径約25～ 40cm、 深さ約30～ 50cm、 柱

痕跡は径約12cmで ある。SB 608掘立柱建物跡の柱穴からは須恵器系陶器壺片と炭化した植物種子が出

土している (植物化石分析参照)。 火災した建物跡の可能性がある。 これ らの建物跡は主屋に伴うなん

らかの雑舎と考えられる。

S1601竪 穴建物跡 (第 219図):SB 703掘 立柱建物跡の北約10mに位置している。Ⅲ期のSD 603溝に切

られている。遺構検出段階では重複する2基の竪穴遺構と考え、古段階をS1601B、 新段階をS1601

Aと して精査に入つた。調査の結果、 S1601Bは掘り方埋上であることが確認され、1軒の建物跡で

あることが判明した。東西約7.7m、 南北約3.lmの東西に長い建物跡である。西半部に建物掘り方を

もつ。建物の短軸方向は真北から約 5° 東偏しており、SB 703掘立柱建物跡と平行 している。深さは

約25cmで、底面からは計14個の柱穴が検出されている。西半部 (Ы)603溝西側)で検出された壁際の

7個の柱穴は本遺構に伴うものと考えられる (柱穴掘 り方径約30～ 40cm・ 深さ約30～ 45cm・ 柱痕跡約

12cm・ 底面に根石)が、東部の柱穴は組み合いが判然としない。西半部には幅約45～ 60cm・ 深さ約25cm

の建物掘り方が認められ、掘 り方埋土を壁としている。壁板材などの痕跡は認められなかった。底面

は西半部ではほぼ平坦であるが、東部に向かって徐々に昇り浅くなっていくため、東端が入日部と考

えられる。底面中央部やや南東寄 りの位置に焼面が確認された。焼面は東西にやや長い楕円形である。

中心部は東西約15cm。 南北約10cmの 暗青灰色の硬化した還元面である。その周縁郡は還元面がなく、



幅約 2～ 5 cmで 明赤褐色に焼けている。焼面の上には径約15cmの偏平な河原石が乗っていた。同様の

河原石はこの他に6個が西半部の底面に散在しており、内 3個には赤く焼けた痕跡が認められた。ま

た、西部底面上では、径約 lm弱の精円形状に広がる粉末状の自色物質の分布が 4ヶ所で確認された。

分析によると、この白色の粉の主成分はケイ素であり、長石類を粉状にしたものと推定された。堆積

土は炭化物粒・炭・焼土粒を含む自然堆積上である。遺物の取り上げ層位は 1層 のみである。西半部

の建物掘り方埋土は基本層Ⅵ層ブロックを多量に含む、しまりのある土である。

出土遺物は少ない (第 220図 )。 常滑甕細片、土師質土器皿 (1)、 フイゴの羽口 (2)、 板状鋳鉄半製

品 (3)、 板状の鉄製品 (④ 力`ある。1の土師質土器皿はロクロ使用である。3の板状鋳鉄半製品からは
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層16 土 色 土     性 備 考

1 婚褐色(10YR3/3) シル ト 粘性あ り。 しまりあ り。マンガン粒多い。炭化粒。焼土粒若干含む。

2 褐色(10YR4/4) シル ト 粘性あ り。 しまりあり。炭化物粒若干混入。

黒褐色(10YR3/2) シ,レ ト 粘性あ り。 しまりあり。木炭を層状に多 く含む。

黒褐色(10YR3/2) ンルト 粘性あ り。 しまりあり。炭化物若千混 じる。

4 褐色(10YR4/4) シリレト 粘性あり。 しまりあり。炭化物粒若千混 じる。

5 暗褐色 ( OYR3/3) シ,レ ト 粘性あり。 しまりあり。炭化物粒若干混 じる。

6 暗褐色 ( OYR3/4) シル ト 粘性あり。 しまりあ り。炭化物、焼土粒含む。

黒褐色 ( OYR3/2) シル ト 粘性あり。 しまりあ り。地山ややブロック状に入る。炭化物、焼土粒混少。

8 暗褐色( OYR3/4) シ,レ ト 粘性あり。しまりあり。地山ややブロック状に入る。炭化物、焼土粒混少。

第219図 Ⅵ区 S1601竪穴建物跡



鉄鋳物の鋳造の可能性が指摘されている (金属学的解析参照)。 4は薄い斧状の形態をしているもので

あるが、用途不明である。

王ノ壇遺跡では竪穴建物跡は少なく、他にⅡ区で 3軒確認されているだけである。希少な中でも、

本竪穴建物跡は一部に建物掘 り方をもつというさらに特殊な造 り方をしてお り、通常の建物とは異

なった使用をするための造 りと推定される。底面の還元面をもつ焼面・焼けた石・焼土 。炭化物・炭・

板状鋳鉄半製品などの存在から考えると、本竪穴建物跡は鋳鉄鋳物の工房の可能性がでてくる。鋳型

はなく、溶解炉も判然としないため断定はできないが、その可能性を指摘しておく。仮に、鋳物工房

であったとした場合、長石類の粉末は溶解時の造滓材などとして使用した可能性も考えられようか。

SE 701井戸跡 (第 222図 )i SB708掘立柱建物跡の南方約12m、  SB 707・ 708掘立柱建物跡の東側に位

置している。縦板組隅柱横桟どめ井戸 (宇野 :1982)である。湧水はなかった。検出時の平面形は、

正憂了 口
~

墜__剌湯//只＼
0                                      10cm

2         ト ー げ 司 げ 司 一 司 一 封 一 コ ー ー ー ー ー ー ー
引 (%)

番 号 遺構・層位 種別 器種 特 徴 産  地 年    代 残   存
法  量 (cm)

馨 翻 板 登録番号
口径 底 径 器 高

1 土師質土器 皿 ロクロ使用 回転糸切 り 在地 底部 1/4 (26) Ca-3

番 号 遺構・層位 種別・器種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cけ 重量(g) 雲 図板 登録番号

2 [層 土製品 羽 口 スサなし (38) (■8) P-56

番号 遺構・層位 種別・器種 特 徴 長さ(cm) 幅(伽 ) 厚さ(cm) 重量(g) 鞠 板 登録番号

3 S1601 1層 鉄製品 三カ月状 64 N-208
S1601 1層 鉄製品 板状 斧 状 N-207

第220図 Ⅵ区 S1601竪穴建物跡出土遺物

長軸約2.9m。 短軸約2.7mの ほぼ円形である。底面形状は

一辺約 1～ 1.5mの 不整方形である。底面から約70cm上付

近から下部は掘 り方形状がほぼ方形である。深さは約3.9

mで、底面は平坦、壁はほぼ垂直であるが、掘り方が方形

である部分より上部ではやや外に膨らんでいる。掘り方が

方形である部分から上部は井戸廃棄前に丼戸側を外すた

めに新たに掘削された部分と推定される。井戸側は下部約

60cmを 残して、その上は外されている。底面上の縦板内側

には方形木組みの水溜がある。残存する井戸側縦板は幅約

15cmで ある。縦板上端は折られたようにギザギザになって

第221図 Ⅶ区SE701井戸跡・井戸側・水溜模式図
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粘土質シル

粘上質ンル ト

SE701井戸跡

層 聴 土   色 土   性 備 考

1 黒褐色(75YR3/1) 砂質シル ト *謎讃帖竃寇b』影ラ路,環猜里夕合う鋼畿
の

2 黒褐色(10YR3/2) シ,レ ト &所塑t中犠摩畠桑尋【Ⅲ化物含む。(珍 1

3 にぶい黄褐e110Y団も) 粘土質ンル ト 撼昏8:堤姥婁S監ァ。岳幾紫姥異泉鸞。焼土

4 黒色(75YR2/1) ンル ト質粘土 ヒ藩色と静5掲謗アド男を9鞍η詳祭辞。

5 暗褐色(10YR3/3) ンル ト フま りな し。 粘 性 あ り。 尿 化 物 ・ 焼 土 ブ

にぶい黄褐憲 10Y鴎8) ンル ト質粘土 ン
7 黒褐色(10YR3/2) シルト 協溝釉軽挽韓準解4子 ,:

にぶい黄捜虐血01rR4/31 シル ト 彪鵡 捧麟 津暴 朧灘 馳
暗緑灰色(5G3/1) 砂質シル ト ヒ辰毛角托王響t忽 そ製乙脂熟ま母灰色

10 緑黒色(5G2/1) 粘土 ヒ濤ζ釣 醜 り智しり擢勇1リ
ープ灰

オリーブ黒色(5Y2/2) 粘 土
しま りな し。 粘 性 あ り。 炭 化 物  緑灰 色
(75CY5/1)粗 砂 プ ロ ック・ 小礫 含 む。

12 暗オリーブ灰急 2ま勇S/1) 砂質シル ト しまりなし。粘性ややあ り。

オリーブ褐色(25Y4/4) 粗砂、礫 塁藩色ιttψ齢 ≒甥隠 ■5Y5/1〕

褐色(10YR4/6) 粗 砂 しまりな し。粘性な し。礫含む。

15 黒色 ( OYR17/1) 粘 土 9蜃号(1隅υ弄雫鼻彪う溌悪整縫苦
混在。

褐色(10YR76) 粗砂 じ径雫齢鸞経trせ蹴昂捗訪最審哉
まり粘性な

17 褐色(10YR4/6) 粗砂、礫 ヒ夢あ鶏 颯ツ薦躍駅撃諮浮
褐色(10YR4/6) 粗砂、礫 怒戸農症楔旨愁学

。下部に径数10cm礫含

SE702井 戸跡

層lb 土    色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) シルト しま り・ 粘 性 あ り。 尿 化 物・ 焼 土 粒  径
ユ～数 cmの 小礫 含 む。

2 黒褐色(25Y3/1) シ,レ ト
粒・暗褐色(1 01rR3/3jシ ル トプ ロック含むモ

3 暗褐色(75YR3/4) シリレト
褐息 10V聯 0監土質ンル ト打ヽプロック飽

しま りな し。粘性やや あ り。炭化物・褐色
(10YR4/6)階 上質 シル ト小ブ ロック含む。

黒褐色(10YR3/1) 粘土質シル ト

5 褐灰色(10YR4/1) シルト質粘土
しま りな し。 粘 性 や や あ り。 炭 化 物・ 焼
土 粒・ 砂 礫 含 む。

6 黒褐色(75YR3/2) シルト質粘土 しまりややあり。粘性あり。炭化物・礫含む。

黒褐色(10YR2/2) シル ト質粘土
黄褐色微 Yツ④粘土質 シル ト混柱 しま りや
やあ り。粘性あ り。炭化物 下部に砂礫含むも

比期 翻 鶴
R4rll

し ま り な 晩 粘 性 あ り。炭 化 物・褐 灰 色

8 黒褐色(10YR2/2) シル ト質粘土

9 黒色(25Y2/1) 粘土

黒色(N2/1) 粘 土
し ま り な し。粘 性 あ り。暗 緑 灰 色
(75GY4/0粘土ブロ ック含主

`.

暗緑灰色(75GY3/1) 粘土質シル ト
しま りな し。粘性 あ り。緑 灰 色 (5GY5/1)
粘 土 小 ブ ロ ック含 む。

褐色(10YR4/4) 粗 砂 しまりなし。粘性な し。

褐色(10YR4/4) 粗 砂 しまりなし。粘性ややあ り。

第222図 Ⅶ区井戸跡
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番号 遺 構 :層 位 種 房い 器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

SE701 2層 土師質土器 皿 ロクロ使用 回転糸と り 在 地 日縁～底部 1/6 74 154-9 Ca-17

2 SE70 3層 土師質土器 皿 ロクロ使用 回転糸き り 在 地 口縁～底部 1/6 70 154-8 Ca-16

3 SE701 4層 土師質土器 皿 ロクロ使用 回転糸き り 在 地 底部 1/6 Ca-15

4 SE701 1層 陶器 悟鉢 在 地 口縁～俗部 I-193

5 SE701 5層 陶器 片口鉢 山茶碗窯糸 常 滑 5型式 口縁 149-9 I-194

6 SE701 東側裏込中 青磁 椀 14類 龍泉窯 D期 体 部 原40-12 」-35

7 SE701 7層 青磁 椀 ■～4類 龍泉窯 D期 底 部 原41-3 J-31

8 SE701 2層 青磁 椀 16b類 龍泉窯 D期 日縁～体部 1/12 (154) 原39-1 J-33

9 SE701 5層 青磁 椀 12～ 4類 龍泉窯 D期 底部 1/2 (58) 原40-17 J-32

番 号 遺 構 :層 位 種 房l・ 器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

10 SE701 2層 石製品 碁石 156-2 Kd-13

番 号 遺 構 :層 位 種 丹l・ 器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚 さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

SE701 1層 土製品 棒状 P-27

12 SE701 3層 土製品 土錘 孔径09cm (27) (12) 70 P-29

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 基録番号

13 SE701 1層 鉄製品 鑑 07 と40 160-25 N-347

番号 遺 構 :層 位 種 別〕 器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚 さ(cm) 重量(g) 樹 種 写真図版 登録番号

14 SE701 7層 木製品 下駄 連歯下駄 177 13 ケヤキ 168-6 と-68

第223図 Ⅶ区SE701井 戸跡出土遺物 ①
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番号 遺 構 :層 位 種 房J・ 器 種 特 徴 長 さ(cm) IB(cal) 厚さ(cm) 重量(g) 樹 種 写真図版 登録番号

1 SE701 1層 鹿角製品 キ ャップ状 熊の足・矢筈・神頭 ? (■6) (■ 3) (015) 155-26 Q-2

2 SE701 7層 木製品 草履芯 (465)
コナ ラ属、 コナ ラ亜属 、
コナ ラ節 の一種

168-3 L-70

3 SE701 7層 木製品 漆器椀 底径 :6 0cm ケヤキ 168-2 L-69

SE701 7層 上面 木製品 形代 刀子 (166) アスナロ 168-5 し-71

5 SE701 7層 木製品 曲物底板 (71) ヒノキ属類似種 168-7 L-1

6 SE701 木製品 板材 折敷底板 ? ヒノキ属の一種 168-8 L-63

7 SE701 7層 木製品 箸 (43) スギ 168-4 L-67

8 SE701 7層 木製品 円板状木製品 底板or蓋 ? (170) オニグルミ 168-1 L-66

第224図 Ⅶ区SE701井 戸跡出土遺物 ②
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いる。隅柱は南西隅の 1本が確認されただけである。一辺約10cmの 角柱である。縦板を保持する横桟

と隅柱の組み方は腐食と3本の隅柱未検出のため不明である。横桟は一辺約 6 cmの角材である。水溜

は一辺約90cm。 高さ約45cmの 方形木組みのものである。西側の板材は半分に折れて、内側に入り込ん

でいる。水溜の組み方は相欠き継ぎである。堆積土は大きく3層 に分かれる。1～ 5層は自然堆積土、

6～ 12層は人為的埋土、13～ 18層は掘 り方埋土である。遺物の取 り上げ層位は 1～ 5層 を 1層、 6～

9層 を2～ 5層、10層 を6層、H。 12層 を 7層 としている。

出土遺物には土師質土器皿・陶磁器 。石製品 。土製品・木製品・鉄製品 。角製品 。銅 。鉄関連遺物・

動物遺存体・植物遺存誉・昆虫化石などがある (第 223～ 227図 )。 土師質土器皿は 8点出土している。

いずれもロクロ使用のもので、内 3点を提示した (第 223図 1～ 8)。 陶器は、渥美壼 1点・常滑甕 4

点・山茶碗窯系片口鉢 1点・在地産橋鉢 3点がある。常滑山茶碗窯系片口鉢 (5型式)と在地産悟鉢

(窯不明)各 1点 を図示 した (第 223図 4・ 5)。 青磁は椀が 4点 (11～ 4類 。12～ 4類・ 16a

類・ 14類)あ り、いずれもD期 のものである (第 223図 6～ 9)。 石製品には碁石状の小石がある

(第 223図 10)。 土製品には棒状で用途不明なものと土錘がある (第 223図 11。 12)。 鉄製品には鑑があ

・ ●            0.

0. 。 .。  。. 。.  側板D底面

5 底板上面

4 側板D内面

日

日

日

日

日

ｌ
ｏ
十

日

日

日

ｌ
ｏ
ｌ

Ｈ

回

同

―
・
Ｉ

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ

日

ＩＦ十

日

口

円

回

●° O ・ 。 0・ 0 る

°
●                   ●・

°

3 側板 C内面

2 側板 B内面

箱型木製容器展開図

箱型木製容器組み方模式図

l ttlttA内面

箱型木製容器俯欧図

番号 遺 構・層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 樹    種 芸 図仮 登録番号

ユ SE701 7層 木製品 箱型容器 側板A 124 247 スギ 167-la し-72

2 SE701 7層 木製品 箱型容器 側板B 125 241 スギ 167-la L-72
3 SE701 7層 木製品 箱型容器 側板C 12 スギ 167-la L-72
4 SE701 7層 木製品 箱型容器 側板D 13 スギ 167-la L-72
5 SE701 7層 木製品 箱型容器 底板 252 256 スギ類似種 167-la L-72
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1 4 西側板下半

番 号 遺 構 :層 位 種 房J・ 器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 樹 種 写真図版 登録番号

1 SE701 底面 水溜 北枠板 相欠き継ぎ スギ 163-1 L-33
2 SE701 底面 水溜 南枠板 相欠き継ぎ スギ 163-2 L-34
3 SE701 底面 水溜 東枠板 相欠き継 ぎ 969 スギ 164-1 L-35

SE701 底面 水溜 西枠板 相欠き継ぎ 949 スギ 164-2 L-26

第227図 Ⅶ区SE701井戸跡出土遺物 ⑤
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る (第 223図 13)。 木製品には焼けた連歯下駄 (第 223図 14)。 板草履・漆器椀 。刀子の形代 。曲物底板・

折敷底板・箸・蓋か底板・箱型容器・井戸水溜などがある (第 224～ 227図 )。 漆器椀・下駄の樹種はケ

ヤキである。第224図 5・ 6は板材であるため姐に転用している。第225。 226図 の箱型容器は底板の上

に凹凸 2ヶ所の切 り込みが対称の位置にある側板を相欠き継ぎで組み合わせて、底板・側板 。上部四

隅を木釘で留めている。複数の木釘の位置からは何度かの補修が確認され、また、全ての端 。角の部

分は擦れて丸くなっていることから長期的使用が考えられる。側板一枚の外面には姐として使用され

た痕跡が認められる。底板・側板の樹種はスギである。木釘もスギである。この箱型容器は形態・形

態の維持・組み合わせ方・使用痕跡・樹種からは枡の可能性が推定される。規模は、方23.3cm。 深

12.3cmで容量約6,678Cdである。京枡換算値は3.7升である。東北地方での中世の枡は福島県郡山市荒

井猫田遺跡Ⅱ区出上の深い枡 (福森■999)が知られている。これは約2.7升である。本例と最も類似

した枡は奈良県田原本町唐古・鍵遺跡出土の12世紀後半のものである (藤田 :1987)力 、ゞ京枡換算値

1.2升のものであり、本例はその約 3倍の容量をもっている。大型であることから、枡とすることに躊

躇もするが、『福富草紙』などには大小の枡が描かれており、また、大枡とも呼ばれる甲州枡は容量 3

升、伊賀枡は4.8升である (小泉 :1980)。 中世においても用途に応じた形態・容量の枡があつたもの

と考えられることから、本例は枡として提示しておきたい。角製品は鹿角製品である (第 224図 1)。

長さ約 1.6cm、 径約1.3cmの 小型のキャップ状のものの破片である。下部には径約2nlmの孔が穿たれてお

り、内面の一部には赤色顔料が付着している。鎌倉出土の鹿角製品との類似から、熊の足・矢筈 (継

筈)・ 神頭など弓箭関係の遺物かと推定される (菊川 :1991)。 陶磁器の年代は12世紀後半から13世紀

中葉であり、13世紀前半を中心としたものである。その他、動物遺存体・植物遺存体・銅 。鉄関連遺

物・昆虫化石については同定 。分析結果を参照されたい。

SK 610土坑 (第 254図 ):SB 608・ 609掘立柱建物跡の東部に位置している。ⅢA期の掘立柱建物跡に

切られているため、Ⅱ期の遺構としたがⅢA期の可能性もある。平面形は長軸約3.5m・ 短軸約3.2m

の不整円形で、深さは約80cmで ある。大型の土坑である。底面はほぼ平坦で、壁は直線的に外傾して

いる。上端周辺・壁・底面には柱穴などの付属する施設はない。堆積土は基本的には自然堆積土であ

るが、人為的に廃棄した土を介在している。 10層 に

細分されるが、遺物の取り上げ層位は大別 3層 とし、

1層 が 1～ 6層、2層 が 7層、3層 力ゞ 8～ 10層 で あ

る。出土遺物には土師質土器皿 2点・陶器14点 。土

錘 3点・砥石 1点・板状鉄製品 1点 。骨片・編物 1

点がある (第 259図 )。 土師質土器皿には手づくね細

片とロクロ使用のもの (第 259図 3)がある。陶器は

渥美壺 3点・常滑甕 9点・在地産甕 1点 。在地産悟

鉢 1点である。第259図 4～ 8が常滑甕である。4は

0              5 Cm
(%)

5～ 6型式、5は 5型式である。8は転用砥である。

編物は漆塗 りの樺皮製品の断片である (第228図 )。

番 号 遺構 :層 位 種別・器種 特 徴 写真図版

1 SK610 1層 編物 棒皮製品 漆塗 り、花菱文風の文様あり 169-1

第228図 Ⅵ区SK610土坑出土遺物
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幅約 7～811mの樺皮の平織である。検出時には織の低い部分に市松模様に土が付着していた。編物の上

には顔料を含まない漆で手描きの花菱文風の文様が描かれている。花菱文様は物郡系鋳物師が梵鐘や

獣脚に好んで使用するものであり興味深い。漆塗りの樺皮製品には多くの種類があり、断片から製品

を推定することは困難であるが、矢を入れる館なども考えられる。土坑出上の陶器の年代は13世紀第

2四半期から中葉を主体としている。土坑の性格は不明であるが、穴蔵など貯蔵の用途が考えられよ

うか。

SX 702土坑 (第 249図 ):SE 701井戸跡の東部に位置する不整形 。大型の土坑である。 SK706・ 732・

747土坑・Ⅲ期建物跡 。Ⅱ期のSB 709掘立柱建物跡に切られている。三日月状の平面形を呈し、長軸

約4.6m。 短軸約2,7m・ 深さ約40～ 70cmで ある。上端は凹凸が多く、底面・壁面とも平坦ではなく、

デコボコしている。堆積土は 3層 に分かれるが、人為的埋土と考えられる。遺物は堆積土出土の鉄釘

2点 (第 248図 11)のみである。形態・底面・壁面の状況から土取 りの穴かと推定される。

SD 705溝区画内遺構群 (第 229図 ):SD 705区画溝内には焼面 1・ 焼土土坑 1・ SK7H・ 733・ 734土坑

がある。 SB 707'708掘立柱建物跡と重複しており、SD 705清 と焼面 1・ SK711・ 733土坑は建物跡よ

り古く、焼土土坑 1・ SK734土坑は建物跡より新しい。後者はSD 705溝廃絶後の遺構であり、Ⅱ期以

降のものであるが、ここで取り上げておく。

SD 705溝は東西約 8m。 南北約 6mの長方形の範囲を区画する溝である。南東郡は途切れて、入日

状になっている。幅は約10～80cmで、北辺が広く、東・西辺は細い。深さは約5～ 30cmで、北辺が深

く、南辺が浅い。堆積土は4層 に分かれ、最終的に埋め戻されている。 SD 705溝の位置する場所はな

だらかに南に傾く緩斜面であり、北辺部分での幅が広く、深さがあるという特徴からは、北方の微高

地から流れ落ちる雨水を防ぐ目的で掘削されたものと推定される。清からは常滑甕 2点 。青白磁梅瓶

の蓋 (第 242図 1)。 鉄塊 。鉄滓・鉄片 (鍛造剣片)。 鉄片付着滓・炉壁片・スサ入り焼土塊・焼土塊・

種子・炭 。貝殻片 。珪化木・木片などが出土している。 SD 705溝が機能していた時期のものと考えら

れる遺構に焼面 1と SK7H。 733土坑がある。これらの遺構は区画溝内の東部にある。焼面 1の東に

SK711土坑、南にSK733土 坑が位置している。焼面 1は東西約1,lm・ 南北約90cmの 範囲が赤く焼け

ている。焼面中央の東西約60cm。 南北約40cmの 範囲は明赤褐色、周縁部は暗赤褐色であるが、硬化面

は認められない。表面は削平されたものと考えられる。中央部分では焼面の約 7 cm下 まで赤く焼けて

いる。焼面上からの出土遺物はない。罰gH土坑は一辺約 1～ 1.2mの 不整方形で卜深さは約15cmあ

る。底面は平坦である。人為的埋上である。鑑・骨片 。種子が出土している。 SK733土坑は長軸約80

cm。 短軸約60cmの精円形である。深さは約20cmで、底面は平坦である。人為的埋上である。鉄滓・種

子・スサ入 りの焼土塊・炭が出土している。

SD 705溝 に囲まれた焼面 1・ SK711・ 733土坑の性格について直接的に示す資料はない。屋外での

火を使用した場所であり、火処を維持するために雨水を避けるための溝が掘られていることだけであ

る。屋外であることは、囲炉裏や台所の火処や風呂場ではない。推定の材料として、SD 705溝 と2基

の上坑の遺物を観ると、特徴的な遺物の出土が日に付く。特に、SD 705溝から多く出土している遺物

に鉄塊 。鉄滓・鉄片 。炉壁片・焼土塊 。炭などがある。これらの鉄製品生産に関連する遺物は SD 705
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層聴 土   色 土  性 備 考

1 暗褐色(10wR3/3) シ,レ ト 銹&暢6切脇囁縮機 、う霧暮熊・褐
2 暗褐色(10YR3/3) ン,レ ト 望雪愁 !YR4/6)シ

ル ト混在i炭 化 物・ 焼

3 褐色(10YR4/6) ンルト質粘土 しまりややあり。粘性あり。炭化物微量含む。

灰黄褐色(10YR4/2) ン,レ ト

焼画 1

層fb 土    色 土  性 備 考

l 贈褐色(75YR3/4j シルト しまりややあり。粘性な し。焼土粒含む。

焼土土坑 1

層16 土   色 土   性 備 考

] 黒褐色(75YR3/1) シ,レ ト 多重 碧 恣 |。
粘性 な し。 炭化 物・ 焼 土 塊

2 にぶい赤褐色(5YR4/3) シ,レ ト しまりややあ り。粘性なし。焼土層。

3 黒褐色(10YR2/2) シ,レ ト 縫重患!ごで望経麹睦,裏豊課:炭
化物・

4 褐色(10YR76) 粘土質シルト しまりなし。粘性あり。炭化物含む。

第229図 Ⅶ区SD705区画溝内遺構群



溝周辺の遺構からも出土しており、フイゴの羽口も5点出土している。また、この地域の整地層A層

および表土にも鉄滓・炉壁片などが多く含まれている。以上の状況証拠からではあるが、鍛冶関連遺

構の可能性を考えたい。焼面 1は削平された鍛冶炉底面下の痕跡と推定されようか。この地域の鉄関

連遺物については、散在的な出土であったために分析はしていない。金属学的分析を待たなければな

らないが、 SK711土坑からは鑑が出土し、また、この周辺の遺構からは釘・鑑・棒状鉄製品が計26点

出土していることから、Ⅱ期の建物の建造に際して釘 。鑑などを中心とした小鍛冶が行われた場所

(小鍛冶工房跡)の可能性が考慮される。

焼土土坑 1・ SK734土坑はSD 705溝区画内の西郡に位置しているが、土坑の時期に溝は廃絶してい

たものと考えられる。焼土土坑 1は長軸約1.lm・短軸約90cmの 東西に長い精円形である。深さは約25

cmあ る。堆積± 1層が ドーナッツ状の焼土塊の層である。幅約10～20cmの焼土塊が乗状になっている。

中央部の焼土のない部分は径約25cmの不整円形である。焼土はスサ入りのものである。この環状の形

状がスサ入 り粘土による構築物の本来の姿に近いものかは不明である。環状の構築物が上部にあった

場合は焼土層下の堆積土は掘り方埋土となる。焼土層には鉄片が含まれている。調査時には鋳物の溶

解炉の下部構造かとも考えたが、遺構 。遺物からの裏付けはない。 SK734土坑は焼土土坑 1を切って

いる円形の上坑である。径約70cm・ 深さ約 7 cmの浅いものである。骨片が出土している。

SD 706溝 (第 217図 ):検出状況では南端部をSE 701井戸跡とⅢ期の建物跡・柵跡に切られている。長

さ約7.2m・ 幅約50～ 70cm。 深さ約15～80cmである。底面は緩やかに南に傾いている。遺物には、ロク

ロ使用の土師質土器皿 (第 242図 2)・ 小型砥石・釘・馬歯 。鉄津・種実などがある。何らかの区画溝

なのかSE 701井戸跡に関連するものなのかは不明である。

SD 709溝南部遺構 (第 217図 ):SD 709溝 とSK721土坑およびその周辺について取 り上げる。 SD 709

溝 。SK721土坑はSB 703～ 705掘立柱建物跡に切られており、この周辺では最も古い遺構である。SD

709溝は調査区西壁から約7.5m東に伸びてから南に直角に折れ、約 2m伸びている。溝幅は約80～ 50

cm・ 深さ約10cmの浅い溝である。堆積土は基本層ブロックを多く含む人為的埋上である。出土遺物は

ない。 SK721土坑はSD 709溝の南約 5mの場所にある。南東部を柱穴に壊されているが、ほぼ円形の

土坑で、径約70cm・ 深さ約20cmで ある。土坑には鉄塊 。鉄滓・椀型滓・鉄片 (鍛造象J片)・ 湯玉 (粒状

滓)。 ガラス質滓・フイゴの羽日・炭が詰め込ま

れていた。 SK721土坑の周辺 (H～ J・ 107～ 108

グリッド)では遺構検出作業中から多量の鉄滓

類やフイゴの羽日の出土があり、 6グ リッド分

については 1グ リッドを4分割して検出面上部

の土をサンプルとして収納 (土のう袋で303袋 )

した。第230図 が、その出土状況・分布状況であ

る。SK721土坑のある 1108グ リッド周辺に集中

していることが分かる。このような状況から、

炉は検出されていないが、この周辺で鍛冶関連

日 鉄滓   ★ 鉄片   ● 湯玉   O欽 塊

第230図  SD709溝 南部地域鉄滓等出土状況
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の作業が行われたものと推定され、SK721土坑は鍛冶の残滓類を廃棄するために掘られた土坑と判断

される。そして、 SD 709溝はSD 705溝 と同様の機能を果たしていたものと考えられる。

SK721土坑出土の鉄関連遺物 (鉄塊系遺物・椀型津・鉄片・湯玉)については金属学的解析を行っ

ている (金属学的解析参照)。 結果は、鉄塊系遺物は始発原料が磁鉄鉱で、原料銑鉄を処理して鋼を製

造する工程での終末の産物、椀型津は鋼精練滓、湯玉は椀型滓の成分に近く、鉄片は鋼精練炉から引

き出された鋼塊をはつった時の小片であり、鋼精練が行われていたものと指摘している。鉄滓類の分

布している6グ リッド周辺の遺構・検出面からは計16点の釘・鑑・棒状鉄製品が出土しており、中心

的屋敷地内では釘類の最も集中する地点である。調査段階ではこの場所周辺で建物の新築に関わる釘

類が造られたものと推定していた。鋼精練工程 (大鍛冶)の遺物が確認されており、それに続く小鍛

冶もこの場で行われた可能性も考えられる。また、SD 709溝南部のSK721土坑周辺が大鍛冶の場であ

り、 SD 705溝区画内の焼面 1周辺が小鍛冶の場であると推定することも可能である。

SX 601墳墓跡 (第 231図 )i SB 703掘立柱建物跡の北西部から北約20mに位置している。SD 606溝を切っ

て、I期のSK 618土葬墓の上に造られている。南北に伸びるⅢ期のSD 603溝 とSD 604溝が東部を切っ

ている。また、Ⅲ期以降の掘立柱建物跡に切られている。方形の区画溝と主体部が確認された。区画

溝は南北約5。 5m・ 東西約5.6mのほぼ方形である。南北方向は真北から約 8° 東偏している。溝の幅は

約50～ 80cm、 深さは約20～30cmで ある。溝の堆積土は 2層認められるが、大部分は基本層小ブロック

の混在する 1層土である。1層中には径約15～30cmの 河原石が約150個入つていた。いずれの河原石も

溝底面から約 5 cm以上浮いており、底面に接するものはない。河原石の上下で堆積土の違いは認めら

れない。河原石の傾斜は溝内側方向に傾いており、溝内側から崩落した状況を呈している。このこと

から、本墳墓跡は溝区画内に積み上があり、その表面に河原石を使用していたものと推定される。塚

墓と分類されている形態 (山崎ほか :1993)の墳墓跡である。河原石は全面に葺かれていたものか斜

面だけに葺かれていたものなのか、あるいは、『餓鬼草子』に描かれているような積み土周縁部にのみ

積み重ねられていたものかは不明である。河原石の出土状況、堆積状況からは、長期間の自然崩落と

は考えられない。短期間あるいは一度に崩落した状況であり、人為的に塚を崩した可能性がある。Ⅲ

期遺構群の構築にあたり、破壊されたものと推定したい。

主体部は説∞ 17土葬墓である。溝区画内の中央やや北西寄 りに位置している。 I期のSK618土葬墓

の北半部と重複しており、約20cm程度壁面を壊している。平面形は長軸約 21n・ 短軸約1.lmの 長方形

である。長軸方向は真北から約75° 西偏している。深さは約30cmで、SK618土 坑よりは約20cmも 浅い。

底面は平坦で、底面上には 5列 18個の棺台石が短軸方向に並んでいる。木棺痕跡や副葬品は認められ

なかった。出土遺物としては、区画溝から渥美山茶碗窯系片日鉢細片・管状鉄製品 (第 261図 2)。 種

子が、 SK617土葬墓堆積± 2層から常滑甕体郡片 。須恵器系陶器壺片が出土している。なお、 SK617

土葬墓の 2層上面からは粉状の白色物質が検出されている。この粉は S1601堅穴建物跡の底面出土の

ものと同じ粉末化した長石類である。本遺構が S1601堅穴建物跡の北側約 8mにあることから、工房

で使用されたものが入 り込んだものと考えられるが、2層上面に乗っている状況からは土砂加持に関

わる資料の可能性も考慮すべきかと思われる。
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SX601月 q月箸

層lb 土    色 土   性 備 考

1 暗褐色(loYR3/3) シ,レ ト 粘性ややあ り。 しまりややあ り。炭化片混入部分あり。褐色(10YR4/6)シ ル ト(LⅡ ■)を 1ぐm以 ドの小ブロ ックで混入。

2 黒褐色(10YR2/3) シ,レ ト 粘性あ り。 しまりあり。全体に炭化物粒含む。褐色(10YR4/6)シ ル ト(LⅢ 十)の 粒を多く含む。

SK617」 Lウt

層聴 土    色 土   性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) シルト 粘性あ り。 しまりあり。炭片混 じる部分あり。褐色(10YR4/6)シ ル ト(LⅢ 土)を 小ブロック(l cm以 下)で混入。

2 黒掲色(10YR2/3) シル ト 粘性あ り。 しまりあり。全体に炭化物粒含む。褐色(10YR4/6)シ ル ト(LⅢ 土)粒混多。

3 黒褐色(10YR3/2) ン,レ ト 粘性あり。 しまりあ り。褐色(10YR4/6)ン ル ト(LⅢ 土)プ ロック混多。(9は り少ない)

第231図  Ⅵ区SX601墳墓跡 ①
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層 AFO 土    色 土   性 備 考

1 黄灰色(25Y4/1) 粘土質シル ト 粘性あり。 しまり弱い。炭片(5mm以下)若干混入。明黄褐色 (25Y7/6)シ ル トブロック状に混在。(人為推積 )

2 明黄褐色(25Y7/6) ンル ト 粘性あり。 しまりあ り。暗灰黄色 (25Y5/2)粘 土質シル ト小ブロック(2cm以 下 )混 じる。

第232図 Ⅵ区SX 601墳墓跡 ②

本墳墓跡はⅡ期の屋敷墓と考えられる。塚墓の一形態ではあるが、全く同形態の墳墓を東日本では

確認できなかった。 I期の屋敷墓であるSK618土葬墓の地を踏襲しており、Ⅱ期に立派なものに造り

替えられたものである。 I・ Ⅱ期とも主屋の北西部にあたる場所に位置しており、両期に各 1基の屋

敷墓であることから、屋敷の主を埋葬した場所と推定される。祖先を埋葬した聖地を踏襲しているこ

とから、Ⅱ期の屋敷の主は I期 の屋敷の主と同系譜 (家系)の人物と考えられる。それが、Ⅲ期成立

前に破壊されるということは、Ⅲ期の屋敷の主は前代までとは系譜が異なっていることを示している

ものであろうか。

Ⅱ期遺構群の構成 :屋敷地の区画施設はない。主屋である南西部に中門廊をもつSB 703掘立柱建物跡

があり、その南に対面するように厩跡かとした SB 707・ 708掘立柱建物跡、南東に持仏堂あるいは倉

庫かと考えたSB 709掘立柱建物跡がある。3棟の建物跡に挟まれた場所は建物のない南庭状の空閑地

となっている。建物跡は他に、北部にSB 608～ 610・ 612・ 613掘立柱建物跡、南部にSB 704～ 706掘立

柱建物跡がある。 SB 707・ 708掘立柱建物跡の東側にはSE 701井戸跡、SB 608。 609掘立柱建物跡の東

側には大型土坑の鋭舗 10土坑がある。主屋の北には鋳鉄鋳物の鋳造工房かと推定した S1601竪穴建物

跡、南西部の試)709溝南部のSK721土坑周辺は鋼精練や小鍛冶をした可能性のある場、南部のSD 705

溝区画内は小鍛冶を行った場の可能性がある。主屋北西部北方には屋敷墓である鬱∞01墳墓跡が位置

している。主屋 。厩跡は規模が大きく、主屋とその南部の建物群は庭を取り入れた規則的・計画的配

置となっている。また、屋敷墓も立派なものであり、この屋敷の格の高さを示している。鋳造 。鋼精



練・鍛冶関連の可能性のある遺構を伴っていることは、屋敷への鍛冶師・鋳物師など金属加工職人の

出職が行われていた可能性を示唆するものである。本期の遺構からの出土遺物の年代は12世紀後半か

ら13世紀中葉であり、本期はほぼ13世紀前半を中心とした時期と考えられる。このことから、須恵器

系陶器以外に遺物の少なかった I期の年代はそれ以前の時期であり、12世紀後半頃と推定される。な

お、主軸方向からは、Ⅲ区Ⅱ期建物跡・ Ⅱ区ⅡA期建物跡・ I区北部建物跡がⅥ oⅦ区の本期の屋敷

跡はほぼ同一方向である。重複関係や遺物の年代からもほぼ同時存在の可能性が高く、本屋敷跡を中

心とした相互の有機的関連がうかがえる。

③Ⅲ期の遺構群 (第 333図 )

本期になると屋敷地を区画する大溝が出現する。Ы)601A・ 704溝である。 SD 603・ 604・ 703溝は

屋敷内部の区画溝である。建物方向は真北からH～ 19° 東偏しているが、建物方向と重複関係からは、さ

らに 2段階に分かれる。古段階 (A段階)は建物方向が真北から約 12° 東偏する建物跡である。 SB 713

掘立柱建物跡を中心として、SB 604～ 606・ 611・ 507・ 711・ 712・ 714～720掘立柱建物跡がある。試

601・ 602・ 605。 606。 704～ 705柵跡がこれに平行している。ⅢA期の建物跡の中でも重複関係があり、

新旧がある。新段階 (B段階)は建物方向が真北から約 18° 東偏する建物跡である。中心的な建物跡は

抽出できないが、 SB 607・ 614。 615。 721～ 724掘立柱建物跡とSA603・ 604柵跡がある。建物跡以外の

遺構としては SE 601・ 702井戸跡、SX 701石敷竪穴遺構、S1701・ 702堅穴遺構、 SK6H土坑、Ⅶ区南

端溝状遺構、橋 1～ 3な どがある。

屋敷全体区画溝 :屋敷地の北辺と西辺を区画する「く」の字に曲がった大溝Ы)601A溝がある。屋敷

全体区画溝はⅥ区のSD 601 A溝 とⅦ区のSD 704溝 として部分的に検出されただけであるが、現地踏

査・航空写真・地形図 。地籍図および検出された遺構群の配置などから推定すると、北辺約90m。 南

辺約100m。 東辺約80m・ 西辺約80mの南辺のやや長い台形状に大溝が巡っていたものと推定される。

SD 601 A溝が埋没した後には、その上にⅣ期のSD 601 B溝が新たに掘削されている。Ⅶ区南西端と南

東端ではSD 601 B溝 に続くものと推定されるSD 701溝の北側上端が検出されている。SD601 B溝 は

SD 601 A溝 のあった場所に掘られており、このことからも、Ы)701溝の下にSD 601 A溝 に続く屋敷南

辺区画溝の存在が想定され、台形に全体を区画していたものと考えられる。 SD 704溝は屋敷全体区画

溝の一部が屋敷地内に入り込んだものであり、屋敷内区画溝ともなっている。

SD601 A清 (第 216図 ):検出長は、北辺約27m・ 西辺約42mである。西辺の方向はN17° E、 北辺の

方向は E19° Sである。幅は約 3～ 4m、 深さは約1.3～ 1.6mである。北西コーナー部分が約1.6mと

最も深い。西辺では南部が約 lmと浅く、コーナー部分に向かって次第に深くなっている。北辺は約

1.4～ 1.5mと ほぼ平均している。断面形は逆台形である。堆積土は自然堆積土で 7～ 8層 に細分され

るが、大きくは上下 2層 に分けられる。上半層はシル ト、下半層は細砂・中砂を層状に挟む粘土層で

ある。下半層が滞水・流水を示す屋敷全体区画溝として機能していた最終段階の層、上半層が廃絶後

の自然流入土の層である。遺物の取り上げ層位は上半層が 1層、下半層が 2～ 3層である。

出土遺物には、土師質土器皿 2点、渥美壺 5点、渥美甕 1点、常滑甕 9点、常滑甕転用砥 4点、古

瀬戸梅瓶 2点、瀬戸・美濃端反皿 1点、山茶碗 1点、在地産甕10点、在地産悟鉢 2点、青磁 5点、白
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番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

1 SD601A l層 土師質土器 皿 ロクロ使用 回転糸切 り 在  地 底部 1/4 Ca-7

SD60 A l層 土師質土器 皿 ロクロ使用 回転糸切 り 在  地 底部 1/4 (46) Ca-31

3 SD601A l層 陶器 甕 在  地 口縁～体部 141-4 I-212

4 SD601A l層 陶器 橘鉢 在 地 口縁 I-186

5 SD601A 2層 陶器 甕 常  渭 5型式 口縁 147-3 I-68

SD601A 西拡張区 陶器 山茶碗 束濃型 13C後半 口縁～体部 1/12 120 152-12 I-15

7 SD60 A 西拡張区 陶器 梅瓶 灰釉 古瀬戸 13C末～ 14C前半 体 部 152-8 I-18

SD601A 西拡張区 陶器 梅瓶 灰 釉 古瀬戸 13C末～ 14C前半 体部 I-19

SD601A 2層 陶器 壺 渥  美 体部 I-45

10 SD601A 2層 陶器 壷 渥  美 12C4四 半 口縁1/8 129 152-14 I-47

SD601A 西拡張区 陶器 壺 袈裟穆文 渥  美 体 部 150-1 I-48

2 SD60 A 西拡張区 陶器 甕 押印あり 常  滑 体 部 I-90

SD601A l層 陶器 甕 押印あり 常  滑 体部 148-4 I-88

14 SD601A 3層 陶器 甕 常  滑 体部～底部 1/8 255 I-80

15 SD601A 2層 陶器 甕 常  滑 体部～底部 1/10 I-79

第233図 Ⅵ区SD601 A溝 出土遺物 ①
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番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年   代 残   存
法  量 (c血 )

写真図版 登録番号
口径 底 径 器高

と SD601A 西拡張区 青磁 椀 na類 龍泉窯 D期 日縁 (120) 原41-つ J-17

2 SD601A 2層 青磁 小椀 15類 龍泉窯 E期 口縁 原39-4 」-16

3 SD601A 2層 青磁 小盤 Ⅲ3b類 龍泉窯 F翔 口縁～体部 原42-5。 7

SD601A 西拡張区 自磁 四耳壷 1lC後半～13C 体 部 原37-6 J-87

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅Ccm) 厚さ(∞ ) 菫量(g) 写真図版 登録番号

5 SD601A l層 転用砥 常滑産体部片 【-413a

SD601A l層 転用砥 常滑産体部片 [-413c

7 SD601A l層 転用砥 常滑産体部片 と-412

/て
｀
＼

/    ‐タ
イ (
＼_/⌒ い

第234図 Ⅵ区SD601 A溝 出土遺物 ②



磁 1点、砥石 1点、鉄釘 3点、鉄鏃 1点、椀型津 1点などがある。調査面積の割に遺物は少ない。土

師質土器皿はロクロ使用のものである (第 233図 1・ 2)。 渥美は壷口縁部 (12世紀第 4四半期)。 体部

片と珍しい袈裟欅文壺片 (第 233図 9～H)を提示した。常滑甕には 5型式の日頸部片 (第 233図 5)、

押印のある体部片 (第 233図 12・ 13)、 底部 (第 233図 14・ 15)、 転用砥 (第 234図 5～ 7)がある。古瀬

戸梅瓶片は13世紀末から14世紀前半である (第 238図 7・ 8)。 第233図 6は出土例の稀な山茶碗である。

東濃型山茶碗 (13世紀後半)で、市内では最古のものである。在地産中世陶器としては悟鉢口縁部片

(第 233図 4)がある。青磁には椀 1la類 (D期 )。 小椀 15類 (E期 )・ 小盤Ⅲ3b類 (F期)(第

234図 1～ 3)と 小破片の小盤Ⅲ類と椀がある。白磁は四耳壺Ⅲ類 (H世紀後半から13世紀)である

(第 234図 4)。 以上のように、遺物は12世紀後半から14世紀前半のものを主体 としている。出土遺物

で最も新しいものは、細片のため図化できなかったが、1層上部出土の漆継ぎをしている瀬戸・美濃端

反皿 (大窯 I期)である。14世紀中頃以降の遺物はこの 1点のみである。端反皿の出土から、 SD 601

A溝の埋まりきった時期は15世紀末以降と推定される。

SD 704溝 :Ⅶ区西部中央北寄り (H～ K・ 104～ 105グ リッド)に位置している。西辺の屋敷全体区画

溝の一部が屋敷内部に入 り込んだ溝である。方向は E10° Sである。検出長は約 8m、 幅は約2.5～ 3.5

m、 深さは約1.2mである。断面形は逆台形で、底面はほぼ平坦である。堆積土は自然堆積層で 8層に

細分されるが、SD 601 A溝 と同じく大別 2層に分かれる。上半層はシル ト層、下半層は粘土層である。

屋敷内部に入り込んでいるため、 SD601A溝 に比べて、焼土・灰 。炭化物・礫などの生活残滓物や遺

物は多く出土している。遺物の取 り上げ層位はSD601A溝 と同様である。

出土遺物には、陶器131点、土製品 2点、石製品 1点、鉄製品 8点、鉄津 2点、馬歯がある。陶器に

は中国産緑釉陶器 2点が含まれている。整地層A層 (SD 702溝 )。 SD 703溝・柱穴などからも同一個

合の破片が 5点出土している。整地層A層出上のものが最も大きい破片であったため、その頁に図示

してある (第 278図 9)。 福建省泉州窯系の緑釉陶器盤である。洗面器状の大型のもので、底部内面に

ヘラ描きの花文状の文様がある。 13世紀中葉から14世紀前半のもので、仙台市内では初の出土である。

国産陶器には渥美 。常滑・在地産 。須恵器系陶器がある。渥美壺は大型のもので、 S1702竪穴遺構出

土のものと同一個体である (第 251図 3)。 常滑甕は 8点あるが、日縁部はない。底部 1点を図示した

(第 235図 4)。 他に漆継ぎをした常滑甕片がある (漆膜分析参照)。 在地産中世陶器には、甕・播鉢が

ある。甕は110点出土しているが、その内101点は同一個体である。 SD 704溝 の東端部分に投げ捨てた

ような形で出土している。上半部と下半部は接合できなかったが、図上で推定復元した (第 235図 1)。

日径約60cm、 体部最大径約90cm、 器高約55cm以上の大甕で、断面を漆継ぎ、内面を漆を使用した布貼

りにより補修している (漆膜分析参照)。 この甕は胎土・色調から在地産と考えられるが、焼成・全体

のプロポーション 。日縁部形態 。押印などからは白石窯系の製品ではない可能性もある。福島県梁川

町八郎窯 1。 2号窯跡出土のものとは押印が異なるものの、日縁部形態などは類似しており、あるいは

八郎窯系の製品かとも推測されるが断定はできない。八郎 1・ 2号窯は常滑 4～ 5型式併行とされて

いる (中野■997)。 第235図 3の甕は白石窯のものである。播鉢は 8点ある。高台のあるもの (第 236

図 1)は窯不明の在地産である。他は全て白石窯のものである (第 235図 5～ 9。 第286図 3)。 第236
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番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残    存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

1 SD704 2層 ～底面 陶器 甕 押印(長方形 8個・ 2段 )が 3列 在 地 口縁～体部 V6 I-63

SD704 2層 陶器 甕 在  地 口縁～頸部 141-3 I-216

3 SD704 1層 陶器 甕 在  地 口縁～頸部 1/8 142-2 I-215

4 SD704 2層 陶器 甕 常  滑 体部～底部V8 165 I-82

5 SD704 2層 陶器 悟鉢 在  地 口縁～休部 1/6 144-6 [-242

6 SD704 1層 陶器 種鉢 筋 目あり 在  地 体部～底部 1/8 [-270

7 SD704 1層 陶器 構鉢 在  地 口縁～体部 1/8 (282) 144-3 I-239

8 SD704 2層 陶器 播鉢 在  地 口縁～体部 1/8 145-7 I-240

SD704 検出面 陶器 lg鉢 在  地 日縁 〔-241

第235図 Ⅶ区SD704溝出土遺物 ①
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番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産 地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
日径 底径 器 高

1 SD704 陶器 揺鉢 在  地 底部(高台部)1/8 (174) I-197A

2 SD704 3層 陶器 種鉢 須恵器系陶器 内面に焼け跡 体 部 I-406

3 SD704 陶器 権鉢 転用橿鉢 穿孔底部 タール付着 在  地 体部～底部 1/6 I-290

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

4 SD704 土製品 土鍾 (27) (20) (12) P-28

5 SD704 堆積土 土製品 土鍾 孔径0 8cm (35) 1) P-30

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石 材 写真図版 登録番号

6 SD704 検出面 畦化木 赤色塗料付着 (22) 21 瑳化木 156-13 Kd-42

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

7 SD704 鉄製品 釘 完形 160-11 N-338A

8 SD704 鉄製品 釘 ほぼ完形 160-10 N-338C

9 SD704 2層 鉄製品 釘 (45) N-300

SD704 鉄製品 釘 N-337

11 SD704 2層 鉄製品 釘 (62) 50 と60-6 N-339B

SD704 鉄製品 釘 (36) N-338B

働 704 2層 鉄製品 刀子 (35) 15 159-10 N-339A

SD704 2層 鉄製品 刀子 茎 38) と2 N-297

SD704 1層 鉄製品 蓋 200 159-17 N-109

SD704 2層 鉄製品 短刀 (257) 045 1160 159-21 N-299

第236図 Ⅶ区SD704溝 出土遺物 ②



図 3の在地産播鉢は底部に外面から径約6 cmの孔が穿たれている。孔の周辺の底部内面は焼けて赤く

なっており、タール状の炭化物も付着している。悟鉢に孔を開け、逆さにし、下から火を焚いて使用

したものである。Ⅵ・Ⅶ区の中心的屋敷跡から9点出土している。用途不明の在地産播鉢の転用品で

ある。東海系の鉢の転用はみられない。第236図 2は須恵器系陶器の括鉢片であるが、内面が赤黒色に

焼け、器面の象J落もみられる。かなりの高温で焼けたものと考えられ、高温使用の用途に転用された

ものである。土製品は土錘である (第 236図 4・ 5)。 第236図 6は珪化木の薄片であるが、端部に赤色

顔料と黒色顔料の付着したものである。鉄製品には釘 (第 286図 7～ 12)、 刀子 (第 236図 13・ 14)、 蓋

(第 236図 15)、 短刀 (第 236図 16)がある。第236図 15の蓋は径約5.6cmの 小型のものである。摘は欠損

しているが、その周辺に花弁状の文様を配し、周縁には 3条の沈線が巡つている。陶器は12世紀後葉

から14世紀前半のものを含んでいるが、主合は13世紀中葉から14世紀前半であり、在地産中世陶器の

割合の高いことが特徴である。

屋敷内区画溝 :屋敷内区画溝としては SD 604・ 603・ 703溝がある。SD 603溝 とSD 703溝は連続する 1

条の溝である。重複関係はSD 604溝をЫ)603・ 703溝が切っている。

SD 604溝 (第 216図 ):SD 606溝 とSX601墳 墓跡を切り、 SD 603・ 703溝 とSK6H土坑に切られている。

Ⅲ期では最も古い区画溝である。Ⅳ区東半部のほぼ中央部やや北寄りの場所にある。北辺と西辺の一

部が残っており、北西部で南に直角に曲がる清である。検出長は北辺約12m。 西辺約 7mである。幅

は約0。 8～ lm、 深さは約15～30cmで ある。堆積土は自然堆積土である。出土遺物には6a型式の常滑甕

(第 239図 5)と土錘 (第 239図 6)がある。

SD 603・ 703溝 (第 215図 ):溝南端部は屋敷全然区画溝が入り込んだSD 704溝東端の南東部に位置し、

ほぼ直線的に北に伸び、屋敷全体区画溝北辺のSD 601 A溝 に接続している。溝南端部は東に折れ由

がつており、底面から2基の土坑が検出されている。溝の方向はN7° Eであり、Ⅱ期屋敷跡の方向に

近い。検出長は約55m、 幅は約 1～ 1,8m、 深さは約50～80cmで ある。底面は平坦ではなくやや凹凸が

あり、SD 601 A溝 のある北方に向かって傾いてはいない。断面形はV字状である。堆積土は4層 に細

分される自然堆積土である。上半層は砂質シル ト層、下半層は砂粒を多く含む粘土質シル ト層である。

遺物の取り上げ層位は 1層を 1層、 2・ 3層 を 2層、 4層を 3層 とした。出土遺物は多く、便宜的で

はあるが、調査区毎にSD 603溝・ SD 703溝出土遺物として提示したい。

SD 603溝からは、渥美壺 2点、常滑甕10点・壺 1点・山茶碗窯系片日鉢 2点、古瀬戸壺 1点、在地

産甕15点 。播鉢 8点、須恵器系陶器壺 1点、青磁椀 1点、土師質土器皿 2点、、温石 1点、硯 1点、砥

石 2点、釘12点、鉄鏃 1点、刀子 1点、馬歯、種子類、貝殻片などが出土している。渥美壺は日縁郡

の欠けたものである (第 238図 2)。 常滑甕は体郡片が多く、4型式の広日壼 (第238図 3)、 5型式の甕

日縁部 (第 238図 4)、 押印のあるもの (第 238図 5)、 転用砥 (第 238図 8)を図示した。第238図 6は

6a型式の山茶碗窯系片日鉢である。古瀬戸壺 (第 238図 1)は 14世紀後棄である。在地産甕 (第 237図

1・ 2)は白石窯のものである。在地産播鉢 (第 237図 3～ 10)には、焼けてタールの付着した転用品

(第 237図 8～ 10)がある。須恵器系陶器壺 (第 238図 7)は珠洲窯製品の可能性もあるもので、 I期

のSB 601掘立柱建物跡柱穴出土のものと同一個林である。肩部に2段の櫛描波状文をもつ。12世紀後
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番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法  量 lcm)

写真図版 登録番号
日径 底径 器 高

1 SD603 1層 陶器 甕 在 地 日縁～肩部 1/8 482 142-1 I-430

2 働 603 2層 陶器 甕 在 地 口縁～肩部 1/5 141-8 I-213

3 SD603 1層 陶器 種鉢 在 地 口縁～体部 1/8 332 143-5 と-233

4 SD603 1層 陶器 糟鉢 在 地 口縁～体部 I-232

5 SD603 2層 陶器 悟鉢 筋目あり 在 地 回縁～体部 1/8 (292) 143-8 I-231

6 SD603 1層 、2層 陶器 悟鉢 在 地 底部～体部 1/4 I-266

7 SD603 2層 陶器 橿鉢 在 地 口縁～体部1/12 (273) 143-7 と-234

8 SD603 1層 陶器 種鉢 槽鉢転用 穿孔底部 タール付着 在 地 体部～底部2/3 143-6 I-285

9 SD603 陶器 種鉢 悟鉢転用 穿孔底部 タール付着 在 地 体部～底部 1/4 120 I-286

SD603 2層 陶器 憾鉢 在 地 体部～底部 1/4 I-287

第237図 Ⅵ区SD603溝 出土遺物 ①
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番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

SD603 2層 陶器 壺 古瀬戸 14C後半葉 肩部 152-5 I-27

2 SD603 層 陶器 広 口壷 渥  美 日縁～頸部 1/12 (206) I-62

3 SD603 1層 陶器 広 回壺 常  滑 4型式 口縁～頸部 1/16 (208) 147-2 I-70

SD603 2層 陶器 甕 常  滑 5型式 口縁 〔-69

5 SD603 1層 陶器 甕 押 印 常  滑 体 部 148-9 〔-101

6 SD603 1層 陶器 片 口鉢 山茶碗窯系 常  滑 6a型式 口縁 149-6 I-189

7 SD603 1層 、3層 陶器 壷 須恵器系陶器 櫛描波状文 肩部～体部 153-1 I-398

|

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

SD603 2層 鉄製品 釘 160-5 N-230

10 SD603 2層 鉄製品 釘 N-229

11 SD603 2層 鉄製品 釘 160-3 N-227

SD603 2層 鉄製品 釘 160-13 N-226

13 SD603 2層 鉄製品 釘 05 50 N-228A

4 SD603 1層 鉄製品 鏃 鏃  茎 159-4 N-223

SD603 2層 鉄製品 刀子 159-8 N-228B

第238図 Ⅵ区SD603溝 出土遺物 ②
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SD603溝 出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cI) 幅(cnl 厚 さ(calj 重量(g) 石 材 写真図版 登録番号

1 SD603 1層 石製品 温石 孔系0 4cn～ 0 6clu (109) 4350 黒雲母片岩 155-1 Kd-57

2 SD603 2層 石製品 硯 剣落 している 陸の一部のみ (104) (06) 貢岩 155-7 Kd-22

3 SD603 石製品 砥石 仕上げ砥 (48) (38) (■8) 155-17 Kd-36

4 SD603 2層 石製品 砥石 仕上げ砥 (鳴滝砥 ) 凝灰質頁岩 155-16 Kd-24

SD604溝 出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法  最 (cla)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器高

5 SD604 1層 陶器 甕 構  滑 6a型式 口縁 148-2 I-71

第239図 Ⅵ区SD603～ 605溝 出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長 さ(cm) 幅(cl) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

6 SD604 1層 土製品 土鍾 孔径0 7cn (14) P-25

SD605溝 出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅他m) 厚さ(cal) 重量(g) 写真図版 登録番号

7 SD605 転用砥 常滑産体部片
`-413b



9

0                         10Gm
(%)

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

1 SD703 陶器 甕 在  地 口縁～頸部 1/4 200 141-5 I-214

2 SD703 1層 陶器 構鉢 在  地 口縁～体部 1/4 146-1 I-238

3 SD703 陶器 播鉢 在  地 口縁～体部1/9 322 146-2 I-236

SD703 6層 陶器 協鉢 在  地 体部～底部 1/4 122 I-268

5 SD703 1層 陶器 糖鉢 在 地 日縁 1/6 (324) 144-4 I-237

SD703 3層 陶器 片 口鉢 2号集石と接合 常  滑 5～6a型 式 体部～底部 1/5 135 144-7 I-283

SD703 1層 陶器 槽鉢 在 地 体部～底部 1/5 142 I-269

働 703 陶器 摺鉢 穏 用 層 鉢  穿 孔 底 部
在  地 体部～底部1/2 146-7 I-289

SD703 2層 陶器 信鉢 転 用槽 鉢  穿孔 底部
在  地 体部～底部 1/3 147 I-288

第240図 Ⅶ区SD703溝出土遺物 ①
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番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産 地 年    代 残   存
法   量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

1 SD703 1層 陶器 甕 在 地 日縁～肩部 1/8 141-7 I-429

2 SD703 1層 青磁 小椀 11～ 4類 龍泉窯 D期 底部 1/2 原41-4

3 SD703 1層 青磁 椀 12～ 3類 龍泉窯 D期 口縁部 1/20 原40-4 J-37

4 SD703 2層 陶器 卸皿 使用痕跡不明 古瀬戸 13C後半 底部 1/4 152-10 I-23

5 SD703 2層 陶器 梅瓶 古瀬戸 と3C末～ 14C前半 肩部～体部 152-7 291-21.

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さtcm) 幅砲め 厚さ(cla) 重量(g) 石 材 写真図版 登録番号

6 SD703 1層 石製品 削痕のある礫 安山岩 166-11 Kd-5

番 号 遺 構 :嬉トー粒 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(Cla) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

7 SD703 3層 上面 鉄製品 錐 580 159-22 N-295

8 SD703 2層 鉄製品 釘 N-293

9 SD703 1層 鉄製品 釘 (47) 035 N-335

307

第241図 Ⅶ区SD703溝 出土遺物 ②



半頃のものと推定される。青磁は椀Ⅲ類・ F期の小破片である。土師質土器皿も小破片で、ロクロ使

用のものである。鉄製品は (第 238図 9～15)で ある。釘・鏃茎・刀子がある。石製品には温石 (第

239図 1)・ 硯 (第 239図 2)・ 砥石 (第 239図 3・ 4)がある。温石は滑石製ではなく、阿武隈山地南部

産の黒雲母片岩製である。硯は頁岩製のものであるが、象↓落しており、陸の一部分しか表面は残って

いない。砥石は 2種類ある。厚みのある直方体の中砥 (第 239図 3)と小型で薄い板状の長方形をした

仕上砥である (第 239図 4)。 小型の仕上砥は凝灰岩質頁岩で、側面には鋸で挽いたような痕跡が認め

られる。この痕跡は温石側面にもみられる。小型仕上砥は遺跡全体で10点出土しているが、内 8点は

中心的屋敷跡のあるⅥ・Ⅶ区出土である。10点の石質は凝灰岩質頁岩 。頁岩・デイサイ ト質凝灰岩で、

形態・規模もほぼ同様であることから、商品として流通していたものと考えられる。小型仕上砥は刀

子類を研ぐための携帯用砥石かと推定され、「刀筆の吏」を想起させる。

SD 703溝からは、渥美壺・甕 2点、常滑三筋壼 1点・甕 6点、古瀬戸梅瓶 3点・卸皿 1点、在地産

甕H点・壺 1点 。播鉢14点、青磁椀 3点、緑釉陶器 1点、削痕のある礫 1点、釘 4点、錐 1点、鉄滓・

椀型津・炉壁各 1点、瓦質火鉢 1点などが出土している。渥美壺は観)704。 603溝とも同一個体のもの

で、 S1702竪穴遺構出土のもの (第 251図 3)の破片である。常滑三筋壺も同様にS1702堅穴遺構の

もの (第 251図 1)の破片である。常滑甕にはSD 704溝出土の破片のように漆継ぎをしているものも

ある。古瀬戸梅瓶は同一個体である (第 241図 5)。 13世紀末から14世紀前半のものである。卸皿 (第

241図 4)は 13世紀後半である。使用痕跡は認められない。在地産甕 (第 240図 1)。 甕 (第 241図 1)

は白石窯産である。播鉢 (第 240図 2～ 9)は大部分が白石窯であるが、窯不明のもの (第 240図 6)

もある。八郎窯の可能性もある。第240図 8・ 9は底部穿孔の転用品である。青磁には小椀 (第 241図

2)11～ 4類 。D期、椀 (第 241図 3)12～ 4類 。D期 と同安窯系椀細片がある。緑釉陶器はSD 704

溝と同一個体である。第241図 6は削痕のある礫である。一種の砥石と考えられる。鉄製品は錐 (第

241図 7)と釘 (第 241図 8・ 9)を提示した。瓦質火鉢は罰g78土坑のもの (第 271図 6)と 同一の個

体である。全体で計 5点の破片が出土しており、それを基に図上復元した。浅鉢形で底部外面縁辺に

墨 那
3

10cln0   2
(%)

SD705溝 出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年 代 残   存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

1 SD705 2層 青自磁 梅瓶蓋 12C後半～ 1/6 (23) 原36-1 J-92

SD706溝 出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年   代 残   存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器高

2 SD706 土師質土器 皿 ロクロ使用回転糸切り 在地 日縁～底部 1/5 8ユ 154-11 Ca-13

SD711溝 出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年   代 残   存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

3 SD711 青磁 椀 14類 龍泉窯 D期 体 部 原40-3 J-38

SD715溝 出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残   存
法   量 (c14)

写真図版 登録番号
日径 底径 器 高

4 SD715 土師質の土器 織喜茅季i準詩♂
穀混多、

在 地 体部～底部 1/5 161-2 Ca-57

第242図 Ⅶ区 SD 705,706・ 711・ 715溝



逆台形の足が付くもので、体部を輪花状にしている。いわゆる「奈良火鉢」の形状をしている。外面

の菊花文のスタンプは破片からは確認されない。ほぼ14世紀前半代のものと推定される。市内では最

古の瓦質火鉢である。

以上の SD 603・ 703溝の陶磁器は12世紀後半から14世紀後葉のものを含んでいるが、主体は在地産中

世陶器の多い13世組中葉から14世紀前半である。

SB 713掘 立柱建物跡 (第 298図 ):Ⅶ区北半部に位置している。Ⅱ期の主屋であるSB 703掘立柱建物跡

の上に建てられている。 SD 703溝の南部と重複し、これに切 られている。屋敷内を区画するSD 703溝

の掘削はSB 713掘立柱建物跡の廃絶後である。 SB 713掘立柱建物跡は四面廂・縁のつく東半部の建物

と南西部に中門廊状の突出部をもち廂・縁のつく西半部の建物が廊下で繋がれている東西棟の建物跡

として復元されたが、東西に平行して並ぶ別棟の可能性もある。ここでは、1棟 に復元された建物跡 と

して概略する。東西総長は約23mである。Ⅱ期主屋のSD 703掘 立柱建物跡の東西総長より約3.5m短

いが、大型の建物跡である。東半部棟は、身舎の桁行 5間 (柱間寸法 2～2.4m・ 総長約 H。 2m)、 梁

行 2間 (柱間寸法2.4～2.5m。 総長約4.9m)で、柱間寸法 1～ 1.2mの 廂・縁が四面についている。

西半部棟は総柱で、南西部が中門廊となっている。身舎の桁行 4間 (柱間寸法1.8～ 1,9m・ 総長約7.5

m)、 梁行 2間 (柱間寸法1.7～ 2m・ 総長約3.8m)で、さらに、南西部分は南に2間 (柱問寸法 1.8

～ 2m・ 総長約3,8m)突出している。中門廊南端には柱間寸法 1～ 1.lmの 方形の突出部がついてい

る。西半部棟の 3面 (北面・西面 。南面東半)には柱間寸法 1～ 1.2mの 廂・縁をもっている。占有面

積は約157.5∬ である。建物方向は真北から約 12° 東偏している。柱穴掘 り方は径約35～ 65cm、 深さは

約40～ 70cm、 柱痕跡は径約15cmで ある。ほとんどの柱穴底面に根石が確認され、角柱の痕跡も確認例

が最も多い。根石の多くは焼けている。ただし、円形や方形の柱痕跡状の焼け跡はなかった。火を使

う場所で使用されたものの転用か、あるいは前代に火災があって、その当時のものの転用かは判然と

しない。Ⅲ期建物跡の柱穴根石の大部分に焼け面が認められることからは後者の可能性が高いものと

も考えられる。角柱痕跡には方形のものと長方形のものとがある。柱穴からはロクロ使用の上師質土

器皿底部 (第 272図 6)。 元豊通宝 (第 275図 1)が出土している。本建物跡は規模・形態 。根石 。角柱

などからⅢA期古段階の主屋級建物跡と推定される。 SA704・ 705柵跡は本建物跡の南に平行 して設

けられている。

SB 719・ 720掘立柱建物跡 (第 298図):平行して並んでいる 2棟の建物跡である。SB 713掘立柱建物

跡と重複し、それより新しい。 SB 720掘立柱建物跡はSD 703屋敷内区画溝と重複しているが、切 り合

い関係はない。同時存在の可能性がある。このことから、ШA期の中での変遷として、SB 713掘立柱

建物跡の後に、 SB 719。 720掘立柱建物跡とSD 703溝が造 られたものと推定される。 SB719・ 720掘立

柱建物跡の建物方向は真北から約 10° 東偏している。 SB719掘立柱建物跡は、身舎の桁行 8間以上 (柱

間寸法1.6～ 2.3m。 総長約14.5m以 上)、 梁行 2間 (柱間寸法2.3mと 3.lm・ 総長約5,4m)の 東西棟

で、南西部で南に 2間 (柱間寸法1.9～ 2.4m。 総長約4.4m)中門廊状に突出している。北面と南面東

半に廂・縁をもっている。北廂の柱間寸法は1.7m、 南廂の柱間寸法は2.3mである。占有面積は約154

ゴ 以上である。柱穴掘 り方は径約30～ 55cm、 深さは約20～ 40cm、 柱痕跡は径約15cmである。柱穴は全



体的に浅く、根石までの深さは約10～ 20cmで あり、礎石状である。身舎部分の柱穴底面には根石が認

められる。根石までの深さが浅いことから柱痕跡の確認ができなかった柱穴も多い。柱穴からは元豊

通宝 (第 277図 14)が出土している。SB 720掘立柱建物跡は SB719掘立柱建物跡の西に接し、平行し

て建っている。桁行 3間 (柱間寸法1.9～ 2.2m。 総長約6.5m)、 梁行 1間 (柱間寸法3.2m)で、北面

に柱問寸法約1.lmの廂・縁のつく南北棟である。柱穴掘り方は径約30～ 45cm、 深さは約50～ 75cm、 柱

痕跡は約 12～ 15側である。柱穴底面に根石はない。

SB 719掘立柱建物跡は規模・形態などからⅢA期新段階の主屋級の建物跡と推定され、 SB 720掘立

柱建物跡はそれに付属する建物跡である。SD 703溝 の上に構架するように建てられており、厠の可能

性も考慮したい。

SB 714・ 715掘 立柱建物跡 (第 298図):同位置で重複する同形態の 2棟の建物跡である。 SB 713掘立

柱建物跡の南西部に位置している。南北に細長いSB 716掘立柱建物跡と重複し、それに切られている。

SB 713掘立柱建物跡と同時期のⅢA期の建物跡と推定される。2棟の建物跡は、西部が調査区外に伸

びているが、検出された部分からは四面に廂・縁のつく建物跡と考えられる。 SB 714掘立柱建物跡が

SB 71夢掘立柱建物跡より新しい。 SB 714掘立柱建物跡は、身舎桁行 4間以上 (柱間寸法1,9～ 2.2m・

総長約 8m以上)、 梁行 2間 (柱間寸法 2～ 2.5m・ 総長約4.5m)の 東西棟で、北 。東・南面で柱問寸

法1.3～ 1.5mの廂・縁が確認されている。西辺の屋敷全体区画溝の推定位置との関係からは、身舎の

桁行 5間の四面廂・縁の建物跡と推定される。占有面積は約66∬以上 (身舎桁行 5間の四面廂建物跡

とした場合の占有面積約90∬ )である。建物方向は真北から約 14° 東偏している。柱穴掘 り方は径約45

～75cm、 深さは約50～ 100cm、 柱痕跡は径15～ 25c皿である。身舎の柱穴の規模が大きく、掘 り方径約50

～75cm・ 深さ約80～ 100cm・ 柱痕跡径約20～ 25cmで ある。身舎部分の柱穴底面の全てに根石が確認され

る。角柱は認められない。 SB 715掘立柱建物跡は建物方向・形態がSB 714掘立柱建物跡とほぼ同じで

あり、同性格の建物の同一地点での建て替えと考えられる。身舎の桁行 4間以上 (柱間寸法1.9～ 2.1

m・ 総長約 8m以上)、 梁行 2間 (柱間寸法2,7～ 3m・ 総長約5。 7m)の東西棟で、北・東・南面で柱

間寸法1.3～ 1.5mの廂・縁が確認される。 SB 714掘立柱建物跡と同様に身舎の桁行 5間の四面廂 。縁

の建物跡と推定される。占有面積は約78ゴ以上 (身舎桁行 5間四面廂建物跡とした場合の占有面積約

108∬ )である。SD 714掘立柱建物跡よりは南北の幅のある建物跡になっている。柱穴掘 り方径は、身

舎部分約60～ 100cm・ 廂部分約35～ 50cm、 深さは、身舎部分約60～ 80cm・ 廂部分45～ 70cm、 柱痕跡径

は、身舎部分約20cm・ 廂部分約12～ 15cmで ある。身舎部分の柱穴底面には根石がある。身舎部分の柱

六の造 りは SB714掘 立柱建物跡と同じである。角柱は確認されない。柱穴からは皇宋通宝 (第 275図

5)が出土している。なお、身舎部分の南側柱の西から2番 目の柱穴上と3番目の柱穴上東側には径

約40～ 60cm。 厚さ約20～ 25cmの 偏平で大きな河原石が乗っていた。2個だけではあるが、南側柱列上

に並んでお り、あるいは礎石であった可能性もある。 SB 714掘 立柱建物跡か らSB 715掘 立柱建物

跡、そして礎石立建物跡への変遷も考えられる。

2棟の建物跡の身舎部分の柱穴は、今回検出された建物跡全ての柱穴の中で最も規模の大きいもの

である。I～ Ⅲ期屋敷跡の主屋や主屋級と推定した建物跡の柱穴よりも大きく深く柱も太い。さらに、



根石も径20～ 30cmと大きい。主屋級建物跡の南西部に位置し、重複するこの 2棟の建物跡の性格を考

えるための参考材料は建物跡全体の規模・形態、柱穴・柱の規模・造りだけである。強固な造 りをし

ていることからは倉庫の可能性が考えられるが、総柱ではなく、床束柱の痕跡も認められていない。

ただ、強固な造 りであることは、しっかりとした立派な造 りとも考えられ、貴重なものを収めていた

か、特別な使われ方をしていた建物とも推定される。その点では、宗教的な建物の可能性も考えられ、

持仏堂なども考慮すべきであろうか。

SB 716掘立柱建物跡 (第 298図):SB 713掘立柱建物跡の南端部および SB 714・ 715掘立柱建物跡の東

部と重複し、それらよりも新しい。 SB 719掘立柱建物跡とは重複しておらず、SB 719掘立柱建物跡が

中心的建物であったⅢA期新段階の建物跡と推定される。SB719掘立柱建物跡の南西部に位置してい

る。細長い南北棟の建物跡である。桁行10間 (柱間寸法1,7～ 2m・ 総長約18.6m)、 梁行 2間 (柱間

寸法1,7～ 1.9m。総長約3.6m)の総柱的な建物跡である。内部の柱は桁行方向の柱間間隔から東柱の

可能性がある。占有面積約67∬である。建物方向は真北方向から約H° 東偏している。柱穴掘 り方径は

約20～ 40cm、 深さは約45～ 80cm、 柱痕跡径は約12～ 15cmである。柱が比較的深い特徴がある。角柱の

認められる柱穴も多い。柱穴からは馬歯が出土している。この建物跡はⅡ期の SB 707・ 708掘立柱建物

跡と同様の形態であり、床板張りの厩跡と考えられる。柱穴出上の馬歯の存在はそれを補強する。地

方においてはかなり立派で大規模な、格のある厩跡かと考えられる。多数の馬の収容が可能なⅢ期の

厩跡の存在は、本期には造 られていた幹線道路跡との関連の点でも注目される。なお、同一地点には

柱穴が多く、柵状に長く並ぶ柱穴列が確認され、 SB 707・ 708掘立柱建物跡と同様にもう一棟の同規

模 。同形態の厩跡が重複している可能性があるが、復元できなかった。

SB 712掘立柱建物跡 (第 298図)i SB713掘立柱建物跡東部の南側に位置している。 SA704・ 705柵跡

に切られている。SB 713掘立柱建物跡が主屋級建物跡であるⅢA期古段階の建物跡と思われる。建物

方向は真北から約 9° 東偏している。3間四方の総柱の建物跡である。柱間寸法は約1.7～ 2.lmで、南

北総長約 6m、 東西総長約5.5mと南北がやや長い建物跡である。占有面積は約33∬である。柱穴掘り

方径は約30～ 40cm、 深さは約25～ 45cm、 柱痕跡径は約12～15cmで ある。根石をもつものは 1個のみで、

角柱は確認されない。総柱建物であることから倉庫と考えたいが、3間四方のほぼ正方形の建物跡でも

あり、仏堂などの可能性も否定できない。

SB 721掘立柱建物跡 (第 298図):SB 714・ 715掘立柱建物跡の南部で重複 し、それより新しい。建物

方向が真北から約17° 東偏しているⅢB期の建物跡である。西部が調査区外であるが、3間四方の総柱

の建物跡と推定される。1間あたりの柱間寸法は東西約2.2～ 2,3m、 南北約2.6～ 2,9mである。3間四

方の建物跡とした場合の規模は、南北約8.4m。 東西約6.8m・ 占有面積約57ご となる。柱穴の規模は

SB 712掘立柱建物跡とほぼ同じである。ⅢA期の持仏堂の可能性のある SB 714,715掘 立柱建物跡の

南部にあり、3間四方の総柱建物の特徴からは、ⅢB期の持仏堂とも考えられる。

屋敷北部建物群 :Ⅲ期屋敷地の北部には廂 。縁をもたない単純な形態の建物跡が 6棟確認されている。

屋敷内区画溝 SD 603溝 を境として、その東部にⅢA期の建物跡 4棟 (SB 604～ 606・ 611掘立柱建物

跡)・ ⅢB期の建物跡 1棟 (SB 607掘 立柱建物跡)、 西部にⅢB期の建物跡 2棟 (SB 614・ 615掘立柱



建物跡)で ある。ⅢA期にはSD 603区画溝より西部の地域は建物跡のない空閑地となっている。なお、

屋敷全体区画溝創)601A溝 の外側には 1棟のみであるがⅢA期の建物跡 (SB 507掘立柱建物跡)があ

る。

屋敷北部ⅢA期の建物跡 :SB 604～ 606掘立柱建物跡の 3棟はほぼ同一地点で重複する同規模 。同形

態の南北棟の建物跡である。ШA期の主屋級建物跡であるSB713掘立柱建物跡の北方約20mの場所に

位置している。桁行 3間 (柱間寸法2.4～ 2.7m。 総長約8.lm)、 梁行 2間 (柱間寸法1.9～ 2.3m・ 総

長約4.2m)である。占有面積は約34∬である。柱穴掘り方径約30～ 60cm、 深さ約30～ 50cm、 柱痕跡径

約12～ 15cmである。SB 606掘立柱建物跡の柱穴掘 り方がやや大きいだけで、他はほぼ同規模である。建

物方向は真北から約 10～ 12° 東偏している。同じ性格の建物の建て替えと考えられるが、新旧関係は不

明である。 SB 611掘立柱建物跡は桁行 4間以上 (柱間寸法 2～2.2m・ 総長約8.6m以上)、 梁行 2間

(柱間寸法 2m・ 総長約4m)の 東西棟である。占有面積は約34.4∬ 以上である。柱穴掘り方径は約

25～ 45cm、 深さは約45～ 65cm、 柱痕跡径は約12cmである。柱穴底面全てに根石がある。北側柱列には

主柱穴の脇に小柱穴が沿う形で確認される。 SB 611掘立柱建物跡とSB 604～ 606掘立柱建物跡は「く」

の字状に直角に配置されている。これらの建物跡は納屋・作業小屋などの雑舎と考えられる。 SB 507

掘立柱建物跡は SD601A溝 北西コーナー部分の北側にある。 SD 601 A溝の壁を切って建てられてい

る。建物方向はN13° Eである。東西 2間 (柱間寸法2.6～ 2,7m・ 総長約5,3m)、 南北 2間 (柱間寸法

2.6m・ 総長約5.2m)の ほぼ正方形の建物跡である。柱穴掘 り方径は約35～ 50cm、 深さ約50～ 80cm、

柱痕跡径約12～ 15cmで ある。屋敷全体区画溝コーナー部分に接して、その外側に建てられており、櫓

状の建物跡かと推定される。

屋敷北部ⅢB期の建物跡 :SB 607掘 立柱建物跡は、桁行 6間 (柱間寸法1.7～ 2.2m。 総長約12.2m)、

梁行 2間 (柱間寸法1.8～ 2m・ 総長約3.8m)の南北棟である。建物方向はN18° Eである。柱穴掘り

方径約30～ 50cm、 深さ約35～ 45cm、 柱痕跡径約13cmで ある。ⅢA期のSB 604～ 606掘立柱建物跡と同

様の性格をもつ建物跡と推定される。 SB614・ 615掘立柱建物跡は屋敷区画内の北西部に位置してい

る。建物方向はN22° Eである。いずれも2間四方の建物跡である。 SB614掘立柱建物跡は屋敷地北

西隅にあり、東西約5.lm。 南北約4.8mの建物跡。 SB615掘立柱建物跡は屋敷全体区画溝北西部の大

溝上に構架して建てられたもので東西約5,4m・ 南北約4.5mの建物跡である。規模・形態はⅢA期の

SB 507掘立柱建物跡に近く、位置的にも、これらの建物跡も櫓状の建物跡の可能性が考えられる。

SB 722・ 724掘 立柱建物跡 :屋敷地南端部 (Ⅶ区南端)に位置している。1間四方の同規模・同形態の

建物跡である。建物方向はN18～ 20° Eの ⅢB期の建物跡である。SB 722掘立柱建物跡は東西約3.4m・

南北約3.2m、 SB 724掘立柱建物跡は東西約3.6m。 南北約2.8mで ある。約 8mの間隔を開けて一対

のように平行して並んでいる。Ⅶ区南端部は屋敷全体区画溝推定南辺のすぐ内側であり、南辺警固に

関わる施設・建物の可能性が考えられる。一対の櫓状の建物跡かもしれない。

SB 718掘 立柱建物跡 :建物方向N12° Eの ⅢA期の建物跡である。 SE 702井戸跡に切られている。建

物の大部分は調査区東側にある。西・南面に廂 。縁のつく建物跡で、身舎部分の柱穴に根石をもって

いる。根石には径約12cmの 円形に焼けた柱痕跡が確認され、火災にあった建物跡であることが分かる。
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SA 704・ 705柵跡 :両柵跡は主屋級建物跡SB713・ 719掘立柱建物跡の南側に平行して設けられている。

SB 712掘立柱建物跡を切っている。 yw05柵跡の方が新しい。舒 7ゝ04柵跡は、 SB713掘立柱建物跡

の約 3m南側に東西に平行して伸びた後、SB 713掘立柱建物跡東妻柱の南方延長線上で南に直角に曲

がっている。南北列はSE 702井戸跡に切られている。SB 713掘立柱建物跡に対応するように配置され

ており、本柵跡はSB 713掘立柱建物跡 。ⅢA期古段階に伴う可能性が高い。東西総長約17m。 南北総

長約15mである。柱間寸法は 2～ 2.5mで、柱穴掘り方径約40～ 50cm。 深さ約46～ 65cm・ 柱痕跡径約12

～15cmで ある。根石をもつ柱穴もある。角柱はない。 yv05柵跡は、 SA704柵跡の東西・南北列と平

行して造 られている。東西総長約17m・ 南北総長約13mである。柱間寸法は、東西列の両端が約 2m、

その間が 3～3.5mで、南北列が約 2mである。柱穴掘り方径は約30～ 50cm、 深さは約35～ 60cm、 柱痕

跡径は約12～ 15cmである。根石のある柱穴が多い。角柱はない。本柵跡は方向・新旧関係・柱穴根石

などから、 SB719掘立柱建物跡・ⅢA期新段階に伴う可能性がある。

y耳 04・ 705柵跡を配したⅢA期建物群の構成は、北に主屋級建物跡である SB 713・ 719掘立柱建物

跡が位置し、主屋級建物跡の南にyw04・ 705柵跡を配し、西に持仏堂や厩のSB 714～716掘立柱建物

跡を配するコの字状の建物配置となっている。主屋級建物跡南面は東西約20mの広さの建物のない空

閑地 (南庭)である。

SE 601井戸跡 (第 258図 )i SB607掘立柱建物跡の南東約 2mに位置している。南北約 2m。 東西約

1.6mの 平面形が楕円形の掘り方の素掘りの井戸である。深さは約2.8mで、湧水はない。堆積土は21

層に細分されるが、上部の 1～ 5層 と下部の6～ 21層 に大別される。上部は人為的埋土、下部は自然

堆積土である。遺物の取 り上げ層位は、1～ 3層 を 1層、4層を 2層、5～ 6層を8層、7層以下を4層

としている。出土遺物には、山茶碗窯系片口鉢 3点、内 1点は6a型式の常滑産 (第 243図 1)、 常滑甕

6点、在地産甕 1点、手づくね土師質土器皿 1点 (第 243図 2)、 青磁小盤Ⅲ 3類・F期 1点 (第243図

3)、 青磁lThⅢ B類・F期 1点 (第243図 4)、 青磁椀Ⅲ類・F期 1点、鉄鏃 (第 243図 5)、 開元通宝 1
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式堂豊茎墨ァ/ 性_r4_ゴ 膨)

略 秒)

番 号 遺 構・層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残   存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
日経 底径 器 高

1 SE601 2層 、4層 陶器 片口鉢 山茶碗窯系 常 滑 6a型式 日縁 149-7 I-184

2 SE601 3層 土師質土器 皿 手づくね 在 地 口縁～底部 1/4 71 125 lE4-3 Ca-6

3 SE601 1層 青磁 小盤 Ⅱ3類 龍泉窯 F期 日縁 原42-6 チー13

4 SE601 20層 中 青磁  「TN Ib類 龍泉窯 F期 底部 1/4 原42-2 J-15

番 号 遺 構・層 位 種 房J器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

5 SE601 1層 鉄製品 鏃 雁 股鏃 (48) 05(茎 ) 025(茎 ) 70 159-7 N-209

第243図 Ⅵ区 SE 601井 戸跡出土遺物

番号 遺 構・層 位 種 号l・ 器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

6 SE601 3層 銅製品 銭貨 開元通宝(初鋳 :唐・ 621年 ) 径 :25 158-17 N-171a



点、熙寧元宝 1点、鉄津 1点、フイゴの羽日 1点、スサ入 り焼土塊、スサ入り土壁、人骨・歯、種子、

昆虫などがある。土師質土器皿片と銭貨 2枚は自然堆積± 6層上面に乗って出土しており、井戸埋め

に関係する祭祀遺物の可能性がある。フイゴの羽日と鉄滓・スサ入り焼土塊はⅡ期の鋳造工房の可能

性のあるS1601竪穴建物跡に由来するものかもしれない。スサ入り土壁は他にも数点出土しており、

建物跡は特定できないが、土壁建物の存在を示している。人骨片・歯は18層 出土である。人骨片は10

点以上あり、火葬骨である。上腕骨・左頬骨などがあり、全てが成人骨で、頬骨は女性の可能性が指

摘されている (人骨鑑定参照)。 歯には異常咬耗の可能性が示唆されている (人歯鑑定参照)。 陶磁器

の年代は13世紀後半から14世紀前半である。SB 607掘立柱建物跡と同時期のⅢB期の可能性がある。

SE 702井戸跡 (第 222図 )i SB719掘 立柱建物跡東部の南約10mに位置し、西側にSA705柵跡が並んで

いる。 SA704柵跡 。SB 718掘立柱建物跡より新しく、ⅢA期新段階からⅢB期の井戸跡と推定され

る。縦板組隅柱横桟どめ井戸である (宇野■982)。 井戸跡東半部は調査区外である。掘 り方は一辺約

2.9mのほぼ方形と推定される。深さは約3.9mある。湧水はなかった。掘り方は深さ約2.5mま では掘

り方上端とほぼ同じ幅で垂直に掘り下げ、その下は一辺約1.2mの ほぼ方形に狭めて底面まで掘削して

おり、下部に幅約80～ 50cmのテラス状の平坦面をもつ段のある掘り方断面になっている。断面観察か

ら、井戸側は自然に腐食したものと推定される。井戸側の下部は高さ約60cm程残っており、復元され

る井戸側は一辺約85cmの 方形である。底面には一辺約60cm・ 高さ約35cmの 方形木組みの水溜がある。

下部残存部分から造り方を推定すると、まず、底面水溜を置き、裏込めの土砂を入れながら、四隅の

柱として角材を据え (底面から約 5 cm浮いている)、 隅柱と横桟を組み (組み方不明)、 縦板を横桟・

隅柱の裏に設置 (底面から約15cm浮 いている)して裏込めしている。縦板の幅は 8～ 15cm、 隅柱の角

材は一辺約 10cm、 横桟は縦板下端から約30cm上 にあり、一辺約 8 cmの角材である。水溜は厚さ約3.4

～4.lcmの クリ材で、日違い継ぎで組んでいる (第 245図 )。 SE 701井戸跡の水溜 (第 227図 )はスギ材

の相欠き継ぎであり異なっている。堆積土は大きく3層 に分かれる。掘り方埋土・井戸側内堆積土・

上部堆積上である。掘 り方埋土は撰を多く含む粗砂と粘土質土層の互層である。井戸側内堆積土は焼

土・炭化物・砂・礫・基本層ブロックからなる人為的埋土である。下郡はグライ化している。上部堆

積土は自然流入土である。上部堆積土・井戸側内堆積土は12層 に細分される。遺物の取り上げ層位は、

1～ 6層はそのままの層位、7～ 8層を7層、9～ 10層 を8層、11～ 12層を 9層 としている。

出土遺物には土師質土器、在地産中世陶器、須恵器系陶器、常滑、古瀬戸、白磁、土製品、石製品、

骨角製品、金属製品、木製品がある (第 244～ 246図 )。 土師質土器は 4点出土している。全てロクロ使

用のものである (第 244図 1)。 在地産中世陶器は播鉢 9点だけである。底部穿孔のもの 3点 (第 244図

7)、 転用砥 2点 (第 244図 8・ 12)がある。須恵器系陶器は壺 2点 (第 246図 1・ 2)である。常滑は

甕 3点、三筋壼 1点、5型式の山茶碗窯系片日鉢 1点 (第 244図 6)がある。古瀬戸壺は13世紀第 2四

半期である (第 244図 10)。 白磁は小皿X類・ F～ G期が 1点である (第 244図 9)。 土製品にはフイゴ

の羽日 (第 244図 13)がある。石製品には白雲母片 2点・琥珀片 1点がある。白雲母片については後述

する。骨角製品は野沓である (第 244図 11)。 馬の鞍の下に敷く切付に取り付けるもので、鐙をつるす

力革と切付との摩擦を緩和する役割をするものである。東北地方では唯―の出土例である。金属製品
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番号 遺 構 : 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
回径 底 径 器 高

1 SE702 8層 土師質土器 皿 ロクロ使用 回転糸切 り 在 地 底部 1/5 Ca-14

2 SE702 陶器 信鉢 在 地 口縁～然部 1/12 145-5 I-246

3 SE702 陶器 梧鉢 在  地 口緻 I-245

SE702 3層、4層 陶器 種鉢 在  地 体部～底部 1/2 146-5 I-272

5 SE702 陶器 婚鉢 在  地 体 部 [-271

SE702 8層 陶器 片口鉢 山茶碗窯系 常  滑 5型式 高台部 149-8 I-195

SE702 4層下 陶器 橿鉢 転用橘鉢 穿孔底部 タール付着 在  地 底部～体部 1/2 146-6 I-291

8 SE702 転用砥 在地甕転用 在  地 体 部 t-422

9 SE702 1層 白磁 小皿 X類 F,G期 口縁～体部 (70) 原37-9 J-91

SE702 1層 陶器 壺 古瀬戸 13C2四 半 肩部～体部 152-11 I-24

番 号 遺 構 :層 位 種 丹1器 種 特 徴 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

11 SE702 鹿角製品 野沓 径7mの孔 (32) (■4) 155-5 Q-1

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(ca) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

転用砥 在地産体部片 I-421

SE702 5層 土製品 羽口 胎土スサ入 り (55) (30) 740 P-46

番号 遺 構 :層 位 種 〕1・ 器 種 特 徴 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

14 SE702 1層 鉄製品 釘 (26) N-317

SE702 1層 鉄製品 管状 N-348

第244図 Ⅶ区SE702井戸跡出土遺物 ①
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番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 樹 種 写真図版 登録番号

1 SE702 底面 水溜 北側板 目違い継ぎ 341 166-1 L-59

2 SE702 底面 水溜 東側板 目違い継ざ 166-2 L-60

SE702 底面 水溜 南側板 目違い継ざ 626 ク リ と65-1 L-61

髄 702 底面 水溜 西側板 目違い継ざ 623 ク リ 165-2 L-62

第245図 Ⅶ区SE702井戸跡出土遺物 ②
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番 号 遺 構・層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残   存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

と SE702 8層 陶器 壺 須恵器系陶器 櫛描波状文 153-5 I-403

2 SE702 4層 下 陶器 壺 須恵器系陶器 櫛描波状文 153-4 I-402

番 号 遺 構・層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 樹    種 写真図版 登録番号

3 SE702 底面 木製品 底板 (163) スギ 168-10 L-64

4 SE702 7層 木型品 折敷 スギ 168-9 L-65

第246図 Ⅶ区SE 702井戸跡出土遺物 ③

には元祐通宝 1点・釘 2点・管状鉄製品 1点 (第 244図 14・ 15)。 椀型滓 2点 。鉄滓 2点・ガラス質滓

2点がある。木製品には水溜 (第 245図 )。 縦板・隅柱・横桟の他に曲物底板・折敷底板 (第246図 3・

4)がある。その他、骨片・種子 。漆片・昆虫・貝殻などがある (関連分析参照)。 陶磁器の年代は12

世紀後半から14世紀のものを含んでいる。最も新しい遺物は 1層 出上の白磁小皿であり、13世紀後半

から14世紀のものである。

SX 701石敷竪穴遺構 (第 247図 ):Ⅶ 区南端の東部に位置している。主屋級建物跡である SB 713・ 719

掘立柱建物跡の南約15mの地点にある。3基の方形土坑が北西部で南北に連なったような形状をして

いる。長方形の大型土坑 (A部分)の北西部に長方形の突出し部 (B部分)が付き、さらに、その北

西部に方形の張 り出し部 (C部分)が付いている。南北長軸方向は真北から約 H° 東偏している。南北

全長は上端で約5,8m、 下端で約5.4mである。下端での各部分の南北長は、A部分約2.7m・ B部分約

1.4moC部分約1.3mで ある。東西幅は、A部分が上端約2.6m。 下端約 2m、 B部分が上端約1.4m。

下端約0,7m、 C部分が上端約1.6m・ 下端約1.2mである。掘 り方の深さは各部分ほぼ平均で、約40cm

である。底面には径約 2～ 20cm大 の河原石 (径約10～ 15cmの ものが主体)が 1,338個 敷き詰めてある。

河原石は厚さ約 2～ 8 cmの偏平なものを使用し、かつ、石の平坦な面の方を上にして敷いている。石

は掘 り方底面に直接敷いている。石敷上面までの深さは平均約35cmで ある。底面・壁面からは柱穴が

検出されているが、遺構よりも新しいものであり、本遺構に伴う施設は石敷のみである。堆積土は 4



層に細分される。1・ 2・ 4層は自然堆積土、3層は人為的埋上である。堆積土は全てシル トである。敷

石間に入 り込んだ土が粘土質シル トでやや粘性を帯びているが、堆積上の状況からは滞水していた可

能性は低い。遺物の取り上げ層位は、1・ 2層を 1層、3・ 4層 を2層 とした。

出土遺物には土師質土器皿 2点 。在地産中世陶器 2点・常滑 2点・青磁 3点・白磁 1点・青白磁 1

点・石製品 2点 。鉄製品4点・鉄津・炉壁片・焼土塊・骨片 。種子がある (第器 図)。 遺構の大きさ

の割に遺物は少ない。土師質土器皿は細片でロクロ使用のものである。底面直上から出土している。

在地産中世陶器は悟鉢である (第 248図 1・ 2)。 常滑は甕で、1点は転用砥である (第 248図 3)。 青磁

は椀で、12～ 4類 。D期 1点 (第 248図 7)、 15b類・E期 1点 (第 248図 4)、 Ⅲ類・F期 1点 (小破片

で図示していない)である。白磁は椀Ⅶ類・D期 1点 (第 248図 6)である。青白磁は小壺・D期以降

1点 (第 248図 5)である。青白磁小壺は敷石の間、青磁椀Ⅲ類は敷石上面出土である。石製品には砥

石 1点 と白雲母片 1点がある。砥石は中砥で敷石に転用されていた。鉄製品は釘 2点・管状製品 1点・

♀,,「 _1__十二?晩
)

農
′
10m

層lb 土 色 土 性 備 考

1 黒褐色(10YR3/2) シルト しまり・ 粘性あ り。炭化物混少。マンガ ン粒多量含。 1～ 3 cmの 円礫含む。

2 黒褐色(10YR2/2) シル ト しまり 粘性あ り。炭化物混多。

3 黒褐色 ( OYR2/3) ンルト しまり ,粘性あ り。炭化物若干含む。LI土ブロック混入。

4 暗褐色(10YR3/3) シルト しまりあ り。粘性あ り。LⅢ 土粒混多。

5 黒褐色(10YR3/1) 粘土質シル ト しまりなし。粘性あ り。しⅢ土粒混少。

第247図  Ⅷ区 SX 701石 敷堅穴遺構
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SX701石 敷竪穴遺構出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残   存
法   量  (cnl)

写真図版 監録番号
口径 底径 器 高

1 SX701 1層 陶器 繕鉢 在  地 口縁～徳部 1/8 (347) 145-6 I-247

2 SX701 1層 陶器 橘鉢 在  地 口縁～体部 I-248

3 SX70 層 転用砥 常  滑 体部 I-419

4 SX701 [層 青磁 椀 15b笑賣 龍泉窯 E期 口緑 ～体 部 原39-7 J-40

5 SX701 底面礫中 青白磁 小壷 12C後半～ 口縁～肩部 1/8 (40) 原36-7 J-90

6 SX701 白磁 椀 Ⅶ 類 福建省 D期 底部 1/2 原37-8 J-24

7 SX701 1層 青磁 椀 12～ 4類 龍泉窯 D期 底部 1/2 原40-18 」-25

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石     材 写真図版 登録番号

8 SX701 敷石中 石製品 砥石 天革砥 ? 31 4260 デイサイト 155-24 Kd-38

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

9 SX701 2層 鉄製品 釘 N-314

10 SX70ユ 2層 鉄製品 管状 06 160-20 N-313

SX702上 坑出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

11 SX702 2層 鉄製品 釘 (33) 10未満 N-316

第248図  Ⅶ区SX701石敷堅穴遺構・SX702土坑出土遺物

鑑 1点である (第 248図 9・ 10)。 陶磁器は12世紀後半から14世紀前半のものがあるが、敷石上面の青

磁椀Ⅲ類から13世紀後半から14世紀前半の遺構と推定される。

本遺構については、石敷で形態的に類似する例を探したが確認できなかった。池跡の可能性も考え

たが、堆積土からは滞水している池跡としては否定的である。出土遺物からも遺構の性格を推定する

資料はない。遺構内・遺構周辺にも伴う柱穴はない。現状では性格不明の遺構とせざるを得ないが、

敷石が偏平な河原石を使用しながらも、意識的により平坦な面を上面にしていることなどは性格究明

のための参考材料になろうか。石敷上面の特徴は物置や作業空間としては使用可能である。 C部分の

張り出しの性格は理解できないが、鎌倉で検出されている切石を敷き詰めた大型方形堅穴建物跡のよ



うに石の上に土台の木を据えてその上に上部の構造を造った建物跡の可能性などは考慮すべきであろ

うか。建物跡とした場合、石敷という特別な造りであることからは、貴重品の倉庫や特殊な作業の場

などの可能性が推定される。

S1701竪 穴遺構 (第 249図 ):SX 701石 敷竪穴遺構の北東部約 3mに位置している。 I期のSB 702掘立

柱建物跡を切り、ⅢA期のSB 710掘立柱建物跡に切られている。ⅢA期でも古い段階の遺構である。

南北約2.6m。 東西約2.8mで、西辺約2.lm。 東辺約2.4mの西辺がやや狭い隅丸台形状の土坑である。

深さは約50cmで、中央部がそれより約 5～ 10cm低 くなっている。中央部を除く周縁部底面は平坦であ

り、壁面は直線的に外傾している。柱穴などの伴う施設はない。堆積土は 3層 に分かれ、1層は人為的

埋土、2,3層 は自然堆積土である。1層 が底面中央部の窪みまで達していることから、1層は 2・ 3層

堆積後に新たに掘削し埋め戻したものと考えられる。出土遺物には常滑会 2点。5型式の山茶碗窯系片

日鉢 1点 (第 250図 1)、 青磁椀Ⅲ類・F期 1点 (第 250図 2)、 フイゴの羽日 1点がある。遺構の外の

西側にある柱穴やその周辺のⅢ層上面からは白雲母片が出土している (第 250図 3)。 また、底面検出

の本遺構より古い柱穴からは漆器椀の漆膜が出土した。本遺構の年代は青磁椀Ⅲ類の出土から13世紀

後半から14世紀前半である。本堅穴遺構の性格は不明である。

ここで白雲母片について若干述べておく。白雲母片はⅦ区の柱穴・竪穴遺構 。土坑・整地層A層か

ら計H点出土している。内 9点が本遺構の周辺であるⅦ区南東部である。Ⅱ期のSB 703掘立柱建物跡

などⅡ oⅢ期の遺構から出土している。石質鑑定では大きさなどの特徴から阿武隈山地南郡産の可能

性が指摘されている。保存状態の良いものは、厚さ 2～ 4 mmで、幅1.1～ 2.7cm。 長さ2.9～ 5.lcmの長

方形である。単なる白雲母の結晶ではなく、一定幅に刃物でカットされており、何らかの用途に使用

するために加工されている特徴がある。調査段階では香に使用する銀葉 (菜板)の可能性を想定して

いた。出土品としての銀葉の最古例は福井県一乗谷朝倉氏遺跡の戦国時代のものであり、この例は方

形とされている (福井県立朝倉氏遺跡資料館 :1982)。 江戸時代では伊達政宗廟所出土のものがある

が、これも方形である (伊東編■979)。 現在の香道で使われているものも方形であり、香の伝来と共

に銀葉の形態も方形の規格品として入ってきた可能性が強い。このことから、香の銀葉の可能性は残

るものの、別の用途も考慮すべきかと思われる。他の白雲母の使用法としては、粉末にして薬とする

こと、和紙に混ぜること、胡粉雲母として土器に塗ること (様器の製作用)な ども考えられる。雲母

の薬としての使用は古く、奈良時代から陸奥国の特産物となっている。中世においては、熊野の霊石

信仰と熊野牛王の医療信仰が結び付いた特効薬であった可能性もあり、薬としての使用は十分に考え

られようか。なお、雲母片の出土の多いⅦ区南東部は鉄滓や炉壁 。焼土塊の出土も多い地域である。

白雲母は化学組成の分類では珪酸塩類であるが長石も同類である。S1601堅穴建物跡底面からは長石

類の粉末が出土しており、これについては造滓材の可能性を考えた。この周辺では鋳造関係の確かな

遺構・遺物は検出されていないが、白雲母片も金属製品の製造に関わる遺物の可能性も残る。

S1702竪穴遺構 (第 249図 )i SB 713掘 立柱建物跡の北約 5mに位置している。 I期のSB 701掘立柱建

物跡を切り、ⅢA期新段階のSB 719掘立柱建物跡に切られている。南北約2.6m。 東西約1.6mの長方

形で、北側に長さ約40cm。 幅約50cmの 出入日状の施設が付いている。長軸方向は真北から約 12° 東偏
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引701堅六遺構

層lb 土   色 土   性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) シル ト質粘土
褐 色 (10YR4/4)が 混 在。 粘 性  しま りや

2 暗褐色(75YR3/3) 粘土質ンル ト
褐 色 (10YR4/6)混 在 。 /1性 し ま りや や あ
り.11よ り上 の 塊 が 大 き い 践 化 物 含 む 。

3 褐色(10YR4/6) 砂質シル ト
暗 禍 色 (10YR3/3)シ ル ト質 粘 上 プ ロ ッ
ク含 む。 結性・ しま りやや あ り。

4 褐色(10YR42) 粘上質シル ト 粘性あ り。 しまりな し。

S702堅 六遺構

層哺 土    色 土  性 備 考

1 褐色(10YR4/6) ンル ト 那瀞 署餅絵 縮 緊 無
す
υま

2 黒褐色(10YR3/1) ン,レ ト 炭片磐 転 しまり・精 生なし。

3 褐色(10YR4/6) ンル ト 黒
ワ

4 黒褐色(10YR3/1) ン,レ ト

5 褐色(10YR4/6) シ,レ ト 底 面 に遺 物散 者し。 It積上 の選物 と同一個

SX702土 坑

層酪 土    色 土   性 備 考

1 黒褐色(75YR3/2) シルト と存瑠辞籍陸青慕ぞ豊子,夢化物焼土脱.

2 褐色(75YR73) 粘翌質ンル ト 常至多色サ歩容黒あり。炭化物混少。L

3 褐色(75YR4/4) 粘土質シル ト レ≦謝亀鬼悦憲
=樫

レ″出Rり暫

`物

奏盈色

ヒ__JL__留 肱)

第249図 Ⅶ区堅穴遺構・土坑



している。重複関係・方向からはⅢA期古段階の遺構と推定される。深さは約55～ 60cmあ り、底面は

平坦で、壁面はほぼ垂直である。出入口状施設は深さ約25cmあ り、階段状になっている。底面・壁面

に柱穴などはない。地下式の貯蔵庫のようなものと考えられる。堆積土は 5層 に細分されるが、1・ 3・

5層 と 2・ 4層が同一堆積土の人為的埋土である。堆積土中から底面には多くの遺物が投げ捨てられた

ように散乱していた。遺構に伴う遺物ではない。

投げ捨てられた出土遺物の多くは接合している。また、本遺構の出土遺物と接合する破片はⅦ区Ⅲ

期の他の多くの遺構から出土している。渥美壺29点・甕 3点 。片日鉢 1点、常滑三筋壼21点、在地産

播鉢 9点、青磁椀 2点、土師質土器皿 1点、鉄釘 1点、鉄津、種子などがある。渥美壺は 3個体復元

番 号 遺 構 :層 位 種 号1・ 器 種 特 徴

1 S1701 1層 陶器 片日鉢 山茶碗窯系

2 S1701 青磁 小盤 II類

産  地 年  代 残  存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

常滑 5型式 日縁 149-12 I-204

寵泉窯 F期 底部 原42-9 テー22

0         5 cm

―

      (%)

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴

3 S1701 3層上面 雲母 両側をカッ トしている

長さ(cm) 幅(cld) 厚さ(cml 重量(g) 石   材 写真図版 登録番号

白雲母 155-9 Kd-461         3

一o             5cln
(%)

第250図 Ⅶ区S1701堅穴遺構出土遺物

された。第251図 3は大型の壼で、肩部に「ゆ」字状などのヘラ描きがある (12世紀後半)。 第251図 4

は小型の壺である (12世紀第 4四半期)。 第252図 4も同年代の壺である。渥美甕は底部片である (第

252図 6)。 第252図 2は渥美山茶碗窯系片口鉢 (12世紀第 4四半期)である。第251図 1は常滑三筋壺

(12世紀第 3四半期)である。第251図 2・ 第252図 5は在地産悟鉢である。高台をもち、胎土に砂粒

を多く含み、色調が暗赤灰色である。生産地は不明であるが、やや受け日状の日縁部形態に類似する

資料は八郎窯跡BoC地 点表採資料にある。八郎窯跡 B・ C地点の年代は12世紀第 4四半期である

(中野 :1997)。 青磁椀は 2点とも 11類・D期である (第 252図 3)。 土師質土器皿はロクロ使用のも

のである (第 252図 1)。 在地産以外の陶磁器の年代は12世紀後半代である。本遺構出土遺物の大部分

は I期屋敷跡段階の遺物と推定され、Ⅱ期に引き継がれた後、ⅢA期古段階で廃棄されたものと考え

られる。渥美・常滑の壺類が多く、同一系譜と推定される I・ Ⅱ期屋敷で調度品・美術陶器あるいは

ステイタス・シンボルとして大切に受け継いできた品物かもしれない。Ⅲ期初頭段階でのそれらの一

括廃棄はその価値の否定とも考えられ、SX601墳墓跡でも前述したように、Ⅲ期屋敷は前代とは系譜

を異にする人々によって成立したものと推定される。

SK 611上坑 (第 255図 ):Ⅵ区東端中央部に位置している。 SK610土坑の北に隣接し、 SD 604溝・Ⅱ期

掘立柱建物跡を切り、ⅢA期掘立柱建物跡に切られている。径約4.2mのほぼ円形の大型土坑で、深さ
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番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産 地 年 代 残  存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
日径 底 径 器 高

1 S1702 底面 陶器 重 三筋壺 常  滑 12C3四 半 日縁～底部 1/2 130 253 147-1

2 S1702 底面 陶器 栖鉢 在 地 回縁～底部2/3 144-1

3 S1702 底面 陶器 甕 「ゆ」宇状の線刻 渥  美 12C後半 回縁～底部 1/5 145 402 150-2 I-38

S1702 底面 陶器 壺 渥  美 12C4四 半 日縁～肩部 1/4 152-18 I-54

第251図  Ⅶ区S1702堅穴遺構出土遺物 ①
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第252図 Ⅶ区S1702堅穴遺橋出土遺物 ②

は約 lmぁ る。壁面は約30° の傾きをもち、橋鉢状である。底面・壁面には柱穴などの施設はない。堆

積土は 3層 に分けられ、1・ 3層は自然堆積上、2層は人為的埋土である。2・ 3層はシル ト質粘土・粘土

であり、グライ化している。底面には酸化鉄集積層が形成されている。天水溜のようなものであろう

か。出土遺物には手づくねの土師質土器皿 1点 (第 260図 1)、 渥美壺 1点、常滑甕 4点 (第 260図 2・

3)、 H世紀後半から12世紀の青白磁輪花皿 1点 (第 260図 4)と馬歯がある。切っているSD 604溝か

らは6a型式の常滑甕が出土していることから、本遺構の年代は13世紀後半から14世紀前半頃と推定さ

れる。

その他、 SK605土坑は一辺約 lmの方形の墓坑である。隅から鉄釘が出土している。

Ⅶ区南端部溝状遺構 :Ⅶ 区南端部のSX701石 敷竪穴遺構の西側に南北に伸びて東西に並んでいる4列

の溝 (A～D溝)がある。溝群の方向からⅢ期の遺構とした。溝の幅は約40～ 50cmで、溝の長さはA

溝約 2m・ B溝約1.8moC溝約 2moD溝 約1.8mで ある。深さは約 8～ 15cmと浅い。底面はほぼ平

坦である。堆積土は 1層 のみで、基本層ブロックを多く含むシル トである。心心距離はAB間約2.7

m・ BC間約1.5m・ CD間約2.2mである。A溝とC溝、 B溝 とD溝の長さが同じであり、4列同時存

在ではなく、2列で 1対の可能性もある。2列 1対 とした場合の心心距離は、AC間約4。 2m・ BD間約

3,7mである。布掘 りの柱穴ではなく、このままの状態では建物は建たないが、根太を敷けば上屋は架

けられるものとも考えられる。Ⅶ区南端部に位置し、Ⅲ期主屋級建物跡中央部の南方であることから

番 号 遺構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残    存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口 径 底径 器高

1 S1702 土師質土器 皿 ロクロ使用、回転糸切 り 在 地 底部 1/4 Ca-10
2 S1702 Fj9器 片口鉢 渥 美 12C4四 半 日縁 151-1 I-192

3 S1702 青磁 椀 11類 龍泉窯 D期 口縁～体部 1/8 162 11 」-23

S1702 陶器 壷 渥美 12C4四 半 肩部～底部 1/6 151-3 〔-44+I-56

5 S1702 陶器 悟鉢 在 地 体部～底部 I-282

6 S1702 陶器 甕 渥 美 体部～底部 1/5 162 151-8 I-55



は、南辺警固施設や目隠し塀、または幡の掲揚施設などの痕跡の可能性を考えてみたい。

橋跡 :Ⅵ 区のSD601A屋敷全体区画溝の北西コーナー部分で 3時期の橋跡を確認した。橋脚は打ち込

みではなく、掘 り方をもつ柱である。掘り方径約40～ 65cm、 深さ約40～ 80cm、 柱痕跡径約15cmで ある。

周辺で検出されている建物跡柱六よりも規模が大きい特徴がある。橋脚幅は橋 1が約1.8m、 橋 2が約

1.4m、 橋 3が約1.5mである。橋 1は北辺区画溝西端、橋 2・ 3は西辺区画溝北端に架けられている。

Ⅲ期遺構群の構成 :屋敷地は幅約 3m・ 深さ約1.5mの 大溝 SD601A溝で囲われている。大溝の一部

はЫ)704清 として屋敷内に入り込んでいる。大溝に囲まれた屋敷地の広さは北辺約90m(約 30丈 )・

南辺約100m(約 33丈 )。 東辺と西辺約80m(約 27丈)と 推定した。内部はさらにЫ)604・ 603,703溝や

Ы)704溝により区画されている。調査区は推定屋敷地の西部にあたる。 SB713・ 719掘立柱建物跡は

規模・形態から主屋級の建物跡と推定されるが、推定屋敷地の西部に偏っている。検出された主屋級

建物跡が本屋敷の主屋であり、屋敷の中心に位置していると仮定した場合、屋敷東西幅は約55mとな

り、南北に長い屋敷地となる。しかし、現地踏査・航空写真 。地形図・地籍図などからは東西幅が狭

くなる可能性は低い。主屋が西部に偏っている可能性もあるが、調査区東側の推定屋敷地の中心部に

大規模な主屋が存在する可能性もあり、本屋敷地の広さは当初推定のものと考えておきたい。以下で

は、屋敷地西部の遺構群として、その構成を概観する。Ⅲ期の遺構群は大きくA・ B期の新旧2時期

に分けられ、A期はさらに古 。新 2段階に細別される。ⅢB期の主屋級建物跡は抽出できなかった。
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第253図 Ⅶ区南端溝状遺構群



ⅢA期の主屋級建物跡としては古段階のSB 713掘立柱建物跡、新段階のSB 719掘立柱建物跡がある。

同一地点での建て替えである。両建物跡の南には東西から南北に屈曲するSA704・ 705柵 (塀)跡が配

されている。南西部には持仏堂や厩跡と推定したSB 714～ 716掘立柱建物跡が位置し、南東部には柵

(塀)跡の東側にSE 702井戸跡や SB 718掘立柱建物跡などが位置している。建物配置は主屋級建物跡

を北奥に配したコの字状であり、北・東 。西の建物跡に挟まれた部分は南庭となっている。南端部に

は SX701石 敷堅六遺構や溝状遺構などがある。主屋級建物跡の背後には廂・縁をもたない納屋・作業

小屋・厩などと考えられるSB 604～ 606・ 611掘立柱建物跡がL字状に配置され、 SE 601井戸跡や SK

6H坑などがこれに伴つている。屋敷地北西部にはⅢA期にSB 507掘立柱建物跡、ⅢB期 に SB 614・

615掘立柱建物跡が建てられている。これらは櫓状の建物跡かと考えられる。屋敷全体区画溝 SD 601

A溝の北西コーナー部分には橋 1～ 3が架けられている。屋敷内区画溝 SD 603・ 703溝の西側、 SD

704溝の北側の場所にはⅢA期の遺構は確認されず、空閑地となっている。幅約 7～ 15m、 長さ約48m

の南北に長い台形状のエリアであり、馬場あるいは流鏑馬・笠懸 。犬追物といったいわゆる騎射三物

に関わる弓馬の士の鍛練の場であつたろうか。 SK605土坑は墓跡であり、あるいは犬追物の犠牲と

なった犬の埋葬地であろうか。なお、本期の屋敷墓は確認されない。本期の遺構からの出土遺物は11

世紀後半から15世紀末葉まであるが、遺物の主体は13世紀中葉から14世紀前半であり、本期はほぼそ

の時期を中心とした頃と考えられる。SD 601 A屋 敷全林区画溝の最終埋没時期が15世紀末以降であ

る。

Ⅲ期屋敷跡は I,Ⅱ 期屋敷跡の屋敷墓を破壊し、陶器の廃棄からは前代までの嗜好・価値観を否定

して成立している。Ⅱ期掘立柱建物跡柱穴出土の炭化種子塊や焼けたスサ入り土壁、Ⅲ期掘立柱建物

跡柱穴根石の多くに焼面が見られることからは、Ⅱ期屋敷跡が火災に道つた可能性を考えることがで

き、あるいは、何らかの争乱に巻き込まれたものかもしれない。Ⅲ期屋敷跡は前代までと違い防禦的

色彩もある大溝によって約7,600∬の広大なエリアが区画されている。さらに、前述したように南北約

400m以上に及ぶ全体区画溝と遺跡西郡を縦貫する幹線道路跡の成立も本期のことであり、これらは一

体として新たに整備されたものである。Ⅲ期屋敷跡は幹線道路跡・全体区画溝内の長大な地域・全体

区画外の宗教施設の管掌に関わる機能・役割も持っていたものと推定される。

検出された遺構群は主屋級建物跡を中心として計画的・規則的なコの字状配置をしている。主屋級

建物跡の南面に庭をもち、その両側に建物跡・柵跡を配している。主屋級建物跡は南西部に中門廊状

の突出部をもつ大型の廂・縁つきのものであり、立派な持仏堂と長大な板張厩を備えている。方形掘

り方でクリ材を使用した木組みの井戸跡も周辺では稀である。主屋級建物跡の背後には雑舎を置き、

屋敷隅には櫓状建物跡を配置している。西端部には長さ約50m弱の弓馬の士の嗜みの場が確保されて

いる。遺物には東濃型山茶碗 。中国産緑釉陶器盤・瓦質火鉢 。在地産火鉢・野沓などの特殊なものが

含まれており、青磁盤類・古瀬戸瓶類・規格品の板状仕上砥の多い特徴がある。Ⅲ期屋敷跡は、名取

郡 「北方」地域の幹線道路沿いでの中心的役割を持つた屋敷跡と考えられる。
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SK610上 坑

層聴 土    色 土   性 備 考

1 灰黄褐色(10YR4/2) ン,レ ト 細砂及びしⅥ地山。プロック若千含む。

2 黒褐色(10YR3/2) ン,レ ト

3 褐色(10YR4/6) シ,レ ト 粘性 あ り。多最 のLⅥ 地 山 プ ロ ックに 珍

4 褐色(10YR4/6) シ,レ ト 猫性 あ り。多量 のLⅥ 地 山 ブ ロ ックに ?2

SK607土坑

層 lb 土   色 上  性 備 考

1 暗灰黄色(25Y5/2) 粘土質シル ト 粘 性 あ り。しま り弱 い。淡 黄 色 (25Y8μ )

2 黄灰色(25Y4/1) 粘翌質シル ト
粘 性 あ り。 し ま り弱 い 。淡 煮 色 (25Y8/4)
粘 土 質 シ ル トと ブ ロ ッ ク (3cm大 )混 在 。

3 淡黄色(25Y8/4) ン,レ ト キ毒X基と奪ミ iツ ?状
層燈岳γ瀾 】

SK608上坑

SK602土 坑

層lb 土    色 土  性 備 考

と 暗灰黄色(25Y5/2) ン,レ ト ,荘芳監毘払罰著与=輝齢
'ま

ず97杉

SK603土 坑

層聴 土    色 土   性 備 考

1 淡黄色(25Y8/4) 粘翌質シル ト

2 黄灰色(25Y4/1) 粘土質シル ト
淡 黄 色 (25Y8/4)粘 土 質 ンル トプ ロ ック

3 淡黄色(25Y8/4) 粘土質シル ト
黄 灰 色 (25Y4/1冽 プヽ ロ ッ ク わ す か に 滉
入 .粘 性 あ り。 し ま り弱 い 。

4 淡黄色(25Y8/り 粘土質シル ト 入。 粘 性 や や あ り。 しま り弱 い。

SK609土坑層聴 土    色 土  性 傭 考

1 暗灰黄色(25Y5/2) ン,レ ト (水 田作上の色 )

2 暗灰黄色(25Y5/2) ン,レ ト 粘性・ しまりあり。褐色(10YR4/6)シ ル
トをブロックに湿入.

3 褐色(10YR4/6) ン,レ ト 粘 性 。しま りあ り。褐 色 (10YR4/6)シ ル
トの プ ロ ック.(LⅥ崩嬢 土 )

暗緑灰色(5GY4/1) 粘土 灰を若干混入 (グ ライ化 )。

SK604土 坑

層lb 土   色 土   性 備 考

1 暗灰黄色(25Y5/2) 粘土質シル ト

SK610土坑

層lb 土    色 土   性 備 考

よ 単層(人為的埋土)SD602と 同じ。

SK605土 坑

層 哺 土   色 土   性 備 考

よ 黄褐色(25Y5/3) 粘土質シル ト 粘性・ しまりあ り。炭片混入。

2 黄褐色(25Y5/3) 粘土質シル ト
粘性 。しまりあり。淡黄息 25Y8.鴎土質ンル
トブロック(3～ 5m大)混入。(黄色の帯)炭片混入。

3 黄褐色(25Y5/3) 粘翌質シル ト 粘性 。しまりあり。炭片混入。

4 黄褐色(25Y5/3) 粘土質ンル ト
粘性 しまりあり。淡黄色(25Y8れ 濡 ■質シルト
ブロック(3～ 5cm大 混入。(黄色の帯)炭片混メゃ

5 黄灰色(25Y4/1) 粘土質シル ト
1～ ?4に ,ヒ ベ 炭 多 く混 入。 粘 土 あ り。

6 黄灰色(25Y4/1) 粘土質ンル ト
ワ5に類 似 す るが、炭 や や 少 な い。 しま

7 黒褐色(25Y3/1) ンル ト質粘土 節笑紳
修巽鍮 多 ″需砂

“

》邑

8 黄灰色(25Y4/ 粘土質シル ト 土 質 ンル ト小 ブ ロ ック(lcm以下 )散在。

監ザ歯軍R紫 卜々9協笑峰裏辞
(笹
¥Y2警表9 灰黄色(25Y6/2) シルト質粘土

灰黄色(25Y6/2) シル ト質粘土 蟄歩帝∵ンと5,語でsc澄応癖解i掛饒螢〉粘
土

層聴 土    色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) シ,レ ト LWIブ ロックを多量に含む人為的埋上。墓航

SK606土 坑

層聴 土    色 土   性 備 考

褐灰色(10YR4/1) 粘 土 ロ ック状 に混 在。

2 にぶい黄色(25Y6/4) 粘土質シルト 粘性・ しまりあ り。

第254図 Ⅵ区土坑 ①
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SK620上 坑

SK611土坑

SK619土 坑

層聴 土    色 土   性 備 考

1 暗灰黄色(25Y5/2) シ,レ ト

2 黄灰色(25Y4/1) シルト質粘土 力常窪多もし夢系電燈推挙要景|♀触
3 黄灰色(25Y4/1) ンルト質粘土

粘 性 あ り。 しま り弱 い。 炭 片 、 焼 土粒 混

4 浅黄色(25Y7/4) 粘翌質シル ト
煮 灰 色 (25Y4/1)シ ル ト質 粘 土 ブ ロ ッ ク
渥 在 .炭 片  雑 土 粒 混 入 。

5 灰黄色(25Y7/2) ンルト質粘土 くしまりのある層。酸化鉄層あり(lcm内 )。

SK620土 坑

層rb 土   色 土   性 備 考

1 暗灰黄色(25Y5/2) シルト 粘性 弱 い。 しま りあ り。 炭 片 混 入。 マ ン
ガ ン粒 岩千 あ り。

2 にぶい黄色(25Y6/3) シルト質粘土 奇奪:章r2皇七ォヒヲ

':こ

検,こ稼各議

'焦

域藍常:κセ

3 黄灰色(25Y4/1) 粘土

SK612土坑

層16 土   色 土  性 偏 考

1 黄灰色(25Y5/1) ンフレト 暦鰺姐;I草弦ぢ予健鋼 観窟蔑賽ヒ
2 黄灰色(25Y5/1) ンフレト 粘 性 あ り。 しま り弱 い。11の 万ヽ フ ロ ック と浅責

色(25Y7/4)粘 ■質ンルトブロック涅在.

層No 土   色 土   性 備 考

1 暗灰責色(25Y5/2) シルト 鬱鸞攀蛯誹 サ染撃緒儀rttP

2 浅黄色(25Y7/4) 粘土質シルト 彬常豊亀上ネ夢Bヲサ〔ェ』記棗編島

't25Y5/め

シ

3 浅黄色(25Y7/4) 粘土質シルト 増笙震,,kヂ省翌移望性庚暦騨 t:機、
2)

4 黄灰色(25Y5/1) シルト質粘土 東患最迭剥経力馨境み斃騒景
5 浅黄色(25Y7/4) 粘土質シルト 彬十密亀■ネ夢B琴サ(1』認癸堺巨うと

25Y5/2)シ

SK613ユニ坑

層lb 土    色 土   性 備 考

暗灰黄色(25Y5/2) 粘土質シル ト 堅抱灘 攻う磯魏籍と群攣紺 雫ぁ

SK614土坑

層16 土   色 土   性 備 考

1 黄灰色(25Y4/1) シルト質粘土

粘 性 強 い。しま り弱 い。炭片 若 干 混 じる。
淡 黄 色(25Y8/3)粘 上 ブ ロ ッ ク(3cm大 )若
千 混 じる。 黄 色(25Y8/6)シ ル ト質 粘 土
の小ブロック(5mm大 〉全体に混じる。3 cm
大の小石 1ケ あり。

SK621」 と坑

層配 土    色 土  性 備 考

1 褐色(10YR4/4) シリレト LⅢ ブロック混多。

SK615ユニ坑

層聴 土   色 土   性 備 考

1 暗灰黄色(25Y5/2) 粘土質シルト 粘 性 弱 い。 しま りやや あ り。 マ ンガ ン粒

2 にぶい黄色(25Y6/3) 粘土質シルト
粘 性 あ り。 し ま り弱 い 。浅 黄 色 (25Y7/4)
粘 土 質 ン ル トブ ロ ッ ク 混 入 .

3 浅黄色(25Y7/3) ンルト質粘土 ンル ト質粘 土ブ ロ ック rFE入 。

浅黄色(25Y7/4) ンルト

SK622土 1丸

層lb 土    色 土  性 備 考

1 黄灰色(25Y5/1) シルト質粘土 粘性ややあ り。 しまり弱い。淡黄色(25Y8/3)
シル トブロックIPL入 。

2 淡黄色(25Y8/3) ンフレト 粘性 や や あ り。 しま り弱 い。 黄 灰 色(25Y5/1)

SK625上 坑

SK616土 坑

層No 土    色 土   性 備 老

1 黒褐色(10YR3/2) ンル ト 人為的埋工 粘性あ り。 しま り無 し。禍色
(10Y財 6)シル ト(地 山粒 )と混合土。

層 lb 土   色 土  性 備 考

1 黄灰色(25Y5/1) シ,レ ト 粘 性 な し。しま りや や あ り。綱 砂 粒 漉在 .

灰 ま じ り。

2 にぶい黄色(25Y6/3) 粘土質シルト 在。 粘 十七あ り。 しま り弱 い。

3 黄灰色(25Y4/1) シル ト買粘土 り彬?糸▼識弓諧し薯貢£焔:あ堅智tち畢
黄褐色(25Y5/3) ンルト質粘土

粘性 あ り。しま り弱 い。浅 黄 色 (25Y7/4)

5 浅黄色(25Y7/4) 粘土質ンルト
に ぶ い 黄 色 (25Y6/3)粘 土 ブ ロ ッ ク 混

328
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SK637土 坑

SK634土 坑 SK635土 坑

SK630ELウ t

層聴 土 色 土   性 備 考

1 掲色(10YR4/4) シ,レ ト LⅢブロック混多。

SK631 ELう tSK623二 Lttt

層聴 土 色 土   性 備 考

1 黄灰色(25Y5/1) 粘 性 あ り。しま り弱 い。浅黄 色 (25Y7/4)

2 浅黄色(25Y7/4) ン,レ ト 粘 性 や や あ り。 し ま り無 し。黄 灰 色
95Y5/1)粘土質ンル ト小ブロック混在

SK624」 ヒウt

層睫 土 色 土   性 備 考

褐色(10YR4/4) Llllブ ロック混多。

SK632ELt克

層唯 土 色 土  性 備 考

1 黄灰色(25Y4/1) ン,レ ト 粘性な し。 しまり弱い。炭、焼土混在。

2 暗灰黄色(25Y5/2) 粘土質シルト

3 浅黄色(25Y7/4) 粘土質シル ト
粘 性 や や あ り。 し ま り弱 い。暗 灰 黄 色

SK626」 ヒウt

層lb 土 色 土  性 備 考

1 灰色(5Y6/1) ンルト質粘土
粘性やや あ り。しま り弱 い。炭 片 混 入。浅 黄

2 明黄褐色(25Y6/6) シ,レ ト 41性 あ り。 しま りqFJぃ 。 灰 色 (25Y6/1)
シル ト質 粘 土小 ブ ロ ック混 入。

SK633EL七元

層lb 土 色 土   性 備 考

にぶい黄褐色(10YR73) シ,レ ト 粘 性 な し。 し ま り あ り。 掲 色 (10YR4/6)

2 暗褐色(10YR3/3) シルト 木炭混多層。

3 褐色(10YR4/4) シ,レ ト

SK627二 Ltt

層 XTo 土 色 土  性 備 考

黄灰色(25Y5/1) シリレト 粘性弱い。 しまりややあ り。炭片混入。

2 黄灰色(25Y4/1) シルト質粘土
シル ト質粘土 と大ブロックで混在。浅黄
色(25Y7/4)シ フレトラデロック(lcm大 )も 混
入

3 灰黄色(25Y6/2) ンルト質粘土 植笹蜜撓格と試え泥1難ギ笈彩話1,チを宮えど'

層恥 土 色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR3/1) 砂質 シル ト 堅い。

2 褐色(10YR4μ ) シル ト
しまりあり。格性無し。褐色(10YR4/6)
ンル ト(地山粒)混 多。

3 暗褐色(10YR3/3) シルト 粘性な し。 しまりあり。地山粒混少。

4 黒褐色(10YR2/3) シルト 炭化物粒若干混入。粘性、 しまりあ り。

5 掲色(10YR4/4) シル ト 粘性、 しまりあり。地山プロック。

6 褐色(10YR4/6) 粘土質ンル ト 粘性あ り。 (壁崩壊 )。

SK628二 Lウt

SK634二Lうt

層聴 土 色 土  性 備 考

1 暗灰黄色(25Y5/2) シル ト 粘性弱い。 しまりややあり。炭片混入。

2 黄灰色(25Y4/1) シルト質粘土 粘性 あ り。 しま りあ り。炭片混 入 。歳黄色
(25Y7/め ンル ト小 ブ ロ ック(lcn大)混 入。

SK635三L力t

層聴 土 色 土   性 備 考

暗灰黄色(25Y5/2) 粘土質ンルト 粘性ややあ り。 しまり弱い。

2 灰黄色(25Y6/2) 粘土質シル ト

SK636二Lウ花

層配 土 色 土   性 備 考

黒褐色(25Y3/1) シリレト FI住、しまりあり。褐急 10YR4/6)シ ,レ ト(LⅡ地
山)ブロック混入。下面に蒼く炭水化物層入る。

2 黒褐色(25Y3/1)

個 Aro 土 色 土   性 備 考

よ 暗灰黄色(25Y5/2) 粘土質シル ト 粘性 やや あ り。しま り弱 い。炭片 混 メゃ演黄

2 にぶい黄色(25Y6/3) ンルト質粘土 粘 性 あ り。 し ま りな し。 炭 片 rH入。 浅 薫
色 (25Y7/4)シ ル トブ ロ ッ ク(3c血 大 )混在 。

SK637EL力 t

SK629土 坑

層lb 土 色 土   性 備 考

1 協色(10YR4/4) ン,レ ト しⅢプロックfFt多 。

層lb 土 色 土   性 備 考

暗灰黄色(25Y5/2) ン,レ ト

2 暗灰黄色(25Y5/2) 粘土質シル ト 整砦ε&岳祢シ舟く要曾;憂完亮離 え
。浅
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SK641土坑

SK642土 坑

層16 土 色 土   性 備 考

1 暗灰黄色(25Y5/2) シ,レ ト と彗秘アム坊凄島秒ち夢奸録弼合賀壽黄色

2 黄灰色(25Y4/1) シルト質粘土 修;多タム坊涙島砂七夢尻憲定
耗入。濠黄色

SK639主 坑

層lb 土 色 土   性 備 考

1 黄灰色(25Y5/1) シルト 粘 性 弱 い 。 し ま り弱 い 。 灰 片 混 入 。 浅 黄
角 (25Y7/4)シ ル トの 班 状 湿 在 .

2 浅黄色(25Y7/4) シル ト Th性ややあり。しまりややあり。黄灰髄 5Yシ 1)

シル トブロック(lcm以 下)が斑紋状に混 じる。

層16 土 色 土  性 備 考

よ 掲灰色(10YR5/1) 粘
=質

シル ト 遷鱒幣ゼ守語録 71ゞ
輯装ld綺界

2 灰黄褐色(10YR6/2) (ζ鎮 シルト 群離紹塩滋鵜黎つ夕酪刃ヽ歩

3 にぶい黄橙里 lσFR6//3) ンル ト質粘土 罵雫親と勇1致と4葎ξ聘覇驚1怒色
SK640二 Lウ毛

層lb 土 色 土   性 備 考

1 暗灰黄色(25Y5/2) 粘翌質シル ト

SK647土 坑

層聴 土 色 土   性 備 考

1 明黄褐色(10YR7/6) 粘土質シル ト 唐報誓製転既/冷」1動零蒸才茂靭 輩
2 褐灰色(10YR4/1) シルト質粘土 雑甕坊レ認井脚

∝勒

3 褐灰色(10YR4/1) ンルト質粘土 廷だ搾鷲 島」♀Y髯笠髯送む。鶏甲慧憩
状

SK648上 坑

SK641二 L力毛

層lb 土 色 土   性 備 考

黄灰色(25Y5/1) 砂質シル ト
(細砂 混 じる)粘性 な し。 しま り弱 い。 炭

2 黄灰色(25Y5/1) ンルト質粘土 粘性 やや あ り。 しま りやや あ り。 浅 黄 色
(25Y7/4)シ ル トプ ロ ック(3cm大)湿在 。

3 浅黄色(25Y7/4) シルト ク(lcm大 )岩千 混 入。

SK642ELウ t

層Ib 土 色 土  性 1    備       考

1 暗灰黄色(25Y5/2) ン,レ ト
要

膨 穀誘′熊星解 れ、な麓等警

2 灰黄色(25Y6/2) ンルト質粘土 学発揚勲脚韓撥簿離肌

SK643土 坑

層聴 土 色 土   性 備 考

1 灰黄色(25Y6/2) ン,レ ト 牌 り靭 物5糊 維
ト

黄灰色(25Y4/1) ンル ト質粘土
黄
卜

＾

浅
ル
リ

i堵野 告了姑霊娯注窪。託尾澪ぐ旨

層Ib 土 色 土   性 備 考

1 灰黄色(25Y6/2) シ,レ ト 俳掘こ予渉きリウ北埒尉鋳留演索監平ろの

SK649=L力 i

層恥 土 色 土  性 備 考

1 黄色(25Y8/6) 粘土質シル ト (lcm大 )若千 混 じる。

暗灰黄色(25Y5/2) 粘土質シルト 粘性あり。 しまり弱い。

3 黄灰色(25Y4/1) ンルト質粘土 粘性あ り。 しまり弱い。炭片若干混入。

SK650」 Lウt

SK644と L力t

層Fb 土 色 土   性 備 考

1 暗灰黄色(25Y5/2) 粘上質シルト
粘性弱 しヽ しま りやや あ り。浅黄 色② 5Y7/つ

2 黒褐色(25Y3/1) 粘土
黄 灰 色 (25V5/1)責 灰 粘 土 と ブ ロ ッ ク 状
に 湧 在 。 粘 性 あ り。 し ま り弱 い 。

層lb 土 色 土   性 備 考

1 黄灰色(25Y5/1) ン,レ ト 歩告写分滞織奮輿鞘解R7/0シルトの小

SK652EL力 t

層lo 土 色 土   性 備 考

1 緑灰色(10GY5/1) シルト質粘土 錨徽娠 縄罫屋翻 鰯 孵

SK653=Lも花

SK645」 Lウt

層16 土 色 土   性 備 考

灰黄色(25Y6/2) ンル ト質粘土 好排ぴ号誕 ?菫ケ金♂゙F早訴
2 暗緑灰色(75GY4/1) シルト質粘土

層16 土 色 土   性 備 考

浅黄色(5Y7/4) シル ト質粘土

第257図 Ⅵ区土坑 ④
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SE601井戸朋

SK654」 Lウt

層聴 土 色 土   性 備 考

1 黒褐色(25Y3/2) シ,レ ト 粘性あ り。 しまりあ り。

2 黒褐色(25Y3/2) ン,レ ト

3 黒褐色(25Y3/1) ン,レ ト 粘性あり。しまりあり。黄褐色(25Y5/4)

SK655」 Lttt

SE601井 戸跡

層聴 土 色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR3/2) シルト 褐色(10YR4/4)シ ル ト粒(地 山粒 )含む。

2 灰黄 4FJ色 (10YR4/2) ン,レ ト 粘性あり。しまりあ り。マ ンガン粒多い。

3 黒褐色(10YR2/2) ン,レ ト 絆命捨友昏揮象勧,瘍所既脇 羅吻・

4 暗褐色(10YR3/3) 粘土質シル ト 盤乱御;謬姦密ど警経挑紐碧

5 褐色(10YR4/4) ン,レ ト 花場建盈堂蓮紹 慾卜地七洛げ逢も多課繁
6 黒色(10YR1 7/1) 炭化物、灰の層。

7 オ リーブ黒色(5Y3/1) ンルト 粘性 あ り。 しま りあ り。 灰 化 物粒 混 少。
微砂 を多 く含 む。

8 黒色(10YR1 7/1) 炭化物、灰の層。

オリーブ黒色(5Y3/1) ン,レ ト

10 褐色(10YR4/4) 壁崩落砂礫。

黒色(10YR1 7/1) 炭化物、灰の層。

12 褐色(10YR4/4) 壁崩落砂礫。

13 オリーブ黒色(5Y3/1) シリレト 微 砂 を多 く含 む。

黒色(10YR1 7/1) 炭化物、灰の層。

オ リーブ黒色(5Y3/1) シルト 粘性 あ り。 しま りあ り。 炭化 物 粒 混 少。

黒色(10YR1 7/1) 炭化物、灰の層

17 オリーブ黒色(5Y3/1) シリレト 粘 性 あ り。 し ま り あ り。 療 化 物 粒 混 少 。

微 砂 を 多 く 含 む 。

黒色(10YR1 7/1) 炭化物、灰の層

オ リーブ黒色(5Y3/1) ン,レ ト

黒色(10YR1 7/1) 炭化物、灰の層。

オリーブ黒色(5Y3/1) ン,レ ト 粘 性 あ り。 しま りあ り。 炭 化 物粒 混 少。

層Ib 土 色 土   性 備 考

1 黒褐色(25Y3/1) 粘土質シル ト
粘佐 あ り。しま りな し。煮 禍色 (25Y5/4)
粘 土質 ンル ト粒 (地 山粒 )混多。

2 オリーブ褐色(25Y4/4) 粘土質シルト

SK661=Lも花

層lb 上 色 土  性 備 考

黒褐色(25Y3/1) 粘土質シル ト

2 黒褐色(25Y3/2) 粘土質シル ト

SX602ELttt

層lb 土 色 土  性 備 考

ユ 黄灰色(25Y4/1) シ,レ ト 十朱要曾,レ藩央F堅株
`ゴ
療自蟹果覆て着文

`

第258図 Ⅵ区土坑 ⑤・井戸跡
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SK605土 坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(Cm) 幅(Cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

1 SK605 底面 鉄製品 釘 160-17 N-211

SK606土坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
回径 底 径 器高

2 SK606 青磁  皿 と1類 龍泉窯 D期 口縁～体部 1/8 (128) 原42-1 J-10

SK610土 坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 房可 器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法   量  (cnl)

写真図版 登録番号
日径 底 径 器 高

3 SK610 2層 土師質土器 皿 ロクロ使用 回転糸切 り 在  地 底部 1/5 Ca-4

4 SK610 1層 陶器 甕 常  滑 5～ 6型式 日縁 I-67

5 SK610 2層・3層 陶器 甕 常  滑 5型式 口縁～肩部 1/8 147-4 I-66

6 SK610 1層 陶器 甕 常  滑 体部～底部 1/20 (226) I-81

7 SK610 2層 陶器 甕 常  滑 休 部 148-7 I-91

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

8 SK610 転用砥 常滑産甕体部片 I-413e

9 SK610 2層 土製品 土錘 孔径 1 lc皿 156-17 P-22

SK610 1層 土製品 土錘 孔径1 lcm 150 P-24

332

第259図 Ⅵ区土坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石 材 写真図版 登録番号

SK610 1層 石製品 砥石 (40) (17) デイサイト質凝灰岩 Kd-35
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SK611上 坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残   存
法   量

写真図版 登録番号
日径 底 径 器 高

1 SK611 1層 2層 土師質土器 皿 手づ くね 在  地 口縁～体部 1/5 110 72 154-4 Ca-5

2 SK6 1層 陶器 甕 押印あり 常  滑 体部 I-93

3 SK611 1層 陶器 甕 押印あり 常  滑 体部 148-5 1-94

SK611 2層 青自磁 皿 輪花 1lC後半～ 12C 日縁 1/12 原36-4 J-86

SK612土 坑出土遣物

番号 遺 構 「橿 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

5 SK612 1層 土製品 土錘 孔径0 9cm 170 と56-18 P-23

SK617土 坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 傲 長さ(cm) 幅(cm) 厚 さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

6 2層SK617 転用砥 常滑産 体部片 [-413d

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(Cm) 厚 さ(cm) 重量(g) 写真腟版 登録番号

7 SK617 2層 鉄製品 釘 160-4 N-215

SK636土 坑出上遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残    存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

8 SK636 青磁 椀 ■b類 同安窯 D期 体部 原38-8 テー11

SK642土 坑出上遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残   存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

9 SK642 2層 陶器 甕 押印あ り 常  滑 I-92

SK642 青磁 椀 12～4類 龍泉窯 D期 底部 62 原40-14 J-12

SK658土 坑出上這物

ピット出上遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残    存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

11 SK658 1層 陶器 壺 須恵器系陶器
153-6 I-401

番 号 遺 構 :層 位 種 屠l・ 器 種 特 徴 産  地 年   代 残   存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

12 ピ ット 3層 陶器 壺 須恵器系陶器
153-3 I-400

13 ピット 3層 土師質土器 皿 手づくね 在  地 回縁～底部 1/8 116 154-5 Ca-9

第260図 Ⅵ区土坑・ピット出土遺物
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Ⅵ区ピット・SX601墳 墓跡出土遺物

番号 遺 繕 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

1 柱 穴 鉄製品 刀子 (160) 025 159-14 N-200
2 SX601 鉄製品 管状 中空 (32) 160-19 N-206

3 南壁側溝 鉄製品 釘 ほぽ完形品 (45) N-201

4 G90柱穴 鉄製品 鏃 雁股鏃 159-6 N-204

番号 遺 構・層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚 さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

5 G88柱穴 土製品 円盤状 全面に錆付着。鉄製品生産関連遺物か ? 161-3 N-205

Ⅵ区その他の遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 矯 徴 産  地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

6 H94 表土 土師質土器 皿 ロクロ使用 回転糸切 り 在  地 体部～底部 1/4 60 Ca-8

7 G98 1層 上 陶器 蜜 常  滑 6a型式 日縁 1/12 147-6 I-72

8 南東拡張区 Ⅲ層上 陶器 片口鉢 常  滑 5型式 日縁 149-5 I-191

9 南束拡張区 青磁 椀 12～ 3類 龍泉窯 D期 口縁 原40-8 J-21

青白磁 皿 輪花 Ⅳ類 1lC後半～ 12C 口縁 (110) 原36-5 J-88

B96 Ⅱ層上 青磁 椀 12～ 3類 龍泉窯 D期 口縁～体部 1/28 (164) 原40-5 J-18

Ⅱ層上 青磁 椀 14類 龍泉窯 D期 体部 原40-11 」-19

肛層上 青磁 椀 12～ 4類 龍泉窯 D期 底 部 原40-19 」-20

番号 遺 構 i層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石 材 写真図版 登録番号

14 南東拡張区 検出面 石製品 砥石 仕上げ砥 デイサイト質凝灰岩 155-19 Kd-23

第261図 Ⅵ区ビット・SX601墳墓跡 。その他の出土遺物
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SK7081L七花

層聴 土   色 土   性 備 差

1 暗灰黄色(26Y4/2) ン,レ ト 望みな置毛晃あ素編 警齢 魯化なと

SK709土 坑

層 lb 土   色 土   性 備 考

1 にぶい黄褐急 10Y降70 ンル ト

2 にぶい黄掲飩 OYR4/3j シルト

3 暗灰黄色(25Y4/2) 砂質シル ト
しまりなし。粘性あり。炭化物桐色粘土小プロッ
ク合み 層 h面 に炭イヒ物が層状に柔っている.

層lb 土   色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR2/3) シルト しⅢ、LⅥ 土ブロック混多。

SK702ELウ t

層血 土   色 土   性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) 粘土質シル ト 性 あ り。 炭 化物 小礫 含 む。

2 暗灰黄色(25Y4/2) 砂質シル ト

3 暗褐色(10YR3/3) しまりなし。粘性ややあり。炭化物含む。

SK703土坑

SK71 0上坑

層Ib 土    色 土  性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) シルト 掲色 (10YR4/6)土 混 在。 両 方 の プ ロ ック
しま りあ り。 粘性 あ り。 地 山プ ロ ック。

盪暴邸 陸葬れ劣しが躯賂2 褐色(10YR4/4) シル ト

3 黒褐色(10YR2/3) シルト 褐 色 ン ル ト(地 山 プ ロ ッ ク )凝少 。 し ま り、

粘 性 あ り。

4 褐色(10YR4/4) シルト 岳発野盤級子r絡曾ラ剪丞R撞

5 暗褐色(10YR3/3) シルト 褐色シル ト弛 山池 混ケ、しまり、粘性あり。

6 黒褐色(10YR2/3) シ,レ ト 小ブロック(混少)。 しま り、粘性あり。

7 にぶい黄褐急 10YR4/3) シルト 褐色シル ト、地山粒混少ヽ しまり、粘性あり。

SK71 2土坑

層16 土   色 土  性 備 考

1 灰黄褐色(10YR4/2) 砂質ンル ト
しま りな し。 粘 性 や や あ り。 炭 化 物 、 焼
十、褐 住 シル ト管 粘 十ブ ロ ッ ク合 む。

2 褐色(75YR4/4) 粘土質シル ト しまりややあり。粘性あり。

黄灰色(25Y4/1) 砂質シル ト しまりなし。粘性ややあり。炭化物少量含む。

SK705三 Ltt

層 No 土    色 土   性 備 考

暗褐色(10YR3/3) シルト 木炭粒、焼土粒者干含む。やや砂質。

2 黒褐色(10YR3/2) シル ト 焼土粒少ない。木炭粒多い。やや砂質。

3 暗褐色(10YR3/4) シルト 本 炭 粒 混 少。 LⅡ 上 小 ブ ロ ッ ク混 少。 や
や しま り 粘 性 あ り。

4 暗褐色(10YR3/4) シルト 木 尿 粒 淀 少。 L Ill土 小 フ ロ ック混 少。 や
や しま り、粘 性 あ り。

層Ib 土    色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) シ,レ ト 焼上、木炭粒混多。

2 黒褐色(10YR2/3) シ,レ ト LШ 粒混少。

3 暗褐色(10YR3/3) シ,レ ト LⅢ ブロック多い。

SK713ELちt

SK706=L七元

層lb 土    色 土  性 備 考

1 黒褐色(25Y3/1) ン,レ ト
り
小
市

し
チ
△ 翻 鑑機鰺襦

2 黒褐色(25Y3/1) 粘土質ンル ト 唇オ盟翻
′
衆寿源諄ル該靖尾絶民

やあ

SK707土 坑

層Ib 土    色 土  性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) シ,レ ト L亜 、LⅥ 上 プ ロ ック を 同量 に混 合。 しま

2 暗褐色(10YR3/3) シ,レ ト LII、 LⅥ 土粒混少。 しまり、粘性あり。

3 暗褐色(10YR3/3) シ,レ ト り、 粘 性 あ り。

4 灰黄褐色(10YR4/2) ン,レ ト しま り、粘性あり。

5 暗褐色(10YR3/3) シ,レ ト Llll、 LⅥ土ブロック多い。しまり、粘鮭あり。

6 暗褐色(10YR3/3) シ,レ ト しⅡ、LWI土 ブロック多い。しまり、粘性あり。

7 暗褐色(10YR3/3) シ,レ ト LⅢ、LWI土ブロックに暗褐色ンルト若千混メф

層16 土   色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) シルト 炭化物粒混多。
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SK727土 坑

SK724土 坑

層rb 土   色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR2/3) シルト LⅢ 粒、焼土多い。 しまり、粘性あ り。

2 黒褐色(10YR2/3) ン,レ ト LⅡ 粒、焼土多い。 しまり、粘性あ り。

3 黒褐色(10YR2/3) シル ト

SK715土坑

層聴 土    色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/3) シ,レ ト 褐懲 10Y Rク 61■混儀 地山ブロック混合に木炭
粒多い。大小の鍋帯を多量に含む。人為的埋土

層lb 土    色 土   性 備 考

| 黒褐色(10YR2/3) シルト LⅢ 粒多い。 しまり、粘性あ り。

2 黒褐色(10YR2/3) シル ト
L III土 ブ ロ ック に黒 鴇 色 粒 混 少。 しま り、
粘性 あ り。

SK716土 坑

SK722上坑

層聴 土    色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR2/3) ン,レ ト 粘性 あ り。

2 褐色(10YR4/6) シ,レ ト 蠍
:号:.絡写、フ憂弼臀離 鉄イメ

SK723土坑

層聴 土   色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) シルト 地山粒多い。

SK717土坑

層聴 土    色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR2/3) ン,レ ト LⅡ 粒 混 少 。 炭 化 物 、焼 上 含 む 。 し ま り、

2 褐色(10YR4/6) ンフレト
LⅢ プ ロックを多量に黒禍色(10YR2/3)
シル トを少量含む。 しまり、粘性あ り。

SK724土坑

層聴 土    色 土  性 備 考

1 暗禍色(10YR3/3) シルト LⅢ 土粒若干混入。

2 黒褐色(10YR2/2) シルト LⅢ 粒少ない。

層rb 土    色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) シル ト LIII粒少量含む。 しまり、粘性な し。

SK725土坑

SK718土坑

層lb 土    色 土   性 備 考

暗褐色(10YR3/3) シリレト LⅢ ブロック多量。しまり、粘性なし。

層配 土    色 土   性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) シ,レ ト LⅢ ブロック多量。

SK726土坑

SK719■坑

層血 土    色 土   性 偏 考

1 黒褐色(10YR2/3) ン,レ ト

2 黒褐色(10YR4/6) シ,レ ト 少 量 。 褐 色 (10YR4/6)土 混 在 。 多 量 LⅡ

層16 土   色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) シ,レ ト 地山粒多い。

SK727土坑

SK720土坑

層聴 土    色 土   性 備 考

暗褐色(10YR3/3) シ,レ ト LⅢ 粒少ない。

2 褐色(10YR‐ 4/6) ン,レ ト

第263図

層聴 土   色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) シルト 木炭粒、灰混多。

SK728土坑

層rb 土   色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/3) シリレト LI土粒が混多。 (人為埋土 )
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SK740土 坑

SK742土坑

SK736土坑

層rb 土    色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/3) シル ト 焼土粒、炭化物粒多い。LⅡ小ブロック多い。

2 黒褐色(10YR2/2) シルト

SK738土坑

SK729土 坑

層 llo 土   色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) ンル ト 地 山粒 少 な い。暗褐 色 (10YR2/2)地 山粒

SK730土 坑

層lb 土   色 土   性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) ン,レ ト 地山粒少ない。

2 黒褐色(10YR2/3) ン,レ ト 地山粒多い。

層lb 土    色 土   性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) シフレト

2 暗褐色(10YR3/4) シルト 地山粒多し

3 黒褐色(10YR2/3) ン,レ ト 地山ブロック多い。

SK731土 坑

SK739土坑

層No 土   色 土   性 備 考

1 褐色(10YR4/6) 砂 黒褐色シル トを若干含む .

SK740土 坑

層lb 土    色 土  性 備 考

灰黄褐色(10YR4/9) ン,レ ト 地山ブロック多い。ベタベタしている。

2 褐色(10YR4/6) ンフレト 木炭片多量に含む。ベタベタしている。

3 灰黄褐色(10YR4/2) ン,レ ト 地山紘 ηlよ り少ない。ベタベタしている。

層16 土    色 土   性 備 考

と 暗褐色(10YR3/3) シルト 地山小ブロック多い。

2 黒褐色(10YRワ /3) シルト 地山大ブロック多い。

3 黒褐色(10YR2/2) ン,レ ト 地山大プロック多い。

SK732土 坑

SK741■ 坑

層lb 土    色 土  性 備 考

と 黒褐色(10YR2/2) シルト LⅥ 粒含む。

SK742土坑層lb 土    色 土   性 傭 考

| 暗褐色(10YR3/3) シ,レ ト
卜質粘土 籍降り状に含む。

2 黒褐色(10YR3/2) シリレト

3 褐色(loYR4/4) 粘土質シル ト
しまりややあ り。粘性ややあり。炭化物、黒褐
角(10YR3/2)シ ル トブロックを含と,.

SK735土 坑

層Ib 土   色 土   性 備 考

黒褐色(10YR3/2) シルト 地山粒、木炭粒多い。

SK743土 坑

層16 土   色 土   性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) シ,レ ト 地山粒多い。

2 黒褐色(10YR2/3) シ,レ ト 地山プロック多い。

層聴 土   色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR3/2) シリレト 地山粒多い。

2 黒褐色(10YR2/2) シリレト 地山粒少ない。

3 黒褐色(10YR2/3) シル ト 地山プロック多い。
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SK748土 坑

層16 土    色 土   性 備 考

1 暗褐色(10YR3/4) 砂質シル ト
土粒 、 砂 ブ ロ ック含 む。

2 暗褐色(75YR3/3) ン,レ ト

3 塔オリーブ褐急 25Y3/3) ン,レ ト しま りな し。 粘 性 な し。 炭 化 物 焼 土粒

暗褐色(10YR3/3) 粘土質シル ト
しま りな し。 粘 性 や や あ り。 炭 化物 、院
土粒 、 LⅡ 十締 霜 隆 り状 に含 b_層16 土    色 土   性 備 考

暗オリーブ褐急25Yy9 シ,レ ト 物殿 鉄濃イ勇燿♂評勃、懐各S;駄ゥ唇ザ

SK745■ 坑

SK752土坑

層rb 土    色 土   性 備 考

1 暗褐色(10Yミ 3/3) シルト しま りや や あ り。粘 性 な し。炭 化 物 焼 土

2 暗褐色(10YR3/4) 粘土質シルト !1サ義を物!'義⊆厭 舗 だ態居遭

3 褐色(10YR4/6) シル ト

SK753土坑

層配 土    色 土  性 備 考

I 黒褐色(10YR2/2) シルト 地山粒多い。木炭粒多い。

2 黒褐色(10YR2/3) ンルト 地山ブロック多い。

SK747土坑

層配 土    色 土  性 備 考

1 褐色(10YR4/4) 粘土質ンル ト
黄 灰 色 (25Y4/1)土 混 在 。 しま りや や あ

2 褐色(75YR4/4) 砂質シル ト しまりややあり、粘性ややあ り。

3 粘翌賢シル ト しまりな し。粘性あ り。炭化物含む。

SK748土 坑

層lb 土    色 土  性 備 考

褐色(10YR4/4) 粘上質シル ト
しま りや や あ り。 粘 性 あ り。 炭化 物、 焼
土粒  しⅡ ■府籍 薩 り状 に含 と,_

2 褐色(10YR76) 粘土質ンル ト
し ま りや や あ り。粘 佐 や や あ り。炭 化 物 粒

SK754土坑

層 16 土   色 土   性 備 考

1 黒褐色 ( OYR3/2) シ,レ ト 槌至Pご√雪ポ多管サ夢客憲升
炭化物、

2 黒褐色(10YR2/3) 粘土質シルト しまりな し。粘性ややあ り。炭化物含む。

黒褐色(10YR2/3)
褐色(10YR4/6) 粘

=質
シル ト

しまりややあり。粘性あり。微量の炭化

粘土質シル ト しまりな し。粘性あ り。炭化物含む。

SK749土坑

層No 土   色 土   性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) シリレト

2 黒褐色(10YR2/2) 粘土質シル ト

にぶい黄褐急 10YR473) ンルト しま りや や あ り。粘 性 やや あ り。炭化 物、

SK756ユニ1丸

層lb 土   色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) ン,レ ト 地山粒、木炭粒多い。

SK757土坑層 lb 土    色 土  性 備 考

1 オリーブ黒色(75Y3/2) ン,レ ト
しま りや や あ り。粘 性 や や あ り。尿 化 物
L皿 土粒 含 む。

2 黒色(75Y2/1) ン,レ ト
灰 多 最 に含 む。

3 暗褐色(10YR3/4) 粘土質シル ト
しま り

層lb 土    色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) シ,レ ト 地山ブロックと木炭片多い。

2 掲色(10YR4/6) シリレト
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SK762土 坑

SK763土 坑

S

SK771

SK766土坑

層lb 土    色 土   性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) シル ト 石、木炭粒 を含む。

2 褐色(10YR4/4) シルト 木炭、焼土粒 を含む。

3 黒褐色(10YR2/3) シル ト 木炭粒、焼土粒、地山粒を含む。

4 褐色(10YR4/4) シルト 地山ブロックが混多。

SK767二 Lウt

層lb 土    色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/3) シルト 木炭粒、地山粒が多い。

層聴 土    色 土  性 備 考

暗褐色(10YR3/3) シル ト 地山粒、炭化物粒混多。

SK768=Lち兒

SK759=Ltt

層lb 土   色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) ン,レ ト 焼土粒、木炭粒含む。

SK760ニ ヒもt

層聴 土    色 土  性 備 老

1 灰黄褐色(10YR4/2) シ,レ ト 木炭粒、地山粒が多い。

層阻 土   色 土  性 備 考

黒褐色(10YR3/2) ン,レ ト 地山プロック、焼土粒含む。

SK761土 坑

SK769土 坑

層配 土   色 土   性 備 考

1 灰黄褐色(10YR4/2) シリレト 木炭粒、地山粒が多い。

SK770」 Lウt

層聴 土   色 土  性 備 考

ユ 黒褐色(10YR2/2) シルト 地山プロックと木炭片が多い。

2 褐色(10YR4/6) ン,レ ト

層聴 土   色 土   性 備 考

黒褐色(10YR2/3) シ,レ ト 焼土、木炭粒、地山ブロックなどが多い。

2 黒褐色(10YR2/2) ン,レ ト 灰多量。焼土、木炭が混多。

3 局色(10YR4/4) シ,レ ト 卜が 混 /J/h。

SK762二 Lもt

層聴 土   色 土  性 備 者

1 暗褐色(10YR3/3) ン,レ ト

SK763三 Lttt

層rb 土   色 土  性 備 考

1 掲色(10YR4/4) ン,レ ト 地山ブロック多量に混入。 SK771土 坑

層Fb 土   色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR3/2) ン,レ ト 炭化物、地山粒、焼土粒混少。

2 褐色(10YR4/4) ン,レ ト 地 山 プ ロ ッ ク に 黒 褐 色 (10YR3/2)シ ル

SK775土 坑

SK764EL七花

層Ib 土    色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR2/3) ン,レ ト 木炭粒、焼土粒、地山粒が混多。

層rb 土   色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) ン,レ ト 灰、木炭、焼土粒、混多。

SK765土 坑

層lb 土    色 土  性 備 考

1 掲色(10YR4/6) ン,レ ト 地山プロック混多。
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SK791上坑

層血 土    色 土   性 備 考

暗褐色(10YR3/4) ン,レ ト 地山ブロック多量。ベタベタしている。

SK777ELt元

層聴 土    色 土  性 備 考

と 黒褐色(10YR2/2) 粘翌質シル ト 焼土ブロック含む。

2 暗褐色(10YR3/3) シ,レ ト 地山粒多 く含む。

SK784ヨ Lウt

層lb 土   色 土   性 備 考

1 灰黄褐色(10YR4/2) シリレト 木炭粒、地山粒多い。

SK779ELち t

層 m 土    色 土   性 備 考

黒褐色(10YR2/2) シ,レ ト

2 黒褐色(10YR3/1) 粘土質シル ト

SK780土 坑

SK785二 L力i

層16 土   色 土   性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) シルト 地山粒、木炭粒、焼土粒多い。

SK786ELtt

層聴 土    色 土  性 備 考

1 黒褐色(75YR3/1) シルト しま りな し。 粘 性 や や あ り。 炭 化 物、 焼
■ LⅡ 十粒 合 む。

2 黒褐色(10YR3/1) シル ト
し ま りや や あ り。 粘 性 や や あ り。 層 上 部
に 炭 化 物 多 く 、LI上 粒 楚 降 り状 に 含 む 。

SK781二 L七花

層lb 土   色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR2/3) シ,レ ト 地山粒多い。

SK790土 坑

層16 土   色 土   牲 備 考

1 黒褐色(10YR2/3) シ,レ ト 木炭多い含む。

SK791」 Lウt層聴 土    色 土  性 備 考

1 暗褐色(75YR3/3) シ,レ ト

SK782」Lウt

層ib 土   色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) ンフレト 灰 混 多。 しま りな し。 粘 性 な し。 L3土
大 ブ ロ ック涅 少 _

SK792二 Ltti層聴 土    色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR3/1) 粘土質シル ト

2 にぶい黄褐色(lσFttγ9 粘土質ンル ト
しま りや や あ り。 粘 性 あ り。 炭 化 物 、 L
Ш十対 含 む .

SK783土 坑

層lb 土   色 土   性 備 考

1 灰黄褐色(10YR4/2) シルト 地山ブロック多い。

SK793」 L力t

層lb 土   色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR3/2) 粘土質シルト しま りな し。粘性あり。炭化物含む。

2 にぶい黄褐色(101R4/3) 粘翌質ンルト

層lb 土    色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/3) シリレト

2 暗褐色(10YR3/3) ンフレト 炭 化物 粒、 焼 土 粒 混 多。 しま りな し。 粘
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第7表 Ⅵ区土坑観察表 ②

北 壁

A引

ψ

′

SK794」Lもt

層lb 土 色 土  性 備 考

1 暗褐色(10YR3/3) ン,レ ト 焼土、木炭粒、灰混多。しま り、粘性な し。

2 黒褐色(10YR2/2) ンル ト

SK795土 坑

SK799」 Lウt

層Ib 土 色 土   性 備 考

1 暗褐色(10YR3/4) シ,レ ト しま りな し。 絡性 や や あ り。 炭 化 物 、 L

SK7100=L力 t層酌 土 色 土  性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) シルト 焼土粒、LⅥ 粒混多。

SK796二L七尤

層配 土 色 土   性 備 考

| 暗褐色(10YR3/3) シルト し ま りや や あ り。 粘 性 な し。 炭 化 物 、 焼

SK797二Ltt

層No 土 色 土   性 備 考

黒褐色(10YR3/2) シ,レ ト 木炭粒、焼土粒混多。 しまり、粘性なし。

2 黒褐色(10YR2/2) シ,レ ト

SK71 01■坑

層lb 土 色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/3) シリレト 地山ブロックを含む。

SK798」Lウ花

層No 土 色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR3/2) ン,レ ト しまりややあり。粘性な し。

2 にぶい黄褐飩 OYR4/3j 粘土質シル ト
しま りやや あ り。 粘 性 あ り。 炭 化物 、焼
土対 、と亜■対策 隆 り状 に合 Jr^

SK7102二L七花

層恥 土 色 土   性 備 考

ユ 暗褐色(10YR3/3) シ,レ ト 炭化物粒混多。

層聴 主 色 土   性 備 考

1 黒褐色(10YR2/2) シ,レ ト 炭化物粒、焼土粒多 く含む。

土 坑 名 位   置 重 複 平面形・規模 (長軸×短軸×深さ)cm 堆 積 土 壁・底面

SK 645 E-93 SD604よ り古い (楕 円形)        (124)× (70)× 62 人為的埋土 外傾・段

SK 646 E・ F-93 SD603・ SD604よ り古セ 隅丸方形        176X106× 102 人為的埋土 外傾・平坦

SK 647 F-93 SD604よ り古↓ 楕円形         136× 66× 66 人為的埋土 外傾 。平埋

SK 648 F・ G-90 な  し 楕円形          118× 96× 28 自然堆積土 内弯・丸味

SK 649 A-95・ 96 SK610よ り古い 不整楕円形        118× 78× 40 人為的埋土 内弯・丸味

SK 650 A-92 な  し (楕 円形)        70× (541× 18 人為的埋土 外傾・平壇

SK 652 E-93 SD604よ り古い 楕円形          86× 40× 38 人為的埋土 外傾・段

SK 653 E-93 SD604よ り古い 円形           約56× 56× 8 人為的埋土 外傾・平坦

SK 654 J-96・ 97 SD601A・ SD606よ り古ヤ 隅丸方形         74× 56× 30 自然堆積土 外傾・平坦

SK 655 E-93 な  し 楕円形          78× 60× 24 人為的埋土 外傾・平坦

SK 661 A・ A′
 -96 な  し 楕円形          118× 86× 14 自然堆積土 外傾・平坦
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SK701土 坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年   代 残    存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

1 SK701 2層 陶器 糟鉢 在  地 口縁～休部 145-1 I-243

SK701 2層 陶器 甕 在  地 回縁 I-217

SK705上 坑出上遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

3 SK705 鉄製品 釘 40 160-7 N-303A

4 SK705 鉄製品 釘 N-303B

SK706土 坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年   代 残   存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
日径 底 径 器 高

5 SK706 陶器 種鉢 底部にゲタ痕 在  地 体部～底部 1/3 146-4 I-273

6 SK706 2眉 土師質土器 皿 ロクロ使用 回転糸きり 在 地 口縁～底部  1/5 154-7 Ca-11

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長 さ(cm) 幅(ω ) 厚さ(cm) 重量 g) 写真図版 登録番号

7 SK706 1層 鉄製品 釘 (34) N-341

SK709土 坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

SK709 鉄製品 鏃茎 159-15 N-343

SK713土 坑出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残    存
法  量 (cml

写真図版 登録番号
口径 底 径 器高

9 SK713 青磁 椀 nb類 同安窯 D期 回縁～体部 原38-4 J-26

第269図 Ⅶ区土坑出土遺物 ① (SK701・ 705・ 706・ 709・ 713土坑)
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SK707土 坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年   代 残   存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

1 SK707 陶器 甕 押印あ り 常  滑 148-10 I-95

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 構 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石 材 写真図版 登録番号

2 SK707 石製品 砥石 (21) 凝灰質頁岩 Kd-27

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(ω ) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

3 SK707 鉄製品 鏃茎 (32) 159-16 N-342A

4 SK707 鉄製品 刀子 12 159-12 N-342B

SK721土 坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

5 SK721 鉄製品 釘 (54) N-345A

6 SK721 鉄製品 釘 N-345B

SK723土 坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残   存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

7 SK723 陶器 種鉢 在  地 口縁～体部 I-244

SK726土 坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 〃〕 器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

8 SK726 鉄製品 環状 159-18 N-305

SK729土 坑出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残    存
法   量  (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

9 SK729 青磁 皿 I類 同安窯 D期 口縁～体部 1/12 原38-3 」-27

10 SK729 土師質土器 皿 ロクロ使用 回転糸きり 在  地 底部 1/6 Ca-12

SK742土 坑出土遺物

番号 遺 構 !層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年   代 残    存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
日径 底 径 器高

11 SK742 堆積土 陶器 甕 常  滑 6a型式 口縁～肩部  1/8 147-5 I-73

第270図 Ⅶ区土坑出土遺物 ② (SK707・ 721・ 723・ 726・ 729・ 742土坑)
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SK748土 坑出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特     徴 産  地 年   代 残    存
法   量  (cm)

写真図版 登録番号
日径 底径 器高

1 SK748 陶器 片 口鉢 山茶碗窯糸 常 滑 4型式 口縁～体部  1/12 278 149-13 I-196

SK761土 坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(Cm) 幅(cm) 厚さ(cnl) 重量(g) 写真図版 登録番号

2 SK761 鉄製品 管状 160-22 N-306

番号 遺 構 i層 位 種 別・器 種 特     徴 産  地 年   代 残   存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器高

3 SK761 青磁  碗 〔1類 龍泉窯 D期 体 部 原41-3 」-29

SK770土 坑出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特     徴 産  地 年    代 残    存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
日径 底径 器 高

4 SK770 3層 青磁 椀 1lb類 同安窯 D期 体部～底部 (64) 原38-6 J-30

SK775土 坑出土遺物

番号 遺 構 t層 位 種 別・器 種 特     徴 産  地 年    代 残    存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

5 SK775 晴蝸 162-1 P-72

SK778土 坑出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特     徴 産  地 年    代 残    存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

6 SK778 瓦質土器 火鉢 破片復元 在地 ? 口縁～底部  1/16 154-14 Ca-2

SK782土 坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(Cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

7 SK782 鉄製品 釘 ほぼ完形 N-309

第271図 Ⅶ区上坑出土遺物 ③ (SK748・ 761・ 770・ 775・ 778'782土坑)
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番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

ビット 土師質土器 皿 ロクロ使用 回転糸き り 在  地 日縁～底部 1/4 124 37 154-13 Ca-22

2 ピット71 土師質土器 皿 ロクロ使用 回転糸き り 在  地 口縁～底部 1/6 154-10 Ca-24

3 土師質土器 Il ロクロ使用 回転糸きり 在  地 口縁～底部  1/10 126 154-12 Ca-20

4 ピット188 土師質土器 皿 ロクロ使用 タール状付着(灯明皿) 在  地 口縁～体部  1/8 112 54-6 Ca-19

5 ビット149 土師質土器 皿 ロクロ使用 回転糸きり 在 地 底 部 Ca-25

6 ピット 土師質土器 lll ロクロ使用 回転糸きり 任 地 底部 1/4 Ca-23

7 ピット286 土師質土器  l ll ロクロ使用 回転糸き り 在  地 底部  1/2 Ca-26

8 ピット236 陶器 信鉢 在  地 日縁～体部 144-5 I-251

9 ビット187 陶器 橿鉢 在  地 口縁～体部 1-249

ビット253 陶器 橋鉢 在  地 口縁～体部 146-3 [-254

11 ビット291 陶器 橋鉢 在  地 口縁 I-255

ビット273 陶器 片 口鉢 山茶碗窯糸 渥  美 12C4四 半 日縁 151-7 I-203

ピット146 陶器 片 回鉢 山茶碗窯糸 常  滑 2型式 高台部  1/8 149-10 1-197B

ビット259 陶器 要 在  地 口縁 〔-431

ピット206 陶器 摺鉢 在  地 I-372

ビット58 陶器 水注 古瀬戸 13C2四 半 日繰  1/8 152-6 I-16

17 ピット89 陶器 壺・瓶 古瀬戸 13C代 体 部 I-28

ピット204 陶器 梅瓶 古瀬戸 13C末～ 14C前半 体 部 I-29

9 ビット2 土師質の土器 横ナデ、オサエ痕 在  地 回縁～底部 1/12 (192) (50) (140) Ca-58

ビ ッ 土師質の土器 ナデ、オサエ痕 在  地 口縁～底部  1/12 (180) (44) (168) Ca-59

第272図 Ⅶ区ピット出土遺物 ①
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番号 避 構 :層 位 種 別・器 種 徴特 産  地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

ユ ピット165 青磁 椀 14a類 龍泉窯 D期 回縁～体部 (160) 原40-6 」-49

2 ピット63 青磁 椀 15b類 龍泉窯 E期 口縁～体部 原89-2 J-42

3 ピット203 青磁 椀 15b類 龍泉窯 E期 口縁 原39-6 」-47

4 ピット197 青磁  小皿 11類 龍泉窯 D期 口縁 原40-1 」-44

5 ピット2 青磁 椀 11(?)類 龍泉窯 D期 回縁 原41-6 J-48

ピット195 青磁 椀 12～ 3類 龍泉窯 D期 体 部 原40-9 」-45

7 ピット269 青磁 椀 11～ 4類 龍泉窯 D期 底部  2/3 原41-2 」-46

ピット123 青磁 小盤 Ⅲ類 龍泉窯 F期 日縁 」-51

9 ピット215 青磁 輪花皿 内外面火熱 HC後半～ 12C 日縁 (100) 原86-6 J-94

10 ピット237 自磁  四耳壺 四耳壷の耳 1lC後半 ～ 13C 原37-7 J-93

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(c血 ) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

11 ビット287 土製品 羽 日 胎土 :ス サ入 り (47) P-49

12 ビット37 土製品 羽 回 (43) (30) P-50

13 ビット139 転用砥 常滑甕 体部片 I-416

14 ビット230 土製品 土鍾 孔径0 8cm 指押え痕あ り 17 156-21 P-41

15 ビット273 土製品 土錘 孔径0 8cm 156-19 P-39

ピット209 土製品 土錘 孔径0 6cm 16 156-20 P-33

17 ビット76 土製品 土錘 孔径0 9cm (37) (20) P-31

ビット234 土製品 土錘 孔径0 8cm (12) P-42

ピット190 土製品 土錘 (12) P-34

ビット213 土製品 土錘 孔径0 3cm 17 (1 1) P-35

ピット178 土製品 土錘 孔径0 8cm (1 1) P-38

ビット209 土製品 土錘 6) P-40

ビット157 土製品 土錘 (17) P-36

第273図  Ⅶ区ピット出土遺物 ②
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番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 41 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石 材 写真図版 壁録番号

ビット101 石製品 温石 (23) (19) 黒雲母片岩 Kd-54

2 ピット276 石製品 砥石 鳴滝砥 (仕上げ砥 ) (48) 170 凝灰質頁岩 155-22 Kd-28

3 ビット228 石製品 砥石 鳴滝砥 (仕上げ砥 ) (40) 110 凝灰質頁岩 155-21 Kd-25

4 ピット166 石製品 砥石 仕上げ砥 41 買岩 155-20 Kd-26

5 ピット247 石製品 砥石 中砥 (51) 22 21 デイサイト 155-23 Kd-39

6 ビット208 石製品 砥石 鳴滝砥 (仕上げ砥 ) (32) (29) デイサイト質凝灰岩 Kd-29

ビット291 土製円盤 土師質土器を円盤状に加工 156-23 P-21

8 ビット 石製品 碁石 14 10未満 買岩 156-5 Kd-16

9 ビット9 石製品 碁石 15 12 頁岩 156-4 Kd-15

10 ビット186 石製品 碁石 14 13 瑳質頁岩 156-3 Kd-14

11 ビット281 石製品 白雲母 白雲母結晶 155-8 Kd-45

第274図  Ⅶ区ピット出土遺物 ③

秒)

番号 遺 構 〔層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cの 重量(g) 写真図版 登録番号

ビット 銅製品 銭貨 元豊通宝 (初鋳年 :宋・ 1078年 ) 径 :24 158-15 N-169

2 ビット61 銅製品 銭貨 元豊通宝 (初鋳年 〔宋・ 1078年 ) 径 :24 158-19 N-172

3 ビット 銅製品 銭貨 成平元宝 (初鋳年 :北宋 998年 ) 径 :24 158-20 N-174

ピット 銅製品 銭貨 祥符元宝 (初鋳年 :北宋・ 1008年 ) 径 :25 158-21 N-175

5 ピット 銅製品 銭貨 皇宋通宝 (初鋳年 :北宋・ 1039年 ) 径 :23 158-22 N-176

第275図 Ⅶ区ビット出土遺物 ④
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番 号 遺 構 :層 位 種 丹1器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

1 ピット179 鉄製品 釘 (106) N-363

2 ピット256 鉄製品 釘 (59) N-360

3 ピット277 鉄製品 釘 ほぼ完形 (55) 160-26 N-242

4 ビット9 鉄製品 釘 N-245⑥

5 ビット167 鉄製品 釘 (53) 160-9 N-367

6 ピット133 鉄製品 釘 (32) N-379

ピット 鉄製品 釘 (39) 160-12 N-372

8 ピット 鉄製品 釘 10未満 160-16 N-281

9 鉄製品 釘 (56) 03 160-8 N-272

10 ピット250 鉄製品 釘 (24) 10未満 N-260

11 ピット93 鉄製品 棒状 (28) 07 N-289

12 ピット26 鉄製品 鑑 (27) 160-18 N-359

ビット29 鉄製品 釘 (37) 160-14 N-264

ビット296 鉄製品 釘 (37) N-235

15 ビット233 鉄製品 釘 160-24 N-253④

ピット233 鉄製品 釘 N-253①

17 ビット233 鉄製品 釘 (47) N-253⑥

ピット9 鉄製品 釘 1) 04 10未満 N-245◎

ビット9 鉄製品 釘 (25) 10未満 N-245⑥

ピット233 鉄製品 鑑 159-20 N-249

ビ ッ 卜55 鉄製品 管状 13 と3 N-240

ビット9 鉄製品 管状 160-23 N-245◎

ピット214 鉄製品 管状 (43) N-357

ビット8 鉄製品 管状 (37) 40 160-21 N-244

ピット253 鉄製品 管状 (35) N-361

ピット160 鉄製品 刀子 (20) 15 03 N-368

銅製品 159-24 N-237④

飼製品 小壺状 10未満 159-25 N-237◎

第276図 Ⅷ区ピット出土遺物 ⑤
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番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 徴特 産  地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

1 Ⅶ区 表採 陶器 繕鉢 在地 体部～底部 1/4 177 I-294

2 Ⅶ区 表採 ff9器 掴鉢 在地 体部～底部 1/8 122 I-277

3 Ⅶ 区  不 明 陶器 播鉢 筋昌 (7条 ) 在地 体部～底部 1/6 145-4 I-279

4 Ⅶ区 表採 陶器 構鉢 在地 口縁 I-264

5 lll区 表採 陶器 甕 常 滑 13C前半 口縁～頸部 I-76

6 14区  表採 陶器 片口鉢 山茶碗窯系 常 滑 5型式 口縁～体部 149-11 I-200

7 ll区  不明 陶器 片口鉢 山茶碗窯系 渥 美 12C4四 半 口縁 151-6 I-205

8 Vl区  不 明 陶器 甕 正格子押印 在 地 142-4 I-223

9 SD701 1層 陶器 甕 押印あ り 常 滑 148-12 I-96

SD701 3層 上面 青磁 椀 ■b類 同安窯 D剣 徳 部 原38-5 」-43

11 SD701 2層 青磁 椀 12～ 4類 龍泉窯 D ld 底部 1/5 原40-16 」-53

番 号 遺 構 :層 位 種 房l・ 器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(Cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

Ⅶ区  3層上 土製品 不明 (71) 35 1320 P-68

Ⅶ区 3層 上 土製品 羽 日 (57) (45) (28) P-48

番号 遺 構 :層 位 種 屠1器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

Ⅶ区 不明 銅製品 銭貨 元豊通宝 (初鋳年 !宋・ 1078年 ) 径 :255 158-23 N-177

Ⅶ区 不明 アル ミ製品 銭貨 五銭 (昭和 15年 ) 径 :18 158-24 N-178

第277図 Ⅶ区遺構に伴わない中世の遺物 (現代含)



④Ⅳ期の遺構群 (第 215図 )

本期の建物跡は抽出できない。SD 601 B。 701溝によって囲まれている。本期は整地層A層 の形成時

期からA層上の遺構までを含んでいる。重複関係と堆積土の特徴から、整地層A層・集石土坑 1～ 4・

SD 601 B。 701溝 。SE 703井戸跡 。SK601～ 604・ 701ん 703土坑が本期の遺構である。 SD 601 B。 701

溝はⅢ期屋敷跡全体区画溝 SD601A溝埋没後に、その上に再掘削された区画溝である。本期は近世の

遺構群であるが、記載上、前代からの続きとしてここで述べておく。

整地層A層 :基本層序で述べたように、Ⅶ区にのみ分布しているⅡ層上に乗る層である。溝状の窪地

などの低い部分で斑に確認される。Ⅱ・Ⅲ oⅥ層の基本層をブロックで含み、全体的に灰褐色のシル

ト層である。層中には鎌倉時代の遺物を比較的多く含んでおり、鎌倉時代の遺構から出土した遺物と

同一個合のものや接合例も多い。特に、A～ E。 103～ 105グ リッドで東西に伸びる溝状の窪地 (SD

702溝として遺物取 り上げ)か らの遺物は多い。この場所はⅡoⅢ期屋敷跡の主屋あるいは主屋級建物

跡の位置していた地点である。出土遺物には陶磁器 。土師質土器・土製品・石製品 。鉄製品などがあ

る (第 278～ 280図 )。 陶器には中国産・渥美・常滑・古瀬戸・在地産・須恵器系 。近世陶磁器がある。

中国産は緑釉陶器盤である。 SD 703・ 704溝・柱穴などから出土している 7点と同一個体のものである

(第 278図 9)。 渥美には12世紀第 4四半期の山茶碗窯系片口鉢 (第 278図 3)、 甕の転用砥 (第 279図

14)が ある。常滑には押印のある会 (第 278図 6・ 7)、 5型式の甕口縁部 (第 278図 17)、 甕の転用砥

(第 279図 13・ 15・ 16)が ある。古瀬戸には入子 (13世紀後半から14世紀前葉)力 あヽる (第 279図 6)。

在地産中世陶器には悟鉢 (第 278図 1・ 2・ 4・ 13・ 14)、 火鉢 (第 278図 5)、 甕 (第 278図 15。 16)があ

る。須恵器系陶器は橋鉢 (第279図 4・ 5)である。第279図 11・ 12は須恵器系陶器橋鉢片の内面が強く

焼けたものである。磁器には青磁杯Ⅲ2b類・F期 (第 278図 8)・ 青磁椀 I類・D期 (第 279図 10)。 同

安窯系青磁枕 1lb類・D期 (第 279図 8)・ 青白磁合子身 。12世紀後半以降 (第 279図 9)力 あヽる。土

師質土器皿はロクロ使用のものである (第 279図 1・ 2)。 第279図 3は靖鞘状の上師質のものである。

未使用の対鞘。とリベの可能性がある。土製品には転用砥の他に土錘 (第 279図 17)がある。石製品に

は筵・俵編み用の錘状のもの (第278図 10)・ 碁石状のもの (第 279図 18)・ 削痕のある礫 (第 279図 19)。

白雲母片 (第 279図 20)がある。鉄製品には刀子類 (第 278図 H。 第280図 2・ 3・ 4)。 内耳鍋 (第 278図

12)・ 鏃 (第 280図 1)・ 釘類 (第 280図 5～ 10)がある。近世陶磁器は図示できなかったが肥前白磁か

染付の細片と産地不明の内外面鉄化粧の蓋である。陶磁器は I～ Ⅲ期屋敷跡段階の12世紀後半から14

世紀前半のものが主体であり、その他の遺物もそれに伴う可能性が強いものと推定される。該期と推

定される内耳鉄鍋の出土は貴重な例である。日縁部の屈曲 。段と耳の形状などは13世紀代とされてい

る岩手県水沢市玉貫遺跡出上のもの (岩手埋文 :1986)に最も類似している。

整地層A層の形成時期は最も新しい近世陶磁器片 2点の存在から17世紀以降の江戸時代である。

集石土坑 (第 281図 ):石の詰まった 4基の土坑がA～ B・ 104～ 105グ リッドに位置している。土坑内

は大部分が石であり、その他は遺物と石の間の僅かな土である。土は整地層A層 と同じである。4基の

土坑の検出はSD 702溝状窪地の整地層A層除去後であるが、土坑内の土もA層 と同じ堆積上であり、

整地作業の一環として溝地を均す前に周辺地域に散在する石や遺物などを集めて捨てたゴミ穴的な遺

350
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番号 遺 構 t層 位 種 別 す器 種 特 徴 産  地 年    代 残   存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

1 SD702 陶器 橿鉢 在  地 口縁～体部 I-252

2 SD702 陶器 播鉢 在  地 日縁～体部 I-236

3 SD702 陶器 片 口鉢 山茶碗系 渥  美 12C4四半 目縁 t51-5 I-201

SD702 陶器 種 鉢 筋目あ り 在  地 体 部 I-375

5 SD702 陶 器 火 鉢 在 地 体部～底部 1/10 205 I-293

6 SD702 陶器 甕 押印あ り 常  滑 体 部 I-99

7 SD702 陶器 甕 押印あ り 常  滑 体 部 I-102

8 SD702 青磁  ITN 皿2b類 龍泉窯 F期 日縁～体部  1/8 原42-3 」-39

9 SD702 緑釉陶器 盤 見込みに花文 泉州窯系 13C後半～ 14C前 半 口縁～底部 275 原35 」-5

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石 材 写真図版 登録番号

SD702 石製品 陽物 420 156-12 Kd-59

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 傲 長さ(cm) 幅(c凪 ) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

11 SD702 鉄製品 刀子 (27) N-291
SD702 鉄製品 鍋 内耳鉄鍋

曰 径 370 159-23 N-292

命
川
″
．ヲ

‐６
7

10cm

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 徴特 産  地 年   代 残    存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器高

13 Ⅶ区 A層 陶器 信鉢 在  地 口縁～体部 I-253

14 141tt A層 陶器 悟鉢 在 地 口縁～体部 I-250

15 Ⅶ区 A層 陶器 甕 在  地 口縁 141-6 I-218

16 町区 A層 陶器 甕 在  地 日縁 1-425

Ⅷ区 A層 陶器 甕 常  滑 5型式 日縁 I-74

(%)

第278図 Ⅶ区A層 (整地層)出土遺物 ①
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番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 代年 残 存
法  最 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

1 Ⅶ 区 A層 土師質土器 Il ロクロ使用 回転糸切 り 在  地 底部  1/5 Ca-27

2 Ⅶ区 A層 土師質土器 Il ロクロ使用 回転糸切 り 在  地 底部  1/5 Ca-21

Ⅶ区 A層 土器 碗 増禍状 オサエ痕 内面ナデ 在  地 口縁～底部  1/8 (82) Ca-60

4 Tlltt A層 陶器 播鉢 須恵器系陶器 筋 目あり 口縁 153-8 I-409

5 Ⅶ区 A層 陶器 播鉢 須恵器系陶器 口縁 153-9 1-408

Ⅷ区 A層 陶器 入子 輪花状 口縁 古瀬戸 と3C後半～ 14C前葉 口縁～体部 (100) 152-9 1-17

Ⅷ区 A層 的器 甕 押F口 あり 常滑 148-11 I-98

Ⅶ区 A層 青磁 皿 1 lb類 同安窯 D期 口縁～体部  1/5 (111) 原38-1 J-50

9 Ⅶ区 A層 青自磁 合子身 12C後半 口縁 (50) (13) 原36-3 J-89

10 Ⅶ区 A層 青磁 椀 I類 龍泉窯 D期 底部  1/5 原41-1 J-41

11 Ⅶ区 A層 陶器 橋鉢
須 忠 器 糸 阿 器  肉 向 に院 け た

底 部 1-404

12 Ⅶ区 A層 陶器 lg鉢 底 部 1-405

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石 功 写真図版 登録番号

13 Ⅶ区 A層 転用砥 常滑産体部片 -4 5

14 Ⅶ区 A層 転用砥 渥美産体部片 I

15 Ⅶ区 A層 転用砥 常滑産体部片 I-417

Ⅶ区 A層 転用砥 常滑産体部片 I

7 Ⅶ区 A層 土製品 土鍾 孔径0 9cm (28) 17 (10) P-37

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石 材 写真図版 埜録番号

Ⅶ 区 A層 百製品 碁石 21 珪質頁岩 156-6 Kd-17

Ⅶ 区 A層 百製品 礫 削痕あ り (43) (10) 260 デイサイト質凝灰岩 156-10 Kd-6

Ⅶ 区 A層 石製品 雲母 11 055 白雲母結晶 155-10 Kd-48

第279図 Ⅶ区A層 (整地層)出土遺物 ②
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第280図 Ⅶ区A層 (整地層)出土遺物 ③

構と考えられる。集石土坑 1か らは在地産中世陶器悟鉢 (第 282図 1・ 2)。温石 (第 282図 3)、 集石土

坑 2か らは在地産中世陶器悟鉢 (第 282図 4・ 5)・ 砥石 (第282図 6)、 集石土坑 3か らは12世紀第 4四

半期の渥美山茶碗窯系片日鉢 (第 282図 7)。 在地産播鉢 (第 282図 8・ 9)・ 火鉢 (第 282図 H)。 常滑甕

(第 282図 10)。 青磁椀 12～4類・D期 (第 282図 12)、 集石土坑 4か らは12世紀第 4四半期の渥美山茶

碗窯系片日鉢 (第 283図 8)。 在地産悟鉢 (第 283図 1～ 4・ 7)・ 甕 (第 283図 5)・ 瓦質括鉢 (第 288図

0                                 1o cm
(%)

D
望

P101m

農
′
101m

0              1              2m

(%)

6)。 フイゴの羽日 (第 283図 9)・

在地産悟鉢転用砥 (第 283図 10)。

凝灰岩製硯 (第 283図 H)・ 斧状鋳

鉄製品 (第 283図 12)が出土してい

る。図示しなかった細片も含めて

I～ Ⅲ期屋敷跡に伴うものがほと

んどであるが、1点 のみⅢ期屋敷

跡段階までには出現していない遺

物がある。瓦質悟鉢である。在地

での瓦質悟鉢の出現は15世紀後半

とされてお り、日縁部形態からは

本例は16世紀前半までのものと考

えられる (山 中 :1996)。

F′ 101m
爪

り

小

ヰ

キ

番号 直 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) や昌(cm) 厚 さ(cm) 重 さ(g) 写真図版 登録番号

Ⅷ区 A層 鉄 t■I品 棒状 鏃茎か (76) 05 N-247

2 Ⅷ区 A層 鉄製品 刀子身 10 N-378④

3 14区  A層 鉄製品 刀子 (40) 025 159-11 N-270

4 Ⅷ区 A層 鉄製品 把 (16) 07 159-13 N-378③

5 Ⅶ区 A層 鉄製品 釘 (28) 07 05 160-15 N-287

6 Ⅷ区 A層 鉄製品 釘 (33) N-251

IIItt A層 鉄製品 釘 N-250

Ⅷ区 A層 鉄製品 釘 N-288

9 14区  A層 鉄製品 釘 (50) 05 N-238

10 VIltt A層 鉄製品 管状 110 N-279

14区  A層 鉄製品 葉状 中空 159-19 N-286

4号集石

1号集石 4号集石

第281図 Ⅶ区集石土坑
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1号集石上坑出主遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法  塁 (cm)

写真図版 登録番号
日径 底径 器高

1 1号 集石 陶器 穏鉢 在 地 口縁 143-9 I-256

2 1号集石 陶器 種鉢 内面にタール付着 転用権鉢 在 地 体部～底部 1/4 I-292

番 号 遺 構・層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石 材 写真図版 登録番号

3 1号集石 石製品 温石 孔径 1 0cm (1■4) (21) 1750 黒雲母千枚岩 or黒 雲母
片岩

155-3 Kd-55

2号集石主坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 房l・ 器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器高

2号集石 陶器 悟鉢 在 地 口縁～簿部 1/8 (275) 145-2 I-257

5 2号集石 陶器 橘鉢 転用種鉢 穿孔底部 在地 底部～体部 1/2 I-274

番 号 遺 構 :層 位 種 号l・ 器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さにm) 重量(g) 石 材 写真図版 登録番号

6 2号集石 砥 石 中砥 (1■ 6) (57) (20) 1250 砂 岩 Kd-37

3号集石上坑出上遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器高

7 3号集石 陶器 片 口鉢 山茶碗窯系 渥 美 12C後半～13C 口縁 151-4 I-199

8 3号集石 陶器 播鉢 在地 口縁～休部 (253) I-258

9 3号集石 陶器 種鉢 在地 口縁 I-259

3号集石 陶器 甕 押印あり 常滑 体 部 I-108

3号集石 陶器 火鉢 在地 日縁～体部   1/8 I-221

12 3号集石 青磁 椀 12～ 4類 龍泉窯 D期 底 部 1/5 原40-15 J-52

第282図 Ⅶ区集石土坑出土遺物 ① (1号、 2号、 3号 )
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4号集石土坑出土遺物

番号 遺 構 層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年 代 残 存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

1 4号集石 陶器 糖鉢 在  地 口縁～体部 (312) I-260
2 4号集石 陶器 悟鉢 筋 目あ り 在  地 日縁～体部 145-3 I-262
3 4号集石 ∽器 橘91 在  地 体部～底部   1/6 120 I-276
4 4号集石 陶器 播鉢 在  地 体部～底部  1/1o I-275
5 4号集石 陶器 甕 押印あ り 在  地 体 部 142-5 [-222
6 4号集石 瓦質土器 信鉢 筋 目不明際だがあ り 在  地 日縁 154-15 Ga-1

4号集石 陶器 悟鉢 在  地 口縁 144-2 I-26ユ

8 4号集石 陶器 片 口鉢 山茶碗窯系 渥  美 12C4四半 口縁～体部 151-2 I-206

番 号 遺 構・層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

9 4号集石 土製品 羽日
(42) 6345 P-47

10 4号集石 転用砥 在地産中世陶器甕体部片 I-420

番 号 遺 構・層 位 種 別・器 種 徴特 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石 材 写真図版 登録番号

4号集石 石製品 硯 (105) 2600 デイサイト質細粒疑灰岩 155-6 Kd-58

355

番 号 遺 構・層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

12 4号集石 鉄製品 斧 状 160-27 N-3

第283図 Ⅶ区集石土坑出土遺物 ② (4号 )



SD601 B・ 701溝 (第 218図 ):Ⅲ期屋敷全体区画溝 SD 601 A溝 が埋没した後、その上に新たに掘削さ

れた近世の区画溝である。Ы)601B・ 701溝は検出部分ではЫ)601A溝の上をトレースするように掘

削されており、全周しているものと仮定するとⅢ期屋敷跡と同じ広大な範囲を区画していることにな

る。甑)601B溝は幅約 1～ 1.5m・ 深さ約40～ 55cmである。Ы)701溝 はⅦ区南西端と南東端で北側上

端が検出されている。堆積土は 3層 に分かれる自然堆積上である。1層はシル ト層、2・ 3層は細～中粒

砂を層状に含む粘土層である。流水の痕跡が認められる。出土遺物は少ない。SD 601 B溝 出上の陶磁

器は鎌倉時代の常滑甕片・在地産中世陶器甕・悟鉢片が計11点のみであり、 Ы)701溝は常滑甕 (第 277

図 9)。 同安窯系青磁椀 1lb類 。D期 (第 277図 10)。 龍泉窯系青磁椀 12～ 4類・D期 (第 277図 H)

である。これらは溝の年代を示唆する資料ではない。陶磁器の他には馬歯と瓦がある。瓦は鬼瓦の下

に葺く隅瓦かと思われる破片と平瓦の細片である (第 284図 1・ 2)である。隅瓦は凹面にコビキ B手

法、凸面にヘラミガキの痕跡が認められる。胎土は粘土質である。凸面表面は大部分が灰色、一部が

黒色である。平瓦は凹面に縦・横のナデ、凸面にナデ後のヘラミガキが見られる。表面は橙色である。

2点の瓦とも燻し瓦なのかは判然としないが、コビキB手法であることからは、16世紀末以降の瓦で

あり、近世瓦と考えられる。

SE 703井戸跡 (第 285図 ):A・ 107グ リッドに位置している。整地層A層を切って構築している。円

形掘り方の石組円筒形井戸である (宇野 :1982)。 掘 り方上端は径約2.6～2.8mの ほぼ円形で、深さは

約3.lmである。湧水はなかった。井戸側内径は上端約1.2mで、底面から約70cm上 あたりから次第に

窄まり、水溜上面では径約30～ 70cmの楕円形状になっている。水溜部分の石組はなく、深さは約40cm

である。井戸側は長さ約25～40cmの 河原石の小日積みであり、隙間には小石を詰めて補強している。

井戸側に使用した河原石の総数は約1,200個 である。掘 り方埋土は粘土質シル トと砂・礫の混在土であ

る。井戸跡は廃絶後、人頭大の河原石を詰め込んで埋められている。出土遺物には在地産中世陶器火

工
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番 号 遺 構・層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 胎 土 写真図版 登録番号

1 SD6018 1層 瓦 隅丸(?)
外面コビキB後ヘラミガキ 内面コビキ
B手 法

(142) (116) 粘土質 1黎-18 F-1

2 SD601B 西拡張 瓦 平瓦
凹面横方向のナデ 側縁縦方向のナデ
凸面ナデのちヘラミガキ (36) (47) 260 粘土質 lE4-17 G-1

第284図 Ⅵ区 SD601 B溝出土遺物



鉢 (第286図 1)。 甕、常滑甕 (第 286図 2)、 青磁椀 15b類 。E期 (第 286図 3)、 温石 (第 286図 4)、

板碑 (第 286図 5)、 鉄釘がある。遺物はいずれもⅢ期までの屋敷跡段階のものであり、本井戸跡の時

期決定に直接関わる遺物は皆無である。

土坑 :8基の上坑があるが、遺物の出土しているものを取 り上げる。 SK604土坑からは肥前染付碗の

破片が出土している。 SK702土坑からは漆液容器の痕跡を残す生漆が出土している (漆膜分析参照)。

Ⅳ期遺構群の構成 :Ⅳ期は建物跡が不明であり、区画溝内での遺構群の構成を考えることはできない。

本期の遺構からの出土遺物は鎌倉時代のものを主体にして、 15世紀後半から16世紀前半の瓦質播鉢 1

点と近世陶磁器 3点である。戦国時代の遺物はSD601A溝 1層出土の瀬戸・美濃端反皿と集石土坑 4

出土の瓦質悟鉢の計 2点があるが、遺構は抽出できない。本期は近世陶磁器の存在から、江戸時代と

推定され、細い区画溝で囲まれた広い敷地があり、周辺に瓦葺きの建物跡が存在していた可能性を指

摘することができようか。

八

ф

小

半

キ

ｍ
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層聴 土    色 土   性 備 考

1 黒褐色 (10YR3/1) 砂質 シル ト
しま りやや あ り。 粘性 な し。 炭 化物 褐灰
色 (10YR5/1)砂 質 シル トプ ロ ック含 む _

2 暗褐色 (10YR3/3) ンル ト質砂 ル ト小ブロック含む。

3 褐灰色 (10YR4/1) ンル ト質砂 しまり ,粘性な し。

褐色 (10YR4/4) シルト質粘土

5 灰オリーブ色 (5Y4/2) 粗砂・粘土 数センチ～人頭大の礫含む。

層lb 土    色 土  性 備 考

6 暗褐色 (10YR3/3) 糧砂
褐 灰 色 (10YR4/1)粗 砂 混 在。 しま
り 。粘性なし。礫含む。

7 褐色 (10YR4/6) 粘土質砂
暗褐色 (10YR3/8)粘土質シル ト混在。

砂礫含む。SE703礫数 1,155個。

第285図 Ⅶ区 SE 703井戸跡

⑤所属時期不明の遺構 :Ⅵ oⅦ区の遺構の中で、 I～Ⅳ期の遺構として取り上げなかった多くの土坑・

溝 。柱穴とその出土遺物があるが、ここでは詳述しない。これらの遺構・遺物については、各区の観

察表 。図版を見ていただきたい。なお、多くの土坑の中で、遺構の性格の推定できるものはない。長

方形・方形や円形の深い土坑などについては厠跡の可能性を想定して土壌サンプルを採った。土壌の

水洗作業では厠関連の遺物が検出された土坑はなかった。なお、土壌の諸科学的分析はしていない。
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番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特     徴 産  地 年   代 残    存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

ユ SE703 4層 陶器 火勢 孔あり 在  地 口縁 1/4 142-3 I-220

2 SE703 陶器 甕 押印あり 鷲  滑 148-13 I-97

3 SE703 青磁 椀 15b類 龍泉窯 ε期 日縁 原39-8 」-34

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石     材 写真図版 登録番号

石製品 温石 孔径0 6cm 17 2300 黒雲母片岩 155-2 Kd-56

第286図 Ⅶ区SE703井 戸跡出土遺物

⑥遺構に伴わない遺物 :Ⅵ・Ⅶ区の遺物で中世の遺構以外や出土地点不明の遺物は各区の遺物図版の

最後にまとめてある。ここで個別的に詳述しないので、図版をか照していただきたい。
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第6表 Ⅵ区土坑観察表 ①

土 坑 名 位   置 重 複 平面形・規模 (長軸 ×短軸 ×深さ)cm 堆 積 土 壁・底面

SK 601 D・ E-95・ 96 SD602よ り新 しセ 精 円形         130× 104× 24 自然堆積土 外傾・平坦

SK 602 F-97 SD603よ り新しヤ 不整方形         127× 126× 44 人為的埋土 外傾・平坦

SK 603 E-96・ 97 な  し 隅丸長方形        152X122× 64 自然堆積土 外傾・平坦

SK 604 Do E-96 な  し 不整長方形        124Xl10X38 人為的埋土 外傾 丸底

SK 605 」-99,100 な  し 正方形          100X96× 34 人為的埋土 外傾・平坦

SK 606 A-100 な  し 不整楕円形        108X86X18 自然堆積土 外傾・平坦

SK 607 B-100 な  し 隅丸方形         110× 55× 34 人為的埋土 外傾・平坦

SK 608 A・ B-99 な  し 楕円形         114× 78× 40 自然堆積土 内弯・丸味

SK 609 A・ B-98・ 99 な  し 円形           92× 92× 12 人為的埋土 外傾・平坦

SK 610 A・ B-95・ 96 SK649よ り新 しし 隅丸方形        355× 324× 80 自然堆積土 外傾・平坦

SK 611 A・ B-93・ 94 朗勇 04よ り新 し立 円形           412× 387× 100 人為的埋土 外傾・ V底

SK 612 B-97・ 98 な  し 補円形          112× 89× 18 自然堆積土 外傾 平坦

SK 613 B-96 な  し 隅丸方形         106× 84× 24 人為的埋土 外傾・平坦

SK 614 A-96 SK615よ り新 し立 不整隅丸方形       110× 66× 40 人為的埋土 外傾・段

SK 615 A-96 SK614よ り古い 隅丸方形         102× 66× 18 自然堆積土 外傾・平坦

SK 616 E・ F-99,100 SK627・ S1601Bよ り新 し↓ 不整楕円形        250× 90× 32 人為的埋土 内弯・丸味

SK 619 B-99 な  し 長方形          146× 92× 69 人為的埋土 外傾・平坦

SK 620 C-98・ 99 な  し 楕円形          225× 146× 38 人為的埋土 外傾・凹凸

SK 621 A-91 SD606よ り新 し, 円形           約68× 68× 20 人為的埋土 外傾 。平坦

SK 622 B・ C-100 な  し (隅丸方形)       (122)X(50)× 34 人為的埋土 外傾・凹凸

SK 623 D-99 SE601よ り古い (楕 円形)        (116)× (84)× 28 入為的埋土 外傾・平埋

SK 624 E-99 SE601よ り古予ヽ (橋 円死多)           (120)X(70)× 30 人為的埋土 外傾・平坦

SK 625 E-100 な  し 不整(円 形十長方形)   (118)X104× 32 人為的埋土 外傾・段

SK 626 F-100 創601よ り古い (精 円形)        (126)× (74)× 40 人為的埋土 外傾 。段

SK 627 E・ F-99 SK616・ S1601Bよ り古立ゝ (隅丸方形)      (178)× (128)× 42 人為的埋土 外傾・段

SK 628 D-91 な  し 長方形          130X106× 12 自然堆積土 外傾・平埋

SK 629 C-91 な  し 円形           48× 48× 12 人為的埋土 外傾・平埋

SK 630 C-91 な  し 円形           60X60× 16 人為的埋土 外傾・平坦

SK 631-A B・ C-91 SK631Bよ り古� (円 形)         約56× 56× 28 人為的埋土 外傾・平坦

SK 631-B B・ C-91 SK631A・ SK631Cよ り新しヤ 隅丸方形         80× 68× 36 人為的埋土 外傾 。平坦

SK 631-C B-91 紫 631B・ SK631Dよ りせ,い (隅丸方形)       (72)× 78× 12 人為的理土 外傾・平TH

SK 631-D B-91 SK631C・ SK631Eよ り新し立 円形             約 70X70× 36 人為的埋土 外傾・平坦

SK 631-E B-91 SK631Dよ り古ヤゝ (隅丸方形)        70× (32)× 8 人為的埋土 外傾 平坦

SK 632 E-96 SD602よ り古彰ゝ 楕円形          114× 78× 13 入為的埋土 外傾・平坦

SK 633 E・ F-97 な  し 隅丸方形         120× 114X66 人為的埋土 外傾・平坦

SK 634 D・ E-97 な  し 楕円形          116× 90× 24 自然堆積土 外傾・平坦

SK 635 E-98 な  し 隅丸方形         92× 66× 22 自然堆積土 外傾・平坦

SK 636 E-98 SK637よ り新 しし 円形           132X132× 44 人為的埋土 外傾・平埋

SK 637 D・ E-98 SK636よ り古ヤゝ 隅丸方形         102× 86× 20 人為的埋土 外傾・平坦

SK 638 D-98 な  し 長方形          110× 72× 14 人為的埋土 外傾・平坦

SK 639 C・ D-98 な  し 長方形          118X72× 22 入為的埋土 外傾・平坦

SK 640 CD-97 な  し 円形           85X85× 20 人為的埋土 外傾・平坦

SK 641 C-95,96 SD602よ り古い 隅丸方形         182X156X18 自然堆積土 外傾・平坦

SK 642 C-94・ 95 な  し 隅丸方形         190X138× 40 人為的埋土 内弯・ 平埋

SK 643 H-97 な  し 円形              86× 86× 8 人為的埋土 外傾・平坦

SK 644 D・ E-93 SD604よ り古↓ 円形            80× 80× 46 人為的埋土 外傾・平坦
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第8表 Ⅶ区土坑観察表 ①

土 坑 名 位   置 重 複 平面形・規模 (長軸 ×短軸×深さ)cm 堆 積 土 壁・底面

SK 701 F,G-105 SD703・ SK702よ り新 しセ 隅丸方形        134× 130× 60 自然堆積土 外傾・段

SK 702 F・ G-105 SD703よ り新 しくSK701よ り古↓ 長方形         (195)× 106× 42 人為的埋土 外傾・平埋

SK 705 C・ D-111・ 112 鬱901よ り古↓ 正方形          138X136× 34 自然堆積土 外傾・平坦

SK 706 A・ B-109・ 110 働(702よ り新し立 隅丸方形         116× 94× 32 人為的埋土 外傾 平坦

SK 707 8-104・ 105 SD702よ り新 し立 楕円形          160X58× 36 人為的埋土 外傾・平坦

SK 708 G-111・ 112 な  し 構円形          132× 94× 30 人為的埋土 外傾・平坦

SK 709 G・ H-111・ 112 な  し 隅丸方形         108× 88× 36 人為的埋土 外傾・段

SK 710 F-111 SD705よ り新 しヤ 楕円形         128X100× 94 自然堆積土
人為的埋土

外傾・平埋

SK 711 Do E-110 な  し 方形          124× 120× 12 人為的埋土 外傾・平坦

SK 712 H-111 な  し 円形           約 72× 72× 25 自然堆積土 外傾・丸味

SK 713 I-112・ 113 な  し 橋円形           188X150× 72 人為的埋土 外傾・段

SK 714 G-110 SD705よ り新 しし 楕円形         146× 112× 38 自然堆積土 外傾・平坦

SK 715 」・K-112 な  し 隅丸方形         90× 72× 18 人為的埋土 外傾・平坦

SK 716 G-108 な  し 楕円形         128× 98X18 人為的埋土 外傾・平坦

SK 717 H-111 な  し 隅丸方形         120× 84× 22 人為的埋土 外傾・平坦

駅 H-110 な  し 不整(隅丸方形)     132Xl18× 34 人為的埋土 外傾・平坦

SK 」・K-111 SK720よ り新 しい (円 形)         (約 80)× (80)× 38 人為的埋土 外傾・平坦

SK 720 」・K-110・ 111 SK719よ り古ヤ (隅丸方形)       78× (48)× 28 人為的埋土 外傾・平坦

SK 721 I-108 な  し (隅丸方形)       72× (38)× 22 人為的埋土 外傾・平坦

SK 722 」-110 な  し 隅丸方形         112× 80× 28 自然堆積土 外傾・平坦

SK 723 J・ K-110 な  し (隅丸方形)       (84)× 84× 28 人為的埋土 外傾・平坦

SK 724 I-109 な  し 隅丸方形         158× 60× 38 人為的埋土 外傾・平坦

SK 725 I-109 な  し 楕円形         136× 58× 16 人為的埋土 外傾・平坦

SK 726 H-108 な  し 隅丸方形         92× 72X30 人為的埋土 外傾・平坦

SK 727 G-108 な  し 隅丸方形         90× 64× 18 人為的埋土 外傾・平埋

SK 728 A-113 な  し 円形           約94× 94× 54 人為的埋土 外傾・平埋

SK 729 DE-108 な  し 隅丸方形         80× 67× 28 人為的埋土 外傾・平坦

SK 730 F-108・ 109 な  し 不整(隅丸方形)     136× 102× 28 自然堆積土 外傾・平埋

SK 731 C・ D-109・ 110 な  し 不整(隅丸方形)     258× 244× 48 人為的埋土 外傾・段

SK 732 B-109 SX702よ り新 しい 楕円形          118× 94× 22 自然堆積土 外傾・平坦

SK 733 8-110 な  し 長方形          83× 63× 20 人為的埋土 外傾・平坦

SK 734 F-110 焼土土坑よ り新 しセ 円形            80× 78× 10 人為的埋土 外傾・平埋

SK 735 J・ K-107 SK736よ り新しい 楕円形          84× 46× 22 自然堆積土 外傾・平坦

SK 736 J・ K-107 SK735よ り古し 楕円形         (80)× 90× 28 自然堆積土 外傾・平埋

SK 738 H・ I-106 SD709よ り新しヤ 不整(隅丸方形)     100× 70× 44 人為的埋土 外傾・丸味

SK 739 」・K-106 な  し (不整)長方形       110× (68)× 15 人為的埋土 外反・丸味

紫 740 F-107 SD703よ り新 しい 長方形          88× 44× 23 人為的埋土 外傾・平坦

SK 741 F・ G-106・ 107 SD703よ り新 しヤ 隅丸方形         70X42× 22 人為的埋土 外傾・平坦

SK 742 G-106 SD703よ り古い 隅丸方形         70× 60× 20 人為的埋土 外傾・平坦

SK 743 G-105。 106 な  し 不整(楕 円形)      204× 96× 19 人為的埋土 外傾・平坦

SK 744 G・ H-105 な  し 楕円形         250× 128× 21 人為的埋土 外傾・平坦

SK 745 I・ J-101・ 102 な  し 楕円形          226× 94× 16 自然堆積土 外傾 平坦

SK 747 A-109・ 110 SK706よ り新 し立 不整(隅丸方形)     (70)× (64)× 46 人為的埋土 内弯・平坦

SK 748 A-111 SE702よ り古い (袴 円形)         104× 86× 30 人為的埋土 外傾・平坦

SK 749 A-111 SD71lAよ り新 しい 不整(隅丸方形)     108× 86× 22 自然堆積土 外傾・平坦



第9表 Ⅶ区土坑観察表 ②

土 坑 名 位   置 重 複 平面形・規模 (長軸 ×短軸 ×深さ)cm 堆 積 土 壁・底面

SK A′
 -111 SK752よ り新 しくSE702よ り古い (不整X精 円形)     (103)× (20)× 44 人為的埋土 外傾・平坦

SK 752 A′・A-111 112 SK751よ り古い (不整 )(楕 円形)     (108)× (38)× 44 人為的埋土 外傾・平坦

SK 753 A′・A-112 な  し (不整 )(精 円形)?      126× 74X34 人為的埋土 外傾・平坦

SK 754-A SE702よ り古くSK754Bよ り新しし 隈丸方形         96× 66× 27 自然堆積土 外傾・平坦

SK 754-B A-111 SE702・ SK754Aよ り古い (長方形?)       (38)× (52)× 20 人為的埋土 外傾・平埋

SK 756 E-105 な  し (円 形)        約64× 64× 31 人為的埋土 外傾 平坦

SK 757 E-105 な  し (長方形)        114× 74× 24 人為的埋土 外傾 平坦

SK 758 E-104・ 105 な  し 円形           約 74× 74× 19 人為的埋土 外傾・平坦

SK 759 E-104 な  し 桁 円形             94× 62× 10 人為的埋土 外傾 平坦

SK 760 E・ F-104 な  し 隅丸方形         78× 64× 29 人為的埋土 外傾・平坦

SK 761 C・ D-105 な  し 隅丸方形         142× 119× 44 人為的埋土 外傾・平坦

SK 762 C,D-104・ 105 な  し 長方形            149× 96× 20 人為的埋土 外傾・平坦

SK 763 D・ E-103・ 104 な  し 楕円形         108× 62× 54 人為的埋土 外傾・平坦

SK 764 E-103 SK765よ り新 しし 隅丸方形         120× 78× 30 人為的埋土 外傾・丸味

SK 765 E-103 SK764よ り古い (隅丸方形)       (56)× (30)× 8 人為的埋土 外傾・平坦

SK 766 F-102・ 103 SD703よ り古ヤゝ 不整(楕 円形)      150× 150× 82 人為的埋土
自然堆積土

外傾・平坦

SK 767 E・ F-101・ 102 な  し 円形             約 78× 78× 10 人為的埋土 外傾・平坦

SK 768 D-103 な  し 円形           約 62× 62× 28 人為的埋土 外傾・平坦

SK 769 D・ E-103 な  し 楕円形            98× 94× 24 人為的埋土 外傾 平坦

SK 770 C・ D-102 SK771よ り新しヤ 円形           約82× 82× 40 人為的埋土 外傾・平坦

SK 771 D-102 SK770よ り古い (円 形)            約 80× 80× 30 人為的埋土 外傾・平坦

SK 775 D・ E-101・ 102 な  し 不整(隅丸方形)     154Xl12× 11 入為的埋土 外傾・平坦

SK 776 A′・A-104・ 105 SD702よ り新 しい 精円形          178× 70× 46 人為的埋土 内弯・平坦

SK 777 A-109 な  し 隅丸方形         82× 68× 14 自然堆積土 外傾・平坦

SK 779 A-108 SK780よ り新 し, 楕円形          34× 59X18 人為的埋土 外傾・平坦

SK 780 A・ B-108 SK779よ り古↓ (隅丸方形)       94× (76)× 30 自然堆積土 外傾・平坦

SK 781 B-108 な  し (隅丸方形)        (56)× 40× 8 人為的埋土 外傾・平坦

SK 782 A′・A-109。 110 な  し 不整(精 円形)      120× 100× 16 自然堆積土 外 傾 平坦

SK 733 C,D-111 な  し 楕円形          80× 45× 16 自然堆積土 外 傾 平坦

SK 784 C-103 な  し 円形           約 30× 80× 21 人為的埋土 外傾・丸味

SK 785 C-103 な  し 橋円形          (74)× 62× 22 人為的埋土 外傾 平坦

SK 786 B-103 な  し 円形           約 52X52× 12 人為的埋土 外傾・平坦

SK 790 圧・A-103 SK791よ り古ヤゝ (楕 円形)         56X(54)× 13 人為的埋土 外傾・平坦

SK 791 A′・A-103・ 104 SK790よ り新 し▼ 楕円形         98× 70× 24 人為的埋土 外傾・平坦

SK 792 A-102 な  し 精円形         (78)× 43× 22 人為的埋土 外傾・平坦

SK 793 A′ ,A-102 な  し 隅丸方形         (112)× 82× 24 自然堆積土 外傾・平坦

SK 794 A・ B-100。 101 な  し 隅丸方形         186X161× 36 自然堆積土 外傾・平坦

SK 795 C-110・ 111 な  し 不整(楕 円形)       152× 52× 14 人為的埋土 外傾・平坦

SK 796 CD-110 な  し 不整(隅丸方形)     104× 98× 14 人為的埋土 外傾・段

SK 797 C-110 SE701よ り新 しヽ 楕円形          70× 58× 13 人為的埋土 外傾 平坦

SK 798 C,D-110 な  し 楕円形          66× 48× 7 人為的埋土 外傾・平坦

SK 799 C・ D-109 な  し 円形           約80× 80× 30 人為的埋土 外傾・平坦

SK 7100 D-110 な  し 精円形          68× 36× 32 自然堆積土 外傾 丸味

SK 7101 D-111 SX701よ り古い (長方形)        90× (50)× 23 自然堆積土 外傾・平坦

SK 7102 E-104 な  し 円形          約 60× 60× 10 人為的埋土 外傾・平坦



は)Ⅷ区の中世遺構群 (第 287図 )

概要 :Ⅷ区は北側の中心的屋敷跡のある区画Aと南側の区画 Bに挟まれた地域である。遺構検出面は

Ⅲ層上面である。標高約9.6～9.7mのほぼ平坦面で、Ⅶ区の区画Aよ りも約20～ 30cm低 い。A・ B区

画間は推定約20mである。区画Aの南辺外側には区画A屋敷地へ通じる東西通路が想定されることか

ら、区画A・ B間で建物等の建てられる空間は南北幅約16m程度であろう。Ⅷ区で検出された遺構に

は区画 B北辺大溝であるSD 801溝・掘立柱建物跡 6棟・柵跡 5列・井戸跡 1基・土坑13基・溝 2条で

ある。遺構群は調査区東側に偏っており、西部に遺構はない。

SD801溝 :区画 Bの北辺大溝である。調査区南部でその一部を検出した。大部分はⅧ・Ⅸ区間の現用

水路下に伸びている。検出された溝は区画 Bを囲う溝の北西コーナー部分である。この部分か らⅨ区

SD 901溝 。X tt Ы此001溝に継続し、区画 B西辺溝となっている。検出されたコーナー部分は西側に

約 2m程張り出しているが、SD 801溝は古代の小河川跡である餅弼01と重複しており、この張 り出し

部分は小河川段階の堆積上が流されたために形成された形状である。検出部分での確認幅は約 2m、

確認した深さは約 lmであるが、大部分が調査区外であり、本来の規模を示していない。堆積土は大

きく2層 に分かれる。上層は砂・シル ト・粘上の混在した人為的埋土、下層は極細砂～中砂を主体と

した流水による自然堆積土である。出土遺物には 5型式の常滑甕 (第 289図 1)・ 6a型式の片口鉢 (第

289図 3)・ 甕の転用砥 (第 289図 4)、 青磁椀 14類・ D期 (第 289図 2)、 鉄製品関連のフイゴの羽口

(第 289図 5)、 椀型滓がある。陶磁器の年代からは13世紀中葉以降の溝と考えられる。

掘立柱建物跡 (第 287図):6棟の掘立柱建物跡の方向は区画Aの Ⅲ期建物跡方向と同じである。SB 801

～804・ 806掘立柱建物跡が真北から約11～ 14° 東偏するⅢA期の方向、 SB 805掘立柱建物跡が真北か

ら約 19° 東偏するⅢB期の方向である。SB 801掘立柱建物跡はSB 805掘立柱建物跡に切られてお り、

新旧関係も区画AⅢ期建物跡と同じである。建物方向からは区画AⅢ期の建物跡と同時期かと推定さ

れる。

SB 801掘立柱建物跡 :Ⅷ区東部に位置している。身舎の桁行 3間 (柱間寸法約2.6～ 2.8m・ 総長約

7.8m)、 梁行 2間 (柱間寸法約1.8～ 2.lm・ 総長約 4m)で 、四面に柱間寸法約0.9～ 1.2mの廂・縁

のつく南北棟である。建物方向はN12° Eである。占有面積は約62∬ である。柱穴掘り方径約20～ 50

cm・ 深さ約45～ 70cm・ 柱痕跡径約12cmで、掘 り方・深さは身舎部分の方が大きく、深い。角柱・柱穴

根石は確認されない。Ⅷ区の中心的建物跡である。SA801・ 802柵跡はこの建物跡に平行してお り同時

存在と推定される。また、 SB 803・ 804・ 806掘立柱建物跡も方向が同じであり、同時期の建物跡 と考

えられる。 SB 804掘 立柱建物跡の柱穴からはロクロ使用の土師質土器皿が出上している (第289図

9)。

SB 802掘立柱建物跡 :SB 801掘 立柱建物跡の西側に位置している。桁行 5間 (柱間寸法約1.5～ 1.8

m・ 総長約8.2m)、 梁行 2間 (柱間寸法約1.4～ 2m。 総長約3.3m)の 南北棟である。建物方向はN

14° Eである。占有面積は約27.1∬である。柱穴掘 り方径約20～ 30cm・ 深さ約30～ 50cm・ 柱痕跡径約 12

cmで ある。角柱・根石はない。 SA803～ 805柵跡はこの建物跡に平行しており、伴うものであろう。

SB 801掘立柱建物跡とSB 802掘立柱建物跡は直接の重複はないが、伴う柵跡とは重複してお り、同じ
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SK810上 坑

層� 土 色 土   性 備 考

ユ 褐色 (10YR5/1) 粘土質ンルト
灰自色 (10YR3/1)ン ル ト縞状に混在。粘
性 や や あ り.醗 イレ鉄 琲 あ り _

2 黒褐色 (10YR3/1) 粘土質ンルト
しま りな し。 粘性 強 い。 療片 混 入。 黄 橙
色 (10YR3/6)シ ル トブ ロ ック微織 混 入。

3 黒褐色 (10YR3/1) 粘土質シルト 炭 灰多量の混在層。黄橙色 (10YR3/6)シ ル ト象

SK801土 坑

層r6 土 色 土   性 備 考

1 灰黄褐色 (10YR5/2) シル ト

SK802」 Lウt

層恥 土 色 土   性 備 考

I 灰赤色 (12 5YR5/2) 砂質シル ト しまり粘性なし。マンガン粒散在。

2 暗褐色 (10YR3/3) シリレト 地山粒混多。

SK807」 L力t

層Ib 土 色 土   性 備 考

1 黄橙色 (10YR8/6) ン,レ ト おマ ンガ ン粒含 む。しま り・粘性 あ り。

2 灰黄褐色 (10YR4/2) 粘土質シル ト 理 Ⅲ鷺韓 籍理転再瑠秩Ⅲ乏βイ席混

黄橙色 (10YR8/6) 粘土質シルト
褐 灰 色 (10YR5/1)粘 土 質 ンル ト小 ブ

SK810止 坑

SK803」 L力t

層lb 土 色 土   性 備 考

1 灰黄褐色 (10YR5/2) 砂質シル ト 萬芽卜全F屈と客鶴子混入弄要男す甥遵畳深碇

2 浅黄橙色 (10YR8/4) シル ト 褐灰 色 (10YR5/1)粘 土質。シル トブ ロ ッ

S(805=L力t

層rb 土 色 土   性 備 考

と 掲灰色 (10YR4/1) 粘上質シル ト
橙ヽ 色 (10YR3/6)シ リレト混 在。 しま り

尋い。 粘 性 あ り。 は っき りした上。

2 黄橙色 (10YR8/6) シ,レ ト

SK804土 坑

層聴 土 色 土   性 備 考

1 灰責褐色 (10YR6/2) 砂質シル ト しまりあり。粘性なし。細砂燈含む。

2 褐灰色 (10YR5/1) シリレト

3 灰黄褐色 (10YR6/2) 砂質シル ト

SK811土 坑

層lb 土 色 土   性 備 考

1 黄橙色 (10YR8/6) 粘土質シルト

2 褐灰色 (10YR4/1) 粘土質シル ト しまり弱い。粘性あり。炭片含む。

3 黄橙色 (10YR8/6) 粘土質シル ト
褐 灰 色 (IOYR5/1)粘 土 質 シ ル ト小 ブ
ロ ッ ク 湿 在 。 し ま りBIJい 。 粘 性 あ り。

SK806」 Lうt

層lb 土 色 土   性 備 考

1 灰黄褐色 (10YR6/2) 砂質シル ト
しまりあり。粘性弱い。(10YR夕 /41ン ル ト小
ブロック混入.酵IEに 灰由砂膚縞状に入る^

褐色 (10YR5/1) 粘土質ンルト しまりなし。粘性強い

3 褐色 (10YR5/1) 粘土質シルト

4 淡黄色 (25Y3/4) 粘土質シルト しまり 粘性あり。

5 浅黄橙色 (10YR8/4) シリレト しまり弱い。粘性ややあ り。

SK81 2土坑

層16 土 色 土   性 備 考

褐灰色 (10YR4/1) 粘土質シル ト 明黄褐色 (10YR7/6)シ ル ト混在。

2 浅黄橙色 (10YR8/4) ン,レ ト

層lb 土 色 土   性 備 考

1 黄橙色 (10YR8/6) シフレト 焼土プロック 炭片混入。焼面な し。

SK808」 L力t

履恥 土 色 土   性 備 考

と 黄橙色 (10YR3/6) シ,レ ト に 混 在 。

2 灰黄褐色 (10YR4/2) シルト

3 浅黄橙色 (10YR8/4) ン,レ ト

SK81 3二Lウi

層聴 土 色 土   性 備 考

1 浅黄橙色 (10YR8/3) 粘土質ンルト

SK81 4」 L力i

層配 土 色 土  性 備 考

黄橙色 (10YR3/6) シリレト 褐灰 色 (10Yミ 5/1)粘 土 質 ンル トブ ロ ッ
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機能をもった建物として建て替えられた可能性がある。新旧関係は不明である。

SB 805掘立柱建物跡 :SB 801・ 806掘立柱建物跡と重複し、それより新しい。南北棟の建物跡で桁行

は 3間であるが、北半部 2間の柱問寸法約 1.1～ 1.4m、 南半郡 1間の柱間寸法約2.2～2.3mで、総長

約4.8mで ある。梁行は 2間 (柱間寸法約1.9～2.lm。 総長約4m)で ある。北半部は総柱風である。

占有面積は約 19。 2∬である。柱穴掘 り方径約20～ 40cm。 深さ約35～ 45cm・ 柱痕跡径約12cmで ある。角

柱も 1本確認される。根石はない。柱穴からは土錘 (第 289図 8)が出土している。

井戸跡・土坑 。溝 i SE801井戸跡は深さ約1.2mで ある。深い土坑とすべきものであり、厠跡の可能性

も考えられようか。18基の上坑で遺構の性格の分かるものはない。遺物の出土 している土坑も少な

い。SE 801井戸跡からは鉄滓、SK807土坑か らは鉄滓・ガラス質洋・板状鉄製品、SK808土坑か らは

ガラス質滓、SK809土坑からは鉄滓、SK810土坑からは土錘 (第 289図 7)が出土 している。SD 802・

803濤はSB 801掘立柱建物跡段階の区画溝と推定される。幅約40～ 60cm、 深さ約10cmで ある。SD 802

溝はSB 801掘立柱建物跡の西側を区画している。この溝からは鉄製工具 (第 289図 6)が出土している。

Ⅷ区遺構群の整理 :検出された建物跡は建物方向から区画AのⅢ期屋敷跡と同時期と考えられる。Ⅷ

区からⅨ区にかけての地域には区画A・ Bに向かう、幹線道路跡からの枝道Dが伸びている。Ⅷ区遺

構群は枝道Dか ら区画 A・ Bに入る場所にあり、両区画の出入に関連した遺構の可能性がある。また、

溝・土坑からは鉄滓・椀型滓・ガラス質滓 。フイゴの羽日・鉄製工具などの鉄関連遺物が出土してい

る。区画Aの Ⅱ期屋敷跡南面では推定鉄関連遺構や鉄関連遺物が出土しており、Ⅷ区のこれらの遺物

もⅢ期屋敷全体区画溝成立以前・ Ⅱ期屋敷跡段階の遺物かと推定される。建物跡は区画AⅢ期屋敷跡

と同時期と推定されるが、出土遺物は少なく、この場所が溝区画外であることを示している。

151 Ⅸ・ X区の中世遺構群 (第287。 290図 )

概要 :遺構検出面はⅢ層上面である。標高約9.6～ 9。 lmで、南に向かって次第に低くなっている。Ⅸ。

X区の全体区画溝内には区画 Bがある。区画 Bは大溝で区画されたエリアである。検出された区画溝

は北辺のSD 801溝 と西辺の SD 901・ 1001溝である。区画溝南端は近世のSR 1001河 川跡に切られてい

第10表 Ⅷ区土坑観察表

土 坑 名 位   置 重 複 平面形・規模 (長軸×短軸 ×深さ)cm 堆 積 土 壁・底面

SK 801 E-119 な  し 隅丸方形         90× 62× 10 人為的埋土 外傾・平坦

SK 802 E・ F-121 SD801・ SK803よ り新 しい 隅丸方形         112× 84X16 自然堆積土 外傾・平坦

SK 803 F-121 SD801よ り新しくSK802よ り古い (楕 円形)        (70)× (54)× 36 自然堆積土 外反・丸味

SK 804 D・ Ё-119,120,121 な  し 長方形         480× 104× 28 人為的埋土
外傾・平坦

SK 805 C-118 な  し 隅丸方形         148× 72× 20 人為的埋土 外傾・平坦

SK 806 B-117 な  し 楕円形          180× 86× 28 入為的埋土 外傾・段

SK 807 B-117・ 118 な  し (長方形)        (123)× 80× 72 自然堆積土 外傾・平坦

SK 808 C・ D-119・ 120,121 な  し 不整楕円形       360× 150× 18 入為的埋土 外傾・平坦

SK 810 F-120・ 121 SD803よ り新 し� 楕円形          80× 56× 13 人為的理土 外傾・平坦

SK 311 D-121 な  し 円形           約60× 60× 48 人為的埋土 外傾・平坦

SK 812 A-117・ 113 な  し 円形           約54× 54× 8 人為的埋土 外傾・平坦

SK 813 D-118 な  し 円形           約74× 74× 10 人為的埋土 外傾・平坦

SK 814 F-119 な  し 円形           約50× 50× 16 人為的埋土 外傾・平坦
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SD801溝 出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・ 器 種 特 Fll 産 地 年    代 残   存
法   量 (cm)

写真図版 登録番号
回径 底 径 器 高

1 SD801 1層 陶器 甕 常  滑 5型式 日縁～肩部 1/12 148-1 [-75

2 SD801 1層 青磁  小盤 14類 龍泉窯 D期 口縁 原40-10 J-54

SD801 1層 陶器 片日鉢 山茶碗窯系 常  滑 6a型式 体部～底部 149-14 I-427

番 号 遺 構 :層 位 種 房U・ 器 種 特 徴 長さ(cla) 幅(cm) 厚さ(ca) 重量(g) 写真図版 登録番号

4 SD301 1層 転用砥 常滑衰体部片 I-423

5 SD301 1層 土製品 羽 回 スサ入 り 孔径8 8cm (93) 4731 161-1 P-5152

SD802溝 出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さem) 幅他alj 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

6 勤 802 鉄製品 棒状 159-9 N-320

ピット出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 房U・ 器 種 特 徴 長さlcal 幅lcm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

7 SK810 土製品 土錘 孔径0 5cm 2盟 156-22 P-43

8 ピット253 土製品 土錘 指押え痕 孔径 0 7cla (38) P-44

番号 遺 構 :層 位 種 別・ 器 種 特 徴 産 地 年   代 残   存
法   量 (cI)

写真図版 登録番号
日径 底径 器 高

9 ピット4 土師質土器 皿 ロクロ使用 回転糸切 り 在  地 底部 Ca-28

366

表土出土遺物

番号 造 構 :層 位 種 丹U・ 器 種 特 徴 産  地 年   代 残   存
法   量  (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

10 Ⅷ・Ⅸ区間  1層 陶器 悟鉢 在  地 底部 1/5 I-278

第289図 Ⅷ区出土遺物



るが、中世段階には河川に接続していた可能性がある。溝区画内には掘立柱建物跡 7棟・柵跡・土坑

19基が確認されている。遺構群は特徴的な配置をしている。北端部と南端郡だけに集中し、中央部に

は遺構は存在しない。

区画溝 (第287・ 290図):北辺のSD 801溝 と西辺のSD 901,1001溝が検出されている。検出長は北辺

が約10m、 西辺が約75mで ある。現地表面観察 。航空写真 。地形図・地籍図から推定すると一辺約75

m(約 25丈 )の方形の区画とみられる。南辺は中世段階には河川に接続していた可能性がある。現在

の河川は近世以降のSR 1001河川跡と重複しながら、やや南寄 りに流れているが、X区の南側の流路

は東西長約130mに わたって凹状に南に突出している。推定区画 Bエ リアはこの突出部のほぼ中央部に

位置している。その配置 。構成から、この流路が中世まで遡る可能性があり、また、その流路形状か

らは自然河川に手を加えた人工的な水路 (運河)の可能性も考えられる。対岸の�区の調査結果も踏

まえると、この水路の幅は約20m弱 と推定される。西辺の SD 901・ 1001溝は、幅約2.5～ 3.5m。 深さ

約0,9～ 1.4mで、南になるにつれ狭く浅くなっている。底面は緩やかに南方に傾いている。断面形状

は逆台形である。西辺溝の方向は真北から約20° 東偏している。溝の規模・形態 。方向はほぼ区画Aの

Ⅲ期屋敷跡全徳区画溝 SD 601 A溝 と同じである。堆積土は 4～ 7層に細分されるが、大きく2層に分

けられる。下半層は粘土・粘土質シル ト層で細～粗砂を層状に含む自然堆積層、上半層は粘土・シル ト

で基本層ブロック・小礫・炭化物を多量に含む人為的埋土である。自然堆積層からは流水の痕跡が認

められる。南に接続する水路 (運河)に注いでいたものと考えられ、廃絶後埋め戻されている。埋め

戻されている点では区画AⅢ期屋敷跡区画溝 SD601A溝 とは異なっている。なお、この西辺区画溝が

埋められた後には幅の狭い溝がその上に再掘削されている。 SD 901溝の南半部とЫ)1001溝 上で確認

されている (Ы)902・ 1002溝 )。 この溝は幅約65～ 125cm、 深さ約25～ 35cmで、堆積土は灰色の粘土質

シル ト層である。区画Aの Ы鴻01B・ 701溝 と規模・堆積土などは類似しており、区画AⅣ期の区画

溝と同時期の可能性がある。ただし、出土遺物は鎌倉時代の在地産中世陶器甕片 1点のみであり、遺

物からの検証はできない。

SD 901・ 1001溝 からの出土遺物は常滑甕 1点・在地産甕 1点・青磁椀 1la類 。D期 1点 (第 298

図 2)。 鉄釘 1点 (第 293図 3)。 フイゴの羽日 1点・碁石 1点 (第 293図 9)のみである。 12世紀後半

以降の遺物を出土しているが、在地産中世陶器の存在からは13世紀中葉以降の区画溝と考えられ、規

模・形態 。方向の類似からは区画AⅢ期屋敷跡と同時期のものかと推定される。遺物が僅少であるこ

とから、屋敷跡などの日常の生活空間とは異なるエリアと推定される。

掘立柱建物跡 (第 287・ 290図):区画 B内の掘立柱建物跡は北端部にSB 901掘立柱建物跡が 1棟、南

端部にSB 1001～ 1006掘立柱建物跡の 6棟が確認される。調査区内の南北両端にのみ確認され、その

間約50mの範囲は建物跡の存在しない空閑地となっている。区画溝出上の遺物が少ないことから、通

常の屋敷地ではない可能性を考えたが、建物配置も特異な場所であることを示唆している。建物方向

は 3方向に分かれる。 SB 1005掘立柱建物跡はN5° Eで区画AⅡ 期建物跡の方向、 SB 1003掘 立柱建

物跡はN14° EでⅢA期建物跡の方向、SB 901・ 1001。 1002・ 1004・ 1006掘立柱建物跡はN19～ 20° Eで

ⅢB期建物跡の方向である。ⅢB期の建物方向のものが最も多い。X区南端部の建物跡は全て水路に
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平行するような東西棟であり、水路との関連の強い建物跡かと考えられる。

SB 901掘立柱建物跡 :Ⅸ 区北東端に位置している。区画 B内の北西部にあたる地点である。身舎の桁

行 3間 (柱間寸法約2.4～ 2.9m・ 総長約7.8m)、 梁行 1間 (柱間寸法約1.8～ 1.9m)の南北棟で、北・

西・南に柱間寸法約0.8～ lmの廂・縁のつく建物跡である。占有面積は約29.3∬である。建物方向は

区画AⅢ B期 と同じである。柱穴掘り方径約20～ 40cm、 深さ約25～ 50cm、 柱痕跡径約12cmで ある。角

柱・根石はない。梁行 1間の建物跡として概要を述べたが、今回の調査において梁行 1間に廂・縁の

つく建物跡はない。本建物跡は調査区の東端で検出されており、さらに東側に伸びる可能性もある。

検出された柱穴から全体を推定復元すると、身舎の南北長約7.8m。 東西長約5。 6mの南北が長い 3間

四方のもので四面に幅約90cmの 廂 。縁のつく総柱の建物跡となる。復元される建物跡は 1間四面堂に

近い仏堂風の建物跡であり、区画 B北西部に建つ宗教的建物跡かと思われる。なお、検出された柱穴

で完結する梁行 1間の建物跡とした場合は厩跡などの可能性が考えられる。

SB 1001掘立柱建物跡 :X区南西端に位置している。身舎の桁行 5間 (柱間寸法約2.1～ 2.4m・ 総長

約Hm)、 梁行 1間 (柱間寸法3.6m)で、四面に柱間寸法0,7～ 1.lmの 廂・縁のつく東西棟である。

廂・縁は南面が狭くなっている。占有面積は約67.8∬ である。建物方向は区画AⅢ B期 と同じである。

柱穴掘 り方径約20～ 40cm、 深さ約20～ 50cm、 柱痕跡径約12cmで ある。

SB 1002掘立柱建物跡 :SB 1001掘 立柱建物跡の北東部約 6mに ある。 SB 1001掘立柱建物跡の北端側

柱の東部延長線上に本建物跡の南端が位置している。身舎の桁行3間 (柱間寸法約1.9～ 3m・ 総長約

7.lm)、 梁行 1間 (約 3～ 3.lm)で、柱間寸法約70cmの狭い廂・縁が四面につく東西棟である。占有

面積は約37.8どである。建物方向は区画AⅢ B期 と同じである。柱穴掘 り方径約20～ 40cm。 深さ約25

～45cm・ 柱痕跡径約12cmで ある。

SB 1004掘立柱建物跡 :SB 1001掘 立柱建物跡の北lmに平行して建っている。北側柱はSB 1002掘 立柱

建物跡の北側柱とそろっている。桁行 5間 (総長約 10m)、 梁行 2間 (総長約3.3m)の南北棟である。

SD902  滲も6m さ
′
96m

SD901。 SD902溝

SD901溝

層恥 土   色 土   性 備 考

1 褐灰色(10YR4/1) 粘土質ンル ト 黙勝絆猪慾籍絶39亨議

2 灰色(5Y6/1) 粘 土 兵冷弓協鴇湯伊世暫読詔轡怒:轟梶豪

3 灰色(5Y6/1) 粘 土
鉄器 阜

/1)粘上のプロックを含む。酸化

灰黄色(25Y6/2) 粘 土 撲容懇押
色(75YR5/4)粘 上を含む。酸化

5 黄褐色(25Y5/4) 砂質シル ト 酸化鉄含む。

SD1001清

層lb 土    色 土   性 備 考

1 灰黄褐色(10YR守 2) 粘土質シルト
あ

一 〈勒畳隷砕花捩'“身
2 灰黄褐色(10YR4/2) 粘土質シル ト 閣ρ身軽黙露琴裁秩花塚毛昇9
3 灰色(75Y5/1) シル ト質粘土 多布プ響墨

2面
鍵 欝ゼ勢霧筈ルト

4 オ リーブ褐色(25Y4/6) ンル ト質粘土 マンガン粒、酸化鉄含む。 しま りな し。

5 黄褐色(25Y5/3) シル ト質粘土 酸化鉄含む。 しまりな し。

6 にぶい黄褐色(10YR3/4) 粘土質シル ト ∈努テ斥聯 当欲P'疑
状に含tr。 マ

7 オリーブ褐色(25Y4/41 粘土質シル ト す越LAご

'最

詈混浮普奪だ酵与,惹詠砲意ボFンガ
SD902溝

層lb 土   色 上  性 備 考

1 褐色(75YR4/6) 砂質シル ト 酸化鉄含む。

にぶい黄褐色(10YR4/3) ンル ト マンガン粒多く含む。

3 灰黄褐色(10YR4/2) 粘土質ンル ト マンガン粒わずかに含む。

SD 1002溝

層聴 土   色 土  性 備 考

1 暗褐色(10YR3/4) シルト 炭化物・マンガ ン粒含む。

2 褐色(75YR4/4) シ,レ ト 酸化鉄 ,マ ンガン粒含む。
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SK1013土坑

ド96m

S�側6土     撹庁
九

層lb 土   色 土  性 備 考

1 暗褐色 (loYR3/3) シ,レ ト しま りや や あ り。粘性 やや あ り。炭化 物、1

2 イ3飩坊 褐色 (25YR4/4) シリレト しまりなし。粘性ややあり。マンガン粒含む。

3 灰褐色 (75YR5/2) 粘土質シル ト
し ま りな し。 粘 性 あ り。 酸 化 鉄 マ ン ガ ン

SK1002」L七元

SK1008土 坑

層聴 土   色 土  性 備 考

1 褐色 (10YR4/4) シルト しま りやや あ り。 粘性 やや あ り。 炭 化 物

2 暗褐色 (10YR3/4) シル ト 焼土粒含む。

SK1010」 Lウt層lb 土    色 土  性 備 考

1 暗褐色 (10YR3/3) シル ト 意郊飛妨 魏鮮甫葛鬱晏6庵∫り術【望

暗褐色 (10YR3/3) ンル ト

にぶい黄褐色 (10YR73) シルト しま りや や あ り。粘 性 あ り。炭化 物 若 i

オリーブ褐色 (2「OY4/3) 粘土質シル ト
し ま りや や あ り。 粘 性 あ り。
炭 化 物 、 マ ン ガ ン 粒 含 む _

SK1003上 坑

層聴 土    色 土  性 備 考

ユ 嗜褐色 (10YR3/4) シルト

2 黒褐色 (25Y3/2) シ,レ ト しまりな し。粘性ややあり。炭化物含む。

SK1013=Lコ i

層聴 土    色 土  性 備 考

1 にぶい黄褐色 (10YR73) シル ト

2 オリーブ褐色(25Y4/4) シ,レ ト しま りな し。 粘 性 やや あ り。 マ ンガ ン粒

SK1009」Lウ花

層聴 土    色 土   性 備 考

1 にぶい黄褐急 10YR4/3) シフレト しま りやや あ り。 粘性 な し。 炭 化 物  褐
色 シル トブ ロ ック含 む。

SK1017」 Lウt

層lb 土   色 土   性 備 考

1 灰黄褐色 (10YR4/2) ン,レ ト ヱ尾魯患P警増桂長ユ&:ぇ戸堆留燕,

層血 土    色 土   性 備 考

灰黄褐色 (10YR4/2) 粘土質シル ト ン粒 含 む。

2 褐色 (10YR4/4) 粘土質シル ト

SK1 006土坑

SK1012」 L力t

層lb 土   色 土  性 備 考

1 暗褐色 (10YR3/3) シリレト

にぶい黄褐色 (lllYR73) シル ト し ま り や や あ り。粘 性 な し。褐 色
(10VR4/6)シ ,レ トブロックギlb.

層lb 土   色 土   性 備 考

1 暗褐色 (10YR3/4) シ,レ ト しまりややあり。粘性なし。炭化物、マ
ンガン締合お^

2 暗褐色 (75YR3/4) 粘土質シル ト
しまりややあり。粘性ややあり。灰化物、燒土
粒多最。褐■ (loYR4/6)シルト上粒含む。

3 オリーブ褐色 (25Y4/3) 粘土質シルト

SK1004EL均 花

層聴 土    色 土  牲 備 考

1 灰黄褐色 (10YR4/2) ン,レ ト
しま りやや あ り。粘 性 な し。炭 化物、にぶ い
黄橙色 (10Y6/4j砂 管 ンル ト■蹄食 す|.

2 褐色 (10YR4/6) シリレト
しま りあ り。粘 性 やや あ り。炭 化 物含 む。
明褐 色 (10YR3/3)上 混 在。

3 褐色 (10YR4/6) ン,レ ト

4 褐色 (10YR4/4) ン,レ ト 地山粒混多。

SK1 007」 Lウt

SK1014■ 坑

層聴 土   色 土   性 備 考

ユ 嗜褐色 (75YR3/4) シ,レ ト

2 オリーブ褐色(25Y4/4) 粘土質シル ト

SK1015二Lう花

層聴 土   色 土   性 傭 考

1 暗褐色 (10YR3/3) シ,レ ト 塀擁温羞も釈ラ貿立製讃竃
SK1016」Lウt層lb 土    色 土  性 備 考

1 暗褐色 (10YR3/4) シル ト 羊鷺≧譴象9刈城翠 溜留赫
。り

2 黒褐色 (25Y3/2) シフレト しまりな し。粘性ややあ り。炭化物含む。

SK101l ELウ t

層臨 上   色 土   性 備 考

1 暗灰黄色 (25Y4/2) ン,レ ト

2 暗灰黄色 (25Y4/2) ンル ト

3 暗褐色 (10YR3/4) ン,レ ト しまりなし。粘性あり。褐色 (10YR4/6)

4 黄褐色 (25Y5/3) ン,レ ト し ま り な し。 粘 性 あ り。 炭 化 物 、 焼 土 粒
若 千 含 む 。

SK1005」Lもt

層血 土   色 土   性 備 考

1 にぶい黄褐色 (lllYW3) シル ト
にぶ い黄 褐 色 (10YR5/4)土 混在。

2 灰褐色 (75YR4/2) 粘翌質シル ト しまりなし。粘性あり。炭化物、焼土粒含む
`

3 褐色 (10YR4/4) シ,レ ト しまりなし。粘性あり。炭化物含む。

4 灰オリープ色(75Y5/2) 粘 土 しまりな し。粘性あ り。炭化物含む。

5 オリープ褐色 (25Y4/4) 粘土質シル ト しまりややあり。粘性ややあり。炭化物含む。

黒褐色 (25Y3/2)

暗褐色 (10YR3/3)
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占有面積は約33�である。建物方向は SB 1001・ 1002掘立柱建物跡と同じである。

SB 1003掘立柱建物跡 :SB 1001掘 立柱建物跡と重複し、それより古い。建物方向は区画AⅢ A期と同

じである。桁行 3間 (総長約6.7m)、 梁行 1間 (総長約3.6m)の東西棟である。占有面積は約24,1∬

である。

柵跡 :SA1001・ 1002柵跡はX区南端部のⅢB期建物跡に伴うものである。 SA901～ 903・ 1003・ 1004柵

跡は径約10～ 20cm・ 深さ約 5～ 25cmの小ピットである。柱痕跡の認められないものが多く、杭打ち込

み式の柵跡と考えられる。重複関係をみると、SD 901溝堆積土上で確認されることから、区画 Bに伴

うものではなく、それより新しいものである。柵列形状からは建物跡や屋敷地を区画する柵跡ではな

いと思われる。

上坑 :19基の土坑は区画 B南端部に集中している。いずれもその性格は不明である。土坑出土の遺物

としては、 SK 1001土坑の砥石 (第 293図 6)、 SK 1003土坑の鉄釘 (第 298図 8)、 SK 1004土坑の碁石

(第 293図 7)、 SK1011土坑の在地産中世陶器橋鉢片がある。土坑出土の遺物は少ない。

遺構に伴わない遺物 :表土・X ttA層から陶磁器・鉄製品が出土している (第 293図 )。 6a型式の常滑

山茶碗窯系片日鉢 (第 293図 4・ 10)、 在地産悟鉢 (第 298図 H)、 青磁椀 11類 。D期 (第 298図 5)、 刀

子 (第 293図 12)がある。

区画 Bの遺構群の構成 :区画 Bは推定一辺約75mの方形の区画地である。北・西・東は幅約 3m・ 深

さ約1.2mの 大濤でかこまれ、南辺は水路 (運河)に接している。建物跡は北西部に 1棟あり、その他

6棟は全て南端部に位置している。中央部に建物跡はない。建物跡は区画Aの Ⅱ～Ⅲ期建物跡の方向

のもので、ⅢB期の建物が 5棟と最も多い。土坑も南端部に集中している。遺物の出土が少なく、区

画 Bの遺構群の性格について遺物から考える資料はない。そこで、建物跡の配置・形態などから区画

Bの性格を想定してみる。ⅢB期の建物跡をみると、北西部に 1棟 と南端部に4棟があり、広い中央

第11表 X区土坑観察表

土 坑 名 位  置 重 複 平面形・規模 (長轍 X短軸 ×深さ)clu 堆 積 土 壁・底面

SK 1001 B-146・ 147 な  し 精円形          80× 50× 22 自然堆積土 外傾・平坦

SK 1002 D-146・ 147 SK1003よ り新 しい 糖円形          74× 60X34 人為的埋土 内弯・丸味

SK 1003 D-146 SK1002よ り古い 不整(構円形)      52X(18)× 14 自然堆積土 外傾・平坦

SK 1004 E-146 な  し 円形          約90× 90X174 人為的理土 外傾・平坦

SK 1005 A-146 SK1016よ り新 しい 楕円形          98× 82× 42 人為的埋土 外傾・平坦

SK 1006 A-146・ 147 SK1014よ り新しい 不整長方形        128× 78× 66 人為的埋土 外傾・平坦

SK 1007 A-146・ 147 SK1011よ り新し↓ 隅丸方形         122× 110× 48 自然堆積土 外反・丸味

SK 1008 F-146・ 147 な  し 円形           約 74× 74× 24 人為的埋土 内弯・平坦

SK 1009 F-147 な  し 円形          約82× 82× 10 人為的埋土 外傾・平坦

SK 1010 G-147 な  し 脩円形          84× 72× 20 人為的埋土 外傾・平坦

SK 101ユ G-147 SK1007よ り古い 不整(楕 円形)      (80)× 90× 32 人為的埋土 外傾・平坦

SK 1012 G-145 な  し 円形           約76× 76× 22 自然堆積土 外傾・平坦

SK 1013 G-145・ 146 な  し 楕円形          60× 46× 22 人為的埋土 外傾・丸味

SK 1014 A-146 SK1015よ り新 しくSK1006よ り古い (楕 円形)        38× (441× 48 人為的埋土 外傾・平坦

SK 1015 A-146 SK1016よ り新しくSK1014よ り古立ゝ (隅丸方形)       100× 56× 26 人為的埋土 内弯・丸味

SK 1016 A-146 鋭(1005・ SK1015よ り古い (精 円形)         73× (52)× 36 自然堆積土 外傾・平坦

SK 1017 H-145 半分削平 (精円形)        116× (63)× 34 自然堆積土 外傾・平坦
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SD901溝 出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 号1器 種 特 徴 産  地 年    代 残    存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

l SD901 3層上 土師器B 椀 赤焼土器・ 回転糸切 り 在 地 体部～底部 1/8 Ca-29
2 SD901 4層 青磁 椀 1 la類 龍泉窯 D期 口縁～体部 原41-10 J-55

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

3 SD901 鉄製品 釘 130 N-329

Ⅸ区基本層出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 産  地 年    代 残    存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

4 表土 陶器 片口鉢 山茶碗窯系 常  滑 6a型式 口縁 149-15 〔-428

5 表土 青磁 椀 11類 龍泉窯 D期 口縁 原41-5 J-56

X区土坑出土遺物

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石     材 写真図版 登録番号

6 SK1001 石製品 砥 石 中砥 デイサイト 155-25 Kd-40

SK1004 検出面 石製品 碁石 15 珪質頁岩 156-8 Kd-18

番 号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

8 SK1003 鉄製品 釘 N-330

SD1 001溝 出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 石     材 写真図版 登録番号

9 SD1001 検出面 石製品 碁石 瑳質頁岩 156-7 Kd-19

X区基本層出土遺物

番号 遺 構 :層 位 種 21・ 器 種 特 徴 産  地 年    代 残    存
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底径 器 高

10 A層 陶器 片 口鉢 山茶碗窯系 常  滑 6a型式 口縁 149-16 I-207

11 表土 陶器 種鉢 在  地 日縁 I-263

番号 遺 構 :層 位 種 別・器 種 特 徴 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 写真図版 登録番号

12 A層 鉄製品 刀子 刀 身 159-26 N-332

第293図 区・X区出土遺物



部は空閑地である。北西部の建物跡は推定復元された形態から宗教的建物跡かと推定された。南端部

の建物跡は水路に接して平行して建てられていることから水路 (運河)に関連する建物跡である可能

性が考えられた。水路に近い建物跡は水運に関係した施設かと思われ、船着場の近くに建てられたこ

れらの建物跡は荷揚げされた物資の管理・収納などに関わるものかと考えられる。、また、この水路は

南北約400mに及ぶ長大な全体区画の南限でもあり、南端部の建物跡は全体区画の南の防備も兼ねてい

たものと推定される。このように区画 Bの 1つの機能として水上交通による運搬に関わる場所と推定

した場合、その背後の広い空閑地は流通の拠点に設けられた市の可能性が浮かび上がってくる。遺構・

遺物からそれを実証する資料はないが、遺跡西側の幹線道路跡から区画 Bに伸びる枝道Dがあること

は区画 Bがある程度開かれた場所であることを示しており、市の立つ場であった可能性はある。区画

B北西部のSB 901掘立柱建物跡は市神の可能性も出てこようか。いずれにせよ、区画 Bの空閑地は多

くの人々を収容する広さがあり、区画内でもあることから日常的ではない何らかの特別の活動や儀式

などを行う空間、馬の調教・放牧や騎射三物などを行う馬場などとしても使用可能な場所として確保

されていたものと考えられる。

中世遺構全景

Ⅶ区 SX 701石 敷堅穴遺構
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第295図 中世掘立柱建物跡 ② (Ⅲ・V区 )

375



SB604

全__生3 ▲ ]9

S:根石 (単位 :m)

ヒ__す____卑____十~…叫挽∂

SB605

第296図 中世掘立柱建物跡 ③ (Ⅵ区)



4ン  ~ZZ~Z6~Z4口 21 9 25 9 24 Vs 27り 31

s 26 ~ 2

S:根石

。)

第297図 中世掘立柱建物跡 ④ (Ⅶ区)
(単位 :m)



SB719

S

ｔ
　

ｌ

　

　

ω

】

Ｉ
ＳＩ

S:根石                  (単 位 :m)

院∂

第298図 中世掘立柱建物跡 ⑤ (Ⅶ区)

378



ヒ_す___阜す司げ_すゴ肱)

第299図 中世掘立柱建物跡 ⑥ (Ⅷ～X区 )

(単位 :m)



X 近世以降の遺構と遺物

概要

近世の陶磁器が出土している遺構としては、 I ttSDlH新溝、Ⅱ区罰904土坑、Ⅲ区骰(324土坑、

VttSX501遺構、Ⅵ oⅦ区Ⅳ期遺構、 X tt SR 1001河 川跡がある。その他、近世陶磁器が表土・Ⅶ区

整地層A層・X ttA層 から出土している。

SDlll新溝 (第 190図):I区北西端部に位置している。鎌倉時代の区画溝 SDlH古溝を切っている。

幅約 2m。 深さ約50～ 70cmで、堆積土は層状の砂層を挟む粘土層である。用水路と考えられる。堆積

土最下層から近世陶磁器が22点 出土している。美濃 1点、月巴前 9点、唐津 1点、瀬戸・美濃 1点、小

野相馬 1点、大堀相馬 3点、岸窯系 2点、堤 1点、不明 3点である。美濃は皿、肥前は香炉・碗・筒

形碗・呉器手碗・皿、唐津は大鉢、瀬戸・美濃は香炉、小野相馬は灯明具、大堀相馬は香炉、岸窯系

は括鉢 。香炉、堤は播鉢である。内14点を図示した (第 300図 1～ 11・ 13・ 16・ 17)。 16世紀末から18

世紀の陶磁器を含んでいる。江戸時代中に埋没した水路跡で、その後、重複して北側に再掘削され現

在に至っている。

SK 204土坑 (第 187図 ):Ⅱ 区南端部中央に位置している。一辺約1.2mの 方形土坑である。堆積土か

ら小野相馬系の香炉片が出土している (第300図 12)。 18世紀頃と推定される。

SK 324土坑 (第 181図 ):Ⅲ 区南西部に位置している。径約1.2mの 円形土坑である。18世紀頃の瀬戸・

美濃の碗片が出土している。

SX 501遺構 (第 211図):V区ほぼ中央部やや北寄 りの地点に位置する不整形の大型土坑である。中世

全体区画溝地域にも及んでおり、上端を壊している。広さは東西南北約20mで、深さは約 5～50cmで

ある。底面・壁面は凹凸が著しい。堆積土は人為的埋土であり河原石も多く含まれている。土取 り穴

あるいはゴミ捨て場かと考えられる。堆積土からは近世陶磁器が26点 出土している。肥前 6点、唐津

2点、頑戸・美濃 3点、美濃 4点、大堀相馬10点、堤 1点である。肥前は碗・呉器手碗 。猪日。小壺、

唐津は碗・呉器手碗、瀬戸・美濃は碗・志野皿、大堀相馬は碗、堤は悟鉢である。内 8点を図示した

(第 301図 )。 18世紀代のものが多いが、16世紀末から19世紀後半のものまで含んでおり、この土坑は

明治時代以降のものである。

SR 1001河川跡 (第290図):X区南端部に位置している。中世の遺構を切っている。この場所には中

世段階の水路も存在していたものと推定している。最大幅約14mまで検出したが、土層確認のための

西端部での トレンチ調査のみを実施し、全体は調査していない。近世陶磁器は41点 出土している。肥

前 7点、信楽 1点、唐津 4点、瀬戸・美濃 2点、美濃 1点、小野相馬 6点、大堀相馬18点、不明 3点

である。肥前は碗・皿・鉢・瓶、信楽は色絵碗、唐津は鉢、瀬戸・美濃は碗 。壺、美濃は志野皿、小

野相馬は碗 。土瓶、大堀相馬は碗 。皿である。内H点を図示した (第 302図 )。 16世紀末から19世紀後

半までのものを含んでおり、この河川跡は江戸時代から明治時代頃まで機能していたものと推定され

る。この河川跡と重複して、その南側には現在まで続く小河川が流れている。

表土などの遺物 :表土・Ⅶ区整地層A層・X ttA層 などからも29点 の近世陶磁器が出土している。内



覇又 ▼¬ 「巨三三耳
===¶

匡巨三テ
澤~~1

∩
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
川
甲

３

7

寺 認

(Qノ
18

0                         10Cm
(/)

″

17

〔 駆 影

番 号 遺 構 :層 位 種 別 :器 種 特 徴 産  地 年 代
法  量 (銅 )

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

l SDll1 4層 磁器碗 染 付 肥   前 18C前半 (95) (36) 170-1 近 3

2 SDll1 4層 磁器碗 染付 肥   前 (110) (43) 170-2 近 4

3 SDll1 4層 磁器碗 筒形碗、陶胎染付 肥   前 17C後半以降 (45) 170-3 近 8

4 SDll1 4層 磁器碗 染付 肥   前 17C or 18C 170-4 近 115

5 SDll1 4層 磁器碗 陶胎染付 肥   前 [7C後半以降 170-5 近 16

6 SDll1 4層 磁器碗 染付 (一重網 目文 ) 肥   前 17C代中～後半 (23) 170-6 近 17

7 SDll1 4層 陶 器 志 野 美   濃 16C末～ 17C初 め (09) 170-7 I-30

8 SD 1 4層 陶器香炉 灰 釉 大堀相馬 18C代 (65) (32) 170-8 速

9 SDll1 4層 陶器香炉 鉄 釉 岸窯系 ? 近 15

0 SDll1 4層 陶器香炉 鉄 釉 瀬戸美濃 18C? (116) (41) 170-9 近 9

SDll1 4層 磁器香炉 青磁 肥   前 17C 近 2

SK204 陶器香炉? 小野相馬 近22

3 SDll1 4層 陶器灯明具 小野相馬 18C (59) 70- 0 近 1

4 表 土 陶器鉢 大鉢、刷毛目文 唐 津 ? (42) 170-14 近 125

5 表 土 陶器皿 菊皿 瀬戸美濃 17C後半 170-13 I-32

6 SDll1 4層 陶器大鉢
唐 津二彩 、 断面 に漆 つ ぎの あ と

唐   津 と7C後半 (240) 170-11 近 10

SDll1 4層 陶器摺鉢 鉄釉 不   明
４
ｉ

170-12 近 12

8 表 土 陶器碗 上絵付、京焼風 肥   前 18C 70- 9 近65

第300図 近世陶磁器 ① (I ttSDlll・ Ⅱ区SK204・ 表土)
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番 号 遺 構 :層 位 種 別 :器 種 特 徴 産  地 年 代
法  量 (cm)

写真図版 登録番号
口径 底 径 器 高

1 SX501 1層 陶器皿 炭化物付着 瀬戸美濃 ? 17C後半 (130) 170-18 1-34

2 SX501 1層 陶器碗 灰 釉 大堀相馬 18C (102) (22) 近32

3 鬱(501 1層 陶器碗 自濁釉に飴釉流 し 大堀相馬 18C (106) (27) 170-17 近41

4 試 501 1層 磁器碗 染 付 肥   前 170-16 近37

5 9(50 1層 磁器皿 染付、唐草文 肥   前 18C (135) (24) 近27

6 SX501 1層 磁器猪日 白磁 肥   前 江戸時代 (50) 近25

7 SX501 1層 磁器小壷 巽 付 肥   前 (19) 近26

8 SX501 1層 陶器碗 灰 釉 大堀相馬 18C後半 170-15 近60

第301図 近世陶磁器 ② (VttSX501落ち込み)
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番号 遺 構 :層 位 種 別 :器 種 特 徴 産  地 年 代
法   量  (cm)

写真図版 登録番号
日径 底 径 器 高

1 SR1001 陶器碗 淡青色釉、飴釉流 し 小野相馬 18C前半～中 (110) (63) 近72

2 SR1001 陶器碗 灰釉鉄釉かけわけ碗 大堀相馬 18C前半以降 (120) (40) 170-22 近98

3 SR1001 陶器皿 鉄 絵 大堀相馬 を8C～ 19C (09) 170-20 近77

4 陶器中皿 灰釉、鉄絵 大堀相馬 18C以降 (13) 近95

5 SR1001 磁器皿 染 付 肥  前 17C～ 18C (64) (■ 0) 170-21 近81

6 SR1001 陶器皿 鉄絵皿、底部 大堀相馬 18C-19C (04) 170-23 近 110

7 SR1001 陶器壺 ? 灰 釉 瀬戸美濃 18C or 19C (149) (33) 170-24 近89

8 SR1001 陶器鉢 or香 炉 鉄 釉 岸窯系 ? 17C代 (110) (20) 170-25 近73

9 SR1001 陶器鉢 飴 釉 岸 窯 系 17C代 (166) (32) 近90

SR100 陶器信鎌 鉄 釉 岸 窯 系 17C代 近74

SR1001 陶器橋鉢 鉄 釉 不   明 17C～ 18C 170-26 近 106

382

第302図 近世陶磁器 ③ (XttSR1001河川跡)



3点だけを図示した (第 300図 14。 15。 18)。

江戸時代の遺構はⅦ区Ⅳ期の遺構群・Ⅸ oX区の SD 902・ 1002区画溝の他は前記の土坑 。水路跡・

河川跡だけである。区画A・ 区画Bの場所にも新たな区画溝が掘削されているが、他の遺構との関連

は把握できない。16世紀末以降の江戸時代の遺物が出土しており、この地域での何らかの活動の痕跡

は認められるものの、建物跡などの遺構との関係が不明である。「奥州名取郡大野田村名取寺観音之縁

起」 (寛文12年 。1672年 :仙台市博物館所蔵の伊達家寄贈文化財・古記録55『諸縁起』下巻所収)と

『封内風上記』によれば、元亀 2年 (1571年)に舜雅僧正が荒廃していた名取寺を中興し、天正中に

は気川の兵乱で焼失した建物を栗野大膳が再興している。慶長中には本山派修験善性院が別当となり、

寛永中には郡山氏七左衛門尉治祐が名取川の決水で荒れた寺を復興し、元禄12年 (1699年 )、 伊達綱村

の命により再建され、大竜山名取寺の旧寺号を復活したとある。遺物からみると、陶磁器は16世紀末

以降であり、特に17世紀から18世紀の陶磁器の多いことと名取寺の復興・旧号復活の時期は整合性が

ある。しかし、遺構からは、区画AのⅣ期区画内に瓦葺きの建物跡を想定したいが立証できない。都

市計画道路 「川内・柳生線」関連遺跡である元袋遺跡の近世遺構との関係や今後の周辺地域の調査に

期待したい。
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� 仙 台 空襲 の傷 跡

I区以南�区までの地域からは仙台空襲の時の焼夷弾が16発出土している。戦前・戦中の仙台は東

北地方における商都・学都であると共に第二師国の設置された軍都でもあった。旧仙台城には第二師

団司令部が置かれ、その周辺や市内には軍関連の施設が配置されていた。仙台空襲は敗戦直前の昭和

20年 (1945年)7月 10日未明のことである。年前 0時 5分、松島湾上空から飛来した120機以上の米軍

爆撃機 B29の大群により、焼夷弾・高性能爆弾の投下による25回 の波状攻撃を受けた。市街地の中心

部と第二師団司令部のあった川内地区周辺は全焼し、廃墟と化した。攻撃は市中心部から始まり、後

に市東部や南部に拡大した。被災面積は当時の全市域の27.8%。 市街地の約17%である。王ノ壇遺跡

での焼夷弾の出土は市南部に攻撃が拡大した証拠である。大野田地区北方の長町地区には東北特殊鋼、

西多賀丘陵三神峰には陸軍士官養成の幼年学校、砂押には火薬庫などがあった。当時の大野田地区は

畑。水田の広がる農村地帯であったが焼夷弾は投下されている。大野田在住の方からの聞き取りでは、

水田面に多数の焼夷弾が落下し、名取川の南部にも投下されたそうである。現在継続中の王ノ壇遺跡

西側の区画整理事業に伴う大規模調査でも多数の焼夷弾が発見されている。大野田地区の西方の山田

地区南部には、その時の焼夷弾で焼けた家屋の一部が現在でも

残っている。仙台空襲に使われた焼夷弾は資料では、12,961発

とされ、種類は油脂性焼夷弾50kg。 100kg級 と小型エレクトロン

焼夷弾であった (仙台市史編さん室 :1997)。

発見された16発の焼夷弾はいずれも燃え尽きたもので、不発

弾ではなかったが、状況により、警察官立ち会いのもとに取 り

上げ、自衛隊へ送 り処理していただいた。出土地点の深さは地

表面から約50cm以上の深さであり、中には約1.5m下の縄文時代

の遺物包含層に達しているものもある。断面観察できたものに

は、地中深く突き刺さった焼夷弾の開けた細い穴に水田の土が

入り込んでいるものがある (第303図 )。 これまでに仙台市内の

発掘調査で焼夷弾の出土している遺跡としては、名取川南部の

太白区後河原遺跡、名取川北部の太白区王ノ壇遺跡 。大野田古

墳群 。富沢遺跡・山田条里遺跡、青葉区川内仙台城跡などがあ

る。遺跡は土地に刻み込まれた全ての時代の事実を残している。
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第303図 焼夷弾断面 (I区西壁)
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� 地 震 痕 跡

概要

I・ Ⅱ区で地震の痕跡である噴砂が確認された。噴砂は震度 5以上の激しい地震の時に、地下水に

満たされていた砂礫が震動で液体のようになり (液状化現象)、 上を覆つている土を引き裂いて地表に

噴出するものである。王ノ壇遺跡の噴砂・液状化跡は宮城県内の遺跡の調査では初めて確認されたも

のであり、地震考古学の提唱者である寒川 旭氏 (通産省工業技術院地質調査所近畿 。中部地域地質

センター主任研究官)に現地にて御指導いただいた。この時の、王ノ壇遺跡の地震痕跡の一部につい

ては、既に、寒川氏が『地震考古学』 (中公新書 :1992)の 中で紹介されている。ここでは、 I・ Ⅱ区

の噴砂・液状化跡の調査概要について述べたい。なお、王ノ壇遺跡の地震痕跡の概略については、『発

掘された地震痕跡』 (埋文関係救援連絡会議・埋蔵文化財研究会 :1996)で も報告している。

I区 :I区の噴砂 。液状化跡は北部の縄文時代の河川跡と中央部のX層上面で確認された。縄文時代

の河川跡では堆積土断面で噴砂を確認しているが、面的な調査は実施していない。以下では、面的調

査を実施した I区中央部X層上面の液状化跡・噴砂について説明する。

I区 中央部X層上面 (第304図):古代遺構の調査終了後、Ⅵ層下の縄文時代の遺構・遺物の有無を把

握するために設定した試掘 トレンチで噴砂を確認していた。その後、 I区中央郡西側に位置する環状

配石遺構の検出中に面的に液状化跡を確認した。検出面の標高は約8.5～ 8.8mである。液状化跡はX

層上面で砂脈として確認された。D～ I・ 58～ 63グ リッドの南北約16m。 東西約14mの広さで検出し

た。確認範囲の北側に接して縄文時代の河川跡がある。南北方向の砂脈の方向はN20° Wで、東西方向

の砂脈の方向はE40° Sである。砂脈の幅は最大約 4 cmと 細いものである。8ヶ 所のトレンチを設定し、

噴砂の状況を確認した。X層は上部がシル ト質砂～極細砂、中部が細砂～中砂、下部が粗砂～径約 3

～ 5 cmの小礫混じり粗砂と下層ほど粒子が粗く、深さ約 lmで最大径約30cm大 の円礫を含む砂礫層に

なる。噴砂の断面観察では、①砂礫層上層のX層下部層が噴出していること、②噴砂内砂は上部にな

るほど粒子が細いこと、③最上部はシル ト質・粘土質であること、④噴砂中の小礫は長い方が縦になっ

ていることなどが理解された。そして、土層観察用のベル ト部分に残っている基本層との関係ではⅦ

層を切って立ち上がっていることが確認された。Ⅶ層中には縄文時代後期末葉～晩期初頭の土器を含

んでいることから、噴砂は縄文時代晩期初頭以後のものであることが分かった。 I区中央部噴砂では

Ⅶ層を切ることまでしか分からなかったが、 I区北部の河川跡の断面で確認した噴砂は河川跡堆積土

自体が噴出したもので、河川跡堆積土を引き裂き河川跡埋没後のⅥ層中まで達している。Ⅵ層からは

弥生土器が出土しており、このことから噴砂は弥生時代から現在までのある時期のものであると言え

る。詳細な時期決定資料はない。

Ⅱ区 :Ⅱ 区東部・西部の 2ヶ 所の深掘リトレンチでのX層上面の縄文時代の遺構検出作業中に砂脈を

確認した (第 305図 )。 A～ D。 34～ 35、 H～ I。 30。 34グ リッドに位置している。X層上面の標高は

約8.2～ 8.9mで、西部に傾いている。東部 トレンチの砂脈は東西長約Hm、 約 2m程北に伸びる部分

もある。西部 トレンチの砂脈は部分的で東西約 2mのものである。東部の砂脈の方向はE5～ 20° Sで
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ある。砂脈の幅は約 1～ 6 cmで ある。砂脈を平面的に観察すると、検出面での砂脈の砂は一様ではな

く、シル ト質・極細砂・細砂 。細～中砂 。中～粗砂・粗砂が最小長約 5 cm、 最大長約 lmの長さで異

なっている。7ヶ 所のトレンチを設定し、噴砂の状況を確認した。噴砂の立ち上がりはⅧ層下郡まで認

められたが、それより上層までの立ち上がりは確認されなかった。噴砂の特徴は I区中央部と同じで

あるが、lヶ所だけ砂脈に平行する横断面を観察している (第 305図 )。 約1.2m下に径約 10～ 20cmの 円

礫を含む砂礫層があり、その上面から噴砂が噴出している。この部分では噴砂は 2ヶ 所から噴出して

いる。立ち上がった噴砂はそのまま垂直に上までは伸びず、途中で合流あるいは枝分かれして横・斜

め方向に噴出している。この場合、検出面の砂脈の砂の粒子は前述したように各種の粒子が現れ、 I

区中央部の垂直に噴出した噴砂のように上部の粒子の細いものだけにはならない。

まとめ :イ山台市内では初めての地震痕跡が確認された。確認された地震痕跡は液状化跡 。噴砂であり、

I区北部の縄文時代の河川跡を挟んで、南の I区中央部と北のⅡ区のX層上面で検出された。他の調

査区では確認されなかったことから、河川跡流域で水分を多く含み地盤の軟弱な場所での確認と言え

80m

Xe

il与 )

H!場∂

第305図  Π区噴砂
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る。基本層を引き裂いて立ち上がる噴砂断面の観察からは弥生時代以降の地震によるものと言えるだ

けである。ある時期の地表面の遺構に影響を及ぼしている例はなかった。遺跡北西部の西多賀丘陵麓

には長町―利府構造線と呼ばれる活断層が走っているが、確認された砂脈の方向はこの活断層の方向

に直交あるいは平行しているわけではない。王ノ壇遺跡の地震痕跡は太平洋プレー トによるものなの

か断層活動によるものなのか、そして、いつの地震の痕跡なのかは現状では不明である。周辺地域で

の新たな地震痕跡の情報に期待される。他に仙台市内で地震痕跡の確認されている遺跡には大白区大

野田元袋遺跡・下ノ内遺跡、太白区郡山西台畑遺跡・北目城跡、太白区山田北前遺跡、若林区中在家

南遺跡、青葉区川内仙台城跡などがある。遺跡は地震予知のための情報源でもある。

I区 噴砂No 4(北から)

寒川氏調査風景
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� 総 括

今回の発掘調査では縄文時代から現代までの遺物・遺構が発見された。ここでは、縄文時代・古墳

時代・古代・中世を中心として、各時期の遺物 。遺構について整理する。

1.縄文時代

縄文時代の遺構・遺物は I区・V区 。Ⅵ区を中心として発見された。Ⅶ～X層の4面で遺構が確認

され、Ⅶ・Ⅸ層は遺物包含層である。遺物包含層の遺物は同一層位として取り上げたものでも地点に

より型式差が認められた。遺構 。遺物の層位的出土状況を基にし、土器の型式的特徴を加味しながら

縄文時代の新旧関係を全体的に整理すると、 I段階 :I区中央部のX層上面遺構・遺物とⅨ層下部遺

物、Ⅱ段階 :I区南部からV区北部のⅨ層遺物とⅨ層上面遺構・遺物、Ⅲ段階 :Ⅱ 段階と同一地点の

Ⅶ層遺物、Ⅳ段階 :V区南部からⅥ区北部のⅧ層上面遺構 。遺物とⅦ層遺物、V段階 :I区中央部北

寄りのⅦ層上面遺構・遺物、Ⅵ段階 :I区 中央部南寄 りのⅦ層上面の遺構 。遺物となる。 I区南半郡

からⅥ区北部の間で、時期による遺構・遺物の検出地点の変遷が認められる。各時期は I段階 :後期

中葉初頭頃、Ⅱ～Ⅳ段階 :後期中葉、V段階 :後期後葉、Ⅵ段階 :後期末から晩期初頭である。遺構・

遺物の主体は後期中葉のⅡ～Ⅳ段階である。

遺物 :縄文土器を主として整理する。 I～Ⅵ段階の土器を層位的に整理して再提示する。

I段階 :I ttX層上面の環状配石遺構に伴う土器である。小型の壼と粗製の深鉢がある。日縁部が外

反する壺は薄手である。日縁部が内弯気味に直立する壺胴部のクランク状文様は、福島県玉川村堂平

B遺跡第 2号住居跡床面資料に例がある (山内 :1986)。 深鉢には、波状口縁で頂部にキザミをもち、

日縁部が外反するものと平縁のものとがある。胴郡下半は直線的である。器形・文様の特徴から、縄

文時代後期中葉初頭頃と推定される。本遺跡の西方約600mにある伊古田遺跡出土の土器は後期中葉宝

ケ峰式の初頭で、関東地方の加曽利 BI式に併行する段階とされている (渡郡 :1995)。 伊古田遺跡の

土器と比較すると、壺は形態的に類似しているものがあるが、文様構成が異なり、また、キザミのあ

る波状日縁の粗製深鉢はない。 I段階の土器は伊古田遺跡に先行する前葉末～中葉初頭の土器群であ

る。

こ段階 :代表的資料は I区Ⅸ層上面の S1101竪穴遺構出土土器である。精製・粗製の深鉢・鉢・浅

鉢 。大小の壼・注目土器・ミニチュア土器などがある。精製深鉢の日縁部には突起をもつもの 。波状

のもの。平縁のものがある。突起・波状は 3・ 4・ 5単位のものがある。器形は、上半部が外反・外傾・

内弯のものがあり、下半部は大部分が締め腰風である。日縁端部の断面は波状の頂部では丸く、低い

部分では上面平坦で角張つている。日縁部には無文帯をもち、その直下の胴部上半には基本的に縄文

を伴う横位平行沈線文・反転平行沈線文が施されている。横位平行沈線文には縦位の短沈線やキザミ・

S字状沈線が施されている。突起や波状口縁のあるものの中には、最上位の横位平行沈線文が突起・

波状のある部分で上に引きずられやや波状を呈している。粗製深鉢は日縁端部が丸く、日縁部は外傾。

内弯気味のものがある。後者の方が多い。胴部下半は直線的なものと精製深鉢と同じく締め腰風のも
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第306図  I段階縄文土器拓影

のとがある。地文だけのものが多いが、櫛描条線文のものもある。また、日縁部直下に段をもち、沈

線の巡るものもある。沈線上部は無文帯である。深鉢の器壁は後期前葉までのものに比して薄くなっ

ている。鉢・浅鉢には波状のものと平縁のものとがある。波状日縁は全て 4単位である。底部は平底

で、丸底のものはない。文様をもつものと無文のものとがある。小型のものを除き、前者は日縁部に

無文帯をもっている。無文帯下には沈線が巡り、下部には地文・反転平行沈線文や連弧文などの横方

向に展開する文様帯が伴っている。斜行沈線で充慣しているものもある。壺には大小のものがある。

大型のものは、日縁部が長く直立気味に外傾し、胴部上半に最大径をもっている。胴部は球形と長胴

形のものがある。前者は日縁部に縄文帯、胴部上半に上下に交互する連弧文と充填縄文による文様を

もつもの、後者は地文だけのものである。小型の壺は日縁部は無文帯で、胴部上半に弧状・波状の文

様をもっている。注目土器は胴部文様を沈線で表現するものと浮き彫り状に表すものの 2種類がある。

鉢・浅鉢・壺・注目土器の胴下半部も窄まった締め腰風である。本段階の土器の器形的特徴は、①胴

部下半の締め腰風形態、②日縁端部が丸くおさまること (突起のある日縁部と波状口縁の低い部分を

除く)、 ③日縁部が内弯気味のものが多いことである。

Ⅲ段階 :I区南部からV区北部のⅦ層出土遺物とSK H4・ H5土坑出土土器がある。Ⅱ段階の土器分

布域と同じである。この場所は微高地であり、Ⅸ層・Ⅷ層がなく、Ⅶ層下がX層である部分も多い。

このため、 I～ Ⅱ段階の上器が含まれている可能性があるが、出土層位は上層であり、新しい段階の

土器として提示する。精製・粗製の深鉢 。鉢・浅鉢などがある。精製深鉢は波状日縁のもので、日縁

部に無文帯をもち、その下の胴部上半に横位平行沈線文と弧状縦位短沈線・反転平行沈線・帯縄文な

どの文様をもっている。波状口縁は4単位と5単位以上のものがある。日縁部は内弯気味である。ロ

頸部と胴部の境に屈曲部や強い段をもつものがある。粗製深鉢には地文のみのものと斜行櫛描条線文
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のものがある。鉢・浅鉢は日縁部に斜行沈線のあるものと無文帯のものがある。台付浅鉢は 3波状で、

日縁部に無文帯、その下の沈線下に地文のものである。本段階の土器の器形的特徴は、Ⅱ段階には確

認されない胴部との境に屈曲部 。強い段をもっていることである。文様構成では日縁部無文帯の幅が

Ⅱ段階に比して広くなっている。

Ⅳ段階 :Ⅳ段階にはV区南部からⅥ区北部のⅧ層上面検出遺構・ SX 502・ 503落ち込み 。SK657～ 659

土坑出上の土器とV区南部からⅥ区北部のⅦ層出土の土器がある。層位的には前者と後者は細分され

るが、Ⅷ層上面検出の遺構は、Ⅶ層上面あるいはⅦ層中掘 り込みの遺構であり、ここでは同じ段階の

遺物として整理する。土器には精製 。粗製の深鉢・鉢・浅鉢・壷・注目土器・吊手土器などがある。

精製深鉢には突起をもつもの・波状日縁のもの 。平縁のものがある。突起のあるものは少ない。突起

をもつものと波状口縁のものは口縁部と胴部の境に 1段から2段の屈曲部をもっている。Ⅲ段階から

見られた特徴がこの段階では盛行している。Ⅱ段階までとは異なる土器製作上の変化と考えられる。

胴部下半はⅡ・Ⅲ段階のように締め腰風ではなく、緩やかな丸みをもって底部に至るものが多い。突

起は 4単位、波状口縁は 4・ 6単位のものがあり、偶数を基調としているものが多い。突起のあるも

の 。波状日縁のものの日縁部は全て内弯している。日縁端部断面はどの部分でもやや肥厚しており、

端部上面が平坦なものが多い。突起・波状口縁のものはいずれも日縁部文様帯がある。沈線区画の縄

文帯や沈線区画内・隆帯上の刻目・刺突である。その下は幅の広い無文帯になり、胴部上半部には横

方向に展開する沈線区画と充填縄文手法によるクランク状の文様が描かれている。Ⅱ oⅢ段階の文様

帯の施文順序は縄文→沈線と下描き沈線→縄文→仕上げ沈線 (充填縄文)があるが、Ⅳ段階の文様は

全て充填縄文手法によるものである。充填縄文には同・異種縄文原林による羽状縄文が多く、0段多条

の原答を多用している。日縁部や胴部上半文様帯の上下などには刻目を多く使用している。平縁のも

のは胴部から口縁部にかけて直線的に外傾する器形が多いが、日縁郡が内弯気味のものもある。日縁

端部は平坦・平坦気味のものを主体とする。文様は日縁郡と胴部下半の平行沈線で区画された充填縄

文帯を沈線・充填縄文によるS字状・クランク状文様で繋いでいるものが多い。充填縄文手法で0段多

条の同・異種縄文原体による羽状縄文が多用されている。粗製深鉢は全て平縁である。器形は平縁の

精製深鉢と同じのものが主体であるが、胴上半部に括れをもつものもある。地文には 0段多条の縄文

原体を使用しているものが多く、櫛描条線文のものもある。櫛描条線文をもつものには地文施文後の

ものや小型粗製深鉢もある。胴部上半に括れをもつものは括れ部の上に無文帯をもっている。鉢・浅

鉢には波状口縁と平縁のものがある。文様は沈線区画の充填縄文によるもので、刻目・刺突 。羽状縄

文を多用している。沈線による横位の綾杉文で区画内を充填するものもある。壺は破片しかないが、

日縁部が直立するもの 。直立した後外反するものがある。直立するものには全面地文のみのものがあ

り、胴部が算盤玉状の特徴的な器形をしている。文様のあるものはクランク状の沈線・充填縄文、0段

多条の羽状縄文である。注口土器で、ある程度復元されたものは異形の壺形態のものである。沈線内。

隆帯上に刻目による文様を施したものである。吊手土器は破片から復元したものである。孔の開いた

2突起と縄文 。沈線による文様・外縁の刻目をもっている。Ⅳ段階の土器の特徴としては、①精製深

鉢で突起のあるもの 。波状日縁のものは 1～ 2段の屈曲部をもち、前段階からの上器製作技法上の変
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化が顕著であること、②器形では、精製深鉢の突起・波状のものは日縁部が内弯し、胴下半部にやや

丸みをもち、精製深鉢の平縁のものと粗製深鉢の多くは直線的に外傾しており、Ⅱ・Ⅲ段階のような

締め腰風のものが認められないこと、③口縁部形態では、精製深鉢の突起・波状のものは肥厚し、全

ての器種の端部上面が平坦 。平坦気味で、Ⅱ・Ⅲ段階では突起・波状のある精製土器の日縁部の低い

部分での特徴であったものが、全体的な特徴となっていること、④文様構成では、Ⅱ・Ⅲ段階と異な

り、文様帯は上下縄文帯をS字状・クランク状の縄文帯で縦に繋いでいること、⑤施文技法では、全

て充填縄文手法であり、0段多条の同・異種縄文原体による羽状縄文と口縁部・屈曲部での刻目。刺突

が多用されており、特に、羽状縄文と刻目 。刺突の盛行はⅡ・Ⅲ段階では認められないこと、⑥異形

の壺形注目土器や吊手土器が土器組成に加わることなどがある。

Ⅱ～Ⅳ段階の整理 :Ⅱ ～Ⅳ段階の土器は宮城県河南町宝ケ峰遺跡出土土器を標式とする宝ケ峰式土器

である (伊東 :1957・ 198と、志間 。桑月 :1991)。 伊東信雄氏により関東地方の縄文時代後期中葉の加

曽利 B式に相当するものとして型式学的に設定されたものである。その後、後藤勝彦氏により鳴瀬町

宮戸島台囲貝塚の第二層出土土器を型式学的に細分し、加曽利Bl式 とB2・ 3式にそれぞれ併行する

型式として宮戸ⅡaoⅡ b式が設定されている (後藤 :1956・ 1957)。 近年においては、気仙沼市田柄

貝塚での層位的出土資料を基に類似土器を第Ⅲ群土器として提示している (手塚■986)。 田柄貝塚第

Ⅲ群土器は加曽利B2式併行段階を主体とし、Bl～ B3式併行段階も含むものとされている。この

ように、宝ヶ峰式土器は加曽利 B式土器に併行する段階の土器として認識されているものの、その細

分については型式学的検討に留まっていた。王ノ壇遺跡の調査では、この宝ヶ峰式上器を層位的に提

示することができた。出土層位と地点の相違からⅡ～Ⅳ段階の土器として提示した。Ⅱ～Ⅳ段階の土

器は、型式学的には大きく2段階に細分可能である。Ⅱ・Ⅲ段階の土器とⅣ段階の土器である。それ

ぞれの特徴については前述した通 りであるが、両者を比較すると、刻目・刺突帯 (Ⅳ段階)と縦位沈

線のある横位平行沈線文・反転平行沈線文 (Ⅱ ・Ⅲ段階)の融合したようなスムーズな変化を示す土

器はなく、また、土器製作技法・器形 。日縁端部の特徴・文様と施文技法の特徴などもあまりにも乖

離している。前者と後者は洪水堆積土と推定されるⅧ層を挟んでおり、一定期間の断絶が予想される。

この大きく三分された土器群と加曽利 B式土器との併行関係は直接的には不明である。敢えて、併

行関係を述べれば、本間 宏氏による福島県内の該期土器の検討 (本間■996)を 参考にすると、Ⅱ・

Ⅲ段階は加曽利B2式併行段階、Ⅳ段階は加曽利B2式併行段階を主体とし、加曽利B3式併行段階

を一部含む時期となる。また、鈴木克彦氏による東北地方北部の十腰内土器編年 (鈴木 ■996・ 1998)

に対応させると、Ⅱ・Ⅲ段階は十腰内 2式 (古・新段階)併行段階、Ⅳ段階は丹後平式併行段階を主

体とし、十腰内 3式併行段階を一部含む時期となろうか。この併行関係の認識はあくまでも類例から

の推定である。今後、他地域との併行関係や整合性について、在地での該期土器編年の構築を基礎に

した、より詳細な実証的・広域的検討が期待される。

V段階 :I区 中央部北寄りのⅦ層上面のSK l13土坑出上の上器である。深鉢が2点ある。内弯する日

縁部のもので、日縁部には山形突起をもっている。文様は、沈線と櫛描条線文による入 り組文のもの

と瘤状突起が付き、沈線間に連続刺突文をもつものがある。この土器はいわゆる瘤付土器様式のもの



であり、宮城県の縄文時代後期後葉 。金剛寺式土器 (伊東 :1957・ 1981)で ある。類似土器は宮戸Ⅲ

b式上器 (後藤 :1962)や田柄貝塚第Ⅵ群土器 (手塚 :1986)な どに認められる。

Ⅵ段階 :I区中央部南寄りのⅦ層遺構 。観団 02落 ち込み出土の土器である。深鉢 。鉢・台付鉢などが

ある。深鉢・鉢・台付鉢の日縁部には大小の山形突起がつく。文様の特徴は三叉文のある入り組み文

である。台付鉢は破片復元であるが、大小突起は4単位、文様単位は 7単位になると推定され、突起

単位と文様単位は整合していない。類似土器は宮戸島台囲貝塚出土土器 (小井川 :1980)や中沢目貝

塚Ⅳ群土器 (須藤・関根 :1995)な どに認められる。縄文時代後期末から晩期初頭の上器である。

以上のように、縄文時代の上器は、 I段階 :後期前葉末～中葉初頭、Ⅱ～Ⅳ段階 :後期中棄、V段

階 :後期後棄、Ⅵ段階 :後期末から晩期初頭であり、Ⅱ～Ⅳ段階は層位的・地点的に細分された。
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I段階縄文土器 (環状配石遺構)

A-29
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Ⅱ段階縄文土器

第311図  I・

(S1101堅 穴遺構)

Ⅱ段階縄文土器
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S1101竪 穴遺構

第312図  Ⅱ段階縄文土器
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第313図  Ⅱ段階縄文土器
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Ⅱ段階縄文土器 (区層・土坑)
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Ⅲ段階縄文土器 (I区Ⅶ層・土坑 )

第314図  Ⅱ・ Ⅲ段階縄文土器
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V段階縄文土器 (SKl13土 坑) Ⅵ段階縄文土器 (SX102落ち込み)

第317図  V・ Ⅵ段階縄文土器

最後に、土器以外の遺物として石鏃についてのみ、若干触れておきたい。Ⅱ～Ⅳ段階に伴う石鏃の

形態は無茎 6点 (凹基 1点・平基 5点)。 有茎46点で、約90%が有茎である。Ⅱ段階以前の伊古田遺跡

遺物包含層では石鏃16点中に有茎が 1点のみである。無茎から有茎への大きな変化が確認される。

遺構 :I～Ⅵ段階に伴う遺構について整理する。

I段階 :I区中央部の環状配石遺構がある。低地部の平坦面にある。第 2号埋設土器遺構もこの段階

かと推定される。環状配石遺構は仙台市内では初めての検出である。本遺跡の北方には、先行する段

階と推定される大野田遺跡の配石遺構群 (主浜 :1995)があり、その関連が注目される。

Ⅱ段階 :I区南部からV区北部の微高地周辺に立地するS1101堅穴遺構と土坑群 (SK l16～ 128・ 512

～535土坑 :計33基 )。 第 1号埋設土器遺構がある。土坑には貯蔵穴・柱穴・墓坑などがあると推定さ

れる。特に、V区の土坑の多くは堆積土とイノシシ形土製品・耳飾り。骨細片などの出土遺物から墓

坑の可能性がある。また、 SKl18・ 119。 122・ 116・ 126。 123・ 518・ 535土坑は配置 。断面形・堆積土・

深さから微高地上の掘立柱建物跡の柱穴の可能性を考えた。第1号埋設土器遺構は推定建物跡の中心部

に位置している。

Ⅲ段階 :I区南部の SK l14・ 115土坑がある。微高地上にある。新q15土坑は底面に焼面をもってい

る。

Ⅳ段階 :V区南部からⅥ区北部の微高地とその周辺の鬱∞ 02・ 503落ち込み・罰(5H・ 657～ 660土坑が

ある。また、Ⅵ区北端部微高地では堅穴住居跡の周溝の可能性も考えられる弧状の溝と焼面が検出さ

れている。

V段階 :I区 中央部北寄りの平坦面のSKl12・ H3土坑がある。

Ⅵ段階 :I区 中央部南寄りの平坦面の観鶴 02落 ち込みがある。

A-66



2.古墳時代

王ノ壇古墳 。大野田 5～ 9号墳の6基の円墳とSK656土坑墓が確認された。遺構検出面はⅥ層上面

である。古墳は古墳築造当時の東西に伸びる4列の自然堤防状の微高地上に立地している。北から、1

列目にⅢ区大野田 5号墳、2列目に I区王ノ壇古墳、3列目にV区大野田6号墳、4列目にⅥ・Ⅶ区大野

田 7～ 9号墳 。SK656土坑墓がある。大野田 5号墳・王ノ壇古墳 。大野田8号墳は埴輪を樹立した古

墳である。古墳・土坑墓の時期は古墳時代中期後半である。

遺物 :埴輪について整理する。特に、出土量の多い大野田5号墳と大野田8号墳の埴輪を再提示する。

大野田 5号墳の埴輪 :円筒埴輪と朝顔形埴輪がある。円筒埴輪は完形品をみると、2凸帯 3段構成で、日

縁部が緩やかに開くものである。底径 15.5cm。 日径26.8cm・ 器高43.6cmで ある。各段の長さは、第 1

段 16.4cm。 第 2段 13.6cm。 第 3段 13.6cmで 、第 1段はやや長く、第 2・ 3段は等しい。基郡は厚みがあ

り、底面は平坦である。日縁部は角張り、端面は平坦であり、沈線状に窪むものは少ない。外面調整

は 1次調整タテハケのみである。内面調整は斜め方向のナデで、第 3段は横方向のハケである。日縁

部はヨコナデである。ハケの条線は幅 l cm間 に5～ 7条の粗いものである。凸帯内面にナデはない。

凸帯は上・側・下面を強くナデている。断面形は側面がやや窪む台形である。スカシ孔は径約 8 cm程

のほぼ円形で、第 2凸帯下部のナデ部分から穿たれており、第 2段の上方に位置している。基部以外

での厚さは平均約 l cm強 のものが多い。色調は赤褐色系で赤味が強い。朝顔形埴輪は完形のものはな

いが、円筒部にスカシ孔が 2段に認められるものがあり、3凸帯4段構成と推定される。3凸帯4段構

成と確認されたのは初めてである。肩部は張り、頸部から上は一端屈曲して大きく外反している。肩

部径25,6cm。 頸部径17.2cm。 日径43.9cm。 残存器高47.5cmである。外面調整は頸部から上はタテハケ、

肩部は横 。斜め方向のハケト円筒部はタテハケである。内面調整は頸郡から上が横・斜め方向のハケ

で、屈曲郡凸帯内面はナデられ、肩郡は横方向のナデ、円筒部は縦方向のナデである。スカシ孔は径

約 8 cmの ほぼ円形で、第 2・ 3段の中央部に穿たれているが、第 2段 と第 3段のスカシ孔の位置は90°

ずれている。日縁端部や凸帯の形状・ハケ条線数・厚み・色調は円筒埴輪と同じである。

大野田8号墳の埴輪 :円筒埴輪と朝顔形埴輪がある。円筒埴輪は2凸帯 3段構成のもので、日径34cm

以上の大めのものと口径25cm前後の細めのものとがある。器高はほぼ同じである。日縁部が緩やかに

開くものと端部のみが外反するものがある。太めの円筒埴輪は口縁端部が沈線状に窪むもので、第 2・

3段の長さがほぼ同じものと第 3段の長いものとがある。外面調整は 1次調整夕身ハケのみである。

日縁部とその下方はヨコナデされている。内面調整は縦方向のナデで、凸帯内面には横方向のナデが

認められる。第 3段内面は横方向のハケである。ハケの条線は幅 l cm間 に10～ 14条 と細い。凸帯の最

終仕上げナデは上面のみである。そのため、断面形がやや垂れ下がるものがある。また、凸帯上面仕

上げのナデにはなんらかのナデ具が使用されているようで、凸帯上方のタテハケ部分に断続的な沈線

が認められるものがある。第 2段のスカシ孔は径約 6 cmの ほぼ円形で、第 2凸帯近くの上方に位置し

ている。厚みは約 l cm弱 のものが多い。色調は橙色系である。細めの円筒埴輪には完形品に復元され

たものがある。底径17.6cm・ 口径24.2cm・ 器高52.2cmで、各段の長さは第 1段 16.4cm。 第 2段 17.8cm・

第 3段 18cmで ある。第 3段が特に長いわけではない。基部はやや厚いが、大野田5号墳のものほどで
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はない。底面には竹や章のような棒状の植物の茎の痕跡が認められ、凹凸が著しい。日縁端部・外面

調整・ハケ条線・凸帯・スカシ孔・厚さ 。色調などは大めのものと同じである。円筒埴輪の凸帯下に

は 1条ないし2条の沈線が認められるものがあり、凸帯設定の基準線かと考えられる。なお、日縁部

形状・基部の特徴 。ハケ条線 。厚さ・色調など大野田 5号墳のものに類似するものも混在している。

朝顔形埴輪は 2凸帯 3段構成のものである。肩部が張らない撫で肩のものである。肩部の外面調整も

タテハケであり、外面調整は全面 1次タテハケのみである。円筒部の形態・調整などの特徴は細めの

円筒埴輪と同じである。頸部から上は屈曲しながら大きく開いている。調整は外面タテハケ、内面横。

斜め方向のハケである。

大野田 5・ 8号墳の埴輪の整理 :大野田 5号墳と大野田8号墳の埴輪の編年的位置について整理する。

郡山低地の円筒埴輪については、藤沢 敦氏によって詳細な編年案が提示されている (結城・藤沢 :

1987、 藤沢■992・ 1996)。 この地域の円筒埴輪には五反田古墳系列と富沢窯跡系列の 2系列が認めら

れている。大野田 5。 8号墳の円筒埴輪の特徴は富沢窯跡系列の埴輪のものである。富沢窯跡系列の埴

輪はTK 208型式からTK47型式の間で変遷したものとされ、1段階 。2a段階 。2b段階の 3段階に細

分されている。これに対応させると、大野田 5号墳の埴輪は2a段階、大野田8号墳の埴輪は 2b段
階のものとなる。なお、大野田 5号墳と大野田8号墳の埴輸はハケ条線 。日縁部形態 。基部底面 。厚

さ・色調などの特徴は大きく異なっており、この間にさらに何段階かの変遷が想定される。王ノ壇古

墳の埴輪の特徴は大野田 5号墳により類似しており、これも2a段階のものと推定される。また、大

野田8号墳の埴輪には日縁部形状・基部・ハケ条線・厚さ 。色調などが大野田 5号墳に主体的な埴輪

も含まれている。富沢窯跡系列内にさらに細別系列が存在するものと見るべきか、同系列の内部の新

旧技法の複合による樹立とすべきかは検討を要する。

最後に、2凸帯 3段構成の円筒埴輪について補足す

る。この形態の円筒埴輪は仙台平野の中でも郡山低地

に特徴的な埴輪である。その系譜については東北地方

内では検討できない。第319図 は、日本考古学協会1995

年茨城大会シンポジウム 2『関東における埴輪の生産

と供給』資料集を基に作成した関東地方の 2凸帯 3段

構成の円筒埴輪の出土地点である。出上の集中する地

域は群馬県周辺であり、注目したい。

遺構 :埴輪をもっている古墳は王ノ壇古墳。大野田 5。

8号墳である。これらの古墳の規模は内縁径H.5～ 19

m・ 外縁径18～27mで ある。内縁径10m・ 外縁径14m

の大野田 6。 7・ 9号墳には埴輪は伴っていない。この

ことから、小型の古墳には埴輪が伴わないことが理解
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される。埴輪の編年からは、埴輪をもつ 3基の古墳は古い順に、北から並んでいるようであり、大野

田古墳群での立地の変遷が認められるのか、今後の調査に期待される。埴輸のない大野田6号墳から
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は底部を抜いた土師器椀と石製模造品が出土している。古墳祭祀に関わる遺物である。大野田 7号墳

と評弱56土坑墓は大野田8号墳に接しており、両者の強い関係が推定される。

3.古代

古代の遺構には堅穴住居跡・小溝状遺構群 。水田跡・溝 。河川跡がある。V層上面掘 り込みである

が、大部分はⅥ層上面で検出している。新旧関係は①竪穴住居跡 。溝→②小溝状遺構群 。溝→③河川

跡→④水田跡である。ここでは、竪穴住居跡・溝・小溝状遺構群について整理する。

竪穴住居跡 :Ⅱ 区のS1201住居跡とⅨ区のS1901住居跡の 2軒がある。2軒は離れた地点での検出で

ある。また、時期差もある。調査状況からは、周辺にそれぞれの時期の竪穴住居跡により構成される

集落跡が存在していた可能性は低く、 日常生活のための建物とは違つた機能をもっていた可能性があ

る。以下、土器を中心とした出土遺物と遺構について整理する。

S1201住居跡 :土師器と須恵器の良好な一括資料が出上している。土師器は杯 13点・椀 3点・高杯 4

点・鉢 4点・甕 4点、須恵器は杯 1点である。土師器は全てロクロ未使用である。胎土には白色針状

物質 (海綿骨針)が多量に含まれている。杯には大 。中・小がある。器形は丸底・平底気味の丸底で、

ほぼ半月形のものを主体としており、林部外面には軽い段・稜をもっている。器面調整は外面がヨコ

ナデ・ヘラケズリ、内面がヘラミガキ・黒色処理である。椀は丸底 。平底気味の丸底で、体部外面に

段をもつものともたないものがある。その他の特徴は杯と同じである。高杯は完形品はないが、杯部

は外面に段をもち、日縁部が外傾するものである。脚郡は長脚 。中空で、八の字に裾が開き、裾端郡

は上方にまくれ上がっている。脚部中央には台形に近い方形の三面透かしがある。杯部の器面調整は

杯と同じで、脚部は外面が縦ヘラケズリ・ヨコナデ、内面が縦・横ヘラケズリ・ヨコナデである。こ

の高杯は仙台市南部から岩沼市までの地域に特徴的なものであるが、系譜などに不明な点が多い。7世

紀中葉段階の出雲に 1段透かしのある須恵器高杯があり、注意したい。鉢は大小がある。大型の完形

品は日縁部が内弯 。内弯気味のものである。器面調整は外面がヨコナデ・ハケメ・ヘラケズリのもの

とヨコナデ・ヘラケズリのものがあり、内面はヨコナデ・ヘラナデである。甕は長胴形で、体部下半

がやや下膨れで、日縁部が外傾するものである。頸部に段などの境はない。器面調整は、外面がヨコ

ナデ・ハケメ・ヘラケズリ、内面がヨコナデ・ハケメ・ヘラナデである。須恵器杯は日径10.8cm・ 器

高4.2cmの 小型のものである。丸底で、体部外面に稜風の軽い段をもち、日縁部がやや内弯気味に立ち

上がっている。内面には稜 。段に対応する屈曲がある。底部外面には手持ちヘラケズリが施されてい

る。底面中央と段部分が薄いつくりになっている。胎土には白色針状物質が多量に含まれている。在

地産と推定される。

須恵器杯は在地産土師器杯の模倣品のようにもみえるが、内面の屈曲・日縁部の長さは土師器杯と

は異なっている。この須恵器杯は県内では仙台市郡山遺跡にやや類似するものはあるが、同一形態の

ものは確認されない。近県で最も近似するものは、7世紀中葉以降とされている福島県原町市鳥打沢A

遺跡 1号窯の杯である (安田 :1992)。 また、県外ではT K217型式段階とされている京都府宇治市隼

上り3号窯灰原出土の杯G(菱田 :1980)が 形態 。法量ともに近似している。T K217型式について



は、近年、「古代の土器研究会」によって、その年代観を含めた再検討が行われている (古代の土器研

究会 :1997他 )。 陸奥国に関しては、白鳥良一氏により再検討報告がなされ (白鳥 :1997)、 T K217型

式については、猿投窯の暦年代観 (尾野 :1997)を基準資料として 7世紀第 3四半期から第 4四半期

古段階頃としている。これに従えば、本須恵器杯もその頃の年代が付与される。土師器は、土器組成

に椀が加わる。杯・椀は半月形の銅椀・金属器模倣の形態である。杯には大 。中・小の法量分化が認

められ、小型杯には平底気味の丸底のものがある。甕頸部には段が認められない。これは 7世紀中葉

以降の新しい要素である。一方、高杯杯部や甕体部下半の形態は7世紀前半代を中心とする栗囲式土器

の特徴に近い。土器組成は律令的食器様式である。土師器の年代は、前者の特徴からは、7世紀後半代

でもその後半段階頃と考えられる (村田■995)。 本住居跡の時期は、須恵器と土師器の年代の整理か

ら、7世紀第 3四半期後半から第 4四半期前半頃と推定される。

土器以外の遺物として、土師器製作時のヘラケズリの滓について述べておきたい。カマ ド燃焼部堆

積土から出土している。木葉痕のあるケズリ滓である。木葉痕のついた平底段階の上師器杯底部を丸

底にするためにヘラケズリした時にでた滓と考えられる。県内では確認例はなかったが、千葉県・埼

玉県 (田 中:1992)な どでは確認されている。なお、蔵王町塩沢北遺跡第2号住居跡からはヘラケズリ

をしていない木葉痕のある平底の土師器杯 (7世紀第 4四半期頃)が出土している (小川■980)。 ま

た、本住居跡からはガラス玉・切子玉が出土している。住居跡出土例としては珍しい。

住居跡は北向きで、一辺約 5mの方形、北辺にカマ ドをもっている。床面周縁では壁板材の痕跡が

認められ、カマ ドの対面には入日の施設が確認された。壁際には 6個の壁柱穴がある。壁柱穴は壁板

材の裏側にある。入日施設や壁柱六のある住居は郡山遺跡にもあり、官衡の造成に伴つて新たな住居

の構造が普及した可能性があるのか注目したい。

S1901住居跡 :遺物量は少ないが、土師器と須恵器が出土している。土師器には杯・高杯・鉢・甕、

須恵器には杯・蓋・甕・壺がある。土師器杯は丸底ではあるが、平底化が進んた偏平なものである。

高杯は脚部は不明だが、杯部は全体的に内弯気味である。大野田8号墳周溝1層 出土の高杯も本資料段

階のものである。鉢は内弯気味で、器面調整は外面がヨコナデ・ハケメ、内面がヘラミガキである。

甕は日縁部片で、外反している。須恵器杯は底部回転ヘラケズリのものがある。蓋はカエリのないも

のである。壺は破片復元した長頸壺である。体部下半に回転ヘラケズリがあり、頸部内面にシボリロ

がある。甕は破片で、外面平行夕タキロ、内面同心円アテロである。壺 。甕は胎土・焼成か ら湖西窯

産の可能性がある。

S1201住居跡と比較すると、土師器杯・高杯はより新相のもので、須恵器は量が多く、在地産杯・

蓋の他外来のものを含んでいる特徴がある。類似する土器群は郡山遺跡Ⅱ期官衛段階の資料にあり、

8世紀初頭頃のものと考えられる。

住居跡は一辺約5,5mの方形で、南・北辺に新旧カマ ドが確認された。住居跡の方向は後述する働

804溝に平行している。この溝との関連が推定される。
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溝 :古代の溝は 3条確認されているが、Ⅵ区からⅧ区にある溝群について取 り上げる (第 321図)。 SD

611,716溝 は大野田 7・ 8号墳の堆積土を切り、小溝状遺構群に切 られている一連の曲線的な溝であ

る。古墳の墳丘のあった部分を迂回するように走っている。幅約 1～ 1.5m・ 深さ約30～ 60cm。 断面形

逆台形である。溝堆積土には流水の痕跡は認められない。堆積土からは馬の歯・砥石が出土している。

また、大野田 8号墳周溝 1層からは前述した S1901住居跡段階の高杯が出土しており、本溝に関連す

る遺物かと推定される。ЫX17・ 804溝も小溝状遺構群に切 られている。 SD 717溝はⅦ区南半西部を

北東から南西に走 り、Ⅷ区を南東から北西に走るSD 804溝 と直角に接続する。 SD 717溝には西方に伸

びる溝も取り付いている。幅は約0,8～ 1.2m・ 深さは約25～ 50cm。 断面形逆台形である。堆積土は前

者と同じで、溝堆積土下層は外側から流入した基本層ブロックを多量に含む土層である。溝の外側に

土手状の高まりがあった可能性がある。 SD 717溝 の東側壁面には比較的に規則的なピットが確認さ

れ、柵状の施設の痕跡の可能性がある。遺物は須恵器会片のみである。 飢)804溝 の南側に平行 して

S1901住居跡がある。溝の年代は重複関係と溝に平行するS1901竪穴住居跡の存在 。大野田 8号墳の

高杯などから推定すると、8世紀初頭頃と考えられる。SD 611・ 716溝の南側で、直角に曲がるSD717・

804溝で区画された東側の場所は同時期の遺構の存在しない空閑地となっている。遺物の出上が少ない

ことは日常の生活の場とは異なる空間であることを示唆している。古代において、本例のような溝の

特徴をもち、溝区画内に遺構の存在しない類例としては、群馬県渋川市半田中原。南原遺跡 (大塚 :1994)

や同県安中市中野谷遺跡群 (大工原 :1994)な どがある (高島 :1996)。 いずれも河川に挟まれた標高

の高い丘陵緩斜面や高位段丘面に立地している。これらの遺跡では周辺地域の遺構との関連も総合 し

て、古代の牧に関わる遺構群の可能性が指摘されている。溝区画内は限定放牧地・調教のための馬場。

狩り込め作業の施設 。校印 。選定作業の施設・種付けの施設などと推定されている。本例は群馬県の

牧関連遺構の溝と比べて溝の深さが浅めではあるが、溝外側に土手状の高まりがあった可能性や柵跡

状の痕跡などは、上記の牧関連遺跡の溝と類似しており、堆積土からの馬歯の出土も考慮すると、同

様に牧関連の遺構である可能性が想定される。S1901住居跡はこの牧関連と推定される溝と深く関わ

る建物跡と思われる。牧を構成する要素としては、自由放牧地、限定放牧地、調教用の馬場、緊飼施

設、飼育施設、管理運営施設、馬具・皮革製品の工房、資材・貢進物の倉庫、牧田、厩合、牧長・牧

帳・牧子の住居などの諸施設がある。現在の大野田地区は魚川とその支流および名取川よって東・西 。

一

Ⅶ区
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南・北が囲まれている。この閉鎖的な地形環境は牧を置く場所としては適地と考えられる。大野田地

区では王ノ壇遺跡以外でも魚川南側の自然堤防上の下ノ内遺跡 (篠原 :1990)。 六反田遺跡 (田 中:1981

佐藤 ■987)・ 袋前遺跡 (試掘調査で未報告)・ 元袋遺跡 (渡部 ■987)・ 大野田遺跡 (主浜 :1995)

などで古代の区画溝が確認されており、大野田地区全域に牧関連遺構が点在していた可能性がある。

溝区画内から鉄滓類や漆容器を出土している袋前遺跡や大溝と掘立柱建物跡に取 り付く柵列で囲まれ

たエリアの確認されている下ノ内遺跡などは注目される。また、大野田地区の遺跡では掘立柱建物跡

の出現が 8世紀初頭前後頃と早く、さらに、時折出土する郡山遺跡段階の瓦の存在や下ノ内浦遺跡出

上の線刻 「有」字上師器椀 (吉岡:1996)な どは注意しておきたい。大野田地区の北東約1.5kmに は多

賀城以前の官衡跡である郡山遺跡があり、周辺地域である大野田地区にその関連施設が置かれた可能

性は考えられる。7世紀後葉から8世紀初頭頃の牧は主に強力な騎馬軍国を組織する馬を国家で管理・

統制しようとする政策に則るものである。郡山遺跡段階の陸奥国の国情を勘案すると、官衛周辺に軍

事組織としての騎馬軍団の整備・訓練に関わる牧の設置が必要かと考えられる。現名取川を挟んで大

野田地区の南約1.5kmに ある中田地区の安久東古墳群は 7世紀から8世紀前半の群集墳であるが、被

葬者は騎馬軍事集団を含む関東地方北西部からの移動集団とされている (田中■995)。 近接する中田

地区にある移住騎馬軍団の古墳の存在は、大野田地区の牧の設置を考慮する上で重要な関連資料かと

考えられる。郡山遺跡周辺の同時期の遺跡群については、郡山遺跡自体の整理を踏まえた総合的な検

討が必要である。

小溝状遠構群 :仙台市の小溝状遺構群の名称は、田中則和氏によって大野田にある六反田遺跡の報告

書 (田 中 :1981)において名付けられたもので、小溝状遺構群は畑の畝間あるいは天地返しの痕跡な

どと推定され、作物栽培に関わる遺構の可能性が指摘されている。王ノ壇遺跡の小溝状遺構群は I～

X区の全調査区で検出された。検出面はVb層ないしⅥ層上面である。分布域・方向 。重複状況か ら

第 I～Ⅸ群の大別 9群の単位として把握された。各群はさらに群内での重複関係から新旧のものに細

別される。年代は検出層序 。重複関係・出土遺物・火山灰から、奈良時代前半から平安時代前期 (10

世紀前葉以前)の間の遺構と考えられた。全林的な特徴としては、①微地形との関係では、微高地に

は分布しないか希薄であるのに対して、窪地では分布が密で重複が顕著である。溝の方向は微地形の

傾斜に沿うか直交しているものが多い。②基本層との関係では、分布が密で重複の著しい窪地はV層

の発達している地域であり、V層の厚い場所では溝の深さが深く、Ⅵ層まで達しているのに対して、

V層が薄いか無い場所では溝の深さは浅い。また、小溝状遺構群の分布する地域のV層は a・ b層の

2層 に細分される。 a層はⅥ層起源の土が細粒となっているのに対して b層はブロック状である。V

b層上面とⅥ層上面は凹凸が著しい。さらに、小清状遺構群分布域のV層は非分布域のV層 よりも黒

味が強く、層中には焼けた細い木片・炭化物・灰 。焼土などが比較的多く含まれている。③大野田古

墳群との関係では、検出された 6基の古墳の墳丘部分では小溝状遺構群は確認されず、小滞状遺構群

は古墳墳丘を避けて掘削されている。④溝堆積土は 2～ 3層 に細分可能である。レンズ状堆積である。

⑤溝底面は凹凸があり、底面で半月状の鋤先状の掘削具痕跡が確認されたものもあることなどが挙げ

られる。ここでは、小溝状遺構群が畑に関連する遺構であるとの見解に導かれながら、以下では主に



溝堆積土と基本層について整理したい。

Vb層上面検出で、比較的保存状態の良好な I区南半部の第Ⅳ群小溝状遺構群を例にとり、調査過

程を振り返りながら概略する。この地域ではA～ C群の 3方向。3時期の重複する小清状遺構群が確認

されている。A群は溝幅 。溝間隔・深さ 。長さともに規模は最小で、B・ C群は規模が大きく、ほぼ

同規模のものである。BoC群 はVb層上面で確認されたが、A群はVb層およびⅥ層上面である。

溝堆積土は 2～ 3層に細分可能で、レンズ状堆積をしている。このⅣ群については、第 2回東日本の

水田跡を考える会 (東 日本の水田跡を考える会 :1989)|こ おいて、仙台市内の小溝状遺構群の検出遺

跡とその特徴を整理し、調査中の遺跡の事例として速報している。その時の報告では、本群の小溝状

遺構群の溝は畝間部分、清間は畝部分、V aovb層は耕作土とし、溝堆積± 1・ 2層は畝部分の崩落

による自然流入土、3層は畝立。耕絃時に落下した土と推定した。調査中、溝については、深いことか

ら根菜類を植えた部分の可能性も考慮したが、その痕跡は認定・確認できず、堆積土が細分されるこ

とから、本群については否定的であった。また、東北大学農学部土壌学教室の庄子貞雄氏に現地での

御指導を賜り、溝は天地返し作業の痕跡ではないかとの御指摘があつたが、これも溝堆積土が細分さ

れることから考えにくいものであった。この 2点を踏まえて、前述した見解として報告した。これに

対して、溝間 (畝)が幅広いことや溝 (畝間)が深く、火山灰下で検出されている畝立した畑跡とは

異なること、そして、畝間の堆積土が畝部分の耕作上の崩壊による自然流入とした場合、畝部分の土 (V

層)と畝間の堆積土の違いが理屈上は理解されるものの、実際の土層断面で区別することが可能なの

かといつた問題点が提示されていた。しかし、報告後の調査においても、報告時の認識に基づき調査

を行った。

今回の本報告にあたり、V層と溝堆積上について、ここで再点検 し、再整理した見解を提示したい。

残された図面 。写真を基に、調査中に曖味であった点を振り返り、反省を込めながら素直に再吟味し

てみたい。Vb層上面でも小溝状遺構群の検出は困難であったが、一部Ⅵ層上面で検出した溝の方向

を基にして、その溝の続きの部分をVb層上面でなんとか検出したものである。断面図の作成にあたっ

ては、溝はVa層から掘 り込まれているものとの先入観があり、Vb層での検出状況をVa層 に対応

させて、溝の立上がりをVa層上面まで上げた線引きをした。しかし、実際はVa層 と溝堆積± 2層

は同様の土であり、その線引きは困難なものであった。調査中の断面図の作成は、このようにVb層

上面で検出した平面的に確認された溝の線引きの下ではⅥ層で確実に溝が認められたことに基づき、

掘 り込み面をVa層上面まで立ち上げたものであった。この結果、 BoC群 溝はVa層上面からⅥ層

まで深く掘られているものとなった。また、 C群の溝堆積± 1層 はVa層直上のⅣ e層であり、溝部

図 2図 1

第322図 小溝状遺構群断面模式図



分上部の窪みに堆積したものである。 このように、本小溝状遺構群の溝はVa層上面から掘削してい

たものと認識して調査し、図化したが、断面図については先入観と理屈に基づく線引きであり、今は

事実誤認であつた可能性が高いものと考えられる。「東日本の水田跡を考える会」での疑問点について

再検討した結論である。本分中において、図 1と理解して提示した断面図は図 2と変更すべきである

ことになる。事実記載の断面図はそのように訂正して見ていただきたい。さて、このように訂正した

場合でも、本小溝状遺構群がはたして畑の痕跡なのかは再び問題となる。訂正した理解に基づいて再

整理すると、A群はVb層 あるいはⅥ層上面検出で、溝幅・清間隔が狭く、溝は浅く、溝が断続的な

もの。BoC群 はVb層上画検出で、溝堆積土の違いから重複関係ではC群が新しく、溝幅 。溝間隔

が広く、溝は深く、溝が連続するものとなる。いずれの溝もVa層上面までは立ち上がらない。Va

層との関係では、最も新しいC群は溝の上部のVa層上面が窪み、そこにⅣ e層が堆積している。溝

堆積土は基本的に 2層であり、下層はVb層に類似する土であるが、Vb層よりもⅥ層起源の土が少

なく、Ⅵ層起源上のブロックが小さい土、上層は落ち込んだVa層である。溝間上部のVa層は蒲鉾

状になっている。A・ B群とVa層 との関係は、Vb層上に堆積している事実と溝上部のVa層上面

が窪まないこと、溝の堆積土がC群 と同様であることが挙げられる。

以上のことを畑の痕跡として理解することが可能なのかを検討するために、ここで、近年、火山灰 (テ

フラ)下で畝立された畑跡が検出されている群馬県子持村・渋川市と鹿児島県指宿市の例を参考にし

たい。群馬県子持村・渋川市の畑跡については西組遺跡 。中筋遺跡などを実見させていただいた。畝

立された畑跡の下部には小清状遺構群と同じような浅い溝が確認されている。石井克己氏と大塚昌彦

氏の御教示によると、溝は最も新しい畝間の下から検出されることから、畝立時の痕跡と考えられて

いる。また、畝下で検出される同・異方向の溝については、それ以前の畝立時の痕跡とされている。

溝は浅く、溝堆積土は基本的に単層であるが、複数層に細分されるものも存在するようである。鹿児

島県指宿市の畑跡については、橋牟礼川遺跡の例を下山 覚氏に御教示いただいた。やはり、畝立さ

れた畑跡の畝間の下には浅い溝があり、その清の性格については群馬県例と同じく畝立時の痕跡と捉

えられている。このテフラ下で実際に畝立された畑跡の検出されている群馬県・鹿児島県の例を参考

にすると、本遺跡の第ⅣC群小溝状遺構群の溝も畝立時の痕跡の可能性が考えられる。つまり、溝は

畝間部分であり、溝間は畝部分となる。ただし、本遺構は畝立された畑跡が自然に崩壊した姿であり、

畝立時の畝幅・畝長などの形状や畝間の上面を留めるものではない。正確には、溝間上部のV層は畝

立された畝部分の耕作土の崩壊した状態であり、溝内堆積土は最下層は畝立時・耕絃時の耕作土の崩

落土で、その上部の堆積土は本来畝部分にあった耕作土が自然に崩壊し畝間部分に流入したものであ

ろう。そして、溝の方向は畝の方向を示しているものと考えられる。A・ B群についてもC群以前の

畝立時の痕跡と考えられる。以上のように、本小溝状遺構群は畑跡に残された畝立の痕跡であり、畑

跡耕作土の下層で確認されるものと考えられた。V層は耕作土 (作土)、 Ⅵ層は心土 (底土)である。

最後に、本例から畑地の造成から畝立までの作業過程について整理しておく。まず、V層 中の含有物

から、畑地造成の最初の段階で荒地の灌木や草に火をつけて焼き払った可能性が推定される (草木灰

などの有機肥料の可能性もある)。 その後、全面を耕起するものと考えられるが (Vb層はこの段階に



形成された土壌か)、 溝底面で確認されたような鋤先状の農具痕跡は面的には確認されていない。その

後に広義の畝立をする。畝立に際しては、初めにⅥ層に達するまでの深い溝状の掘削を行う。その後、

掘削に伴う土とV層上半上を耕絃し (掘削土を風化させた後か)、 撹拌 (Va層の形成)した後、最終

的な畝立整地 (狭義の畝立)を行う。

王ノ壇遺跡の第Ⅳ群を例にして、畑跡の可能性について考えてきた。その結果、畑の畝立時の痕跡 (畑

の造成痕跡)の可能性が推定された。ただし、畝立の痕跡にしては B・ C群などは群馬県や鹿児島県

の台地上のテフラ堆積地域例よりも深く掘削されている特徴がある。BoC群 は溝が深く、溝間も広

いもので、幅広の高畝状の畑となる。仙台市内では、現在までに約30の遺跡で古墳時代前期以降の小

溝状遺構群が確認されているが、これらは全て沖積地の自然堤防から後背湿地に立地している。いず

れの小溝状遺構群も溝の深い特徴をもっており、湿潤な土地に対応した畝立 (畑造成)の方法である

可能性が考えられる。現在の低湿地の畑は堀や排水の暗渠を掘って過湿の害を防いでいる。沖積地に

ある古代の小溝状遺構群は耕作面の乾燥化・耕作土の流出防止 。つF水機能などを考慮した湿潤地対応

型の畑の造成方法と推定される。形態的には、能登 健氏による群馬県の畑跡分類の湿潤地型 b種に

相当する (能登 :1991)。 また、畝幅の相違については、栽培作物の違い。栽植条数の違い 。育苗畑と

定植畑の違いなどに起因するものと推定される。さらに、溝掘削が確実にⅥ層まで達しており、畝立

時にV層粘土質シル トとⅥ層砂質シル トを意識的に混ぜている可能性も考慮される。畝立に伴う経験

的な土壌改良であろうか。休耕地のあり方・輪作の可能性 。牧畜との関係など畑の経営・使用方法な

どについては、今後の課題である。少なくとも、王ノ壇遺跡の小溝状遺構群は奈良時代前半以降に調

査区全面の広域に展開しており、個々の農家の管理する庭畑地のようなものではない。大野田地区に

ある全遺跡での現在までの調査例では、奈良時代から平安時代前期には大野田地区のほぼ全面で小溝

状遺構群が検出されている。検出された小溝状遺構群は全て同時期の耕作地ではないものの大規模な

畑作地帯であったとは言える。これは、陸奥国府多賀城創建頃以後のものであり、あるいは国家的な

政策を反映している可能性もある。百万町歩の開墾計画 。三世一身の法・墾田永年私財法などの国家

的開墾政策の打ち出される時期以降であり、それとの関連なども考慮しておきたい。魚川南岸の自然

堤防上にある六反田遺跡からは 8世紀前葉頃の外来上器である上総型暗文土器や土師器杯に「信」と

線刻されたものが出土している (佐藤■987)。 これは郡山遺跡の線刻 「名取」についで古いものであ

る。前段階の牧に関連する遺跡の可能性もあるが、関東地方からの移民も含めた地域開発の可能性も

考えておきたい。また、溝底面で確認される三日月状の農具痕跡はU宇型の鉄刃先の痕跡と推定され

るが、この痕跡は前代の牧関連遺構としたSD6H溝底面でも確認されている。鉄製農具の普及と律令

時代の国家的政策との関連を看取することができる。大野田地区は前代の牧としての公的土地利用か

ら国家的政策を背景にした耕地としての土地利用へと転換したものとも考えられる。最後に、畑跡と

した時、栽培作物の特定は重要である。調査中には、溝堆積土やV層土を上のう袋に採 り、土壌水洗

したが、種子類は検出されなかった。畝が幅広であることから、桑や麻などの可能性も考えたが、根

の痕跡は確認されなかった。調査中、宮城県農業短期大学の佐々木長市氏によるV層断面のX線撮影

も行った。根は確認されるものの、どの層からの根なのかは識別できず、根による植物の同定も不可



能であった。プラント・オパール分析も行つたが、イネ科植物の栽培は確認されなかった (プ ラント・

オパール分析参照)。 花粉分析でも栽培作物は不明であつた。そこで、土壌の脂肪酸分析を実施してみ

た。その結果、V層 と溝堆積土からはアブラナ科植物の脂肪が確認され、また、緑肥・厩肥・堆肥な

どの存在が指摘されている (脂肪酸分析参照)。 畑の栽培作物の特定に脂肪酸分析が有効なのかは今後

の資料の蓄積を待ちたい。古代の栽培作物の参考事例として、小溝状遺構群以前のS1201住居跡から

はイネ・オオムギ・コムギ・ダイズ近似種の災化種子が出土している (大型植物化石分析参照)。

なお、 I・ V区のⅢ層上面で検出されている中世の小溝状遺構群も畑の畝立時の痕跡と考えられる。

分布域のⅡ層が耕作土と推定される。ただし、溝の形状・溝底面の状況は古代のものとは異なってお

り、鋤先状の痕跡もない。

4.中世

中世の遺構は I～ X区の全調査区から検出された。遺構の掘 り込み面はⅡ層上面であるが、検出面

はⅢ層上面あるいはⅥ層上面である。遺構には、小溝状遺構群・水田跡・水路跡などの耕作に関連す

る遺構と区画溝・溝 。掘立柱建物跡・竪穴建物跡・竪穴遺構・土坑・井戸跡・柵跡・土葬墓・塚墓 。

火葬遺構・池跡・焼面・焼土遺構・集石遺構・道路跡などの生活に関連する遺構とがある。ここでは

主として後者について取 り上げて整理したい。対象とする時代は鎌倉時代前後を中心とし、遺構の整

理に際してはⅥ oⅦ区の区画Aでの I～Ⅲ期の遺構群の変遷段階を全体に適用する。 I期は12世紀後

半 (平安時代末)、 Ⅱ期は12世紀末から13世紀中葉 (鎌倉時代前半)、 Ⅲ期は13世紀後半から14世紀前

半 (鎌倉時代後半)である。以下、遺物と後者の遺構について整理する。

遺物 :中世の遺物には、土師質土器・瓦質土器・国産陶器 。中国産陶磁器・土製品・陶器転用品 。石

製品・石造物・木製品・金属製品 。骨角製品 。鉄・銅関連遺物・織物・土壁・動物遺存体・植物遺存

体 。人骨・人歯などがある。

調査区別食器出土状況 :各調査区の食器類の出土点数を整理する。

I区 :62点、Ⅱ区 :19点、Ⅲ区 :0点、Ⅳ区 :1点、V区 :29点、Ⅵ区 :329点、Ⅶ区 :666点、Ⅷ区 :

5点、Ⅸ区 :18点、X区 :7点である。以上の調査区合計点数と,136点で、調査区不明点数 7点を合わ

せると、総出土点数は1,143点である。調査区合計点数1,136点の内、区画A(Ⅵ・Ⅶ区)の 占める割

合は、995点 (87.6%)である。区画B(Ⅸ・X区)は 25点 (2.2%)、 区画 C(V区 )は 29点 (2.6%)

である。I区は全体区画溝外の北部宗教エリアからの出土である。Ⅱ区は道路跡からの出土である。Ⅲ・

Ⅳ区は他の遺物もほとんどない。区画Aと 区画 Bに挟まれたⅧ区も遺物は少ない。調査区全体での 1

∬ あたりの出土率は0,09点、区画Aでは0。 32点である。

食器別調査区出土状況 :食器の種類別に各調査区での出土点数を整理する。

土師質土器皿 :I区 2点、Ⅱ区 1点、Ⅵ区12点、Ⅶ区39点、Ⅷ区 1点、Ⅸ区 1点の計56点である。内

51点 (91%)が区画AⅥ oⅦ区出土である。

瓦質上器 :火鉢 9点はV区 1点、Ⅶ区 8点である。区画AⅦ区出土が多い。

在地産中世陶器 :I区 22点、Ⅱ区 3点、Ⅳ区 1点、V区 12点、Ⅵ区92点、Ⅶ区339点、Ⅸ区H点、X区
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2点、不明H点の計493点である。内、431点 (87%)が区画A出土である。

須恵器系陶器 :I区 1点、V区 1点、Ⅵ区13点、Ⅶ区 9点の計24点である。内、22点 (92%)が区画

A出土である。

常滑 :I区 21点、Ⅱ区 5点、V区 10点、Ⅵ区166点、Ⅶ区134点、Ⅷ区 3点、Ⅸ区4点、X区 5点、不

明 2点の計350点である。内、300点 (86%)が区画A出上である。

渥美 :I区 3点、Ⅱ区 1点、Ⅵ区16点、Ⅶ区70点 の計90点である。内、86点 (96%)が区画A出土で

ある。

古瀬戸 :I区 7点、Ⅱ区 1点、V区 1点、Ⅵ区 3点、Ⅷ区 9点の計21点である。内、12点 (57%)が

区画A出土、 I区 7点 (33%)は宗教エリア周辺の出土である。

山茶碗 :区画AⅥ区 1点である。

緑釉陶器 :盤の破片 7点は区画AⅧ区出土である。

青磁 :I区 4点、Ⅱ区 7点、V区 3点、Ⅵ区17点、Ⅶ区42点、Ⅷ区 1点、Ⅸ区 2点の計76点である。

内、59点 (78%)が区画A出上である。

白磁 :I区 2点、V区 1点、Ⅵ区 1点、Ⅶ区 5点の計 9点である。内、6点 (67%)が区画A出土であ

る。

青白磁 :Ⅱ 区 1点、Ⅵ区 2点、Ⅶ区4点の計 7点である。内、6点 (86%)が区画A出上である。

全ての種類の食器類が区画Aか ら出土している。 I区宗教エリアからの古瀬戸の出土が注目される。

種類・器種別食器組成 :食器類の種類・器種別の組成について整理する (第 12表 )。

破片総数1,143点での各種類の割合と各種類内の器種別の割合は、土師質土器皿 :56点 で4.90%、 瓦質

土器火鉢 :9点で0.79%、 在地産中世陶器 :493点 で43.28%(493点内、甕・壺 :344点で69.78%、 橋

鉢 :138点で27.99%、 火鉢■1点で2.23%)、 須恵器系陶器 :24点で2.10%(24点 内、壺 :16点で66.67%、

播鉢 :8点で33.33%)、 常滑 :350点で30.62%(350点 内、甕 :284点で81,14%、 壺 :33点で9。 43%、

片日鉢 :33点で9。 43%)、 渥美 :90点で7.87%(90点内、甕 :64点で71.H%、 壺 :17点で18.89%、 片

口鉢 :9点で10%)、 古瀬戸 :21点で1.84%(21点内、四耳壺・水注・壺 。梅瓶類 :17点 で80.95%、

入子 :1点で4.76%、 卸皿 :2点で9.52%、 天目茶碗 :1点で4,76%)、 山茶碗 :1点で0.09%、 緑釉陶

器盤 :7点で0.61%、 青磁 :76点 で6.65%(76点内、椀・杯・皿類 :66点 で86.84%、 小盤類 :10点で

13.16%)、 白磁 :9点で0。 79%(9点 内、椀 :1点でH.H%、 四耳壺・水注・壺類 :7点で77.78%、

小皿 :1点でH.H%)、 青白磁 :7点で0.61%(7点 内、合子 :2点で28.57%、 皿 :3点で42.86%、

小筑 :1点で14.28%、 梅瓶蓋 :1点で14.28%)で ある。再整理すると、土師質土器皿4.90%、 瓦質火

鉢0,79%、 無釉陶器83.81%、 施釉陶器1.84%、 中国産陶磁器8.66%と なる。区画A(Ⅵ・Ⅶ区)だけ

では、破片総数995点中、土師質土器皿 :51点で5。 13%、 瓦質火鉢 :8点で0。 8%、 無釉陶器 :844点で

84.82%(在 地産中世陶器 :434点で51.42%、 須恵器系陶器 :22点で2.61%、 常滑 :300点 で35.54%、

渥美 :86点で10.19%、 山茶碗 :1点で0.12%)、 施釉陶器 :古瀬戸12点で1.21%、 中国産陶磁器 :81

点で8.14%(緑釉陶器 :7点で8,64%、 青磁 :62点 で76.54%、 白磁 :6点で7.41%、 青白磁 :6点で

7.41%)である。区画Aの 出土総数は全体の87.6%であり、土師質土器皿 。無釉陶器・施釉陶器の割



合がやや高くなっているが、基本的には全体的傾向と大差はない。全体的な特徴としては、無釉陶器。

中国産陶磁器が多く、土師質土器皿・施釉陶器はさほど多くはないことになる。大局的には中世前期

の在地 。名取郡 「北方」地域の一般的傾向と同じものである。中国産陶磁器の主体はその約77%を 占

める青磁である。緑釉陶器盤、青磁小盤、白磁四耳壺・水注・椀・小皿、青白磁小壺・梅瓶蓋 。合子・

皿、常滑三筋壺、渥美壺、須恵器系陶器壺、古瀬戸四耳壺・水注 。梅瓶・天目茶碗、山茶碗、瓦質火

鉢、在地産中世陶器火鉢などは遺跡の性格を示唆する食器類と考えられる。

第12表 王ノ壇遺跡種類・器種別食器組成 (12C後半～14C後葉)

*1言 あたりの出土率-0.09点 (Ⅵ・ V‖ 区は0.32点 )

用途別食器組成 :食器類を食膳具・貯蔵具・調理具・暖房具に分けて整理する。

食膳具には土師質土器皿、古瀬戸天目茶碗、山茶碗、緑釉陶器盤、青磁椀・小椀 。イ・皿・小盤、白

磁椀・小皿、青白磁皿など146点 (全体の12.77%)が ある。主体を占めるのは食膳具中76点 (52.05%)

の青磁椀類である。次いで、土師質土器皿56点 (38.36%)と なる。土師質土器皿はハレの器とされて

種 類 器 種 全 地 区 破 片 数

土師質土器 皿 (490%)*土 師質主器 計 56点 (4.90%)

瓦質 上器 火 鉢 (0,79%)*瓦 質土器  計 9点 (079%)

在地産陶器 甕・筑

信 鉢

火 鉢

344

138

11 計493 (43.13%)

常   滑 甕

娩 類

片口鉢

284

33

33 計350 (30.62%)

渥   美 甕

筑

片口鉢

64

17

9 計 90 (7.87%)

須 恵 器 系 坑

信 鉢

16

8 言+24 (2.10%)

東   濃 山茶碗 1 (0,09%)*無 釉陶器 計958点 (83.81%)

古 瀬 戸 娩・瓶類

入 子

梅 瓶

卸 皿

天目茶碗

11

1

6

2

1 計 21 (1.84%)*施 釉陶器 計 21点 (1_84%)

青   磁 椀・郭・皿

盤・小盤

66

10 計 76 (665%)

白   磁 椀

筑類

/1ヽ  皿

1

7

1 計 9 (079%)

青 白 磁 合 子

輪花皿

小 婉

梅瓶蓋

2

3

1

1 計 7 (0.61%)

緑釉 陶器 盤 7 (0.61%)*中 国産陶磁器 計99点 (866%)

総 計 1,143点 (内 、995点 -8705%が Ⅵ・ⅥI区屋敷跡出土)



土師質土器皿 (56)

4.90%

(21)184%
瓦質土器火鉢(9)0,79%

中世食器類破片点数比率 (全体)

無釉陶器産地比率

中世食器類破片点数比率 (VR・ Ⅶ区)

在地産中世陶器器種組成

器(12)1.21%

瓦質土器火鉢 (8)

無釉陶器 (844j

84.82%

無釉陶器 (958)

83.81%

1,143点

∬ :009

須恵器系陶器 (24) 山茶碗 (1)0。 10%

在地産

中世陶器 (493)

51.46%常滑 (350)
36.53%

括鉢(138)

2799%

糖鉢 (3)

38.33%

壷 (16)

6667%

須恵器系陶器器種組成
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入子 (1)

4.76%
天目茶碗 (1)

壷 (17)

18.89%

渥美器種組成

中国産陶磁器種類

古瀬戸器種組成

青磁器種組成

く貯蔵具〉 (787)
〇在地産甕・壷、常滑甕、渥美甕 (692)87.93%
〇須恵器系壼、常滑三筋壺・広日壷、渥美壺

吉瀬戸四耳壷・水注 。梅瓶・壷・入子、白磁水注

四耳壺・壷、青白磁合子・小壺・梅瓶蓋

(95)12.07%
く調理具〉 (190)

〇在地産撞鉢

〇常滑片口鉢

〇渥美片口鉢

〇須恵器系種鉢

〇古瀬戸卸皿

く食膳具〉 (146)

〇青磁椀・皿類

〇土師質土器皿

〇古頼戸天目茶碗、山茶碗、

白磁椀・皿、青白磁皿

く暖房具〉 (20)

〇在地産火鉢

〇瓦質火鉢

(138)7263%
(33)1737%
(9)474%
(8)421%
(2)105%

(76)5205%
(56)3836%

緑釉陶器盤、青磁小盤

(14)959%

(11) 55.0%
(9)45.0%

小盤類 (10)

13,16%

青磁 (76)

76.77%

白磁 (9)

9,09%

調理具 (190)

1662% 1.143点

用途別食器類組成
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おり (藤原 :1988)、 日常の食器とは考えにくいものとすると、青磁以外の食器として漆器の存在を想

定すべきであろうか。Ⅲ・Ⅵ区の土葬墓などからは漆器椀が出上している。これは副葬品であるが、

日常での漆器使用の可能性も高いものと考えたい。貯蔵具には在地産中世陶器甕・重、須恵器系陶器

壺、常滑三筋重・広口壺・甕、渥美甕 。壺、古頑戸四耳壼・水注・梅瓶 。壺・入子、白磁四耳壼・水

注・壺、青白磁合子・小壺 。梅瓶蓋など787点 (全体の68.86%)がある。在地産中世陶器甕・壺、常

滑甕、渥美甕などの計692点 (貯蔵具中87.93%)は 日常の貯蔵具として使用されたものと考えられる

が、その他の袋物には調度品・美術陶磁器・宗教用具などの特殊品もあると推定される。調理具には

在地産中世陶器播鉢・須恵器系陶器播鉢・常滑片日鉢・渥美片口鉢 。古瀬戸卸皿など190点 (全体の

16.62%)が ある。主体となるのは、調理具中138点 (72.63%)の 在地産中世陶器播鉢である。次い

で、33点 (17.87%)の常滑片日鉢である。古頼戸卸皿には使用痕跡が認められず、卸皿として使用さ

れたものかは確認できない。暖房具には在地産中世陶器火鉢・瓦質土器火鉢の20点 (全体の1.75%)

がある。在地産中世陶器火鉢H点、瓦質土器火鉢 9点と少量である。在地の中世前期の一般の遺跡か

らは出土しない遺物であり、遺跡の性格に関連する資料と考えられる。出土量の順位は、1位貯蔵具、

2位調理具、3位食膳具、4位暖房具である。貯蔵具 。調理具・暖房具の主体は在地産中世陶器、食膳

具の主体は青磁となる。

上師質土器 :皿が計56点 出土している。完形品はなく、全て破片である。また、遺存状態は悪く、底

部底面や内面の器面調整の確認されるものはない。池跡・堅穴建物跡・堅穴遺構・井戸跡・土坑 。溝 。

柱穴などからの出土である。手づくねのもの11点、ロクロ使用のもの45点である。ロクロ使用のもの

が手づくねのものの約 4倍の出土量であるが、集中した出土例はない。調査地点がロクロ使用上師質

土器を使用する中心的な場からずれている可能性がある。内、30点 (手づくね 6点。ロクロ使用24点 )

を図示した。手づくねのもの (I類)には小型皿 (A類)と大型椀 (B類)の 2種類が、ロクロ使用

のもの (Ⅱ 類)には口縁部が直線的に外傾するもの (A類)と 日縁部が内弯気味のもの (B類)の 2

種類があり、それぞれ大・小のものがある。これらの上師質土器皿の出土状況や他の陶磁器類との出

土組成から、大枠としての年代決定資料として比較的良好な資料としては、①Ⅵ区SD 606溝 出土の手

づくね土師質土器皿、②Ⅵ区S1601堅穴建物跡出土のロクロ使用上師質土器皿、③Ⅶ区SE 701井戸跡

とこれに切られているSD 706溝出土のロクロ使用土師質土器皿、④Ⅶ区Ⅲ期掘立柱建物跡柱穴出土の

ロクロ使用土師質土器皿がある。①の遺構は I期屋敷跡に伴う水田段階のもので、 I類であるが、破

片であり、形態は不明である。②③の遺構はⅡ期で、ⅡA類である。④の遺構はⅢ期で、 ⅡB類であ

る。 I類 について、八重樫忠郎氏による平泉遺跡群の土師質土器皿の編年案 (八重樫 :1995)を か考

にすると、奥州藤原氏段階のものは確認されず、 IA・ B類はほぼ鎌倉時代中頃までのものと推定さ

れる。Ⅱ類については、馬淵和雄氏の鎌倉の土師質土器皿の編年案 (馬淵 :1997)を参考にすると、

ⅡA類は鎌倉時代前・中葉のもの、ⅡB類は鎌倉時代後葉から末のものと推定される。鎌倉時代の在

地の上師質土器皿はほぼ鎌倉の上師質土器皿の変遷に対応するものと考えられる。

瓦質土器 :戦国時代の瓦質播鉢 1点を除いて、瓦質火鉢片が 8点出土している。復元された火鉢は輪

花状の 「奈良火鉢」の形状をしている。形態 。調整・色調は奈良西京産のものと酷似しているようで
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ある (山川 均氏・佐藤亜聖氏の御教示)。 胎土は赤いクサリ礫を多く含むもので、在地の土器類にも

見 られる特徴が認められる。鎌倉産瓦質火鉢の可能性も考えられるが、大和系の瓦質土器二人が在地

で製作した可能性も考慮される資料である。大和国での生産開始時期 (立石 :1995)と鎌倉の同形態

瓦質火鉢の年代観 (河野 :1989)か ら、14世紀中葉以前・Ⅲ期段階のものと考えた。年代比定が妥当

であれば、仙台市内最古の瓦質火鉢となる。出土例が稀であり、Ⅲ期の屋敷跡の性格にも関連する資

料である。宗教がらみの遺物の可能性もある。

国産陶器 :国産陶器には、在地産中世陶器・須恵器系陶器・常滑・渥美・古瀬戸・山茶碗などがある。

在地産中世陶器 :在地産中世陶器には甕・壺・播鉢・火鉢がある。498点 出土 している。甕 。重類は

344点、悟鉢は138点、火鉢は11点である。その大部分は宮城県南端部の阿武隈山系にある白石窯系の

ものである。白石古窯跡群は 4支群が確認されているが、その内の一本杉窯跡群については20基の窯

跡が調査されている。遺物の年代は第 1段階が13世紀中葉から後半、第 2段階が13世紀末から14世紀

初頭とされている (菊地・早川 :1996)。 本遺跡で出土している在地産中世陶器には一本杉窯跡群第

1・ 2段階の両方に相当するものがある。本報告では、この年代観に従い、自石窯系の中世陶器が出土

する遺構は13世紀中葉以降のⅢ期とした。白石窯系の中世陶器は本遺跡では13世紀後葉以降に常滑を

凌いで日常生活用具の主役となる。この鎌倉時代後半期の在地における常滑と在地産中世陶器の関係

は、北条得宗による在地窯業の保護・育成と流通管理の一端を示すものであろう。後述する常滑製品

との破片出土数の比率をみると、在地産中世陶器が常滑の約1.4倍である。しかし、常滑は13世紀中葉

前後に集中する時間幅であるのに対して、在地産中世陶器は13世紀中葉から14世紀初頭までの時間幅

をもつものであり、その点では在地産中世陶器の割合が高いものとは言えないであるう。区画AⅢ期

屋敷跡の調査地点が生活の中心的場所からずれている可能性も考えられる。在地産中世陶器の火鉢の

出土は珍しいものであり、本遺跡の性格に関連する遺物かと思われる。在地産中世陶器火鉢は一本杉

窯跡群からも出土しているが、本例とは形態的に異なるものである。本例のように日縁部直下に孔が

穿たれているものは鎌倉の土器質・瓦質の火鉢に例があり (手塚・河野・斉木 :1982)、 土鍋としての

使用も考慮されている。なお、在地産中世陶器には白石古窯跡群で確認されていないものもある。第

235図 1の甕 。第251図 2の括鉢などである。比較的類似するものは福島県梁川町八郎窯の製品である

が、断定はできない。八郎窯の製品である場合は、常滑との対比から12世紀後葉から13世紀第 2四半

期のものとなる (中 野■997)。 ただし、白石古窯跡群の中の東北窯跡群など他の支群が一本杉窯跡群

に先行して操業していた可能性も指摘されており、白石窯系の製品の可能性も残されている。

須恵器系陶器 :壺 16点・播鉢 8点の計24点がある。区画Aに集中している。第207図 3と 第238図 7の

壷については珠洲産の可能性もある。櫛目波状文壺は吉岡康暢氏の壺RttA Ⅱ類と推定され、珠洲 I

期 (12世紀後半)段階のものである (吉岡■994)。 I期掘立柱建物跡柱穴から出上しており、 I期段

階に伴うものである。日本海沿岸部諸窯の製品と推定されるが、産地の判明したものはない。

常滑 :甕284点・壺33点・山茶碗窯系片口鉢33点 の計350点が出土している。内、31点 は年代が把握で

きる資料である。中野晴久氏による常滑編年 (中野 :1994)で整理すると、2型式 (12世紀第 3四半

期)は三筋壺 1点、3型式 (12世紀第 4四半期)は片口鉢 1点、4型式 (12世紀末から13世紀第 1四半
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期)は広日壺 1点・片日鉢 1点の計 2点、5型式 (13世紀第 2四半期)は甕類 7点 。片日鉢 8点の計15

点、5～ 6a型式は甕類 3点、6a型式 (13世紀第 3四半期)は甕類 6点。片日鉢 3点の計 9点である。

2～ 4型式のものは少なく、三筋壺などがある。大部分の製品は13世紀中葉の 5～ 6a型式に集中し、

甕 。壺 。片日鉢などがある。6b型式 (13世紀第 4四半期)以降の製品はない。各期との対応をみる

と、 I期段階は 2～ 3型式の三筋壺と片口鉢である。三筋壺は調度品・美術陶器であろう。Ⅱ期後半

～Ш期前半段階 (5～ 6a型式)は本遺跡の常滑製品のピークで、甕 。片日鉢などの日常生活用具が

中心となっている。Ⅲ期後半段階には常滑製品はなく、白石窯系を主体とした在地産中世陶器に取っ

て代わる。

渥美 :甕64点・壺17点・山茶碗窯系片口鉢 9点の計90点が出土している。内11点の年代は12世紀第 4

四半期を中心としたものである。壺類の多い特徴があり、常滑三筋壼と同様に美術陶器として珍重さ

れたものが多いものと思われる。渥美は I～ Ⅱ期段階に伴うものである。「ゆ」字状の線刻のある壺や

袈裟欅文壺片など珍しいものもある。袈裟欅文壺は仙台市内初、県内では 2例日の出土である。

古瀬戸 :古瀬戸は少ない。壺類 (四耳壺・水注・梅瓶・壺)17点・卸皿 2点・入子 1点 。天目茶碗 1

点の計21点が出土している。藤沢良祐氏による古瀬戸編年 (藤沢 :1997)で整理すると、四耳壼が前

Ib期 (13世紀第 1四半期)、 水注が前Ⅱ期 (13世紀第 2四半期)、 卸皿が前Ⅲ・Ⅳ期 (13世紀後半)、

入子が前Ⅲ～中Ⅱ期 (13世紀後半から14世紀前葉)、 梅瓶が中 I～ Ⅲ期 (13世紀末から14世紀前半)、

天目茶碗が中Ⅳ期 (14世紀中葉)、 その他の壺類には13世紀代のものと14世紀代のものがある。最も新

しいものは14世紀後葉の壺 1点である。13世紀前半のものは四耳壺と水注の 2点だけであり、大部分

は13世紀後半から14世紀前半のものである。四耳壺は現状では県内最古級のものである。四耳壺と水

注は I区宗教エリアの池跡出土である。水注は日縁端部に磨面がある。蔵骨器などとしてⅢ期段階に

転用された可能性も推定される。その他の大部分は区画Aか ら出土しており、Ⅲ期段階のものである。

14世紀後葉の壺は区画AⅢ期屋敷跡内の区画溝SD 603溝出土である。溝廃絶後の遺物である。天目茶

碗は全体区画溝のⅢ期に伴うものであり、区画AⅢ期屋敷跡廃絶後の区画 C・ D地域での活動の一端

を示すものである。古瀬戸天目茶碗は仙台市内では最古の出土例である。区画 C・ Dの寺院跡に関連

するものと考えられ、喫茶の風は栄西・忍性ら禅・律宗に絡み、宗教的遺物かと推定される。

山茶碗 :東濃型山茶碗片が 1点出土している。区画AⅢ期屋敷区画溝のSD601A溝からの出土である。

13世紀後半のものである。東濃型山茶碗は13世紀後半以降には流通範囲が尾張から三河へと拡大する。

仙台市内では南小泉遺跡でも14世紀後半の東濃型山茶碗が出土している (佐藤■990)。 山茶碗は中世

の東海地方を代表する食膳具であり、在地における出土例は稀である。中世の南小泉遺跡は広瀬川北

岸の水陸交通の要衝に位置する拠点的遺跡である。本遺跡も同様の立地環境にあり、Ⅲ期屋敷跡の性

格に関わる遺物と思われる。東海地方との流通や宗教的関係も考慮させる資料である。

中国産陶磁器 :中国産陶磁器には緑釉陶器 。青磁 。白磁 。青白磁があり、計99点出土している。

緑釉陶器 :同一個体の盤 (洗)の破片が区画AⅢ期の溝・柱穴などから7点出土している。推定復元

して図化した。底部内面にはヘラ描きの花文状の文様がある。泉州窯系陶器で、13世紀中葉から14世

紀前半のものである。仙台市内では、今までのところ報告例はなく、貴重な遺物である。Ⅲ期屋敷跡
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に関連するものと考えられる。宗教がらみの遺物の可能性もある。

青磁 :青磁は76点 出土している。同安窯系と龍泉窯系のものがある。同安窯系青磁は 8点、龍泉窯系

青磁は68点である。以下、山本信夫氏による中世前期貿易陶磁器の分類とA～ G期編年 (山本■995)

により整理する。関連する陶磁器区分の盛期年代は、D期 (12世紀後半から13世紀前葉)、 E期 (13世

紀前葉から13世紀後葉)、 F期 (13世紀中葉から14世紀前葉)、 G期 (14世紀前葉から14世紀末)であ

る (山本 :1995。 貿易陶磁器編年表より)。 同安窯系青磁は櫛描文を特徴とする椀 1lb類 5点と皿 I

lb類 1点・ I類 2点である。同安窯系青磁はD期である。龍泉窯系青磁には椀・小椀・杯・皿・河ヽ盤

などがある。各期毎に整理する。D期のものには椀・小碗 。皿など諷螺 点がある。椀は 11類 (無文)

15点・ 12～ 4類 (内面all花文)19点・ 16b類 (外面蓮弁文に櫛描文、内面豊j花文)1点がある。小

碗は 11～ 4類 (無文か内面書J花文)1点、皿は 11類 (内面劃花文)1点・浅い椀状の皿 11類 (無

文)1点である。他に不明破片 2点がある。同安窯系青磁と合計すると、D期は48点 となる。 E期のも

のには椀・小椀など計12点がある。椀は 15b類 (外面鏑蓮弁文)8点・15aか b類 (外面片彫蓮弁

文か鏑蓮弁文)1点・15類底部 1点、小椀は 15aか b類 1点、不明底部 1点である。 F期のものに

は椀か杯 。小盤など計15点がある。青磁Ⅲ類を主体とする。青磁Ⅲ類は全面施釉後、高台畳付の釉を

掻き取つたもので、器壁は薄く、釉は厚いものとされている。椀か杯は図示していないが、Ⅲ類と思

われる鏑蓮弁文のもの4点、杯はⅢ 2類 (無文)1点・Ⅲ類と思われるもの 1点、小盤には盤の可能性

のあるものも含まれている。小盤はⅢ3a類 (無文)1点・Ⅲ3b類 (内面凹蓮弁文)1点・Ⅲ4b類

(外面鏑蓮弁文)1点・Ⅲ類と思われるもの4点である。G期のものは椀Ⅳ類 1点がある。Ⅳ類はⅢ類

に比して粗悪化の傾向があるものとされている。G期の 1点はⅡ区の道路跡 SD201溝堆積± 3層出土

である。青磁76点 中での各期の青磁の割合は、D期が48点で63%、 E期が12点で16%、 F期が15点で

20%、 G期が 1点で 1%である。D期の青磁が63%と圧倒的に多く、 E・ F期青磁の合計が36%で あ

る。青磁椀類は使用痕跡のキズが顕著であり、 日常の食膳具として使用されたものと考えられるが、

D期に比してE・ F期のものが少ないことからは、 E・ F期青磁を使用する段階の生活の中心的場所

から調査区がずれている可能性もある。各期の器種の特徴としては、 F期に小盤 (盤破片を含む)が

多いことが挙げられる。小盤・盤 (折縁鉢)は居館などからの出土量の多いものとされている。なお、

意匠では、D期は貴族的・国風的、 E・ F期は宗教的・異国的にも見える。

白磁 :白磁には椀 。四耳壺・壼 (水注)。 壷類・小皿など計 9点がある。椀はD期の椀Ⅶ類底部 (内面

ヘラ櫛描文)1点。四耳壺体部と耳の 2点・壺類 4点はⅢ類 (H世紀後半から13世紀)、 壺 (水注)底

部 1点はⅢl類 (12世紀)、 小皿はX類 (内面印花文)1点である。小皿X類は小型の精巧品で、F期で

ある。鎌倉以外、出土例は少なく、区画AⅢ期屋敷跡の性格に関わる遺物である。ただし、 F期に特

徴的で、鎌倉での出土量の多い白磁皿Ⅸ類 (日禿)は見あたらない。

青白磁 :青白磁には皿 。合子身と蓋・梅瓶蓋 。小壺など計 7点がある。皿は輸花皿 3点で、内 1点に

は内面に白堆線がある。H世紀後半から12世紀のものである。合子は蓋 1点 と身 1点がある。蓋には

型押文の花文が、身には蓮弁文がある。梅瓶蓋は 1点で、ヘラ彫りの花弁状凹文がある。小壺は 1点

で、蓮弁文がある。合子 。梅瓶蓋 。小壺は12世紀後半以降のものである。
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以上の中国産陶磁器の中で青磁の時期区分と本遺跡の遺構変遷段階を対応させると、D期は I・ I

期、E期はⅡ・Ⅲ期、 F期はⅢ期、 G期はⅢ期とそれ以降となる。しかし、平泉町柳之御所跡の中国

陶磁器の出土傾向からは、D期青磁の大部分はⅡ期段階のものと考えられ、E・ F期青磁はⅢ期段階

のものと推定される。白磁椀Ⅶ類はⅡ期、緑釉陶器盤と白磁小皿X類はⅢ期段階のものである。その

他の白磁・青白磁は I・ Ш期の遺構から出土している。これらの白磁 。青白磁の所属時期については

各磁器の年代・出土地点 。遺存状態 。他遺跡での時期的出土傾向からの類推に頼らざるを得ない。

上製品 :土錘 。円盤状土製品 。棒状土製品が計23点 出土しているが、内21点は土錘である。土錘はそ

の大部分 (19点)が区画A(Ⅵ・Ⅶ区)出土である。Ⅱ・Ⅲ期の遺構から出土しているが、Ⅱ期段階

のものが主体と推定される。在地領主層と漁網の所有との関わりを示唆する資料でもあろうか。

陶器転用品 :転用砥27点 と播鉢転用品 9点がある。転用砥は在地産中世陶器・常滑・渥美・須恵器系

陶器の破片の内外面 。側面を使用している。その大部分は常滑甕片である。播鉢転用品は在地産中世

陶器播鉢の底部を穿孔したもので、内面はタール状の炭化物が付着し、焼けている。天地逆にして使

用したものである。Ⅲ期屋敷跡に伴うものであるが、その性格については類例をまって検討したい。

石製品 :数珠玉・碁石状小石・砥石・硯・温石・白雲母・整形面のある礫・削痕のある礫・磨面のあ

る礫 。白色礫 。赤色顔料付着珪化木 。石錘と長石粉末 。磁鉄鉱・琥珀などがある。数珠玉は石英 (水

晶)製のもので、全体区画溝Ⅲ期新段階のSD 102溝出土である。寺院跡と推定される区画CoDに関

連する遺物である。碁石状小石は碁石として図示したが、碁石として使用されたものかは不明である。

同様の石は古代のS1201住居跡からも出土している。砥石は中砥 。仕上砥20点がある。10点は仕上砥

で、小型で方形の板状のものである。Ⅱ oⅢ期の遺物である。規格品であり商品としての流通品と考

えられる。仕上砥の石質は凝灰質頁岩・頁岩などである。汐見一夫氏の鑑定ではこれらの仕上砥は山

城国鳴滝産の可能性があるとされた。仕上砥 8点は区画A出土である。刀子を使用する職人や 「刀筆

の吏」との関わりが推定される。硯は 2点ある。共に区画A出土である。1点は頁岩製の商品としての

規格品。1点はデイサイ ト質細粒凝灰岩製である。これは、軟質・白色の不整形のもので加工痕跡を残

す粗悪品である。商品ではないと思われる。温熱医療具・携帯用懐炉の温石は 4点ある。多くはⅢ期

屋敷跡に伴うものと判断される。在地での出土例はまだ少ない。石質は黒雲母片岩 3点・黒雲母片岩

か黒雲母千枚岩 1点である。阿武隈山地南部産の可能性が指摘されている。郡山市荒井猫田遺跡近傍

の阿武隈山地には温石山という山があると聞く。東北南部での流通品として、阿武隈川水系の水運に

よりもたらされた商品と推定される。白雲母は区画Aの H点があり、内 9点がⅦ区南東郡からの出土

である。これも阿武隈山地南部産とされている。Ⅱ期段階の遺物と推定される。一定幅に刃物でカッ

トされた加工品である。お香の菜板の可能性もあるが、粉末にした薬、和紙への混入、様器 (野場 :

1997 高橋 :1997)製作用の胡粉雲母、銅 。鉄鋳造関係の造滓材などの可能性も考えた。長石粉末も

造津材の可能性がある。磁鉄鉱は赤色顔料の原料となる。琥珀は細片で製品ではない。高温作業用の

燃料として使用可能である。

石造物 :板碑 3基と宝筐印塔 ]点がある。板碑は全体区画溝Ⅱ期のSD 505溝から、嘉暦 3年 (1328年 )

銘板碑と建武 3年 (1386年)銘板碑が出土している。前者の種子はバー、後者はバンである。もう 1



基はⅦ区SE 703井戸跡 (江戸時代)出上の無紀年のもので、種子はバンである。いずれも安山岩・河

原石で、名取郡 「北方」南半部地域に特徴的なものである。バンが卓越する地域でもある。前 2基に

ついては、種子の彫刻技法などから柳生延命寺の元亨 3年 (1323年)銘板碑と共に同一作者による製

品の可能性が指摘されている (佐藤■998)。 王ノ壇遺跡周辺には本出土例 3点の他に王ノ壇古墳上に

3基、「北屋敷」に 2基、「清水」に 1基、「皿屋敷」に 1基の計10基の板碑が確認されている。王ノ壇

古墳 1号板碑も種子の特徴から建武 3年銘板碑と同じ作者のものであろう。この 2基の板碑の種子バ

ンの空点と仰月点は市内の他の板碑では確認されていない特異なものである。宝僚印塔は全体区画溝

I期新段階のSD 101溝出土である。安山岩製の塔身部で、4側面に墨書種子がある。種子はサ (観音)

以外は不明であるが、薬師・観音・弥陀 。釈迦の四方仏かもしれない。この塔身は関東形式である。

関東形式の宝僚印塔は律僧との関係も深い大蔵派系石工のものと推定されている (川勝■957)。 名取

郡 「北方」地域の宝筐印塔については商品としての一元的製作・供給が指摘されている (石黒■997)。

板碑の同一石工の指摘とも絡んで興味深い。在地の石工の系譜については、五輸塔をもつ律院である

陸奥国分寺との関連も考慮しておきたい。国分寺五輪塔は空。風輪を欠くが、残存高166cmの立派なも

のである。これらの石造物は区画 C・ Dの推定寺院跡に関連する資料である。

木製品 :木製品の出土は少ない。 SE 701井戸跡から連歯下駄 (ケヤキ)・ 板草履 (コ ナラ属コナラ亜

種コナラ節の一種)。 漆器椀 (ケヤキ)。 刀子形代 (ア スナロ)。 曲物か折敷底板 (スギ)・ 板材 (折敷

底板か 。スギ)。 箸 (スギ)・ 円板状製品 (蓋か底板 。オニグルミ)・ 箱型容器 (スギ)・ 井戸水溜 (ス

ギ)、 SE 702井戸跡から曲物底板 (ス ギ)。 板材 (折敷底板か 。スギ)。 水溜 (ク リ)が出土している。

SE 701井戸跡の箱型容器については、大型ではあるが、形態・形態の維持・組み合わせ方・使用痕

跡・樹種から枡の可能性を考えた。板材 。折敷底板・枡側板は姐として転用されている。その他、Ⅲ。

Ⅵ区土葬墓などからは木質部が腐食した漆器漆膜のみ、Ⅶ区柱穴から漆液容器蓋紙、Ⅶ区Ⅳ期 SK702

土坑から漆液容器皿の生漆塊が出土している。漆膜の分析では、SK618土葬墓の大型総黒色系椀は 3

層の漆層が施されたもので、下地は漆下地の可能性があるもの。 SK311土葬墓の総黒色系椀は 3層 の

漆膜が施されたもので、下地は炭粉漆下地のもの。既饂 18土葬墓の総黒色系椀は 2層 の漆膜が施され

たもので、下地は炭粉下地である。3点共漆下地 (炭粉)漆器と考えられ、 SK618土葬墓とy饂 11土

葬墓のものは最良品ではないが良品の同質のもの、SK318土 葬墓のものはそれよりやや劣るものであ

る。中世の一般村落構成員や名主クラスは渋下地漆器であり、また、中世前期の木棺直葬の土葬墓が

武士クラスのものと考えられることから、本土葬墓の漆器椀は武士クラスの墓の副葬品と考えられた。

そして、既舗 18土葬墓とSK311土葬墓の漆器椀が同質であることからは、被葬者の格にかかわらず同

じものを使用していたか、拝領品を副葬していた可能性が指摘されている。 SK618土葬墓はⅥ・Ⅶ区

の I期屋敷跡に関わる屋敷墓、SK3H土葬墓はⅢ区のⅡ期屋敷跡の屋敷墓と推定しており、両者の関

連が推定される。Ⅶ区柱穴の漆液容器蓋紙は屋敷跡 I～ Ⅲ期のもの、SK702土坑の漆液容器皿の生漆

塊はⅣ期のものである。漆液容器蓋紙の存在は、在地産中世陶器や常滑に漆継ぎされたものがあり、

それとの関係が推定される。また、Ⅵ区説∞ 10土坑からは漆塗りの樺皮編物製品の断片が出土してい

る。編物に漆による手描きの花菱文風の文様がある。これは籠断片の可能性も考えている。また、SE



702井戸跡出土の I期段階の須恵器系陶器壺の内面に生漆の付着しているものがある。これは漆液運搬

容器の可能性があり、漆と共に日本海沿岸地域からもたらされたものであろうか (漆膜分析参照)。

金属製品 :釘 。鑑 。鉄製馬具・刀子・短刀・鉄鏃 。内耳鉄鋼 。鉄製蓋 。鉄製工具 。棒状鉄製品・管状

鉄製品・T字状鉄製品・板状鉄製品 。乗状鉄製品・斧状鉄製品・銭貨 。小壺状銅製品など354点があ

る。釘が計106点 と最も多い。内、92点が区画Aか らの出土である。棒状鉄製品は釘や鑑と思われる。

鉄製馬具は餃具で、I tt SB 109掘 立柱建物跡出土である。刀子は計15点で、12点が区画A出土である。

仕上砥も区画Aが最も多く、その関連が推定される。短刀 1点は区画AⅦ区出土である。庖丁の可能

性もある。鉄鏃は 6点である。全て区画A出土である。内、雁股鏃が 2点ある。内耳鉄鍋は 1点確認

された。内耳鉄鍋はⅦ区整地層A層出土であるが、整地層の遺物は 2点の近世陶磁器を除き、他は全

て鎌倉時代の陶磁器であり、内耳鉄鍋も鎌倉時代のものと推定される。整地層中出土ではあるが、出

土地点からはⅡ・Ⅲ期段階のものの可能性がある。13世紀代とされる岩手県水沢市玉貫遺跡例 (岩手埋

文■981)|こ類似している。東北地方南半部での該期の出土例はなく、貴重である。鉄製工具には錐・

大小の金鎚状のものがある。区画A出土である。環状鉄製品には戸の掛け金が含まれているかもしれ

ない。銭貨は27点 出土している。 I区池跡からは、開元通宝 (初鋳年621年・唐)。 熙寧元宝 (1068年・

北宋)・ 元豊通宝 (1078年・北宋)・ 元祐通宝 (1086年・北宋)・ 紹聖元宝 (1094年・北宋)。 皇建完宝

(1210年 。南宋)・ 決武通宝 (1368年・明)。 永楽通宝 (1408年・明)・ 不明銭貨の計 9枚 と開元通宝・

景祐元宝 (1034年・北宋)2枚・皇宋通宝 (1039年・北宋)。 景徳元宝 (1044年・北宋)・ 熙寧元宝・紹

聖元宝・紹定通宝 (1228年・南宋)の 8枚が、各々接着した状態で一括で出土した。前者の穴には腐

食した紐が一部残っていた。池跡からは他に、破砕した元祐通宝 1枚と不明銭貨 1枚も出土している。

その他の 9枚の銭貨には、元豊通宝 3枚 。開元通宝 1枚・元祐通宝 1枚・皇宋通宝 1枚・熙寧元宝 1

枚・聖未元宝 (H01年・北宋)1枚・成平元宝 (998年・北宋)1枚・祥符元宝 (1008年 。北宋)1枚が

あり、各 1枚ずつの出土が多い。V～Ⅶ区の柱穴・井戸跡からの出土で、区画Aか らの出土が 8枚と

多い。SE 601井戸跡の聖宋元宝と熙寧元宝の 2枚は祭祀に関連する銭貨の可能性もある。小壺状銅製

品は破片 2点である。鉄製蓋と共に仏器などの可能性があろうか。

骨角製品 :SE 701井戸跡出土の小型のキャップ状のもの 1点 とSE 702井戸跡出土の野沓 1点がある。

前者は熊の足・矢筈 (継筈)・ 儀式用矢の神頭などの弓箭関係の道具と推定した。後者は馬の鞍下の切

付につけるものであり、東北地方では唯―の出土例である。2点とも、「弓馬の士」に関連する遺物か

と考えた。 SK610土坑出土の漆塗 り樺皮製品も弓箭関係の籠断片の可能性を考えている。

鉄・銅関連遺物 :銅関連の遺物としては対塙が 1点ある。Ⅶ区Ⅱ～Ⅲ期のSK775土坑出土である。関

連資料として、Ⅶ区整地層A層出土の青銅合金残澄 1点・溶解炉壁片 1点、 SE 701井戸跡出土の藍鉄

鉱がある。これらは青銅合金の溶解に関わる遺物とされている (銅 。鉄関連遺物分析参照)。 鋼製品の

鋳造を想定したいが、鋳型・鋳造用溶解炉跡が確認されていないことから、現状では鋳造が行われた

ことを実証はできない。あるいは、銅細工や銅鍛冶の可能性も考慮されるが、これも遺物・遺構から

実証はできない。鉄関連遺物にはフイゴの羽口がある。19点中14点が区画A出上である。区画AⅥ区

S1601竪穴建物跡は鋳鉄鋳物の鋳造工房の可能性を推定した。また、区画AⅦ区西部のSD 709溝南部



のSK721土 坑周辺は大鍛冶と小鍛冶の場、Ⅶ区南部のSD 705溝区画内部も小鍛冶の場の可能性を考え

た。この周辺からは炉壁と推定される焼土塊・スサ入り焼土塊 。鉄塊 。鉄滓・椀型津・鉄片・湯玉な

ども出土している。これら鉄関連遺物はⅡ期段階の遺物である。

他に、銅・鉄関連としては、Ⅶ区整地層A層出上の未使用の対鍋の可能性のある椀状の土製品 (第

279図 3)、 内面が高熱で焼けただれた須恵器系陶器悟鉢片 (第 279図 H。 12)、 Ⅵ区Ⅲ期柱穴出上の鋳

鉄鋳物鋳型の可能性が推定されている円盤状の上製品 (第 261図 5)、 SE 702井戸跡出土の厚さ約 4 cm・

推定径約40cmの内面の象1落 した銅鋳造用溶解炉 。小炉壁片とも考えられる焼土塊などがある。また、

白雲母・鉄製金鎚 。砥石・陶器転用砥なども銅 。鉄製品の生産に関わる遺物の可能性もある。

鉄製品製作活動についての整理

出土鉄滓ならびに鉄塊の自然科学的調査をとおして、中世Ⅱ期 (12世紀末から13世紀中葉)では銑

鉄を脱炭して鋼を製造する操作と、鋼を使って鉄製品の製作が行われていた可能性の高いことが明ら

かとなった。しかし、銑鉄を生産したと推定される遺構 (製鉄炉)は未検出である。遺跡外から銑鉄

がもたらされ、それが鋼製造の素材として使用されたと推定されている (銅・鉄関連遺物分析参照)。

発掘調査では、鉄製品として相当量の釘が出土している。銑鉄を精錬して製造された鋼が、建物の

建造に不可欠な釘の製作に用いられたものと想定している。

鉄滓をはじめとし、生産活動に伴って廃棄された資料が濃密に分布するSK721土坑周辺から出土し

た鉄釘の自然科学的調査の結果、鉄釘の中に組成の異なるものが混在していることが明らかとなった。

鉄釘の製作に使用した鋼が銑鉄の脱炭によって得られたものであるとすると、イ)組成の異なる銑鉄

が遺跡内に供給されていた、口)王 ノ壇以外の地域で製造された鋼が供給され、それを使つて鉄釘が

製作されていた、ハ)使用不能となった鉄製品の再利用が計られたとする三つを考えることによって、

はじめて鉄釘の自然科学的調査結果の説明が可能となる (鉄釘の金属学的分析参照)。

出土鉄関連遺物の中には鋼が確認され、その始発原料は磁鉄鉱と推定されている。それを素材とし

て鉄釘が製作されたと推定されるが、他に組成の異なる鉄釘が混在しているという事実に着目すると、

自然科学的調査を行った釘がほぼ同時代に製作されたものであるとすると、製品としての搬入、鋼素

材としての搬入、古鉄再利用について考えなければならない。一方、微妙に時期が異なるものである

とすれば、時代の経過とともに、銑鉄、鋼、および鉄製品の供給地域が変わつた可能性を想定する必

要があろう。

いずれにおいても素材鉄の流通とその使用を考慮に入れて、王ノ壇遺跡における鉄製品製作とその

使用を考える必要のあることが示されたといえる。

中世の遺跡において鉄関連遺構が発見された場合、一般には鍛冶操作が想定される。この場合、鉄

の加熱・鍛打がイメージされる。しかし、一連の自然科学的調査をとおして、銑鉄を脱炭し鋼を製造

する精錬が含まれている可能性のあることが示された。鉄関連の操作には、少なくとも2つの性格が

あり、異なった操作があつた可能性が高く、実際にはこれに鋳造操作を加わえ検討する必要がある。

ただし、現状では、銑鉄を脱炭し鋼を製造する具林的方法、すなわち、その設備と使用される道具、

操作手順については未提示にある。その意味で、精錬は仮説の域を出ない。具林的設備や道具、操作



手順が提示され、鉄関連遺構との対比が進められれば、その実態がより明確になるものと思われる。

学際的研究により、そのような状況が早急に生まれることを期待したい。

織物 :I区 鋭釘03火葬遺構から、焼けた布片が出土している。麻類の可能性が指摘されている (織物

断片鑑別参照)。 火葬時の死に装東か葬送時のなんらかの用途に使用した織物の断片であろうか。

土壁 :ス サ入りの土壁塊が区画AⅥ区SE 601井戸跡から4点、その他Ⅵ区の掘立柱建物跡柱穴から3

点出土している。1点は漆喰白壁である。建物跡出土の土壁には焼けているものもあり、Ⅱ期建物が火

災に遭った可能性を推定した。Ⅵ区はⅡ・Ⅲ期屋敷跡では屋敷裏狽Jの小規模建物跡の建ち並ぶ地域で

ある。この地域の雑合には土壁のものが多かったのかもしれない。

動・植物遺存体 :動物遺存合では馬歯が多い。区画 C・ Dの全体区画溝から5点、区画A区画溝から

6点出土している。区画D全体区画溝からは牛歯も2点出土している。Ⅲ期段階での馬・牛の存在を

示している。 I区 既餌 H土坑からはギバチ・コィ・サヶ・スズキ・ニシン・鳥、Ⅶ区SE 701井戸跡か

らはスズキ・タィなど、 SE 702井戸跡からもタイが出上している。タイは中世でも領主層への献上品

であり、屋敷跡の性格に関わる資料である。サケもサケ漁と領主層との関連で注目したい (動物遺存

体分析参照)。 植物遺存体で食用のものには、イネ・オオムギ・コムギ・アワ 。キビ 。モモ・ウメ・マ

メガキ・ブ ドウ属・サンショウ・アサ 。マメ科・ダイズ近似種・ リョク トウ近似種・ササゲ属・メロ

ン仲間 。オニグルミ・ヒョウタン・カボチャなどがある (大型植物化石分析参照)。 また、SE 701井

戸跡の昆虫化石からは、複数種の食糞性昆虫、多数の食肉ないし雑食性の地表性歩行虫、ヒメヨガネ・

サクラコガネ属をはじめ人里環境を特徴づける食葉昆虫が見つかっている。このことから、遺跡周辺

には人家と農耕地が混在する人里空間が展開していたと考えられた。ヒメコガネ・サクラコガネ属は

マメ科・ブ ドウ・カキ・クリなどの食葉昆虫であるが、これは出土した大型植物化石により確認され

る (昆虫化石分析参照)。 SE 701井戸跡の花粉分析からは、イネ属型・アブラナ科・アカザ科 。ヨモ

ギ属・クワ科などの花粉が出現しており、後背湿地での水田稲作、自然堤防上などでのアブラナ科 。

アカザ科などの栽培、開けた場所ではヨモギ属・カナムグラなどが繁茂していたものと推定されてい

る (花粉分析参照)。

人骨・歯 :I区 罰Q01～ lo3火葬遺構・ SX101池跡・ЫD l10溝状遺構、Ⅵ区SE 601井戸跡などから人

の骨・歯が出土している。 Ы)110溝状遺構出土の骨には焼けていない頭蓋骨もあるが、他は全て焼け

たものである。SK 101～ 103火 葬遺構の人骨は成人骨で、 SK 101火葬遺構のものには中近世の日本人

の特徴が指摘されている。 SE 601井戸跡の人歯については異常咬耗などの可能性が指摘されている。

詳細は、事実記載および人骨・歯の鑑定を参照していただきたい。
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遺構 :遺構については事実記載の項で詳述した。ここでは、 I～ X区全林の中世遺構について再整理

する。再整理にあたっては、区画A屋敷跡の変遷段階 I～Ⅲ期を中世 I～Ⅲ期として使用する。ただ

し、全体区画溝については溝の変遷段階の各期をそのまま使用する。対応関係は屋敷跡Ⅲ期が全体区

画溝 I期とⅡ期のある時期までであり、全体区画溝Ⅱ期のある時期からⅢ・Ⅳ期には区画A屋敷跡は

廃絶され、屋敷としては機能していなかったものと理解している。なお、中世 I～Ⅲ期と奥州藤原氏・

名取郡地頭との関係では、 I期は奥州藤原氏後半段階、Ⅱ期は和田・三浦氏段階、Ⅲ期は北条氏段階

にほぼ対応するものと考えられる。

中世 I期段階の遺構群

本期について整理する前に、建物方向と重複関係から本期以前の可能性のある遺構について述べて

おきたい。Ⅲ区 I期の建物跡 (SB 307A・ B～ 313)の 8棟の方向は真北から12～ 15° 西偏しており、

Ⅵ・Ⅶ区 I期建物跡の方向よりも大きく西偏している。重複関係はⅢ区では中世最古段階のものであ

る。遺物からの検討は不可能であるが、西偏する建物跡から東偏する建物跡へと変遷する本遺跡の特

徴からは本期段階以前の遺構の可能性も考えられる。Ⅲ区 I期屋敷跡は掘立柱建物跡 8棟・説饂 15土

葬墓 1基がある。 SB 807A・ B掘立柱建物跡が比較的規模のある建物跡である。柵列で囲まれている。

北西部に位置する土葬墓は屋敷墓である。

本期段階の遺構にはⅥ・Ⅶ区 I期屋敷跡の遺構がある。Ⅵ・Ⅶ区の建物方向は真北から1～ 6° 西偏

している。建物方向からは、ほぼ真北方向のⅢ区Ⅱ期建物跡 3棟 (SB 802～ 304)と 真北から1～ 5°

西偏するⅡ区 I期建物跡 2棟 (SB 212・ 213)、  1区 SB l10掘立柱建物跡も同時期の遺構と推定され

る。いずれも微高地上に立地している。Ⅲ区Ⅱ期建物跡とⅥ・Ⅶ区 I期屋敷地は約250mはなれてい

る。Ⅵ・Ⅶ区 I期屋敷跡には区画溝はなく、主屋級と推定される SB 603。 702掘立柱建物跡 2棟・付

属する掘立柱建物跡 2棟・柵跡 1列・ SK618土葬墓 1基がある。主屋級の掘立柱建物跡は大型で廂・

縁と向拝階段状の突出部や中門廊状の張 り出し部がある。2棟の建物跡は時期差のある主屋の可能性

や向拝階段状の突出部をもつSB 603掘立柱建物跡は仏堂などの宗教的建物跡の可能性も考えられる。

2棟共北側を正面とする建物跡である。北西部の土葬墓は屋敷墓である。大型漆器椀の良品が副葬さ

れている。Ⅵ・Ⅶ区 I期段階の遺物は遺構に伴うものは土葬墓の漆器椀と柱穴の須恵器系陶器壺以外

明確ではないが、渥美・常滑三筋壷・常滑片口鉢・手づくね土師質土器皿 。白磁四耳壺の一部 。白磁

水注 。青白磁梅瓶蓋・青白磁輪花皿・青白磁合子などは本期段階のものと推定される。Ⅲ区Ⅱ期屋敷

跡には 3棟の掘立柱建物跡 。SK311・ 318土葬墓 2基がある。 SB 302掘立柱建物跡は 3面に廂・縁を

もつ主屋級の建物跡である。主屋級建物跡の北西部と西部にある土葬墓 2基は屋敷墓である。SK3H

土葬墓の漆器椀はⅥ・Ⅶ区 I期屋敷墓の SK618土葬墓と同質の良品である。下賜品の可能性もある。

建物跡の規模 。遺物からはⅢ区Ⅱ期屋敷跡はⅥ・Ⅶ区 I期屋敷跡に順ずる屋敷跡である。Ⅵ・Ⅶ区 I

期屋敷跡を中心として、Ⅱ・Ⅲ区などこの周辺に一族の者が住まいしていたものと推定される。なお、

本期段階には、 I区南半部からV区北半部の畑跡と推定される小溝状遺構群とV区南半部からⅥ区北

部の水田跡、Ⅸ区南半部の水田跡が伴つていた可能性がある。

中世 I期以前の遺構としては、平安時代後半期とした水田跡がある。中世水田跡はこの前代の水田
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域の上に継続して造られており、経営主体はⅢ区 I期屋敷跡の存在からも、前代から続く在地勢力に

よるものと推定される。このことから、 I期段階の遺構群も在地勢力によって生活領域の拡大を伴う

新開地として新たに形成されたものと考えられる。渥美袈裟擦文壺 。渥美線刻文壺・渥美甕・渥美片

口鉢・常滑三筋壺 。常滑片口鉢 。須恵器系陶器・白磁四耳壺・白磁水注・青白磁梅瓶・青白磁輪花皿・

青白磁合子などは12世紀第 3四半期を中心とする岩手県平泉町柳之御所跡 (八重樫■994・松本■995)

の出土遺物に類例を見ることができるものである。特に、壺類の袋物は当時の調度品・ステイタスシ

ンボルとして居館や寺院で使用されたものである。渥美袈裟欅文壺は奥州藤原氏関連遺跡からの出土

例の多いことが指摘されている (藤沼■992)。 また、日本海沿岸地域産と推定される須恵器系陶器の

将来も出羽国をも版図としていた奥州藤原氏との関連が推定される。山形県寒河江市の慈恩寺などは

奥州藤原氏との関係も深く、後代の名取熊野新宮寺一切経底本の移入先でもある。平泉には秀衡勧請

の今熊野社もあり、陶磁器は奥州藤原氏と名取熊野の関連でもたらされたものであろうか。これらの

特徴的な遺物が奥州合戦時の平泉からの戦利品や伝世品である可能性も否定はできないものの、送地

の名取郡司・熊野別当は奥州藤原氏と関係の深い在地領主であり、当時の大野田にこれらの在地領主

と関連する施設が存在していた可能性も否定はできない。また、前代から存続している国司御厩舎人

の存在も気になるところである。大野田西隣の富田には奥州藤原氏との関係が深いとされる雲南神社

がある (大石■997)。  I期段階の在地土器は土師質土器皿が平泉 (京都)系かわらけ文化圏外で、明

確に把握されていない弱さがあり、 I期はⅡ期に含めた和田氏段階の可能性も考慮されるが、ここで

は、 I期屋敷跡は奥州藤原氏に連なる在地領主層の屋敷跡と考えておきたい。

中世Ⅱ期段階の遺構群

本期段階の遺構にはⅥ oⅦ区Ⅱ期屋敷跡の遺構とⅡ～ I区 ⅡA期屋敷跡の遺構、 X tt SB 1005掘 立

柱建物跡がある。本期の建物方向は真北から5～ 8° 東偏している。これらの遺構群の中心はⅥ・Ⅶ区

Ⅱ期屋敷跡である。本期段階にも屋敷跡に伴う区画溝はⅡ区ⅡA期屋敷跡を除いて顕著ではない。Ⅵ・

Ⅶ区屋敷跡には主屋であるSB 703掘立柱建物跡 1棟・付属する掘立柱建物跡H棟 。柵跡 3列・ S1601

竪穴建物跡 。SE 701井戸跡 。SK610土坑 。SX 702土坑 。SD 706清・ SD 705溝 区画内遺構 。SD 709溝

南部遺構 。SX601墳墓跡がある。 SB 703掘立柱建物跡は大規模なもので、南西部に中門廊をもつ廂・

縁のある南面する建物跡である。 SB 707,708掘 立柱建物跡は床板張 りの厩跡、 SB 709掘立柱建物跡

は持仏堂か倉庫である。3棟の建物跡配置は主屋の南の庭を挟んで厩跡が、主屋の南東に持仏堂・倉庫

が位置している。主屋北部の掘立柱建物跡は作業小屋・納屋などであろう。主屋北西部のSX601墳墓

跡は I期屋敷墓 SK618土葬墓の上に造られた河原石使用の立派な塚墓であり、 Ⅱ期の屋敷墓である。

S1601竪穴建物跡は主屋の北にある鋳鉄鋳物の鋳造工房跡と推定される。主屋南西部のSD 709溝南部

の SK721土 坑周辺には大鍛冶 。小鍛冶の場、主屋南のSD 705溝区画内も小鍛冶関連の場である。屋敷

への鍛冶師・鋳物師などの金属加工職人の出職の可能性がある。Ⅱ区ⅡA期屋敷跡の遺構と I区北部

のⅡ区ⅡA期同方向建物跡は連続する一連の遺構群である。Ⅱ区建物跡ⅡA期段階には西側をコの字

に区画する溝が伴い、3面に廂・縁をもつ主屋級建物跡SB 201掘立柱建物跡がある。同時期の遺構と

しては、総柱建物跡 1棟 。竪六建物跡 3軒・雑舎クラスの建物跡 3棟 と溝区画外の I区の小規模な建



物跡 3棟が付属している。 X tt SB 1005掘 立柱建物跡は単独で、離れているが、建物方向か ら本期段

階の遺構と推定される。

Ⅱ期段階の遺構群であるⅡ～ I区屋敷跡とⅥ oⅦ区屋敷跡は主屋級建物跡をもち、遺構も増え、屋

敷として充実した内容となっている。Ⅵ・Ⅶ区屋敷跡のⅡ期屋敷墓であるSX601墳墓跡と I期屋敷墓

であるSK618土葬墓との関連からはⅡ期屋敷跡は I期屋敷跡の直系の人物によるものと考えられる。

Ⅵ・Ⅶ区のⅡ期の中心的屋敷跡は区画溝はないが、建物が大規模になり、付属施設も増えている。南

面する主屋は中門廊をもつ大規模なもので、南に庭をもち、その南に板張りの厩跡、東に持仏堂か倉

庫を配している。主屋北部には雑舎が建ち並び、北西部には屋敷墓である例を見ない立派な塚墓を置

いている。武士層の屋敷としての基本的な施設をもち、その配置は規則的・計画的である。在地領主

層の屋敷跡とみることができる。鋳物師 。鍛冶師を呼び寄せて金属製品を造らせている。常滑甕の大

部分・広日壷 。片口鉢、渥美・須恵器系陶器の一部、中国産陶磁器の主体を占めるD期青磁の多く、

白磁椀、 (青 白磁梅瓶蓋)は この段階のものと推定される。 S1702竪穴遺構出土の渥美壺 。常滑三筋

壺などの美術陶器は I期屋敷跡段階からの伝世品と思われる。 I区池跡出上の古瀬戸四耳壺 。水注も

本期以降の遺物である。また、SE 701井戸跡出土の大型の枡や白雲母も本期段階であり、小型板状砥

石にも本期段階のものがある。さらに、土錘の大部分もこの段階の遺物と推定される。 I期段階から

の小溝状遺構群・水田跡はこの段階のある時期まで機能していたものと推定され、 I・ V区の SD 107・

506溝が本段階中に小溝状遺構群・水田跡の上に形成される。この直角に曲がる区画溝はⅡ期建物跡の

方向とは異なるもので、区画溝内は遺構の確認されない空閑地である。

本期はⅥ oⅦ区Ⅱ期屋敷跡が中心となり、Ⅱ～ I区 ⅡA期屋敷跡、離れた小河川沿いのX区建物跡

1棟を従えた構成をとっている。Ⅵ区屋敷墓の変遷から I期段階からの同族系譜の人々により形成さ

れた遺構と推定され、屋敷地の拡散・屋敷地の拡大・建物跡の大規模化・遺構配置の規則性・計画性・

遺物量の増カロなどからは I期段階以降の発展形態と捉えられる。特に、Ⅵ・Ⅶ区Ⅱ期屋敷跡は在地支

配の拠点としての成長した姿を示しているものと考えられる。

奥州合戦後、奥州藤原氏方に関与した名取郡司・熊野別当は放免され、本貫地に帰っている。鎌倉

幕府の在地支配の基本政策は奥州藤原氏の先例にならうこととされているが、旧在地領主層は新たな

在地支配者である関東御家人の郡地頭の下で、その代官などとして再編成されたものと思われる。Ⅱ

期屋敷跡は I期屋敷跡の系譜に連なる屋敷跡と考えられることから、屋敷跡の主は名取郡地頭による

現地支配の直接の管理者である村・郷レベルの代官・沙汰人としてこの地域を掌握した旧在地領主系

の人物と推定される。Ⅵ oⅦ区Ⅱ期屋敷跡は名取郡地頭和田氏・三浦氏段階の代官屋敷である可能性

を考えたい。磨 り減るまで使われた大型の枡の存在がそのことを雄弁に物語つているかのようである。

中国産青磁の63%を 占めるD期青磁、白磁椀、出土例のそう多くはない 4・ 5型式の常滑甕 。広日壷 。

片日鉢、希少な前 I・ Ⅱ期の古瀬戸四耳壺・水注などは海の領主でもある和田・三浦氏と名取熊野の

関連により将来した製品とも考えられる。

中世Ⅲ期段階の遺構群

本期段階には全体区画溝で囲まれた広域エリアが出現する。全体区画溝内には、清囲いの区画A・
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区画 B、 溝区画の区画 C・ Dが形成される。同時に、全体区画溝の西方約90mには南北縦断の幹線道

路が造られる。また、全体区画溝北部の外側には柵囲いの宗教エリアが付設される。区画A・ B間や

全体区画溝外の I～Ⅲ区にも本期段階の遺構がある。これ らの遺構群は全体で一体のものとしての計

画的に造成されたものと推定される。区画AⅥ・Ⅶ区の建物方向はⅢA期が真北から12° 前後東偏し、Ⅲ

B期が真北から18° 前後東偏している。

幹線道路跡は全体区画溝の西約90mに位置し、全体区画清にほぼ平行して南北に走っている。両側

濤をもち、舗装された幅約 3～ 5mの道路跡で、鎌倉との往還道である奥大道の可能性が指摘されて

いる (田中・渡辺・竹田 :1998)。 本調査区Ⅱ区の掘 り込まれた道路跡に接続するものである。幹線道

路跡は全体区画溝エリア全体を大きく囲むように走っている。幹線道路跡からは東方の王ノ壇遺跡に

向かう4条の枝道が伸びている。北から、枝道Aは全体区画の北端に、枝道 Bは宗教エリアに、枝道

Cは区画 Cに、枝道Dは区画 Bに伸びている。また、区画A西方部分の幹線道路跡の側溝は途切れて

おり、東西への出入 りが可能な状態になっている。東に行けば区画A、 西に行けば春日社がある。な

お、現在も区画A南側を通つている道路の下にも中世の道路跡 (枝道E)の可能性が想定でき、幹線

道路跡から全体区画溝エリアに向かって計 6条の道路 。通路が伸びていたものと推定される。

全体区画溝はⅢ期遺構群の西側を区画するもので、北端部がクランク状に屈曲しているが、最大南

北長は約420m(約 140丈)である。北端部は東に折れ曲がり、魚川に至 り、南端部は水路 (運河)に

接している。東側には全答を区画する清が存在していたかは不明である。西側全体区画溝から魚川ま

での距離は約200mで ある。全体区画溝は I～Ⅳ期の重複があり、溝幅は約2.5～ 0.8m、 深さは約 1,2

～0.4mである。全林として防禦的機能や水利調節機能は希薄である。区画すること自体を目的とした

一種の「結界」としての溝であり、実質的には排水の機能も付与された溝と考えられる。全体区画溝

の年代は、 I期が鎌倉時代中頃から末頃、Ⅱ期が鎌倉時代末頃から南北朝時代前半頃、Ⅲ期が南北朝

時代中頃以降、Ⅳ期は近世の可能性がある。Ⅲ期遺構群に対応する全体区画溝は I期 とⅡ期のある時

期までであり、全体区画溝Ⅲ期は区画 C・ D地域との関連が推定される。

区画AはⅥ・Ⅶ区Ⅲ期屋敷跡である。屋敷を囲う区画溝は SD 601 A・ 704溝である。北辺約90m(約

30丈 )。 南辺約100m(約 33丈 )。 東辺約80m(約 27丈 )。 西辺約80m(約 27丈)の南辺がやや長い台形

状に溝が巡っていたものと推定される。SD 704溝は屋敷全体区画溝が一部屋敷内部に入り込んだ区画

溝である。溝幅は約 3～ 4m(約 1.2丈 )、 深さは約1.3～ 1.6m(約 半丈)の大溝である。水利調節機

能は希薄であるが、防禦的機能は考慮されたものと思われる。溝囲いのⅢ期屋敷跡の遺構は大きくA・

B期に分けられ、A期はさらに古・新に細別される。屋敷内には内部を区画するⅢA古期の SD 604溝

とⅢA新期の SD 603・ 703溝がある。調査区はⅢ期屋敷地全体の西部にあたる。ⅢA期の遺構群は、主

屋級の建物跡であるSB713・ 719掘立柱建物跡を中心とした計画的・規則的なコの字状の配置となって

いる。 SB 713掘立柱建物跡は中門廊状の突出部をもつ廂・縁付きの建物跡である。建物跡の南側には

東西から南北に屈曲する柵跡を配し、その南に庭をもっている。庭の西側には持仏堂の可能性のある

SB 714・ 715掘立柱建物跡や床板張り厩跡のSB716掘立柱建物跡、庭の東側には南北に伸びる柵跡の

東にSE 702井戸跡や掘立柱建物跡がある。主屋級建物跡を北奥に置いたコの字状の配置である。南庭
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の南には貴重品の倉庫か特殊な作業場などかと推定した SX701石敷堅穴遺構や日隠し塀・幡掲揚施設

などと推定した 4列の溝状遺構がある。主屋級建物跡の北側 (背後)には納屋 。作業場 。厩などと考

えられる小規模な建物跡がL字状に配されている。屋敷地北西郡隅には櫓状の建物跡があり、屋敷全

体区画溝の北西コーナー部分には橋 1～ 3がある。屋敷内区画溝 SD 603・ 703・ 704溝で囲まれた屋敷

地北西部はⅢA期の遺構はなく空閑地となっている。馬の調教場 。いわゆる騎射三物などの馬場とし

て使用可能である。屋敷全体区画溝脇にあるSK605土坑は墓坑であるが、中世前期の上葬墓の形態で

ある長方形ではなく、方形である。鉄釘の出土から棺の存在が推定され、骨は残っていなかったが犬

追物の犠牲となった犬を丁重に葬った場所の可能性などを想定したいところである。なお、区画A屋

敷地には屋敷墓は確認されない。

区画 BはⅧ区南端部からX区にある溝囲い区画である。 SD 801新・901・ 1001溝 で区画されたエリ

アは南に開くコの字状で、西辺 。北辺 。東辺は各約75m(約 25丈)と推定される。溝の幅は約2.5～

3.5m・ 深さは約0。 9～ 1.4mで、区画Aの屋敷全体区画溝とほぼ同じ規模であり、区画方向も同じであ

る。この区画溝の上半部は人為的に埋め戻されている。区画 Bの南端部は水路 (運河)に接続してい

たものと推定される。区画 B内には北西部にSB 901掘立柱建物跡が 1棟のみ、南端部水路沿いにSB

1001～ 1004・ 1006掘立柱建物跡の 5棟の建物跡がある。建物方向は区画AⅢ期段階と同じである。区

画内の南北両端部にのみ建物跡があり、その間の範囲には遺構は皆無である。溝区画された広いエリ

アではあるが、遺物の出土も少なく、この場所が日常生活の場ではないことを示している。水路 (運

河)に接した区画で、建物跡の大部分も水路に面していることから、船着場に隣接した水運関係の物

資の管理・収納に関わる建物跡と考えられ、後背の空閑地は流通の拠点に設けられた市の立つ場所の

可能性が推定される。館市の場であろうか。枝道Dが区画 Bに伸びていることもある程度開かれた場

所であることを示しているものと理解される。この場合、区画B北西部のSB 901掘立柱建物跡は宗教

的建物跡の可能性もあり市神の社の可能性が考慮されるが、厩跡の可能性も残るものである。区画B

の広場は市の他に騎射三物の場や馬場、儀礼の場などとしても使用可能な多目的場所として確保され

たものと考えられる。区画Aと区画 Bに挟まれた南北幅約16mのⅧ区にも遺構がある。狭い場所では

あるが、廂・縁をもつ中心的建物跡や小規模建物跡 。区画溝・柵跡・井戸跡などがあり、全体として

小規模な屋敷跡としての姿をみせている。枝道 D・ Eが伸びる場所であり、区画A・ Bに関連した場

所と考えられる。遺構の構成からは区画A屋敷跡の下人 。所従などの従者の住まいかと思われる。区

画A屋敷跡の門番の機能も果たしていた可能性がある。

区画 C・ Dは寺院跡と推定される。区画 C・ Dには掘立柱建物跡 8棟・土坑群 。柵跡がある。全体

区画溝の一部が浅くなっていたり、土橋状に開いており、そこに枝道 Cが伸びていることからは外部

に開かれた場所と推定される。各建物跡は金堂・僧房などと特定はできないが、敷地面積の割には空

閑地の広い境内的空間構成をとっている。入日部には門前施設と考えられる特異な小ピットの密集が

ある。全体区画溝の遺物に板碑・宝僚印塔・数珠玉・古瀬戸天目茶碗があること、区画 Cの上坑が土

葬墓の可能性があること、区画Dに南北朝時代以降の火葬遺構 (奈毘墓)があることなどから寺院跡

と想定した。ただし、瓦葺きの建物跡を伴うような伽藍ではなく、区画A屋敷跡に付属する小規模寺



院跡と考えられる。荼毘墓があり、土坑が上葬墓であれば、寺院敷地内に墓があることか らは遁世僧

の寺院の可能性が考えられる (松尾■997)。 Ⅲ期段階の名取郡 「北方」の遁世僧としては 「歴史的環

境」で前述したように禅・律僧が想定され、後述する特殊な遺物からも禅・律宗系寺院の可能性が推

定される。区画 C・ D地域は 1区北部の宗教エリアと共に区画AⅢ期屋敷跡廃絶後も宗教的求心力を

維持して機能していた場所と考えられる。大道沿いの辻堂・接待所としての宿泊機能も考慮させる場

所である。なお、区画 C・ Dの建物跡の方向は真北から27～ 35° 東偏しており、区画AⅢ B期の建物方

向よりも東偏の度合いが強い。復元される全体区画溝はV区からⅥ区の部分でやや西側に張 り出すよ

うに弓なりになっており、この部分の全体区画溝の方向に建物方向を沿わせると建物の方向は区画A

ⅢB期よりも強く東偏することになる。このことから、区画 C・ Dの建物跡の方向は全体区画溝の方

向に規制されたものと推定される。ただし、区画A屋敷跡廃絶後も、区画 C・ Dは遺物と全体区画溝

の変遷から寺院・宗教的場として機能していたものと考えられることから、区画 C・ Dの強く東偏す

る建物跡は区画AⅢ B期段階よりも新しい時期に建てられた建物跡である可能性も残される。

I区北部の柵囲いの場所は宗教エリアと推定される。全体区画溝外に設けられた施設であり、枝道

Bが伸びていることから一般の人々に開放されていた場所である。その維持・管理には区画 C・ Dの

寺院跡が関与していたものと考えられる。柵囲い内部にはSX 101池跡・SE 101井戸跡 。SB 101掘立柱

建物跡・礎石建物跡・創剪 10溝状遺構がある。池跡は中島があり、井戸跡を付設している。池跡軸線

上の西側中央部に方 3間の正方形の建物跡が位置している。建物跡は一間四面堂風の阿弥陀堂形式の

仏堂と推定される。池跡と仏堂がセットになっており、小規模な浄土庭園の一種と判断される。池が

東、仏堂が西に位置していることから、西方極楽浄土を意識した阿弥陀堂跡と池跡と考えられる。仏

堂の背後には王ノ壇古墳の西半墳丘部を築山状に配置し、壇状に削平された墳丘上には石造物などを

置いていた可能性がある。池跡・仏堂跡 。王ノ壇古墳残丘を貫く軸線上の遥か西方には源頼朝創建伝

承のある生出森八幡宮のある太白山を望み、太白山の背後に沈む夕日を拝むことができる。阿弥陀堂

を配した浄土庭園であることは、区画CoDが 禅 。律宗系寺院であることとはス トレー トには整合し

ないが、名取熊野と禅 。律宗との関係が反映しているものと考えたい。なお、律宗寺院においては阿

弥陀堂に僧侶の火葬骨を納める例があり (細川 :1997)、 阿弥陀堂が骨堂として機能していた可能性も

考慮しておきたい。後述する溝状遺構上面や周辺からは火葬骨も出土しており、その可能性は考えら

れる。この浄土庭園の宗教エリアの成立は溝状遺構の形成を契機としている。溝状遺構は王ノ壇古墳

の東半分全体を削平して造られた一種の集団墓である。溶けた骨などが確認された。火葬していない

頭蓋骨だけのものもあり、斬首の可能性も考えられ、なんらかの争乱によって亡くなった人々を一括

して埋葬した場所と推定される。後述する区画AⅢ期屋敷跡の成立事情から推察すると、勝者が敗者

への鎮魂のために造つた施設かと思われる。勝者の罪の滅罪と敗者の魂の救済のための宗教装置であ

ろうか。そして、一般の人々に開放されたエリアとなっていることからは、村の鎮守春日社などと共

にこの地域の宗教的ランドマークとして機能していたものと考えられる。この宗教エリアは溝状遺構

上面 。周辺からの散骨状の火葬骨の存在から、鎌倉時代以降においても宗教的場として機能 していた

ものと考えられる。
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Ⅱ区から I区のⅡB期の建物跡・柵列 (真北から10～ 12° 東偏)は本期のⅢA期段階と推定される。

I tt SB 109掘 立柱建物跡を中心として、北東部にⅡ区東部の 「く」の字に配置されたSB 206～ 210掘

立柱建物跡の小規模な建物跡、南部に I tt SB 103～ 105掘立柱建物跡を配置している。 SB 109掘立柱

建物跡の東側は庭地状である。これらの建物跡のある場所は浄土庭園エリアの北側、幹線道路跡の南

側である。幹線道路跡沿いであり、枝道 Bの通じる場所でもある。浄土庭園エリアの内部にあるSB

103～ 105掘立柱建物跡は池跡・仏堂を中心とした浄土庭園内のなんらかの付属施設である。その北側

に接しているSB 109掘立柱建物跡は柵列外にあり、枝道 Bが達する場所に位置している。区画 Cの

SB 502掘立柱建物跡とほぼ同規模・同形態の建物跡であり、区画 C寺院跡の管掌する僧侶の運営する

建物跡と推定したい。外部に開かれた浄土庭園エリアの直接的な運営・維持・管理などに関係する建

物跡と考えられる。柱穴からは馬具の餃具が出土している。浄土庭園への参詣者の休憩・宿泊などの

機能も兼ね備えていた可能性も推定される。Ⅱ区東部のSB 206～210掘立柱建物跡は幹線道路跡に接

する場所にある。この小規模な 5棟の建物跡は 「く」の字状に計画的 。規則的に配置されている。こ

の地域の中心的建物跡であるSB 109掘立柱建物跡が管理していた施設と推定される。幹線道路跡に近

接していることから、道路跡と密接な施設とも考えられる。道路の維持・管理や人の往来や物流など

に関わる納屋・倉庫などであろうか。これらの建物跡と幹線道路跡を挟んで、その北側には祠堂と推

定されるⅢ区SB 301掘立柱建物跡がある。また、Ⅲ区にはⅢB期方向の建物跡である SB 305・ 306掘

立柱建物跡 2棟がある。梁行 2間・桁行 4間の総柱的な東西棟であり、形態的には厩跡の可能性が考

えられる。区画AⅢ期屋敷跡内部の公的な厩とは性格の異なる幹線道路沿いの厩である。幹線道路跡

南部のⅡ～ I区の諸施設に関連する厩跡とも考えられる。

中世Ⅲ期段階の遺構群の中心は区画AⅢ期屋敷跡である。Ⅱ期建物跡の柱穴柱痕跡中に炭化物塊 。

焼土を含むものが多く、火災に遭ったものと考えられる。Ⅲ期建物跡の柱穴根石に使用されている河

原石が全面焼けているものが多く、柱穴掘 り方埋土中に焼土が多いことも、前代の火災を想定させる。

また、Ⅱ期屋敷墓のSX601墳墓跡は区画溝内の河原石の出土状況や堆積状況から人為的に塚が崩され

た可能性があり、Ⅲ期屋敷跡の造成にあたり破壊されたものと推定される。さらに、S1702堅穴遺構

出土の渥美壺・常滑三筋壼などは I期屋敷跡からⅡ期屋敷跡に伝世されたものが、Ⅲ期段階で粉々に

壊して一括廃棄されたものと推定される。伝世品や屋敷墓の破壊は前代までの嗜好 。価値観 。一族の

守護神である祖霊 。御霊を否定するものであり、火災の痕跡は争乱による焼き討ちの可能性を考慮さ

せる。 I区北部の柵囲い宗教エリアはこのようなⅢ期屋敷跡成立事情に関連して造られた宗教装置で

あろうと思われる。中世Ⅲ期は名取郡地頭北条氏段階であり、Ⅲ期遺構群の成立は、北条氏が専権を

確立していく中央政局の推移と揆を―にした在地の現象と推測される。Ⅲ期屋敷跡は推定屋敷地の西

部のみの調査であるが、当時の東国では稀な防禦的色彩もある区画大溝で囲まれ、主屋級建物跡を中

心として、庭・持仏堂・厩跡・柵列・井戸跡・雑舎・櫓状建物跡が計画的・規則的に配置されている。

厩跡は梁行 2間 (総長約3.6m)、 桁行10間 (総長約18.6m)の 南北棟である。 Ⅱ期屋敷跡に伴う2棟

の東西厩跡ともほぼ同規模 。同形態である。床束柱の存在から、『一遍上人絵伝』などに見られるよう

な床板張りの厩跡と推定される。源頼朝の大倉御所の内厩は15間 (柱間寸法約2.lm・ 総長約31.5m)



で、30頭収容とされている (松尾 :1993)。 Ⅲ期厩跡はこの時期の地方においては立派な格のある厩跡

かと推狽Iさ れ、床板張 りであることからは、乗馬用の騎馬の厩跡と推定される。また、常用の騎馬の

他に急事の公用伝馬としての早馬が常備されていた可能性も考えられる。早馬常備の可能性は幹線道

路跡との関係からも濃厚であり、Щ期屋敷跡は宿駅の機能を兼備していた可能性も推定される。この

ことは、同規模・同形態のⅡ期厩跡の存在意味にも関わることであり、 Ⅱ期段階の幹線道路跡は発見

されていないが、遺跡北西部には南北に伸びる伝東街道とされる畦畔もあり、工期段階の幹線道路が

この周辺を通っていた可能性も考えておきたい。井戸跡は丁寧な方形掘 り方で、底面の水溜には丈夫

なクリ材を使用した立派なものである。屋敷西端部には長さ約50mの馬の調教やいわゆる騎射三物の

馬場として使用可能な場所を備えている。遺物では、ロクロ使用土師質土器皿、瓦質火鉢、在地産中

世陶器、常滑の一部、古瀬戸壺瓶類・入子・卸皿、山茶碗、中国産緑釉陶器盤、青磁 E～ F類、白磁

印花文小皿X類の他、白磁四耳壷、青白磁合子、青白磁小壺も本期のものと推定される。土師質土器

皿 。在地産中世陶器 。青磁の数量は屋敷地の広さの割には決して多いものではない。調査地点が屋敷

の中心からずれた場所であることを示している。Ш期主屋級建物跡はⅡ期主屋建物跡よりも規模は小

さく、主屋の建つ屋敷の中心部は調査区の東側にあるものと推定される。

屋敷跡の性格に関わる遺物としては瓦質火鉢・在地産中世陶器火鉢・山茶碗・緑釉陶器盤・野沓な

どの特殊品のほか、土師質土器皿・古瀬戸壷瓶類 。青磁小盤・盤 (折縁鉢)。 白磁四耳壺・白磁印花文

小皿・青白磁合子・青白磁小壺・温石・小型板状仕上砥などが挙げられる。野沓の存在は武士の屋敷

跡に相応しいものである。陶磁器組成は、破片であり量的にも少ないものの、鎌倉市今小路西遺跡北

側武家屋敷 5～ 3面 (13世紀中葉から14世紀前葉)出土の陶磁器組成 (河野他 :1990)に 類似してい

る。この北側屋敷跡は北条得宗家に関連した屋敷跡とされており、ほぼ共通した陶磁器組成は注目さ

れる。特殊品の山茶碗・緑釉陶器盤は水陸交通の拠点であることを示すと共に宗教絡みの遺物の可能

性も考えられる。陸奥国分寺の南側にある南小泉遺跡からは県内初の13世紀末から14世紀初頭の楠葉

型瓦質椀が出土している (佐藤 :1990)が、 これについては仏器の可能性が指摘されている (田 中 :

1999)。 河内楠葉は南北朝時代には律僧慶円が管領する関であり、それ以前からの律僧の活動拠点で

あったとされている (細川■999)。 陸奥国分寺は西大寺末寺であり、その近くの遺跡から出土した楠

葉型瓦器椀の存在は律宗との関わりを推定させる資料とも考えられる。とすれば、希少な山茶碗や緑

釉陶器盤の存在にも宗教者の介在を考慮させる。当時、中国大陸との交易と太平洋海上交通は北条得

宗一門により独占されており、北条氏に外護された禅・律僧の関与により将来した遺物の可能性も考

えられる。緑釉陶器盤は禅・律宗系寺院による唐物交易との関係、山茶碗は古瀬戸 と関連する尾張国

長母寺を介した律宗系寺院との関係などが注目される。古瀬戸も前Ⅲ期から中Ⅲ期の瓶 。壺類・入子・

卸皿があるが、これも前代と同じく在地での出土例は少なく、前記同様に熊野社も絡んだ宗教と北条

氏一門の独占による流通・交易との密接な関係も想定される。瓦質火鉢は在地の中世前期の遺跡から

の出土例を知らない。これも緑釉陶器盤・山茶碗と同様に宗教がらみの遺物の可能性も考えられる。1

点は寺院跡と推定されるV区区画 C、 8点はⅢ期の中心的屋敷跡Ⅶ区区画Aか ら出土している。復元さ

れた火鉢はいわゆる奈良火鉢の形状であり、形態 。調整・色調 。胎土からは大和系の瓦質土器工人に



よる在地産の可能性も考慮されるものである。松島円福寺の軒平瓦に見られる常陸三村山極楽寺との

工人集団の関連が瓦質土器にも認められる資料となるものなのか気になるところである。三村山極楽

寺は鎌倉の律宗寺院よりも南都との関係が深く、「石造物・瓦も一貫して南都の強い影響を示しており、

いわば関西文化の飛地とでもいうべき状況にあった。」 (桃崎 :1997)と されている。三村山の尼寺入

地区からは14世紀前半代の瓦質火鉢が比較的多く出土しており、実見はしていないが、これとの関連

は注意しておきたい。奈良の 「西京火鉢作座」の本所は興福寺であり、興福寺と西大寺流律宗は関係

が深い。西大寺流律宗が鎌倉極楽寺や常陸三村山紅楽寺などを拠点とした東国への教線拡大に伴う遺

物の可能性はないのか注目したい。在地産中世陶器火鉢は鎌倉で瓦質 。土器質の鉢型の火鉢としてい

るものに類似している。鎌倉の同形態の火鉢については、暖房用の他に煮炊用に使用された可能性も

考えられている。これも、瓦質火鉢と同様に、在地の消費地での出土例はなく、特殊な製品である。

鎌倉の瓦質・土器質の鉢型火鉢をわざわざ陶器で模倣した製品である。在地においては希少ではあり、

需要は少なかったものであろうが、都市鎌倉での生活スタイルを保持する者にとっては必需品であり、

一種の特注品の可能性もある。出土例の少ない温石もⅢ期のものと推定され、これらの暖房具はⅢ期

屋敷跡の住者の性格に関わる遺物である。山城国鳴滝砥の可能性が指摘されている小型板状仕上砥は

規格品として流通したもの (汐見 :1995)と推定されるが、県内での出土例は現状ではまだ少ないも

のである。刀子などの研磨に使用された携帯用砥石と考えられ、刀子を使用する職人に関わる遺物の

可能性もあるが、ここでは木簡・木札などに関わる 「刀筆の吏」に関連する遺物の可能性を考えたい。

関連する刀子は15点中12点が区画Aか ら出土しているが、硯の出土は 1点と少ない。Ⅲ期屋敷跡の中

心が調査されていないことに起因するものと考えたい。この仕上砥はⅡ期代官屋敷段階のものもある

が、多くはⅢ期屋敷段階ものである。Ⅱ期代官屋敷でも使用されていることは、Ⅲ期屋敷跡の性格を

考える上での参考資料にもなるものである。

北条氏所領の在地支配の構造は、所領管理の中心として鎌倉の公文所があり、郡毎に政所を置き、

村・郷毎に地頭代 (給主)を任命していた。政所には鎌倉の公文所から実務官僚が直接派遣されてい

た。地頭代は鎌倉に住んでおり、現地には地元住民を所務代官として採用していた (入間田 :1978)。

Ⅱ期屋敷跡は名取郡地頭和田・三浦氏段階の村・郷レベルの代官屋敷かと推定した。Ⅲ期屋敷跡も所

務代官クラスの屋敷跡の可能性もあるが、Ⅱ期屋敷跡の系譜とは断絶した屋敷跡であり、当時として

は稀な防禦的色彩もある大溝区画の屋敷跡で、屋敷の規模や内部施設の構造からもより上位の屋敷跡

の可能性も考えられる。中世Ⅲ期遺構群の全体構成からも、その可能性は充分に考慮される。推定奥

大道とされる幹線道路跡に近接した長大な全体区画溝があり、その内部にⅢ期屋敷跡である区画A、

館市的な場の可能性のある区画 B、 禅・律宗系寺院跡の可能性のある区画 C,D、 全体区画溝外の浄

土庭園エリアなどがある。各区画は区画AⅢ期屋敷跡を中心として結び付いていたものと推定され、

長大なエリア全体の掌握機能を有していたものと考えられる。そして、全体区画は幹線道路跡と5条

以上の枝道 。通路で接続している。このことからは、「無縁」の場である道路・市的場 。寺院 。宗教的

エリアをも管掌できる力を持った者が区画AⅢ期屋敷跡の主として相応しいと考えられ、所務代官ク

ラス以上の名取郡全体を掌握していた勢力の屋敷跡と推定することが妥当であると思われる。以上の



想定からは、Ⅲ期屋敷跡は名取郡地頭北条氏が直接の関わりをもった屋敷跡の可能性が導かれる。Ⅲ

期屋敷跡は I・ Ⅱ期屋敷跡のような屋敷墓がなく、また、周辺に水田などの耕作地も持っていない。

継統調査中の土地区画整理事業に関わる広域な調査でも、Ⅲ期段階の遺構は幹線道路跡の東側にのみ

確認され、西側には皆無である。Ⅲ期屋敷跡は幹線道路跡と枝道によって接続はしているものの、当

地域内においては地元に直接密着しない一種隔絶・独立したエリアとなっている。そして、屋敷跡の

廃絶が鎌倉幕府の滅亡とほぼ同時期であることからは、この屋敷跡は多分に政治的な性格を有する屋

敷跡と推定される。小型板状仕上砥の存在意味を前述したように捉えると、この屋敷跡は役所のよう

な施設跡の可能性が考えられる。北条氏が直接関わる役所のような在地の施設としては政所が想定さ

れる。遺物からも、陶磁器組成が北条氏に関連する屋敷跡である鎌倉市今小路西遺跡北側屋敷跡に類

似し、瓦質・陶器火鉢の存在から在地有力者層とも異なる都市的生活をしていた人々の屋敷跡と推定

されることは、政所が鎌倉の公文所から直接実務官僚が派遣されていた役所であることと整合的である。

名取郡政所については、板碑銘から「南方」の余田に政所の存在が指摘されている。この周辺の閑

上 。高柳 。上余田には名取郡には稀な石巻産の井内石 (粘板岩)製の大型板碑が確認されており (石

黒 :1994)、 海・川の水上交通網の発達とこの地の優位性を示している。「南方」の余田政所の存在か

らは、郡政所が一郡一政所ではなく、「北方」にも政所が設置されていた可能性も考えられる。王ノ壇

遺跡中世Ⅲ期の全体区画溝エリアの位置が、前述したように四神相応の地に位置している鎌倉将軍御

所 (松尾 :1998)の立地状況と類似していることからは名取郡 「北方」の政所の可能性を考えたいと

ころではあるが、現状では断定はできない。既に、名取郡 「北方」の政治的中心地域としては、板碑

の検討から、「北方」北端部の郡山地域の優位性が指摘されている (大石 :1998)。 古代郡衛の所在地

に多い郡山の地名が残り、陸奥国府多賀城以前の官行である郡山遺跡があり、かつ、戦国期の名取郡

北方の雄・粟野氏の居城とされる北目城跡があり、当時、この地域に町が存在していた場所であるこ

とも、鎌倉。南北朝時代に名取郡 「北方」の政治的中心地であったことの傍証とされている。しかし、

これまでの発掘調査では、奈良・平安時代の名取郡衡跡は発見されておらず、また、鎌倉 。南北朝時

代の遺構・遺物も郡山遺跡 。西台畑遺跡で若干検出されてはいるが、まだその性格を吟味できる段階

には至っていない。鎌倉・南北朝時代の板碑の存在が戦国期の北目城と周辺町屋の形成には直接結び

付かない可能性がある。さらに、郡山地区の板碑群の分布の中心は郡山地区の南半部にある。この場

所は大野田地区のほぼ中央部を現在も東西に横断する古くからの道路の東方延長線沿いにあたり、王

ノ壇遺跡との関連が考慮される場所でもある。また、この場所には弓なりに蛇行した旧河道跡が名取

川から入り江状に貫入しており、板碑群はこの旧河道跡を取り巻くように分布 している。王ノ壇遺跡

を囲む魚川の下流域北岸に位置する場所であり、河川からも王ノ壇遺跡との関連も考慮させる地域で

ある。現状では、鎌倉時代の郡山地域は、推定奥大道が通る広瀬川南岸の地域であり、「都市的な場」

が形成されていた可能性は充分に想定できるものの、「北方」の「政治的中心地」であるかは確認でき

ない。ただし、それを積極的に否定する材料もないと言える。このような現状を踏まえて、王ノ壇遺

跡Ⅲ期屋敷跡は、在地に下向した北条氏一門の屋敷跡の可能性を視野に入れながらも、ここでは名取

郡 「北方」の政所屋敷の一候補地として、その可能性を示唆しておきたい。



以上のように、Ⅲ期屋敷跡については、名取郡 「北方」の政所クラスの屋敷跡の可能性が考えられ

た。最後に、中世Ⅲ期遺構群全体について再整理して、まとめとしたい。

全体区画溝内には、区画Aの屋敷跡があり、その南に区画 Bの市的場、その北に区画CoDの 寺院

跡があり、区画 C・ D北西部の全体区画溝外には浄土庭園エリア、その北側にはその関連施設群と推

定される建物跡がある。さらに、その北側の幹線道路跡沿いには祠堂と考えられる建物跡と厩跡と推

定した建物跡がある。全体区画溝エリア内の北部や東部は発掘調査区外であり、場の性格は不明であ

るが、北部には枝道Aが接続し、東部は魚川に接しており、物流や人の往来に関わる施設、屋敷の従

者の住まい、庭畑地的な耕作地、馬・牛の自由放牧地などの含まれていた可能性が考えられる。

また、全体区画溝外には浄土庭園エリアの他に、土地区画整理事業に伴う調査では区画Aと区画B

の西部で掘立柱建物跡が数棟検出されている (渡辺・竹田 :2000)。 区画A西部の建物跡は幹線道路跡

から屋敷跡に伸びる通路のほぼ中間地点に位置している。この通路は他の枝道とは違い、側溝を持っ

ていない。通路は幹線道路跡の側溝が途切れる部分から東西に伸びる通路であり、西に行けば春日社、

東に行けば屋敷跡である。つまり、春日社と屋敷跡を東西に結ぶ通路上では幹線道路跡の側清を掘削

していないのであり、この通路は政治的かつ宗教的に重要な通路と推定される。屋敷跡に向かう通路

の途中に建物跡があることから、屋敷への出入りに関する施設かとも考えられるが、一種の聖なる通

路に設けられた施設であり、その点では宗教性を兼ね備えた施設とも考えられる。区画 C・ Dは禅・

律宗系寺院跡と推定したが、 これとの関係からは、僧侶の勧進活動に関わる関所の可能性なども考え

られる。寺社の建設・修造、橋・道路の修理・整備などの公共事業のための関所料徴収施設である。

あるいは、この東西通路に関わるなんらかの儀礼用の建物かもしれない。さらに、幹線道路跡との関

連からは、奥大道の夜討・強盗の取締に関わる 「宿直屋」 (警固屋)のような施設の可能性なども考え

られようか。区画B西部の全林区画溝外の掘立柱建物跡は全体区画溝に接続する可能性がある方形区

画溝によって囲まれており、北部の浄土庭園エリアと同様に全体区画溝から外部に突出したエリアと

なっている。区画 B西部に近接し、枝道D沿いであることから区画 Bの出入 りに関する施設や市的場

に関連する施設かと推定されるが、区画溝内のほぼ中央部に位置している根石を持つ四面廂の建物跡

は仏堂のような宗教的建物跡の可能性もある。

春 日社と屋敷跡を結ぶ東西通路を境として、この南部の区画B西部の突出区画エリアは北部の浄土

庭園エリアとほぼ対称の位置にあり、全体区画溝外の南北にそれぞれ宗教的な空間を意識的に配置し

ていた可能性も考えられる。この南北の突出区画エリアの西部では、幹線道路跡がこれと対応するか

のように屈曲して方向を変える部分でもあり、幹線道路跡との関連が濃厚な南北両突出区画エリアと

推定される。いずれにせよ、人の往来・物の流通に関わる幹線道路跡に密接な施設が全体区画溝と幹

線道路跡の間の部分に配置されていたものと考えられる。また、幹線道路跡は全体区画溝エリアの近

くでは、このエリア全体を避けるように西に迂回している。つまり、幹線道路の造成にあたっては全

体区画溝エリアが幹線道路を規制していることを示唆している。このことは、前述したように、春日

社と屋敷跡を結ぶ通路部分では幹線道路跡の側溝が途切れていることからも理解される。幹線道路を

迂回させ、側溝を規制するほどのエリア内の中心的屋敷としては、やはり政所屋敷が相応しいのでは

450
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ないだろうか。この地が出羽国へ通じる東西交通の要衝であることも、その傍証となろうか。春日社

と屋敷跡を結ぶ通路を東西の基軸として幹線道路跡と全体区画溝エリアを観ると、この通路を境とし

て南北両突出区画エリアだけではなく、幹線道路跡と枝道、そして、全体区画溝もほぼ南北対称の場

所に位置しているようであり、この通路を軸として計画的・規則的に配置されているものと推定され

る。全体区画溝エリア・突出区画エリア・屋敷跡と幹線道路跡・枝道跡は一体のものとして総合的に

構成されて配置されたものと考えられる。

春日社と屋敷跡を結ぶ通路は約230mの直線通路である。直線通路のほぼ中間地点が「鳥居塚」であ

り、古くに鳥居があった場所である。この通路と幹線道路跡は「鳥居塚」の場所でほぼ直交しており、

この部分の幹線道路跡は約200mの直線道となっている。都市鎌倉の最大の祭礼であり、鎮魂と滅罪の

ために始まったとされる鎌倉鶴岡八幡宮放生会では若宮大路から八幡官に参宮する将軍―行のパレー

ドと八幡宮境内の東西に伸びる流鏑馬小路での流鏑馬儀礼が祭礼のハイライ トであったとされている

(松尾■993)。 春日社と屋敷跡を結ぶ通路と幹線道路の直線部分は鎌倉鶴岡放生会のミニチュア地方

版のような儀式を行うための「ハレ」の場として使用されていた可能性も考えてみたい。

以上、中世Ⅲ期の王ノ壇遺跡は、名取郡 「北方」の推定奥大道沿いの南北 2ヶ所の 「都市的な場」

のほぼ中間に位置する宗教装置を兼ね備えた政治的拠点であったものと考えた。

幹線道路跡

第334図 大野田地区地籍図上の中世Ⅲ期遺構群
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XIV ま  と  め

縄文時代

o遺構は微高地上に立地 。分布している。遺物包含層はその斜面に形成されている。

OI段階 :I区の環状配石遺構の出土遺物がある。後期前葉末～中葉初頭段階の遺物である。

①Ⅱ段階 :I・ V区の堅穴遺構 。土坑・埋設土器遺構とⅨ層遺物包含層の出土遺物がある。後期中葉

中頃の遺物である。

oⅢ段階 :I区南端の土坑と I区南端Ⅶ層遺物包含層の出土遺物がある。後期中葉中頃の遺物である。

①Ⅳ段階 iV・ Ⅵ区土坑・不明落ち込みとV・ Ⅵ区Ⅶ層遺物包含層の出土遺物がある。後期中葉後半

の遺物である。

OV段階 :I区の土坑とその出土遺物がある。後期後葉の遺物である。

OⅥ段階 :I区の落ち込みとその出土遺物がある。後期末～晩期初頭の遺物である。

*縄文時代後期中葉の I～Ⅳ段階の上器群は層位的 。地点別にまとまりのある良好な資料であり、今

後の該期の土器編年研究の基礎的資料となるものである。

古墳時代

o遺構は東西に伸びた4列の自然堤防状の微高地上に立地している。

o王 ノ壇古墳 。大野田 5～ 9号墳の6基の円墳と土坑墓 1基がある。 5世紀後半の円墳と土坑墓で、

大野田古墳群の東端部に位置している。

O外縁径18m以上の大型の王ノ壇古墳 。大野田 5。 8号墳には埴輪が伴うが、外縁径約14mの小型の

大野田 6。 7・ 9号墳には埴輪は樹立されていない。

o SK656土坑墓は大型の大野田8号墳の周溝に沿い、近接した位置にある。

*大野田 5号墳と大野田 8号墳の出土埴輪は比較的量も多く、該期の埴輪編年の基礎的資料として貴

重なものである。埴輪には円筒埴輪 。朝顔形埴輪がある。郡山低地の円筒埴輪編年に対応させると、

大野田 5号墳埴輪は2a段階、大野田 8号墳埴輪は2b段階となる。

古代

飛鳥時代

○遺構は微高地上に立地している。

oS1 201住 居跡 。S1901住居跡・ SD6H・ 716・ 717・ 804溝がある。遺構は少なく、通常の集落を構

成する遺構ではない可能性がある。

oS1 201住居跡は 7世紀第 3四半期後半から第 4四半期前半頃である。郡山遺跡 I期官衛段階の遺構

である。壁板材の痕跡が確認され、壁柱穴・入日施設をもっている。出土遺物は多いが、この上師

器・須恵器と同じ特徴をもつまとまりのある類例は確認されなかった。今後の該期の土器編年や律

令的食器様式形成過程の研究のための良好な資料である。



OS1 901住 居跡は 8世紀初頭頃、郡山遺跡Ⅱ期官衡段階である。 SD 611・ 716・ 717・ 804清 と関連のあ

る遺構と推定される。

O SD6H・ 716・ 717・ 804溝は古代の牧に関わる遺構と推定した。 S1901住居跡はこの遺構群に近接

し、建物方向が溝に平行していることから、関連遺構と考えた。今後の検討課題ではあるが、大野

田地区では他の遺跡でも古代の性格不明の区画溝が検出されており、大野田地区全体が牧であった

可能性が考えられる。騎馬軍団や東山道とも絡んで、郡山遺跡に関わる遺構と理解している。

奈良・平安時代

o遺構は微高地よりも微高地間の低地に密に分布している。

○小溝状遺構群と水田跡がある。小溝状遺構群は奈良時代から平安時代前半 (10世紀前葉以前)の間

である。水田跡は小溝状遺構群廃絶後の平安時代後半である。

○小溝状遺構群は調査区のほぼ全域で検出されたが、低地の方に密に分布している。第 I～Ⅸ群の 9

群に大別され、各群内ではさらに重複関係から数群に細別される地域もある。小溝状遺構群は畑に

関連する遺構であり、溝は畝立時の痕跡と理解された。仙台市内の沖積地で検出されている小溝状

遺構群は湿潤地対応型の畑の造成方法によるものと推定した。

o水田跡は微高地間の低地に立地している。 I～ V区、Ⅵ区北半部、Ⅸ区南半部の三ヶ所で確認され

た。いずれも、畦畔は検出されなかった。畦畔の痕跡である帯状の酸化鉄集積面や耕作痕跡 と推定

される細く、浅い筋状の小溝列が発見されている。

中世

o遺構は調査区全域で検出されたが、建物跡などは微高地上に顕著である。

○小溝状遺構群 。水田跡などの耕作に関わる遺構と掘立柱建物跡・井戸跡・土坑などの生活に関わる

遺構とがあり、一時重複する時期はあるものの、総体的には前者の方が古い遺構である。

○小溝状遺構群は I区南半郡～V区北半部で検出された。微高地上に分布している。古代の小溝状遺

構群と同様に畑の畝立時の痕跡と理解した。ただし、溝の形状・深さ 。底面の状況などは古代のも

のとは異なっており、古代の湿潤地型の畑造成からは変化したものと理解される。中世 I期段階か

らⅡ期のある段階までの遺構である。水田跡も同時期のものと推定される。

○水田跡はV区南半郡～Ⅵ区北半部、Ⅸ区南半部の二ヶ所で確認された。微高地間の低地に立地 して

おり、古代の水田跡の上層で確認されている。

*生活に関わる遺構は、Ⅵ・Ⅶ区の中心的屋敷跡の変遷を基に中世 I～Ⅲ期の 3時期に大別した。中

世 I期は12世紀後半、中世Ⅱ期は12世紀末～13世紀中葉、中世Ⅲ期は13世紀後半～14世紀前半であ

る。なお、中世 I期以前の可能性のある遺構や中世Ⅲ期以降の遺構も確認されている。中世 I期以

前の可能性のある遺構はⅢ区で確認された。真北から12～ 15° 西偏する掘立柱建物跡・柵列・土葬墓

からなる屋敷跡である。中世Ⅲ期以降の遺構は重複する全体区画溝にあり、全体区画溝Ⅱ期のある

時期以降は中世Ⅲ期以降である。中心的屋敷跡廃絶後も全体区画溝は機能していたことを示 してい



る。このことから、V区掘立柱建物跡の中には中世Ⅲ期以降の時期のものが存在する可能性もある。

①中世 I期 (12世紀後半 :奥州藤原氏後半段階)

Ⅳ・Ⅶ区 I期屋敷跡を中心として、Ⅲ区Ⅱ期屋敷跡・ I～ Ⅱ区 I期建物跡がある。中心的屋敷跡

であるⅥ・Ⅶ区屋敷跡は出土遺物の類似から奥州藤原氏に連なる在地領主層の屋敷跡と考えた。

o中世Ⅱ期 (12世紀末～13世紀中棄 :名取郡地頭和田氏・三浦氏段階)

Ⅵ・Ⅶ区Ⅱ期屋敷跡を中心として、Ⅱ区南半部～ I区北半部のⅡA期屋敷跡、X区の建物跡 1棟

がある。Ⅵ oⅦ区Ⅱ期屋敷跡は屋敷墓の同位置での造り替えなどから、 I期屋敷跡と同族系譜の人

々の屋敷跡と推定した。Ⅵ・Ⅶ区Ⅱ屋敷跡は主屋が大規模で、厩・持仏堂・倉庫などの建物や立派

な屋敷墓をもち、その配置も規則的・計画的である。武士の屋敷としての施設を備えている。屋敷

に鋳物師や鍛冶師を出職させ、金属製品を造らせている。 I期遺構群からの継続的発展と遺構・遺

物の特徴から、Ⅵ・Ⅶ区Ⅱ期屋敷跡は名取郡地頭和田氏・三浦氏段階の現地支配の直接の管理者と

してこの地域を掌握していた在地領主層の屋敷跡、つまり、村・郷レベルの代官屋敷跡と考えた。

○中世Ⅲ期 (13世紀後半～14世紀前半 :名取郡地頭北条氏段階)

本期段階には全体区画溝で囲まれた長大なエリアが出現する。全体区画溝内には大溝で囲まれた

中心的屋敷跡の区画 A、 市の可能性のある区画 B、 寺院跡と推定した区画 C・ Dが形成される。全

体区画溝外には北部に区画D西側に突出した柵囲いの浄土庭園エリア、南部に区画 B西側に突出し

た溝囲いの宗教エリアが付設している。全林区画溝の西方約90mには奥大道と推定した南北縦断の

幹線道路が造 られる。また、全体区画溝外の北方のⅢ～ I区にも本段階の遺構がある。

全体区画溝は南北最大長約420mの西辺の一部が確認されている。北辺はクランク状に屈曲しな

がら東端の魚川に至 り、南端は凹形状に南方に突出している水路 (運河か)に接続していたものと

推定される。幹線道路跡は両側に側溝をもつ、幅約 4mの舗装された道路跡である。幹線道路跡か

らは全体区画溝に向かう4条の東西枝道と 1条の通路が確認されている。通路は側清をもたず、幹

線道路跡の側溝の途切れる部分を通つて、全体区画溝内の中心的屋敷跡区画Aと春日社を結ぶⅢ期

遺構群全体の東西基軸ラインとなっている。

区画AⅥ・Ⅶ区Ⅲ期屋敷跡はⅡ期屋敷跡とは断絶した屋敷跡である。主屋は確認されていないが、

主屋級建物跡を中心として、南東に倉庫、南西に立派な床板張 りの厩・持仏堂があり、南庭を囲ん

だコの字状の規則的・計画的配置となっている。主屋級建物跡北方には雑舎がL字状に配されてい

る。屋敷西端部には馬場として使用可能な空閑地がある。

区画AⅢ期屋敷跡はⅢ期遺構群全体を統括する屋敷跡である。Ⅲ期遺構群全体は総合的に構成さ

れた遺構配置である。全体区画溝内部に寺院跡や市的場をもち、全体区画溝外部にも南北の宗教施

設を併設し、数条の枝道 。通路が幹線道路跡と接続している。区画AⅢ期屋敷跡の陶磁器組成は鎌

倉の北条得宗家に関わる遺跡に類似しており、都市的生活スタイルを保持するための特殊品や役人

の必需品と推定される遺物もある。全体的遺構配置と遺構 。遺物の特徴から、区画AⅢ期屋敷跡は

北条得宗領名取郡 「北方」に置かれた得宗家直轄の政所屋敷跡の可能性も考えられる。
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円墳・竪穴住居跡
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掘立柱 。竪穴建物跡
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縄文土器・土師器

須恵器・陶器 。磁器
土師質土器・石製品
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縄文時代後期中葉の上器
古墳時代中期の円墳群
飛鳥時代の住居・区画溝
奈良～平安時代の耕作域
鎌倉時代の溝区画屋敷跡
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